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渡邊海 旭師は 、昭和 八 年 一月 廿 六日 午前 八 時、 自坊 、東京 市 深川區 御船 藏前町 西 光寺に 於て 長 
逝せられ た。 越えて 二月 一日 增上 寺に 於て 本葬 儀が 營まれ た 頃、 故人への 離別を 悼む 人々 ょり 全 
集 刊行を 要望す るの 聲頻 りに 起 &、 玆 に門下生等相議し、壺月全集邗行會を興し、直ちに同全集 
の 刊行 事務が 着手され た。 

名聞のための營みを極度に排せられた故人に對し、又死後、全集が編まれる事を何等豫期せら 
れなかつた故人 (: 對し、突然斯樣な計劃を實行する事に就ては、刊行關係者として心情甚だ忸怩 
たる もの ぁるを 感ずる が、 然し 難 生 雛 値の 人世、 偶然に も 同じ 世に 生れ 合せた 我等が、 此の 巨人 
の遺芳を蒐錄して後世に傳ふる事は、我等の光榮とする所でぁると共に、又必然の義務で ^) ると 
信じ、 玆に 此の 全集の 刊行を 期す る 事と なつた ので、 此の 點故師 に對し 深く 非禮を 詫びる と共に、 
江湖の 諒恕を 請 ひ、 併せて 本 全集の 完璧を 得る ため その 提撕協 助を 希 ふ 次第で ぁる。 

此の上 卷には 故師が 邦文 唯一の 著書た る 『歐 米の 佛敎』 、及び 淨土宗 東京 本校 ( 宗敎 大學及 大正 
大學の前身)卒業後渡歐迄、渡歐中、並に歸朝後現今に至る迄の三期に亘りものせられたる四十 


次 


述 

歐米 の佛敎 (大正 セ年屮 一月) 


硏究 論叢 

西 藏佛敎 一 班 (明治 二十 八 年 I 月) S 

西 藏佛敎 の ニ 大本 尊 (明治 三十 年 一月) 湯一 

佛典 中に 出づる 「羅摩 衍那」 及び 其の 人物 (明治 一一 十九 年 八月) . 5 二 

「佛典 中に 出づ る羅摩 衍那及 其の 人物」 を 補 ひ 且つ 大方の 諸君に 質す 

(明. ^ 二十- K 年 十一月) ニ 五 p 

婆羅門 哲學一 滞 S 治 二十 九 年 十一月) ニ 六 一 

女性 崇拜敎 (saktism) 及其祕 密佛敎 との 關係 (圖 解に 因み て) (明治 三十 年 If) …ー 一七 四 
婆羅門 敎佛敎 混合の 一例 (爪 哇國古 像の 圖 解) (明治 三十 一年 五月〕 一一 八 四 


凡例  ニ 

六 種の 學術 論文を 輯錄 した。 晩年の 故師 は、 大正 十一 年 以降の 大正 新修 大藏經 その他 數種 の學的 
編纂の 事業に 當られ た 外學術 論文と しては 殆 んど發 表されな かつた。 唯晚 年に 於け る 代表的 講述 
とも 云は るべき 昭和 七 年 八月 高野山に 於け る 佛敎學 協會の 大會に 「原始 密敎の 成立に 就て」 を、 
又同年五月日本宗敎學會大會に「守護童子經の硏究」を發表せられたが、典に完全な筆錄を止め 
ぬ 事は 遺慽 でぁる。 尙飜譯 論文 或は 幾分で も 時論 や 講義 風に 亘る ものは 悉く 之を 下 卷に讓 つた。 

本卷 論文の 揭載 順は、 執筆の 年代を 逐ふ たが、 同種類に 屬 する ものは 年代の 如何に 拘らず 之を 
ー所にまとめた。你歐文著書並に論文も相當の量に達してゐるが、本全集には收めず、追て別の 
機會 を俟つ て 刊行を 企つ る 事と し、 本卷の 終りに 目錄 のみを 揭げた 。 

本 全集 編纂に 際し 故師の 遺墨 等を 提供 貸與 された る 方々 に 深謝の 意を 表する と共に、 裝幀 につ 
いては故師と親交ぁりし結城素明畫伯がその名筆を揮はれ、特に上卷に對し丙午出版社高岛米_ 
氏が 『歐 米の 佛敎』 を、 又 各雜誌 社が その 所載 論文の 轉載を 快諾され たる 事に 對し 、玆に 厚く 之 
を 謝する 次第で ぁる。 

昭和八年四月  壺月 全集 刊行 會 

代表者 識 


拙稿 「現存 祕密 聖典の 梵 本」 に 就きての 補遺 (明治 四十 一年 三月) 四 七： 一一、 

新發 見の 西域 古聖 典 (明治 四十 一年 一 1S  四？ 四 

大 般若 經槪觀 (明治 四十 一年 六月) 四 八 六 

大 般若 經槪 論を 讀む (明治 四十 ニ 年 四月〕 吾セ 

大 般若 經 の傳來 に 就きて C 明治 四十 ニ 年 五月) g 也 

于闐發 見の 大品 般若 斷片 (明治 四十 五 年 六月) : 五 K 

支那 天 臺山珍 藏 の古梵 本に つきて S 治 四千 一年 十 5 五 五：} 

天 臺山珍 藏 の古梵 本に つきての 補訂 S 治 四十 ニ 年 三月〕 M 六 一、 

新發 見の 阿 含 諸 經の梵 本 (明治 四十 ニ 年 二月) 五六 四、 

大般 涅槃 經の梵 文斷片 (明治 四十 ニ 年 三月) 五 七 3 

漢代佛 敎古經 典の 發見 (明治 四十 ニ 年 ® 月) 五八 六 

普 明 王 本 生に 就きて C 明治 四十 ニ 年 六月) 契 四、 

佛遺 敎經は 馬 鳴の 作歟 (明治 四十 ニ 年 六月〕 竞 九、 

囘訖 語佛敎 聖典に 就きて (明治 四十 三年 十月) 六 0? 

祕密 聖典と 摩 訶婆羅 多の 關 係に 就きての 一二 (明治 匹 十 si 年 七月) SI 

目 次 三 


目次  ニ 

拉摩敎 の 分派 及 其發達 (明治 三十 ニ 年 七月) i 

普賢 行 願讃の 日本 梵 文に 就て (明治 三十 五 年 十一月〕 一 ^ 、 

拙稿 「普賢 行 願讃の 日本 梵 文に 就て」 の 補遺 (明治 三士 ハ 年 二月〕 一一 一一 八、 

梵文 普賢 行 願 讃渡來 年 時に 就きて 釆澤義 道 君に 答 ふ (明治 匹屮 5 + 月) 一一 一天 

華嚴經の梵名に就きて(明治三十六年六月) 一一 一一 一一 〇 

ニ楞學 人に 寄す 手闐 迦濕彌 羅の佛 敎に關 し) S 治 三十 七 年 四月) ： 一一 一一 一六 

陳那 及び 其の 出現 時代 (明治 三十 七 年 十月) 一一 一四 一- 

二 楞學 人の 「婆 沙結 集の 疑義」 につきて  c 明治  一一 一十 九 年 三月)  一一 一 五一、 

樺 皮の 古寫經 (明治 三十 九 年 十一月) •• 一一 一 五 四 

眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例 (田 i 沙門 天 王經の 本文批評 M 明治 三十 九 SS  •:  一 S 
菩提 行經梵 本に つきて (大宮 孝 潤 君に 寄す) (明治 西 十 年 一月〕 M 

ag 菩提樹 考 (明治 四十 年 三月) 四 一 〇 、 

南北 兩傳の 本事經 (明治 四十 年 五月) 四 ニ. 一一 V 

古 于闐及 其 ^ 貴の 古物 (明治 四十 一年 十月〕 四四ー九、 

現存 漢譯 祕密 聖典の 原本 (明治 四十 一年 六月) 四 宅、 


V 


馬 鳴 菩薩 造の 佛敎 脚本 (明治 四十 四 年 十月〕 

密教の 發展及 其 原文 S 治 四十 五 年. I 月〕 

印度の ニ大 革新 敎 (明治 四十 五 年 五月) 

摩噔哩 制 吒讃 佛頌の 原文 (明治 四十 五 年 八月) 

京都 百 萬遍知 恩. 寺 什 寶 多羅 葉梵熒 斷片に 就きて (大罢 年 叫 月) 

維摩 詰 所說經 解題 (大正 六 年 七月) 

金 光明 最勝 王經 解題 (大正 六 年 十一月) 

純密經 としての 金 光明 經 (大正 十 年 八月) 

原始的 祕密 聖典 (大正 九 年 六月.) 

〔附 錄〕  ， 

歐文 著書 論文 目錄 

寫眞 …… 「故師近影」。「近影並 [1 渡歐以前、在獨時代小照」。「ロィマン博士並 1- 在獨時代」。「原稿筆蹟」。 
「病中 筆蹟」。 「友人と 食卓 かか こめる 故人」。 「墓所 亜 書 齋」。 


歐 米の 佛敎序 

大正 ニ 年の 春、 此稿 丙午 社佛敎 講義 錄の 一部と して 公刊 せらる ゝや 、世界は 猶花笑 ひ 鳥 歌 ひて 昌平の 和樂に 
鼓腹せ り。 假 令、 外交 辭 令の 笑裡 、時に £- 兵を 藏 し、 國際禮 譲の 紙脊 、動もすれば 火鐵を 伏せし と雖 、學界 は 
悠々 として 自由の 萬國 交驩を 娛み絃 誦相應 L て 共に 文化人 道の 貢獻に 力めたり。 此小册 子の 若き も亦此 當時樂 
事の 片影を 示す。 然るに 今 再版の 擧 就る や、 文 華 禮樂の 人世は 變 して 修羅 鬪 諍の 魔鄕 となり、 屍 山 血 海、 前古 
比な きの 慘禍を 現じ、 砲火 毒 煙、 乾坤に 充塡 して、 滿野鬼 哭啾々 の聲滿 てり。 此小 著に 名を 列す る 碩學互 匠 も 
憐む べし、 此大亂 に累 せられて、 或は 流離 困 頓の悲 に 泣き、 或は 劎林刀 樹の間 に 其 生死 だ も 知らず。 白 國の老 
匠、 ブレ ー、 プサンは 國 破れて 纔に 身を 以て 英國に 免れ、 獨の 天才、 マック スワ レ ザ ー は ハィデルべ ル グの講 
座を 抛て、 劍を 執り 起ち、 或は 其壯烈 の陣， 殁を傳 ふ。 露の 元老 オルデン ブルダ、 俊才 チ H ルバ トス コィの 如き 
も、 革命の 猛火、 一た び 露 京に 燃へ てょり 鼎 沸 魚爛の 渦中、 杳 として 其 消息を 失す。 此 等の 恨事、 嗚呼 何ぞ局 
らん。 世界の 學界 は斯の 如くして、 今や 全く 交通を 失 ひ、 友好を 絕たれ 、協同 研究の 平和は、 截然と して 一場 
の 幻夢と なりぬ。 燈前舊 稿を 理め 見れば、 蕭條の 秋 空 高く 澄みて、 陰 風 凄 露、 冷々 として 靜か に、 片月獨 り 人 
間の 興亡に 閑せ ざるに 似たり。 

拙稿 出て、 已來 五日 生 霜、 此間高 島 仁兄は 屢促 すに 校訂 再校を 以てしぬ。 稿 者 また 窈に其 志な きに あらず。 希 
歐 米の 佛敎  I 


敎史 としては ジョンストンの 快 著を 見、 日本 怫敎に 就きても 二三 見るべき 書 出で たり。 此 等の 業績 新に 之を 當 
該 下に 挿入す るを 得ざる は 實に讀 者に 對し學 界に對 して 大慙大 愧に堪 へず。 特に 最後の 一章を 補續 する 能は ざ 
りしは、 切實に 遺憾と なす 所 也。 蓋し この 末 章は 本書ょり 觀れ ば、 直接 主要の 題目に あらず して、 寧ろ 硏究結 
果の實 際 上、 必然に 發 現した る 傍系に 屬 すと 雖 、宗敎 硏究の 撮要に して、 此 信仰 方面を 度 外に 措く は、 頗失當 
の擧に 屬 し、 且つ 戰時 及戰 後の 世界 思潮 上 特に 注意を 懈る ベから ざる も あれば 也。 望む らくは 他日 別に 小册を 
編して 之を 本稿の 補遺と なし、 缺 漏の 罪を® ふの 時機の 近き にあらん ことを。 

本書苒 刊は斯 くの 如くして 殆ど 未 治 半 成の 稿本を 强て 上梓した る もの、 其完 きを 得ざる は 論莫 く、 體を 具へ 
ず、 要を 備 へざる の 重きは 切に 江湖の 寬恕を 請は ざるを 得ず。 唯 この 不備の 稿本を 以てして すら、 泰西 怫敎硏 
究の 旺盛と 深廣 とは、 略 其 一斑を 了すべく、 書を 讀む 邦人の 一考を 促す、 必らず 淺小 なら ざらん か。 而して 謂 
ふ、 この 萬 國の德 同 聯合に 就れ る拂敎 の 新硏究 は、 漸次 其 自由 寬容 公明 平和 仁愛の 敎義 を實際 上に 間 發し來 
り、 單に 講壇の 翫 索、 學 窓の 嘆美に 止まらず して、， 界が迭 相 呑噬の 戰禍に 反省し、 殘害 殺戮の 罪惡を 中心に 
慚 悔し 来る とき、 仁愛 正義の 光明坤 輿を 照灼 して、 世界平和の 基礎と なり、 億兆 和樂の 源泉と なりて、 再た び 
人道文化の事業に協カし條經に所謂『天下和順、日月淸明、風雨以時、災厲不起、國富民安、兵戈無用、崇德 
興 仁、 務修 禮議』 の 新 天地の 速に 建設 せらる る 近き にあらん か。 序に 臨みて、 謹で 怫陀の 照 鑑を禱 る。 

欧米の # 敎 三 


歐米 Q 備 敎 ニ 
くば 前章 後 節、 稍 其文體 を均齊 にし、 首尾一貫" 聊か 辭句を 烹鍊 し、 其 冗を 削り、 繁を袪 り、 缺け たるを 補 ひ" 
短なる を續 ぎ、 紛雜を 理 め、 蕪穢を 刈り、 又 其 資料を 充實 して、 稿 後 雲の 如く 起れ る 新 研究の 網羅を 試み、 樸 
t 樗櫟 、倖に して 多少 初學の 資料に 供す るに 至らん かと。 而も 稿 者 此間雜 事の 處理 すべき もの蹈 の 如く 集り、 
加 ふるに 生得の 駑鈍を 以てす。 今 唯 四 五の 誤植を 訂正す るに 止め、 殆ど 一字 半句を 刪 補す る 能は ずして、 搏 び 
之を 江湖に 薦むる もの、 厚顏窟 に 甚だしく、 且つ 慚愧 自ら 貴む る もの 酷 だ 切 也。 然るに 强て 之を 剞劂に 煩は し 
て、 靦然 たる 所以は、 一に 高 島 仁兄の 指 命に 依賴 する 所 あれば 也。 稿 者は その 三十 年の 同志の 勸誘に 固辭 する 
の 言な くして、 亦 之が 爲に 多少の 自信を 生じ 得た るを 自白せ ざるを 得ず。 卽別に 內容を 新に せず、 間 花 野草、 
朿ねて 之を 吾が 畏友の 採 擇に 一任したり。 

稿 者が 荒 怠 放漫の 五 年間、 學藝の 長 流は 戰禍の 間、 猶奔 流駛 注して 熄まず 雄觀の 見るべき 少から ず。 本書の 
研究題目の 如き も、 此 潮流に 乘 じて、 特に ー踬 の淸波 を 揚げたり。 其 二三の 例を 擧 げんか。 西域 佛敎の 硏究に 
於て は、 レ コックの 高昌古 美術に 關 する 大著、 燉煌 古文書に 就きての ペリオ、 シャブ ンヌ 、へ ルン ル 等の 偉大 
なる業績出て、露のォルデンブルグ等亦應然たる快著を公にせり ハ ー リ 你 典の 硏究は 益 進みて f 阿 ^ の 
行其繇 譯と其 に 完了し 至難の 論 部 ヵタ ヴット ー の 如き も 其 英譯の 公刊を 見る に 至りたり。 怫敎 史跡 確定は 英米 
の 學者此 間大に 努力す る 所 あり、 新 研究の 特記すべき もの 多く、 華氏 城 •那 爛陀 等の 故趾漸 くにして 彰明を 得 
たり。 印度 美術史に 關 しては スミスの 大著 現は れ 、支那 古 美術は シャブ ンヌの 光彩陸離たる 雄編 あり、 禹域佛 
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歐 米の 佛敎 
總 說 

I 三國佛 敎と歐 米の 佛敎歐 米の 怫敎と 申す と、 此講錄 に 出る 日本 唐 天竺 I 卽三國 傳來の 善 光寺 如來 とか 
三國 傳通緣 起と か 云 ふ、 この 三國 の佛敎 とは 大分 意義が 違 ふ、 所謂 三國の 怫敎で は、 阿育 大王の 勅 碑 も 出れば、 
五臺 山の 有難い 事 や、 高野山 本願 寺と いふ 樣な大 伽藍 も 出る、 卽ち 敎會 史的 若く は 敎理史 の 佛敎で 、一言で 云へ 
ば傳 道と 信仰の 怫敎で ある、 然るに 歐 米の怫 敎と來 ると、 なる 程、 一面では 布哇 には 淨土宗 や 西本願寺が 盛に 活 
動して、 立派な 女學校 や中學 程度の 敎育 機關も 具備され て 居る、 一歩 米國に 入る と 桑 港 初め 各地に 怫敎會 堂が 見 
られ る、 此等は 勿論 日本人 間の 傳道で あると しても、 歐洲で は隨分 熱心な 佛敎 信徒が ある、 ァ ー ナンダ メッテ ー 
ャ ( 歡喜 慈) や、- 一ャ ー チロ 力 (智燈 .) などと、 立派に 法名を 付けた 碧眼の 大入道が、 剃 髮染 衣の 御 姿で 納まり 
かへ つて 御座る、 瑞 伊の 境、 風光明媚な コモの 湖の 畔に は、 佛敎の 修道院が 出来る、 ロンドンには 學者や 軍人な 
どの 立てた 眞摯な 佛敎會 が ある、 プング スト 博士の 樣な 、工場 主で 到る 處釋 尊の 爲に 氣焰を 擧 ぐる 一種の 傳 道家 
も あれば、 基敎 徒の 迫害 中に 厭く まで も、 苦 戰惡鬪 を續 けつ、 ある 健げ な ラィプチヒ 怫敎會 の 同志 も ある、 而し 
て 更に 之を 思想 上から 大觀 すると、 現 時歐洲 哲學に 於け る怫敎 の 間接 影響は、 如何しても 打算 上 除外す る ことが 
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二、  支那 怫敎の 直接 研究 ニ 三 

三、  歷 史的 資料の 研究 三 0 

四、  日本 及 朝鮮 怫敎 の硏究 三 セ 
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一、  西藏 研究の 切要： 一一 1 0 

二、  西 藏怫敎 と 其 聖典 一一 11 ニ 
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六、  西藏 古史 料の 研究 一 g 七 

七、  西 藏宗敎 の 研究 一四 八 

八、  蒙古 及滿洲 の佛敎 ー：九六 

九、  印度に 於け る S 嘛敎國 の 研究 ー芡 

第五 章 印度 學硏究 上の 佛敎 一男 

一、 印度 學硏 究上怫 敎 の位镫 一男 

一一、 印度 學 研究の 大勢 一六 一 


Is 

三、  一般的 資料の 研究 

(一) 阿育 勅 碑の 研究 

(ニ) 儆敎古 塔 廟精舍 の 研究 

(三) 印度 古畫 

(四〕 古佛 像の 研究 

(五)  怫敎 古跡の 研究 

(六)  碑銘、 古錢の 研究 … ： 

四、  特殊 的 綜合の 硏究 

五、  特殊の 地方 研究. 

第 六 章 西域 發 掘の 佛敎 

一、 西域 古學の 成立 

ニ、 西域 古學 研究の 經過 •：： 

三、 西域 古學 研究の 成績 .：： 

第 七章歐 米に 於け る 佛敎の 感化…… 一丸 


ノ、 
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会合 合 


七 
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は、 抑 も大國 民の 估 券に 關は ると いふ もの だ、 藝苑の 神 女を 以て 渴仰 さる、 サラ、 ベル ナーは 別と しても、 ディ 
ス チン や ファ ー ラ ー 等の 嬌名が、 漸く 藝 壇の 一隅に 喋々 さる、 樣に なつた、 吾國で 思想 上 將た歷 史上、 吾 國と最 
關係の 深い 怫敎の 歐 洲硏究 家の 姓名 丈で もせめ ては、 一っ や 二っは 記憶しても ょから う、 東洋 學の 爲に英 國國會 
を 動かした 碩學 リス、 デ ギップに 學 者の 威嚴を 尊び、 于圃發 掘の 大探檢 家、 マルコ、 アゥ レ ロ、 スタインに 不 
屈 堅忍の 大 精神を 學ぶ ことは、 少 くと も敎育 ある 吾國 紳士 貴女た るべき 人の 必須 的の、 たしな みで なから うか、 
埃 及 博 覽會が 極めて 小規模ながら 一部 識者に 多大の 隨 喜を 買った 今日、 何故 吾が 國 民は もっと アデ ヤン タ の壁畫 
や、 于圆高 昌の古 經斷片 に 注意す る樣に ならぬ の だら う。 

吾國は 今や 確に 衆 洋の 中心 點に なった、 此威嚴 からしても 東洋の 文 藝硏究 丈で も、 獨 立の 研究を 行 ふべき 責任 
が ある、 然るに 支那 文藝や 歷史の 研究 すら、 少し 複雑して 來 ると 横文字の 御 厄介になる 狀態で ある、 一寸 川岸が 
變 つて 回 訖など 、なると ラ ドルフ、 サーレ マン、 ミユ ー ラ ー 等の 御世話にならねば 寸步も 自ら 致す 能は ざる ■れ 
むべき 狀態で ある、 東洋の 覇者 世界の 一等 國は斯 の 如くして 學問 上の 獨立 全然 存在せ ず、 其 實學藝 の 商品を 歐米 
の 問屋 若く は 仲買から 仰ぐ 薄資の 小賣商 人の 觀が ある、 憫れ むべき 夫の 哲學は 勿論、 多少は 創意 や發 明の 譽 ある、 
醫學や 理學諸 科で も 此奴 隸的狀 態は 未だ 全く 解脫 する に 至らぬ、 而 して 東洋 學 、特に 怫敎學 の 方面には 此憐れ む 
べき狀 態 は 實にー 曆悲慘 な ものである、 パ ー リでも 梵語で も、 考古學 でも 歷史で も、 吾國怫 敎學の 前途 實に 前途 
遼遠で ある、 吾々 國民 、特に 怫敎 に關 係を 有し 同情 趣味を 有する 人々 は、 此 現勢に 對 し、 今や 慷慨 ー赉 猛然 奮起 
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出来な くな って 来た。 さり 乍ら これは 尙 一部分 極めて 局ら れた 現象で、 實際上 敎會史 として 光輝を 發す るのは 今 
後 十 年の 未来を 待たねば なるまい、 卽歐洲 の怫敎 は、 大學敎 室の 怫敎だ 、專門 家 や硏究 家の 寄齋 怫敎だ 、くだけ 
た處で 社交家 や藝術 家の サロン 怫敎 位で あらぅ、 要 之、 歐洲の 怫敎は 批評と 研究の 怫敎で ある、 此講 義錄で は此 
批評と 研究の 歷史 と現狀 とを 撮みて、 何處 まで 歐 米の 佛敎に 對 する 調査が 進みて 居る かを 大觀 する 積り である、 
其 藝術や 歷史や 地理 や 敎理 や、 聖典に 關 して どの位 重要 貴重な 資料の 蒐集が 出来、 整理が 出来た かを 槪 見す るの 
である、 然し 本 講義録は 之と 共に また 此 研究の 結果 思想 上に 與へた 影響 や、 實際仰 信の 勢力と なった 實狀を も 出 
來 得る 限り 注意して、 遁が さぬ 事と する。 

ニ歐 米の 佛敎 硏究を 講學 する 必要 必要で なければ 何物 も 成立せ ぬと いふ 餘りに 物質的な 野暮 1 辦一 
今は 一寸 古くな ったが、 此三舛 何 合と いふ 高い 米の 世の中で、 對 岸の 火災なら まだし も怫敎 とい ふ樣な 古い 古い 
もの ゝ硏究 なぞは と 直ぐ 此講 義錄は 骨董 扱に されて 仕舞 だら ぅ、 されても 致 方 もない が、 遠く オリンピックの 競 
技に、 縱令 物に ならぬ まで も 飛び出す 程、 頗る 萬國 的と なった 吾國 民は、 何ぞと 云 ふと 直ぐ 西洋と 来る、 飛行 術 
の談が 出れば、 直ぐ ッ H ツ ペリン 伯、 科學 では キ d 1 レ 夫人 や メチー ーコフ 、思想界では 流行の オィケン、 ベルグ 
ソンは 勿論、 新しき に 趨る 文藝の 方面に ては ハウプトマン や、 アンドレ H フも旣 に 古くな つたと あつて 何でも 强 
烈な刺 擊と云 ふ 所 か、 オスカル、 ワィルド も 盛が 過ぎ そろ-— フランツ、 ヱ デ キン ド あたりに 來た樣 だ、 か \ る 
萬國的 思潮の 橫流 する 吾國で 、今や 確に 世界的の 一大 學術 となって 居る怫 敎學 の現狀 如何を 全然 知らぬ と 有りて 


ン大學 の圖書 館に 收藏 され、 ニ 三 蒙古語 聖典の 出版 すら あった、 而 して 一面 盛に 西 藏硏究 を獎勵 して、 弘化一 一年 
とい ふ 七 昔、 佛敎 因果 譚の 寶藏西 藏譯の 賢愚 經は露 人に 依りて 獨逸譯 が 出来、 今に 學 者の 參考に なって 居る 露 人 
はかくの 如くして 喇嘛 僧を 懐柔し 撫 順して 漸次 之を 自家 藥籠中 の ものと し、 寸を 得て 寸 、尺を 得て 尺、 遂に 蒙古を 
今日の 狀 態に 化 了した ので ある、 新政 黨を 組織 せらる \ 公爵 樣も 吾國 では 必要で も あらう、 而し 永く 蒙古に 遊び 
怫敎 研究に 同情を 有し 重要なる 怫像 佛畫の 蒐集に 努力した 、ウタ トム スキ ー 公の 如き 遠大の 眼識 ある 大宦 人を、 
せめて 一人 や 二人は 欲しい ものである、 而 して 此 東方 經營 の自覺 上、 歐 米の 佛敎 研究は 吾々 に 幾多の 鞭撻を 與へ 
前進を 敎 へて 吳れ る、 此方 面から 見る と此 講習は 決して 悠長 至極の もので なく、 寧ろ、 政治家 實業 家經世 家な ど 
いふ 實 世界の 人々 が 確に 一指を 此寶鼎 中に 染む べき 責 ある ものと なつて 來る 、昔し は 碩學マ クス ミ d 1 ラ ー 印度 
研究の 必要を 英國の 上流 識者に 呼 號し其 名著 『印度は 何を 吾々 に敎 ゆる か』 に滿 腔の 熱 火を 吐いた 近時怫 敎 聖典 
蒐集の 功勞者 セシル、 ベンド ー ルは 其 ケム ブ リツ ヂ大 學敎授 就職に 當り漸 く 印度 學 研究に 冷淡と なれる 英國の 上 
下を 警 策して、 大 々的の 氣 焰を擧 げた、 今や 吾國の 識者 財産家 所有る 敎育 ある 階級に 向 ふて 歐米學 者の 怫敎 研究 
に 向 ふて 眼を 開けと 呼號 する ことは、 印度の 統治 發展上 マ 博士 ベン 敎授が 獅子吼し たると 同じく、 東方の 經綸 上、 
實に 止むべからざる 苦言と して 見て 頂きたい もの だ。 

國民が 對 外經綸 の自覺 と共に、 世界人 文の 貢獻 とい ふ大 抱負は、 次で 起るべき 問題で あらう、 此 問題から 見て、 
歐米 の佛敎 を觀 察する ことは 極めて 重要な 第一 步で あらう、 見ょ、 佛敎と 世界 思潮とは 今 如何なる 關係 である 
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して自己の位置を顧るべき必要がある、古人は臥榻の下、他人の劓睡を容さずと言つたが、今の0:/卜は自已妳敎 
學硏究の臥麻を、全く歐米人に明け渡して、雷の如き鼾聲を發せしめ、自己は薄寒い室のー隅に畏る^-命令を 
待つ とい ふ 憐れむべき 狀態で ある、 かく 歷史 から 見ても、 思想から 論じても 當然 世界に 闊歩すべき 位置に ある 吾 
國の怫敎學は、今の所、光榮ある戰役で打勝つた露西 55 ょりも數等劣つて居る、近くは南條博士がヶルヌ敎授と 
合同 公刊した 妙法 蓮華 經の梵 本は、 實に露 國學士 院付屬 の 大乘怫 典 出版 會から 出た のでは ないか、 南條 老啡士 が 
吾國の東洋學微々たる勢ヵの中に、かく世界的事業をされたのは痛快である、然し法華の樣な至茁至卜ーの大乘聖 
典 原本が、 外國で 第一に 出版され たのは 實に 恥辱を 感ぜざる 譯に 行くまい と 思 ふ、 單に 法萌ば かりでは ない、 露 
國が怫 敎硏究 の眞摯 で 且つ 堅實な ことは 驚くべき ものが ある、 吾々 は 之に 對 して、 尙袖 手傍觀 すべきで あらう か、 
此所で 歐米怫 敎硏究 の 講學 は少 くと も吾國 民， 吾々 怫敎 徒に 必らず 一種の 激勵 を與 へょう、 吾國が 思想の 眞自 FJI 
學問 の獨 立に 向 ふて 最も 適切で 且つ 手近な 努力を 鼓吹す る だら う。 

學問上 Q 翌と 共に、 歐米條 敎硏究 の講學 は 確に 東方經 營に對 する 國民 的の 自覺を 痛切に 敎示 する、 今の 政 客 
a 三人 寄れば、 直に 吾國の 外交 無能を 攻撃す る、 蒙古に 對 する 露 人の 辣腕を 羨望す る、 然し 露 人の 蒙古 經營 は、 
決して 一朝一夕の ことで ない、 其宗敎 言語 風俗に 關 する 根本 硏究は 實に 遠くして 且つ 至れる ものが ある、 現今の 
蒙古に 於け る 露國の 成功は、 確に 此 根本 硏究が 直接 間接に 其 原因を なし 其 鼓舞を なした に 外ならぬ、 吾々 が 尙生 
れぬ 前に 露 人は 早く も蒙獨 字典 や 蒙古 文法を 製作し、 『蒙古 源流』 の 獨逸譯 を 公刊し、 幾多の 蒙古 怫敎 聖典は ヵザ 


する 新曲を 作つ たこと を 得々 と 街氣で 友人に 談す 科白 も ある、 佛敎 趣味が、 今 どの 點まで 進みつ X あるかは 此ー 
っで 判らう、 トルストイの 原始 基督教 や 無抵抗主義が 怫敎 的で ある こと、 ベルグ ソン 哲學の 背景には 朧氣 ながら 
佛敎 主義が 認めら る X ことは、 識者は 大抵 認めて 居る、 而 して 『ヵントに 復れ』 とい ふ 哲學界 の 呼號は 、今や 漸 
く 『佛陀 へ佛陀 へ』 との 兆候 すら 見る、 斯 して 實際 信仰と しての 怫敎の 要求は、 豫想の 外に 大きく， 怫敎 に關す 
る 新刊書は 英獨佛 とも 通俗 ものが 斷へず 書店に 出る、 だから この 大勢に 備 ふる 軍略と して 基督 敎家が 佛敎 研究の 
盛なる は 驚くべき 程で、 隨分 酷烈な 攻撃的 批評の 著作 も、 屢 書物 屋の店 頭に 現 はれる、 マックス、 シユ ライバル 
の 書いた 小冊子 『佛陀 及 婦人』 は此 一例と すべき ものであって、 思 ひ 切って 佛敎の 婦人 虐待を 論じ、 其 文明 價値 
を 冷酷に 批評して 居る、 基督 敎徒に ありて は 實に思 ひ 付きの 書物で あらう、 歐洲の 大勢 旣に 此の 如しと すれば、 
日本に 於け る 思想家 文 * 家と して、 世界的の 貢獻 をな さんと する には、 佛敎に 關 する 硏究や 創作の 發表が 最も 適 
切で、且っ有利な捷徑であらう、唯識論でも起信論でも充分に阻墙し體得して、之を近世的に叙述することの出 
來る 腕の ある 學者が 、若し 吾國 にあつ たと すれば、 世界は 其 人を 歡迎 する ことが 吾々 が、 オイケン や ベルグ ソン 
を歡迎 する 已 上の 待遇を 受け 得られ やう、 去歲 白玉 樓 中の 人と なった 故 元 良敎授 は、 唯識 論の 研究に 隨分 苦心 さ 
れて心 理學上 新しい 飛躍を 歐洲の 學界に 試む る 壯圖が あつたと 聞いて 居る、 あゝ 此壯圖 、此 壯圖に 奮 はんと 欲す 
るの 土には 乞 ふ 先 づ歐米 佛敎の 研究が 那邊 まで 進歩せ る やを 大觀 する 必要が 切 實に存 する ではない か。 

籍を 怫敎に 置く 人 佛敎專 門の 學者に ありて は、 此 講習の 必要は、 唯 目下 頭 燃を 拂 ふが 如く 迫り 来って 居る と 言 
歐 米の 備敎  一三 
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か、 古き 所で ショウ ベン ハウ H ルが 印度 思想を 倩 ひ、 来りて、 歐洲哲 學史の 新生面を 開きた るは 云 ふまで もな く、 
藝 術の 方面に 及びて、 大 詩聖 ゲーテ が 印度 名曲 シャクンタラ ーを 嘆賞し、 其 | 代の 傑作 ファウストの 構造，、、 、•入., 
然 梵土戲 曲の 製作 法を 加味した る こと も 人の 知る 所、 ハイネの 詩 中に 大 史詩 マ ハ 1 ブ r ラタの 譚を 取る—,, 
印度 思想が 歐洲に 浸染す ると 共に、 怫敎 謹は 此 所に 彼 所に 種々 の 影響を 與 へ、 シ ョウ。 ヘン ハウェルに 哲學的 基 
礎を 得た 大樂聖 リヒャ 1 ド、 ワグネルは 其 樂界 革命の 大業を 成就す る 傍ら、 怫敎の 硏究に 力め、 瑞 西に 『トリ ス 

タン』 を 起稿す る 際、 キョツ ペンの 名著 『怫 陀の宗 S 丨 安政 四年版 を 耽讀 した 感想を 其 意中の人 T ゼン 

トンク 夫人 マチ ル テに 書き送って 居る、 ワグネル 晚 年の 大作に 佛敎 色彩が 著く 映る の も 偶然では ない、 實際 信仰 
の方面ヵら見ると獨逸建國當時_血宰相ビスマ，-クが才幹ぁる人として證美重用した普國の高等官、テォドル、 
シュルツ ヱは 『未来の 宗敎』 を 書いて 堂々 基督 敎の 凋落を 論斷 し、 之に 代るべき ものと して、 吠 擅 多の 哲理と 怫 
敎の實 行と を 結合して 新 宗敎を 立つべき を大 膽に吿 白した、 これは 今から 四十 年 前の 詰で ぁるが、 此 傾向は 怫 ii 

研究の 靈臭 ■増大し 來 り、 光 § 震が パ” で新し墨飾靈を作りて所謂^^ぬがー時歐洲蓋靡し 
たと 同じく、 東洋 q 思想は 今や 滔 々たる 潮 勢 墨り、 歐洲 の 思想 海に 絕 へず 新しい 渦 や 管 生じて 居る、 而 して 
此潮 勢の 中 其 有力なる は 確に 佛敎の それで ぁ—、 こ れも 流の 一 Q 藝 術には 新しい 試と して 絕 へず 怫敎 から 材料 
を 取ら， っと 力める、 獨 逸へ、 ソセ ン大公 殿下が 其宮 園に 佛 像を 鑄 造 雲され たのは、 一時 頑固 連中の®々 たる 議 
さへ 惹き 起した、 が、 H デン キン ドの 戲 曲を 見る と、 其 霧の 人物 中、 新 文士と いふ 風の 與が 『議 蝴嘛』 と 題 


內容 紹介を する の だが、 これ も 必要で 親切に 行 はれたら 初學 者に 非常の 便利と なる が、 內容 に硏究 事項が 甲と こ 
とで 重複したり、 單に 叙述の みで 批評を 加へ ねば 往 々惑亂 を 生ぜぬ とも 限らず、 且つ 著作で なく 而も 之と 同等 若 
くは 已 上の 價値も 時には 之 ある 原本 出版と いふ 重要な 功績を 洩す恐 も あるの みならず、 叙述が 平板に 陷 りて 讀者 
が 可成 迷惑す るから 是も 今は 取る ことが 出来ぬ、 依りて 止むを得ず、 大略 左の 様な 內容 分類 的で 研究 結果を 叙述 
し、 各 章 下では 其 研究 事項を なるべく 年代 的に 陳列し、 且つ 出来 得る 限りは 其 代表的の 人物の 學歷や 性格 も此間 
に雜 へ、 重要なる 著作の 粳槪を も解說 して 見る 豫定 である、 塵 事紛雜 、常に 書卷に 親む ことの 出來ぬ 私に、 果し 
て豫定通りの進行が出來得るかどぅか、今から私に疑俱する次第ではあるが、交友ニ十年の同志米峰兄が奮降し 
惡戰 して 成 効し 得た 事業 記念の 祝賀に 聊か 微衷を 表して、 甚 拙劣 粗漏では あらぅ が、 一 篇の祝 賀文 のつ もりで 
此 貧弱な 講錄を 起草し、 出来 得る 丈は 愚直に 勉强 して 却 後一 年間、 讀者 諸賢に 見へ ょぅ。 

第一章 パ ー リ 聖典の 硏究附 錫 蘭、 緬甸 、暹 羅佛敎 
第二 章 梵語 怫敎 聖典の 硏究附 尼 波 羅其他 LL 於け る 印度 佛敎 
第三 章 支那 怫敎の 研究 附 日本 及 朝鮮 佛敎 
第 四 章 西 藏佛敎 の硏究 附 蒙古 及滿洲 に 於け る 嘲 嘛敎 
第五 章 印度 學硏究 上の 佛敎 
第 六 章 西域 發 掘の 怫敎 
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へば、 他 語の 呶々 を 費さず 充分 だ。 

三 歐米佛 馨究の 分類 約 一 百年に 亘 りて 研究され た歐米 佛敎の 研究は、 叙述 上 之が 分類を 行 ふに つき 頗る 
墨を 感ずる、 ず？ 古 S 所で パ” で_經の 識が 出れば、 n こ ボ で 佛敎大 愛 Q_ が 公 f れ る、 西藏 
の 研究が 盛に 始まる と共に、 印度 Q 發 掘が どし ぐ 進 渉して、 碑銘 や 刻 文の 調査が 雨 Q 如く 報吿 される、 近くは 
于闐の發掘が縫に終ると、直ぐ高昌の掘り出しものが世人を驚かすと云ふ風に、重要な事件は暮去朝來、連續し 
て 起り 殆ど 應接 に遑 なき 觀が ある、 されば 此 等を 一切 編年史 的に 叙述す るの も 便利の 一法で あらう、 然し 之は 隨 
分復雜 な羅皇 ずる、 卽 ち數年 £ る 出版と か、 靈蠢 とか Q 議は讀 者に 餘程 倦厭を 生ぜし める、 のみな 
ら ず、 此 編年體 はお 寺の 過 塞み た樣に 趣味 讓 fss が、 兎角 免れ 難い もので—、 夫なら ば 列 傳體は 

どうで— うか、 これ も 面白い 方法で ある、 ファ ゥスべ ル傳 、ケル ヌ傳 、ビ ユル ヌフ傳 など 教訓に 富み、 趣味 
饒 くして 且つ 麗 天才 Q 功績を 充分に 霧す る ことが 出来る、 斯道の 元老 リス、 デ、 ヰ、、 ッ老敎 授を其 美に して 賢、 
淵 博の 學殖 f て M も縱橫 q 才幹に 富む 夫人 ヵロ リンと 合傳 する こと なぞは、 隨分 色彩に 富む 5 史的 傳奇の 筆 
も 揮へ る 人には 隨分 纏！！ 刺 鳳の 震が 揮へ ょう、 然し 之には 資料の 寬 集に 餘 程の 時間と 精力と を 要し、 圖書館 
の 貧しい 吾國 では 到底 面白い もの も 出来ない と識 めねば なるまい、 最後に 名著 梗槪 的に 代表的の 著作を 擇び 、チ 
ョ丨 マの 『西 藏經典 解題』 とか、 ビ ユル ヌ 1 フ の 『印度 佛敎史 序 B とか、 ケル ヌの 『怫 敎槪 論』 とか、 グ リユ 
ン エ i アルの 『高 昌發掘 報告書』 とか、 ベンド 上の 『ケン、' フリヂ 怫敎 聖典 目録』 とか、 一通り 大要を 撮みて、 


として 方 等 部の 諸經な ど 精細に 研究して 或點 に來 ると 全く 其 境界線が 取れる、 矧んや 南北 雨 系と 云 ふ樣な 地理 的 
の區 分は 一時の 便宜で、 要するに 槪觀 的の 區分 法に 過ぎぬ、 卽現に 北方 怫敎の 中に て 小乘有 部の 戒律が 西藏 にも 
日本に も 現に 行は れ 、錫 蘭怫敎 徒が 尊重す る 律 藏の注 釋善見 論の 如き も今漢 譯藏經 中に 存在し 小乘敎 義も絕 
へず 學 徒の 間に 研究され る、 而 して 南方の 錫 蘭には 甞て 大乘敎 特に 密敎が 盛に 行 はれた 歷史 さへ ある、 故に 一時 
は 公認 的の ものと して 取扱 はれた 此 地理 的 區分も 今は 異論を 唱 へる 學者が 少 くない、 聖典 語の 區分 もまた 之と 同 
じく 四阿 含 や 法 句經の 梵語 原文の 斷片が 少から ず 中央蓝 細亞 から 發 掘され る 今日、 單に小 乘敎を パ ー リ怫敎 とい 
ふことは 出来な くな つた 又 夫の 大乘諸 經典も 其 初めは 一種の 方言で 記載され てあつた のを 後代 梵語に 直した もの 
で、 其 痕跡は 法 華に も華嚴 にも 偈頌の 中に 歷 々として 見へ、 般若の 如き 全 體正雅 の 梵語で 書かれて 居る、 經文も 
其 原始的の 形態に 於て は 方言で 書いて あつたと いふ 傳說 さへ ある、 されば 大乘 佛敎を 直に 梵語 怫敎 と稱 する こと 
は 其實 不適 當た るを 免れぬ、 然し 今は 大體の 便宜上から 小 乘敎を 其 聖典 語から 槪觀 的に 之を パ ー リ怫敎 と 看做し 
て 本章に 其 一般の 研究 大勢を 叙述し、 大乘敎 を 之と 同様 原本が 多分 梵語 だから 假に 之を 梵語 怫敎 とし 次の 章に 其 
聖典の 硏究に 就き 略述し ょぅと 思 ふ。 

ニ パ！ y と 梵語 印度 文學の 用語を 二種に 區別 する ことが 出来る、 第一は 雅語で 之を sa -3 skrit とい ふ、 卽 
普通 所謂 梵語で ある、 ナムス ク リットと いふ 語は 正しく 造られた る 準備せられ たる 等の 意義を 有し、 高尙、 完全、 
純粹 、神聖なる 言語と いふ ことで ある、 之に 對 して 第二は 俗語 Prakrit 原始、 自然、 普通、 卑俗 等を 意味し 卑 
歐米 の ^ 敎 一七 
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第 七 章 歐洲に 於け る 怫敎の 感化 
一、 哲學に 於け る 影響 
ニ、 藝術に 於け る 影響 
三、 實際 信仰に 於け る 感化 

第壹章 ハー リ 聖典の 硏究附 錫 蘭、 緬 旬、  暹 羅佛敎 

I 佛敎 翼の ニ 大系 統通途 怫敎を 敎理上 t 分類す ると 大乘と 小乗の ニ大敎 系と なる が、 その 大乘 佛敎は 

現在 霊— f し麗 蒙古 滿洲 には— 固 I 據— し、 支那 や 朝 f Is 靡 I 多の 寺院— し、 

印度の 尼 波羅及 if 諸小國 に— 時の ■けは 留めて 居る、 かく 大 I 敎は 北方 の 諸國 I 通しつ ▲るに 

要して パ 乘佛敎 は 南海の 美は しき 島の 錫 蘭ょり 後 印度の 暹羅緬 筒 等 南方に 其敎 勢を 張る、 此 地理 的の 關 係から 

歐洲 の 鍵學 f 普通に 佛敎— 系に 分ける、 而 して 南方 小 變—尊 奉す— fl と— く 

は 本生經 とか 云 ふ ものは 悉く パ丨 語で 書いて ある、 之に 反して— 大 8 徒 所 I、 法 華、 般若、 蓮 或 

は淨土 囊の經 典は 梵語 — 怫敎 梵語 一 ■で 記されて ある、 故に 震 語の 方面から 見れば 小 乘敎は パ 丨怫敎 
で 大乘敎 は卽 梵語 佛敎 であると 云へ る。 

然し 若し 精——— 根本の 大—區 分 すら、 起 111 極の 明 ff の 1 


岸に 位する 大陸の 國 案陀羅 或は 羯陵 伽から 經典が 来たのに 基く だら ぅ 1 此說に 依る と パ ー リ 語は 羯陵伽 地方の 方 
言で あつた ことになる。 然るに ギン ディ ッシユ E.  Windish は 第 十四 萬國 東洋 學會に 『パ ーリの 言語 的 性質』 と 
題す る 一大 講演を なし 前に 略述した フランケ や オルデンべ ル ヒの說 を 縱橫に 評 破し、 種々 の點 から 論證 して、 結 
局 パ ー リはゥ ッジ ヤィ 一一 1 とか カリン ガとか 云 ふ 一地 方に 局った 純粹の 方言では ない、 其實 一種の 混成語で ある、 
卽摩 竭陀の 古方 言を 基礎と して 他の 諸 地方 語の 特點が 加味され 鹽 梅され て 大成した る 一種の 混成 方言で ある、 故 
に 何れの 方言に も 共通の 點を 有し、 各地 何れの 處に 至りても 自由に 且っ 容易に 之を 了解し 得る 便利が ある、 佛敎 
の 傳道史 から 考 へる と斯の 如き 混成語は 實際上 頗る 切要であった ので、 恐く 佛陀 御自身に 於て 此摩 竭陀 方言の 形 
式體 系を 借りて 而も 其 發音や 文法に 著しく 他方 言の 影響して 出来た 各地 共通の 便利な 語を 必要 上 御 取りに なった 
とも 思は れ る、 此 便利 上の 混成語が 時代と 共に 發 達して 完全な 文學 的の 言語と なった のが 卽パ ー リで ある、 故に 
一見 摩竭陀 語とは 全然 差異す る も 細密に 之を 吟味す ると パ ー リには 幾多 摩竭陀 語の 特點を 明に 殘留 する ことを 發 
見す る ギン デシ ッシユ は斯の 如く 一面に 於て は 他の 諸 碩學が 全然 抛棄して 顧み ざり し 摩 哂陀開 敎の錫 蘭 古 傳說に 
重きを 置く と共に 他面には 餘程 細心の 注意を パ ー リ 語の 性質に 拂 って、 穩 健な 論證を 立てた。 

パ ー リ語 成立に 關 する ヸンデ ィシユ 教授の 說が 果して 最後の 鐵案で あるか 否かは 今 之を 確言す る ことは 出来ぬ 
とし、 假に フランケ 氏 や オルデンべ ル ヒ 博士の 說く 如く 或る 地方の 一方 言と しても 兎に角 パ ー リは復 雜な發 達 
を閱 して 出來 たもので 決して 單 純な もので ない こと 丈は 明 了で ある、 現に 法 句經や 經 集の 様な 古代 聖典の パ ー 
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俗なる 民間 語 若く は 方言の ことになる、 パ ー リは此 第二の 俗語の 一種で 順序、 齋整 等の 元義 から 轉 じて 聖典 語の 
意味に 用 ゆるが、 但し 此 名は 比較的 近代の 命名で 古代の 文書には 勿論 其 名が 見へ ぬ、 而 して パ ー リが源 何處の 方 
言な りし かに 就きて は學者 間に 頗る 異論が ある。 

錫 蘭怫敎 徒の 所傳に 依る と 怫陀は 常に 摩 竭陀國 語 MSgadhi を 以て 說法 せられた、 滅後に 諸大 弟子が 此方 言を 
傅々 口授して 終に 之を 筆錄 する に 至り 玆に同 島に 傅は る 聖典が 成立した と說い て 居る、 若 此所傳 が 正當 なれば パ 
1 リ語は 正に 摩 竭陀國 の 古方 言で ある ことになる、 成程 怫陀は 同時代 若く は已 前に 出現した 宗教改革 家 其 一例を 
云へ ば ジャィ ナ敎祖 の マ ハ ーギ ー ラの 如く 確に 方言 俗語を 利用して 民間に 傳 道され たらぅ、 然し 單に 摩竭陀 方言 
のみを 以て 御說 法が あつたと する のは、 當 時の 事情 上から 見て 頗る 疑 ふべき のみならず、 實際 現在の パ ーリを 印 
度 戲曲や 刻 文な どに 見 ゆる 純粹の 摩竭陀 方言と 比較す ると 著しく 相違す る點を 認める、 故に パ ー リが 純然たる 摩 
竭陀 方言で ない ことは 確で ある、 然らば 何 處の方 語な りし かと 云 ふに、 フランケ Frgke は 刻 文 や古錢 など か 
ら 一の 假定を 立て、 多分 パ ー リは Mathll sl 今の g uttn 一の 南方ょり Vindya 山脈の 西方に 及びて 其の 根源を 求 
むべ く、  Ujjaybi が 此方 言の 中心なる べしと 說いた •勿論 之には 歷 史的の 根據も あるので 夫の 錫 蘭に 怫敎 を傳 
へた 阿育 王子 摩 哂陀は 實にゥ ツジ ャィ 一一 ーに 生れた 人で ある、 されば 無論 同地 方の 方言で 三 藏を傳 持した に 相違 
ない ことになる、 然るに オルデンべ ル ヒ 1 i.  Oldenberg 氏は 其 律 部 公刊の 序文に 於て 立論す るには 第一に 夫の 阿 
育 王子が 錫 蘭 開敎の 話は 恐く は 架空の 小說に 過ぎぬ のであって、 其實 印度 佛敎の 錫 蘭に 傅 はった のは 其 最近の 南 


に 最も 適切で ぁるから 先此 文を 擧げて 次で 現在の 經典 註疏に 付き 表を 作って 見ょぅ。 

問 日 何 謂， 1 三 藏 『答 日、 毘尼藏 •修 多羅 藏 •阿 毘曇 藏是名 n 三 藏 1問日、何謂コ昆尼藏〖ニ波羅提木叉 * ー十三 
蹇陀波 利婆羅 、是名 11 毘尼藏 〖問 日、 何 謂 M 修 多羅 藏 『答 日、 梵網經 爲ビ初 、四十 四修 多羅、 悉入 n 長阿辖 『初 
根、 牟羅波 利耶 二百 五十二 修 多羅 悉入 1一 中阿辖 f 烏 伽 多羅 阿 婆 陀那爲 レ 初、 七 千 七 百 六十 ニ修 多羅、 悉 入-一 僧述多 i 
折 多 波利耶 陀那修 多羅 爲ヒ初 、九 千 五 百 十七 修 多羅、 悉入 1 鴦掘 多羅 『法 句喻 •媼 陀那 •伊 諦怫多 伽 •尼 波 多」 毘摩那 . 
す 多 .斯 羅涕 利伽陀 •本 生 • 娑 •波 致參 毘陀 •怫 種姓經 •若 用 a 藏者 、破 作 n 十四 分 1 悉入 11 屈陀迦 1 此是名 こ 修 
多羅 藏 f 問 日、 何 謂 n 阿毘 曇藏 f 答 日、 法 僧， •毘崩 伽 •陀 兜， 迦他 •耶 摩迦 ，鉢 叉 .1 逼娜配 掛那抵 •迦 他跋偷 此是阿 
毘 曇藏、 

先 づ律藏 v 3v aya-pi す k p* から 現存 聖典を 見る と 五大 部分に なって 居る、、 一、 ST ^:' ka  (波 羅夷) ニ、 PScittiya 
(波 逸提) 、三、 ka g:' ugga  (大 品)、 四、 Culkvagga  (小品)、 五、 pariv^l で (眷屬 ) で 僧尼の 規律 制禁 、敎會 
の 法律 條規を 定めた る 法典 及 施行 細則で ぁる、 次に 經藏 suttgta-pitalol は 前記 善 見 律 記載の 如く 五大 部分に 分 
れ 、各部 多 數の經 典を 包含して 居る、 此等經 典の 數は善 見 律 記載とは 頗 差異す る、 特に 雜阿 と增 一とは 著しく 經 
數が減じて居るが、是は畢竟計算法の差から來たのひ、現存のー經を更に之を數經に分ったからでぁる、長阿四 
十四の 四は 三の 寫 誤、 中 阿 二百 五十二の ニは 錯揷と 見る と 現 藏の數 と 符合す る、 各 阿 含の 首經は 精密に 合って 居 
る 0 
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リを本 生經の 新しい 部分 や 諸種の 註疏 歷史 などと 比較す ると 其 語 も 文法 も 文體も 著しく 異なる のを 認める、 卽京 
始的の 形體に 於て は 素朴に して 亂雜 なりし ものが 次第に 精錬せられ 整理せられ 彫琢され て完 美の ものに 發 達し、 
遂に 立派な 文學的 言語、 統一的な 敎會聖 語と なつた ことを 明かに 示して 居る、 此點に 於て は パ ーリは ジャィ ナ聖 
語に 比して 頗る 特色を 有する、 ジャィ ナ敎も 怫敎と 同じく 方言を 利用して 經典を 筆錄 したのは 同一で あるが、 弗 
敎 徒の 如く 方言を 精錬し 彫琢す るの 傾向 甚だ 發達 せず、 其 語は 著しく 古代 素朴の 俤を 留め、 また 方言 も ニ 種を 使 
用して 古代 聖典は 半 摩竭陀 語と 稱 する 一種の 語で 書かれ、 註疏 や 史傳の 如きは マ ハ ーラ シトユ ラ (今の マ ー ラッ 
タ 地方) 方言の 一種を 使用して 居る、 卽ち聖 語に 怫敎の 如き 統一がない。 

此パ ー リ語の 聖典は 錫 蘭怫敎 の聖史 Gipavilmsa に 依る と、 耶蘇 紀元前 八十 八 年に 卽 位した 怫法 興隆の 英主 無 
畏ヮ ッタガ ー マ-一 (Abhaya-vattagsmani) 王の 朝に 摩 M 毘 M 羅 大寺院で 結集 筆錄 された もので、 從來 口授 暗誦 
に 依り 傅へ たる 聖典が 漸く 記憶の 遺漏 や 混亂を 生じ 來り たるを 禦がん が 爲で あった、 其 後 東 晋の時 支那で 覺賢や 
法顯が 譯經 事業に 奮勵 した 時、 恰も 錫 蘭には 同 島佛敎 中興の 祖師と して 崇 むべき 偉人 覺音一 xrcMh l' llosa 出現し 
て パ ー リ語を 以て 浩擀 なる 三蔵の 註疏を 製作し、 玆にパ ー リ 聖典の 大成を 見た ので ある、 下に 一寸 其 內容を 槪觀 
しよぅ。 

三、 パ！ リ 聖典 パリ ー 聖典 內容に 就きて は 漢譯善 見律毘 婆沙の 中に 頗る 重要な 記載が ある、 此書は 北齊 時代 
の飜 譯で且 原本は 前に 一寸 述べた 如く パーリ 律藏の 註疏で ある、 當時旣 に 整然たる 三藏が 存在した ことを 證 する 
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十經 51—60 
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可成に 面倒な 表では あるが、 四阿 含は 原始 怫敎の 根本 聖典で も あるから、 何 かの 場合に 參考 にもなら ぅかと、 
聊か 手數を かけた まで だ。 

四阿 含の 外に 小 部經藏 Khuddaka- s- uya が ある、 前の 四 大部の 經 藏に對 して 之を 小 部と 稱 したので ある、 
或 派では 之を 第五の 阿 含と する、 此小 部藏の 中には 頗 重要な 聖典 類を 收 め、 聖典 史の 方から いふと 寧ろ 大部 阿 含 
ょりも古い貴重のものさへある、善見律の記_には『破作十四分』卽分つと十四になるとあるが、其名は十ニし 
か擧げ てない 現在の パー リ三藏 には 十五 部 ある 其 名目 左の通り 

一 Khuddaka.psha 小誦其 名の 示す 如く、 極めて 短 かい 聖偈を 集めた 短句 集で、 纔に數 紙に 過ぎぬ、 小經 
典で ある、 三歸 文を 初と し初學 者の 誦すべき 要 文を 輯録して ある。 

ニ Dh—pada 法 句是は 怫敎 要義の 聖偈を 種々 の 題目の 下に 類 集した もの、 怫敎學 上 極めて 重要なる 聖 
典で 且 最古 經典 である 此吾 々が 日常 實踐 道德 上に も 切要なる 格言 集に 就きて は 下に 更に 叙述し やぅ。 

三 u&na  (媼 陀那) 感興 語 五十 偈の 小經 典で、 釋尊が 或は 法 喜禪悦 の眞 境に 入り、 若く は 衆生 濟 度の 大 
慈心が 動く とき 圖らず も發 する 感嘆の 言語で、 短き は 僅々 一行の もの さへ ある 「感興 語」 は此 等の 尊き 天籟の 妙 
語を 集めた もの だ。 

四 itivuttaka  (伊 帝 怫多 加) 如是 語 一 百 二十の 簡單 なる 敎義 要說を 集めた もので、 各 要 說は其 初めに 「如 
n 儿世尊 語」 ^ ti  Vuttam  Bhagavi こと 云 ふ 句を 置いて あるから 如是 語と 稱 したので ある。 
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▲各 品と も！ 2題名があ 5 、 
色 品 だの、 障 品 だの、 多 
くは首經の內容から取り 
て付けたものだ、今簡略 
Li す ^ 爲 一切 之 ^ 除 吾て 
唯數字 か 用ゐ 1: 。 


第四增 一 阿 含 


AngLlttara-;Nik pl yi 


A 1 から 十 ーまではー集乃 
至 十一 集の 義で ある。 


| 、 JEka-Nip pl tf 


一 I、 Duka-Nip yl ta 

三、  TikalNipsta 

四、  Catukka-N. 

五、  P&caka-N. 

六、  Chakka-N. 

七、  Sattaka-N. 

八、  At r aka-N. 

九、  Navaka-N". 

十、  O asaka-N. 
\十  l、 M kadasa-N. 


第一 品 乃至 第 八 品 各十經 。第 九 品 十七 經 。第 十 品 四十 ニ經 。第 十一 品 十 
經 。第 十二 品 二十 經 。第 十三 品 七經 。第 十四 品 八十 經 。第 十五 品 二十 八 
經 。第 十六 品* 第 十七 品 各十經 。第 十八 品 十七 經 。第 十九 品 二十 五經 。第 

二十 品 二百 六十 ニ經 

第一 品 乃至 第五 品 各十經 。第 六 品 十二 經 。第 七 品 十三 經 。第 八 品 十經。 
第 九 品 十 I 經 。第 十 品 二十 經 。第 十一 品 十二 經 。第 十二 品 十一 經 。第 十 
三 品 十經 。第 十四 品 十一 經 。第 十五 品 十七 經 。第 十六 品 十四 經 。第 十七 

品 三十 三經 

第一 品 乃至 第 十五 品 各十經 。第 十六 品 十三 經 

第一 品 乃至 第二 十六 品 各十經 。第二 十七 品 十一 經 

第一 品 乃至 第二 十五 品 各十經 。第二 十六 品 二十 ー經 

1 第一 品 乃至 第三 品 各十經 。第 四 品 •第五 品 各 十二 經 。第 六 品 乃至 第 八 品 

\ 十經 。第 九 品。 第 十 品 第 十一 經 。第 十一 品 十經 。第 十二 品 八經 

第一 品 十經 。第二 品 八經 。第三 品 十二 經 。第 四 品 ^ 至 第 九 品 各十經 …… 
第一 品 乃至 第 九 品 各十經 

1 第一 第二 兩品 各十經 。第三 品 十一 經 。第 四 品 •第五 品 第十經 。第 六 品 十 

i ー經 。第 七 品 乃至 第 九 品 各十經 

第一 品 乃至 第 十 品 各十經 。第 十一 品 十二 經 。第 十二 品 十經 。第 十三 品 十 
ー經 。第 十四 品 十一 經 。第 十五 品 十經 。第 十六 品 十二 經 。第 十七 品、 第 十 

八 品 各 十一 經 。第 十九 乃至 第二 十二 品 第十經 

第一 品 及第 十二 品 各 十一 經 。第三 品 二十 經 


六 〇八\ 


一 


三 一一 

一六 三 
ニ 七 一 
ニ 七 

ニー 四 

九 〇 
九 〇 

一 〇〇 

ニニ 〇 
四 三 i 


經 一' h 九 百 ニ 千 ニ 


次に 論藏 Abhidha 蛋 a は 七 部 ある、 一 D r ”mas §., g p_ ni  (法 聚論〕 ニ. viLh:a a?- a C 分別 論) 三- H 
(界說 論) 四！^ ggalapagatti  (人 施設 論〕 五 &|^<|€(說事論)六 ^ 1; 矿9(雙對論}七 ^ 爵 

論〕 である、 大體善 見 律の 記載と 合って 居る 此 等の 論は 佛敎 々義の 系統的 說明 或は 怫敎 心理、 倫理、 宇宙論 及聖 
者 階級の 分解的の 解說で ある。 

パ ー リの 聖典は 已上擧 げた 律經 論の 三者に 盡 きて 居る が尙此 他に 解 釋歷史 の 類で 准 聖典の 資格が ある ものが あ 
る、 解釋の 方面では 覺音の 書いた 十九 部の 注疏、 卽律藏 に 二部、 四大阿 含に 各一部 宛、 小 部經藏 には 十二 部、 
論藏に 一部と いふ 頗る 浩澈な 典籍が 備 って 居る、 此他に 同 尊者の 著は した 有名な 佛敎體 系 論の 「淨 道」 ぐ ス I-T &I ユ 

*r 

magga も 此處に 添へ て 置くべき 聖書で あらう、 史傳の 方では 夫の 「大史 」 i lv ブぎ _ 「島 史」 spavaia を 
兩大關 として、 怫牙史 •覺 音傳 等、 立派な 史料に 富む で 居る、 此外に 尙典禮 祭式に 用 ゆる 讃歌 式辭や 、更に 聖 J#L 、 
と 01 接の關係ある文法及辭書、例せば夫の「名義明燈」>げ11 0: 11§1^ロ & ^. 101の樣なものを數へたら、ぺーリ聖 
典 文 學は實 に 汗 牛 充楝の 盛を なすと いふて ょから う、 今 此等豐 富な 資料が 如何に 歐米に 於て 研究され たかに 就き、 
其槪況 を 瞥見し ょう。 

四、 ハーリ 硏究錫 蘭 島は 中世に 葡萄牙の 支配を 受け、 次で 和 蘭人の 手に 遷り 三轉 して 英國の 所有と なった、 
葡 國 時代には 本國 から 多數の 基督 敎宣 敎師が 來たが 、元々 當時 葡國が 宗教を 掠國奪 地の 道具に 利用した 時代で、 

特に 頑陋な ィ H ソ ィット 僧徒 だから 無論 殘忍 酷薄の 態度で 錫 蘭 古来の 宗敎に 臨み、 隨分 猛烈な 手段を 弄して、 寺 
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五§ト ?: 111 ^' ヴ(尼波多)經集七十ーの小經を編纂したもので其語格文法ょり見るとパーリ經典中最も古 

代に 屬 する 經 典で 至極 貴重の ものである。 

六 v B7 in r^ l; hll (昆 摩那) 天宮事 天上の 樂 境を 叙した もの。 

七 ^ tt r attlltl  (卑 多) 餓鬼 事前と 對 して 地獄 界の 記_で ある。 

八％ |! ハ- 11 |:' 九&^^客( # 羅涕利伽陀)長老歌及長老尼歌釋尊御在世中に生存した聖弟子の詩歌 
を 集録した もので、 長老 歌は 諸大 長老が 感興 詠嘆の 歌を 集め、 長老 尼 歌は 諸大 尼の 遺した 頌讃を 編輯した もので 
ある。 

十ボぬ Sa 本生釋 尊が 前世に 於て 種々 の 身を 受け 難行苦行の 功を 積みた る譚を 集めた もので 長短の 譚が其 
數五百 五十 ある 隨て此 本 生 經は實 に 處然 たる 大冊で ある、 怫 敎敎義 上の みならず 印度 文學上 非常に 重要の もの だ。 

十一 ^ &1 パ sa  <:尼涕娑〕解釋此書は第五に擧げた經ー氣のー部を解釋したもので怫陀の高弟舍利弗尊者の 
作と して 傳 へられて 居る。 

十二 1 ^isamb’hid sfil magga  (波 致 參昆陀 ) 無 障碍 道 聖者の 心理 狀 態の 描寫。 

十三 了 3 ana 譬喩 諸大 羅漢の 因緣 を集錄 したる もの。 

十四. kf r n l; sa 怫種姓 經釋尊 出世 前に 出現した る 二十 四 怫の略 傅。 

十五 b rj r ^r l^itaka 行 藏釋 尊が 前世に 種々 の 修行を 積まれた るを 韻文を 以て 略說 したる 小經 典。 


全部 三卷 となって 居る、 當時此 希有の 史書が 公開され たのは、 學 者社會 には 非常に 珍奇の 資料に 相違なかった、 
尤も 其飜譯 は パ ー リ 原文から 直に 譯した もので なく 錫 蘭 土語から 重譯 した ものだった。 此ゥ ッバ ム 刊行の 摩訶槃 
沙古譯 は 今ょり 二十 年 前" 荻 原雲來 君が 雑誌 『怫 敎』 の 附録と して 邦文に 譯し 初め、 同氏 外遊の 後 二三の 人々 が 
之を 繼續 して、 兎に角 全部を 邦譯し 了っ た、 今では これ も 一寸 珍な ものと なった。 

斯くパ ーリ 語が 次第に 歐洲の 學界に 知らる ゝ樣 になった 時 も 時、 獨 逸では 同國の 梵語 學史に 不朽の 名聲を 殘し 
た シュレ ー ゲル (A.  w.  V.  schlegel) が、 ボン 大學で 盛に 言語 學の爲 に 氣 焰を揚 ぐる 最中だった、 其 儕々 たる 
門下の 中、 傑出した 一 俊才が あつた、 それは 那 威人の クリス チヤン. •ラ ツセ ン (Christian  Lass 21 ) である、 ラ 
ッセ ンは 、ボンで 印度 學專攻 中、 師から 其 非常の 才能を 認められ、 終に 怫京 パリに ニ 年間 留學を 命ぜられた、 此 
花の 都、 世界 文藝の 中心で、 彼は 一 天才に 會 した 此が卽 夫の ビュル ヌ ー フ (Ellgsn  Burllouf) で、 此大 天才が 言 
語 學界に 於け る赫々 の偉勳 、特に 佛敎學 上 燦爛たる 功績の 如何に 犬なる かは、 次章に 之を 說 くこと X する、 ラッ 
センが 此人に 會 したのは、 文 藝上ゲ ー テと シルレルが ワィ マ ー ルの 古城で 相 友と して、 不磨の 傑作を 殘 したに も 
較べられ やぅ、 兩天才 が 協同の 硏究 は頓に 學界に 生 氣を與 へた、 此 協同 研究は 何で あらぅ、 當 時の 學界で は 最初 
最新の 業績で、 卽パ ー リ語の 學術的 研究の 發表で ある、 『パ ー リに 就きての 論』 Eli  sur lo  r B i が卽 それ だ、 
此 論文の 出た のは 恰も 『錫 蘭 神聖 歷史 集』 完成の 公表が あった 時で、 ラッセンは 僅に 二十 七の 靑年 、ビュル ヌ ー 
フは 一つ 下の 弟であった、 此 破天荒の 論文が 發表 せらる、 や-印度 學の 元老と して 崇められた 英國の ゥヰル ソン 
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院や弹 像 Q 破壤を 行っ た、 隨 って パ 1 リ 聖典の 硏究な どは 毫も 行は. れる 害は ない、 然し 當 時此聖 語に 就きて S 
吿は絕 無で もなかった が 取 立て、 此處に 記す るに 足るべき もの も 見當ら ぬ、 和 蘭の 權 力の 下に も 此方 面の 硏究は 
一向 發 達する 1 なかっ た、 然るに 奮が 和 蘭と f 交— り ニ 時 此島を 占領し 一千 八 百 ニ 年 (享保 
ニ 年〕 平和 條 約の 締結に 至る まで、 占領を 繼續 し、 終に 一千 八 百 十五 年に 全島を 其 # 中に 收め 了った 扨 ^ 陸が 
此 島の 主人公と なるや 印度に 於け る 宗教 政策 其 儘を 此處に 適用し、 漸次に 怫敎 徒懷柔 主義を 實 行した、 其 結果に 
依る もの か 同 島 文武の 英國 官吏 及傳道 者の 中に 怫 敎に關 する 趣味 や 同情が 芽を 出す 樣に なり、 聖典 や聖 語に 就て 
の 知識が、 少々 づつ 歐洲に 知らる X 事と なつた、 其 一例と しては* 錫 蘭 判事 長に 同島會 議長を 兼職した アレ キす 
ン f •ジ ョン ストン (Alexander  J01I011) が、 同 島 新法 典 編成の 準備と して、 先歷 史宗敎 風俗 習慣 等を 硏 
究す るの 必要 ぁりと なし、 夫の 聖史 |&歡,の英譯出版を計畫したるが如き頗注意に價するものといふてょから 
ぅ、 ジョン ストン 氏は 此計 畫を實 行す る 爲に同 島 駐在の 英國飜 譯官に 命じて、 同 史英譯 の 草稿を 造らし め、 英國 
が 同 島 占有 後間 もな く傳 道に 來た 美以美 派の 宣敎師 フォックス 0 v. te . と 同 島 官吏 ゥッ パム ( ft ( ブく 
uphi) の 二人が。 ハ 1 リの造 詣深き 故を 以て、 主として 校訂に 與ら せ、 其 上 土人の 僧徒 學者に も 諮り、 一千 八 
百 二十 六 年 (吾が 文化 ニ 年) 該灘 1Q 大 f 蕾で 公表し、 千 八 百 一一 壬 一一 年 i りっ ッ パム 氏が 出版者と し 
て『錫蘭神聖歷史集』 ^ 10  8|良§ユ11ぎ01. 0* 已$0& 2, 971目と題して龍敦で公刊し時の ^ 
供ムるの榮を得た、此神聖歷史集は前記摩訶槃沙の外にザ| >*' 石トニやぐ艺5を^^^等の史書傳記類を收め、 


き、 大に錫 蘭 聖史を 研究し、 斷へず 資料を 蒐集し、 其 成績を ベンガル 商 細 亞協會 々報に 報吿 し、 着々 歩武を 進め、 
遂に 夫の パ ー リ文摩 訶槃沙 に 英譯を 付して 出版した、 時は 千 八 百 三十 七 年 (天 保 八 年)、 リス、 デギヴ 敎授が 之を 
パ ー ” 硏究 開闢の 大事 業と 極 筆 賛嘆を 惜まぬ も 決して 餿辭 ではない。 

タ ー ナ ー の 摩 訶槃沙 原英合 揉の 刊本は 、同史 全篇 一 百 章 九 千 百 七十 五頌の 中前 段 三十 八 章に 留め、 之を 第一 卷 
とした、 其餘 章は 第二 卷已 下に 收 める 豫定で あったが 、出来ずに 仕舞った (ゥッ パム 刊行は 八十 八 章まで 譯 して 
ある)、 此書に は 約 九 卜 頁に 亘る 細字の 序論が あって、 怫敎歷 史及錫 蘭 王統の 年代 考證 にっき 極めて 精細 周密の 硏 
究が發 表して あり 且っ パ ー リ三藏 の內容 をも槪 略記 載して ある、 而 して 開 卷の 始めに、 夫の ゥッ パムの 公刊した 
錫 蘭 土語 底本の 摩 訶槃沙 英譯の 誤謬 粗漏を 忌憚な く 指摘し、 殆ど 完膚 なき 迄に 其 過失を 列擧 して ある、 タ ー ナ ー 
の譯 I たび 出で ゝ錫蘭 神聖 歷史 集は、 骨董と して 書史學 上に 珍と せらる X 外、 憐れむべし 全然 學界 から 全く 葬り 
去られた。 

タ ー ナ ー の 摩 訶槃沙 出版 後、 パ ー リ 研究に 就きて は 種々 の 論文が 英怫 獨の學 者に 依りて 發 表された が、 これと 

云 ふ 程の もの もなかった、 然し 歐洲 各大 都の 圖書館 や 博物館は 今や 孜 々として パ ー リの貝 葉 冩經を 蒐集し、 大英 
博物館 や 印度 局の 如き、 漸次に 錫 蘭 •緬甸 •暹羅 の諸國 から 豐 富なる 古經 典を 獲た が、 此時ス ヵン ディナ ビヤ 半 
島の 一角には ラスク (Kaslo や 其 弟子で 出藍の 譽が あつた 大學 者ゥヱ スタ ー ガ ー ルド (K  L.  westcrgaard) が 
コッペン ハ ー ゲン 大學で 盛に 印度 古學及 言語 學の爲 に 光彩を 發揮 した 爲 、珍奇な 印度 古書が 大分 同大 學の 書庫を 
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(H.  H.  wlson) や プリンセプ (prinsep) 等が、 パ ー リ語 起原に 就きて 種々 の 議論を 鬪は し、 此語の 重要なる 
こと、 其 聖典 や歷史 類の 豐富 なること などが、 彌益 歐洲に 知れ渡る 樣に なった。 

是 ょり 先、 英國に 於て は 印度 學の 硏究 着々 として 其步を 進め、 特に 考古學 の 方面に 於て は、 前に 一寸 名前を 出 
した ブリン セ プが其 卓抜 異常の 才能を 揮 ふて、 盛に 碑銘 や 古錢に 前人 未發の 技量を 示し、 特に 阿育 王の 勅 碑が 發 
見され て 彼は 此奇 古の 碑文 解讀に 尤も 苦心を 費し、 別して 其 年代の 硏究に 精力を 集中した、 然るに 印度には 古来 
歷史の 考證に 資すべき 記錄が 絕 無の 所から 其 煩悶は 一方ならぬ ものだった、 此時 恰も 錫 蘭に 幾多 貴重の 歷 史記錄 
を傳 へて 居る 事が 稍 明 了と なつた 故、 プリンセプは 如何にもして 精確な 史料を 手に入れたい と 努力した、 勿論 ゥ 
ッバ ム 公刊の 神聖 歷史 集は あるが、 粗漏 杜撰の 點が少 からぬ ことと、 年代の 考證 などを 全然 顧みぬ 所ょり、 之を 
學術 的の 資料に 供す るには 到底 不滿 足を 免れなかった。 幸に も 此際パ ー リ語界 の 一 偉才 出で 犬に ブリン セ ブ 
の 事業を 助け 且パ ー リ 研究の 根基を 築いた。 此 偉才は 錫 蘭 統治の 功に 依りて 後 ゥィン ター トン 伯 (Halof 名 r 
nterton) に 叙せられ た 人で、 姓は Tumour 名は Georg、 一千 七 百 九十 九 年 錫 蘭に 生れ、 ニ 十歲 にして 同 島の 
STS MI スに 入り、 多年 同 島に 職を 奉じ、 累進して 同局 顯 要の 地位を 占め、 頗 功績 ありし が、 惜 哉壽甚 長から ず、 
僅に 四十 四歲 にして 伊太利の ネ ー ブル スで 客死した。 

タ ー ナ ー は 印度 歷史の 研究 上、 錫 蘭の 史料が 至 貴 至 重の ものた る ことを 證 明した 最初の 人だった、 彼は プリン 
セプの 獎勵に 促されて 、犬に 其 研究を 助力し、 非常に 多忙な 民政 局の 事務を 執る 傍に、 學識 ある 同 島の 怫僧に 就 


嚴なる 詩形に 籠め て、 古色蒼然たる 中に 生氣 の潑淛 として 溢れむ 計りなる 四百 二十 三 頌の聖 詩 輯錄が 、パ ーリ聖 
典 出版の 劈頭 第一に 現は れた のは 佛敎 徒が 不思議の 因緣 として 頗る 感謝すべき 所で あらぅ、 ファ ウスべ 二 I ルは 
此聖血 ハ 中で も 最も 古體 古語で 書いて ある 困難な 聖詩を 幾多の 異本を 集めて 校訂し 每紙に 原文と 羅甸 語の 譯 文を 對 
比して 研究者の 便に 供し 且っ 浩潑な る パ ー リ 註疏を 卷 末に 添へ 別に 聖詩 韻脚の 法と 鄭寧な 異本 比 照と パ ー リ 索引 
とが 付けて ある、 實に 至れり 盡せる 出版と 稱 してょ い、 タ ー ナ ーの摩討繫沙で確實なパーリの知識を得た歐汛の 
學界 は、 ファ ウスべ ェ ー ルの 法 句經で 其 堅牢な 基礎を 見出し、 研究の 方針が 初めて 其趨く 所を 知る に 至った、 而 
して 一般の 敎育 ある 社會は 大史で 佛敎 歷史の 來歷實 に淺 からざる を 知りた ると 共に 法 句經で 其 深遠 崇高の 敎理に 
始めて 接する ことが 出來た 、此 意味から すると 法 句經の 公刊は 單に 言語 學上 不磨の 傑作と して 賛嘆 せらる ゝ のみ 
ならず" 亦 宗敎史 及 思想 史に 於ても、 少 からざる 功績で あると 云へ る、 ファ ウスべ ルは 此僳 作を 完成して、 
之を 其師ウ H スタ ー ガ ー トに 捧げ" 引 續き益 聖典 出版の 爲に 奮鬪 努力した、 其 偉大な 功業は 次 段に 於て 述べる こ 
ととす る。 

法 句經の 出版と 前後し、 歐洲に 於け る パ ー リ語 硏究は 益 盛大に なった" 梵語の 學者で 苟 くも 怫敎に 趣味を 有す 
る ものは、 皆 パ ー リ 研究の 門に 走つ た、 佛國 には セナ ー ル (Nsgart) が 出る、 露國で は ミナ ヱ フ (Mimlyeff) 
が 文典の 著作 や 聖典の 出版に 手を つける、 獨逸で はク ー ン (E.  Kilim) が 種々 の 業績を 發 表し、 スピ ー ゲル (.て- 
sp o- gcl) の 如きは パ ー リ 逸書 集 Anccdotalwal s' l の 編纂を 計畫 して、 二三 聖典の 校訂を 出した、 又 夫の ファウ 
欧米. の佛敎  三 三 
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賑 はすこと \ なり、 就中 パ ー リ寫 本の 豐富な る ことは 殆ど 英 國と壘 を 摩する 計りの 勢であった、 此 有力な 硏究材 
料は 玆に 偉大な 使用者を 得て、 パ ー リ硏究 に 俄然と して 一新 機運を 拓開 する こと- 1 なった、 此硏究 家は 誰で あら 
ぅ 一千 八 百 二士 一年 北海浪 荒き 反に 狐々 の 聲を擧 げた、 ヴ ィッゴ 、フ ァウス ボ H - ル (vigg。 Fallsbcll) で 
ある。 

リス、 デ、 年、、 ッ敎授 日く、 「タ —ナ ー の大 出版は 廣く 學界に 其 眞價を 認められた が、 其 死後 誰も 彼の 大業を 繼 承す 
る ものがない、 當時パ ー リ 語の 字書は 無論 ある 害 もな く、 文典 とても 言 ふに 足る 樣の もの もない、 さりと て歐洲 
學者が 此が爲 態々 錫 蘭に 出 懸ける の も實に 困難 至極で ある、 其故タ I ナ ー の 書は、 恰も 荒凉 たる 未開拓の 原野に 
屹 立した 寂寞の 道標の 樣に 、来らむ 才能 ある 開拓者を 待っ 計だった、 勿論 此間 多少の 小論 文の 公表は あった が、 
淺薄 皮相、 物の 用に 立っべく もなかった が 終に 一千 八 百 五十 五 年に ファ ウスべ H1 ルの 一 パ ーリ原文の|^ィザァー 
公刊が あった」 一 ■此 第一 公刊 こそ 實に パーリ 硏究界 の新氣 運を 拓開 したの だ。 

ファ ウスべ ー ルは 當時 コッペン ハ ー ゲン 大學 文庫の 司書であって J フス クや ウェス タ I ガー ルドの 薰陶を 受け、 
盛に 印度 古學を 研究し、 特に パ ー リの 茫漠たる 未開拓の 原野に 眼を 注ぎ、 大學 文庫の 藏帙を 使用して、 頗る 苦奄 
を 費した が、 前に も 言 ふ 通 文典と ては、 續に 不完全 極まる クロ ー の パーリ 字典 あるの みだった、 ファ ウスべ ー ルは 
此 困難の 研究に 堪 へて、 着々 前進し、 終に 法 句經の 公刊に 成效 した、 此 公刊は パ ー リ佛敎 聖典が 歐洲否 恐く は 世 
界で 活版と なって 現 はれた 最初の 者だった、 而 して 此 怫敎經 典 中、 不朽の 眞理と 普遍の 慈 光と を、 美は しく も 亦 


字典の 完成した のは 明治 八 年で、 恰も 露國で ポ HI トリン クとロ オトと が 梵獨大 辭典の 刊行を 完成した 時 だっ 
た、 パ ー リ 研究は 玆に 至りて 益 旺盛を 極め、 律藏の 出版 も 始まり、 本 生 經大集 も 其 第一 卷が 出た、 玆に 於て か、 
聖典の 出版と 研究の 發 表との 爲に 、是非とも 大計 畫で而 して 有力なる 中央 機 關卽ー 學會の 組織が 焦眉の急に なっ 
て 来た、 リス、 デ ヰ'、 ッ (Kllys  Davids) 敎授が 設立した パーリ 聖典 會 PS  Text  Society は、 此氣 運に 應 じて 明治 
十五 年に ロンドンに 起った、 此 中心 機關 は卽歐 米に 於け る パ ー リ硏究 全 體の潮 勢から 見て、 確に 總結で あり、 一 
段落で ある、 汪洋の 勢を 楊げ 潺湲の 美を 呈し 、東から も 西から も、 流れに 流れ、 走りに 走る 百 千岐の 大江 細流は、 
玆にパ ー リ 聖典 會とい ふ 一大 海に 朝 宗湊會 して、 更に 幾多の 新しい 波濤を 卷き 起し、 無數の 新潮 流が 續 々として 
生じて 来る。 

玆で此 學會の 設立者で 今 現に 宗敎學 者 言語 學者 から 非常の 尊敬を 受けっ ゝある、老敎授の面目を一寸舰はぅ、 
リス、 デ、 ヰ、' ッ敎授 は 天 保 十四 年英國 コルチ H スタ ー (Colchester) に 生れ、 二十歳に して ブラィトンの 高等 學校 
を 出で、 二十 三 歲で錫 蘭に 行き、 法律上の 業務に 從事 する 傍ら、 犬に パ ー リ及 怫敎の 研究を 力めた ことが 凡そ 十 
年間、 明治 九 年 マックス ミユ ー ラ 1 翁が、 東方 聖書 大 集の 出版の 計 畫を發 表した 年に、 英國 に歸 り、 ロンドン 大 
學でパ ー リ語 及び 佛敎 文學の 講義を 開き、 次で 皇立 亞細蓝 協會の 書記に 司書を 兼職して 、犬に 東洋 學の爲 に 
盡 力した、 現 時は マン チユ スタ ー 大學に 敎鞍を 取り、 疆鑠 として 種々 有益なる 新著を 公刊し、 後進を 指導して 居 
る、 パ ー リ聖 典會は 教授が 歸英 後間 もな く計畫 した 事業で、 勿論 成立 當時 には 資本の あった 譯で もなかった 故、 
歐 米の 彿敎  三 五 


歐 米の 佛敎 H 3 
スべ ガの 門下には トレンク ネル (Trellcknelo の 如き 俊才が 出て、 硏究愈 佳境に 入る、 而 して 此 大勢は 自ら 錫 
K* の# 敎徒を 审擊 し、 其 有爲高 材の學 僧は、 奮然 起ちて パ ー リ語 の爲に 世界の 學界に 貢獻 する ことに 努力した、 
其 中で 早世した 曇 摩 藍摩師 Dhamm scl msa  (一千 八 百 七十 ニ 年 寂) の 如き、 今尙 歐洲學 者に 多大の 尊敬を 受けつ 
\ ある： ハ ー リ語 _ 『名義 明燈』 Abhidhfppadipik ssl の 校訂 出版者 E I? 師 0 subha s の 如きは、 所謂 鐵中 
の錚 々たる もので— ぅ、 居士 Q 中に も 斯道 q 研究に 力 交れ、 多大 Q 便宜を 歐洲學 者に 與 へた 人も少 くは なか 
つた、 ギジ H1 シム ハ (vijesilpha〕 の 如きは 其 代表的の 人と 云 はれ やぅ。 

此の 如く 漸くに して 爛漫 Q 華を 開き 來 つた、 ず リ の 學苑 中に 今や 從來 q 硏究嘉 合し、 研究の 義を 確立せ 
ん とする の計_ 漸く 墨して 來た 、夫は 卽パ i 字典の 編# である、 着 S 業 ■りて 豪 S 全く 面目を 
革め た 今日まで 尙 唯一の パ ー リ 字典た る 名譽を 保ち、 學界 の至寶 として 後進の 研究を 利益して 居る のは 實に ロバ 
ン if l チル' タ ー ス ( ^ 。ぎ ^ ^^^”^^ー ^ 写 ^ の功窗である’彼が半生の心血を渥いだづ芝 ©* !^ ^! ^ 
the  Pali L 目 guage  r ハーリ 字典』 は 彼が 功業を 永く 學界 に留 むる 隆然 不磨の 記念碑 だ。 

チルダ 丨スは 錫 麗督ム ヵル ティ (sir  Charles  Mdarty) (一千 八 百 六十 年ょり 四 年間 其 職に あつた) の 秘書 
官 として 活動し 後英國 に歸り 印度 局の 副 司書に 任ぜられ、 其晚 年は ロンドン 大學の 敎授で 終つ た、 纔に 三十 六 
才で 死む SQ 壽命 は實に 短 かつた が、 其 事 蕾 實に 大きい、 彼は パ丨 字典 編纂 の 大業を 完成した 外、 尙 聖典 
の 出版を もした、 それは 後段に 至りて 述 ぶる ことにする 0 


敎』 は ニ 大雙璧 とする ことが 出来 やう、 敎授の 講演は 此の 如く 人氣に 投じた る 故 か、 大學 講座の 下には 常に 幾多 
の靑 俊を 集めて、 新進の パ ー リ學 者が 輩出す る樣に なり、 妙齡の 女流で 講義に 列す る もの も少 くはなかった、 ボ 
1 ド (barbel  Bode) リツ デ ィング (c.  E.  Lidding) 兩孃の 如きは、 此等 閨秀 パ ー リ學 者の 傑出した る もので 
あらう、 而 して 更に 傑出した る 淑女は 卽ち 今の 敎授 夫人 カロ リン 女史で ある、 女史が 結婚 前後 公刊した 優秀な 經 
文や論藏の飜譯及び忠實周到の索引類は_眉の碩學をして覺へず瞠若たらしむべき名篇である、夫人の學才は實 
に 此の 如く 抜群で あるが 其 貞淑 婉 順の 美 德も實 に 婦人の 龜 鑑と稱 すべきで ある、 現 時 パ ー リ聖 典會が 着實に 進 渉 
して" 益 良好の 成績を 擧げ っ、 あるは、 實は 夫人が 內助の カ與 って 多き に 居る に 由る からで、 今や 夫人は 老敎授 
を 助けて 殆ど 內外 細大の 實務を 一身で 處理 しっ X ある、 而 して 其 敏明精 察の 頭腦と 親切で 誠意の 籠れる 態度は、 
後進の 土が 常に 感謝 措く 能は ざる 所、 此 講義録の 筆者 も、 敎授 と共に 夫人から 一方ならぬ 研究 上の 便宜と# 助と 
を 被む った 一人で ある ことを 玆に 感謝す る、 敎授と 夫人は 今や 此の 如く 琴瑟相 和し 鸞鳳 共に 鳴きて 最も 美は しく 
貴い 家庭を 造って 居る、 此點 から 見る と 伯林 大學の 梵語 敎授 リュゥ デル ス 博士が 其 講座の 下から 今の 令閨を 得て 
現 時 盛に 中央蓝 細亞發 見の 古 經斷片 に睦 じい 比翼 研究を やって 居る のと、 同巧異 曲と 申して ょから うか、 筆者は 
此鸞 鳳の 共鳴が 千代に 八千代に 長へ に學 界の視 賀を 受けむ ことを 玆に 中心から 至 祝 至禱 する。 

パ ーリ 聖典 會 成立 已 後の 硏究狀 祝は 便宜上 之を ( | 〕 根本 資料 卽 聖典の 出版 及飜譯 0 I〕 資料の 整理 運用 卽敎 
理及歷 史的の 述作 (H) パ ーリ語 學硏究 上の 著作の 三 項に 分けて 重要の もの 丈 擧げて 置く。 
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其 苦心 經營は 非常の ものだった が、 至誠の 發 する 所は 善く 何物を も 動かし、 暹羅 先帝の 恩賜 金が 下付に なり、 同 
國の大 官連も 寄附を する、 歐洲の 學會や 學者も 奮 ふて 會員 となるとい ふ 風で、 成立 已來玆 に 三十 年. •浩擀 なる パ 
1 リ三藏 の 大部分は、 今や 其 出版を 了り、 長 阿 含の 一部分と 論 部の 二三を 餘す のみと なった、 而 して 同 會の會 報 
には 佛 敎に關 する 非常に 重要なる 研究 報 吿を收 め、 殆ど 現代 歐米 佛敎學 者の 大論 文を 網羅す る 外に、 吾 國の高 楠 
順次 郞 、鈴 木 大拙其 他 諸家の 論文 も 出て 居る。 

紳士の 典型と 言つ たら、 英 人と 相場が 極まつ てる さう だが、 若し さう すれば、 リス、 デ ギ、 'ッ敎 授は英 人中の 英 
人、 紳士 中の 紳士で ぁらう， 敎授が 崇高 溫雅な 人格と、 寛厚 謹嚴な 性質、 精 勵敢爲 の 精神と 而 して 後進に 對 する 
親切 無私な 指導は、 一度 其 人に 接して 決して 忘る \こ との 出来ぬ 所 だ、 怫陀 及其敎 義に對 する 敬虔の 情は、 u ン 
ドン 怫敎協 會の會 長と して 活動し、 其 東洋 學に 於け る 深い 眞摯 なる 同情は 其 邸宅に 命名す るに 中世 印度怫 敎學の 
淵源でぁった 大學の 名 『那 斕陀』 を 以てし、 其 令息 や 令孃に は パ ー リ 語を 課して 家庭に 一種の 新風 味が 存在す る 
ので も 判から う、 パ ー リ 聖典 會が 大成功を 收め たのは 實に 學界 必須の 要求に 基因し やう、 然し 敎授の 大人 格が 實 
は 其 主要の 原因た るを 忘れて はなるまい。 

敎授が 熱心な 盡 力と 圓 滿高尙 な 人格とは パ ー リの 普及に 少から ぬ 功果を 齎 した、 大學の 傍、 各所の 學會で 敎授 
の 講演は 到る 處に 歡迎 された t 其 有名な ものは 千 八 百 八十 一年に ヒッパ ー ト講莛 で 述べた 『印度 怫敎史 の 或點ょ 
り說 明す る 宗教の 起原 及 發達％ 及 同 九十 六 年 米國の 宗敎史 講演 會の 第一 囘 講師と して 紐 育で 廣長 舌を 揮 ふた 『怫 


校訂 出版し 十 年の 後此 最も 困難な 古語の 經 典の 語彙を 出版した -I 法句經 と共に 最古の パ ー リ 語の 俤を殘 して 居 
る此貴重の經文は僅に其ド^^一^ダ為^一の一章丈が支那譯經史中最古に屬する吳の支謙の譯義足經に依りて 
遠く 吾々 に傳 持され た。 

本 生經大 集の 公刊と、 共に パーリ 語學界 否怫敎 學界に 忘るべからざる 大事 業は 卽オル デンべ ル ヒ敎授 ( a g3 丨 
gn  old——〕 の律藏 本文 全部の 出版で ある、 敎授は 安政 元年 漢堡に 生れ、 ギョッ ティン ゲンと 伯林の 兩大學 
に學 び、 燦爛たる 成績で 伯林を 出て、 直に 同大 學の 講師ょり 助 敎授に 累進し、 三十 五歲で 早く 旣にキ ー ル 大學の 
正教授を 贏ち 得た が 今や 其 母校の ギョッ チン ゲン 大學の 講座に 榮轉 し、 世界に 於け る 第一流の 梵語 學 元老と して 
現 時 恐く 誰も 其 右に 出づる ものは あるまい、 其 パ ー リ硏究 に 於け る 功績は 恐く リス、 デ、 ヰ、、 ッ敎授 と 伯仲の 間に あ 
り 蘭 菊 美を 爭 ふと 賛 しても ょから ぅ、 敎授は パ ーリ語 界に 於け る 業績が、 此の 如く 偉大 不朽なる のみならず、 梨 
俱吠陀 研究に 於て は 殆ど 世界 第一 人の 名譽を 占むべき 碩學で ある。 

オルデンべ ル ヒ 氏の 律藏 公刊は 千 八 百 七十 九 年に 初 まり、 同年 大 品を 出し 翌年 息を も繼 かず 小品を 終り 八 
十三年まで、蒗然たる全部律藏の校訂を終へて了つた其精カの絕倫と頭腦の明敏なる實に驚嘆の外はない、此出 
版に 就きて は大英 印度 省が 非常に 保護を 與へた 外に、 伯林の 學士會 も大に 其 事業を 助けた が 更に 喫驚すべき は 同 
氏は 律藏 公刊の 初めに 當 りて 夫の^ k ’k と 姉妹 史 とも 云 ふべき 極めて 重要な 怫敎 史嶋史 c y. pavassa) に英譯 
を 付して 公刊した、 是 叉怫敎 學上缺 くべ からざる 至 貴 至 重の 資料の 一つで ある、 而して 八十 三年に 律藏 公刊が 完 
欧米の 佛敎  三 九 


歐 米の 佛敎 H A 
(一) 根本 資料 卽 聖典の 出版 及飜譯 

聖典 出版 中 最も 困難を 極め 且つ 最も 大部で 少から ぬ國際 的の 歷史を 持つ のは 恐らく ファ ウスべ H 1ル氏が其の 
校訂 出版した 本 生經大 集で ぁらぅ、 此 苦心の 出版に つきて は 舊稿 ファ ウスべ H 1ル小傳に其ー端の消 1, を电ノて 
置いた。 

先生は其のー生の大業 |- 從ひ、徐々に資料を蒐集し始めゎ。是卽本生經大集の出版也、大集公刊 [1 先つ數年。四五の本 
生經抄 ^ 11 |: 公 |: し 且つ 其 英譯か -も出し ?: リしが、一千八百七十七年 |- 至リて、大集第ー卷初めて世 |- 出で、ニ十餘， ^ 
の 後 第七卷 就り て 兹 1: 此大事業完結し ?: リ。其勤勉不撓の精カと忍耐と |- 至リては、常人の企 11| する能は'ざる所 ^ ら 
すや。抑先生が此大業を成就する |- つきて (1 、障碍困難ー 1- ぁらざり吾、ロンドン其他の貝葉謄本魯魚の訛誤甚多し、到 
底 先生の 意を 滿 た すに 足ら、 ざり き。 此時 |- ぁたリて、錫蘭古代の正本につきて婧確なる音寫か送リ、始終偉大の補助か與 
へたるー大學匠ぁり。錫蘭の高僧須菩提師卽是なり。德孤ならす必らす隣ぁるものといふべし。先生は此恩‘記せむが爲 
に、 大 集の 第一 卷を此 壽！ -L 捧げたり。 公刊の 費用 LL 就 さては ウニ丄 1 教授の 大 に 同情な 寄 J ぁり i 學士院 か 動か 
して 每卷ー千 .^ 克の出版費ん-補助せしめ、丁國政府又大 |- 之が爲 |1 勵まされて、各卷ニ千クローネの下附 ^ 許せリ、而 
も此實 大乏 扶助は、 碁な か 得 TS 件 牙し か 以て、 5 ハ 第 七兩卷 S' 世 LL5VQLL 及びて、 先生の 苦心は 實 

|- 非常尨りさ 0 然もプングスト博士が'フランクフ少ト新聞誌上のー大論文は大 |- 學界の輿論か喚起し、優 |- 此困難か解 
除し 得て、 丁 普の 兩國再 扶助 か續け ニ 千 八 百 九十 七 年、 全部の 刊行 完く終 S げ 。學界 の至寶 は兹 に 成り 3。 

フウスへ ュ ー ル 氏は 此 本生經 出版の 大事 業 中、 I 千 八 百 八十 四 年に スッ タニ パ ーク (gp s PIjs^p ccl p 〕 の 本文を 


雜 含の 次は 一千 八 百 八十 五 年に 第一 卷の 發刊が あった 增ー阿 含で ニ卷 まで 新敎 僧侶で 且っ 著名な 當 時の 言語 學者 
モリス (Kichard g orrho の 事業であった が、 此英國 言語 學の 泰斗は 增 一の 校訂を 完了せ ず、 折角 書き かけた パ 
1 リ及其 從屬の 言語に 就きての 一書の 脫稿 もせずに、 一千 八 百 九十 四 年 六十 ニ歲で 上天した、 然し モリスは 英語 
に 就きての 功績に 讓らぬ 名 譽をパ ー リ語界 に擔 ふて 居る、 パ ly 聖典 會の 成立と 同時に 行 藏及怫 種 姓經を 公刊し 
たのは 彼だった、 困難な 論 部の 人 施設 論 Fugga p p 2111 ati を 見事に 校訂し 了り たの も 彼だった C 一千 八 百 八十 
三年) 新 敎僧モ リスの 增ー阿 含 出版の 事業を 繼續 して 完成した のは 不思議に も 舊敎の 學僧ハ ー ディ 師 (Edld 
Hardy) であっ た、 ハ ーデー は頗敬 虔な 信仰を 有した 人で、 其 主義と 信仰との 爲に 、同僚 七 人と 共に 瑞西 フラィ 
ブルダ 大學敎 授の榮 位を、 弊履の 如く 抛った 人で ある 辭職 後は ウィ ルツ ブル ヒに隱 退して 專らパ ー リの 研究に 力 
め、 淸白 純潔な 戒 行を 持ちて 敬虔 眞摯な 一生を 終へ た、 其 三 萬 ばかりの 遺產は 遺言に 依りて ミュンヘン 大學に 保 
管せられ パ ーリ語 研究生の 學資に 充てられて 居る、 增ー 全部が 校正を 終った のは 一 千 九 百年、 其 後師は 大史 異本 
の 比較 研究 や、 パ ー リ新 字典 編纂の 資料 整理 や、 怫敎に 關する 通俗 書の 著作な どに て學 者から も 一般の 社會 から 
も頗 尊敬を 博し、 パ ー リ 研究の 前途 極めて 重要の 人と して 期待され たが、 惜しい 哉晚年 病弱に 傾き 一千 九 百 四 年 
五十 四才で 莊嚴な 臨終を した、 筆者は 師が ウィルツ ブル ヒの寓 を訪ひ て萬卷 の藏 書中 先代 羅馬 法王 ピウスの 雄大 
な寫眞 額の 下で 半日を 消した のを 今や 圖らず 囘 想して、 其 敬虔 眞摯淸 白の 一生を 欽 仰す るの 情 益 2 深き ものが あ 
る、 增ーに 次ぎて はフ アウスべ H 1 ルが 高弟で 拔 群の 才幹を 有した トレンク ネル (V.  Trenckller) の 中 阿 含の 校 
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歐 米の 憐敎  四 〇 
成した 時に 長老 偈 (Thera-g s ll a の刊 本を 出した。 

ォルデンべ ルヒが 律藏 全部の 出版の 前 其 或 部分は 多少 出版され ぬで もなかった 獨 逸では ス ピ ー ゲルが 行事 式辭 
( w ammasca) を單行 として 出版し (一八 四 一) ボ ェ ト リンク (Boehtrmgk) も 其 一部を 出し (一八 四 四) ディ 
クソン (3 & 8§)も之をー千八百七十五年に英國亞細亞協會雜誌に公表した、又波羅提木叉戒本势£ |1 1 ^' 15 
は 露國で ミナ H フが 一千 八 百 六十 九 年に 出版し、 英國で は 前記の ディ クソンが 同 七十 五 年に 亞細亞 協會雜 誌豫報 
で發 表した。 

經藏卽 四阿 含の 校訂 出版 中では、 雜阿 含の 公刊が パ ー リ 聖典 出版界の 事業と して、 一千 八 百 八十 四 年に 着手に な 
ったの が 初めて V 、 校訂 者は ハ リの國 民圖書 館の 司書、 佛敎の 非常に 熱心の 研究家 レォン •フヱ ー ャ (L 6011 
Fecr) であった、 尤此 前に チルダ ー スは長 含 中の 大捏 樂經の 單行 本を ロンドンで 出し (一千 八 百 七十 八 年) グ 
ラム ロ ー CP.  Grimlot) は パリで 長 阿 含 中から 重要の 七經を 撰び Sept  . UQ uttas  p ^ is,  tir 6 s du a igha  Nil L-. yil 
と 題して 出版し (一千 八 百 七十 六 年) ピッ シェル ( !3 8011<?1)は獨逸のシェムニッッで中含の阿"_ャ利經を校訂し 
た (一千 八 百 八十 年) 然し 阿 含全體 としての 出版 計 畫はフ H 丨ャが 其 初めで ある、 此人は 一千 八 百 三十 年に 生れ、 一 
千 九 百 十 年に 死む だが 篤 學の學 者で、 華麗な パリに 居て 而も 純 粹の怫 人で あり 乍ら 社交を 全く 避けて 怫敎 を硏究 
し パーリ 語の 外、 西藏 語に も 精通し、 多くの 名論 文 や 好 著を 殘 した、 雜 含の 公刊は 頗る 長 日月を 要し 十四 年の 後 
漸く 全部 完成し" フ H 1 ャの 死後 リス、 デ' ヰ、' ッ 夫人が 之に 周到 精密の 索引 ー卷を 付して 長く 學 者の 珍 器と なった、 


ねばならぬ。 少 くと もグネ ラ トネ 居士が 盡 した 位の ことは 是非とも パ ー リ 聖典會 に對 して 盡 すべき 當然 の責が あ 
ら 5。 

論藏の 次は 小 部！ i 藏の 公刊に 就き 一言し ょぅ。 此十 五部の 聖典 中 法 句！ B •本 生經 •經集 等 重要の 出版に 關 して 
は、 旣に 叙述して あるから、 玆には 便宜上 公刊 順の 表 だけ 出して 說述を 略す る。 

一 小 誦 チ ^ ダ ース o B: p: ers  校 訂 一八 七 〇 公 刊 

一四 佛種姓 經 } モ 5 M—  同 八 八 ニ 同 

.二 五行  蔵』 

八 長老 歌 ォ少デンぺ少ヒ o ldenderg  同 一八 八 三 同 

九 長老 尼 歌 ピ、 ソシ H ル Pischel  同 同 同 

= 感興 語 スタィン ター少 Steinthal  同 一八 八 五 同 

六 天宮事 ダネ ラ トネ  Ganeratrxe  同 一八 八 六 同 

七 餓鬼 事 ミナ H 丨 フ Minajef  f 同 一八 八 九 同 

四 如是 語 平 ンデ ィク シユ  Windisch  同 一 A 九 〇 同 

餘の 三部 卽ち 十一の 觸釋 十二の 無 チ 障碍！^ と 十三の 11 i 喩ナ とは 之に 關 する 論文 抄譯が 英 怫諸學 會の會 報に 載つ 
て 居る。 

次には 三藏の 註疏 類の 公刊で、 錫 蘭の 祖師 覺ガ者 Buddhagcsa や 護法 Dhasmap El a の 書いた 註疏 類は、 
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歐 米の 佛敎  四 一一 
訂 出版、 一千 八 百 八十 七 年に 其 第一 卷が 出た が 同氏の 早世の 爲に 跡は リス、 デ、 ヰ、、 ッ翁 門下の チ アルマ 丨ズ (客 良 
Chalmers) が 之ぎ 受けて 全部 五卷 の 校訂を 完成した、 トレンク ネルは 中 阿 含 校訂 出版の 外に 那先 比丘 經 原文 
Milindapanha の 出版を した、 この 歷 史的に 趣味 ある 經典 につきて は 後段に 一寸 述べる 考で ある、 四阿 含 最後に 
出た のは 長 阿 含で これは リス、 デヸプ 翁が 親く 手を 下し 門下の ヵ丨 ペン f (J.E.  carpenter) と共に 一千 八 
百 八十 九 年に 第 5 を 出し 數年 Q 後 第二 卷が 公刊され たが 璧分 の 一 はま だ 出版と ならぬ。 

四阿 含は 此 Q 如く 僅に 長 阿 含の 一部分を 除きて 餘は 悉く パ I リ 聖典 會 で 校訂 出版を 終ぇた。 

薦は前 S げた 通り f が、 此中 公刊 Q 順序 1 と 前記の モリス 氏 si ■四 Q AI M H を 
出し 2 千八百八十三年}次で第|の法泰說が瑞西べルン大學のミユーラー敎授(璧. ^ £ ぎ〕に由りて校訂 
出版され た (一千 八 百 八十 五 年)。 此 人は 印度 古代 方 語 研究に 少 からぬ 功績の ある 學者で パ ー リ 文典の 好 著 も ある。 
此 出版の 後 露 Q 硏究は 暫く 絕へ たが、 七 年後 (千 八 百 八十 舉) 昼り、 錫 S 篤 震で 我が 釋興然 律師の 滯 
在中、 頗る 優遇を 與 へた 居士 ダネ ラト、 不 3謂|)が璧の财ト|| ^' を歐洲の學界に出した。居士は尙他の 
公刊 もして マリ 研究家に 少 からぬ i を始 して 居る。 其 後一 千. 八 百 九十 五 年に ティ ロ ル (A.  C.  Tayls.) が 第 
五の 說事 論を 出版した が 何れも パ 1リ聖典會の事業である。右の如く七論の中にてまだ第ニの ^: 抓|酬、第六の 
雙對論 最後の 靈論は 誰も 手を 着ける も Q がない、 これは 簾 q 硏究 が經 律に 比して 頗麗— に 原因す る、 複 
雜 細微の 法相 や 名目は 到底 淺薄な 鍵學 Q 知識では 容易 ^ 動く も Q でない。 兹に 於て 吾 S 佛敎 家は 大に 奮起せ 


其 抄譯を 出し、 公刊の 計畫も あったが、 惜い 哉天此 人に 壽を 借さずに 終った。 あとは リス、 デ、 ヰ、、 ッ老 先生が 引受け 
て 遠からず ハ ー パ ー ト大學 から 出る ことで あらう。 組織 宗學の 淸淨道 論に 對 して、 今一っは 護 敎宗學 に屬す 
べき'  極めて 趣味 ある 一. 書が ある。 それは 支那の 古譯 さへ ある 那先 比丘 經卽； MililK r pafilla である、 此書は 其 
哲學 的の 内容が 貴重なる のみならず、 東西 文化の 潮 勢 上 頗る 面白き 書で ある。 卽 夫の 亞歷山 大王が 印度 侵入の 後、 
紀元前 百 三十 年より 百年 頃まで、 希臘 印度 王國に 君臨し 古錢 も今殘 って 其 係を 留めて 居る 歷 史上の Menandros 
(卽 怫敎 書の みりん だ 王) と、 怫敎の 碩學那 伽犀那 N ccl gasena との 辯 難解 答を 輯録した もので、 此希臘 王は 博學 
雄 辯當時 天下に 敵な かりし が、 遂に 那伽 犀那卽 支那 經 典の 那先比 丘に 說 服され て、 怫敎 に歸 入し、 仁政と 武威と 
で 大に國 人を傥 服せ しめ、 死後は 怫陀と 同様の 尊敬を 受けた ことにな つて 居る が、 此 大王 メナンドロスの 信怫は 
ガルべ 敎授が 論じた 如く、 多分 歷 史上の 事 實 で、 那先 比丘 經に 現は る X、 學德蓋 世の 大德と 智勇 絕 倫の 英主との 
問答が 縱令 梁武と 達磨との 問 對の樣 に、 小說 的の 寄託で あると しても、 同經は 少 くと も此 大王 信 怫の歷 史的 事實 
を 背景と し 中核と して 居る ことは 宰ふ ベから ざる 一事 實で 、佛敎 聖典 中 最も 異彩に 富む だものと 云 ふて よから う 0 
而して 同經は 其 構造が 此の 如く 珍 異な 計りで なく、 其 文體が パ ー リ 散文の 典型と 云は る X 程、 典雅 壯麗に 出来て 
居る。 此 重要な 書は 前に も 一寸 述べた 通り トレンク ネル 氏の 校訂 出版が 出て 英獨 の飜譯 も ある。 

本文 出版に 就きて は、 略此 位に 止め 以下 聖典 飜譯に 關し一 言し よう。 

此 事業に 就きて は先づ 第一に マック スミユ ー ラ ー の 大業で ある 東方 聖書 大集 Sacred  Books  of  the B ast や 暹 
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恰も 大乘 聖典で 寵 樹や無 1 や 世 親の 釋論が 重要の 位置に あると 同じで ある。 而も 大乘經 典の 註釋は 原文の 
存在す る もの 僅に 十の 一二、 支那 及 西 藏譯を 合せても 眞に 一部分の 註疏の みし か傳 はって 居らぬ。 然るに パ ー リ 
の 註疏は 經律 論及 小 部 經藏の 全體に 亘り て、 十九 部の 庞然 たる 古書が 現に 今日に 殘 って 居る。 卽律藏 に 二部* 四 
阿 含に 各一部 宛、 小 部 經藏に 十 部、 論藏に 三部 ある。 此中 律藏の 註疏で ある 善 見 論 Sp3§ta-ps g, diul  (詳 くは 善 
忠 tl 比！ 4 )は漢譯が不思議にも傳はった。此等註釋書の中、長阿含の釋論『吉祥堡思論』ぎ3目 ^ 已0^£8 5' 1 
や 論 藏法聚 論の 註疏 『豐義 論』 Attha- g- lilli 餓鬼 事の 註疏 『眞 諦燈 論』 paramattha-diwani 其 他は パ ー リ 聖典 會 
で 出版し、 法 句經や 本 生經の 註疏は 前に も 述べた 如く、 本文と 合 揉して 公刊され た。 然し 此怫 敎學上 重要の 資料 
には まだ < 研究の 餘地が 頗る 廣い。 

註疏の 外には 藏 外の 書で 歷史及 敎理上 極めて 重要なる ものが 可成に 多い。 前に 擧 げた 大史や 島史の 外に、 佛牙 
史 D -g la.valpsa 菩提樹 史 M^aMbodhivalpsa 佛塔史 Thupa  vaipsa 等は 貴重な 敎會 史料。 聖書 史 Gandhava -3 
爸 •大 敎史 Gc p®savalpsa は 立派な 文學 史料。 對法集 要 Abhidllammatha-sa -s gaha. 妙法 集 要 Saddliamnia-sa' 
mgaha の 如きは 敎理要 論で、 何れも パ ー リ 聖典 會の出 版が ある。 教理に 關 する 著書は 頗る 多い が 其 中二っ 丈は 
是非とも 玆に 述べて 置く 必要が ある。 卽 一っは 覺音 尊者 作の 淸淨道 論 Visuddhimagga である。 此系統 的 敎義の 
說述 書は 恰も 大乘 論に 於け る 起 信 論 位の 位置に ある 重要の ものである。 然し 印度 錫蘭緬 甸の刊 本は 出た が、 まだ 
歐洲に 於ての 批評 的の 公刊がない。 死む だ ハ ーバ ー トのヮ ー レン (Henry  C.  warren) 氏は 此 名著の 硏究 家で、 


に佛敎聖書の中に『佛陀の論語』 0 ^* 10的1§0ヵ；1€&9と名づけて長含の諸經を順次に英譯し、目下今第三卷 
まで 出て 居る。 又 中 阿 含の 獨逸譯 者と して 有名な ノイマン 氏 も 長 含の 飜譯を 企て ー卷 だけ 出た。 恐く 中 阿 含の 如 
く 立派に 完成す る だら ぅ。 扨 其 中 阿 含は 今 申した 如く、 ドクトル ノイマン (K:.  E.  Neumann〕 の 全部 一 百 五十 
ニ經の 極めて 完 美な 獨逸譯 が 三卷 ある。 此 大業は 一千 八 百 九十 六 年から 六 年間 か X つた。 此人は パ ー リ學 者と し 
て 令名 あるの みならず、 亦 熱心な 怫敎 信徒で 現に 壤國ヸ ヱ ンナ に學 者の 尊敬を 受けつ \ ある。 尙中阿 含の 部分の 
飜譯 としては 左の通り 

△ V ス 、デ 平 ダ 革 _譯 ！ 第二 漏盡經 。第 六願經 。第 十六 心穢經 (東方 聖書 集 第 十一) 

△レォン、 フ H1 ャ佛譯 丨—— 第五 十六 優 波利經 (千 八 百 八十 七 年、 佛國亞 細亞 協會 々報) 

△リス、 デ ギブ 夫人 英譯—— 第 四十 三大拘 雜羅經 (一千 八 百 九十 四 年、 英國 皇立亞 細亞 協會 々報) 

△ プトン  英譯 I 第 八十 ニ 賴吨恝 羅經 (所 出前と 同じ〕 

△チャル マーズ  英譯—— 第 八十 四 摩 偷羅王 (所 出前 同斷) 。第 百 二十 三 未曾有 法經 (一千 八 百〕 

雜阿 含經に はま だ 全部の 譯が ない、 且つ 其 部分 も歐洲 語に 飜譯 された のは ヮ ー レン 氏の 著書を 除き 甚だ 少ない、 
有名な ゥイン デイシュ 教授の 傑作 『彿と 魔』 の 中に 此阿 含の 一部 魔 品を 獨譯 したの などが 特に 目に付く。 其 他 
フエ ー ヤやハ ー デ ー 諸氏の 極めて 少 部分の 抄譯が あるが、 取り立て X 玆に擧 ぐるまで もなから ぅ、 最後の 增ー阿 
含は 米 國費府 の エドモンプ氏>.8.肉 0, 11111 £3 & が極めて小部分を譯した外には英譯には見るべ.きものはない。然 
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羅の 先帝 陛下が 內裕を 下賜して 特に マックス、 ミュ ーラーを御依賴になり計畫された怫敎聖典集^^色 « 00 ^ 
of  the  Buddhists や 現時獨 逸の 熱心な 怫敎 徒が 出版を 續 けつ ゝ ある 獨逸パ ー リ聖 典會に 感謝を 表せねば ならぬ。 
また 此 事業に つき 過去に 於て は 功勞少 からず、 將來に 於て は 確に 此方 面に 大 活動を なすべき 米國 ハーバ ー ド及コ 
a ン ビヤ 兩大學 の 出版部に も 敬意を 表すべき で ■あらぅ。  . 

例に依り律藏から始めると律の重要なる部分はオルデンべルヒとリス、デ'ヰプの兩元老が、東方聖書集の中に 
英譯を 出した (同 集 第 十三、 十七 及第 二十の 三卷) 卽戒本 •大品 •小品の 英譯で 他の 戒本 釋卽多 5 avibhanga 
と戒品 補遺の f^^vara は 其 儘で ある。 此英譯 は 今に 學怫 者の 羅針盤で 第一 卷の 序文の 如きは、 現に 學界を 
裨益 する。 尙律に 就きて は 皇立蓝 細 亞協會 會報其 他に 一部分の 英譯 散見 すれ ど、 玆に 特に 擧げ るまで も ある ま 
ぃ 。 

e 藏卽 四阿 含の 中で 長 阿 含は 前記の 如く グラム ロ ー が 其 重要の 七經 原文の 刊本 にて 其 中の 六 經に 牧師 ゴォジ ヤ 

リ ー (samnel  Gogerly) の英譯 と、 一分 ビュル ヌ ー フの 怫譯を 添へ て ある。 卽左の 通り 

第一 梵網經 ( 英譯〕 。第二 沙門 杲經 (一分 佛譯あ り〕。 第五 大緣 方便 經 ( 佛譯 )。 第二 十 大會經 ( 英譯〕 。第三 十一 善 
生經卽 六方 禮經 ( 英譯) 。第三 十二 阿吨 那智經 (英譯 弋 

七 經中大 涅槃 經 丈は 譯 してない が これは リス、 デ 平、' ッ翁が 東方 聖書 集の 第 十一に 『怫 敎經 典』 と 題し、 中 含の 
諸經 と共に 之を 英譯 し、 他に 同 含 第 十三の 三 明 經と第 十七の 大 善現經 とを 譯し 加へ て ある。 此他同 翁は 夫人と 共 


チルダ ー ス 第一の小誦原文出版 |- 英譯か附す(前記參照) 一千 八 百 七十 年 

ストロング 氏 Strong  : Tho  ud pl na  ; or  Solemn  Utterances  of  Bud s la  … ( 第三 ^ 興 語 英譯〕 ふ*  千ノ 「ノ 「フ年 

一 一千 九 百 ニ 年 再版 

ノィマン 氏 ： Die  Liederd.  M c: Ilchc  tu  Normen C 長老 及 長老 尼偈閎 譯) 一千 八 百 九十 年 

リス、 デ 平、、 ッ 夫妻： psalms  of  the  Early  Buddhists (同上 英譯) 一千九百九年及十ニ年 « 

ム 1 ァ 氏. J.  M8r  : The  Sayings  of  Buddha (如是 語 英譯〕 一千 九 百年 

論藏は 其 硏究頗 困難の 爲 か、 今の所 唯 二っし か 翻譯が ない、 卽ち法 I' 一 i を リス、 デギ、 ' ッ 夫人が 一千 九 百年に 
Euddhist  Psychological  Etltc 佛敎心 理的 倫理 學 } として 巾幗の 身の 感心に も英譯 し、 頗 重要な 序論が 付けて あ 
る。 其 他は 卽 一千 九 百 十 年に 出た 獨 逸人の 怫 僧智燈 比丘が 獨譯 した 人 施! Till で、 Das  Buch  t Charaktere 
(性格の 書) と 題して ある。 論藏は 此の 如くして まだ 飜 傳の餘 地が 頗る 廣い。 

藏 外の 重要なる 聖典の 中、 大史は タル ナ ー の譯が 一部分で ある 爲に 、スマ ンガラ 僧正が 三十 七章已 下の 錫 蘭 
土語 本と 英譯 とを 同地の 學者 _Katuwantudawa, と 協力し 哥倫坡 で 一千 九 百 ニ 年に 出版した が、 今は ガィ ゲル 敎 
授 (Geiger) 及 ボード 女史 (Bode) 共譯の 立派な 全部の 英譯 本が 去年 出版に なった 此他は 夫の 有名な 那先 比丘 
經卽 『ミリン ダ 王の 問』 であるが、 これは リス、 デ、 ヰ、' ッ翁が 東方 聖書 集の 第三 十五 六 兩卷に 英譯を 出し、 今 印度 
に 居る 筆者の 同窓 ドクトル、* シユラ ー ダ ー (Shrader) が 千 九 百 五 年に 批判的の 獨逸譯 を 公表して 此史 劇的の 哲 
學書は 今や、 歐洲讀 書 界の 渴を醫 する ォルデンべ ル ヒ敎授 の 島.，^ Q 英譯に 就きて は 旣にー 言した が、 之に 次ぐ 
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し獨 逸では 最近 智燈 比丘 Nygati o ka が 第一 品より 順次に 精確な 獨譯を 出し、 確か 第三 品まで 出た。 

次に 小 部 經藏で あるが 此中法 句經は 前記 ファ ウス ボヱ ー ルの 羅甸 譯已來 マッ久 スミ ユ ー ラーの 英譯が 一千 八 百 
七十 年に 米國 で" ppth  Gf  I ( 德 Q 道) の 名で 出で、 次で 同氏は 東方 馨集 第十卷 の 第一 部に 之を 訂正し 
た 英譯を 出した が、 多少の 誤譯も あった。 其 後一 千 九 百 ニ 年に 米國で ェドムン、'ッ氏の改譯が出た、遇號ま『言仰 
の 聖歌』 Hymns  of  the  Rpith として ある。 此他 フェルナン ヂユ ー Fe 3 an(I  1111の怫譯もありノィマン氏 0 蜀 
逸譯『眞理の路』1:^\^己| ^ ^ ^ もありマックスミユーラ1の英譯を基礎とした伊譯も露譯其他の譯もある 
がー々 煩を 避けて 擧げぬ 0 ファ ウスべ ェ ー ル英譯 の！ は 東方 聖書 第 十卷の 第二 部と して マックス ミユ彳 ラ ー 
の 法句經 と 合卷で 出た。 本 生經は リス、 デ ギ" ッ翁 が佛本 生譚. Buddhist  Birth  Stories として 一千 八 百 八 卜 年 こ 五 
百 四十 七 SQ 中、 第一より 四十まで 英譯 し、 且っ 本生譚 編し H ソ ップ譚 其 他 Q 民間 譚 との 歷 史的 及 比較的の 
精密な 硏究が 添へ て ある。 全體の _譯 は 梵語 學の 泰斗 ヵウ H ル (E.  B.  C0WC11〕 が 監修し、 第一 卷は チャル マ ー 
ズ (一千 八 百 九十 五 年) 第二 卷は ラウス (House) (同年) 第三 卷は フランシス (Frscis) と ネール (Neil) (一 
千 八 百 九十 七 年) 第 四卷は ラウス (一千 九 百 一年) 第五 卷は フランシス (千 九 百 五 年) 第 六 卷は ヵウ ヱ ルと ラウ 
スの 合譯 (一千 九 百 七 年 3 で 玆に 全部 五 百 四十 七の 本生大 集は 完全の 英譯を 見た。 律 藏及中 阿 含の 飜譯と 鼎立し 
て此 本生大 集の 英譯は パ I リ觀譯 の 三 大事 業の 一として よから ぅ。 

他の 小 部 經藏の 飜譯に 就きて は玆 に譯 者と 出版の 年 だけ 出して 置く。 


を 屈して ょから う。 此歷史 方面の 開拓者と 同時に 出た パ ー リ 研究の 熱心 家ゥヱ スレ ー 派の 傳道 監督ゴ ォジ ヤリ ー 
(Golly) 師は 敎理の 方面で 少く とも 最初に 數 へらるべき 人で あらう。 師は 聖典 飜譯 (前を 見ょ〕 の 外に 幾多の 
名論 文を 殘 した。 此の 人の 下に 働いた ハ ー デ ー 師 ( ^ o cr e s- spese ffl ardy) は 錫 蘭に 於け る傳道 上の 功績 多大で 
あるが、 師はパ ーリ怫敎に就きニの名著を殘した第ーは千八百五十年に出した東方僧院生活 ^ | ^ 31\10目0 5: 83 
で 怫敎 僧侶の 得度 戒行 儀式 其 他の 僧院 制度に つき 二十 五 章に 別ち 詳細の 記述を した。 此中 佛傳及 聖典に 關 しても 
言及した。第ニは卽三年後に出した怫敎提要客目ロ£11 25 1 ^ 0. & を5で此書には怫敎の敎義に就き頗る重要の記 
述が ある、 此ニ 書は 直接 ゴ ォシ ヤリ ー の 感化を 受けて 出來 たもの だ。 ハ ー デ ー 師は 佛敎 提要を 出す に當 り、 其賣 
行を 慮り 出版の 危險を 公言した が、 然し 七 年の 後 第二 版が 出て、 今では 兎に角 パ ー リ怫敎 には 缺く ベから ざる 書 
物と なつた。 此次に 紹介すべき は 恐く アル ヰス ( H > r is) の 怫敎論 Buddhism である、 講演の 筆錄で は ある 
が、 今に 價 ある ものである、 雜誌に 出た のが 單行 本と して 公刊と なつた。 次には オルデンべ ルヒの 怫陀 、其 生涯 
其敎理 其僧團 td uddha,  sein  Leb§,  seine  Lohre,  seine  Gemeinde で 初版は 千 八 百 八十 一年に 出て、 爾來 九十 年 
に 第二 版、 九十 七 年に 第三 版を 出し、 今や 第五 版に 達した。 第一 版の 公刊の 翌年 出た ホ ー ィ (wimam  Hoey) 

の 英譯も 亦 三 版を 重ねた。 此丈で も此 書の 價値は 充分に 分らう。 パ ー リ佛敎 の 原材を 巧妙に 且つ 周到に 運用 整理 
して 獨特の 秀麗な 文章と 精確の 理路と で 最も 美く 纏めて ある。 唯此 書に 惜む 所は 基督 敎の 偏見が ちらちら 見 ゆる 
ことで あるが 大體に 於て パ ー リ怫敎 の 傑作と して 上乘の ものであるは 學 壇の 定論で ある。 幸に も 三 並 良 君の 忠實 
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史料 例せば グレ ー 氏 (JpmesGray) の 覺音傳 9 11&113的&1 ^ で&0の樣なもの上央譯も少くないが、今煩を畏 

れて此 位に して 置かう。 哲學書 對法集 要の 英譯 Compendium  of  Philosophy は 近刊で も あるし 且つ リス、 デ-ヰ 

'' ッ 夫人と 緬甸 の學者 アゥン 氏 (s.  Z.  Alu】g) の 共 譯と云 ふので 重要な 書で あるは 勿論、 譯 者の 取合 も 一寸 面白 
いから 一つ 付け 加へ て 置く。 

旣上 略述した 聖典の 出版 及 其 飜譯の 事業を 槪括 すると、 聖典 原文は 今や 殆ど 其 全 分の 公刊を 終らむ とし、 飜譯 
も リス、 デ、 ヰ、' ッ 、オルデン ベル ヒ 、カゥエル、 ノィマン 等の 奮勉に 依り、 旣に英 獨の譯 本を 得た る もの® からず、 
今や 此 事業は 駸 々として 進 渉し つ、 ある、 其 狀勢盛 唐 時代 漢譯の 隆昌なる にも 比すべき であらう、 唐 代は 無 ^ 
壽譯 の 宦業 、今は isl だが、 其 麗 の 盛大 i_s 努力とは 確に 相 匹敵し よう、 吾國の 
佛敎徒 や學 者は 確に 緊揮 一番の 要が ある。 今や 次に 此 _ 經に 依りて 得た、 研究の 成績を 一瞥し よう。 

(ニ) 資料の 整理 運用 —— 敎 理及歷 史的の 述作 

歐汧に 於け る怫敎 に關 する 著作に、 パ ー リ 聖典を 度外視した ものは 殆どない。 古 ひ 所で ビュル ヌ ー フ佛 敎史序 
論で も、 亦 新しい 方では ケル ヌの 佛敎 提要で も 何れも 大部分 パ i に 觸れて 居る。 此點 から 見る と、 玆に歐 肌 
に 於け る 殆ど 全部の 怫敎 書を 網羅せ ねばならぬ 事と なる が、 併し 今は 直接 パ ー リ佛敎 に關 係の 深い 著作 丈を 擧げ 
て、 梵語 怫 典の 材料を 併用した のは、 次章に 出す 方が よから うかと 思 ふ。 

パ 彳リ 聖典を 基礎と して、 怫敎の 敎史に 一道の 光明を 投げた 最初の 人は、 先づ 夫の 大史の 出版者 クルナ ー に 指 


ヮ ー レンは 此 知識 上の 勝景を 翫 賞し、 厭まで 其 妙趣 眞 味を 解 得し、 且っ 人を して 此 奇勝を 味は しむる ことに 
努力した。 『飜傳 の 怫敎』 は實 に體讀 色讀の 溢れ出た もの だ。 獨逸 語で ヮ ー レンの 傑作に 比すべき は ノィマンの 
Buddhistische  Anthologic  (佛敎 想 華 集は 一千 八 百 八十 年) であらぅ。 

次で リス、 デ 平、、 ッ翁の 諸 傑作は 此項 下に 是非とも 之を 列せ ねばなる まい。 小冊子では あるが 一千 八 百 七十 八 年 
に 初版を ロンドンで 出し、 今や 訂正に 訂正を 重ねて 二十 版已 上に も 及む で 居る 怫敎 (Buddhism) は 獨逸譯 (. プン 
クス ト氏 此の 譯の 出た のは 十七 版の 後だった) と 和蘭譯 C ス ティヒ テル 3 も 出た 程の 好 著で、 吾國に もニ譯 ある (初 
譯は 二十 有餘年 前に 出た が 譯 者を 忘れた、 最近の 譯は赤 沼智善 氏が 出した)。 極めて 普通に 書いて あるが、 確實な 
參考 義 である。 千 八 百 八十 一年の ^ ectss  on  the  origin  and  growth  of  Religion,  as  illustrate: 一^ 
in  the  History  of  Indian  Buddhism  (印度 怫敎史 の或點 ょり 說明 せる 宗敎の 起原 及發 達に 就きての 講演) は パ 
丨リの 資料を 充分に 運用した 立派な 大講演 で、 夫の ハックス レ ー 氏も此 講演を 大分 材料に して 千 八 百 九十 三年の 
大講籲をやった次でアメリヵ宗敎史講演會での怫敎詳くは穿&11|登ニー3 5: 8穿7目ユ1ぎ|3でー般敎史と 
パ ー リ文學 の 一般を 親切に 講義して あり、 今尙學 徒の 利益になる 好 著で ある、 稍 新しい のは 千 九 百 三年に 『國民 
の譚 叢書』 中に 出した 怫敎 印度 Buddhist  Jndiu で 通俗の 書では あるが、 學術 的に も價値 頗る 犬に 且っ 其 資料の 
精選した 點に 於て は 其 比を 見ぬ 傑作で あらぅ。 最近 ロンドンで 出た 原始 怫敎 Eprly  buddhism は 廉價で 而も 良 
好な 小册 子で 初學 者には 特に 最も 妙 だ。 要するに リス、 デ' ヰ、' ッ 翁は 深遠 該博の 學殖と 精 透 卓抜の 識 力を 具有して 
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明暢 なる 邦譯が 一昨々 年の 暮に 出た から (京 橋 中 橋梁 江 堂)、 讀書 家は 强て 獨英の 書を 贖 ふの 勞な く、 此好 著を 傲 
味す るの 便が ある。 ォルデン ベル ヒの好 著に 對 して 今一は ヮ i ン氏 (I ォ 与——) の飜傳 の佛敎 (Blh- 

isn ニ n Tisllns)  p、 —Is 麗 Q 項 下 ■すべき—？ の だが— 1 は 嘉の麗 si るか 
らチ の經釋 の 文句の 外 裏の 言論 甚少 なる 董置 を惠心 作と する 軌 轍で、 著述の 方に 廻は した。 ヮ彳 レン 4 
米人屢 Q 士、 晚年は 半身 不隨で 且つ 脚部は 盡用 をな さ— 不具者で あり 乍ら、 偉大 S 獻を鍵 Q 硏究界 こ 
致し、 種々 の 貴重なる 名篇の 外、 大版五 百 二十 頁の 大冊 『翻 傅の 怫敎』 (I 千 八 百 九 士ハ年 版) は 今に 其 不屈の- 
神と 偉大な 努力と を 吾々 に 遺す。 此 書は 全部を 佛陀 •有情； 業果 •禪定 1 •敎圑 の 五 章に 分ち'  一 百 ニ 節の™ 
目が 設けて ある。 各項は 悉く 經律 論の 要 文で、 私 筆は 僅に 各 章の 序文と 脚註の みで ある。 實に 忠實精 核の 良書と 
稱 してょ 5。 KiQS_ は 四阿 含、 律 Q 大小 品、 本 唐、 法 句經釋 、那先 比 ■、雪 論 等 昼り、 就中 雜 含は 
十二 文淨道 論は 二 T •ニ 文を 譯し此 等は 何れも 他に 爾譯 がない から、 非常に 貴重の ものである。 其 他 本 生 經大序 
の 英譯も 頗參考 となるべき もの だ。 吾々 は 此勞カ 多き 書を 讀 みて、 癡 疾の學 者が 熱心に 怫敎 研究の 中、 其 塵 世の 
苦痛を 忘れた 有様を 想像す ると、 實に 景仰の 情に 堪へ ぬので ある。 ワ ー レン 日く 

佛敎の 研究に 於て 我が 實驗 したる 法悦の 大部分は、 其獨特 の奇趣 f に 由れ.^ 我は 之— 識 上の 勝景—— 
uallaud&tape と 呼は む 物 その 思想 立論の 方法、 其 假定の 立案 さへ も、 吾が 平素の 見る 所の ものと 全然 蠢し 、泰西の 
思想 形式 !- 全然 相 當らざ る もの あ 


たから 略しく 置く。 最近の 書で 怫敎に 同情を 以て 書いて 居る のは、 獨逸の 靑年學 者 ダ ルケ ( a p s pr 0 ) の 諸 著作 
で、 中には 英譯の あるの も ある。 一寸見ても よから ぅ。 基督 敎の學 者が 書いた 怫 敎に關 する 諸 書は 今 甚だ 少くは 
ない。 ダルマン ( o ahlmi) ジルべ ルナ ー ゲル (silberggel) ハックマン (Kackml) などの 著作は、 此例 
に 供すべき ものである 。此 等は 佛敎 徒が 見て 以て 他山の石と なすの 外、 學術 的の 硏究 として 餘りに宇派的根性 
の 偏屈の 書で ある。 

特殊の 研究、 例せば 怫敎 哲理の 方で 言へ ば 涅槃に 就て とか、 婆羅門 哲學及 ジャィ ナ敎 との 關係 とか、 若 聖典 學の 
方なら ば 本生經 の硏究 とか、 敎會史 の 方なら ば 怫陀涅 槃の 年代と かに 就きて は、 諸學 者の 有益な 論文が 英獨怫 米 
露の 諸 學會の 會報に 散見し、 特に パ ー リ 聖典 會 誌には、 種々 重要な 材料が 載せて あるが、 餘り專 門 的になる から 
大體 之を 略す る こと \ し、 其の 中 代表的の もの 例せば ウェス タ ー ガ ー ルド ( 彡 g s- gp る) の dberderultesten 
Zeitraum  der  Indisc r n Gescliichtc  (ステン ッラー 氏 丁 採 語よりの 獨逸譯 印度 史 最古の 年代に 就き 一千 八 百 
六十 ニ 年) の 如きは 怫陀 涅槃の 年代を 定めた 傑作 だ。 怫陀非 實在說 で 一時 學界 を騷が した セナ ー ル ( Gc gp s- ) の 
Essai  sur la  L 6 gende  du 13 1 & ョ(佛陀の小說に就きての論、蓝細 ^ 協鲁雜誌に出てたのを ¥ 行オとしー再版 
まで ある 名著) の 如きは 一寸 記憶して 置いても よから ぅ。 尙此 等歐别 人の ハ ーリ硏究に就き漢譯藏經の便ヵら 
一新 方面を 拓 開した のは 吾國 人で、 多少は 國家 文運の 爲に 傲る に 足る と 思 ふから 特に 玆に 添へ て 置く。 それは 高 
楠 順次 郞と姊 崎 正 治 Q 兩君 である。 高 楠 氏は 後に も議 する が、。 怫敎 文學講 本の 好 著が ある 外に、 善 見 律 

歐 米の 佛敎  五 五 


歐 米の 佛敎  五 四 
而も 明白 平易に 深い 理窟 や 複雑な 歷 史文學 などを 叙述す る材 幹を 有して 居る が、 此 通俗に して 學 者の 態度と 威嚴 
とを 失せず、 立言 精確 引證 該博で 毫も 街學の 腐儒 臭な き 所に 多大の 尊敬を 拂は ねばなる まい。 翁の 著を 出した だ 
から 序と 申して は 失禮 だが 最近に 英國の 『家庭 大學 叢書』 の 中に ある 翁の 夫人 カロ リン 女史の 『怫 敎』 を 一つ 紹 
介して 置く。 讀者は 五十 錢 銀貨 一つで 此 最近 研究を 網羅した 閨秀 怫學 者の 名著を 座右に 具 ふること が 出来る。 

通俗 講義に 通俗 書を 紹介す るのに 不都合 も あるまい から、 今少し 通俗の 好 著を 出して 如何に 怫 敎硏究 が歐 米の 
普通 知識と なりつ \ あるかを 證 しょぅ。 前に も 申した 通り、 基督 舊敎の 學僧ヱ ド モンド、 ハ ー デ ー 師はパ ー リの 
造詣 侮るべからざる ものが あつたが、 流石は 坊さん 丈に 通俗の 好 著 も 乏しくない 。小冊子では あるが 一千 八 百 九 
十 年の Buddhismus  nach ft!: 一 teren  p cst ■一 i-\Verken  (古 パ ー リ 著作に 依りての 怫敎) や、 一千 九 百 ニ 年の 阿育 大王 傳 
(『性格 描寫の 世界史 叢書』 中) や、 千 九 百 三年 ギ ョッシ H ン 叢書で 出した 『怫 陀』 やな どは 何れも 獨逸 語の 讀者 
に歡迎 さるべき もの だ。 獨逸 語の 通俗 書と しては 更に 故 ピッシ H ル 教授の 『怫陀 の 一生 及 敎義』 (『自然と 神界 
から 叢書』 一 百 ◦九 號) を 薦めたい。 是も 頗る 上乗の 書 だ。 

尙パ ー リ怫敎 研究の 勃興 已來 種々 の 書物が 出た。 例せば 博識の 名 ありし 伯林の バス チ アン (Bastian) の Del. 
Buddhismias  in  s.  Psychologie  (心理 學 上の 佛敎、 一千 八 百 八十 ニ 年) や、 サン チレ ー ヤ (Barthelemy  Saint- 
Hilair) の Le  Bouddha  et  sa  Religion  (佛陀 及 其宗敎 一千 八 百 六十 ニ牟此 書は パ ー リ硏究 の 外ホヂ ソン やピ ユ 
ル ヌ ー フの 業績を 湊 合した 書で 英譯も ある〕 などは 一寸 有名な もの だが、 今は 稍 陳腐に 屬 して 學 人の 顧眄を 去つ 


丨フ ( l 千 八 百 二十 七 年) ミナ エフ (一千 八 百 七十 四 年) の 文典が 出版され た。 此間ギ エンナの 碩 學ミュ ー ラ！ 
(F.  M B ir) がー 千 八 百 六十 七 年から 三年 間に亘 りて、 パ ー リ 語の 知識に 貢 獻 Beit 2; 2e  z. w ellntnis  cL  PS 
Sprache を 三 卷 の大册 子で 公表し、 ミュンヘンの ク彳ン (Kuhn〕 は 之に 劣らず パ ー リ 文典に 貢獻 Beitl p: gc  z. 
r B i Glmatik  (一千 八 百 七十 五 年〕 を 書いた。 填 國及獨 逸に 於け る パ ー リ 研究の 盛大は、 此 研究に 於て は 先 
輩の 位置 ぁる スカンディナビァ 半島の 靑俊學 者を 動かし、 トルプ CT o rp) は クリス チャー 一. ァで 梵語と パ ー リの 
語尾 變 化に 關 する 一大 論文を 發 表し (一千 八 百 八十 一年)、 ロンドンに 来て 居た ファ ゥスべ ヱ ー ル 門下の トレンク 
ネルは パ ー リ雜纂 p ccl li  Miscellany を 世に 問 ひ (一千 八 百 七十 九 年) パ ー リ語學 の 研究は 益 盛大を 致し、 オル デ 
ンべ ルヒ •ゥ H 1 バ ー •ャコビ •ピ ッシ H ル •ゴオ ルド シュミッド 等 一流の 學者が 種々 言語 上の 論文を 各 學會の 
會報に 出して、 當時 漸く 歐洲に 盛大と なつた ジャィ ナ聖 語との 關係 など も 學苑の 花を 唉かせ た。 此 如くして 遂に 
フランク フル テル (Frankfurter) の p s wa L b 00 k. (パ ー リ 必携 一千 八 百 八十 ニ 年) や ミュ 1 フ ー (E.  Muller) 
の A simplified  Grammar  of  the  p a i Language  (簡易 パ 丨リ語 文典、 一千 八 百 八十 四 年) や、 ずつ と 新しく 緬 
匍 蘭 貢 パプ テスト 大 學敎授 ティルべ (Tilbe) の パ ー リ 文法の 樣な 簡易で 而も 完全な 良 文法が 現 はれ、 誰でも 容 
易に パ ー リを學 習す る ことが 出来る 様になつ たが、 此際フ ァゥスべ H 1 ルの 高足で 現に 同 翁の 衣鉢を 襲ぎ コッぺ 
ンハー ゲン 大 學敎授 でぁる ァン テル ゼン (Andersen) の パ ー リ讀本 や 我が 高 楠 順次 郞 氏の パ ー リ怫敎 文 學講本 
の樣な 精密 親切な 辭彙を 添へ た讀 本が 出て 學習 者には 一層の 便利を 與へ 、また 最近 吾國 には 立 花 俊 道 君の パ ー” 
歐 米の 佛敎  五 七 


歐 米の 佛敎  五六 
卽 sialltapa g, ,dikn の 古い 漢譯が 藏經 中に 現存す る ことを 發 見した 功績が ある。 姊崎 氏は 四阿 含の 漢 巴對稻 に 
カめ、日本商細盟協會々報の三十五卷に其成績4 5 £05ニ = ^ 111或だ_:18 5, .〇11|0(支那の四佛敎阿含) 
を發 表した。 尙 多少は 整理を 要する 點も あるが、 實に 苦心の 大作と 稱 してょ い。 歡蒙啊 が 家 思 歡を漢 本と 對咬し 
た 杯は 就中 最も 有益な 硏究だ 。 

偉ノ ー リ拂敎 硏究に 薛する原文出版著書及論文の書目はホプキンス(1|10 ^ 5- 8)の好著1 ^ 1 «: 0110;?11 ^ ^- (印 
度 {一 k 敎 一千 八 百 九十 六 年 版) の 佛敎の 註に 大抵は 擊げて あり、 ヱ ド モン" ツ (Edmunds) が パ ー リ 聖典 會報 (千 九 百 
ニ 年} に揭 載した A Buddhist  Bifgraphy  ( 怫敎書 史) は 更に 完全に 網羅に 力め 一昨年 ライプチヒで 出た ゥ 
インテル 一一 ツ (wlntiitz)  Q Geschichte  del*  ludischen  Lucrptur  (印度 文 學史) の 第二 卷怫敎 文 學の項 下に 

は、 最新の 結果を 該羅 した。 本講は 固ょり 一 班に 過ぎぬ の だから 篤 學の士 は 更に 已 上の 書に 依られたなら 完全 精 
密の 所を 知る ことが 出來 やぅ。 

(三) パ ーリ語 研究 上の 著作 

ハ ーリ 語學の 硏究に 就きて は 其 一 班の 潮 勢を 略述して あるから、 今は 唯 重要な 書目を 擧げる 位に して 此 項を 終 
ら 5。 

パ ー リ 語の 最古い 文典は 千 八 百 二十 四 年 吾が 文政 七 年に 出来た ゥヱズ レ ー 派の 錫 蘭 傳道者 クロ ォ (Q§' o の 

A Compendious  Pali  Grammar,  with  a copiows  Vocabulary  in ^ e same  Lallguag^^ 


らぬ 尊敬を パ ー リ學界 に 有して 居られる。 

五 錫 蘭 緬甸暹 羅佛敎 の 硏究此 章を 終る 前に パー リ怫敎 流行の 地、 卽錫 蘭緬甸 暹羅に 於け る歐米 人の 怫敎硏 
究は 是非とも 玆に 添へ る 必要が ある。 三國の 中で 尤も 研究の 行屆， S て 居る のは 勿論 パ ー リ佛敎 の 根 原 地で も ある 
所から、 どぅしても 錫 蘭で ある。 

錫 蘭に 就きての 歐 人の 著作は 隨分 古代から 存在す る、 珍ら しい 爲 再版され た、 一千 七 百年 代に、、 H ネ チヤで 出版 
された 西班牙の 僧ヴズ (vaz) の 傳道史 (A-AP0stolodiceyla 5 を 初め、 一廣 古い 所では 十九 年間 も 錫 蘭に 俘 
虜とな りて カン デイに 禁顏 された ノックス (Robert  Knox) の An  historical  relation  of  the  Island  Clylon 

in  the  Fast-Indies  (東印度に 於け る 錫 蘭 島の 歷 史的 關 係、 一千 六 百 八十 一年 版) などは、 娛樂 用と しても 其傳 
奇 的の 冒 險譚が 頗る 面白い。 此等の 古書 中に も 無論 佛敎 に關 する 記事 少から ず。 特に ノックスの 書には、 四百 年 
前の 僧院の 生活 や 信徒の 有様な どが 畫の 如くに 描寫 して あるので、 敎會史 の 資料と しては 實に 屈强の ものである。 
錫 蘭が 英領に 歸 してからは 纏まった 歷史 書類の 著作が 頗る 多い。 パ ー シヷル (K.  percival) ナイ トン (loligh- 
ton) ファ ー ゴッ ソン (Fergus§) テン ネット (Te 目 et) 等の 著書は 此 等の 代表的 著作で あらぅ。 此中 ナイ トン 
は 古代史に 重きを 置きて 精確の 史料を 用ゐ 、テン ネットは 基督 敎傳 道史を 主として 之に 怫敎及 婆羅門 敎の狀 勢を 
交へ 說 く。 其他獨 逸文の 書では サラシン (samsin) ラン ソネット (Rgsonneo 等が 全島 人種 學 土俗 學 研究の 好 
著 中 民間 怫敎 に關 して 叙述した るを も 一瞥し 置くべく、 槪括 的に 諸家の 說を冪 述し たる ラッセンが 『印度 考 古學』 
欧米の 備敎  五 九 


歐 米の 佛敎  五八 
文典 (鶴 聲堂發 行) が 就り、 歐米 パー リ硏究 の粹を 拔き 精を 選む である。 而 して 此等パ ー リ語學 の 發展に 伴 ひて 
其 中心 點と なつて 居る のは、 前に ニ 一一 日した チルダ ー スのパ ー リの 辭典た る こと 勿論で ある。 然し 此外に パ ーリ語 
學の 淵源と も 云 ふべき、 パ ー リ古 文典の 硏究が 現在の 隆盛を 產み 出した ことに 注意せ ねばなる まい。 今少しく 此 
點に つき 一言し 本 項を 終は らぅ。 

パ ー リ 文典の 淵源は 言 ふまで もな く 迦旃延 (xcacc CDI ysna) の パーリ 文典で 此 文典の 重要なる ことは 最初 ク ーナー 
が 其 大史の 序文に 於て 詳細に 說述し 次で アル ギス (Alwis) の 論文が 出 (一千 百 六十 三年) クーノ の 抄出が ハ ー 
レに て 公表され (同 六十 九 年 3 米國で はメ ー ソン (jMaso】 一) が 英語の 註解を 加へ て 出した が、 不完全の もの だつ 
た。 遂に セナ ールが 怫國で 原文に 怫譯を 付けて 第一 篇だけ 出版した が 全部は まだ 出版に ならぬ。 大體此 文典は 梵 
語で 言 ^ と 夫の 波腻尼 (p sol nh A 仙人の 大 文典に も相當 すべき 重大の ものであるが 今は 餘り 硏究 する 人がない。 蓋 
し餘り 煩雜細 瑣の爲 だら ぅ。 其 他の 文法書で 名義 鬉 & l^ a gT lk は ス^ j sl ^T 師 subh sfil ti 天が 刊行し (一千 八 百ヒ 
十三 年) パ ー リ 韻文の 作法を 示した 韻 原論 Vuttodaya は 大佐 フラィ ヱ ル (p H .Fryer) が 英譯を 添へ て 出版し 
(一千 八 百 七十 七 年)、 また ミナ ヱ フが獨 逸 語の 序文を 付けて 露國の ー學會 報で 公表した。 其 他 も 1 々パ ー リ 語で 

書いた 古產書 Q 出版が— が 略し ニつ 靈置 パ丨 1 古— 集げ る。 それは 

(名義 明燈) で、 千 八 百 六十 五 年に 須薫 長老の 英語と 錫 蘭 土語の 解釋を 付けた 立派の 出版で—。 此 出版は 歐洲 

の 學界に 響の 便益を 與へ 、夫 Q チルダ iQ パ 1 リ字典 も此書 に 負 ふこと が 頗る 多い、 隨て同 師は今 でも 少か 


Singhalesen  1900  である。 

古い 方で ゥッ パム (upham) が 集めた 錫 蘭 古怫畫 集の 樣なる もの、 外、 怫像怫 畫の專 門 硏究は 考古學 の 一部 
として 前に 述べた ギク ラマ シンハ 等の 報 吿已外 まだ 出来て 居らぬ、 儀式 や 祭事な どを 詳細に 叙述した もの も 一寸 
見當ら ぬ。 一般 錫 蘭 怫敎の 著書と しては 先に 擧 げた スペンス、 ハ ー ディの 著書を 除けば 今の所 先づ 、コ プレスト 
ン (copleston) の怫敎 (Buddhism} が 最もょ いだら ぅ。 

緬甸は 現 時 南方 怫敎 活動の 源泉で ある。 敎 典の 出版 も 盛 なれば 研究 も 隆昌 だ。 パ ー リ 語の 學習も 頗る 整頓 進步 
しつ、 ある。 ロンドン あたりに 氣焰を 擧げつ \ ある 佛敎傳 導 も實は 其 策源地が 緬甸に ある。 緣眼朱 鬆 の裝袋 かけ 
た歐 人の 比丘 僧 等は 大抵 緬甸で 得度した。 此の 如き 形勢で あるから、 現 時緬甸 に關 する 記述は 決して 少く はない。 
特に 『怫 敎』 とい ふ 年 四囘の 英文 雑誌が ラング ー ンで 出て、 是に 緬甸の 怫敎 に關 する 重要なる 論文が 公表され、 同 
國の 美術 も此雜 誌で 世界に 紹介され る 所から 現代 歐 米の 讀書界 には 同國 の怫敎 事情が 比較的に ょく 了って 居る。 

歐 人の 緬 甸に關 する 古い 著作 も 亦 頗る 多 ひ。 軍事 別して 英國が 緬甸 征服に 就きての 書は 可な りに ある。 一般の 
歷史 としては ユ ー ル 大佐 (Yule:  Narrative  of  the  Mission  to  Ava  in  1 00 55 ) 牧師 メ ー ソン (Mason:  Burm p 
its  people  and  natural  production  1862) ファ イチユ r (Fytche  : w urma.  Past  and  presesl  87 8〕 フォ ー ブス 
(Forbs: w ritish td urma  &;  its  People  1 878 ) フヱ ー ヤ少將 (phayre:  History  of bj urma  1 883 ) 英國 緬甸 公報 
(British  Burma  Gazettee  1 00 731 00 0) 等が 其 本據 とすべき もので、 此他に 印度 史家と して 著名な ホィ ラ 1 0 V11- 
歐 米の 怫敎  ， 六 一 
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の 第 四卷錫 蘭に 關 する 項 下 も 確に 此 下に數 ふべき であらぅ。 一般 錫 蘭に 關 する 史書は 先つ 此位に し 已下各 力 面 

の 硏究 に亘 りて 怫敎 に關係 ある 諸 好 著を 紹介し ょぅ。 

先づ考 古學の 方面を 見る と、 英 ®* が 錫 蘭 占領 後、 銳意 古跡の 發掘古 碑銘の 蒐集 等に 盡 力し 容易なら ぬ 力と 財と 
を費し、其成績發表の公報として > 象§10 1* 已 ^ 3夺 ^ 0 备§『錫蘭考古學踏査』を公刊した。此中見る 
に 足るべき は 同 島の 古都に して 吾が 奈良 にも 比すべき 怫敎 古跡 アヌラ ダプラ ( > ロ目良 ppgp) の 調査 報吿で 、數 
卷に 一旦り 精細な 記事が ある。 此他古 碑銘 古佛像 等の 發見に 就きても 佛敎 史上 重要の 資料が、 十分 あるか、 就中 錫 
蘭 秘密 怫敎の 遺物は、 支那 撰述の 史書に 同 島 密敎 隆盛の 時代 ありし ことを 記述す るを 確實 に證 明す る。 卽 金剛 智 
や不空 三藏 時代に 秘密 佛敎が 錫 蘭に _ であつ た 事が 大日 如來其 他の 像が 發 掘され たので 立派に 證明 出来る 此等 
の 硏究に 就て は 錫 蘭 學者ヸ ケレマ シヌハ ( O os g p s- S- P ^ N ロ va  wickremasinglla) 氏が 種々 重要な 報吿を 前 記 
の學報に出し歐洲の學會にも公表した、同氏はまた古碑銘の解說を『考古學踏査』の別册として « 1^目1^ョ 
Zeylanica 『錫 蘭 古 碑銘』 と 題して 一千 九 百 七年已 後出 版して 居る。 

.言語 學卽錫 蘭の 土語 研究の 方面 も 頗る 歐洲學 者の 注意を 惹いて 居る。 これは 土語の 文學 に大史 や島史 等の 史書 
麵譯の 外、 敎 理敎史 に關 する 幾多の 優秀なる 典籍を 有し、 純 文學に 於ても 棄つ ベから ざる 色彩 ある ものが あるか 
らで ある。 此等 言語 上の 硏究に 就きて は 歐洲學 者の 外に 土人の 研究家 も少く はない が、 此 等を 大成して 系 ^ 的に 
钃 めた 槩作 は ^ 沐大 學敎授 ガィ ゲル (Wilhelm  Geiger) の 『錫 蘭人の 文學及 言語』 Litter&r  und  Spmche  der 
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OL eler) や ハンク ー (Hunter) の 印度 史中 にも 此國に 就き 詳細の 記述を 見。 獨 文の 書では バス チ アン (Bastig) の 
『東西 國 S の 第二 卷及び 前に 擧げた ラッセンの 『印度 考 古學』 の 第 四卷に 此國に 就きての 說述が あって 多少は 參 
考に なる。 

然し 同 國怫敎 に 就き 必らず 見遝す ことの 出來 ぬのは 恐く 下の ニ 書で あらぅ。 第一は 伊國の 神父 サンゲル マノ 
(sangerm 目 0 ) の 記錄で 、此傳 道 者は 一千 七 百年 代の 終りに 緬甸に 来りて 熱烈に 基督 敎を傳 道し アバ や ラング ー 
ンで頗 効を 收 めて 歸國 した。 記錄は 一分は 在 緬の傳 道中に 成り 一分は 歸國 後の 筆 だが 同 師の登 天 後 百年を 過ぎて 
ラング ー ン の法宦 たりし ジヤ ー ディン (John  Jardine) が 之を 『百年 前の 緬甸 帝國』 Thewur 日 ese w mpire  a 
一一 undren  years  age  .と 題を っけて 一千 八 百 九十 三年 英國で 出版した。 此書 中には 緬甸の 歷史 法制 經濟 宗敎 等を 
叙述し、 怫敎に 就きても 相 當に當 時の 俤を認 むべき ものが ある。 次は 加 特ヵ敎 の傳道 者で アヷの 僧正 卽緬甸 の 開 
敎總監 として 活動した ビガン デット (p.  Bigandet) の 『 1 曇の 傳或 は譚』 The  Life,  or  Legend  of  Gautama 
1 00 66. で 章を 二十 章に 分ち 之に 各 章に 亘 りて 詳細なる 註 脚を 添へ て緬 甸怫敎 に傳 ふる 怫陀傳 を 精細に 叙し 阿育の 
奉 怫緬甸 の開敎 にっき 親切に 調べ 且涅槃 論 にっきて は 特に 七 編の 論文を 加へ て ある。 緬甸 怫敎を 知る には 此書は 
實に缺 くべ からざる 寶典 とい ふて ょい。 

此 他獅甸 の文學 言語に つきて は醫 學士ブ チヤ ナン (Francis  Buchanan) や 博士 フ オル ヒハム マ ー (Forchha- 
mmer) の 著書が 今に 言語 學 者の 重 寶とな り、 蘇國の 詩人で 大小 說家 ゥォ ー ター 、スコットの 親友な りし レィ デ 


第貳章 梵語 佛敎 聖典の 硏究附 尼 波— 他'」 於け— 敎 

一 梵語 佛敎 聖典 前章に 申 述べた 通り、 現存 大乘 怫敎 聖典の 原本は 悉く 梵語で 書いて ある。 詳言す ると 佛敎 
特有の 一種の 梵語で 書いて ある。 然し 是は 大體の 話で 其實法 華と か楞 伽と か 般若と か 華嚴 とかい ふ 大乘經 典の み 
が 梵語で 書かれて あるので はない。 現に 高 昌や于 閬 の廢趾 から 發 掘され る古寫 經を檢 すると、 中に 梵語で 書いた 
小乘經 典の 斷片が 可な りに 多數 に發 見され る。 伯林の 故 ピッシ H ル敎授 が、 純粹の 梵語で ある 所の 雜阿含 經や法 
句經 の斷片 を報吿 した 外に、 現に 筆者 も 中 阿 含 や 雜阿 含な ど 同種の 斷片 を多數 に證定 した。 然し 此 等は 最近 發見 
の 斷片で 、無論 完本では ない。 最近 ス クィン 博士が 燉煌 の千怫 石崛 から、 大英博物館に 持ち 歸った 約 一 萬に 餘る 
古 寫經の 中には* 多 數の梵 本が あるの だから、 其 中には 或る 完本の 小乘經 典が 有 在す るか も 知れぬ が、 今の所、 
完本の 梵語 怫敎 聖典と いふと、 先 づ大乘 聖書が 主なるの だ。 

一方 パーリ 語の 聖典に 對 し、 全然 聖 語を 別にした 梵語 聖書が あるから には、 玆で勢 何れが 古い か、 語を 換 ると 
何れが 原始的で あるかと いふ 問題が 起る。 此 問題は 聖典 史上 極めて 重大の 疑問で、 且敎 理史の 方面に も、 甚だ 深 
い關 係を 有し、 夫の 大乘 非佛說 など も、 此 疑問の 解決 次第で 黑 白の 定まる 一案 件で ある。 問題の 重要なる 此の 如 
しで あるが、 今の所 其 答案と しては かく あるべし とい ふ假纪 說の 外、 未だ 確實の 證據で 決定を 與へ るまでに は 立 
至って 居らぬ。 然し 大體の 所は 略 見當が 付かぬ でもない。 

歐 米の 佛敎  ナ £ 


歐 米の 佛敎  六 四 
二十 五 年の 紀念に 勅刊 となった 暹 字の パ ーリ 藏經の 如きは、 世界の 學界が 今に 感謝を 表しっ、 ある。 今 帝 ヮジラ 
ジット 陛下の 怫敎 式の 卽位 大禮 もま だ 人の 記憶に 新しい。 同國は 此の 如く 今や 怫敎國 として 列强 環視の 間に 異彩 
を 放って 居る が、 其佛 法に 關 する 歐 人の 著書は 錫 蘭 や 緬甸に 比して 甚だ 少ない。 

同 國の歷 史國狀 を 記述した 旅行記 や雜 書は 前の ニ 國同樣 可な りに ある。 ポ ー リング (Eowring:  Mission  to  the 
Kingdom  of  Siam  in  1 855 .1 00 57) グレ アヌ (Grehan:  Le  Koyaume  de  s. 1878) ポツク (Im  Keich  d.  weissen 
Elephanten, 188 5 獨譯) 、ロス 二 ー (Rosny,  Ethnographie  du  S. 1 835 〕 コン ラ デ 1 (conrady : Geschehte  d. 
sipmesen  l oo s 5 .) 等が 重な もので、 前に も 出した バス チ アン •ラッセンの 大著 中に も此國 に關し 重要の 記述が あ 
る。 言語 及 文學に 就きて は 暹怫や 暹英の 辭書 _ 文法書 も少 からず。 コン ラ デ ー の 諸 著書の 如きは 言語 學 者の 每に 
重要視す る 所で ある。 暹羅 先帝が まだ 皇儲 たると き 六 年間 宮廷の 女宦 として 怪腕を 弄した 女傑 レ オノ ーゥ H ン ズ 
(Harriet  Leollowens) の 囘想錄 の 如きは 古くは あるが、 宮廷の 事情 や 佛 敎の狀 態に っき 捨っ ベから ざる 記事が 
ある。 或は 天下の 奇書と 稱 しても ょから ぅ。 

然し 怫敎 に關 する 成 書と しては 唯一つ アラバ スタ ー の 書いた 『法 輪』 Alabaster a The  Wheel  of  the trl aw で 
題號に 『近代 佛敎 徒に 由り 暹羅の 根源ょり 說明 せられた る 怫敎』 と 添へ て ある 如く、 三部に 分れ 第一は 暹 羅國務 
大臣で 且っ 怫敎 徒た る 某氏との 對話に 基き て實際 信仰を 語り、 第一 一は 暹羅 の怫敎 書に 依りて 敎理槪 要を 論じ、 第 
三は 怫足石 等の 研究を 公表して ある。 


橫無盡 に 婆羅門の 大學者 輩を 說 破した 如く、 刹 帝 利 族の 大 哲人と して 婆羅門 族を 威服す るには 其 崇高なる 敎理の 
杓 容 と共に、 また 醇正 雅な 梵語の 形式を 要した ことは 當 時の 事情 上、 想像す るに 難く はない。 これは 印度の 學者 
で 怫敎經 典に 通じた ラ ー センド ララ ー ラ ミトラ 博士な ども 論じて 居る。 現今で も羅甸 語が 羅馬 法王の 宮廷では 儀 
式 語と なり 羅馬 敎會の 通，" 語で ある 如く、 梵語は 印度の 教育 ある 階級の 儀式 語で あり 公 語で ある。 梵語を 諾さぬ 人 
は、 英國 あたりで 羅甸 の素_ なきを 無教育 者の 標準と すると 均しく 印度では 甚だしく 輕 侮され る。 而かも 此の 有 
樣は 現代の みでは ない。 古い 古い 吠 陀の 時代の 昔から そうだ。 此の 狀勢中 一代の 人心を 支配し 千古の 師表と 仰が 
る ゝ怫陀 が 全く 梵語を 話さぬ とは どうも 信じられぬ。 ルー テルは 羅甸 語の 耶蘇 敎々 典を 通俗の 獨逸 語に 直して 通 
俗語を 敎會 語と した。 然し ル ー テルは 充分に 羅甸 語の 知識 ある 學僧 ではなかった か。 大小の 差 こそ あれ、 怫陀が 
通俗 語の 御 說敎が 傳道上 主であった とて、 其 根基に 當時敎 育の 大本なる 梵語の 御 素養が 勿論 缺 けて 居らなかった 
ことは、 御傳 記の 中に も 其 影を 認め 得られる。 

世 尊は 一面 確に 梵語で 敎理を 御說明 あったらし い。 故に 敎育 ある 婆羅門 族の 比丘 等は 無敎 育の 其同學 同信の 僧 
侶の 文法 も 正しから ず、 發音 も醇雅 ならざる 俗語で 聖典を 讀 誦する ことが どうも 氣に くは ぬ。 其の 一面は 律の 中 
に 消息を 傳 へる。 卽ち一 婆羅門 種の 年少 學者が 新に 佛門に 入り、 僧侶の 讀 誦する 經文が 文法 や發 音の 過誤 だらけ 
なる に 嫌氣を 生じ 之を 世 尊に 申し上げた。 すると 世 尊は 一般 比丘は 已來 文法 發音に 注意せ ねばなら ぬと 訓誡され 
て、 此 等の 學 習を 規定され たと ある。 是は 恐く 當時敎 團內の 實狀で あった 樣だ 。實際 右の 如くで ありと すれば、 
级 米の 佛敎  六 七 
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此 問題を 定める 前に、 釋 尊の 1 : 在世 當 時に 溯り、 世 尊は 夫の 錫蘭怫 敎徒が 確信す る 如く、 摩 竭陀國 の 俗語の み 
で 御說 法であった か。 當時 印度の 宦話 ともい ふべき 此 俗語 已外に 一切 梵語を 御 使用には ならなかった か。 とい ふ 
ことを 定めて か ゝら ねばならぬ。 現在の パ ー リ經 典が 無論 釋 尊の 御 直說其 儘の 速記 錄で はない と共に、 假令世 尊 
が 梵語を 御 話に なった とて、 現在の 梵語 經典は 其當 時の ま、 T の 敎場肇 記同樣 であると すら 常識 上 到底 信じられぬ 
ことで ある。 されば 釋尊が 梵語を 御 使用に なった ことが 見當が 付いても、 それが 直に 現在 梵語 經 典の 歷 史的 價値 
に左 ^ の笮禾な證據を與へるものでない。然し梵語聖典の成立を論斷するには此事は頗强大の基礎になる。佛敎 
の 敎會 話は 單に 俗語の みでは ない、 雅語 も 同等の 資格が あると いふ 有力な 理 曲になる。 梵語を 其聖 語に 定めた 一 
派の 敎 徒の 力 强い 心理的 根基を 說明 する に 都合が ょい こと & なる。 

釋 尊の 敎團は 四姓 同く 釋 氏と 稱 するとい ふ 平等主義で、 無學 文盲の の 劣 種が 修養 次第 堂々 として 阿羅漢 
の聖 位を 履む で、 智識 も 門閥 も 最高に 屬 する 婆羅門の 學 者と 雁行 するとい ふ 有樣だ 。且っ 其の 敎 化は 萬 機 普 益 
を 主として 慈雨 普く 一切を 霑す とい ふ 御考で あった 故、 勿論 俗語が 公式の 敎會 語であった には 相違ない。 然し 
舍利弗 や 目 裏の 樣な 新進 氣銳 な哲學 者、 迦葉兄 弟の 如き 門閥 ある 貴族に 對し 、之を 攝 化する に當 りて は、 彼 
等敎 育と 門地を 誇りと する 婆羅門には、 單に世 尊 人格の 御 力の みでは# 巧 方便が 充分で ない。 必らず や 深遠なる 
學 問の 方面から、 解析 窮理 Q 御 論議が あったと 思 はれる。 而 して これは 梵語でなくて は權威 もな く 體面も 保てな 
い。 世 尊は 夫の ゥパ ニ シャッドに 出る 韋提 希國の 大王 ジャ ナヵ (Jp?$ 5 が 世界の 本體 精神の 本元に 就き、 ^ 


此 記事の 正確な のは 現に 尼 波羅で 發 見され て、 十 數年前 パ ー リで 出版に なった 本 行經の 異本 Mahavastu 卽 『大 
事』は經題の最後に『聖大衆部中の世第ー說部の誦傳する大事因緣』 >- ^^-|プ| -3 管£311^0 3: 写§—— 
n§ l. tena 、sri-MaMvastvava gr na -3 と あるので 明に 證 明され る。 而 して 此 大事は 全部 アバ フラン シヤ 語の 
俤が躍 然として 居る。 此他現 時 樺 皮に 書いた 西域 發見の 法 句經の 異本が パ ー リと 全く 差異した 方言で 記して ある 
ことな ども 面白い こと、 言は ねばならぬ。 

斯の 如く 佛陀滅 後、 怫敎 聖典は 種々 の 言語で 傳 へられた。 其 中 梵語を 取った 一切 有 部は 于闐國 に 盛であった 歷 
史が ある 故、 同地から 梵語の 阿 含 諸 部 や 法句經 の斷片 が發 見され るのは 寧ろ 當 然と 思 はれる。 上座 部が 方言で 傳 
へた 聖典は 今 立派に パ ー リに 書き直されて 前章 略述 通の 三藏の 完備した ものが 殘 った。 そこで 彌今 章に 取扱 ふべ 
き 梵語 聖典の 御 話を する 順序に なった。 

現在の 梵語 聖典は 其 成立から 見る と 便宜上 左記 三種 類に 區別 する ことが 出来る。 

1、  一種 方言の 色彩を 帶びた 異體の 梵語で 書いた もの 

2、  方言の 原書を 梵語に 直した もの、 若く は 之を 敷衍した もの 

へー 多少 精錬を 缺いた 古典 梵語で 書いた もの 

3、  梵語で 書いた もの 一 

一二 純雅 な文學 的の 梵語で 書いた もの 

此等の 多數丨 殆ど 全體— は大乘 聖典で 其 成立の 年代に 就きて は 極めて 古代に 屬 する もの も あれば 最も 新しい 著 
欧米の 佛敎  六 九 


» 


歐米 Q 佛敎  六 八 
佛 在世から 梵語で 佛經 を誦傳 する を 欲した 一派の 佛 弟子の あった こと も 想像す るに 難く はない。 

怫 陀の滅 後に 此 等の 事情から 敎 派の 分裂が 避くべからざる 結果と して 初 まった。 黃 金の 寶杖が 十八 段に 折れた 
とい ふ豫 言は 的中して、 異部宗 輪 論 等に 記 g せらる \ 各敎 派が 七 花 八 裂の 勢で 分岐した。 此 分裂は 勿論 敎理上 
に 其 主因が あるの だが、 敎團內 に 於け る 種族の 關 係も考 へねば ならず。 隨て其 使用の 言語の 上から も 考察す る 要が 
ある。§裂した諸敎派の根本と云はるふ部卽が|#、.ナ歡：¥‘.\1?郎1 

衆 •上 座を 四っの 代表的の 敎派 とする) はヮ シリ H 1 フの考 へた 通り 各 其 經律論 誦傳の 言語が 定 って 居っ 

て、 序ての 如く、 梵語 •ア パブ ラン シヤ •ブラ ー ク リット •パイシ ヤ ー チであった やぅ だ。 (梵語の 外は 何 ^ も 谷 

語 方言で 或は 之を 總 括して、 ブラ ク リット 中に 入れる。 パイシ ャ ーチ卽 必遮舍 語は 其 名の 示す 如く 魔 鬼 語で 最も 

劣等の 方言で ある)。 勿論 此假定 は大體 論で ァパプ .ラン シャ •ペイ シャー チの 如き 言語は 言語 學 史上 一二の 實際が 

殘存 する のみて パ ーリや 梵語の やぅに 豐 富の 文學が ある もので ない。 隨 って 正 量 大衆の 諸 部が 果して 現在 殘存し 

っ、 ある 此 等の 方言と 同一の ものを 使用した か 否か も 固ょり 疑問で あるが 兎に角 諸 部が 種々 の 言語を 用ゐて 同 一 

の 聖典を 種々 に誦傳 した ことは、 釋 尊の 御 傳を書 いた 六十 卷の歡 の 終に 左の 記事が あるので も 明 了で あ 
ら 5。 

あるひと問ふ。日く。何むが此經を名くべき。答て日く。摩訶僧伽師は名けて大事と爲す薩婆多師は此尼か名けて大莊 
M となす 迦 葉維師 は 名け て 怫生因 緣とな す。 曇 無德師 U 名け て 釋迦卒 尼怫本 行と なす。 尼 妙 塞師は 名け て 毘尼藏 本と す。 


とする の も 無理で ない。 然し 此大 問題は、 外面 歷史 的の 硏究 と共に、 內面敎 理發展 の 考察 も 必要で あるから、 此 
處では あまり 繩 張の 外に 出ず 先此 位の 所で 切り上げる が、 兎に角 梵語 聖典の 成立は 前記 怫陀御 在世 時代から あっ 
た 一部 學者 派の 傾向と 共に 又 印度 佛敎が 其 存立と 發展 との 上に、 婆羅門 敎を攝 化し 統合して 敎 權の？を保持す 
る點から、如何しても取らねばならぬ必要の手段として出來たものと推斷される。之に反して觀蘭に行った卜- ^ 
派の 佛敎は 勿 露 (_昧 な 嶋響靈 鬼 S 分で— と 信ぜられた 程の產 蠢と 5 程の もの— かった 荒 燕 
の開敎 地で— 爲め 印度 俗語の 聖典で 大 威張で 謹す ことが 出來 たの だ。 而 して 此 i 的 文化を 主因と して 分れ 

た。 ハ丨及 _Q_ には 之 H 附隨 して 其 他霧攝 Q 能力 や 同化の 讓甚や 叢 馨の霞 管 どに、 息 差異 

が 出来て 来た。 これは 怫敎 々理史 の 方で 種々 面白い 實例も ある。 充分に 取調 も學者 間に 屆いて 居る こと だ。 

だが 玆で 一っ 斷 って 置く 必要の あるのは 現在の パ ー リ經 典と 梵語 聖書との 新舊だ 。これは 往 々t の學 者が 過信 
する 樣 に、 單にパ ーリを 純释な もの 古い ものと する 譯には 行かぬ。 勿論 梵語の 中に も祕松 聖典な どには ずっと 妾 
しく 晚唐宋 初の 誦 出と 思は る \ のがないでも ない が。 パ ーリの本生經中には之ょりも新らしい部分がある。又 11 
此 稿に 出た 夫 先 比丘 經 Q 如きは パ i 本は 支 匪 1 此 原本が 何 語で あったかは まだ 分らぬ が— に 比、 へる とぼ 
る 新しい 後手 Q 加筆が ある こ とが 判る。 此 Q 如くで あるから 梵本皆 新しから ず パ i 悉く 舊 からず、 畢竞 はハ丨 
リも 梵語 も 現在の 外形の 上 だけでは 其 新 古に 付" 何れに 軍配を 擧げ ると いふ ことには 行き 兼ねる とい ふこと に '^ 


歐 米の 佛敎  七 o 
作 も 含まれる。 而 して 其 最古の もの \ 成立は 何時頃 だら ぅとい ふ 問題は 單に 聖典 史上の 繩張 のみ じ やない。 實は 
印度 怫敎史 最難關 の 一っで 何れは 其方 面で 御 話 も あらぅ が、 夫の 阿育 大帝の 勅 碑には 長 含 や 增ーや 若く は 『g-- パ 
集』 『如是 語』 の 中に 現在す る經 文の 名が 見へ、 同大 帝の 崩 後久し からず して 出 來たバ ルフ ー ト怫 塔の 門墻 こは 
『知 五 尼迦耶 者』 p&c§ikoyika 卽 四阿 含 及 小 部經藏 の傳持 者と いふ 名 さへ 刻され た。 卽 印度 佛敎史 に 見へ る 第 
1 結集の 當 時から 初期の 間は 小 謹 典の みで 大乘 聖典の 阿 彌陀經 とか 法 華と か 云 ふ ものは 一向 痕跡 さへ 見へ ぬ。 
されば勢四阿含などが所謂原始怫敎の聖書で法華などはずっと後代に屬し"所謂第四結集の_迦腻色迦王诗弋こて 
も 出来た かとい ふ假定 が先づ 普通の 考で 、常識 上 鐘と 思れ ぬで もない。 然し ー體 阿育 大帝の 宮廷 宗敎は 錫薦敎 
其 他の 事情から 考へ ると 上座 派に 傾いた もので、 云は V 上座 派は 怫敎 各派 中 公認の 國敎の 樣な ものであった 樣だ 0 
證が 新？ S として 讓 Q 大蠢 は此 派の 儀式で 行は れ璧 な麗 などに 此 派の 名が 出る。 隨て此 派が 萬般 
便宜の 地に ある Q は 勿論 衮 、然し 有力な 舊敎 々會や 其 他 の 基督教 諸派 も 同時に 馨 の 保護 裏け て 人民 化導に 
活動し っ、—。 審霉 f じく 特に 上囊— 遇して i 碑 刻した とて 其 同時に 勢 
力 ありし 他の 諸敎 派の 誦傳 の經文 丨 同じ 四阿 含で も 大分 敎理的 內容の 相違す る丨が 存在せ ぬとは 無論 云へ ぬ。 而 
して 此 他派 誦 傳の經 文中には 四阿 含の 外に 小 部經藏 若く は雜藏 中に 方 語で 書いた 華嚴大 般若 經の 如き ものが 存在 
したら しい 想像が 出來 ぬで もない。 また 梵語で 誦傳 された 經典も 當時少 からず 存在した とも 思 はれる。 されば 假 
令屋 Q 法 ¥1 は SQ 形で 存在せ ぬと し 1 之が 掌た る大證 は 四阿 含 外に 同時に 存在した 


恰も 鎌 倉 足利時代の 僧徒が 假名 文字 や 候 -^: 御の字 入りの 和式 漢文 (例の 蔭凉軒 日錄や 甚しい のは 了譽 上人の 選擇 
決 疑 抄直牒 などが 是だ) 若く は歐洲 中世 一部 僧侶の 書いた 羅甸 語に 比すべき もので 正格 醇雅の もので なく 變則雜 
體の似 梵語であった の だら ぅ。 勿論 此中 には 初め 正體の ものが 傳誦の 際展轉 して 混 雜訛 錯に陷 ったの も あらぅ。 
敎育や 門地に 非常の 懸隔の ある 雑多の 人々 を 包容した 怫敎々 會に はこれ は實に 免れ 難い 現象と 想像され る。 ゥパ 
一一 シャッドな どが 婆羅門 種の 水入らず 傳誦 した 爲兎に 角 統一 ある 正體の 梵語で 殘 って 居る のに 比して、 怫 敎文學 
は 其 傳誦の 人に 首陀も あれば 毘舍も ある、 旃陀羅 などい ふ 賤族も あった 爲に 、玆で 勢 ひ 原文の 文法 や 語法に 錯誤 
の 出來 るのは 仕方がない。 

第二 種 —— 方言の 原書を 梵語に 直した もの 若く は 之を 敷衍した もの ー これは 現存の 大 般若 梵本や 法 華 •華 嚴 •無 
量壽 •悲 華な どの 散文の 部分で ある。 これは 前の 偈頌の 部分に 比べる とずっ と 後代に 屬 する。 

第三 種は 純雅 の正體 梵語で 書いた もので、 此中 には 最後 代に 屬 する ものが 多數を 占める。 第一 類は 古典 梵語で 
多少、 精 鍊を缺 いた 點は あるが 兎に角 正格の 梵語で 書いて ある 聖書で、 最古い 所では 金剛 經や 彌陀經 、心經 、稻 
薛經 とい ふ樣な もの、 中古では 大乗 莊嚴 寶王經 、瑜伽 論 菩薩 地の 如き ものが 其 例になる、 第二 類文學 的の 梵語 怫 
典 中には 一方には 哲學 的の 著作 や 註疏 類稱 友の 俱舍釋 、月稱 の 中論釋 、法稱 の 金剛 針 論の 如き ものが あり 他方に 
は 純 粹な文 學的藝 術 品と 見るべき 馬 鳴の 怫 所行 讃聖天 の 本生鬉 •寂 天の 菩提 行經 等が 列べ られ る。 

梵語 佛敎 聖典は 此の 如くで あるから 其 種類が 頗雜 多で パ ー リの樣 に 整然 純一の もので ない。 今此 等の 聖典が 如 
歐 米の 佛敎  七三 
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談が 大分 傍 道に 入た から 此 所から 元へ 戾る として 前に 擧 げた 梵語 聖典の 種類を I 寸實 例に 照らして 說 明す る。 

第一 種 —— 一種 方言の 色彩を 帶び た異體 梵語で 書いた もの— は怫敎 梵語 聖典 中で 最も 古代に 屬 する 者で ある。 
嚴密な 梵語 學者は 之を 梵語と 認めぬ 。矢張り 夫の アパ ブラン シャ 語の 一種と する。 それは 其 文法に 異例 多く、 長 
短 & の淡通 單複數 吳 女性の 如き 極めて 重要なる 區別が 自由に 轉換 流用され 且主 々に 吹 陀 時代の 古文 法 や。、 ■彡 
に 類した 語尾 變化 など も 交錯す るので、 普通 梵文の 知識 丈では 到底 之を 快讀 する ことは 出來ぬ 〇 ア パブ ラン シャ 
杯い ふ輕 蔑の 禱も 此點 から 見る と 無理 I ない。 然し 佛敎 研究家は 流石に そんな 慘 酷な 名は 使用せ ず。 之を 通 
途伽陀語 〇 5.|1^品§叫0若くは伽陀方言§|1^|の名稱を與へる。伽陀は佛敎語の 1§! _のことで詩體 
の 文を 指す。 古代の 大乘 聖典は 重に 此詩體 で 書いて ある 故、 其 語に 假に 如斯 名を 冠せ たに 過ぎぬ。 此伽陀 語 も 決 
して 一種 Q も Q でない。 最古の も QA 新 Q も Q と Q 間に 幾 段 か 齧 段が あつて 精密に いふと 時代 分けに でもせ 
ねばなる まいが 一般 Q 研究— た蠢 までは 進む 遍ら ぬ。 兎に角 大璧 書中 i は 可成の 部 f 占める が此部 
分の 原文は 十に 八 九伽陀 語で 今に 尙多 數殘存 して 居る が 散文 體 の 伽陀聖 書は 實に 乏しい。 

實例に 照らす と 法 華、 無量 壽、 大莊嚴 、悲 華、 十 地、 行 願 品等の 聖典 原文 中 其 偈頌の 部分は 卽 此伽陀 語で ある。 
日本に 傳 はつた 梵文中 普賢 行 願 賛は實 に 最もょ い此 語の 標本で ある。 散文 體の 聖典で 此 語で 書いて あるのは、 今 
の 所 唯一つ の怫本 行集經 原文 位の ものである。 

抑 此の 如き 珍妙な 梵語 (伽陀 語) は 或る時 代 或る 地方に 存在して 實際 上使 用され たかと 云 ふと 恐く そぅでな く、 


天の 賦乜 る是 高級の 知識 能力 ^ 具へ、 圓滿の 鲛煉か -加へ、不屈不撓の勢カを有してボッデソン氏は公職 |- 奉じ、到ろ處 
聲譽か 揚げざる なし。 而して 勞 作の 成績 は"偉大完美の學者として將又印度 11 於ける學術の最成功乜る開拓者として頭等 
位 1- 彼か置吾ぬ" 

此の 印度 學術の 開拓は 氏が 副 公使ょり 正 公使に 榮轉 して 尼 波羅に ある こと 前後 二十 餘 年間の 活動で、 其 中怫敎 
の 硏究に 於て は眞に 新生面を 開拓した の だ。 氏は 尼 波羅に 入る や 直に 怫敎の 研究に 着手し 怫僧 等と 交遊して 敎義 
を 問 ひ 且っ 聖典の 蒐集に 力め 一千 八 百 二十 六 年 『亞 Mk 硏! b の 第 四卷に 『尼 波 羅及西 藏の國 語 文 學宗敎 撮 記』 

^Notices  of  the  Language,  Literature  and  Religion  of  Nepal  and  Tib a ^^ 

き 其 豊富の 現存を 世界に 公表した。 此名篇 は 直に 歐 洲學界 に大 反響を 起し、 當時 學界の 天才た る 怫國の ビュル ヌ 
1 フの 如きは 非常に 之を 讃 嘆して 『怫 敎史 序論』 中辭を 極めて 氏が 功業を 頌し た。 パ ー リ 聖典の みが 怫敎 だと 思 
ひて 之に さへ 驚嘆して 居た 歐洲 學界に 尨然 たる 怫敎 梵語の 聖典が あるの が 知れた の だから 其 反響の 犬なる もの も 
尤な こと だ。 かくて ホッヂ ソン 氏は 全力を 集めて 聖典の 蒐集に 力め 其 目録の 發 表と 共に 『尼 波羅 怫敎經 典を 基-と 
せる 佛敎略 論』 Sketch  of  Buddhism,  derived  fros  the w uddha  Scriptiires  of  Nepal. を 書き 弓 續き 他の 佛 
敎に關 する 重要なる 論文を 主として 『印度 亞細亞 協會雜 誌』 に 公表した が、 一千 八 百 七十 西 年に 此等が 纏まり 
Essays  on  the  Language,  Literature . and  Religion  of  Nepal  and  Tibe^ 

て 出版され た。 氏が 集めた 梵語 聖典は 全 體で實 に 三百 八十 一部の 新 古の 寫經で 此中 勿論 多くの 復本も あった が、 

欧米の 佛敎  七 五 


歐 米の 佛敎  七 四 
何に して 蒐集せられ 又 如何にして 研究せられ たかを 左に 略述す る ことにする。 

’ニ梵語佛典の發見と 1: 集梵語の怫敎經典卽大乘聖書の歐洲に知られたのは實にホッヂソン(；8 2. 目110品11- 
ton  wodgi) の 功で ある。 大乘經 典 原文の 研究に 於て は 此の 絕大の 精力と 驚くべき 該博の 學識を 具へ た 偉人に 永 
久の 感謝を 捧ぐべ き 義務が ある。 ホッヂ ソンは 一千 八 百年 英國 Cheshire の pr^ cr'J ury に 生れ、 十八 歲雄 志を 陵 
きて一管の筆をカに印度に航し東印度會社に入り ¥; 谷他到着後フォート、ヰリァム敲等.院に在學して|年間東 
洋 外交官と して 必需の 訓練を 受けた が、 其 成績 非凡 拔群 の爲、 ニ 年の 後は 早く も波斯 クマ ヲンの 外交官補に 任ぜら 
れ 、次で 尼波羅 首府 ヵッ マン ドゥの 副 駐在 公使に 榮轉し 益々 卓抜の 外交的 技倆を 發 揮し 外務省 波 斯局 書記長 代理 
尼 波 羅遞信 管理 等 重要なる 官職に 累進して 功績を 擧げ 一千 八 百 三十 三年 終に 尼 波 羅駐剳 公使と なった。 其 後 十 年 
間此職 にあり 英國が 印度 經營の 最も 危險で 且っ 困難なる 中に 立ち 大に本 國の爲 に畫策 努力す る 所 あり 非常に 功勞 
が あった。 一千 八 百 四十 八 年 退職の 後は 雪山の 勝地 ダ ー ヂ リンに 隱 棲を 卜して 其 精緻 周到の 頭 腦を科 學文學 の 方 
面に 向け 動物 學の 硏究は 特に 一頭 地を 拔き 幾多 不朽の 名 篇を殘 し 言語 學人 類學に 於ても 今に 學 者の 珍重す る豐富 
の貢獻 をした が 其の 本領た る 政治的の 論策 報吿の 如きは 印度 貿易の 擴 張に 兵制の 改革に 民 刑法の 制定に 光彩 陸離 
として、 遠大 周到の 大經綸 を 立て k 居る。 ホッヂ ソンは 斯の 如く 外交 家學者 文士と して 内外の 尊敬を 一身に 集め、 
且っ 此 間尙國 事を 忘れず、 一千 八 百 五十八 年の 印度 內亂 鎮定の 如き 氏の ヵ與 って 犬なる ものが あった が 終に 九十 
四歲の 高齡で 終った。 ラーデ H ンド ララ ー ラ ミトラ 博士が 左の 如く 讃美した の も尤だ 。 


此梵語聖典の新發見卽第ー囘の聖典蒐集は、歐洲の學壇に大反響を與へて夫 0- ビ『ールヌーフの傑作、『佛敎史序 
論』 が 出る、 法* •經 の佛譯 が 新刊され る。 怫敎 研究の 勇士は 此處で パ 1 リ 聖典 研究の 外に 新しい 疆の收 獲を 期 
すべき 他の 原野に 奮 ふて 進軍した。 此硏究 成績の 一般は 次 段に 述べる こと \ し、 更に 進みて 第二 囘尼波 羅 聖典 寬 
集の 顚 末を 略述す る。 

ホッヂ ソンの 尼 波羅 公使 辭 任の 後 約 三十 年、 公使館 付の 醫官 として 赴任した 軍醫正 ダー 一 エル、 ライト 氏 
(Dr. u ilniel  \vrigllt) は 當時 ケム ブ リッ デ 大學の 敎授 たりし 令兄 ウヰ リアム、 ライト 氏が、 同僚たり し 梵學界 の 
泰斗 カウ K ル 敎授 から 相談を 受け、 同大 學の爲 に 尼 波羅の 聖典 蒐集を 依頼した のを 快諾して、 醫務の 餘課大 に蒐 
集こ當 り，、 一千 八 百 七十 三年の 春ょり 同 七十 六 年の 夏に 亘り 三年 有餘心 力を 費して 集めた 怫敎及 婆羅門 敎の 古寫 
本 類 八 百 五十部に 達した。 實に 大成功と 云は ねばならぬ。 此 中怫敎 聖書は 三百 二十 五部の 多數に 上り。 其 種類の 
豐富 なると 復 本の 多き 優秀なる 古 寫經の 夥しき は 第一 囘蒐 集に 比して 確に 數等の 上に ある。 卽ち 夫の 荻 原 雲來君 
が證定 整理した 千 二百 年 前の 瑜伽論 菩薩 地 原文の 如きは 珍中の珍で、 八千頌 般若の 如きは 八 部、 孔雀 王經、 隨求陀 
羅尼 等を 含める 五大 護 秘經の 如きは 新 古 合」 て 十 部まで も、 復本が ある。 此 珍奇 豐 富の 典籍を 珍藏 する ケン プリ 
ッ ヂ大學 は實に 羨むべき 至りで ある。 此珍籍 奇書の 總目錄 は 梵語 怫典 には 少から ぬ 功勞の ある 故 ケンプ リッチ 大 
學敎授 ベンド ウル (Cecil  Benda s がー 書を 著した。 Catalogue  of  the  BuddhisrsuE 

University  Library,  Cambridge 1 883 .(ケン ブ リッ デ 大學圖 書 館 藏佛敎 梵語 寫本 目錄) 卽是れ だ。 此書は 目錄と 
欧米の 俾敎  七 七 


欧米の 佛敎  七 ^ 

氏は 此責 重の 蒐集、 當 時では 世界 無二の 珍品を 左の 如くに 處 分した。 

▲ 'ヘン ガ 5 細蠢 會產麗 十四 部含ン ドン 皇立亞 望 協會產 八十 五“ 部 命 度 局 文庫 三十. 部 ▲ォタク スフ 

ォ？ ド。 女 トレ ーァン 文庫 七 部 赢パリ蓝細适協會及ピュルヌーフ氏へ舀セ十 ^ 部。 

氏が— 霞 Q 普及の 爲に 偏く 珍本を 世界に 分與 した 公正の 精神は 實に 立派な もの だ。 特に ビュル ヌ 1 フ 氏の 5 
才を 認めて 惜氣 もな く多數 Q_E 與 した 度量は 見上げた もの だ。 印度に— 百 四十 四 部の 梵典 にっきて は P 
度 人の 碩學 博士 ラ ー ジ ンド ララ ー ラ •ミトラ (K scl jendral scl la  Mitra} が 詳細 周到な 解題を 作り 『尼 波羅 梵語 怫 

敎 文學』 The  SII3t  Buddhist  Literature  of  Nepal 

ある。 英國 皇立麗 ■會の 分は £0well と ^ ク g fe ng が 一千 八 百 七十 六 年の 同會 々報に 精巧な 裏 經 の寫眞 版 
を 添へ て解詈 管 出した ビ rl ルヌ I フが 寄贈を 受けた 分 及び 怫蘭望 細 藿會？ 合せて 1 部は 今 パリ 
の 國民圖 書 館に 珍藏 せられ、 パ ー リ及 婆羅門 敎 聖書の 古寫本 類と 共に キヤ バトン ( > . Q p cr* pton.) が 總目錄 を 
公于 した o 器 p 'r - crQ l o CQ omnlaire  des  Manusci'its  Sanscrits  et  P 5 Jis  1 90 7 がそ  L ど 

ホ ツチ ソンが 獲た 三百 八十 部の 寫經 中には 貝 葉 本 あり 紙 本 も あって 貝 葉 本 中には 七 八 百年 以前の 古 寫經も 少な 
くは ない。 怫 園に 贈っ た 分は 多くは 紙 本で あったが、 皇產璧 協會 には 多 數の貝 葉 本嘉し 四十 蠢や 般若 や 
祕 1C 伊 慰 中には 立派に 七 八 百年 前の 奧書 の ある 古 經が少 くない。 印度に ある ものは 多くは 紙 本 だが 中に、 千頌般 
若 や 孔雀 王經の 如きは 古代の 貝 葉 本で 七 百年 前の ものである。 


であらぅ。 喜ぶべき ことで ある。 而 して 之と 共に 歐洲に 於け る 此方 面の 研究に 精細の 注意を 拂 ふべき ことが 益 切 
要を 感ずる。 

尼波羅 梵語 佛敎 聖典の 蒐集と 共 もに 忘るべからざる は 夫の マックス ミュ ー ラ ー 翁 (Mpx  Mailer) が 日本 所傳 
梵語 怫 典の 蒐集で ある。 馬 博士は ビュル ヌ ー フ門 下の 俊才と して 言語 及 佛敎學 の 大家であった こと、 宗敎學 上 忘 
るべ からざる 功績の ある 偉人た る ことは 今尙學 徒の 記憶に 鮮 なる 所で あるが、 今ょり 三十 四 年 前 明治 十三 年南條 
文 雄 老師が 故 笠 原 硏壽師 と共に 渡英して 馬 翁 門下の 人となり 日本 梵學界 に 新 機運を 開いた 當 時南條 老師は 石川舜 
台 翁の 依賴に 依り 日本 所 傳の梵 文を 訂正して 日本に 返送す る ことを 馬 翁に 懇願した。 馬 翁は 是 ょり 大乘怫 敎の古 
國たる 日本に 尙梵 文の 存在すべき を 思 ひ 特に 南 條笠原 兩師の 入門で 至大の 便宜を 得た ので 法隆寺 高貴 寺 其 他の 古 
刹に 依頼し 且つ 故 岩 倉 公 等の 盡 力を 借りて 幾多の 日本 所傳梵 文を オック スフ ォ ー ドの ボドレ ー ヤン 文庫に 收むる 
ことが 出来た。 此中法 隆寺貝 葉の 如きは 當時に 於て は 世界 最古の 梵書で 、ホ ッヂ ソン、 ラィト 等の 集めた 最古の 寫 
經に比して一層古代のものたることが硏究された。此時集まった梵本は慈雲尊者及門，卞の苦心冩傳のものが多く、 
今の 高貴 寺 伎 人 戒心 和 上 や 今 泉 雄 作 氏な どは 其 書 寫發 送に 就き 非常に 盡 力した もの だ。 今 英國に 嚴存 する 此 等の 
資料は 彌陀經 •金剛 經 •心 經 •行 願賛其 他の 諸 陀羅尼で、 馬 翁 及 南條笠 原兩師 はこの 研究の 爲に 世界に 其 功業を 
認められた。 

日本 梵 文の 次に 一っ 添へ て 置く のは 西域 發 見の 古梵 書で、 時代に 於て は 尼 波羅の 冩經は 勿論、 法隆寺 貝葉已 h 
歐 米の 傀敎  七 九 


歐 米の 沸敎  レ“  V 
して 今 1 要 S が— 計 2 く、 尼羅 年代 Q ■、古 擊 Q 研究 等 III 徒の 指南と して 不朽の 傑作 

である。 

前後 兩囘 Q 大 I で— 1 震 獲得 Q 謹 S 一 段落— げたが。 此後尙 S 一 10 小規模— ら 周到 
の 囘收戰 が あつた。 それは、 前記 ベンド ゥル 氏の 同國に 於け る學 術探檢 と、 日本に も來 た、 怫國 のレギ 兄. KS 
敎授の 震 讓 である。 前者は 一千 八 百 九十 四 年に 尼 波羅に 入り 主として 同璧室 付 屬のダ ルバ 1 ル文窜 (f" 
bar  Llfy) で硏究 し 極めて 古代 篇 する _Q 斷片を 得た 外 鐘享に 人れ、 十 鐘 や 行 願賛の 
斷片 などは 一千 二三 百年 前 21 優で 非常に 奇 重の もの 亦 梵語で 書いた 律文の 如 f 世界 唯一の 珍品と 云 はれて 
居る 二八 九 八 年 5 度 Q1 羅探險 塞て 九十 部 Q 喜— た。、、 rv トゥル 第一 1 行 S ニ晕 後搜索 

た VIII 本 や 斷片— に 人れ— つたが、 世に 全く 知れ— つた 無 着 墓の 大_嚴 論の 

原本を 發 見した。 此他 印度 S た英國 Q 官奉學 者が 時々 尼波羅 Q 囊—に 人れ、 大分 民間に も 散つ て 居る。 

日 東 文運の 進歩と 共に 霞に も 尼 波 羅梵經 が將來 される— つた。 第一に 來 たのは 河口 慧海師 が 集めた 五 
十餘 部の 經 文で 1 紙 本で ある。 第二 囘接 都大學 の 麗 i ■印度 旅行の 際 獲た 八十 餘 部の i で、 中には 八 
千頌 般若の 貝 葉 古寫經 も—。 第三 囘は 今年 新に 露した 薦 順次 郞氏 蓮の 百餘 部の 梵 本で 画 も 頗る警 に 
且つ 1、 本 IQ 如 I 士 一— 紀 の 墓で、— 1 に 知られ S 書 も 三部は— 。筆—— の 河口 
師豪 Q—將來 される さぅ だから、 吾國 の大學もヶン、' フ？ ソヂや パリ— 色— 怫敎 聖典— する— る こと 


甚だ 煩雜に 亘る樣 だが、 他日 多少の 參考 にもなら ぅから、 玆に 現存の 梵語 聖典で 之に 相當 する 漢譯の ある もの 
を 左に 擧げ る。 

一役 若 部 △sat<lhasrik pl -rrajfl pl p pl riit pl (十 萬頌 卽大 般若 初 分)  <lra 3l cavi -3 pl ti&li 
厶 A§¥ pl l 產 ユ一ユ-一广ハ八千頌卽小品般若レ ^ —ぎ ^ ユ已裏一泛民-广ハ瞼天王般若レムぎ ^ ロ目ー^^ 
dhali】 sl -r. ( 理趣 般若) Avajracchedik pl -P •(金剛 般若) △praja pl psramit B ll^^ 

片でー本しか仳界 |- ないが、他は皆完本で何れも多數の復本がある。但し勝天王と文珠般若 11 其本至りて稀だ。 

ニ 華嚴部  A w p r s: Gm ^ vara  ( 十 地 ng)  AGa o -a ayya tr' p (行 願 品 卽 四十 華嚴) A w hadracaripra -B. dl pl na S 日 賢 行 願賛 

行 願 品の 結頌 訂 る も 別行す) 

三方 廣諸部  Af s harmapu ^ aTils  (法 華經〕 △Sukh5vau4「€  ( 阿彌 陀經) △ぎ  dksvatas 
rHm  (非 {華 經) ム 02 与写 *3 3 )3容58{1(金光明經)<^$65 £: 1 =- 5 ^- (月燈三昧經)ム ^ ^ 穿备^^ 

&自此聖典は約四十の譬喻因緣か集め ?: 1大叢書で此十四の經典じ十中の八九まで律部や方等部中 |1 之 |- 相當する漢譯 
が 存在す る。 △Ava、l§a r taka  (撰 集 百 緣經) AMall pl vastu  (佛本 行集經 異本〕 

四 寶積部  <!sf' 兔！ —pripyccha  (護國 尊者 所 問經〕 AK^yapaparivarta  (大迦 葉會〕 △suld sl vativyaha  S 

無量 壽經)  . 

五 秘密 部 < ^ 8ー3§ ^ 日-&5|.11(無量壽決定光明王陀羅尼)么$ ^ 〒4 ^, 55 8- ? 1 ^ 4, 55日5?|:0?3安 2' 1 2, ® 

德 多羅 菩薩 一 百 八 名經) A 】 ^ s r ^ 3s<iant3  ( 金剛手 菩薩 降伏 一切 部 多大 敎王經 ) A w hvajsgrilkeyari  dh s' li  ( 無能 
勝幡 王如來 莊嚴 陀羅尼) AE〗li t pti  Stotra  (聖救 度佛母 二十 一種禮 讃經) AQShsmil 4 k pl (聖曜 母 陀羅尼 經) AHIU 

歐 米の # 敎 八 一 


歐 米の 怫敎  八 〇 
の 珍品が 少 くない。 今まで 明 了に なつて 居る のはべ ドロ ブス キ ー •バ ヮー •スタイン •第一 囘及 第二 囘の寬 集 品 
ベリ ヲ .レ、 コック 等の 獲得 品で 多くは 斷片 である。 完全な ものは 纔に樺 皮の 孔雀 王經 、紙 本 金剛 經、 稻薛經 位 
で 理趣分 や 入諸佛 境界 經や法 華な ども 比較的に 殘存の 紙數が 多い 方、 法 句經や 四阿 含な どは 僅か 計りの 斷片 しか 
まだ 判って 居らぬ。 スタイン 博士の 第三 囘燉煌 石崛の 古書には 完本の 梵書 も澤山 ある 樣だ から、 之が 發表 になる 
と ホッヂ ソンの 梵語 怫典 發見當 時と 同様 亦 學界に 一大 反響が 起り 梵語怫 典の 研究に 大 革命が 來 ると 思 はれる。 

ホッヂ ソン •ライト •ベンド ー ル •レギ の 蒐集の 尼 波 羅所傳 の 聖典、 馬 博士が 日本から 取 寄せた 古書、 また 近 
時中失西斜益ヵら發掘された幾多の逸書は、如何に硏究され、如何に出版され其結果として如何なる新機運を佛 
敎の 研究に 生じた か、 之を 述べる 前に、 一寸 處理 して 置く 一事が ある。 夫は 一體 現存の 梵語 聖典は 如何なる もの 
であるかと いふ 疑問の 說明 である。 

三 現存の 梵語 聖典 日本 所傳の 梵經は 其 數纔に 彌陀經 •金剛 經 •心 經 •行 願 賛の四 部に 局り、 他は 陀羅尼 計 
りで ある。 西域 發 掘の 經典は 今の所 完本 極めて 乏しく 十の 八 九 殆ど 斷片零 墨で ある。 故に 現存 梵語 聖典と 云へ ば 
自然 多數の 完本を 傳 ふる 尼 波 羅梵經 を 指す ことになる。 

尼 彼 羅 梵語 怫典は 前記の 如く 其 種類が 非常に 多い が、 重要の 經典は 大抵 之に 相當 する 漢譯が 一切 經中に 見出さ 
れ る。 然し 經 論の 疏釋で 全く 漢土に 傳 はらぬ もの も殘 りて 居る。 秘密 聖典は 種類 最も 豐富 、漢譯 の 存在せ ぬ もの 
も 頗る 多數 である。 論理 •醫學 •星學 .文法 學の 書物は 全く 支那に 知られぬ ものが 少くな い。 


那未翻のものが可成に多數だ。時輪儀執 »—( $】.き ^ ?ザ广|-3の如き、大黑儀甎經3己111131 ^ ?:« &^ 

廣大の もの も少 くない。 字彙 類は 漢譯 としては 僅に 法 集 名數經 限りで あるが、 西藏 人の 纂 集した 飜譯 名義 大集 
MaMvyutpfltti. は 立派な 梵語 字_ として 今に 學 者の 珍重す る もの。 支那 撰述の 「梵語 雜 名」 や 「 梵唐千 字 文」 の 
樣 な斷片 的な 貧弱な もので ない。 

四 梵語 聖典の 出版 及び _譯 前項に 略述した 如く ブ リアン" ホ ー トン、 ホッヂ ソンは 實に 梵語 佛敎 研究の 開 
祖で、梵語佛典の世界學壇に知られたのはーに氏のヵであるが、氏は尙最初の梵語聖典_譯者としての名譽をも 
擔ふ 。氏が 論集 中 文政 十一 年に 公表して 學界を 驚した 一大 雄篇 『尼 波 羅佛敎 聖典に 基け る 拂敎略 論』 の 典 據文證 
を 集 記した 『梵語 原文 典據の 引證』 Quotations  from  Original  Sanskrit  A a hories は 證義約 九十 文に 上り、 其 
多數は 無論 二三 行の 短文では あるが 小品 般若、 最勝 名義 經 、其 他に 亘 り顯密 の諸經 から 要 文を 抄譯 して 居る。 此 
年 氏は 亦 金剛 針 論の 英譯を 完成して 英國 公立 亞細亞 協會に 送った。 此論は 佛敎の 見地から 婆羅門 敎の種 姓 主義 卽 
四姓の 差別を 猛烈に 粉碎 して 四民 平等主義を 發揮 した もので 其 論法の 銳利 なる 一切 經中 多く 其 比を見ない 。且っ 
吠陀其 他の 婆羅門 文學に 出る 典據や 姓名が 擧げて あるので 梵文學 史上には 餘程 面白い 書 だ (支那 譯は此 論の 作者 
を 法 稱論師 として あるが 梵文に は 馬 鳴 作と なつて 居る、 多分 これは 支那 所傳の 方が 正當 らしい)。 ホッヂ ソンが 此 
論の 英譯 は實に 梵語 佛典歐 語 譯の嚆 矢で ある。 此譯 出てから 數 年の 後、 天 保 八 年 同氏が 怫國に 贈 致. した 百 七十 餘 
部の 怫敎梵 書に 依りて 言語 學界 不世出の 偉人ュ ゥジ H ン 、ビュル ヌ ー フ (Eugdn  Bunlouf) が 新 硏究を 開始し 
歐 米の 傀敎  八 三 


歐 米の 拂敎  八 一一 
jr .g p klmja £r s—  i-t§tra  ( 大悲 空昝 金剛 大敎 王儀軌 經 3 AI 纪 .i? nf  yf  C 大乘 莊嚴寶 王經) 
ajni (佛母 大 孔雀 王經) AMPb pl meglll cl tra  (大雲 請 雨 經〕 居 itisar pl -dr s1 — 

dhsra c. c 大白 傘 蓋 陀羅尼 經〕 △Mllsapramls pl ( 守護 大千國 土經) AM— も tavati  (大寒 木 聖難拏 陀羅 5 

△ f さ 5UIHni  (大護 明大 陀羅尼 經) △srici-dhsli  (摩利支天 陀羅尼 經〕 AN PI masIgtti  (文殊 所說最 勝 名義 經) 

△ Fllvari-dllsli  (鉢 蘭賒_ 囉大 陀羅尼〕 ATISgatagukyals  (一切 如來 金剛 三業 最上 秘密 大敎 王經〕 △忌^^^ 

y pl -dh pl ra 0 i (一切 如來烏 瑟腻沙 最勝總 持經〕 Avajravid pl r wl o pl -ah pl raoi  ( 壞相 金剛 陀羅尼 經) △vsudh pl radh pl rani  (持：^ 
陀羅尼 經 3 〇 此 他漢譯 と 同名 同種の もので 纂集 法の 差異す る 陀羅尼 集經 tj tr- pl raoi-samgraha の 如 ^ 大集が b る。 此中こ 
は支那譯の千轉陀羅尼0-六字呪王經等,含まれてある。〇此項下か『新怫敎』第九卷第ニ頁已下と御參照願ひ /: い0 

六梵 土賢聖 著作  ABUShirlta  (馬 鳴、 備 所行 讚〕 A Madhyamal? 1 sl ril sl (龍樹 、中 論 本頌) ABOdhisattvabha^ 

著 瑜劲師地論中菩薩地〕会ロ£1551§义無著'大乘莊嚴論)会宏5绘11111§1^ニ寂天、大乘集菩薩學論〕<^ミ 5: - 
cariysvatwra  (同 著 菩提 行經) 今 ajl5ci  (法稱、金剛 # 論)<| ^ 11{1§&3{1111 ^ {411£1.(法數名集經異本) 

漢譯 はなくて 重要なる 論疏は 二三 ある 稱 友の 俱舍釋 YG ^ mitra OT Abllidharnmko 心 avy E ol 法稱の 中觀頌 釋 d h- 

Jlrmakli.tls  Mulaidhyamallsl M 梨 跋陀羅 の 大品 般若 釋 Hpr c-* ^^ 

の 硏究が 完成す ると 佛敎學 上に 新 資料を 給 供す る こと \なるだらぅ。記述類としては聖勇菩薩 >* ^ 9$ョ$の本 
生鬉 J1I1 S2I 同名の 漢譯が あるが 內容は 全然 差異し、 且漢 本は ある 異種の ニ 書が 錯誤して 一つに なつて 
居る 樣に 見へ る ！| などは 單に 文學 としても 非常に 富膽 優麗の 傑作で ある。 秘密 部 中 後代に 屬 する 歡軏類 こは 支 


ュ ー ラ ー や セナ ー ルの 樣な 一騎 當 千の 士 雲の 如く 集り、 硏究は 續 々として 高等 學院 から 出た。 ホツヂ ソンが 特に 
其 蒐集した 珍奇の 怫敎 聖典を 遠く 怫國に 寄せた の も實に 氏が 英名を 敬慕して 其 運用 効果の 偉大を 豫 期した から 
で、 氏は また 此珍 貴の 資料を 充分 有益に 運用し 雄大な 新 研究の 基礎を 開拓し ホツデ ソンの 熱望を 豫期已 上に 滿足 
したが、 惜哉壽 命は 僅か 人間の 定 命を 超 ゆる ニ歲 、前記の 如く 嘉永五 年 C1 千 八 百 五十二 年) 五月 二十 八日に 幾 
多の 傑作を 殘して .登仙した。 此 傑作 中には 前記の ニ 大著 書は 勿論、 現に 印度 韋紐 派の 最大 神聖の 經典で ある、 卷 
帙廣大 な 薄 伽梵布 羅那の 校訂 出版 及飜譯 、ゼン ドア. ベ スタ 及 ヤス ナ 、ベン ジダ ー ド 等に 關 する 浩擀な る 著作 印度 
波斯の 言語 及 文法に 就きての 諸 作 等 著書は 眞に 等身 所ではな く 其が 何れも、 萬 古 不磨の 名篇で あった。 氏が 詳傳 
は 弟子の バ ー トレ ミ ー 、 サン チリ ヤの 『ュ ウジ エン、 ビュル ヌ ー フ 彼の 著作 彼の 書簡』 1 fg ひ n P>.  ss  travmixc't 
sa  cori.-espondance  1 00 92 .ベルガ ー、 『ュ ウジ エン、 ビュル ヌ ー フ』 Bergcr: a Llgc'n  B. o 83 .モ ー ル 『東洋 硏究 
史の 二十 七 年』 1M0111 : Vingt  sept  ans  d tr istoire  des  6 tudes  Orientals  の 第一 卷に 載せて ある。 

ビエルヌ ー フが パリで 盛夏の 太陽の 樣に 光焰 を 放ちつ X ある 間に、 獨 逸、 露國 若く は英國 にも ウエ ー パ ー、 ラ 
ツセ ン 、ミロ  ノフ 、ヮ シリ エ ー フ 、キヨ ソ ペン カウ H ル、 マ クス ミュ ー ラ ー 等の 俊傑 連が 舒々 に 頭を 擡げて 來 て、 
梵文學 の 上から 佛敎を 研究す ると 共に 支那 西藏の 資料から 新しい 成果を 學界に 貢ぐ 樣に なつた。 これが ビュル ヌ 
1 フ及其 門下の 研究と 相 待ちて 梵語 聖典 研究の 浩濤 大波は 澎湃 として 學 海に 壯 觀を呈 して 来た。 今其槪 要を 左に 
記す る。 

歐 米の 佛敎  八 五 


歐 米の 怫敎  八 四 

夫の 有名な 『印度 怫敎史 序論』 Jntroduction p> rhistoire  d.  Bsddhisme  indien が 八 年の 後弘上 ニ 年に 35 た。 こ 

れは怫 傳怫敎 敎理の 卓抜な 研究と 共に 般若 •楞伽 •華 嚴 •金 光明 •法 華 其 他 諸 大乘經 の 內容が 撮む で 書いて ある。 
世界 未知の 豐富な 資料は 實に此 大天オ の 頭腦と 手腕で 充分に 料理され 按排され て玆に 梵語 佛敎 研究の 基礎は 歐洲 
に 立派に 築かれた。 妙法 蓮華 經の 怫譯 L s lls  de la  bonne loi も此 時代に 出來 た。 此飜譯 は ビュルス ー フの 生前 
に 不幸 公刊を 見る ことが 出來ず 。死む だ 年、 卽嘉永 五 年に 門弟の モ ー ル (Mohl) が 出版を 終了して 師の 志を 成し 
た。 ホッヂ ソンの 金剛 針 論 英譯は あるが 勿論 達意 的の もので 意味が 通ず る 程度を 主として 至極 自由の 譯だ から、 
批評 的 言語 學 的の 嚴 重な 意味から いふと 此法 華の 怫譯が 梵語 怫典 歐語譯 | 番鎗の 功名と なる 譯だ 0 

玆で 一寸 ュゥジ H ン 、ビュル ヌ ーフの生涯を窺はぅ。此人は享和元年(ー千八百ー年)パリで生れた0父は當 
時 有名な 言語 學者 、ルィ、 ビュル ヌ ー フで怫 蘭 西 高等 學院 敎授に パリ 大學 々監を 兼ねた 大學 者であった。 幼時 
ょり 出藍の 譽が あった ュ ゥジ H ンは 、早く 東方 言語 學に 精力を 傾け、 波 斯語硏 究の傍 梵語に 精通し パ ー リ 語の 新 
研究を 開拓し 古代の 楔形文字の 解讀 、波斯 聖典 ゼン トァ玄 スタ 及 其 註疏 類、 ヤス ナの 研究に 就て は 前人 未 發の議 
論發 見を なし 眞に 此方 面に 一新 世紀を 劃した。 氏は 此の 如く 波斯 語の 方面で 萬 世 不朽の 功業が 存在す ると 共に 梵 
語の 方面に 於ても 偉大の 貢獻 をな し 富羅那 文學の 硏究は 特に 光彩 陸離と して 現代まで 輝いた。 氏の 天才は 此の 如 
くであった 故 天 保 三年、 シエ ジ ーの 後を 承け て 高等 師範の 敎官 から 佛蘭西 高等 學院 の敎授 に榮轉 した 間に、 世界 
學界 の視聽 を聲 動し 內外の 頓學 大家が 氏に 對 する 驚嘆と 尊敬とは 非常な ものだった。 門下の 俊秀は マックス、 ミ 


於て は 確に 新 天地を 聞き ヤコビ、 ロイマン 等の 名家を 出し、 此等濟 々たる 俊才と 其 同 硏究の 論文は 『 印度 硏究一 、 
『印度 白描』、 『印度 探求 』 等に 發 表して， 一時 東洋 學の覇 權を獨 逸に 握る の 勢 凄まじく 當時英 國牛津 に梨俱 
1 :陀の 公刊 『東方 聖書 大 集』 の 發 行、 宗敎學 比較 言語 學の 新硏究 等で 盛名 一世を 壓 した マックス、 ミユ ー ラ ー と 
恰も 東西 兩大關 の 格で 相對峙 し兩者 門下生の 間には 隨分思 ひ 切った 論戰も 時々 火花を 散らし、 學界に 活氣を 添へ 
た。 ゥヱ ー パ ー は 此の 如くして 獨逸梵 學界の 中興で 現在 獨逸 諸大學 の梵學 者は 半ば 氏の 門下から 出て 居る が 梵語 
怫敎 聖典の 研究と しては 僅に 金剛 針 論の 校訂 翻譯 あるの みで、 マックス、 ミユ ー ラ ー が 幾多の 佛敎梵 書を 刊行し 
たのに 比する と 聊か 寂寞の 感があ る。 馬 翁 門下には 南 條文雄 老師 や 高 楠 順次 郞氏が 吾國に 其學 統を傳 へて 牛津の 
怫敎 梵語 研究の 種は 吾國に 美しい 花を 眹か せっ X ある。 之に 反して ゥ h 丨バ ー は 姊崎正 治 氏な どが 明治 三十 四 年 
に 其 登仙の 前 一寸 講莛に 列した 位で、 直系の 梵語 學統は 吾國 に傳ら ぬ。 然し 氏が 秘藏の 高弟で ある ストラス ブル 
ダの ロイマン 博士の 下には 金剛 針 論で 少か に存 した 一條の 清流が、 漸く 大江の 偉 觀を呈 して、 怫敎 梵語の 研究が 
汪洋の 壯觀を 極む る 趣が ある、 隨 って 伯林 學統は ストラス ブル グを 通じて 常 磐 井新 法主 や 荻 原 雲來氏 等に 依り 吾 
國に榮 へて 玆に 梵語の 獨逸 派と 英國 派は 日 東で 結合され る 喜を 見る だら ぅ。 馬 翁 門下 や & イマン 座 下の 研究 成績 
は 次に 說 くこと にす る。 

ゥ H 1 バ ー 對馬 翁の 關係は 種々 の點 から 見て 趣味が あるから 一寸 記した が、 ゥ H 1 バ ー の 金剛 針 論 公刊 後、 梵 
語佛典の硏究にっきては唯今記した馬博士の活動までは大した公刊や_譯も出て居らぬ。唯印度でエ身|& 
歐 米の 佛敎  八 七 


歐 米の 佛敎 A . パ 
大天才 ビュル ヌ ー フの 死後 ホッヂ ソン 蒐集の 經卷に 就きて 硏究を 公表した ものは 七 年の 後 安政 五 年に 印度に g 

つた。 それは ラ ー ゼン ドラ ラ ー ラ、 ミトラ (RajendraEa  Mitr e で « つた、 怫傳方 廣大赢 嚴經 Lalitlti 
の 校訂 出版を 企て 第一輯を 嘉永元 年初め て 梨俱吠 陀を 公刊した、 印度 古典 出版 叢書 『g SI ^ K に 出した S 
の大 莊嚴經 出版は 漸く 明治 十 年に 完成した}。 ミトラは 印度 甲が ぎに 生れ fj, i? fel gi il 取 1 it の 司書から 累進して 終 
に 同會 々頭の 榮位に 上り 世界の 東洋 學會 から 尊敬 一身に 集めた 偉大な 學者で 且 非常の 能文家 怫敎 の硏究 には 前 G 
ホッジ ソン 蒐集 梵 典の 解題を 初め、 佛 陀伽耶 の硏究 其の 他 考古學 上 幾多の 好 著を 殘 し、 宗敎及 哲學の 方面に も瑜 
伽哲學 本經の 出版' 飜譯を 初めと して 大 なる 貢獻 をな し、 明治 ニ 十一 年 六十 八歲で 死む だが、 前記 佛 典の 外 頗る 老 
境に 及び 明治 二十 年から 翌年に かけて 小品 究千震 霞 文 Affl ま prajlfl, の 校訂 公刊を 同じ 
く 『印度 文庫』 で 出した。 ミトラの 大 莊嚴經 第一輯が 現 はれてから ニ 年、 當時 漸く 天晴の 武者 振を 東洋 學の 陣頭 
に 伯林 力ら 見せた、 アル ブレヒ ト 、ウヱ ー バ ー (Albrecht  Weber〕 が 前記 金剛 針 論の 原文を 校訂して 之に 精確 
な 獨譯と 註と を 加へ て 伯林 學士院 の報吿 として 出した。 (一千 八 百 六十 年〕。 ウヱ ー バ ー は 馬 博士の 誕生に 後る X 
ニ 年 文政 八 年 ブレスラウ 大學 經濟學 敎授ゴ ネデ イトの 子と して 生れ、 同地 ボン 及 伯林 大學で 言語 學を 専攻し 業を 
了へ て 後 伯林 大學 留學 生と して 英怫に 遊び ウイルソン、 ビュル ク ー フ 、レ ナウ、 モ ー ル 等の 諸 大家に 親 炎し 伯林 
に 復命した のが 二十 四 歲で 直に 大學に 講師と して 入つ た 天才の 早熟 驚くべき もの だかくて 氏は 着々 業績を 發 表し 
安政 三年 正教授に 任じ 幾多の 俊才を 門下に 育成し ^: 殊^^" の大 出版 其 他の 大著 作を 公に し 特に ジャイ ナ敎 研究に 


は 豐麗 富膽で 文藝 家と しても 優に 一代を 睥睨す るに 足る 大手 腕が、 與 って 犬に 力が あったら ぅ。 當時 氏と 對 立し 
た 伯林 大學 のゥ H 1 パ ーは其 深奥の 討究と 絕大の 精力に 於て は 馬 翁と 難 兄 難 弟の 好敵手、 伯林の 夜殊吠 陀 出版は 
必らず しも 英國の 梨俱吠 陀 校訂に 讓 るまい。 然し 趣味の 廣濶 なると 文藻の 雄麗念 ると、 新學 術を 普及せ しむる 手 
腕の 快 利なる とは、 馬 氏は ゥ氏に 對し 確に 一頭 地を 拔いて 居る。 ゥ氏 も實際 方面には 一隻の 靑 眼を 有し 特に 宗敎政 
策に 就きて は隨分 熱烈の 議論 もした がそれ は 寧ろ 一部 新 敎に 局った ことで 到底 馬 翁の 博大な 眼識で 宗教の 全體を 
觀 照し 自由 討究 及寬容 主義の 新 基礎を 開いた のには 比すべく もない。 これは 『東方 聖書 全集』 と 『印度 研究』 と 
を對 比すれば 直ぐ 判る。 後者の 深く して 專門 的な 學究 主義な のと、 前者の 博くて 寧ろ 啓蒙 的應用 主義な のは 頗る 
面白い 對照 だ。 馬 翁が 廣開 包容を 主と した 大乘 怫敎 聖典に 晩年 全力を 傾注して 此方 面で 偉大な 相續 者を 作り、 ゥ 
H1 バ ー が、 研究 中心を 內秘 、自 守の 風が 嚴 重に 行は るゝジ ヤィ ナ敎經 典に 取って 此方 面で 衣鉢を 傳 ふる 二三 
の大學 者を 遺した の も兩學 者の 學風 から 見て 至極 趣味が ある。 ゥ氏は 其嚴肅 勁烈の 性質から 交友は 極 局ら れ たも 
のだった が 馬 翁は 嚴肅 な學界 にも 花やかな サロンに も 又は 下層の 社會 にさへ 其 溫顏を 現は した。 馬 翁の 自傳 たる 
『古き 長き 時ょり このかた』 .AU 一 (一 J」allg  Syne を 見る と 此點が 如何にも 趣味 深く 味は れ る。 近日 米國の 慈善事業 
に關 する 一書を 見た が 其 中 不思議に も 方角ち が ひの 馬 翁の 名が 出て、 翁が 其 家に 時々 来た 乞食に 關 する 逸話が 引 
いて あった。 馬 翁もゥ 博士 も 共に 獨 逸人では あるが、 紳士を 仕上げる 牛 津と學 者を 育成す る 伯林との 特色が 自ら 
兩碩學 に 現 はれて 居る のが 至極 興味が ある。 
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サマ スラ ミ I 

S1S1I が 大 乘莊嚴 竇王經 Gugkm a avyaha の刊 本を 公表した ことが 一寸 目に付く。 此 聖書は 西藏 怫敎最 
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重要の 秘典 として 尊敬す る もので 觀 音の 功德と 夫の晻 摩 尼、 鉢 特迷晔 の 六 字 大神咒 の 偉力を 極力 勸說 した もの 
だ。 漢 譯藏經 中の 宋代の 此經譯 本は 怫學 者が 殆ど 其 名 さへ 知らぬ 樣だが 西 藏佛敎 の硏究 には 重要 此上 もない 聖典 
であるから 一寸 注意して 置く。 サマ スラ ミーの 校本は 極めて 貧弱な もの だが 梵漢對 照には 問に 合は ぬ こと もない。 

かくて 一千 八 百 七十 年代 —— 明治 三年から 十 年間 —— には 支那 西藏の 方面には フ ー コー 、チョ ー マ、 ビ ー ル 等 
が 盛に 幾多の 好 著を 出した にも 關らず 、怫敎 梵語の 側には 格別の 校訂 出版 や 飜譯は 出なかった。 然し 八十 年代の 
初頭ょり 九十 年に 一旦り て 英國に 於け る 馬 博士 や カゥ ヱル敎授の活動、露國ではミロノーフの着實な硏究、佛國で 
は セナ ー ルの 大事 業が 着々 進む で來 たので 怫敎 梵語 界は大 に 發展の 機運に 向 ふ樣 になった。 

マツ クス、 ミユ ー ラ ー は 獨逸デ ツサ ウの詩 家と して 知られた ウキリ ヘルム、 ミ ユ ー ラ ー の 子で 文政 六 年 極月 六日 
呱 々の 聲を擧 げ中學 を 出た 後 ラィプチヒと 伯林で 梵語を 修め パリに 留學 して 大ビユ ルヌ ー フの 門下で 專心 梨俱吠 
陀を 研究し 次で 英國に 渡り 東印度 會 社の 依賴を 受けて 梨俱吠 陀 全集の 公刊を 完了して 盛名を 學者 間に 擧げ來 り 
牛津大 學の助 敎 授 ょり 進みて 正敎授 となり 明治 三十 三年 十月 二十 八日 登仙す るまで 其 職に ありて 或は 四十 
九卷の『東部聖書大集』史§(3  1300 ^ 0ご15民ロ ^ 公刊を企て\成就し、言語學宗敎學等に幾多の雄篇を出し 
て、學界に新硏究の機運を開き、ー時世界は此明星を仰ぎて牛"1^を新學問の中心とする觀があった。是固ょ 
り 馬 翁が 絕 世の 學識と 精力 及 其 崇高の 人格に 依る こと 勿論では あるが 一っには 氏が 趣味は 如何にも 廣 く、 其 文藻 


南 條師の 大著 『英釋 明 藏目錄 J が 世界の 學 壇を 驚かした 快擧 あるを や だ。 

單に 有名な テ ー ムズの 短艇 競 艚で牛 津と常 陸 太刀 山の 好取組を 見せて 吳れる 計で なく 學 術の 研究に も 好箇の 競 
宰者の tor 観 げは、牛津の馬翁に對して夫のカウヱル(§ミ§11 ^ 08  00\¥010が敎鞭を取って居って體面を維持し 
た。 カウ H ルは 馬 翁よりか 四歲の 弟であった が、 牛津を 出てから 早く 印度に 航し 三十 歲の ときに 甲 谷 他 政廳梵 
ir ゼ？ mr l の敎官 となり、 ニ 年の 後 同大 學の 總理 に榮轉 し、 明治 三年 英國に 歸り劍 橋 梵語 敎授に 任ぜられ 明治 三 
十六 年に 逝いた。 カウ H ルは 印度 哲學 及戲 曲の 硏究に 深く 持に 印度 方言には 特色 ある 手腕を 揮った。 詩聖 力 ー リ 
ダ ー サの戲 曲、 『ギタラ マと ウル ワシ ー』 や 各種の ウバー 一 シャット 公刊 クス マン ジャリ や 『一切 見 集』 の 樣な 非常に 
頭腦を 要する 哲學 書の 校訂は 氏が 異常の 技倆を 學界に 示して 居る が、 明治 六 年 早く も怫 敎梵書 研究の 必要に 着眼 
して尼波羅駐在の軍醫ラィト氏に梵書の蒐集そ依賴して前記の如く多數の古寫經をケムプリッヂ大學に收め更に 
明治 十七 年に ベンド ー ル 氏を 大學 基金で 力 ー ト マンドに 特派して 一層 豐富な 蒐集に 成功し、 劍 橋の 圖書館 は此點 
では 確に 牛津に 一頭 地を 抜く ことにな った。 カウ H ルは 此の 如く 銳意に 尼 波羅 怫敎梵 書の 蒐集に 力め 劍橋 をして 
此點で 殆ど 世界 第一の 名を 得せし めた が、 亦 決して 自ら 此珍 貴の 資料を 運用す るに 怠らなかった。 此 努力は 明治 
二十 一年 劍橋 大學 出版部から 佛敎因 緣談大 叢書 1 )iyyp ぐ 安古39が32たので現はれた。本書は七百餘頁の極めて 
細字の 校刊 本で、 約 四十の 經典を 收 めて 居る、 (前を 見よ、)。 カウ ヱ ルは 門下の ネ ー ル ($ > . Neil) と共に 此大 
事業に 苦心し、 劍橋 所藏の 珍本は 勿論 パリ、 ぺ ー タ ー スルグ よりも 藏 本を 借れ 入れて 至難の 校訂を 終へ た。 カウ 
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歐 米の 佛敎  九 o 
明治 十一 一年 南條 .笠 原の 兩師が 東 本願 寺の 留學 生と して 馬 翁 門下の 秘藏 弟子と なった。 梵語 怫敎 聖典の 研究は 
玆 でー轉 機を 作った。 兩師 は實に 馬 翁から 梵學新 研究の 門戶に 導かれた。 然し 事實上 兩師の 渡英は 犬に 馬 翁を 刺 
撃し、 ニ 青年の 護法 篤學の 熱情は 暗々 の 中に 馬 翁に 犬なる 進路を 指した。 馬 翁が 『牛 津 逸書 集』 の 中に 公刊 
した、 大 無量 壽 •阿 彌陀 •金剛 般若 •心 經等 は實に 此の 結果に 外ならぬ。 

前に 一寸 書き 殘し たが 馬 翁は 南 條師の 渡英 前 橫濱に 於け る 一宣 敎師ヴ ラ ゥン 氏から 『梵語 千 字 文』 を 手に入れ 
て 日本に 必らず 怫敎梵 書が あると 考へた 矢先であった から 南條師 等の 入門は 實に 渡りに 船の 喜びであった。 其處 
で前記の如く熱心に日本梵書の蒐集を續け、明治十四年に金剛經原文 <1 と§ ^ ^ 1 £. ^ |. ぽ.¥ ^ 11&を『牛津 
逸書』 の 第一輯の ー卷 として 出した。 此 聖典は 高貴 寺 傳來の 古經に 基き て 伎 人 戒心 師 等の 寫 した ものを 底本と し 
之に 支那で 得た 西 藏所傳 の 二種の 版本を 校合して 公刊した もので、 最も 貴重の 出版であった。 ニ 年の 後明 治 十六 
年、 南 條師 等が 夢寐に だ も 其 公刊を 忘れな かった、 大 無量 壽經及 阿 彌陀經 M brger  Pnd  Smaller  SukMvativy- 
Ur が 『逸書』 の 第一輯の 第二 卷で馬 翁南條 共同の 校訂で 學界に 現 はれ、 翌年 續いて 同 叢書 中に 心 經及尊 勝陀羅 
尼 原文が 師弟 合 名の 美しい 情誼を 見せて 出て、 且っ、 印度 字 像學の 大家た るビユ ー ラー 博士が 梵字々 體 の考證 
を 付け 其 翌年には 笠 原 硏壽師 苦心の 遺稿、 法數 名集經 yharmasarpgralm の 原文が、 馬 翁 及少壯 西藏學 者と して 前 
途を囑 望され た、 ゥ H ンッ H ル 氏の 共同で 同 『逸書』 中に 美事に 同師の 學才を 後昆に 傅へ た。 かくて 牛津に 於て 
は 馬 翁 及 南 條師の 力で 佛敎 梵語の 研究は 殆んど 學 壇の 覇 權を收 めた 傾が あった。 矧むや 此の間に 後 章細說 すべき 


フ ー コ ー (FIX) や フ HI ャ (f.) の樣に 偉大な 西藏學 者が 早くから 絕へず 珍 貴の 怫敎 資料を 學 壇に 供 
給した 怫國は 決して セナ ー ルー 人に 梵語 佛敎の 硏究を 任して 置かず 此 等の 西 藏學者 も 進む で 梵 書の 方面に 手を 延 
ばして 来た。 卽 rNlnl は其專 門 Q 西藏 譯大莊 嚴經譯 本の 確實墓 定 せむ が爲 に、 梵本 篇譯を 企て、 英國で 法 
數名 集經が 出版に なつた 前 一年、 之を ギメ ー 博物館 報に 公表した。 (.ぎ IS ^ gs g' c lliitTievIrars 
1884.〕。 フェ ー ャも此 時代に 撰 集 百 緣經梵 文 Ava & lataka の怫譯 を 計畫 して 次の 十 年の 始、 明治 二十 四 年に 
刊行に なつた。 

東方 經營 の關 添から シ ー フネ ル や シュミット。 ヮシ リヱ ーフの 如き 支那 蒙古 西藏學 者が 早く 佛敎 硏究を 鼓吹し 
た 露西盟 には、 其 音樂や 、戲 曲に 一種 深 痛な 趣が あると 同じ 怫敎に 就き 深奥 眞摯 な硏究 をす る學 者が 今に 少 くな 
いが、 敎受 ミナ H1 フ (I.  P.MJllacff)  は此 時代で 中老の ォルテンべ ル グや靑 年 學者 チェルハ トス コィに 先 
だち て、 確に 代表的の 人物で ある。 此 人の 名著に 『怫敎 論』 ，(明治 二十 年 彼得堡 版) が あるが 全篇 
を 二部の 論述 篇と 材料 篇に 分ち 其 材料 篇の 中に 頗る 重要な 三種の 怫敎梵 書を 收 めた。 其 第一は 卽縣譯 名義 大集 
Q—vyutpatti) で 西藏で 編纂した 貴重な 梵漢藏 蒙の 四 語 字彙で ミ ナェ ー フは唯 梵語の 部分 だけを 出版した。 
此書 は佛敎 研究家 座右に 缺く ベから ざる 必需の 書 だが、 ミナ H 1 フの刊 本が 絕版 となり 且つ 索引の ない ので 不便 
な爲 め、 記者の 同窓、 博士 ミ ロノ ー フ (sironow) が 索引 付けて、 ぺ ータース ブル グで 校正苒 版し、 日本では 現 
に 荻 原雲來 氏が 雜誌 『宗 敎界』 の附錄 として 每號三 四頁づ ゝ 原書の 漢文を 加へ 且鄭 寧に 是正して 添付し、 今や 其 
歐米の 怫敎  九 三 


H ルは、 後に 馬鳴佛 所行 讃一) lld<lilrita 公刊を 『牛津 逸書』 の 中で 出版し、 (明治 二十 六 年)、 また 同書の 英譯 
を 東方 聖書 集 最後の 卷に 公に した (明治 ニ 十七 年)。 カウ ヱ ルは 此 外に 其 得意の 方言 硏究 から 大にパ ー リ語 聖典の 
飜傳 に盡 力した が、 これば 前に 旣に 述べた。 

カウ H ルの 功業を 叙す ると 玆で劍 橋の 浚 傑と して 一寸 セシル、 ベンド ウル (Cecil B 21 ) の 業績を 擧げる 
必要が 出來 た。 此人が 尼 波羅に 於け る 聖典 蒐集の 功勞は 前に も 略記し、 また 其 後期に 於け る 立派な 仕事は 別に 之 
を 記載す るが、 此の 時旣に 秘密 經 典の 研究に 着眼し 明治 十三 年 早く 大雪 請雨經 原本； Meghltra を皇立 亞細亞 
協會雜 誌に 校刊 し、 同く 二十 一年に 秘密 儀軌說 話 「 ? 11 ? »2| .1 ^ ^ |を同誌に發表して秘敎の特色 2: 示した。 

英國に 於け る 怫敎梵 書の 研究に 對 して 此 時代 獨 逸では 一向に 振は ない。 然し 怫國 と露國 には 確に 英國に 對峙す 
るに 足る 研究者が 出た。 

ビュル ヌ ー フの 死後、 怫國に は 其 衣鉢を 傳 ふる學 者が 輩出した が、 H ミ ー ル、 セナ！ ル (Emu  sgaro は 其 中 
の 傑出した もの だ。 セナ ー ルが 大業は 夫の 本 行 集經の 異本た る 『大事』 Malifwastu の 校訂 出版で 旛然 たる 六 百 
三十 頁の 第一 卷が 明治 十五 年に 校訂 出 板と なり、 第二 卷が 五百餘 頁で 九 年の 後 第三 卷が これ も 同じく 五百餘 頁の 
大冊、 次ぎて 八 年後の 明治 三十 年に 完結を 吿 げた。 此人が 有名な 铞陀大 陽說を 主張して 怫國 風の 奇警の 硏究 振を 
見せた 『拂 陀傳 論』 は 『大事』 第一 卷發 行と 共に 出で、 此 多年の 苦心の 間に 育 王 碑文に 就きての 硏究 も大に 學壇 
を賑は した。 


帖を 作った。 近時 氏は 職を 高弟の スパィ H ル 0 Speyer) に 讓り 、隱 退した が、 先頃 吾が 南 條師と 其 同校 刊の法 華 
原文が 出た。 これは 後に 更に 述べる。 

轉 じて 印度を 見る と此 時期には ラージ エンド ララ ー ラ、 ミトラの 大莊 嚴經の 英譯が 一部分 現は れ (明治 十四 年 
から 同 十七 年に 至る) 0 また 怫敎 詩聖 クシ H メン ドラ (K!5endl.a) の 書いた 佛德 讚嘆の 叙事詩 Avadanakalpulatp 
の 梵藏對 校の 出版を 『印度 文庫』 の 中で 發 表した (明治 二十 一年 至 同 二十 九 年)。 

已上 極めて 粗雑に 千 八 百 八十 年 已來十 年間の 經 過を 述べた か、 次に 明治 二十 三年 卽西曆 一千 八 百 九十 年から 同 
千 九 百年まで 十 年間の 概觀 をす る。 

此十 年間には 梵語 怫典 硏究 史上 頗 重大なる 事業が 起った。 それは 此 期の 半に 露 國學士 院付屬 の 事業と して 成立 
した 大乘佛 教書 出版 會で ぁる。 同 會は廣 く、 未刊の 梵語 佛 書を 校訂 出版して 怫敎 文庫と 稱 する 一大 叢書を 作る 計 
畫 で、 世界の 梵語 學 者に 檄を飛ばして 賛同を 求めた が、 梵怫書 研究の 機運に 投じた もの か大 に學者 社會の 歡迎を 
受け 劍 橋の ペン ドゥ ルは 此 叢書の 第一 卷 として 大乘集 菩薩 學論 SikisISamucchaya の 原文 第一 冊を 劈頭に 出し 
(明治 三十 年)、 一 千九百年代に 入り 重要なる 大乘梵 書の 出版が 續 々此 叢書 中に 公に される。 實に 此怫敎 文庫は 梵 
語怫 典の 研究に 於て は 夫の パ ー リ 聖典 出版 會と相 並ぶべき 最も 感謝すべき 事業で ぁる。 而も 怫敎 文庫が パ ー リ聖 
典 出版 會の 私設 事業なる に 比し 厳然たる 露 西亞帝 國の國 家事 業た るに 至りて は、 同國が 遠大なる 東方 經營 の雄圖 
が 玆にも 窺 はれて、 吾國 識者の 奮起を 促したい、 少く とも 東洋 學特 に怫敎 聖典 學や 言語 學に 於て は 吾國が 世界の 
歐 米の 怫敎  九 五 
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半に 達した。 京都の 稱敎授 は 更に 藏 文を 添へ て 眞言 宗 のー雜 誌に 少々 宛 公刊し っ X ある。 第二は 怫敎梵 HE nh 字典 
(y-11-xe-biji-is で 前者の 撮要で ある。 第三は 卽妙 吉祥 眞實 名經 Na3asamgiti  (漢藏 中に 四譯 ある) の 校刊で 、 
此 書は 後代 密敎 の硏究 には 缺く ベから ざる 資料、 且っ 怫名稱 揚の爲 多 數の單 語が 載せて あるから 特に 學佛 者に 更 
宜を與 へる 尼波羅 及西藏 では 此經 r m 要の 位置に あり、 註疏 類も少 からず 存在す る。 ミ ナエ ー フは又 其 後 寂 天 
論師作 菩提 行經 原文 (Bodhicaryavasra) を校刊 した (明治 二十 三年)。 此 大乘怫 敎の 理想 修行を 爛 絢の 文字で 
歌 ふた 詩篇は 怫敎文 fit 品と して 實に 貴重な もの だ。 此 人が パ ー リ語 硏究に 於け る 功績 も 梵語 方面に 劣らず 非常に 
偉大であった がそれ は旣に 前に 述べた。 

ゥ H 丨バ ー が佛 典硏究 は少か に 金剛 針 論 限で 獨逸に は 四 五の 論文が ある 外此 時代に 梵語 方面の 怫敎學 者は なか 
ったが、 ゥ 博士の 高弟 ケル ヌ (HICKI) (天 保 四 年生) が 和 蘭の ラィデン 大學に 立派な 怫敎學 の 根 據を築 
き 上げた。 ケル ヌは 、印度 天文 學に關 する 困難な 原文を 校訂し 瓜哇の 古詩を 研究した 外に 名曲 サク ン タラ ーの蘭 
譯も あり、 師が 監修の 『印度 研究』 の 中に も 幾多の 名論 文を 貢賦した が、 怫敎 に關 しては 一時 殆ど 世界的の 名著 
Q 名を 博した 『印度 佛 敎史』 (Geschie  de  nis  van  het  Buddhisme  in  Indis) ニ 卷を 明治 十四 年から 三年に 亘り 
て發 表した が、 其 名著の 點から 直に 猶逸譯 も 怫譯も 出た。 ケル ヌは尙 硏究を 進め、 遂に 『東方 聖書 大 集』 の 第二 
十一 卷 として 妙法 蓮華 經の 英譯を 公表した。 其 後 本生鬉 原文 J CII p klal sc. を 米國で 校正して 出し (明 台 二十 四 
年 3 。怫 敎學 者と して 學 者の 尊敬を 受け、 其 古稀の 祝賀の 爲め各 國の學 者が 學術 的の 祝賀 文を 集めて、 ケル ヌ 記念 


は全篇の完譯がニ種まであるが、梵本は長き已前から僅か十四章までしか殘存せず。甘露難陀(>ョ4§目(】5 
とい ふ 尼 波 羅の學 僧が 補足した が 無論 この 補足の 部分は 西藏や 漢土の 譯を參 照した もので もない から、 原文の 俤 
は 全然ない。 此年か らジャ イナ 敎デ 古文 字の 硏究で 有名な 博士へ ルン ル (>. .^ 】へ.】ー(§.5 0 が 西域 發 見の 樺 
皮に 書いた 五十 餘 枚の 梵經 を寫眞 版で 全部 公刊し、 之に 羅馬 字の 音譯 と英譯 とを 添て 出し 初めた。 此珍 貴の 資料 
は、 パ ヮァ ー (Bowel.) 大尉が ヵシュガル 地方の 發掘で * 得た もので、 ブラフ ミ ー 古 梵字で 書いた 紀元 五 世紀 頃 
の逸品である。此の梵經中には占察藥法等が記してあり、 .1{ 法には殺子を使用して吉凶を判斷する餘程奇妙な事 
が說 いて ある。 此 等は 借い 哉漢譯 のない 經典だ が" 中に 唯一つ 孔雀 王經 2 P 一 &&y「 5: vidya 3l jrli の 初の 部分が 
ある。 古體の 梵字 而も 樺 皮に 書いて ある もので 實に 面白い。 

同 九十 四 年 マックス、 ミュ ー ラ ー が 無量 壽經 •阿 彌陀經 •金剛 經 * 般若 心 經を 英譯 し、 ヵゥ H ルの 怫 所行 讃英 
譯は 、支那 怫敎 硏究の 下に 更に 述 ぶべき 高 楠 順次 郞 氏の 觀 無量 壽 經英譯 と合卷 となり 『東方 聖典 書大 集』 最後の 
卷第四十九卷に收められこの大乘佛敎聖典で大集も芬岀度終了した。 

同 九十 五 年。 ケル ヌ 翁の 高弟で 現に 其の 衣鉢を： 襲ぎ、 ライデン 大 學敎授 たる スパイ H ル (J.s.spoyer) が 其 
師 の校刊 した 本 生鬉の 英譯を 出した。 怫國で は ブロネ ー (P ニ 〇 Blolmy) が 『怫敎 女神 多羅の 歷史に 就きての 
資料』 Mptcl.imlx  p. ^ l nlis o irc  dc ニ a d 6 QSS3 

諸讃 、讃揚 多羅 菩薩 一 百 八名經 、聖救 度怫母 二十 一種 禮讃經 、其の 他 二三の 梵讃 文を 纂 集した もので'  密敎 研究 
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アデン スを以 つて 任ずる 自覺が 强烈に 起つ て來 ねばなる まいと 思 ふ。 

露國の 佛敎產 に對し 印度に も 同様の 計畫が 起っ た = 西藏學 者で 拂敎 研究に 努力した、 サラ ット 、チヤン ドラ、 
ダ ー ス (avat  Chan  (一 m D SSI 5 が 明治 二十 六 年に 立てた 印度 佛敎 聖典 及 人類 學會 Bu  (一 dhist  Text  and  mlthoro v 
010 g 目 rsocletyof  15〗ョがこれだ。此會は會報を出し聖典を.出版しー時盛に活動したが今はー向振はぬ樣だ。會 
報中には大乘怫敎特に西藏怫敎に關する貴重珍奇の資料の頗る參考に資すべきものが多い。出版の方はま £? バ 
slri や vidyabll€.i 等の 印度 學者が 校訂した もので、 出た のは 左の通り 0 . 

A Madhyamika 4 tti  ( 月 稱論肺 作、 龍 樹中觀 疏釋) Asuvaroaplrabh pl sa  (金 光明 經丨 j 部分) 

△ 1,§1&.|3(楞伽經|僅 1- 初めの部分)厶8雲§1£言(月燈三味經丨半部} 

AKa 3 oapl^arika  (悲 華經) A tD <ll 5: ca.ry pl v.sra  ( ミナ  H 丨フ 、氏刊 本 再版： > 

此等刊 本の 多くは 校訂 亂雜 粗笨、 到底 嚴密な 學術 用に 使 ふことは 出來ぬ 。金 光明 經の 如き 特に 甚 しく、 二三 箇 
所に 脫文や 倒置な ど さへ ある。 『印度 文庫』 は此期 中に 十 萬頌般 若梵 本を 出し 初めた がま だ 容易には 完了せ ぬ。 

此期 中に 出た 原文 出版と 飜譯 とを 略 年代順に 左に 錄 する。 

千 八 百 九十 ニ 年 (明治 二十 五 年} 怫國の 支那 學者 アルレ ー (p  do  Harlez) が 金剛 般若 經の 怫譯を パリで 公に 
した。 

同 九十 三年 前に ヵゥ H ルの 略傳 下に 記した 如く 怫 所行 讃の出 版が あった。 此怫 敎大 詩人 馬 鳴の 名作は 漢藏 中に 


中 集 菩薩 論 公刊に つきて 左の 記事が ぁる。 

僕 曾て 獨國ス トラス ブかヒ に 在リ 、此時 氏は ケム ブ”ク デ大學 梵語 講師と して 斯學の 研究に 身を 委 n r: w、 一九 〇 一 每 
|- 龍動打る皇立亞細亞協會雜誌 |- 氏が曾て尼波羅 1: て發見乜し 2? ザ&讓13の中の炙身塗炭等苦行 |- 關マ 0 引文を揭 
げ古代 宗派 1: 就 吾 論ぜし こと ぁ リ 、僕 偶此か 讀み 漢譯 *レ對照し異點か指摘し氏 11 送リ、且同書は北宋の代法護等 |1 由りて 
一一 一 漢 |: 譯せられ、題して大乘集菩薩學論(縮藏暑三)と云ふもの訂ることか知り、此事か氏 1- 通す、これ僕が氏と相知の始 
な 乂當時 氏は 該梵文 か 彼 得 堡大學 の計畫 |1 .訂れち佛敎叢書の劈頭'として出版 1- 從事しっ、ゎ4し尨リ、此書は表題 
の詮彳 ^ が 如く 菩薩 所應學 の 要 文 か 諸の 經 論ょり 援引し 六 波羅蜜を 精髓 とし此 !- 連絡せ ^ 諸の 要義 か 說 く、 事旣 11 佛敎の 

耍義 1_L 關し所 引の 文乂專 門の 典 5 以て 充 f 是門 外人の さ— む 所 也 氏 亦 門外に 在て 此變か 出版 せん 

とす其苦勞は察する |- 餘ぁり、氏は熱心 1- 本文の研究 1- カめ、所引の經論 1- してケムブリデ書庫 |- 蒐攝ぜる梵莢はー々出 

所 か-探り'  原文な 對 校し 加 之 疑は し ^ 所 或は 不明の 點ぁ る每に 同 本の 西藏霞 か 參考し 尙不審の件はー々書か僕 1. 致し 

て 漢譯 1- 對照 乜 ん ことか 依賴 し來 れリ 、僕 書 來る每 11 同本の漢譯と所引經論の原文か英譯し、ー韋帶水か隔てれる彼地 1- 
送る を 例と せり、論中所引の文は百九種の諸種 1- 渉リ、現今發見せられ、ざ 0 經論も固ょり多く其中 |- 引用せられぁリて、 
佛敎か •根本的 |1 硏究せむとマるもの、一大寶典訂り、此書の出版 11 ー八九七年 11 着手し、ー九〇ニ年 !- 竣る、これ實 |> 氏 
•か 一生の 大業 也。 

同く 九十 八 年に ベンド ゥル 氏の 最 親友で 梵語 及西藏 語の 造詣 深く、 大乗 怫敎の 熱心な 研究家 白 耳義ガ ン大學 の 
ヴレ ー プサン (Louis  de la  vallg  Poussin) が 『怫敎 論』 Bolldohisme を 公に し、 其 中に 資料と して 二種の 梵 
本を 添へ た。 一は 秘密 敎書 最上 業燈 >- &i karmapradipa で、 他は 薩提 行經釋 w odhicary pl vat sfil ratika だ。 共に 漢 
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上には 隨分 重要の 出版で ある。 

九十 六 年には 別に これと いふ 程の もの もない が、 九十 七 年には セナ ー ルの 本 行集經 異本 原文の 出版 も 光榮に 終 
を吿げ 、露國 では 之ょり 十 數年前 (一千 八 百 八十 四 年) に怫敎 因 緣說話 集 賢 劫 譬喩 經 Bhadlp p' vad scl ba  (漢譯 
はない) を校刊 し、 立派な 論文を 添へ て學 壇を 驚かし、 此當 時は 旣に 露國學 士院の 有力者と して 事實上 『怫敎 文 
庫』 の 主幹であった、 露國の ォルデン ブルダ (sargd o lde a burg) が 西域 發 見の 斷片を 研究す る 傍ら 五大 護秘經 
pa—一隹 の 硏究を 初め、 其 一部の 孔雀 王經の 校刊を 出した。 付けて ある 論文が 露語の 爲 、汎く 學界に は 行き 
渡らぬ が、 立派な 出版で ある。 此年 また 前記の 如く 大乘集 菩薩 學 論の 梵文が 第一 卷を 『怫敎 文庫』 で 出した。 校 
刊者 ベンド ゥル (p  Belldall〕 は 安政 三年に 生れ、 學者 としては 實に 短命と も 云 ふべき 五十一 歲で 死む だ。 此人 
は 前後 兩囘の 尼波羅 旅行で、 聖典 蒐集の 功勞 非常に 犬なる のみならず、 熱心 精銳 の怫敎 研究家で、 業績 も 前に 述 
へた如く大碧經校デヶンフリッチ大學 ^* 藏佛敎梵書目錄で其ー班を了すべく、量に於ても決しく少くはないが、 
其 中 一生の 傑作と も 云 ふべき は、 此大乘 集 菩薩 學論 だ。 此 書は 全部 殆ど 大乘經 典の 引 文で 出来て 居り、 一寸 『往 
生 要 集』 の樣 な編述 法を 取った。 引いた 經 典の 種類は 約 一 百餘 種の 多數に 上り、 中には 三 四 頁に 亘る 長引 文 も あ 
るので、 佛敎 聖典 史硏究 家には * も 貴重の 一書で ある。 此書 は此年 第一 册が 出で、 六 年の 後 漸く 全部 四册が 完結 
したが、 出版に 就きて は ベン 氏が 其の 序文に 極 筆稱賛 の辭を 呈した 如く、 實に 記者の 親友 荻 原雲來 君の ヵ與 って 
犬であった 。ベンド ゥル 氏が 死後、 荻 原 君は 其 略 傅と 業績の 一斑を 『哲學 雑誌』 (二百 三十 ニ號 3 に 寄せた が、 其 


に 苦心の 如何に 深かった かは 俄然と して 世を 驚かし、 苟も 敎育 ある 吾國の 人士は 何れも 感嘆 隨 喜して 衷心の 感謝 
を 老師に 捧 ぐるに 至った。 公刊 顚末及 高 楠 敎授の 養氣で ケル ヌ 氏との 交涉其 他の 件は 近刊の 新聞 雜誌に 見へ て 居 
るから 玆には 略す るが、 唯 ケル ヌ氏は 南 條師の 如き 梵漢に 通ず る 眞摯忠 實の怫 敎碩學 が、 多年の 研究資料で 助力 
せぬ とすると 或は 氏は 同經 の英譯 丈で 梵 本の 出版は 或は 非常に 困難に 陷り はせ なかった かと 云 ふこと 丈は 特に 讀 
者に 考 へて 戴きたい。 

佛敎 文庫の 跺 期間に 於け る 偉大なる 世界的の 貢獻 梵語 怫典 硏究界 に 對 する 殊勳に 至りて は、 已 上の 略述で 大抵 
は 解る が、 此外 に此 期中尙 注意すべき 二三の 出版が ある。 

其 一は 獨逸に 於け る ハィデルべ ル グ敎授 レフ マン (s.  Lefmcio 氏の 方廣大 莊嚴經 alitavi— 3 -) の 出版で" 
千 九 百 ニ 年に 四百 五十 頁の 頗 美本の 原文 出版が 公に され、 其 後 數 年の 後 索引と 校異が 現は れた 。十數 年 前に 印度 
で 出た、 ラ ー ジヱン ド、 フラ ー ラ、 ミトラの 校本と 比較す ると、 勿論 幾多の 改善した 苦心は 確に 認められる。 然 
し 叉 印度 版に 劣った 點も 多少は ある。 望蜀の 情から 云 ふと 未だ 以て 完美な 校本と する に 足らぬ。 其 ニは 卽怫國 に 
於け る シルブ ン 、レヸ (sylvpn ドぎ)敎授の無著大莊嚴論(ン1を名 |:' |||31§ 5 の校刊で、レギ氏は此世 
界 唯一の 珍本を 其 尼波羅 旅行で 幸に も發 見し、 氏が 深奥なる 漢譯 藏經を 讀む 力で、 健氣に も漢 本を 對 校して 一千 
九 百 七 年に 原本の 精 美な 刊 本を 世に 問 ひ續ひ て 流麗な 怫譯で 犬に 學界を 驚した。 

印度に 於ても 泰西の 活潑 な佛敎 研究が 影響して チャンドラ ダ ー スの樣 な 熱心な 研究家が、 種々 の 研究論文を 公 
歐 米の 備敎  一 〇 一 
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譯は ない が、 重要の 大乘書 だ。 

一千 九 百年から 現在までは 槪觀 すると 先 目に付く のは 『怫敎 文庫』 が 益々 其 活動を 熾 盛に して 種々 重要の 梵語 聖 
典が 出た こと だ。 ハノイ 極東 佛蘭 西學 院長 フ ヰノ ー(1」.  Finoc は 千 九 百 一年に 護國 尊者 所問經 ( 竇積經 第 十八 會) 
一彦 科— fpariprcch SCI を校刊 し、 翌年に スパイ エル 教授の 撰 集 百 緣經梵 文 Ava&nartaka の 校本 公刊が 初 まり、 
其 次の 年には、 ヮレ ー プサン 敎授の 龍 樹中觀 本頌に 月 稱の釋 論の 付いた 中 論釋義 Madhyama-kavTtti の大 出版が 
開始され、 息を も續が ず どし-— 刊本が 出で、 百 緣經は 千 九 百年に 芽出度 終結し、 百 頁餘の 精微を 極めた 研究 論 
文が 添付され て， 學 壇に 出版者の 蘊蓄を 披瀝した。 中 論 釋義は 最近 第 六卷が 出た が、 まだ 完結には ならぬ、 『佛敎 文 
庫』 は 此の 如く 孜 々として 梵語 佛典界 に貢獻 して 居る が、 其餘 力を 擧げ て西藏 原文の 出版を も計畫 し、 此期中 因 
明 論の 珍書 NyaySbindu と其釋 論が チ H ルバ トス コイ (stcher r tskoy) の 手で 現 はれる、 西藏怫 像圖囊 が 出る、 
プサン 敎授は 月 稱の入 中觀論 (MadhyamakavIra) の 西 藏譯を 公に するとい ふ 風であった が、 梵語の 方では 記 
者の 同窓 ミ ロノフ (Mirogw) が 飜譯 名義 大 集の 校訂 出版を 成就し 詳察 便利な 索引を 付けて、 ミナ ヱーフ の刊本 
絕 版の 爲 非常に 困難を 極めた 學 界の渴 望を 醫し た。 而 して 文庫 最近の 成績と しては 妙法 蓮華 經梵文 (saddharm- 
aplmdarika) 校刊の 完成 だ。 

妙法 蓮華 經の 公刊は、 吾 國の南 條師と 和 蘭の ケル ヌ 氏との 共同研究の 結果で、 千 九 百 八 年 第一 册が 世に出で、 
昨年に 至りて 完結し、 最近 之が 爲に 盛大な 祝賀 會を 催されて、 久しき 間 隱れて 居った 南條 老師の 功業の 如何に 大 


を 幸に も 先輩 土 川 善 澂師の 厚意で 慈 雲 尊者 手寫六 本校 合の 珍本を 手に入れる 幸運な どが あった 爲 、之を 尼 波羅西 
藏の 寫經や 刊 本と 對 校して 漸くに 公刊を 終る ことが 出来た。 

五 梵語 佛敎 の硏究 梵語 佛敎卽 大乗 怫敎の 系統的 若く は 歷 史的の 研究は、 前旣に 申 述べた 通、 ホッデ ソンの 
公表した 論文が 恰も 新 大陸の 發見の 如く、 未見 未聞の 廣大な 寶藏を 世に 示して、 學界の 賞賛と 驚愕の 中に 玆に新 
研究の 端緖が 開かれた。 然るに 機運の 熟した る もの か、 同氏の 蒐集した 豐富な 新 材料は 大天才 ビュル ヌ ー フの快 
手腕で 充分に 料理し 咀嚼され て、 時代を 作った 大著 『印度 怫 敎史緖 論』 が 新硏究 創業の 大 功績を 學 壇に 立てた。 
此 書中には 大 天才が 卓拔の 識見、 炬に 似た る 眼光で 敎理と 歷史に 充分 價値の ある 說述 評論を 遺した が、 特に 大乗 
諸 聖典の 解題は 非常の 苦心と 該羅 无碍の 好頭腦 とを 遺憾な く發 揮した。 今で こそ 此書に 對し批 議を加 ふるの 餘地 
が 少から ず 存 する なれ。 當時新 研究の 劈頭に 此 丈の 傑作を 完 作した ビュル ヌーフ の 偉材は 實 以て 驚嘆の 外は な 
い。 此書 出で X 已來 怫敎に 關 する 著作は 悉く 範を玆 に 仰ぎ、 斯學の アゥ ソリ ティと して 今に 其價を 維持し っゝあ 
る 。其 一例と して 擧 ぐれば 氏の 同窓 クリスチャン 、ラッセンの 印度 學藝 綜合の 大 傑作 『印 度 古學』 の 
第二 卷怫 敎史 に關 する 部分の 如きが 卽それ だ。 ビュル ヌ ー フ出で \ 後、 露獨 の學者 間に 西藏及 支那の 怫敎が 漸次 
研究 せらる \ に從ひ 、此方 面の 名著で 後 章に 記述され るべき キョッ ペンの 『怫陀 の 宗敎』 やヮ シリ ヱ ー プの 『怫 
敎論』 の 如き も 何れも ピ H ル ヌ ー フに負 ふ 所が 甚だ 多い。 然し 此大學 匠の 後に 起ちて 歷 史的に 大乘 怫敎の 研究を 
槪 括した のは 實に ケル ヌの 『印度 怫 敎史』 である。 此書は 前に も 略述した 如く、 和 蘭 語の 公刊 後間 もな く ャコピ 
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表した が ハ ラプラ サ丨 ドシャ i トニ Hal—  —ri) 氏が、 尼 波羅に 於け る數 度の 怫敎驚 探求は、 是非 
とも 此 項を 終る に 望みて 記せねば なるまい と 思 ふ。 氏は 同國 首都 力 ー ッ マンドの 有名な ダ ー ルバ ー レ 文 車に あり 
て 熱心に 研究し 其 目録を も 造つ た。 氏が 梵書 探求は 主として 珍異 唯一の ものを 得る にある 其 一 例と して、 氏は P 
度怫敎 聖典 會から 菩提 行經疏 Bodhicpriy pl vu si rapanjika を 學界に 問 ふたので も 解かる。 

今一つ 此 頃の 義 に 加へ て 置きたい のは スト ラ K プル グに 於け る怫 典硏究 の 成績 だ。 大澤 .小金 井. 高 喬 •ム 
田 •故 下山 等の 赤門 醫家の 元 蠢 や、 西 京の 荒木 •足 立 •松 浦. 藤 波 等の 俊傑を 育成して、 優に 吾 醫學界 の 母 交 
として 見ら る X 此 美しい 獨 逸の ぎ 領土の 大學 アル ゲント ラ トムの 學 林は 牛 津大學 が 日本と 梵學上 父子の 密着な 

關 係が— 高 一 Q 親 緣条暴 霞 喜す る。 千 八 百 九十 七 年 § 摩提女 經梵本 IP の 研究が 
就つ て、 其 公刊 議と 共に 獨菅 出し ドクトル Q 榮位鼻 られた 墓 井新 望に 螯て 、获墨 來 氏が 千 九 百 五 

年に 瑜伽論 菩薩 地 3111 va  blfi の古梵 本を ケンプ リッヂ 大學圖 書 館藏本 中に 發 見して、 偉大な 貢獻 を學界 
に捧げ其篤實精韵の硏究で梵本の貝葉錯落參差たるを漢譯のヵを藉りて整理しニ通の立派なロ丨マ字音寫本を 
造り 其 公刊を 豫吿 した。 師の ロイマン 先生は 勿論 故 ベンド ゥル 敎授や 現に 怫敎學 の 奪た る スパイ エル. ブザン 
諸敎變 リス- 5 、ッ老 先生な どが 获原 氏皇 ずる 故な きに あらず だ。 記者 もまた 常 盤 井 获原兩 先輩 Q 覽に付 
して 無 賴不 似の 弟と して 此學 苑を騷 した。 學苑の 母 ロイマン 先生の 慈愛と 先輩の 指導で、 日本 所 傳四梵 本の 中、 

故 笠 原 師が蟲 Q 蠢— 乍ら 霧馨 して 誰暴暮 けな かつた、 普賢 行願賛 の梵本 


文甚 多く、 且前 にも 記した 如く 聖典の 批評 的 出版 も あり、 特に 後者は 怫敎因 明の 大家で 此方 面では 恐く 世界 唯一 
の學 者で あらぅ。 然し 纏った 系統的の 著書は ない。 

此點 では 白耳義 の碩學 プサン (piilo 敎授が 、今では 確に ケル ヌの壘 を 摩して 居る。 此 人の 業績 一般は、 
一寸 前に も 略述した 通、 其 著 『拂敎 論』 は 大乘敎 の 要義. を 述べ 特に 秘密 敎及 後代 大乗 空宗の 敎義に 就きて は、 
其 研究 頗る 深い。 

氏はまた明治四十ー年怫京パリの天主公敎學院で講義をした原稿を整理して『佛敎論』 « 011( £: 11ぎ§を公刊し 
たが、特に『敎義史に就きての管見』 0 ^. 5. §=1^5&0〗3(16 ^ !00扣ロさ 1- 1完と銘が打つてある。菊判四百 
頁の 小冊子 だが、 看板の 通 內容は 最新の 硏究を 網羅して、 揷繪 など も 珍奇な ものを 惜氣 もな く 入れて ある。 序論 
とも 六 章。 序論には 怫敎 研究の 趣味、 怫敎史 の原材 、其 性質 及 主 線を 叙し、 第一章は 釋 尊の 敎義 、第二 章は 怫敎 
純正 哲學の 系統、 第三 章は 怫敎 の哲學 と宗敎 、此章 下に 佛身 論を 論じ 彌陀 信仰に 論及す る。 第 四 章は 未 來怫の 思 
想を 評 隙し、 第五 章は 怫敎及 印度 超自然 派の 關 係を 述べて、 秘密 佛敎 を說き 著者 得意の 技倆を 示す。 多少の 過誤 
も あり、 また 偏見 も あるが、 近時の 大 乘怫敎 書と しては 先々 上乘の ものと してょ からぅ。 

獨逸に 於て は 現 時 一人の ^ 絕した 大乘怫 敎の專 門 家を 有する。 それは 一昨年 ハィデルベルグ 大學 の敎授 になっ 
た マツ クス、 ワレザ ー (Max  Wa 一. leser) である。 此 人は 夫の 大哲學 史家 クノ ー、 フィ ツシヤ ー の 高弟で 哲學者 
としても 相應の 地位を 占め 得る 力量が あるが、 『タ 自我の 問題』 の大 論文で 大學を 出で ゝ後 、拂敎 の 硏究に 志 
歐 米の 佛敎  一 〇 五 
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1 氏の 獨譯 o er  BuddMsll—  SCI  seine  Gihichte  hi  Jndiel)： 

der  budhistischen w ircllc 1 882 丨.： s oo 4 .が 世に出で 上 r に 學者机 右の 好參考 書と なり 稍遲れ てヒユ ー 氏の 怫譯が 
ギメ  ー 博物館 年報 中に 出た  11 istoh'e  (IU  1 穿 Lddhlie  dans  llnde.  drr  Trpduite  g 

HI 190 1 ,s 2 。其價 値の 如何に 精確なる かは これで 知れる。 此 書は 四 編に 分れ 第一 編は 怫陀 及其傳 記を 論 
じ、 第二 編は 達磨を 記述し、 大乘敎 の 精 要を 撮み、 第三 編に 僧伽を 叙して 敎會 の條規 戒律の 槪要を 示し 第 四 編は 
怫敎 敎會史 にして 敎史 にして 敎史を 三 期に 分ち、 第一 期を 育 王に 結び、 第二 期は 迦腻 色迦 王を 以て 終り、 第三 期 
は 中世 大乘敎 徒の 末期を 以て 筆を 收 む。 此篇は 特に ケル ヌの 力を入れた ので、 大乘 敎の歷 史的 著作と して 頗る 參 
考に 供すべき ものが 多い。 ケル ヌは此 傑作を 著して 後銳 意に 大乘怫 敎の 硏究に 思を 潜め 幾多 有益の 論文を 發 表す 
る 傍、 資料の 蒐集と 整理と に 怠らず、 明治 三十 一年 『印度 亞黎安 講究 百科 叢書』 の 中に 『印度 怫敎史 撮要』 

一 \Illal  of  Indian  Buddhism を 書いて、 其 成績 發表 とした。 此 書は 資料の 豐 富充實 した 點と 各方 固の 新 硏究を 
巧に 安排 して 適確 公正の 斷 案を 下した 事に 於て •恐く 近代 絕好 名著の 一としても 決して 誣言では ない。 加 之、 簡 
明に して 好く 要を 撮み、 卷帙 甚大なら ずして 内容の 潤澤 なる のに 而も 其價が 比較的 低廉に して 且 英文を 選む だ 點 
なぞ、 吾國 の怫學 家に 便宜を 與 ふること 決して 尠少 でない。 篤志家には 是非 此好 著の 一 讀を 薦めたい。 

ケル ヌに對 して 立つべき 梵語 佛敎の 專門學 者は 世界に 甚だ 少い 。僅に 露國の ォルデン ブル グ (sarg  d o krl ^ 
urg) や 其 門下の 俊傑 チ ヱ ルバ トス コィ (stcherbatskoy) ある 位で ある。 ニ 氏は 共に 大乘怫 敎に關 して 必讀の 論 


Williams.) の 『佛 敎』 Buddhism  1 00 90. 中に も 大乘敎 に 就きて 記述 評論す る所少 からず 特に 婆羅門 敎 と怫敎 との 
關 係を 調べる には 棄つ ベから ざる 大著と いふて よい。 但し 此人は 其 該博の 學殖 あるに 係らず、 頗る 基督 敎的 僻見 
ある 學者 だから 餘程 注意して 讀ね ばなら ぬ。 

一般 宗敎史 特に 印度 宗敎史 中怫敎 に關 する 部分 も 恐く 序に 玆に附 加して 置く のが 便利で あらぅ。 一般 宗敎史 で 
は サゥ セ ー (c.  do  la  fsaussayc) ォ ー レリ ( p v.  orclli) を 兩大關 として 其 親切な 書目 引證を 感謝して よから 
ぅ。 印度 宗敎史 では バルト (A.  Bal'tll) と ホプキンス (E.  \V.  Ilcpkins) の ニ 書が 雙擘で ある。 前者は 少し 古 
いが 今に 安心して 使用が. 出来る。 ニ 書と もに 何れも 鄭 寧に 怫敎 研究の 參考 書を 示し 且っ 其 書の 可否を も 多少 評定 
して 敎義槪 要を 示して ある。 忽忙の 際ー覽 には 至極よ い。 

一寸 古い 方へ 話が 向いた が、 苒び 最近 研究の 有様に 立 戾り現 時 歐洲で 此方 面の 硏究は 怫國が 最も 有望の 樣だ。 
パ ー リのレ 'ヰ 敎授怫 蘭西學 院のフ ヰノ ー氏 等は 時々 苦心の 論文を 發 表して 學界を 驚し っゝ ある。 西域 考古 學の隆 
盛と 共に 伯林の リユ ー ダ ー ス •ミ ユ ー ラ ー 等の 大將 株を 初め 此方 面 新進 氣銳 の士は 大乘敎 に 就き 是非とも 一般の 
知識を 備ふる 必要から、 獨逸 でも 今は 梵語 佛敎の 氣勢が 楊り かけ 研究 成績が 漸次 伯林 大學 から 出る 樣に なった。 

吾 國の學 者が 此 泰西の 學潮 中に 起ちて 大乘敎 系統： S 研究の 爲 面目を 保持した のは 今の所 遺憾ながら 唯 鈴 木大拙 
居士の 『大 乘佛敎 綱要 J lines  of  MaMySna  Buddhism 1 90 7 あるの みだ。 此 書の 原材は 主として 漢譯 聖典 
に 取って あるが、 | 面 歐洲に 於け る 大乘敎 硏究の 誤謬 や 僻見を 匡正して 研究の 新 進路を 示した 點に棄 っべ から ざ 
歐 米の 佛敎  一 〇 七 
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し、  梵語の 傍ら 西藏 語に 通じ 且っ 漢譯を も讀み 得る 技倆を 具へ、  新進 學者 として 雄然 世界を 睥睨し っ X ある。  氏 
は 佛敎哲 學の全 系を 說述 論評す るの 計畫 あり、 『史的 發達に 於け る佛敎 哲學』 Buddhiiche  sliiosophie  in  ihrer 
g—hichtlichen  Entwickelung と 題す る 大著を 公に せんとし 其 第一 部と して 一千 九 百 四 年に 『古 佛敎の 哲學的 基 
礎』 « 0- 3 £: 080 ^ ぎ110〇目 & ロね6 ^ 8岛星3  15 1 & |* §18を書き、次で第ニ部大乘哲學史の完戎 0 爲に今や 
盛に 資料を 集め、 其 一部分の 龍樹中 論硏究 の豫備 として 漢本 及西藏 本の 中論釋 を獨譯 して 世に 問 ふた。 氏が ヶー 
ル 中學敎 頭から 一躍して 名譽 ある ハイデルべ ル ダ 大學 敎授の 椅子を 占め 得た のも實 は此拔 群の 業績と、 驚くべき 
該博な 言語 學の實 力に 基因す る。 而 して 更に 氏が 怫敎硏 究界に 重要の 地位を 占めっ -T ある 一っの 理由は 其 西藏語 
の 素養 深き と共に 確實な 哲學的 訓練の あるので、 此點は 印度 學者 中、 夫の ゥパ二 シャット 研究の 師宗ド イセ ンを 
除けば 恐らく 唯一の 人で あらぅ。 

ドイ センの 名が 出た から、 序に 其 傑作 『哲 學 一般 史』 の 中 怫敎に 關 する 記述に 就き 一言す る。 惜ゐ 
哉、 此碩學 は 其哲學 史上の 叙述 單に小 乘敎に 止まり ゥパ 一一 シャット 特に 吠 擅 多とは 思想 上 大關係 ある 大乘 哲理の 
評論は 殆ど 絕無に 近い。 印度 學の 開拓 家と して 特に 梵文 哲學の 研究者と して 偉大の 功績 ある コール ブル ーク ( K . 
T.  colebrooke) が 論集 中‘、 また 有名な 印度 學の 泰斗 ゥヰル ソン (H.  H.  Wilson) の 論文に も大 乘怫敎 にっき 論 
及して 居る が、 是 等は 今は 唯歷 史的の 著書と して 重ず べきの みだ。 印度の 宗 敎文學 にっき 有益の 著書 少 からず、 
特に 近世 印度 敎に 就きて は 今は 宗敎學 者の 指南に 仰ぐ 故 牛 津大學 敎授モ ニ H ル* ゥイリアムズ ハ g ^- ^ § 2* . 


尼 波羅 著名の 堂塔 伽藍 及怫 像の 畫を揷 み、 同國 王公 貴嬪 の寫眞 など も 入れて あり、 歌謠其 他の 飜譯も あり、 自家 
の 集めた、 怫經古 寫經の 書目 も 添へ て ある。 此 書の 出た 翌年 レォン、 フ H1 ヤが 『I ルナ 國亞細 西 f 會ィ々 斯』 に 尼 
波 羅史に 就きての 論文、 NoticesFhistois  du  NVpa 一を 發 表した。 次で 一千 八 百 八十 年に ォ ー ルド フキ ー ルド 
(H.  A.  Oldfield) の 『歷 史的 及 叙事 的の 尼 波 羅集 記』 slstchcs  from  Nepal,  historical  and  descripti 
な說 述と豐 富の 材料で 少から ず 讀 書家の 滿足を 買 ふた。 此書は 上下 ニ卷の 大冊で 同國怫 敎の槪 要を 叙し 且つ 名所 
古跡 堂塔 等に 就きて 詳細の 記述を した。 尼 波羅に ニ囘 まで 學術 的の 旅行を なした ベンダ ゥル 敎授む も 一千 八 百 八 
十六 年 版の 『尼 波 羅及北 印度に 於け る 文學及 考古學 探究 旅行記』 Journey  of  Literary  and  Archaeological  Kcs- 
earches  in  Nepal  and  Nctthern  India が ある。 此他 同氏は 尼波羅 に關し 幾多の 論文を 發 表し、 單に 古寫經 のみ 
ならず、碑銘及古錢等にまで百 ¥ て詳細の硏究を公にしたが、其中『孟加拉、亞細亞協會雜誌』に書いた『尼波 
羅及 附近 諸 國史』 History  of  Nepal  and  surround s g conntl' o- s は 西曆 一千 年ょり 一千 六 百年 間の 事蹟を 考證し 
前哲 未見の 新 資料 も 多い。 レ ギ氏が 苦心の 大作 『尼 波羅』 は 「叫 度 •奴 硏 と 題號に 註して 三卷 
ある (明治 三十 八 年 第一 卷 出で 同四士 一年 全部 完成)。 凡 尼 波羅に 就きて は此 書が 今では 最新 最善 最詳の もの だ。 

前項 |- 擧げれミトラ博士の『尼波羅怫敎文學の序論』_べンドゥ少敎授の『ヶムブリクチ佛敎梵書目錄』の緖言中には、 
尼 波羅の 歷史及 同 國佛敎 の槪要 L1 付き 極めて 有益 尨 記事が ある、 旣 1- 略述した 事 だが、 更 1- 茲 11 記して 置く。 


歐 米の 佛敎  一 〇 八 
る價 値が ある。 怫敎學 語 其 他 梵語の 部分には 大に 訂正を 要する こと も 更に 梵本 聖典の 資料を 加へ て大增 補を 行 ふ 
.べき こと も 著者が 旣に 計畫の ある こと だから、 再版の 際には 更に 一層 荷 益の 寶典 となる だら ぅ。 

六 尼 波羅の 探 檢硏究 印度で 今 怫敎の 行 はれて 居る のは 尼 波 羅及其 附近の ブー タン 及 シキ ム であるが、 後の 
ニ國は 西藏の 感化を 受けて 喇嘛 敎徒で ある。 故に これは 西 藏怫敎 の 下に 設 くこと X し、 此章 下では 尼 波 羅怫敎 に 
っき 西 人 研究の 一般を 一寸 紹介して 置く。 

大乗 聖典の 原本を 傳 へた 唯一の 國 、英國 政府の 保護の 下には あれ ど 兎に角 獨立國 として 主權を 認められて 居る 
此 雪山々 麓の 古 王國に 就きて は、 吾が 寬政五 年 此國に 入った 大佐 カーク パトリ フク (Kirkpatrick〕 の 『尼 波羅王 
國 事情』 An  Account  of  tlle w ingdom  of  Nepal が 歐人が 同 國に關 する 記述の 最初の もので あらぅ。 此 書は 文 
化 八 年 ロンドンで 出版に なつた。 十 年 ばかり 後に 世に 現は れ たのは プ カナン、 ハミルトン Bghanan-Hamilton 
の 著書で、 題名は 力 ー ク パトリック 大佐の 作と 同一で ある。 此 後に ホッヂ ソンが 出で、 同國 に關 する 諸方 面の 報 
吿 書を 發 表した 事は 前に 述べた 通、 其 『尼 波羅及 西藏の 言語 文 學宗敎 論』 は 今に 斯學の 南 針で ある。 ラッセンは 
此 集の 材料と ジュリアンが 怫譯 した 慈恩傳 等に 基き、 『印度 古學』 の 第三 卷に 簡單な 尼 波 羅史を 書き (千 八 百 五十 
三年)、 其の後 同國に 駐在した 軍醫 ラィト (Daniel  Wright) が、 尼 波羅國 人の 手に 就ける 『大 統螺 洛』 vam p. vali 
: を英譯 して、 一千 八 百 八十 七 年に ケム ブ リッ ヂ大學 から 『尼 波 羅史』 11 istory  of  Nepa 一の 名で 出した。 此書は 
同 國闢開 已來當 時の 王シユ リ 、ス レン ドラ、 ヸク ラム、 サー ハ！ Sri  sure a dra  Vikram  s pl h 迄の 編年史で、 書中 


徒が、 吾等の 儀式 書中 プ ;1/ 、ヰア少スと呼ぶ法服か被着乜るな目擊したる尨らむ。僧徒の行列怡も吾々と異らす。讃唭の豉 
も 吾等 聖敎會 1- 於け る グレ ゴ 3ァン式讚唄 |: 甚しく相類す。他の此種の類似は是惡魔の手 1: 依リて彼等支那人の間 |1 流傳 
したるもの 1- して、妄 |- 神聖の事物を濫模し上帝 |1 歸すべき當然の榮譽か奪へるもの也 

これは アクベ ル 大帝 時代 印度に 入り、 次で 支那に 來た 葡萄牙の ィ H ス ィット 僧 ベネディクト、 ゴ H ズ (Bene- 
diet  GC C.- S) の 旅行記の 一節 だ。 惡魔 摸倣 說など 頗る 振った もの だが、 然し 今日の 二十世紀に 矢 張 か \る頑迷を 
抱く ものが、 敎界に 全くな くは ない 樣だ 。否 敎界の みでは ない。 歐洲 文明 已 外の 文明は 如何に 善美の ものと 雖、 
破壤 すべし などい ふ畏 ろしい 黄禍 論者 も何處 かに 御座る ではない か。 明に 入りて 神 宗の時 利 瑪竇を 筆頭に 渴若 望. 
龍 華 民. 龐廸我 •陽瑪 諸 •南懷 仁の 面々、 何れも ィ H ス ィット 敎會 の鏘々 たる 宣教師で 天文 曆數 醫學 等の 新 
知識を 支那に 齎らして 時の 政府から 重用され、 傍ら 傳道に 努力した。 書いた もの \ 中には 佛敎 に對 する 攻擊も 多. 
少 ぁる。 然し 眞 面目の 研究は 前の コニ ズの惡 魔 論 一流の 筆法で 先々 なかった。 

明滅び て淸丨 十九 世紀に 入りて、 支那の 開放と 共に 英米からは 有為の 新敎 宣教師が 渡る。 怫露 からは 才幹 ぁる 
外交官が 来て、 此等が 支那 文物の 硏 究を眞 面目に 開始した。 同時に 梵語 及 パ ー リ怫敎 討究の 隆興が 影響して 支那 
怫敎に 就きて 稍 整頓した 知識が 歐洲學 者 間に 普及す る こふ M なつた。 卽ち宗 敎や哲 學の 方面では レッグ •アルレ 
1 •ビ ー ル •アィテル •ヱ ド キン ス •ド ー グラス。 グロ ォト •ヮシ H 1 フ等が 盛に 硏究を 初め、 孔孟 老莊 の學說 
や 怫敎の 敎理に 就き 幾多の 著書を なし 亦此等 三敎の 聖典を も釋譯 した。 一般の 歷史 特に 支那と 外國 との 關係に 就 
歐 米の 佛敎  ニー 
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第三 章 支那 怫敎の 研究  附 日本 及 朝鮮 佛敎 

一 支那 佛敎 硏究槪 觀西 人が 支那に 人り 込む だのは 可成に 古 ひ。 基督 敎其 他の 宗敎 と怫敎 との 接觸も 例の 
於！ i I^ itl 敗 か- 『怫 祖統 記』 等に 記載され た 配 尼敎の 本山 大雲 光明寺の 建立 なぞの 史實で 誰でも 知って 居る が、 
燉煌 石室の 遺書 や 高 昌廢趾 の壁畫 等で 今や 一層 此事實 を現證 する ことにな つた。 然し 此 時代 唐から 宋に亘 りて は 
景敎碑 中 多少 怫 敎に對 する 貶黜の 文句が 遺って る 位で、 他に 西 人の 怫敎 記事は 先絕 無で ある。 元の 勃興と 共に マ 
ル コ 、ポ ー 口 が 世祖に 事へ 十 有 餘年も 支那に 滯 在し 有名の 旅行記を 草し 現に 史學 者の 珍材 として 重 ぜらる K 其 中 
に 怫敎 諸國の 事情に 就き 見るべき もの 少 くない。 當時亦 基督 敎の 宣敎師 も續々 支那に 入りて 見聞の 事實を 筆記し 
たもの も あるが、 此等は ユ ール大佐が纒めて其名著『契丹(卽支那)及其處への道』 0 ミ1$7ジ11ニ1116\¥ロ71^丨 
ther の 中に 英譯し 親切の 註を 施して ある。 此等 宣敎師 連が 怫敎に 關 する 記事 例せば 怫像 殿堂 僧侶の 生活 等に 就 
きて は 際 分 奇妙な 記事が ある。 就中 左の 如きは 頗る 抱腹絕 倒に 値する もので 歷 史的に 興味が 甚深 い。 

基督 敎徒が 支那 (pthay) l- 存在す る、、 とが 確 實 1- 信ぜられし は、 是回敎 報告 家が 單 1- 虛言し |: りし 11 蕋く。是彼等が 
或る皮相の表示 |- 依リて招ける談謬 |- 過ぎす。何と訂れば彼等回敎徒はー切の偶像 1: 對して決して敬禮か施すことなし、 
故 |1 支那殿堂中の多數の偶像かか見たるとき、之か吾等が聖母若くは聖徒の或者と異る |- あらすと訂し、此國の宗敎は全 
然基督敎と同ーのものと誤想彳る |- 至れる也-彼等は定めて燈明や蠟燭の聖壇 1- 安ぜらる、か見たるなるべく、亦異敎僧 


蹂躪に 委して、 邦人には まだ 世界的の 一の 支那 佛敎史 さへ なき 現狀は 何とも 憤慨すべき では あるが、 然し 幸に も 
第一の 直接 方茴 には 南 條文雄 老師の 大著 作が あり、 第二の 間接 討究に 對 しては 我が 高 楠 順次 郞君 苦心の 飜譯が あ 
って、 邦人の 面目を 稍 世界に 維持し っ X ある。 或點 から 云 ふと、 政府と しては 拙劣 無能の 外交官な どに 勳 章を や 
るょりも、 此 列國對 支の 學 壇に 立ちて 不磨の 功勞を 立てた ニ學 匠に、 何とか 旌 表の 道を 講ずる のが 義務では なか 
らぅ か。 今や 支那 問題は 列 强の 視線 集中の 焦點 となった。 此際 邦人が 支那 文明 特に 佛敎の 研究は 東方 經營 上實に 
要 中の 要で ある。 而も 今尙 民間の 學者は 勿論 政府 も 之を 對 岸の 火災 視す るのは 何たる 淺 薄な 思考で あらぅ。 ビ ー 
ル 氏は 一介の 武辨で はなかった か。 而も 其 名著は 今に 史家の 好 資料と なって 居る。 ドウ グラス 氏は 一 領事で あっ 
たが、 其 著作は 尙學 者も裨 益し っ \ ある。 吾國の 支那 問題 研究家は もっと 眞 面目に もっと 深 牢の考 で 學術 的に 腰 
を据 へて か \ らぬと 百年 河清を 待つ と、 一般、， 永久に 碧眼 兒の 後塵を 拜せ ねばなる まい。 

已下 支那 怫敎 研究の 二方 面に 就きて 槪略 代表的の 人物と 著作と を擧げ る。 

ニ 支那 佛敎の 直接 研究 時代から 云 ふと 歷史 研究の 方が 純粹 な怫敎 々理の 研究ょりは 先に 業績の 發表が あっ 
た。 卽ち 文化 年間に 東洋 學者 クラ プロ オト (Klaproth) が 早く 法 顯三藏 の怫國 記に 眼を 着け、 天 保 七 年には 此書 
は アベル、 レミ ュ ー ザに 怫譯 されて パリで 出版と なった、 ジュリアンの 慈 恩 傳怫譯 も 安政 五 年と いふ 古い 昔に 完 
成して 居る。 此間敎 理敎史 の 研究 も 宣敎師 や 官吏 等に 依りて 着々 行 はれ 其 結果は 香港の 『支那 評論』 廣東で 發行 
せられた 『ガ ィ S チ S』 や 上海の 『ギ齡、—』 等の 雜誌に 公表され た。 然し 支那 宗敎 特に 怫敎に 就きての 纏 
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きての史料取調べにはジユリアン.シヤヴンヌ.ブレットシユナイデル.ヷンぺリー.レミユーザ.ユール等、 
美術史 方面は に ヒルト 氏の 一派、 言語 學は ショット •ジャイ ルス •ヮイ リ ー •モリソン •ゥイリアムズ 等が 雲 興 
潮 湧の 勢で 各方 面から 所謂 中 國の 文物を 批判し 解 部した 爲 、玆に 支那 學 (sinology) とい ふ 一の 科 語 さへ 出 
来た。 而 して 此 等の 研究 中 其 佛敎に 直接 關係 ある ものは 勿論、 史學考 古言 語學 等の 部面に 於ても 研究 上 自然 怫敎 
に關 鎖を 有し、 全く 之を 離れて は 到底 滿足の 成績を 擧 ぐる ことが 出来ぬ 故、 玆に勢 支那 佛敎 研究の 盛運を 捉がし 
て、 パ ー リ及 梵語 怫敎の 研究と 對峙 して 一っの 分科の 樣に なった。 

此 分科に 就きて は大體 二っに 分けて 見たら 便利 だら ぅと 思 ふ。 第一は 直接 討究で 純粹 に怫敎 々義史 及 聖典に 關 
する 著作、 第二は 其 間接の 方で 主として 歷史及 地理の 資料から 怫敎 に觸れ て 来る 硏究で ある。 金剛 經や阿 彌陀經 
の 英怫譯 とか、 支那 譯藏經 の內容 紹介と かが 第一に 屬 し、 法 顯傳や 西域の 批判 や ■譯が 第二になる。 代表的の 學 
者を 擧げ たら、 ビ ー ル や ヱドキンスが第ー、シャヮンヌ.ジユリアン等が第ニの立派な典型である_。 

吾國 の學怫 者から 見たら 第一の 方面には 餘り 之に 重きを 置く 必要は 勿論ない。 —— 間 佛敎に 關 する 警拔 無遠慮 
の 批評 や、 其歷 史的 發展觀 に 就き 多少 取るべき 點を 除いたら 殆ど 無價 値の もの すら ある。 第二は 之に 反して 邦人 
の爲に 非常の 參考 となるべき ものが 多く、 今 尙學者 座右の 至 珍た るべき 好 著も少 くは ない。 第一には 學者的 態度 
の 書は 甚だ 少なく、 多くは 宣教師 流の 著書で あるが 第二は 其 性質 大柢學 術 的で ある。 

同文同種 唇齒輔 車と 何かと 云へ ば 言 ひ 出したがる 此 支那の 怫敎に っきても パ ーリ及 梵語 同様、 矢張り 赤 翳 連の 


有益 便利の 小冊子は 明治 三年 香港で 初版が 出で、 當 時の 怫敎 硏究を 網羅した が、 十五 年の 後 校訂 大增 補の 再版が 
あって 更に 怫敎學 各方 面の 新 研究を 綜合 大成し、 パーリ •暹羅 •錫 蘭 •緬甸 •西藏 •蒙古 •日本語 等の 相 當怫敎 
語を 揷み 精密な 索引を 付して 一層 便利の 竇典 となっ た。 吾國で も 高 桑 駒吉氏 等が 更に 索引を 加へ て復 版した から 
今では 吾國 の學怫 者は 低廉な 價で此 良書を 手に入れる ことが 出来る。 Hr キン ス •アィテル 等 業績の 發 表の 後 支 
那怫敎 は 益 2 學 者の 注意を 促し 特に パーリ 三藏の 出版、 尼 波 羅梵 經の發 見、 西藏經 典の 知識 等が、 支那 譯藏 經硏 
究の 必要に 就き 强大 P 刺戟を 學界に 與へ來 り、 英國の 印度 局は いち 早く も漢藏 獲得の 運動を 開始し、 支那 政府に 
對し 一切 經の 購入 若く は 寄附を 懇請した が 當時 支那と 列强 との 外交 上頗 困難の 事情 ありし 爲 、この 交渉は 不幸に 
も 調は ずして 仕舞った 際、 明治 五 年 吾が 岩 倉具視 公が 特命 使節と して 歐米 諸國を 歷訪 する 序に 英國で 快く 此 懇請 
を 引き受け、 翌年 歸 朝の 後 直に 黃檗 版の 一切 經全藏 を 英國に 寄贈した。 此 寄贈が 歐洲に 於け る 支那 怫敎 研究の 强 
犬の 基礎と なった。 而 して 其 無限の 研究資料を 使役して 幾多の 好 著を 公に し 支那 怫敎學 の 爲に少 からぬ 貢獻 をし 
たのは サミ ユ ルビ ー ル Q amuel  Beal) 其 人で ある。 ビ ー ル (一千 八 百 二十 五 年生 同 八十 八 年 死) は ケム ブ リッ 
ヂ大 學を卒 へて 後 海軍 布敎師 として 支那に 來 り、 支那 語 及 其 宗敎に 就き 犬に 硏究し 學界に 其 名を 知られた が、 歸 
英の後 直ちに ロンドン 大學の 敎授に 任ぜられ、 在職 中 種々 支那 佛敎に 關 する 著作 飜譯を 公に して、 歐人 支那 佛敎 
研究の 泰斗と 仰がる、 に 至った。 

ビ ー ルの 著書 中 怫敎々 理史 、及經 典の 叙述 評論で 有名な ものは 『支那 怫敎經 典 連鎖』 Catena  of  Buddhist  Scr 
欧米の 佛敎  ‘ ニ 五 
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つた 著書は 英國の 宣教師で 支那 學者の 博士 ジョセフ、 H ド キン ス (Dr.  Joseph  Edkins) (約瑟 、艾 独謹)の || 
書で あらぅ。 同氏が 最初に 出した のは 『支那 人の 宗敎 事情』 The  relig o- us  condition  of  Chile で 安政 六 年に 
公刊と なった が、 明治の 初年に 苒版が 出た 0 此書は 支那 宗敎 事情を 槪說し 如何に 漢 民を甚 督敎に 改宗せ しむべき 
かに 就き 所見を 叙して ある。 同氏は 次て 『支那の 佛 敎』； Religion  in  China を 書き、 ミロ！ 不 (Mil o n s の怫 
譯も現 はれて 歐 s Tr 敎學 家の 稱賛を 博した。 次て 明治 十三 年に 『支那 怫敎』 o Hr nese  Buddhism,  a volume  of 
sketches  I.  descript.  I I を 著し 基督 敎的 見地から 縱橫に 怫敎を 批評した。 五 年の 後 更に 『支那 怫敎剳 
記』 Notice  of  the  Chinese  Blm 1 00 85 を 公に した。 尙此 人には 支那 語 學及歷 史考古 學に關 しても 少から ぬ 
著書論文がありまた漢文で書ぃた『釋敎正@』の如き通俗な小册子がありて手嚴しく怫敎を攻擊し持に歷史^> 
方面から 難詰を 加へ、 支那 讀書 子を 大に 動かした。 此小册 子に 對 して 日本では 明治の 初年に 知恩院 の 故 養 驗徹定 
上人が 祀憂道 人の 名で 反駁を 草し 『釋敎 正 謬 初 破』 と 『苒 破』 とを 造りて 之に 當 った。 教理の 部分は 兎に角、 歷 
史の 部面では 隨分 盲ら 蛇の 罵倒な ども あつて 今 見る と少 からぬ 歷史 趣味が ある 0 ヱ ド キン スと 同時代に 香港に 居 
た英國 官吏で 漢學 者の アィテル (E.  J.  I) も 其 言語 歷史 に關 する 種々 の 著作の 外 怫敎に 就き 硏究 した もの. 

がバノくない。香港で講演した『佛敎三講錄』 ^ |!^|011£11 ^ 1 £: 目117 〇〇 1.次て出た『佛敎論』1611&1」—: 

Its r 普 r: 11 , t 嘗 retical  and  popular  aspsis  1 00 73 .等で 此の 人の 深い 造詣が 解る が、 氏が 現 時まで 尙學 人の 記 
憶を 去らぬ のは 其 名著 『支那 怫敎 必携』 Hand  book  of  Chinese  Buddhism で 實に 立派な 梵漢 字典で ある。 此 


此の 一大 著作の 主要な 點は 『至 元 法寶勘 同錄』 の經文 梵語 題目に 依り 傍ら 歐 西の 研究に 照らし 經律 論の 梵 題を 
出来 得る 限り 精確に 定めた 事、 支那 歷 代の 法 寶目錄 に 依りて 譯經の 時代を 明記した こと、 譯經 家の 列 傅を 年代順 
に 撮 略 列記した こと なぞ、 怫 敎硏究 上に 貴重の 資料を 供給した。 現 時 進歩せ る 怫敎學 ょり 見る ときは 勿論 幾多の 
訂正すべき點ふあるも‘其權威と價値は今尙學界に九鼎大呂の重をなしっゝある。 

H ド キン ス •ビ ー ル 等の 怫敎 研究と 共に 英國の 官吏 及 宣敎師 中には 亦 孔老の 哲學を 研究す る 人も少 くな く 其 中、 
ド ー グラス (sir  R.  Douglas (天 保 九 年生) 及 •レッグ J.  Legge  (文政 元年 生、 明治 三十 年殁) ニ 氏の 如きは 特に 
傑出せ る學 者であった。 ニ 氏が 孔子 老莊 典籍 及學說 の飜譯 叙述 中、 怫敎 に關 する もの も あるが、 次 項に 述 ぶべき 
後者の 法顯傳 英譯を 除けば 此の 項 下では、 此の 人の 三 敎平心 論英譯 A fair  and  dispiiona o dislion  of  the 
Ihree  doctrines  accepted  in  China  1 89 2 一つ 擊げて 置く。 

英國已 外 支那 研究に 於て 異彩を 放って 居る のは 怫國で 特に 歷史 方面では レミ ュ ー ザ. ジュリアン •シ ャヷ ンヌ 
等の 巨匠が 偉大な 功勳を 支那 學の 陣頭に 立てた。 此 等の 人々 の 中に 宗敎 哲學に 一隻眼を 有した 有爲の 漢學者 アル 
レ ー (ch.  dc  Haris) は老莊 諸家の 哲學及 倫理 學に關 し 幾多の 論文が あるが 金剛 經の 怫譯は 氏が 哲學 的の 思索 
から 見て 擧げ るが 適當 であらぅ。 氏が 試みた 梵漢辭 書 vocabu p irc  bouddhirql o sancrit-shinois  1S7. も 勞カ多 
き 作で ある。 V ヰ 敎授 (L6V0 も歷 史的 考證に 付き 種々 の 好 論文 あり、 梵語 聖典と 漢譯 藏經の 比較に 就きても 
侮るべからざる 技 傾を 示しつ、 ある。 
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iptures  from  t r chinesa  1 00 71 『佛 敎三藏 論』 The  Buddhist  spitaka  1 00 76 .『支那 怫敎 文學』 00 
1 in  China  1 00 82 • 『支那 怫敎 論』 Buddhism  in  China.  18 00 4. の 四書で、 第 | は 怫敎 々典の 抄譯を 集 
は 明 藏卽ち 岩 倉 公が 印度に 寄附した 經藏の 解題 第三は 第二を 敷衍 說述 したる もの、 第 四は 小册 子で 通俗 用の もの 
では あるが 槪略 支那 怫敎の 要を 摘み、 特に 律藏の 硏究に 多少 見るべき もの あり、 結論には 支那 民族の 精神 文明に 
っき 大に 怫敎の 効果を 認め 之に 對 する 基督 敎傳 導の 有望を 說 く。 ビ ー ルは 尙英國 及 支那の 學會 々報に 種々 經論の 
英譯を 出し 彌陀經 •四十 ニ章經 •起 信 論 其 他を 紹介した が 今は 一向 學 者は 顧みぬ。 唯 『東方 聖書 大 集』 の 第 十九 
卷怫 所行 讃英譯 Fo-sho-hiallg-tlg-king は 宗敎學 者の 好材料と なり、 シュルツ ヱの 獨譯も ある (se r tze;  Bud 
dhas  Ihben  und  wrken.  —am 11. 1000。 第二 方面の 歷史 硏究に 於ても 亦ビ ー ルは 非常に 勤勉 努力して 多大 
の 業績を 殘 した。 それは 次 項に 說 くこと にす る。 

ビール の 怫敎三 藏や佛 敎文學 は實は 甚だ 不完全を 免れず。 少から ぬ 誤謬 さへ あった、 學界 は玆に 於て 更に 精確 
に 一層 周到なる 學術 用の 漢 譯藏經 解題の 現は る X を 切望して 止まなかった。 此 希望に 應 じて 起ち、 今に 至る まで 
尙學界 の 支那 藏經に 言及す る ものに 對 して 唯一の 權威を 維持し っ X あるのは 實に 我が 南 條文雄 老師の 英譯 明藏目 

Chinaand  Japan の 大著 作で ある。 此書 明治 十六 年 一た び 出で \ 後 、日月 出で „爝火亦 11] をなさビる如く、世 
界の學 者 皆 之を 仰き て 誰もビ ー ルの 目錄を 顧みる ものが なくなっ た。 


最後に 獨— 於け る 支那— の硏— 一寸 窺ふ。 同國 で— If しての ショ T f&) 考墓者 美術 
學家 t ての ヒル 上 HS が 支那 學に 雷名— 外、 怫敎 方面 の學者は 一向な かつた が、 今や 少く とも 三人の 
有望— 那 8 硏 11 する ことにな つた。 第一は 前に 一寸— 出した ハィデルベルグ 大學敎 授のヮ レ T で 
漢本 1 Q 獨議 111 れ た。 或—— ると ヮレ T ょり— に— か— はれる の 
は 伯林 人 霞 考古學 博物館 Q ミ ユ 1 ラ 1 博士  產ぞ で此 人が 西域 霞の 很で學 界の大 達# であ 
り 特に 回 ■に 於て 殆ど 學界 の覇權 S つてる がまた 支那 語の 造詣 深く 回韻佛 經斷片 I 譯藏經 中 S 出す る 倆 
技は | 寸 他人 E 最 Q 出——。 代表的の 著作 t ては 回 8 金 光明 經と 其漢 本との 比— が學界は 何れも 此 
の新硏 究に腾 目の 體 だ、、、、 ユ丨ラ 1 と 同じく 常に 伯林の 學士會 誌に 業績を 公表す るのは 博士 フランヶ (o ブ 0. 

Franke) である。 支那 史學に 就きて は 有益な 報吿も あり 未來 ある 學者で ある。 

ビ - ル や レ ッグ や ド 1 グラスで 一時 支那 學の 全權 I つた 英國 には 今や 犬なる 後 繼者 がない。 ■石窟 遺書が 
山 Q 如く 同 國に藏 せられる 際實に 借い。 日本では どぅか、 最も 容易な 此方 面 丈で も 世界 學 壇の 牛耳を 取りたい も 

のでは ないか。 南條 高楠兩 氏の 功業で 甘ず る樣で は 到底 駄目 だ。 

最後に 同 胞|典翻1囊| げて 置く 。 高 補 順 皆 _ が 『東方 _大 集』 8 尾 I 國で 出版した 觀無 

量 壽經英 譯と鈴 木大拙 居士 譯の馬 鳴 大乘起 信 論 英譯き siii  g ヒ—— 。 ニ— 日記 
Mahf a. 1 900 .が 米國で 出た のが 先雙擘 で— うか。 玉 耶經や 四十 ニ議 などの 英譯 も— か 略し S く數 
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和 蘭の 頌學 グロ オト (J.  J.  M.  de  GI) の 支那 研究は 主として 典禮 儀式の 方面から 犬に 雲敎を 研究し 『支 

那一示 敎 系統 其 古代の 形體發 展歷史 及び 現代の 事情』 The  religions  System  of  china l. ts  anci§t  forms,  evolu  ‘ 

tion,  history  I Iseat  aspect を 書いた が 五卷の 大册で 明治 ニ 十五 年から 十六 年間に 亘 った 一大 出版で ある。 
此中少からず怫敎の事も出る。氏は尙『支那に於ける宗派主義と宗敎的迫害』穿ミロエ目 ^* ョ§ 0, 4&を。目3^^_ 
fn  m China  1903 の 一 卷を書 いたが 怫道ニ 敎の 交渉に っき宗 敎史 上面 白い 材料を 歐洲 に與 へた。 其佛文 『支 

00^  & i—b  ^ of  1•  0 111^^0 
は 全く 出色 Q 業績と 稱 してょ い。 他に 鍵 儀式 特 i 儀に 關す If ある。 

露國に 於け る 支那 學者 としては 彼 得 堡大學 支那 學敎官 であった リシ リヱ ー フ Q Y.  lygg  ロ J ^ h) を 第一に 推す ベ 
く 其 傑作 『怫敎 其 敎義史 及 文學』 Der  Buddhisi 籠， seine o ogmengeschichte 目^ 

五 年の 後 コム (a  A.  La  c§lme) の 佛譯が 出た。 著者は 北京 露國公 使 館 付の 職員と して 外交 事務の 傍ら 支那 學を 
極め 傍 西 響に 通曉 した。 養氏暮 書は 尙學 者に 5 られて 居る。 此書 中には 重要なる 漢譯 大乘 震の 解題と 
其 附錄篇 鳴 A 樹 •天 親諸傳 基し、 また 『異 部宗輪 論』 Q 議對 照しての 批評 的麗が 添加して ある 杯 現 時で も 
頗參考 に 資すべき 點 が—。 ヮ シリ H1 フは 更に 『東方の 宗敎 、孔子 敎佛敎 、及 道教』 se  Keif  n des  ost— 
w ODfuinismus,  Buddhismus  und  Taoiins 1 87 3 を 公に したが、 あまり 人の 見ぬ 書 だ。 現在に 於て は此 人に 
ナ くへ き讀 者鐘國 にないで もな い が、 史學か 孔孟 學 Q 方面で 怫學學 Q 側では あまり 面白 い 書初 も 見へ ない。 


大な 師表と して 今や 識者 餐讃と 尊敬を 受けつ、 ある。 吾國民 もフヰ ヒテの 爲に 記念 號を發 行す る もょ しェジ 
デ あたりに ま 11 情— す I に 世界的で 結構と _ すべきで 1、 少 々脚下に も— 着けて 西域 や 
法顯 傳 Q 世界的 資 IQ 所は 多少と も 知— て 欲しい。 又玄籠 11 1、 せめて 東洋— の 抱負 
1 國 民— 以上 少く Is— 參 I に 願たい もの だ。 養へ 行く— 石に 西 人は 見上げた もの だ。 怫人 
アルベル、 レミ ュ 1 ザは 文化 年間 旣に 支那 研究を 初め 法 顯傳— 要なる こと I じて、 譯 本を 刊行し、 ジュリア 
ンは嘉 永年間 早く 西域 記 や 慈恩傳 の怫譯 I 表した。 此の 如くして 法 顯傳の 如— 前後 羅 まで 出で ヮッタ 1ス 
の 註疏— へ 1 の歐洲 出版が—。 西域 記 も 2 リアン 已後ビ 1 ル ヮッタ 1 スの 雪と も 三本—。 此項 

下では 主として 此 等の 研究を 略述す る。 

歐洲の 古い 支那 學者 としては 兹に少 くと も兩 名を 擧げる ことが W 來る ニは 天明 八 年 ハ” に 生れた 了へ ルレ 
ミュ 1 ザ (Abel  Keml) 次は 少し 前の 同じく 三年に ベルリン S 々の 聲を擧 げた クラ プロ ォ " (Kf— 
Kstf  th) である。 前者は 早く 漢學 に通 じ 『支那 語 及 文學に 就きての 論文』 蒙 P 一目 ここ 
CISeA 文化 八 年 版) を 初めと して 種々 支那に 關 する 著作— し、 尙響 _ に關 する 有益 馨も 出来た。 佛 
蘭 西 高等 學 院敎授 として 令名 あり、 學界の 敬 重を 受けた か 天 保 三年に 死む だ 年 僅に 四十 五歲梵 ノ怫擎 丨， す 
著書 『佛 敎史』 sle  du  Bolhi— は 遺稿と して 死後 三年 目の 天 保 七 年に 刊行され たが、 此史 中に 法顯傳 
卽佛國 記— Q 議 1 あり、 同時に— の 佛譯も 刊行され た。—— 僧 旅行記— 表した のは 
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年蕈 世した 篤信 Q 居士 大原 I 書 氏は 大璧 典の_ を 以て 己れ の 任と なし、 『反省 雜 誌』 に 種々© 經 文を 譯し維 
摩經の 英譯も ある。 天此 人に 年を 假さ なかつ たのは 實に惜 い。 

最近 歐洲 人の 飜譯 には 金剛 經新 英譯が あり、 亦 怫敎の .新約聖書 として 法華經 、阿 彌陀經 、及 起 信 論の ニ 經ー論 
を合譯 した 外人が ある。 一寸 考が 面白い。 

H 歷 史的 資料の 硏究 支那 佛敎歷 史的 資料の 研究は 單に 怫敎學 支那 學の みならず 一般 東洋 學 特に 東洋史 上實 
に 重大の 謹が—。— 東洋 Q 墓— 兵て は囊 —2 料— 於て は 世— 比— 富— 文書— する 
にも 關ら ず、 震 的 Q 典籍は 不思變 も 絕無运 い。 また ■の 靈は其 興 廢が蕃 に 激烈 Q?s 移動の 絕 
へさる に蠢 し、 是又 史料の 徵 すべきがない。 幸に も 支那には 大古已 來蠢な 史料を 具備して 其 中には 往 々外國 
の 事— へ 記し、 特に 怫敎壽 I き 遺した 印度 西域 及 南海 諸島 Q, 記は、 今の所 S 史 S 黑 I 破すべき 
唯一の 燈 明で—。 賛 東西を 辨— ことの 粜ぬ 東洋史 海の 大 霧中 僅に 法顯傳 •西域 記 •寄 歸傳 等が 南 針と な 
つて 漸く 硏究 Q 航路が 取れる。 若し 漢史馨 Q 外國 ft 議產 義淨等 1 錄が 存在せ ぬと す t、 印度 や 
西域の 史實は 到囊々 に— に 仕舞つ た らぅ。 現に 印度の— が 次第 i 見され て、— 年 ニ 千年の 古代の 
事跡が 明確に 知られ、 于 S 8 其 他の 西域 古國 の 發掘 が續 々成功して 驚くべき 大貢獻 慕界 になし つ、 あるの 
も是 雲に 西域 記 や 法顯傳 の 恩惠 である。 此點 から 見る と 西域 記 寄歸傳 等は 單に佛 敎の寶 典た るの み— ず、 單 
に 支那 東雲 Q 最大 珍書た る Q み— ず。 實に 世界_ の 大 傑作で ある。 玄華義 淨は萣 於て か 世界史 上の 偉 


M6moirc-s  Sul*  la  contr s' s Occidentales  185 00 •年で あった。 當時 漢字 音譯の 印度 西域の 國名や 人名を 梵語に 復寫 
する ことの 苦心は 實に 察する に餘り ある。 此 苦心の 結果と して ジュリアンは 其 後文久 元年に 梵語の 漢字 音 譯を定 
むる ^ fllj こ 就き 一書を 著は した  M s: hode  p 011 r d 6 chiffrer  et  transcrire  les  iToms  Sanscrits  q e. se  rencontreLt 

aags les libres  Chinois  1 00 61 .(漢書 中に 現は る、 梵語 名詞を 解讀し 及び 音譯 する 方法) が 卽是で 此 苦心の 書は 
今でも 頗る 參考 となる 珍書 だ。 

ジュリアンの ニ大 翻譯が 出て 已來 印度 史及 印度 地理の 硏究は 一大 革新が 起り 夫の カン 一一 ンガム の 古代 印度 地誌 
の 様な 好 著 も 出来た が、 一般の 研究が 進む に從ひ 其 中に 訂正を 要する 點も少 からぬ ので ビ ー ルの 新譯が 現 はれた。 
卽 西域 記の 方は 明治 十七 年に si-yulki;  the  Kecords  of  the  Western  Kingdoms として、 慈 恩傳の 方は 同 二十 
一年に The  Life  oflliuen  Tllg として ジュリアン 佛譯の 得難き 渴 望を 補 ふた。 西域 記の 方は 明治 三十 九 年 
に 再版が 出で たが、 此新譯 には 其 序論に 法顯及 元魏の 時代 印度に 入った 宋 雲及惠 生の sung-yunsc K wei  Sang 
旅行の 一般を 記し、 且っ 法顯 傳と宋 雲の 旅行記 ( 洛陽 伽藍 記に 載せて ある) と 全譯が あげて ある。 

ビ ー ルの 譯は餘 程 ジュリアンの 誤謬を 訂正した 點が ある。 然し これに も リス、 デヸプ 先生が 『玄奘 の 旅行と 傳 
記に 就きて 唯一の 英譯 は、 故ビー ル 氏の 手に 依りて 就り しも、 誤謬 極めて 多し』 と 評した 通り、 之を 訂正す るの 
必要が あった。 而 して 之に 應じて 起たのは ヮッタ ース氏 Thomas  Watters で (天 保 十 年生 明治 三十 四 年卒) 氏 
は 朝鮮、 廣 東、 福洲等 に英國 領事と して、 三十 ニ 年間 勤續 し、 母國の ために 盡す所 多 かりし が、 此恪 勤の 間 氏は、 
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レミ ュー ザが 實に 初めで ある。 クラブ オトは 其 生涯 極めて 英雄的で 頗る 變化に 富む 伯林 名家の 子と 生れて 東洋 語 
學を 修めて 支那 硏究を 志し 露國に 入りて 大學の 助手と して 働き 其 異常の 才能を 認められ 文化 ニ 年に ゴロ オ キン 肖 
が 支那 特派 使た るに 從ひ カゥ カサス 蒙古を 經て 支那に 入らむ とせし が 果さ なかつ た。 後 怫國に 來りパ リで 大學敎 
授 となって 天 保 六 年に 死む だ。 此人は 著書 等身に 餘 り、 支那の 歷史文 學語學 は 勿論 滿洲 語にまで 亘り 、カゥ カサ 
スの 地理 風 鍵 治狀 態に 就きても 種々 Q. が ある。 怫敎に 就きて は 格別 Q 著は ない が、 質 資料を 論じて 來る 
と、 支那 學 普及の 點 から、 勢 之を レミ ュ ー ザと 並べ 說か ねばなる まい。 

此 ニ大學 者の 後に 怫國に 偉大な 支那 學者が 出た。 卽オル レ アンの ジュリアン (stanilas  Aiguan  Julicn) で 寬 
政 十二 年に 生れ、 パリ 國民 文庫 圖書監 ょり 進みて 帝國^ の總 長と なった 學者 で、 其 支那 語の 硏究 は實に 熱心 
な もので、 マツ クス、 ミュ ー ラーが 學者の 模範と 賛美した 如く、 壯年 節を 屈して 支那 語學の 困難を 忍耐し、 怫敎 
史學 の 大作は 皆 五十 已 後に 就っ た。 氏は レミ T ザに 比する と 頗る 長命で、 七十 四歲 で 終っ た。 其 支那て 關する 
業績には 飜譯 大部分を 占め 戲 曲、 諸子、 佛經 に亘 り、 老子 道德 經怫譯 t-f ibre  de  Ja  Voie  et  de la  Vertu など も 
ある。 其 博 渉 以て 知るべし だ。 然し 玆に 述べむ とする のは 實に此 人 の 苦心の 大作 卽ち慈 恩傳と 西域 記の 佛譯 だ。 

慈 恩 傳 詳くは 十卷の 大慈恩 寺三藏 法師 傳卽 玄奘三 藏の傳 記は ジュリアンが 二十 年の 苦心の 結果 嘉永六 年に 
w 】stolre  de la  Vie  de  wiouen  T r ang  (玄奘 一生の 歷史) の 名で、 學界に 一大 珍寶を 蒉 らした。 玄奘が 春秋 寒 

暑、 一十 七 年、 耳目 見聞 百 三十 國と いふ 印度 西域 Q 大旅 行實錄 西域 記の 佛譯が 次で 現 はれた のは 六 年の 後 安政 五 


と 云 ふて ょから ぅ。 

怫國 にに 於て は ジュリアンの 後一 大漢學 者が 出て 今に 歐洲に 於け る 支那 學の 元老と して 牛耳を 握って 居る、 そ 
れは 夫の シャフ ンヌ (Edowardchavamles) 其 人 だ、 此 人の 支那 學 特に 歷史 方面の 造詣 深き ことは、 現 時學界 

の 公認す る 所、 幾多 重要の 論文が 發 表された が、 佛敎 史料に 關 しては 第一に 義淨三 藏の大 唐 西域 求 法 高僧 傳の怫 
譯。 M6moire  Compose  p ^-c^o^o  ^0  OTS 

chiller  la  Loi  dl les  Pay  d o ccident 1 894 .と 御 鄭寧に 題 號直譯 して あるが、 此書は 三藏が 歸途 南海の 室 利 
怫逝 (スマトラ島の ハレン バン) にあり て 述作し、 遙に 之を 故鄕の 道 友に 寄せた る ものに て、 六十 人の 求 法 高僧 
の 小傳を 集めた もので 多くは 求 法 殉教の 壯烈な 事蹟で あるが 其 中に 種々 重要な 史料 も 含まれて 居る。 怫譯 は頗精 
確で、 特に 其 脚註の 地理 的 考證に 見るべき ものが 多い。 同氏は 更に ビ ー ルの 英譯 した 宋雪 及惠 生の 旅行記を 怫譯 
し ハノィ 佛國 極東 學院學 報に 公表した (voyage  de  Song  Yun  dans  r udy ssl na  et  le  Gandh sol ra  518 ■ — -5 28 p.  c. 
明治 三十 六 年 版)。 レ ヰ 敎授と 共同研究の 悟空 傳怫譯 3 VIt 5- 6raire  d o u-kong は 之ょり 先 明治 二十 八 年に 怫國亞 
細 亞協會 の雜 誌で 公に された。 此 悟空 傅は 藏 經祕密 部に 收め られた 十 ヵ經に 附 けて あるので、 大唐貞 元 新 譯十地 
等經 記が 卽 それ だ。 法顯、 宋 雲、 玄奘 、義淨 の 旅行記 已外當 時に 於て は此簡 短な 紀行は 實に 貴重な 者であった (今 
では 此外に ペリオが 燉煌 石室で 發 見した 慧超の 天竺 行傳 が殘缺 なから 大部分 ある)。 吾 國の學 者が 從來餘 り 批判せ 
ぬ 悟空 傳の 如きに 迄 も 研究の 點を 進め 鄭 寧な 評註を 加へ て譯 本を 出した シャ ワン ヌの勵 精は 實に 驚く 外は ない。 
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支那の 哲學 宗敎の 研究に 思を 潜め 孔老の 哲學に 就き 著書 も あり、 十六 羅漢に 關 する 考證等 も あるが 其 傑 著は 西域 
記の考證釋義『玄奘に就きて』 0 11¥§1101さ洋11叫で、非常に骨の折れた著述である。此書は氏が死後四年目に 
遺書と して リス、 デ ヸゾ 先生と 西藏學 者の パッシ H ル 氏が 充分に 校合して 出版した。 歐 人の 西域 記 研究は 今の所 
此書が 上乗で あるが" 然し 猶大に 訂正すべき 餘地が 殘 って 居る。 而 して 此餘 地を 耕作 整理して 精確 完全な 西域 記 
歐語譯 を 世界に 與 ふべき は實に 吾國 人の 責任 だ。 

ジュリアンと 殆ど 同時に 獨逸に も 一の 偉大な 支那 學者が 現 はれた。 今猶此 人に 蓝 ぐべき 漢學 の碩學 はま だ 同國 
に 出で ぬ。 この 大學 者は ヰリ ヘルム、 ショット (文化 四 年— 明治 二十 一年〕 であるが、 此人が 支那 語 や 文學 に關 
する 著書は 頗多數 に 上り 回鶬 語に も 貴重な 書を 著した。 怫敎に 就きても 『支那 怫敎 文學』 Zur  Litteiatur  d.  Ch- 
nesisclien  Buddhils  1 00 74 . が あるが 大した こと もない から、 回鶄 語の 項 下で、 また 此人 に付き 述べる ことに 
して-、 法 顯傳の 研究に 急がぅ。 

法 顯傳卽 ち 怫國記 F ^ hien ar Fd-kue-ki に 就きての 硏究は 前述の 如く レミ ュ ー ザが 早く 手を 着けた が 其 後ビー 
ルが 明治 ニ 年に 英譯を 試み (これを 後に 西域 記譯の 序論に 訂正して 付けた)。 次で 支那 語學 者の ジャィ ルス 
A.  Giles が 同 十 年に 再び 英譯 し、 ニ 年の 後ヮッ タース が 『支辦 評論』 に ニ 年に 亘 りて 評註を 出し、 最後に レッ 
グ氏が 明治 十九 年に 牛津で 最後で 最 完全な 英譯を 公表し、 これで 法顯傳 研究は 一先 片附ぃ た 態に なった。 レッグ 
氏は 四書の 英譯の 外、 夫の 景敎 碑に 就きての 立派な 研究 も あり。 英國 の漢學 者と しては ジュリアンに 匹敵す る 人 


だ。 

高 楠 氏の 大著を 一段落と して 歷史 方面の 好 著は 其 後 大した もの もない。 而し 支那 對 西域の 史的 論文には フラン 
ケの樣 な 立派な もの も ぁるが これは、 其 章 下で 紹介す る。 美術 や 刻 文の 方面から 怫敎 研究に 關係 ぁる もの 例せば 
ビ ー ルの怫 陀 伽耶漢 碑の 硏究や ヒルトの 支那 美術に 於け る外國 影響な どの も 玆處で 纏めて 論ずべき だが、 餘りに 
專門 に亘 るから 此位 とし、 通商 貿易の 關係 特に 古代 支那と 歐洲 との 關係を 叙した 卽今擧 げた ヒルト liiHh 
の China  and  tho  KOI  Orient 1 88 5 『支那 及羅馬 東洋』 は 怫敎 に關 する ことは 少ない が、 此人が 第一流の 支 
那學者でぁるのと此書が史家の間に名高いから序でに擧げる .0 

四 日本 及 朝鮮 佛敎 の硏究 。極 古い 所で ケム プヱル (l(aompfer) やジ ー ボル ド (siebold) の 名著で 吾國の 
事情が 徐 々として 歐西に 知られ、 國運の 勃興と 共に 續々 熱心な 日本 研究家が 輩出し 英文 日本 亞細蓝 協會々 
誌 や獨逸 日本 自然人 類 學協會 々報な どに 各方 面に 亘 りて 種々 な 研究論文が 雲の 如くに 出で 歷史 制度 文藝 美術 風俗 
習慣 等に 關し 叙述 評論し また 單行 本の 著書 も 夥く發 行され た。 勿論 此 著作の 中には 抱腹絕 倒、 例の 滑稽 歌劇 『 ミ 
ヵド』 の 筆法で 行った のも少 くない、 此等 幾多の 日本に 關 する 書 册は日 淸戰爭 までを 一纏めに して 和 蘭の ゥヱン 
クステル ン (wenckstern) が 大日 本 帝國書 史 Bibliography  of  Japa,lc H mpire  1859 — 93 を 書いた。 然し 日 

淸戰爭 を經て 日露 戰役已 後は 吾國 に關 する 著書 論 交が 一層 多く 實に汗 牛 充楝の 有様、 今や 日 淸役後 大正の 劈頭に 
至る までの 一大 書史の 必要は 學界の 希望と なった。 
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同氏は 尙 西域 發 掘の 支那 古文書に 就き 大 5 獻し たが、 それは 次の 蜜 於て 述べる。 

義淨の 求 法 高僧 傅？ とは 前 i ベた が、— 經界 S 人には 更に  一— 要— 1、 卽 南海 寄 歸 § 傳、 
普通 露 傳と稱 する Q がそれ だ。 此 Q 書 M 藏が 印度 及 南海 諸# に 於て 實地 硏究 したる 戒律 行 持の 實狀を 詳記し 
たもので 一切 有 部を 基と して 諸 部 戒法實 行の 異同を 比較し、 律 部の 講究には 實に 無二の 珍書で—、 正 法律の 主 
唱 者、 葛 城慈義 師が 特に 此書を 謹し 解 續抄を 製作して 之を 註解した の も 故 ぁる こと だ。 而 して 寄 廣傳 はこの 

戒律 行 持 Q 靈馨 Q 間に 印度 2 義文藝 S する 囊、 皇疆 ss_ を議し 頗る蛋 S 史料に 富 

む 歐人も ジュリアンが 此の 書を 用ゐ て其梵 漢音 譯に關 する 好 著を 完了し、 マックス ミュ ー ラ ー は 其 極めて 重要な 
る こと— 言した が、 何分に も 事— 戒律 i し專門 的の 知識— する 所から、 僅に ヮシ フの 一部分の 露 
譯、 f ル Q 槪要 謹が ぁる 外全體 Q 完譯 がな かつた。 而 して 此 事業は 恰も 吾 國學者 Q 手を 煩は すを 待つ もの X 
如く、 故 笠 原 硏壽師 が 約 半 部の 英譯を 作りて 英國を 去る とき 之を 師の マック スミス ー ラ ー に 交阴 し、 藤 島 了隱師 
は 三十 ニ 章と 三十 四 章との 怫譯を 出した。 而し 何れも 部分 Q もの だつ たが、 養 8 名譽 は遂參 體次郞 氏に 
歸 した 同氏は 明治 二十 九 年 1 養の晝 备究 序文 集へ 雲 周到な 英響 公表し、 學界は 兹に完 

美な 寄歸 傳の譯 本を 得た。 

高 楠 氏は 此 偉大の 功績を 擧げた 後に 世 親傳の 英譯や 有部宗 諸 論藏金 七十 論の 硏究 等に 就き 絕へず 有益な 論文 
を學 界に 出し、 _ 佛敎 研究に 於て 今や 一方の 議 として 世界 學— されつ"—、 吾國の 震すべき こと 


邦人の日本佛敎の紹介は藤島了隱師が明治ニ十ニ年パリで出した1^ « § 〇. ニ 5: 836  1ロづ§已30『日本佛敎』が 
今でも 歐 人の アゥ ソリ ティになる。 同師は 此 他に 二三の 重要な 論文を 發 表した。 南條文 雄師の 英文 十二 宗綱 要は 
日本で發刊の其刊本甚だ貧弱ではあるが、內容は藤島師のと相對して歐人 ^ 敎硏究家に多大の便益を與へる。黑 
田 眞洞師 の 『大 乘怫敎 大意』 91 tUnes  of g aluly 5 -lm は 市 俄 古宗敎 大會の 際に 施 本 用に 描ら へた もので、 片 々た 
る小册 子ながら、 歐洲學 者は 非常に 之を 重要視し、 英文の 翻刻 も あり 獨 逸文の 譯本も ある。 新 井 日薩師 遺著 『日 
蓮宗 大意』 及 『 W- 洞宗修 證義』 の 英譯も 之に 次ぎて 序に 一瞥し、 鈴 木大拙 居士 や 忽滑谷 快天師 の禪 學に關 する 諸 
著作 も玆に 擧げ姊 崎 正 治 氏が 目下 ハ ー パ ードに 於け る 日本怫 敎史 講演 も 最後に 一寸 記して 置かねば なるまい。 

朝鮮に 就きて は 外交 家 や 傳 道家の 書いた 紀行 類は 可成に ある。 グリフ ヰス ( Q riffis) の 『隱 遁國 民、 朝鮮』 
やォッぺルト 0 づ||)の『嚴鎖 の國 土』 などは 誰でも 知つ ての 名著 だが、 ロッス (I) の 『朝  鮮 


ン、レギエゥ 


酱は 明治 ニ 十一 年に 英京で 出版に なって 居る。 政治 外交の 外、 文化 風俗 習慣に っき 重の 材料は 『朝鮮 評論』 の 
中に 大分 收られ て 今に 參考 になる。 語學の 方面には ゲ ー ル (Gale) アン ダーゥ ー ド (1111 & 300 04 )プッチロ 
( hj utzillo) ハルバ ー ト (uulbort) 等の 文典 辭彙 類が あり 今でも 邦人の 御 役に立つ が、 怫國傳 道家が 明治 二十 四 
年 香港で 編纂した 『羅韓 字 養』 Vocabul  ar H- m latillo-sreallum を 見る と、 如何にも 其傳 道に 强 固の 素養が ある 
のが 見へ、 ダレ ー (Dallet) の 『朝鮮 敎 會史』 11 lire  de l H glise  do  Corea  (ニ 卷 、明治 七 年 版) に 於て は、 其 
敎會の 今日 ある、 決して 偶然なら ざるを 知り、 怫敎 家の 奮起を 促したい。 然し 同國 の怫敎 々理敎 會史に 就きて は 


歐 米の 佛敎 


ニ 九 


欧米の 怫敎  ニ 一 ノ 
ヒ等西 人の 研究 中 チャンバ ー レン や レォン" ド、 ロス-一 ー の 日本史 料の 研究、 古事記 や 日本 紀に關 して 周到 詳 
密の 批評 的 硏究や アストン、 フロ ムンッの 文藝 につきての 討究に 力めて 邦人に も 一寸 眞 似の 出来ない 立派な 日 
本文 學史 (アストンのは 英文、 フロ ォレン ッは獨 文で 出した〕 を 完成した ことな どは 吾國 人に 犬に 奮起を 促した 
いもの だ。 而 して 此 等歷史 文藝 Q 硏究 には 勢 怫敎を 度外視す る. ことは 出来ず、 觀光採 風の 旅行記 中に も佛 敎に關 
し 謹す る 所 もないで はない が ロス ニ 丄ド§ ニ— 与) や グリフ イス (9'i〕 リ1 ド (HI) 諸家の 日本 
囊史は 霞に f 詳細に 議 した 就中 0ス -一 It 1 ドは 雷の 新 佛敎、 眞宗其 他に 付きて 大に簾 した。 文 
藝の 方面 t 內面的 S 民 精神を 了解し、 佛敎を 紹介した のは 夫の ラフ ヵデ才 ハム 卽瘤 寺に 怫敎 式に 葬式を し 
た 小 泉 八 震。 藝 術では 故の 敬 德阿闇 梨 Q 拳と なつた、 日本 美術の 恩 合 H ノロ サ氏 力ぎ る佛敎 を硏究 し户 
最近 基督 敎裹師 中に も 日本 佛敎 Q 研究家 頗る 多く f ハイデルベルグの 敎授 たる V ゼ (wi) 氏 や、 去歲登 
天した ロイド 氏 Q 如きは 其 巨擘と 稱 してょ い。 ハ 1 ゼ 氏は獨 文の 日本 佛敎史 が ある 簡單に 要を 撮む だ 者 だ ロイ 
ド 氏には 種々 の 著作 も あるが 晚年 親鸞 上人に 關 する 研究を 初めて、 正 信 偈の譯 書な ども ある。 コ ー ッ氏も 今 現に 
怫敎を 硏め特 H 法然 上人を 中心 t て硏究 Q 點を 進めつ、—。 然し 歐 人の 日本 佛敎の 研究は 今の ザ 梵語 や ハ 
1 リに 比して は 勿論 支那 佛敎に 比しても 未だ 皮相た るを 免れぬ。 これは 梵語 や 支那 怫典 さへ 硏究 すれは 日本 怫敎 
は梵漢 傳來の もの だから 大した 價値も あるまい と 高を 括る にも 歸 しょぅが、 兎に角 淨土 諸敎や 日蓮 宗 等の』 色た 
る 怫敎に 就きて は 今一 層 研究の 熱が 增 さねば なるまい。 


露の 字 f 編纂した のは 決して 偶然で ない。 彼 得 攀莫斯 科の 彼等の 所麗督 正敎の 中心に 雲 寺院— ご 現 
に 蒙古 0_嘛 僧を 招致し 佛典 Q 修雷 させて 居る のは 決して 偶然で ない。 其繁は 現今 齧 固の 義& 古に 得 
る ことにな つて 来た Q だ。 議が 蒙古 ■に 全力 嘉 すと 同時に 羅及 其歷譽 S 研究は 遠 ハ 昔から 西 人の 間 
に行は1た。英國の西藏に於ける權威も彼等が多年に亘る不屈眞摯の硏究を見ると其因りて來る所實に淵源ぁる 
ことが 解る。 今の所、 西 人 西 藏硏究 の 文 獻は實 に 一大 書史を 編す るに 足る 盛を なしつ、 ぁる。 

西藏の 佛敎は 其經 典の 量に 於て、 內容に 於て 決して 支那 佛敎 に讓る もので ない。 其 研究の 進歩した る 點翻譯 
の 精確淸 美なる 點 、皆 支那 經 典ょりも 一等地を 拔 く。 吾 國佛敎 の 敎義上 諸 暗點ヵ 西藏譯 1の指示にょりて明答を 
得る のが 澤 山—。 支那 未 ■の 史書 S 解 書 S 重— の、 文法 1 S 奇な ものが 西藏 一切 經中に 多數に 包含 
されて 居る。 然るに 吾國の 怫學 者は 一向 西藏に 重を 置かず、 西 藏語學 者 なぞは 指を 屈する に 過ぎぬ。 之に 反して 
西洋では 可成に 古くから 西藏怫 敎の 硏究が 行 はれ、 不完全ながら も 一切 經の 解題 杯 も 存在し、 西藏語 聖典の 校刊 
も屢 出で、 佛に营 獨に蕾 ■到る 璧派な 西 蒙 者が 居る。 而し て_ 敎傳震 の 如— SS して 議 
布 敎の爲 に 努力し 苦 辛 十 年 二十 年傳道 Q 餘暇に 著は した 西藏 文法 や 西蕩讓 も 出来て 居る。 怫敎 家は 世界の 如き 
西 藏硏究 Q 霧に 對し尙 變藍^衛の京蹵が何の經文に—かすら知らずに遊むで居られるヵとぅヵ。 

邦人 特に 怫敎 家は 學 術硏究 Q 上に も、 實際 活動 Q 上に も 受動的に も 活動的に も、 此の 如くして、 如何しても 西 
藏硏究 を 切實に要求さ れる 時代 i つた。 義義錄 の 三 S は 1 此要 求の 幾分を 充す爲 で、 固ょり 徒らに 西 人 
歐 米の ^ 敎 一二 一 


歐 米の 佛敎  一三 〇 
まだ 西 人の 研究が 至らぬ 樣だ 。今や 吾國の 治下に ありて 各宗が 競 ふて 開敎 に從 事し っ、 ある 此鷄 林の 完全なる 拂 
敎史は 、是非とも 邦人が 纏めて 之を 世界に 報告したい もの だ。 高麗 藏勅鐫 の 如き 立派な 聖典 出版の 事業は、 一寸 
文明 諸國 にも 例の ない 宗敎 史上の 偉蹟では ないか。 長 白山の 神聖 雄偉は ヵー ベン ディシュの 健筆で 西洋に 喧傳し 
たが、 海 印 寺の 經藏 の祕密 はま だ歐 人に も あまり 知られて 居らぬ。 

第 四 章 西 藏佛敎 の 研究 謹 古 及滿 洲佛敎 

一 西葳 硏究の 切要 西藏 とい ふと 大正の 今日で も、 多少 敎育 ある もの すら 全然 吾々 と沒 交渉な 一種の 魔術 國 
で、 其經 典と か 宗教と かいふ ものは 唯 奇怪 不思議の 骨董品の 如く 考へ るが、 先 普通の 樣だ 。だから 西 藏怫敎 研究 
など \ 切 出す と道樂 も道樂 、餘程 飛 離れた 道樂 として 嘲笑され る 位の もの だら う。 政治家 連中で 西藏に 於け る英 
露權 力の 消長が どうの かう のと 大分 通を 利かす 側で も、 拔 改めて 其 宗敎や 歷史 はと 來 ると、 一向 見當が 付かぬ と 
云 ふ 有様 だ。 然し 西 藏硏究 はそんな に對 岸の 火災 視 して 置いて ょい もの だら うか。 單に實 利 I 點 張と 云 ふ 見地 か 
ら 論じても、 蒙古 や 滿洲に 邦人の 根基を 固める には 如何しても 喇嘛 僧を 使 ふの が 怜俐の 道 だ。 蒙古の 民情 風俗に 
深い 研究を して、 其 機微を 察する には 如何しても、 其 宗敎と 歷史に 充分の 知識がなくて はならぬ。 然るに 蒙古 滿 
洲の 文化は 西藏 宗敎卽 喇嘛教を 除いては 了解す る ことが 出来ぬ。 滿蒙 人に 於け る西藏 文明は 歐人が 羅甸 文明に 負 
ふて るょり もっと 深い 關係に 立っ。 遠大の 露國が 明治の 前に 早く も 『蒙古 源流』 を獨譯 したり。 蒙獨 文法 や蒙獨 


熱心な 護法の 證— り、 遂に 其 大臣 iM_iKThl-sambhota)  S 印度 留學 となり、 西藏 文字の 新 製と な 
り、 大霞典 S 譯 となり、 主 都 5 大寺院の 建立と なり、 怫敎の 興隆と 共に、 西 藏特異 の 文明た 雪山の 眞 中に 
S の 花を 開いた。 第一 一 不量ぢ ま-, (P そ——— (源流、 持蘇隴 德燦) は英 §方| ひ警凹 
"I 遙で雲 籠 人した。 堂は 印度 Q 諸 高僧を 請聘 して 盛に 麗傳敎 の 業 I し、 佛敎 中興の 王と して 崇 
めら ^ た。此應招の高僧中、蓮華生上師(^^3ロ3?11111>11§ 5 は秘密怫敎の碩德にして印度密法を西藏に傳へ且 
つ同國 古代の 宗敎 ボン— 神明 鬼神を 降伏して 怫敎外 護の 善 神と した。 上 師が西藏 に 於け る 裏と 其—— 巧 
は 弘法 大師と 1 を 一にす る觀が ぁる。 上師 と共に 来た 那爛 陀大學 出の 俊才 薄 例せば 善 護 尊者 (皆— f ば) 
等は 上師 と共に 怫 xf 弘め 僧團を 組織し 喇 上人の 義) の 名が 初めて 出来た 三十 八 代 俠巴膽 安 rl 彦 
王は 印度 1?3 に疆蠢 1」_ の 麗は大 1 王— に S た— は 不—も _ に 遇 ひ、 
王弟變 M" k (Landharma) が卽 位する に 及び、 寺 觀經典 II 徒龜ひ 一時 怫敎 地— つたが、 惡 王の 治世 
ニ 年に して 一 僧に f れ 、義 iif 共に i 麗 §宿^底辦(>蕾〕六志蠢1て西藏に入り秘 
敎の爲 に 弊害 S して 大 S 廢し たる 僧風条 新して、 所謂 S 敎の肇 I した。 元が 興る に 及び 太祖、 世祖 
ともに 大に 喇嘛 敎 Q 用 ゆるに 足る を 知り 高僧を 優遇して 帝師 とし 同 敎を公 然國敎 の 地位に 置き 之を 以て. 古紀治 
の 實を收 めた。® 嘛の_ は 元 代が 養 點 でぁる。 隨て 諸種の 弊害が 起つ たの も實に 此時だ 。明に 人り て 元の 陳 
獲 優遇 Q 政策 & けたが、 K 嘛 僧の 腐敗 橫 暴は義 しかつた、 此 時萬曆 年間に 同 敎のル 1 テルと 呼は る X 大師 
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の 硏究を 臚 列して、 他家の 財 寶を數 へる 愚を 學 ぶので はない。 要は 之を 努力 前進の 興奮 劑 として、 日本に も 一の 

チョ-マ 出で、 一の シ ユラ ギン トヴ ィト 現 はれ、 ロックヒル や フエ 1 ャやフ 1 コーシ ユミ、 ソド •フ 1 ト •ゥエ 

ンッ H ル •チャンドラ ダース 等が 雲 興 潮 湧、 世界の 舞臺に 活躍して 欲しい からだ 。嗚呼 能 海寬 君は 旣に此 目的の 
爲に往 いて 歸らぬ 西藏學 Q 犧牲 となつ た。 變寺本 河口の 諸師 で、 吾國 の 斯學を 代表す る現狀 ではなん とも 淋し 
いでは ないか。 

ニ 酉 蔵 佛敎と 其 聖典 研究の 一般を 說述 する 前に、 西 藏怫敎 の槪觀 と其經 典は 如何なる もの かを 見て 置く 必 
要が ある。 西藏怫 敎史は 後に 出す 西 人の 硏究 には 隨 分と 詳細な の も あるが、 漢書に も 其 一般を 知るべき 書に 乏し 
くない。 極 略の 所は 藏 中に 存 する 『彰 所彰知 論』 Q 中に 述べられ、 『蒙古 源流』 は 大分 小說 的の 色彩が 加は りて 詳 
密に 、『西 藏 記』 『聖武 記』 『衞藏 圖識』 等、 多少の 記事が ある。 此等藏 人 所傳に 依る と、 怫敎の 渡來は 六 朝 時 戈 
に 溯り 西 藏第廿 五の 王 給 陀朶嘌 思顏賛 Lha  Tho-thori-syan-tsg  (西 曆四六 三 生) の 時に して あるが、 實 際歷史 
上では ^ 三十 主雙思 甘 普 (或は 莽潛甘 布、 『蒙古 源流』 の 特勒德 蘇隆賛 gpoilg-bstan-sgampo) が 佛敎の 開祖で あ 
る。 此王は 西藏 古今を 通じての 最大 英主で、 同時の 名君 唐太宗 すら も 其 威武に 對 して 如何と もす る 能は ず 媾和を 
締結し、 宗 室の 女を 公 主として 雙賛 王に 配した。 之が 彼の 文 成 公 主で ある。 雙賛は 一方 尼波羅 にも 其 威風を 示 
し、 同 國光青 王 (西域 記に 出る) の 女、 ブルク チ 1 (Bhyuti) を 納れて 第二の 妃 とした。 かくて 梵漢麗 の 輝 
娟を兩 手 の装議 に 厭 5 た 西璧は 決して 單に五 欲に Q み 耽る 暗窗 陷ら ず、 賢く も 其 兩 夫人から 佛敎を 聞き、 


ふ。 嘗て 帝— て 日く 陛下の 警見 世— 有する じ 過ぎす、 人生 能く 幾時ぞ 、當 じ此 秘密 大囊 S か受 くへ しと 是レ 
於 て廣 く 女子— めて 震す。 帝の 露 1 し 合て 相狎 る。— t f 所— し 3 卽兀該 とい ふ、 漢 i 
々無碍といふが.ことし、群僧禁中 |1 入り酿穢外 |- 聞ゅ。 

祟— 8 革— 此の 如くして 震 止 1 ので—。 然し— 革新し— 行 派、— 議 I いて 勢 
力— 德 行— 露 宗 Q— は 菅$ 其の_1 慘、 ての 外な—? 111 。第二の 阿 底 
沙 、第二の 崇疼 巴は 今や ^ 嘛敎の 爲に 切要に なつて 居る 

敎義丨 麗佛敎 S 蕾 S— り— り、 秘— り、 1 も—、 I の 上 t 見れば 大體 
t ては _1Q 所 f 曩せ ぬが、 然し 成立した る® 震には 少 くともー 二つの 篇が S て 目— く。 第一 
は秘密敎の特異發達でー方明千諸天.鬼神(特に 1: ロ把)等の忿怒尊の崇拜が盛なると共に、他面に於ては理 
智不 1 一如 •陰陽 一道の 表 震拜 I 印度の i が i の 影響 も 加は りて ー が 極端に 靈し 夫の 那 I 哩和 
合の 樂裏 する 男女 抱合卽 所謂 陰陽 佛が_| 續 にも 鼻# く——— 山 ぁる こ—。 前 S 勿論 西藏 
固有の ボン 敎 Q1 降伏 其 善 I 受と XI 示し、 後者の 肉感的 神— 義 は——— でまた最 も 

忌むべき _ 。第二には 馨壽— 淀した 董 化身 說で麗 開 敎の奎 震 翼 養の 黑 if 臣—美 

三 菩提から して 名 王 置 高僧 苟 くも 宗敎 文化に 功績— ものは 皆怫 菩薩の 化身で—。 就中、 雙賛思 王は 十一 面 
觀 音の 化身 il 特に 西醫 1 護し 玉 ふ 本尊、 されば 代々 の_ 望は 何れも 大慈大 —轉生 化身で 觀 音が 


歐 米の 佛敎  一三 四 
崇喀巴 (Tsonkapa) 出現し、 阿 底沙の 敎義に 基き て、 大に 之に 改善を 施し 當 時の 頹廢 腐敗した る 僧 風を 一洗して 
一派を 開いた。 其 甥の 法 位を 繼 ける ものが 卽 初代の 噠獺 喇嘛で 此派は 次第に 西藏及 蒙古に 勢力を 抉植し 第五 代の 
法主 那顏 盧瓚 (Nagwan-l ?' zal〕g) に 至りて 政 敎兩權 を 統一して 法王 兼國 王と なった。 其後淸 朝と なり 康熙の 征服 
に 遇った が 實權は 依然 法王に 委し 駐藏 大臣を 置いて 淸國の 領域た るを 示す のみで、 民國 革命 已後も 其 儘に なって 
居る が、 然し 英國 の西藏 協約 も 近く 出來 たこと だから 同國の 運命は 向後 どぅなる か 分らぬ。 

已 上は 極 略の 敎史 大要 だが、 其敎 派を 云 ふと 今 十八 派 あるが ヮッデルは 三種に 分ける。 第一が 舊派卽 普通 紅帽 
派と い 2ので蓮|卑生上^^已來の秘密敎が主で且西藏舊來のポン敎が大分混じて居る之に七派ある。第ニは準革新 
派 之に 本末 十 派 ある 此中に はサス キス 派 や ジョナ ン派 の樣な 元朝に 大勢 力を 占め 今一 部の 權 威を 持っ 宗派 も あ 
る 。第三は 崇喀 巴の 革新派 一名 黃_ 派と 呼ぶ もので 或は 德伊齔 とも 稱 する。 現 時 喇嘛 敎の 正宗と して 最强大 に且 
最 勢力 ある もの だ。 此等 諸派の 異同は 詳論の 暇 もない が、 要する 所は 舊 派は 秘密 怫敎を 主と し、 新派は 之に 戒律 
を加へて其迷信の甚しきに陷ったのを矯正したまでだ。第ーの代表的祖師は著華生上師第ニはが配把 1? 合-第三 

は 阿底沙 及崇喀 巴で ある。 西藏 秘密 怫敎が 極端に 走りた 例は 非常に 醜穢の もので 一寸 手近の 『元 明 史略』 を 見て 

も 

(元文宗十三年〕十ニ月平章政事呤麻婊婿秃魯帖木兒等と陰か |: 配蕃の僧か帝 11 進め、房中運氣の術か行ふ、演蝶兒の法 
C 大喜樂 の 法) と號す 。 伽加璘 か 國師 とし、 西蕃の 僧‘ 司 徒と し、 各 良家の 女 三 四 か 取りて 之！ 2 奉じ、 之 か 供養と い 
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藏 では 佛敎 Q 羅が產 S 始で 文字 も 文法 も實 に佛 敎の爲 に出來 、佛敎 々典が 唯一無二の 文學 で—。 隨て其 
梵語— 高に——® する ことの 出— の— だ。 されば 1 ■には 今 S 議 1 1 料で— 梵語 

原文の 錯誤、 支那 譯の 不明 何れも 西 藏譯で 優に 解決す る ことが 出来る。 

西薩 典は ニ 大部に 分れた ■たる 一大 響で 漢譯 一切 經に對 し議卽 西藏 一切経と 稱 する。 ニ大音 は 甘 知 

Kanjur 及丹殊 Tanjur で、 前者は 經律 第二は 論釋雜 著を 含む。 今 便宜上 左に 一 表を 設ける。 

一 「甘殊正1七大部分に分れ、ー百凾になって居る。其大要は左の通り 
1 律 部 —a  31〕 十三 凾 、各 凾多— 一 百餘少 t 十數卷 S 含し 全體六 百餘卷 、本邦 所傳律 部の—— 謹 

し尙他 !1 重要なる律疏かも收める。 

2 般_  slin  (一高— al) 二十 ー函。 警 考し 別れる。 1 大 般若の 全 S 入れ、 裏 譯未存の 各種 小 部 

3 画 1 一 家—  (Aim—〕 六函 。ニ 千 二百 葉の 大部。 四十 i に 分れる。 1 の 華— 三十 九 f 品 弓」 開 
合の 異がぁ るが 內容 U 一致す る。 ざつと 左表の 通り 


歐米の憐敎  一三 六 
物心 兩界の 統治者と いふ ことになる。 法王 神權 論、 其 神聖 無 過說の 基礎は 此の 如くして 羅馬敎 ょりも 遙に强 固 だ。 
此 信仰は 蓋 西 藏佛敎 の 特色で、 日本で も上宮 太子を 初め 奉り 各宗 祖師の 化身 論が あり、 親鸞 上人と 玉日姬 の小說 
は 一寸 雙賛思 王と 其の 兩妃の 化身 論に 類似して るが、 西藏 程現實 的確で ない。 此の 信仰から 西 藏の强 犬な 僧 3 政 
治 も 起り 現に 多大の 勢力 も存 する の だ。 第三は これ も觀 音を 本尊と した 易行稱 念の 實 行で m 私 如 齡淑牛 0日. 
msi.pad.me.hunL の 六 字神咒 を現當 二世の 爲めに 連り に稱 念す る。 甚 しきは 風車 や 獨樂の 樣な  一！ の廻轉 機を 
作り 神咒數 萬を 印刷した 紙を 中に 納め、 一度 轉廻 すると 何萬遍 だな ど 云 ふ 極端な ことまで して 居る。 今の g 嘛敎 
僧俗の 實際 信仰は 此六 字咒で 之を 說いた 正 依の 聖典は 大 乘莊嚴 寶王經 Kara a avyaha 漢譯は 一向 人の 知らぬ 經 
典 だが 西藏 では 最尊 無比の 神聖な 經典 だ。 此他 喇嘛 敎の 頗る 儀式 的な ことな ども 特點の 一つになる が 槪咨 lit 立に 
する。 

喇嘛教の 聖典 卽西 藏經 文は 今では 佛敎 研究 上其價 値が 時に 支那 經典已 上に 出づ ると さへ 學界 では 評判して 吾 
る。 分量 も 支那 經典に 比し 多く 性質から 見ても 支那 譯藏經 の 有せざる 幾多の 資料を 包含す る。 

西藏經 典の 特點 として 尤も 優秀な 所は 其 ■譯が 忠實 適確で あると いふ こと だ。 蓋し 支那には 佛敎渡 來已前 立派 
な 文明が 存在し 諸子 百 家の 典籍 も 乏しから ず、 支那 文 學は嚴 然として 旣に 世界的の 資格を 具備して 居た。 故に 佛 
經 の飜譯 は 其 巧妙-^ る も Q 程、 勢、 俗文 學 Q 掣肘 拘束 裏け どぅしても 潤飾 刪定の 必要が あつて 其 結果は 義懸思 
譯に陷 る。 玄绅 は此弊 を 橋 めんが 爲に隨 分 苦心した が、 矢 張 漢文と しては 忠實の 直譯を 得る のは 實に 困難 だ。 西 


帝大 のは 正 藏丈だ 。曹 洞宗で も 近頃 ー藏を 有する に 至つ たが、 完本 か 否かは まだ 報吿が ない。 

已上で 西 藏怫敎 及 其 文學の 一般は 略 見當が 付いたら うから、 これから 右に 關 する 西 人 研究の 槪 要を 略述す る。 

三 西 人の 西 藏硏究 槪念西 人の 西 藏硏究 は 便宜上 先づ四 部に 分けて 見たら ょから うか。 勿論 或る 研究家では 
何れに も關 係の ある もの も ある、 亦 實際上 劃然と 分けて 見られぬ の も 多い が、 兎に角、 第一は 探 檢の記 行 類、 第 
ニは 古代 地理 歷史の 資料 硏究 、第三は 言語の 硏究書 類、 第 四は 宗教に 關 する 記述 評論で、 實 例に 照らす と 第一は 
ジェスィット 傳道 師ゥ ック (KUC) の 『韃靼 、支那 西藏 紀行』 第二は パ ッシ H ル (Bushel) が 『西藏 に 於け る 唐 
碑 攻證』 第三は チャンドラ ダ ースの 『藏英 大字 典』 最後は キヨッ ペンの 傑作 『怫敎 論』 の 如き もの だ。 第一の 中 
にも無論宗敎のことを記述し、第四にも地理歷史人情風俗の記載が多少は交り、亙に雜錯はするが內容の重なる 
方に 從ひ て先づ 已上の 如くに 分けて 叙述し ょう。 • 

第一の 探檢の 紀行 類は 基督 宣教師の 熱誠な 傳 道を 先陣と して 英露怫 の 軍人 外交 家 及探檢 者が 續 々として この 世 
界の大 秘密 國に 入り 親く 目 擊實視 した 探檢 記録で、 地理 的の 記述が 其 中心と なる。 最も 早い のは 西 曆千六 百年 代 
に 溯り、 二十世紀に 來り益 重要な 著書が 現 はれた。 第二には 今の所 殆ど 指を 屈する 程し か 研究は ない が 然し 此少 
數 の硏究 中に 頗る 苦心の 傑作 も あり 珍 貴の 資料 も ある。 第三の 言語 硏究は 東洋 學界 の最 熱烈 忠實な 殉職者 チョ ー 
マが 一た び 前世紀の 初に 基礎を 開いて 已來 今や 着々 進步發 達し 良好 精 美な 辭書も 出来、 各國に 西藏學 者が 輩出す 
ると 共に 第 四の 硏 究は蜃 々根本的と なり 且つ 梵語 聖典との 比較 研究の 如きは 現在に 於て 苟く も怫敎 聖典の 講究に 
歐 米の 佛敎  一三* Tn 


歐 米の 愧敎  一三 八 
4 寶 _ 部 Konltsega  f al s, 一 〇 六 凾 。漢譯 二百 卷の大 寶積經 と 其 品目 U 多少 前後す る も 全部 一致す 。第一 豳 (第一 
會至 第五 會〕 。第二 凾 (第 六 會至第 十會〕 第三 凾 C 第 十一 會、 卽 菩薩 藏會〕 第四凾 (第 十二 會至第 十五 會〕 。第五 凾 (第 
十六 會至 第三 十一 會) 。第 六} 幽 (第三 十二 會至 四十 四會 )。 

5 經集 M p- o> 9- cl tra〕 三十 凾ゎ り。 二百 七十 餘 部の 經典か 收 む。 賢劫經 1- 始泛リ 。パ ーリょ リ飜譯 ゼ る小乘 諸經‘ 以 
て 終る。 

6 大般逼 槃部 Myang-hdas  (Mahsparinirv 5 na) ニ凾 。漢譯 II 比して 後 分が 特 1- 詳密の 様 /： 。 

7 秘密部^^0'§1:3)ニ十ニ凾-ニ百八十九部の秘密聖典此中 |1 收めらる。 

ニ 丹殊は 三部に 分る。 一、 讃歌 ー凾 。こ、 秘密 儀軏 八十 七凾 。一一 一、 論 釋類百 三十 六凾 だ。 
8、讀歌篥33品0〔1ふ80 ^ (8|:0{:3)五十八部の諸怫菩薩祖師の禮讃か集めたものだ。 

ニ、秘密儀軌集主として後代密部の諸經及儀軌類か收め、其數ニ千六百 |- 上る。 

三、 論 釋集 この集が、西藏經典中硏究上尤も貴重な部分で、諸大乘經の疏釋の中 1- は支那未渡の珍書*レ富み、因明諸書 
は勿論、作詩法、修辭學、文法、辭橐、-書信集の如きものも存じ、音樂、算數、醫學天文の諸書 |- も乏しからす、佛 
像造立の法などさへある。眞 |- 天下のー大寶庫である。 

此 西藏々 經は 明淸の 時代に 支那 や 西藏で 出版と なり、 現に 三 四の 板 本が ある。 英佛 露の 諸 大圖書 館は 早くから 
此蕃藏 版本を 手に入れ 獨逸で は 北淸 事件の 當時 に數 部を 得、 中には 全部の 立派な 寫本 さへ ある。 我國 にも 帝室、 
東 京大 學及東 本願 寺の 大學に 現在す る。 帝室の 分は 申 上げず、 谷 大の藏 本は 完本で、 且 他に隱 々の寫 本 さへ ある 0 


纒 めて 千 六 百 六十 七 年に 其畫 入の 大著 『支那』 の 中で 報吿 した。 ジェスイット 敎の傳 道家に 次ぎて 熱烈な 意氣 を 
以て 西藏に 布敎を 試みた のは 實に カブ チン 派の 僧徒であった。 四 名の 獻身 的の 同派 傳道 者は 千 七 百 八 年に 尼 波 羅 
を根據 として 西藏に 入り 犬に 布敎に 力めた が、 此中に 二十 年間 苦 辛を 西藏の 天地に 甞 め、 傳道 費の 缺乏 したと き異 
敎 徒の 補助を 仰ぐ を 斥けて、 西藏 官憲の 保護を 辭 した デラ、 ペンナ (】¥1 ^ ^ 1巴の意氣と精神は大に佛敎靑年 
の龜鑑 とすべき 所で あらぅ。 ペンナの 遺著は 印度 怫敎 聖典 及 人類 學協 會の會 報に 出た ( > ^ 0】 c4- > 000slt  of  the 
great  Kingdom  of  Tibet  in 1 72 9 A.  I).  J.  B.  T.  A.  S.  V.)。 ペンナの 傳道 と共に ジェスイット 派から も有爲 
の材幹 俊才を 選抜して、 西藏に 向は せた。 其 代表者は 實にデ シデ リ (Ippolito a esideri) で ペンナと 同時に 西藏 

首府に 駐在した が、 兩 派の 間に 多少 面白から ぬ軌櫟 も あった。 此人は 伊語で 『西 藏』 1 1 Tibet を 書いた。 此の 如 
くして 西藏に 於け る 羅馬敎 の 開敎は カブ チン、 ジ H ス イット ニ 派の 衝突の 爲に 遂に 裁斷を 法王 廳に 仰ぎ、 其 結果 
カブ チン 派が 新に 開敎を 引き受け デラ、 ペンナは ベリ ガッチ (cassinoBeligatti) 等の 俊材を 引率して 尼 波 羅を 
經て 再び 西藏に 入った。 かくてべ リガッチは 頗る 趣味 ある 記録を 殘 したが、 稍 成 効に 近いた 傳道も 遂に 西藏 僧徒 
の 反抗に 逢 ひ 折角 苦心して 築き 上た 敎會は 全然 破壤 され、 信徒は 死を 以て 改宗を 逼られ 、傳敎 者は 纔に 身を 以て 
免る \悲慘 の， 狀に なった。 デラ、 ペンナは 此苦辛 屈辱 中 最後まで 其 職務を 盡 して 尼 波羅に 退きて 身を 終った。 此 
後西 藏に 入り 拉薩で 敎 長の 厚遇を 受けた のは 蘭人 フアン、 ド、 プッテ (Samuel  von  de  putte) で、 此 人の 一生 
は 頗る 傳奇 的の 色彩に 富む。 和 蘭 一 艦長の 子と して 單身 西藏に 入り" 大に大 喇嘛の 知遇を 得て、 西藏 使節と して 
歐 米の 怫敎  一四 一 


歐 米の 佛敎'  1 四〇 
指を 染 むる ものが 必らず 盡 さねば ならぬ 必須 條 件の 一つに なつて 来た。 而 して 此第 四の 研究の 項 下には (一) 敎 
史及敎 理に關 する 一般的の 著書、 (ニ〕 聖典の 解題、 (三) 聖典の 飜譯及 校訂 出版に っき 略 代表的の 傑作を 網羅し 
て昆 よう。 

四 西葳 探檢 紀行 西藏に 入った 最初の 歐人は 恐らく 東洋に 於け る大傳 道家で 且大 旅行家の ォ ド リック (Friar 
odoric) であらう。 此 人は 西暦 千 三百 二十 八 年に 支那から 西藏に 入り 首都 拉薩に 到着した 記録を 殘 した。 西藏 _ 
嘛敎 長の ことを、 『偶像 敎の 法王』 と 呼む で 居る。 支那 書史の 記載を 別と したら 之が 外人の 西 藏に關 する 最初の 記 
事で あらう。 マルコ、 ボ ー ロの 書中に も 西 藏に關 する 記載が 少 々あるが 同人は 足 西藏の 地を 踏まぬ の だから ォド 
リック 程の 權威が ない。 此大傳 道家の 後 二百 餘 年を 歷てモ ー ゴル 帝 國の驍 將囘敎 の 猛烈な 征服者で 同時に 立派な 
歷 史家の 譽を 止めた ミルザ、 ハィダル (Mirza  Haidar) の 史書 (Tarikhi-KRashidi-) が 千 五 百 四十 六 年 (天文 十 
五) に 著は された。 此書は 此驍將 の 征戰錄 で 千 五 百 二十 七 年劍を 取りて 起ちて 已來 連り に 諸 地に 半月 旗の 威風を 
颺げ小 西藏卽 ラダ ックを 屠りて 其 僧徒を 鏖にし カシュ ミ ー ルを 略し 遂に 西藏 本部に 侵入し 首都 ラッサから 八驛の 
手前で 引 還した。 地理 其他當 時の 記事と しては 實に 重要 だ。 此後千 六 百年 代に 入りジ H ス ィット 敎の傳 道 者 ァン 
トニ オ 、デ、 アンドラ ダ (Antoniode  Andrada)  fNOV,〕 Descubrhixento  de crQ rao  catayo  ou  dc>s  Kegno  de 
Hibet 1 626 ) や、 引續 いて ヨハンネス、 グリュ ー ベル (Johannes  Grab 31 〇 アルベルト、 ド、 ドル ギル (Albert 
de  Dorvill) 等が 入藏 した。 後 二者は 頗 的確の 記錄を 殘し 、之を 同 敎の學 僧 サルへ ル (Athaiius  Kirchel.) が 


此 後西 藏探險 で 學 者の 認めて 居る のはジ H ス ィット 派の 宣敎 師ゥ ック (ー【§) とガべ ー ( c p r *) の大 旅行で 
ある。 此兩 僧は 其 探檢の 期間は 支那、 韃靼 、及 西藏を 通じて 纔に 一千 八 百 四十 四 年から 六 年まで 足 かけ 三年の 短 
日月では あった が 高僧 ゥック が 頭腦の 非凡と 觀 察の 周到 明確なる は卓然 群を 拔く  "探檢 記は 千 八 百 五十 年 パリで 

出た が (爹  eyeriirs  d)un  voyage  dau  la  Tprtari ® 一0  Thibet  ct  la o hi.110  P§(1 目 t les  au§ 

間もなく ハズリット (一 1 gutc の 英譯が 現 はれた。 兩僧 探檢の 後、 米 人の ロックヒル (ミ • Kockhm) と 露 
國の プルチ エヮ ル スキ ー 將軍 (GelK  N. g . Iwrchcvalski) との 二人が 東西 兩大關 の 格で、 今に 名 聲を馳 せつ X あ 
る。 前者は 博 學多識 支 語 學西藏 語の 素養 深く 學者 としては 探檢 家中の 第一流に 位する。 支那に 滞在して 西藏に 旅 
行す るニ囘 『g 嘛の國 土』 The  Land  of  La— や 『一千 八 百 九十 一年と 同一 一年に 於け る 蒙古. 及 西藏の 旅行 日 
錄 | Di  写 y a *9  J〇  き】 c ^ througll s ODgolia  mid  Tibet  in  1 00 91 . RP 1S92  等の 傑作 

方面に も 響に 偉大な 貢 獻 をした。 それは 次 項に 述べる。 ブル チ エヮ 《スキ 1 將 軍は 中央 蓝 細® 及 西 藏の探 松 四 
囘に 及び、 地理 學 的の 功績は 實に 不朽の ものが ある。 南山 山脈と アル チン タッ グの 連絡 あるを 實 地に 證 明した の 
も 其 一っで ある。 旅行記 探 檢錄其 他報吿 類は 可成に あるが 獨文の 『西藏 旅行』 ^ o s' s s- Tibet 1 884 .が 普通 廣 
く讀 まれる。 將 軍は 大佐 時代の 千 八 百 八十 一年から ニ 年に 亘 りて 無事 拉薩 を訪 ふた。 此ニ大 探 霞と 前後して 漸 
次 英國の 西 藏に對 する 政策 猛烈と なり モント ゴ メリ ー 大佐 ( s clltgomery) ヲルヵ ー 將軍 (walker) パ ヮア ー 
(BIO ゥエル ビ ー (welby) デ ー シ ー (riy) 等の 諸 大尉が 何れも 英國 から 派遣され て 中央® 細® 西藏を 
歐 米の ^ 敎 一四 三 


歐 米の 佛敎  一四 一一 
同 國の官 服で 揚々 として 北京 宮廷に 其 使命を 完 ぅし、 歸藏の 後、 崇高の 性行から 神明の 如くに 尊ばれた 人 だ。 ブ 
ツ テの 時代 英國は 恰も 印度に 其 鵬翼を 伸しワ ー レン、 ヘス ティン ダが 辣腕を 揮て 其 部下を 西藏に 派遣した が、 此 
選に 當った 第一 人は 卽 一千 七 百 七十 四 年に 札 什 倫 布に 着した ボ 1. グル ^ であった。 此人は 稀に 見 
る材 幹と 機敏な 觀察 力と を 有し 西藏と 印度との 外交的 關 係を 圓滿 ならしめ 通商 上 頗る 利す る 所が あった。 此人の 
後任と して タ ー ナ ー (SP 3 sel H urner) 一千 八 百 八十 三年 ブ ー タンから 西藏に 入り 多年 同地に 留 りて 大に盡 す 所 
ありし が、 ヘス ティングの 死と 共に 西藏 印度の 外交的 關係は 中斷 し、 折角の 雄圖も 一時 中止され た。 ボ ー グルの 
入 藏探檢 は 後に 記す る マン-一 ンクの 入 藏實歷 と共に マル カムが 後に 纏めて 一書に した ( ^ p& ブ P ョ ョ p p-. ves 
of  the  §ssion  of  p Bogle  to  Tibet,  and  of  the  Journey  of  T'M 聲 ning  to  Lha_  1879.)。 タ ー ナ ー は自 
分で 其 西藏に 於け る大 _嘛 會見實 記を 著した ( > 001 ?; 0 ヤ § |—( 三自 <. 翁 3. ^ 「 ^ ^ 00^^| ^ 8§ ^ 亞細盟討究』 
第一 卷 所載)。 此際 恰も 西藏は 尼 波羅ゴ ルカ 兵士の 爲に 侵入を 受け、 札 什 倫 布は 一時 尼 波羅 人の 手に 落ちた が 間 も 
なく 淸國 兵は 尼 波羅の 占領軍を 驅逐 して、 益 西藏の 主權を 固く し、 同國を 閉鎖し 特に 印度 方面との 關係を 全然 遮 
斷 した。 此 等の 事情の 爲歐 人の 西藏 訪問は 一時 斷へた がー 千 八 百 十一 年に 至り 前に 一寸 名を 出した マン 一一 ング 
(Thomas  Ivtanlg) が醫 家と して 特に 支那 人 治療の 名義で 人藏を 許された。 此人は 文人 チヤ ー レス、 ラムの 親 
友、 廣東で 支那 語を 研究した 溫 厚篤 實の士 、英 人で 西藏の 首都 拉薩に 首尾ょく 入 込む だのは 此が 初めて ^ ある。 
同時に 西藏 北境を 探險 した 印度 政 廳のム ー アクロ フト (客00 容 3 ft) も 一寸 有名で 其 記 行 も ある。 


ルギ ウス (Georgius} の 『西藏 語 養』 Alphabetumtibetanum が 現は れた が、 固より 不完全を 免れぬ。 十九 世紀 
に 入り 千 八 百 二士 ハ 年に 印度で 舊敎僧 ss  Q 出した 藏英字 書が 之に 次ぐ、 然し 學術 的の 價値 はない。 然るに 
玆に西 藏學は 一 獻身 的の 篤學 者が 出た 爲に 科學 的の 基礎が 出來 た。 此人 は卽ち 匈牙利 人の チョ ー マ •ド、 ヶ レシ 
(Alexander  Choma  de  K o: r c: si) である。 チョ ー マは 一千 七 百 九十 八 年 匈國ジ ーへンフルクのー軍人の ^ に生れ 
十八 歲獨 逸に 學びて ギョッ チン ゲン 大學 に學 むだが、 自己の 祖國 匈牙利は 支那 史書の 囘鶄 族な りとの 學說を 聞き、 
其 祖先 根元の 地を 亞細蓝 高地に 探究せ むと する の 疣 心を なし 孜 々東洋 語學を 專攻し 一千 八 百 二十 年の 元旦に アル 
メー ーャ 人に 服 裝を變 じて ブカレストより バグ ダットに 出發 した。 此時此 有爲の 青年には 一人の 援護 者 もな く囊底 
には 金錢甚 乏しく 孤影 蕭然 たる ものであった。 然し 千 辛 萬 苦に 屈せぬ 此靑 年は 米國の 一隊 商に 請 ふて コル シャン 
より ボック カラに 進み ニ 年の 後 漸く カブ ー ルに 到着し 印度の ラ ホ ー ルから カシュ ミ ー ルに 入る を 許され 玆に 前記 
ム ーア クロフトの 同情を 得て ゲ ヲルギ ウスの 『西藏 語彙』 を 借覽し 之に 依りて 西藏 語を 修め 千 八 百 二十 四 年 漸く 
にして ラダ ック Q 一 村落に 達し 此處 で® 嘛 僧に 從 ひて 大に怫 敎文學 を 研究し 次で 同 三十 一年まで 西部を 靈し其 
秋 印度 Q シムラに 出た が、 粗 衣醤 雪く 垂れて 大 古の 人の 如く、 唯書蠢 親む で 居っ た。 其 翌年 甲 谷 他で 東 
洋學諸 名士の 非常な 歡迎と 賞讃を 受け 特に ウィルソン 敎授や プリンセプの 如き 碩學が 中心の 尊敬を 捧げて 此篤學 
の 偉人を 遇した 爲 、チョ ー マ も 其 知遇に 感じ 玆に 止まる 約 十 年 其 間 蘊蓄を 傾けて 著作した のが 有名な 三十 四 年に 
出た 『西 藏 文法』 of  the  Tibetan  L—uage と 其 翌年 公に した 『藏 英字 s d lc_yv ぎ i H C. 


歐 米の 佛敎  一四 四 
探檢し 何れも 貴重の 記錄報 吿を殘 した。 佛の デス ゴォ ダン ( y 0® aq 0 9- 5s) ボン ワロォ (Bonvalot) 等 も 立派な 旅 
行 記を 著し、 露の コズロフ ( w o Nloff) シビ コフ (Tsybikofo 等 も 夫々 名著 あり。 チヤン ドラ ダ ー ス (candl.a 
PS ナィン、 シヌグ 其 他 印度 政 廳の爲 に 働いた 印度人 も 頗る 多くの 貢 獻を西 藏探檢 史上に 捧げた。 就中 チャン 
ドラ ダ ー スは 諸方 面に 亘 りて 著書 報 吿を爲 し、 怫敎學 上に も 功勞少 からざる 碩學だ 。近代に 入り 英國 の從 軍僧サ 
ントバ ー ダ (Sandberg) 亞細蓝 の大 旅行家 スベン、 ヘディン (Sven  II) 等の 有益の 探 檢報吿 も 出て 怫國で 
は ロ！ 不 1 (Laulmy〕 の 『西 藏傳 道史』 Histoire  de la  Mission  du  Tibet 1 90 3 の樣な 特殊の 書まで 出て、 之に 
ワッデル (L.  A.  waddel) や 最近 大に 西藏 事件で 名聲を 擧 げた ヤング ハス バント 氏 (F.  Youllghusband) の 名 
著を 加へ、 其の 他の 雜著 報吿 類を 網羅したら 西藏探 檢錄は 優に 一大 書史を 要求す るに 價 しょぅ。 ザント パ ー ク 
の著『西藏遠征』 « 名 ^ &: 〇11〇£ ^ 1^し905には此等探檢家の功績を集記しワッデルの『喇嘛敎』とホルディ 
ッチ 0101穿11)の '==0_ 秘で密西藏』の卷尾には此等文献の重要なるものは大抵該羅してある。 

西 人は 此の 如くに 宗教 政治の 諸方 面から 非常の 努力で 西藏 秘密の 谿 谷を 開き 着々 其 闇黑な 山河を 學術 的に闡 明 
しっ、 ある。 而も 秘密は まだ-^ 奧が あり、 闇 黑の千 山 萬 水 其 區域尙 甚廣漠 だ。 玆に 於て か 日本に も 一の スベン、 
ヘディンがなくて ならぬ。 求 法と惙 道の 精神で 起つ、 一の 怫敎 的の デラ、 ペンナが 是非 欲しくなる。 

五 西 藏語學 の硏究 前項に 撮 記した 通り 羅馬敎 M. 徒の 西 藏傳道 熱は 可成に 早くから 現は れ て、 力 プチ ン派や 
ィエス ィット 敎會の 活動と なった が、 其爲 存外 早く 基督 敎學 僧の 間に 西藏 語の 研究が 開始され 寶曆士 一年に ゲす 


後師は 稿本を 訂正し 藏英 字典に 改め Tibotpll-Etglish  .Dictioli'y として 千 八 百 八十 一年に 漸く 出版に なつた。 
師は また 簡易な 西藏 文法を 著は し. (八十 三年)、 今に 學 徒に 便益を 與 へる。 此 前後に ラゥフ ヱ ル (tp a *?〕 シ ー 
フネ ル (schiefner) サンド ベルグ (Sandberg) 等の 西 藏語學 に關 する 諸 作 出で、 レノ ー の 企てた 辭 書は デス ゴ 
ォタンがー千八百九十四年に整理を初め五年の後同九十九年に香港で完成し千有餘頁の藏拉怫大字典ご|1-0 
t-h  i })6tu! 一一? lu  tin-f  r 養； 

だ。 此大 辭典に 對 して 遜色な き藏 英字 典は 西 藏學に 於て 學界の 木鐸を 以て 推さる ゝ 印度人 チャンドラ、 ダ ー ス 
0 s§lt  callds  ;0$)の苦心の作で庞然たる大册ー千三百餘頁、他の辭書に比し卓絕した點は實に怫敎哲學の學 
語が 警で其 典據が 的確、 その 梵語との 對 Sf が允當 なる に存 する。 現今の 所では 此靈千 九 百 ニ 年に 出来た 此書 
が、西藏辭書，の上乘で、之を以て同時にチョーマに初まった硏究がー段落を吿げたとも看倣される。然し第ニ段 
の開展 一層 完全な 藏梵 或は 梵漢 藏怫敎 字彙の 編成は 賞に 之から だ ◦而 して これは 誰の 責任 だら う。 いざ 先づ 方向 

を轉 じて 西 藏硏究 の 他の 方面を 見、 怫敎 研究が 何處 まで 行く かを 調べょう。 

六 墨 直 料の 硏究 佛敎 研究に 入る 前に 一寸 西藏の 地理 及び 歷 史に關 する 資料に っ嘉 人の 硏究を ー督す 
る。 何れも 怫 敎硏究 に關 係の ある もの だが 方面が 特別になる から、 初めに 片附 けて 置く 方が 便宜で あらう。 

西 藏史及 地理の 硏究 にっきて 賢く も 支那の 資料に 着眼した 西洋の 學者が 二人 ある。 一は 前に 記した ロックヒル 
で 『衞藏 圖識』 を 本と し、 大淸 一統 志 •西域 同文 誌 •西 招圖略 •聖武 記 * 西藏 考古錄 •西藏 碑文 等を 考證 して 支 
歐 米の 佛敎  一四 七 
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English で 此ニ 書は 實に歐 洲西藏 硏究の 根底で ある。 チョ ー マは 翌年に 『亜細亜 討究』 の 第二 十卷に 四 種の 重要 
な 西 藏佛敎 に 關 する 論文を 發 表し 其 造詣の 深遠なる 頗る 學界を 驚した。 卽ち ー、 蕃藏律 部 解題。 2 、 釋尊傳 記 3、 
蕃藏 甘殊六 大部 解題。 4、 蕃 藏丹殊 撮要で、 第二を 除き 第一、 三、 四を 合せる と卽ち 西藏 一切 經全體 の 解題と な 
る。 其 博 渉の 勞と 精力の 大は眞 に 驚くべき もの だ。 かくて チョ ー マは 一千 八 百 四十 ニ 年に 再び 西藏に 入り 拉薩を 
訪問して 法王に 謁する 目的を 以て 出發 したが 途ダ ー ヂ リンで 熱病を 得て、 四月 六日 鬼籍に 入った。 犬馬 翁が、 此 
人に 『古代 宗敎及 言語の 研究の 爲 英雄的に 熱誠 専攻した』 とい ふ 讃辭を 捧げた のも尤 だ。 傳記は ミトラ や ラル ト 
ンの 著書の 序文に も 見へ、 また、' ツカ (Duca) の別傳 (Life  and  Travels  of  Alex. p d.  w o: r o: s 1 884 ) も ある。 

此 後西 藏 語は 大に發 達して 諸國 に學 者が 出初めた が 最も 早い のは 露國の シュミツト ( ro chmidt) で チョ ーマ文 
法の 出た 後 六 年、 彼 得 堡で獨 逸文の 『西藏 文法』 Grammatik  d.  tibetishen  8 prache  1839 を 著し、 次で また 藏獨 
字書が 千 八 百 四十 一年に 出で、 怫國 では 西藏 怫敎學 に少 からぬ 功勞の ある フ ー コ ー (Foucaux} の 同 五十八 年 著 
西藏文法 〇 ||0ュ〇1こ§的§1;|6之に次ぐ、此前凡六年怫國の加特カ敎傳道家蕃怫字彙編纂の計畫あ 
り レノ ー (Kellau) が 主任で 初めた が 出來ず に 居た 。然るに 獨 逸の モラビア ン 派の 傳 道家 ヤシ ュケ (II.  A.  Jus. 
chke) が 此缺陷 を 補 ひて 頗る 立派の 字典を 編纂した、 此人は 其 同僚 ラィヘルト (T.  Keichelt) 等と 多年 西 藏國境 
にあり て傳 道に 力め 五十六 年に 字典 編纂を 發 起し 先 千 八 百 七十 一年ょり 六 年に 亘り其 稿本 藏獨 字典を 自筆の 石板 
に 刷って 篤學者 のみに 頒 った。 Hand  vv c: rterbuch  d.  tibetis  chen  Sprache がそれ だが 其 苦心 實に 0 3 ふべ しだ。 其 


西 藏佛敎 硏究に 就き、 先づ 一般的の 成 書を 擧げ ると、 探撿記 中に も 多少の 記事が あり ゥック や 其 他の 紀行に 頗 
る參考 となるべき もの も あるが、 纏った 著作と して 矢 張 チョ ー マが 開拓者で、 其西藏 一切 經の 解題 や 傑作 『西 藏 
文法』 に附錄 として ある 西藏 拂敎 年表の 如きは 敎史 敎理の 研究の 根本 資料で ある。 チョ ー マの 後西 藏怫敎 にっき 
好 著を 出した のは 伯林 フリ ー ドリ ヒ中學 の敎官 キヨッ ペン (PF.  Koeppcll) で 一千 八 百 十九 年 『 佛陀 の宗敎 j 
1 }ie  Religion  dcs  Buddhas 上下 ニ 卷を 公表した が、 其の 下卷は 卽 嘲撼の敎政と其敎會を記波評論したもので今 
に價 値の 減ぜぬ 名著で ある。 此書の 後 少し 遲れて 六十 三年に 現は れた 前記 シュラ ギン トヮ ィトの 『西藏 の 宗敎』 
The  Buddhism  in  Tibet は 精確の 資料に 依り 敎史 敎理敎 式の 大要を 叙し 特に 二十 枚の 立派な 西 藏佛畫 が 石版で 
參考に 添へ て ある。 西 藏佛敎 研究には 必須の 書。 怫譯も ある。 ( M b Boudlsme  au  Tibet  Trait  cie  i p ngl— 
par  L.  do  Mill ou6 188:1)0 此 時代に 怫國で はフ ー コ ー やフ H 1ャが盛に西藏硏究を發表し、種々重要の論文飜 
譯を學 壇に 捧げ フ ー コ ー は 後段 記す るが 如く 千 八 百 四十 八 年と いふに 方 廣大莊 嚴經蕃 文の 出版 さへ 完了した。 露 
國では 少し 先き に 有名な 西藏 蒙古の 碩學 シュミット (『：】.. ぞブ 3 idt) (千 七 百 七十 九 年生 千 八 百 四十 七 年 死) が 
獨逸 から 歸 化して 彼 得堡大 學敎官 となり 大に西 藏硏究 の爲に 活動し 前記の 如く 頗る 早く 西藏 文法 や辭 書を 作り 亦 
佛敎學 の 德も置 産 雲 SS 震 1 が f て 其 功馨 しく 蒙古 雷 於ても 優に 開拓者の 言 博すべき 人 
だが これは 後に 說く 。露 國に 於け る獨 逸生の 西藏學 者は 此 人の 外に 尙シ 1 フネ ル (「』0コ _ i ミ i) (千 
八 百 十七 年生、 同 七十 九 年 殁) を擧げ 得る。 此學 者の 西 藏硏究 にっき 吾々 に殘 した 恩惠は 頗る 多い が 就中 西藏大 
欧米の 佛敎  ， 一四 九 
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那の 古地 圖や 地誌に 依りて 西藏 地理を 論じた Tibet.  A Geographical,  Ethnographical,  and  historical Sk 昏 
derived  from  Chinese  sols 1891 J.  R.  A.  s. が 卽ち是 で 實に立 派な 硏究 だ。 之ょり 先き バッシ エル (s.  \Y. 
Bleu) は 西藏 古代を 研究せ むが 爲に 支那 史書に 資料を 仰ぎて 一 論文を 成した、 (The  Earlylry  cf 
Tibet  from  Chinese  sources)。 此 人は 西藏に 於け る 唐肅宗 時代の 支那 碑文の 硏究を 公表して 當時 西藏と 支那と 
の關 係を 歐洲に 紹介した。 西藏の 古書から 史料を 發 表した のは 獨逸バ ヽリャ の H ミ ー ル、 シュラキ ントヴ ィト 
(Hmil  schlagintwe g だ (千 八 百 三十 五 年生)。 此人は 四 人の 兄弟が あるが 何れも 大學 者で、 長兄は 眼科の 大家 
で、 之が 爲 貴族に 列せられ、 第二は 地理 學の 泰斗と 仰がれ 第三のへ ルマンと ヱミ ー ルが 印度 學者 としに 尊ばれ、 
第 四は パ v リア 參謀 本部 內の 大尉と して 軍功 ありまた 西班牙の モロッコ 遠征に も從 軍し 著書 も ある。 五 人 揃 ふて 
此の 如くなる は 實に 珍ら しい こと だ。 H ミ ー ルが 西 藏怫敎 研究に 就き 重大の 位置に 立つ は 後段に 述べる が 西藏諸 
王の 系譜に つき 重要の 飜 譯考證 をした、 それは 西藏の 古書 『王統 明鏡』 の 獨逸譯 で P 西藏諸 王』 Die  K 5 nigevg 
Tib 3 1 1 00 86 と 題し、 鄭 寧な 考證 をな し 原文 も 添へ て ある。 此人は 西歲古 碑文の 解讀 にも 苦心し、 一二の 論文 も 
出た。 然し 此方 面の 卓絕の 技倆は 新進の 西 藏學者 フランケ (0.  Ficke) で、 古 碑文 研究の 外に 西部 西藏史 
History  of  wstern  Tf など も ある、 長篇で はない が 造詣は 確に 深い。 

七 西 藏宗敎 の 硏究西 藏宗敎 といへ ば 喇嘛 敎で あるが 此外に 前に も 申した 通りに 固有の 宗教 ボン 宗 Bon.po 
が ある。 此宗敎 を 研究した 人は あまり 澤山 にもない が此 項の 終りに 一寸 書く。 


れて 見た 方が ょい。 蜀人シ ニ ー レ マン (G.  schulemaml) が 最近の 著 『噠噸 喇嘛 史 J Q schichte  d.  Daiauamas 

1 911 •は 此 項の 最後を 飾るべき 書で 支那 資料に 依った 最近 代の 西藏敎 會史だ 。 

次に 經 典硏究 に遷 る。 旣に 述べた 通、 チョ T マが 初て 西藏 一切 經の 解題を 委で 公表し 之を 亞 '細组 研究に 掲げ 
て大 に學界 Q 雪 響 S したが、 麗學の 震と 共に 校 sf 要する ■漸く 見へ て來 たのと 一足は 蕾 
版の 必要 も ぁったので 終に、 レ才ン フニ 1 ャ S 露 君が パ 1 リ硏究 で 御存知の) が 之を 佛譯 して 大に 校訂を 施 
す ことを 企て、 千 八 百 八十 一年に ギメ 1 博物館 報の 第二 卷 として 此勞ヵ 非常なる 義判 四百 五十 頁の 大目 錄を出 
した。 之が 有名の Ante  du 1—jour 甘 殊解說 で、 丹殊 ( 續藏) に 就きても 勿論 全部の 解剖を 施し 親切に 其 
內 {谷を 指示して—。 之ょり 先、 チョ 1 マの 解題の 出た 後十數 年、 シュ ミットが 千 八 百® 十五 年に 『甘殊 指示』 
1 ndex  des w andjur を 作り 僅少の 部數を 石版 印刷に 付して 頒布した。 丹殊の 解題に っきて は獨 逸の フ ー ト ( a 
th) 千 八 百 九十 五 年 其 部分の 論 釋集だ けを 學士 院會 報に 出した f 肓 > —— 
yo.) 續藏 全體で ない ので 實に 惜しい。 怫國で は コルディ ャ (， 0 0 ^ 0- 0 が 最近 パリ 國民圖 書 館の 西藏 書目 錄 
を 作成し 先づ 第二 卷を 出した が、 卽 之が 丹殊 索引 ロ 瓦 1 I でぁる。 日本で も 今 寺 本婉雅 
師が甘 丹兩殊 錄 作成 中 だと？ とだ％。 必要な Q は 漢藏經 典 Q 對比 で. 二十世紀に 於け る學術 的な 5 議 
同 總錄』 は 是非とも 現は れね ばなら ぬ。 

西藏經 典の 出版者と して 第一の 名 譽を負 ふべき は シュミットで 其 賢愚 經の 原文 及獨譯 ( U PI. U 3 名— 
歐 米の 佛敎  一 五一 
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喇嘛 多羅 那吒 T5sl s. tha の藏文 印度 怫敎史 原文を 出版して 其 獨譯と 合せて 刊行した のは 今に 學 界を裨 益して 居 
る。 然し 此等の 碩學 には 一般的の 纏った 著書は ない。 英國の 使命を 受けて 北京ょり 西藏に 人り 拔群の 學才と 雄 文 
とを 以て 歐 人を 驚かした、 サラ ット 、チヤン トラ ダ ー ス (saratcandraDas〕 は 種々 西藏の 古史 料 就中サ スク 
ャ 。ミラ ラ スバ。 崇喀 巴。 蓮華 生上師 等に 關 する 傅 記を 研究し、 之を 印度怫 敎 聖典 出版 會の會 報に 公表した がー 
般的の 著と しては 『一# の國に 於け る 印度 學 僧』 111 dian  Pandis  in  the  Land  of  Snow  1 00 9 3 で 此の 小 # 子の かこ 
は 古代 西藏に 於け る 印度 高僧の 活動を 叙し 一般 敎史 として 頗る 興味 ありまた 有益 だ、 而 して 最後で 恐く 現在 こ 於 
ける 最 完全と 稱し 得べき 一般的 著書は 軍醫正 ヮッデル (L. 卜 waddel) の 『西 藏佛敎 或 喇嘛 敎』 T 5 Buddhism 
of  Tibet  or  Lalism  1 00 95 で 六 百 頁の 大冊 子歷史 •敎義 •僧侶 •建築 •神話 •儀式 •魔術 •祭式 •民俗 敎の八 
段 二十 一章に 分ち 出來 得る 限り 詳密に 西 藏怫敎 の 精 要を 括りて ある。 此 書は 同氏が シキ ム滯 在中に 西藏 諸派の 喇 
嘛と 交際して 得た 資料が 大部分を 占め 頗る 信賴 する に 足る。 此人は 前項 名 丈 一寸 出した が 西藏 にある 四 年間、 拉 
薩 にも 入り 拉薩及 其 秘密 (Lha 给 a and  its  Mysteries 1 905 ) の 快 著 も ある、 また 種々 の 論文 も皇立 亞細蓝 協會雜 
誌に _ つた ワッデルと 共に 記すべき は グリュン ウエ ー デル (Grurwedel〕 が 露國の ウタ トム スキ ー 公 (E.  ucht— 
03 skij) 蒐集の 西 藏佛像 (千 九 百年の パリ 大博 覺會に 特別 展覽を 許した〕 に 就きての 解說 『西藏 及 蒙古の 佛敎神 
話』 Mytholgie  des  Icdhisms  in  Tibet  u.  Mol crq olei 1 90 0 である、 此書も 一般 敎史 敎理に 就き 的確 簡明の 硏究 
を 出して ある。 然し 其 目的が 佛像 怫畫の 研究が 主で あるから 後段に 出る パンダ ルの 西藏怫 像圖養 などの 部分に 入 


獨 逸に 於て は ラィプチヒで 讓の靑 年 西 蒙 者 ウェンツェル、 (=. 名—) が 其學位 論文と して 襲勸璧 
偈の西 藏譯を 提出し suhrllekhp  If  f ( o s Nrlgarjui 

る 文) の 題號で 學界に 名聲を 博した。 他に 種々 有益の 論文 も ある。 此 人は 後ォツ クス フォ I トに 遊びて 學術上 功 
勞 あり。 馬 翁 其 他 Q 先輩から 有望な 西藏學 者と し 5 望せられ たが、 惜 哉、 明治 二十 八 年纔に 四十で 死む た。々 
H ン ツェルと 匹敵すべく 學 界に少 からぬ 貢獻 をした 伯林の 西 藏學者 講師 フ丨ト ( 0 」，1 0 も 明治 三十 九 年 四十 
九 歳で 早世した 人で 早く 西藏 律文 捨墮 法の 原文と 獨壽 とを 公表し 3ietih— レ c vert  (1. N 导 

pr ^ cittika-dharsg. 千 八 百 九十 一年)。 其 後 有名の 大作 蕃文 蒙古 怫敎史 の 藏文及 獨逸譯 (ヨ嗝-3  土 ゴ §Ymklm: 
a cschichte  d. bj uddhismus  in  d. g ongolei) を 千 八 百 九十 三年に 公刊を 初め 三年の 後 プ十广年にニ卷のナサガ 
出た。 フ I は 資産が 豐 であつ たが 永く 妻 墓らず 夜は 槪ね華 かな 伯林 Q カツ 7 ェ 1 で 消した が、 死む だの も 突然 
の腦 溢血で カツ フ H 1の 大理石の 卓子に 凭れ 其 儘に なつた。 記者は 此 人とは 二三 囘 酒杯を 共に した こと も—。 

フ ー トの 大册現 はれた 前後 露國に は チ H ル ヴ トス コィの 樣な活 潑な西 藏學者 出で、 因 明 書 正 理ー滞 ロ 
及 其 注疏 ^ 1 £, ,の西藏語本を千九百年已降『佛敎文庫』に公刊し、尙八千頌般若釋現觀莊嚴論 > ^^§这}^ ^ '3 ^- 
|1古|1_昏.で|||这の梵蕃對校の刊本藏文のアマラ梵語辭彙 > ョ1|の校正本等を同文庫に公 
表せん とし、 新進 氣銳 天下を 睥睨し。 ガンの プサン 敎授は 之に 對抗 して 正 理ー褅 の西藏 本と 釋を 印度で 出版し 
(千 九 百 七 年 『印度 文庫』)、 尙 m pp li w: が 中 觀論釋 Madhyamal&ira の 西 藏譯を 同文 庫に 出しつ \ ある。 フサ 
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u.der  Thor) は 千 八 百 四十 三年に 彼 得堡で 出版され た。 此經は 譬喩 因緣 趣味 津々 たる もので、 其 資料 吾國で も 
說敎 などに 多く 使用され る。 フ ー コ ー の方廣 大莊嚴 經西藏 原文と 其怫譯 ( ^ gya-tcher-Kol-pa 1 847 丨 48 ) は 次で 
現 はれ、 フ ャは 甘殊 ょり 抜きた る 十一 種の 經 典を 佛譯 した 何れも 轉法 輪經の 如き 小 部の 經文 である。 (一八 六 
四丨七 一年)。 此後 ロックヒルは 蕃文出 曜經卽 法句經 ud g' lavaga の 英譯を 公刊し (一八 八 三 )o 翌年 西 藏怫傳 
The  Life  of  wuddha を 出した が、 之は 漢譯衆 許 摩訶帝 經の蕃 本を 本と したの だ。 此怫傳 には 尙異 部宗輪 論の 
譯や 、蕃 本から 譯 した 西 藏及于 圓國史 が 添へ て あるから 、研究 上 重要の ものと して 今尙學 者は 之を 尊重す る。 ロ 
ック ヒル 同時に 印度に 於け る 西 藏學者 も 種々 重要の 聖典を 校刊 した。 卽プ ラタ パ チヤン ドラ、 ゴオ シヤ pra p p 卩 
acgdra  Ghgha  は 十萬頌 般若の 西藏 原文を 『印度 文庫』 の 中に 出し C 千 八 百 八十 八 年 至 九十 七 年)。 第二 
章 記載の 如く チャンドラ ダ ー スは 同文 庫に 阿波 陀那 劫波羅 多の 梵藏兩 文を 出版し、 索引まで 製作した (千 八 百 八 
十九 年 至 九十 四 年)。 而 して 印度の 西藏學 研究の 榮譽 として、 最後に 記すべき は、 夫の 多羅 那陀の 印度 怫敎史 と 比 
肩して 立つべき 西 藏大劍 嘛 スン パ、 カンポ ー、 H 1 セ、 パル ジョル (sumpa-khanpo-yese-pal-jor) の 『佛敎 大史』 
pagl.jorrzal CTQ の 出版で、 榮譽は 『藏英 大字 典』 の 著者に 歸 する。 此書は 印度 怫敎史 、西藏 敎會史 のニ大 編に 
分れ、 前編は 印度 怫敎史 を 詳 叙し‘ 後編は 西藏 開敎已 來西曆 一千 七 百 四十 五 年に 至る。 藎 し西藏 史書と して 最貴 
重なる もの X、 一つで ある、 校刊者 サラ ット 、チャンドラ ダ 1K は 之に 鄭寧 にも 英文の 內容 指示、 及 人名 及 地名 
の 索引 約 二百 頁を 付けた から、 西藏 語に 不便を 感ずる もの も 容易に 珍 貴な 史料を 得る ことが 出来る。 


® 配 f 維 式 弗敎 美術に 於て 功勞少 からぬ フ ー シヱ ー(勺0§】§) も 明治 三十 年に ホッヂ ソンの 蒐集した 尼 波 羅西藏 
怫畫の 目錄を 作成して 略解を 施し (p s- logls  dcs  peinUircs  II 6 palaii  ct  tibaaii) アツ カン 
は 宗 敎學硏 究上豐 富の 參考品 で 聲譽 高き パリの ギメ ー 博物館 西藏 部の 報吿 書と して 最近 明治 四十 三年に 『西 藏畫 

像 記 要』 Notes  d-iconograpllio  t-ib6tah〕0 を 書いた 小 册子だ が 重要 だ。 此 人は 翌年に ハコ l o 『.  】 p st) の 集め 

た怫像 類に 依り 更に 『西藏 美術』 Q 」p 3- s: ) & p 5* 0) を 書した 百 頁に 滿 たざる ものであるが 此 種の 試と しては 確 
に 新しい。 グリ d ンゥ H - デル Q 好 著 『西 藏及 蒙古に 於け る怫敎 神話』 盛に も 略記した が、 各 國怫敎 現 狀の序 
論に 次ぎ 第一章は 印度に 於け る怫敎 K % の發 達、 第二 章は 聖者に して 印度 賢聖 。西藏 古怫敎 聖者。 蒙古の 改化 者‘ 
及黃敎 祖師 Q ■に 分ち 第一 ニ 章は 神？、 之 專__  •佛陀 .菩薩 •女神 •議善 神の 五 項に義 し 各項 珍責 
の畫 像を 出して 解釋し 特に 歷 史的 批評 S る 見る に 足る ものが—。 寺院 及び 特別の 畫像 につきても 種々 の 論文 
が歐洲 諸學會 の 雑誌に 現 はれ 今一々 之を 列記す る 暇 もない が。！* 敎歷史 に 重大 S 係— クンブ ム大 寺に 就き 
て フィル ヒネル (WT.  slehner) の 踏査 硏究 1 〕as  Kloater  Kumbum 千 九 百 六 年 版は 詳細の 寺 圖其他 三十 餘の畫 
が 挿む である。 頗 精細の もの だ。 

西 藏佛敎 に 就きての 著書 及 研究の 現 狀は已 上で 略 大要を 盡し たが、 此 項を 終る に當り 一つ書き 添へ たい ものが 
ある。 それは 西藏 の古敎 ボン 宗 (Bon-po) に 就きての 硏究 だ。 

此 極めて 恃 別の 古 宗敎怫 敎渡來 後 之と 混合して 一種の 俗信を 形成した ボン 宗に 就きて はシ ー フネ ルが 千 八 百 八 
欧米の 佛敎  一 五 五 


歐 米の 佛敎  1E 0 
ン敎授 は此 他に も 西藏經 典の 造詣 極めて 深遠なる ことを 示し、 其 梵語の 力量と 相 待ちて 虎に 翅を 添へ た觀が ある 0 
英國で は 今トォ マス (F.  w.  Thol) や、 バ ー ネット (L.  D.  Barnett) 等が 西 藏硏究 を 以て 鳴り。 最£獨 逸 
では 永く 西藏に 布敎 した モラ ビアン 派の 傳 道家 フランケ (A.  w.  Francke) が 前に も 一寸 記した 如く 頗 活動し、 
靑年の 新進の 學者 としては 西藏 文の 力 ー リダ ーサの 敍情詩 『雲の 使』 の 本文批評 (千 九 百 七 年) や西藏 文法 語 # 
作詩法に 付き 意見 (千 九 百 八 年) を 公に した ベック CH. w eckh) の やぅな 人 も あるが、 今 各國學 者が 囑 目して 
一 敵 國の觀 をな すは 前章に 記した 敎授ヮ レ ザ ー である。 氏は 三年 前 (明治 四 4 .四 年) に 月 稱中觀 論釋の 全編を 蜀 
譯 して 世に 問 ふた。 此の 如くして 西藏 聖典の 原文 出版は 年と 共に 益 進歩す る狀況 だ。 

.聖典の 飜譯 出版と 共に 一寸 書き 加へ て 置きたい のは 西藏 美術 剋實 して 云へ ば 西藏 怫像怫 畫の 硏究卽 圖像學 
1 hy である。 喇嘛 敎 の 如く 怫 像の 千 差 萬 別 非常に 種類に 富む 宗敎 では 研究 上 之が 必須の 一分 科と なつて 來 
る。 之には 先 第一に 北京に 長く 滯 在し 一時 淸國敎 育の 機 務に參 した パンダ ル (E.  pander) が 伯林 博物館で 出し 
た『西藏佛像圖養』 « 攻8 ^ 目 ^ 6§ユ2  4§ ^-, § ^ 8 & 印 ^ 茳&蒼6 3* « 2. ぎ叫6目”18§ ^ 突 ^ 0* 。3ド雪^ 

明治 一 一士 一一 年 版}。 此書は 題 各に も 見 ゆる 如く 西藏サ スクャ 派の 大喇嘛 11 : !! 吧 II 兄^ が 纂 集した 諸佛 菩薩 諸 天 鬼神 
三百の 怫像讓 に 依り 西藏原 圖を模 刻して 精細の 獨壽 の 解釋を 加へ たもの 支那 語の 飜名も 添へ て—。 但し 圖 
が 何れも 模寫 なので 拙劣の 點も あるから 其後此 珍書を ォルデン ブルダ 敎授が 原圖其 儘を 原本 通 紅色 刷の 石版と し 
『佛敎 文庫』 で 出し 露 文の 說明を 添へ た。 此方は パンダ ルに 比し 格別の ことは ない が 圖は 、复に 鮮明 優秀で ある。 


ミットは 恐く 地下に 微笑して 居たら う。 シュミットは 此 傑作の 外に 『蒙古 文法』 (千 八 百 三十 一年 成) と 『蒙 獨 
字書 j (同 三十 五 年) とを 著は し、 尙 蒙古の 民俗 宗敎に 就き 種々 の 論文を 發 表した。 シュミットの 後 露國に 於て 

は ゴル スツン スキ ー (Golstgskij) ル ードネフ(1【目ユ11 0 0コワレヴスキー(内0名巴0_1 £: ) ミリ ヲ ラン スキ ー 

(Msosj) 等の 精 美な 蒙獨 若く は 蒙獨佛 の 字書 文法 等 出で 蒙古語の 研究は 頗る 進歩した。 芬蘭 土に 於ても ラ 
ムス テッ ド (G.  J.  If  It) の 如き 蒙 裏 者 ありて 盛に 蒙古語 史 を專攻 し、 怫國 には ス i (0•  f 基の 樣 
な 文法 家 も 出た。 語學の 方は 先此 位に する。 

一般 蒙 古史は 波 斯人 ラシ ー ト 、エル ヂン (KIM-eldill) の 古記 其 他 アラ ビヤ 人の 筆になる 珍奇な 史料 ある 爲 
犬に 西 人の 研究 熱を 高め、 ドォ ソン (ら0ぼ§ロ)のラシードの怫譯證義を初めハムマー( ^ 努33写) ホ アルト 
(Mowollrt) ブロ パ ソシ HI  (Blcchet) 等が 此等 史料を 綜合した る 蒙 古史 出で、 ホ アルトの 如きは 稍繁 冗の 嫌 ある 
も 環； たる 大 册四卷 Q 蒙 古史を 震して 居る。 此 等波斯 •阿 拉比耶 の歷史 資料は 佛营 方面には 餘り 重きを 置 力 
ず 蒙嘉 部に 於け る囘 S 翼に 力 交れて— が、 蒙古 政治 史 としては 缺く ベから ざる 重要® ものた。 

蒙古 怫敎 に關 する 著作は 多くは 西 藏怫敎 と 合して 書いて ある爲 、特別の ものは 甚 乏しい、 前に 擧 げた フ ー トの 
『蒙古 怫 敎史』 が 唯一の 典據 だが 此他に 尙アル レ L (rlarlez) の 東方 韃靼 人の 宗敎 M 」a  religion  des  Tal.taleH 
Qrientaux  1887 の 中怫敎 に關 する 部分な どが 代表の ものと ならう。 其 他は ラト ロフ ($p&cff〕 等の 旅行記 等う 

ら佛 敎に關 する 點を 抄出す る 外は ない。 

歐 米の 佛敎  一 五 セ 


歐 米の 怫敎  I 五六 
十 年て 露國で 此敎の 聖書 ボン 經典 『十 萬 白 龍』 db.  d. w ompo-satra'  das  weisse  N ial cfQ a-hullderttauselKr に 就 

き 論ずる 所 あり、 本文 大要 も 紹介した が、 其 後 ラウフ H ル (B.Laufelo が 此 珍書の 小 本を 出版し 獨逸譯 と字彙 
とを ォ けて シ ー フネ ルの 業を 大成した。 (.Kiu  bum  bsduspai  snm  po. H in  verkUrzte  version  des  \Verke  VOI1 
den  1 8 .000  N cg' as:  ein  Beitrag  z. w enntniss  d.  tibet  volksreli ^. ^ 

本から 邦譯 した さぅ だが、 記者は まだ 之を シ ー フネ ル や ラウフ エルと 對 校す るの 機會が ない。 ラウフ エルは 今の 
所歐 人中 唯一の ボン 宗學 者で 『十 萬 白 龍』 の 外に 尙ほ ボン 敎の 懺悔 文に 就きても 論文を 書いた (千 九 百年〕。 印度 
の怫典 出版 會の會 報 中には チヤン ドラ ダ ー ス其 他の ボン 敎に關 する 研究論文 多く、 珍ら しき 同 敎の神 像な ども 出 
て 居る。 

此 他西藏 文字 や 音樂や 醫學に 就きても チャンドラ ダ ー ス 、ラウフ エル ^ . ^ 目 ^ 】*等の硏究があるが、今は略 
して 置く。 

八 蒙古 及 滿洲の 佛敎西 人の 滿蒙 研究は 隨分 古い。 隨て 語學の 如き も 邦人が 想像 已上に 進歩して 居る。 蒙古 
の 方は シュミットが 最早く 研究を 開始し、 文政 士ー 年に 『蒙古 源流』 の 蒙古 本を 校正して 之に 獨逸 語の 譯を 加へ、 
東 蒙古 及 其 王家の 歷史 Q ^ chicllte  d.  Ost-IMongoleii u.  ihres  FUrstenhauses と 題し、 之を 時の ザ ー、 - 1 コラス 
第一 世に 奉った。 卷 首の 上表は 特に 莊嚴の 文字を 撰み、 露國が 蒙古の 覊 絆を 脫し壓 抑を 離れて 隆 々の 勢威 あるを 
頌し其 記念と して 此 書を 獻ず ると して ある。 此書 出で、 七十 五 年 現 時 露國の 蒙古に 於け る 優勝の 位置を 見 ば シュ 


タン (：811£目)他はシキム(8£11ノ 0 とラダーク(1^& 5 である。ブータンに就きてはターナーのブ！タン 
使命 報吿： Reports  of  Missi g. s l bj lan  l oo sr が あるが ぺムバ ー トン (Pemberton) の 旅行記 や 前記 キヨツ 

ペンの 『佛 敎；5調』 にも 多少 記事が ある。 喇嘛が 宗敎 のみならず 政治の 全權を 握って 居る。 十 年 前の 記載に 依る に 
十四 萬 五 千の 人々 に對 して 五 千の！* が—、 其 勢力 以て f べし だ。 シキ ムは紅 敎卽西 藏舊敎 極 勢の 地で 讓 
生 上師の 信仰 盛に 頗異 彩を 放ちっ \ ある 『喇嘛 敎』 の 著書 ヮッデルは 此地に 来り 特に 『シ キムに 於け る 喇嘛 敎』 
(Lamaisminsikhim  1 00 93 を 甲 谷 他で 公刊した。 ラダ ー クは 阿育 大王 宣敎の 古地と して 信ぜられて あるが、 今 
は全部_嘛敎でシキムと同じく紅帽派の勢カ强く、 ^ 嘛僧の數甚多くして十五萬八千の人々にぎし ^ 徒ー萬ニ千 
を算 する、 此國の 歷史其 他に 就きて は ヵン 一一 ン ガム 將軍 ( 〇 目0 »* 的1^1〇)が早くー書を著した(1^ ^ ダ1>1178卩 

ical,  stltical i hilicai  l g 4 )0 其 後 マ ー クス (K.  Marx) が 孟買亞 細 亞協會 々報に 『ラダ ー ク史』 5story 

of  Ladakh  1 00 9 一を 書いた。 極めて 特殊の 硏究だ が 歐人が 細に 入り 微に亘 りて 行く 所まで 研究す る 精神は 此 一っ 
でも 解ら ぅ 0 

第五 章 印度 學 研究 上の 佛敎 

J 印度 學硏究 上 佛敎の 位置 印 s .s. H-( mMO rTQ y と 云へ ば 古代 印度の 硏 究を總 括した 一般の 學語で 埃 及學亞 
斯^: 配 *' 右く は此 等を 包含した セ ミ V ック學 に對 し、 梵語 學 •哲學 •宗敎 •藝術 •政治 法律. 古物 學 •歷史 •地 
歐 米の 佛敎  ■一 五 九 
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菡洲 語學に 就きても 歐人 の硏究 深く 旣にメ ー レンドル フ ( g ssdorff) サハ a フ (sacharow) シユ .ミット 
(p.  Schmidt) ィワノフ スキ ー (Iwanowskij) 等の 文法が あるが 多くは 露 人 だ。 字書 も佛の アム ヨ ー (Amys) 
が 滿漢 字典に ょりて 編した 『 II 靼滿怫 字典』 (千 七 百 九十 年 版) が 初めで ヮシリ HI フの滿 露 字典 (千 八 百 六十 
六 年}。 サハロフの 『滿露 大字 彙』 (同 七十 五 年 版)。 等で あるが、 獨逸で は 少し 前に 滿洲 語學者 ガブ レンッ (W. 
G.  Gabll) が滿洲 語の 詩 經書經 四卷を 獨譯し 之に 滿獨 字彙を 付けて 出した (同 六十 四 年)。 此 人は 滿洲 語の 遼 
史 をも譯 した。 之に 對 して アルレ ー の 滿洲語 金 史怫譯 (Histoire  de  ripire  de  K：in  ou  empis  d o r 1 887 ) が 
一寸 珍ら しい。 一般 語學の 方は 此の 如く 盛大で あるが、 之れ と共に 四十 ニ 章經や 金剛 經の樣 な 小 部の 滿語 聖典は 
時々 學界に 現は れた 。然し 大部の ものは 梵語 西藏の 聖典 研究が あれば 自然 重複と なる ので あまり 校刊 などは 出な 
い。 旅行記 類は 古い 所では 有名な ヮ シリ H 丨フ の滿洲 に關 する 露. 語の 滿濟 記事 (一千 八 百 五十 五 年)。 新しい の 
は アネ ー (Allert) の怫 文滿洲 紀行 (一千 九 百 五 年 彼得堡 板) 等で ある。 此等 には 佛敎 に關 する 記事 少から ず。 
喇嘛 敎及其 寺院の 現狀を 叙す る こと 詳細 だ。 

蒙古 滿洲 の怫敎 に關 しては 略 前述で 筆を 收 め、 其 古 宗敎卽 薩滿敎 Sham 目 ism に 就きて は 宗敎學 者の 注意を 惹 
いた 事を 一言す る。 佛敎の 隆昌と 共に 此敎は 俗信と して 民間に 殘存 し、 今尙其 迷信 的 勢力を 維持し つゝ ある。 此 
敎に 就きての 成 書も少 くないが 今は 省略す る。 

九 印度に 於け る瘌 癬敎國 の硏究 印度に 於け る ヒマラヤ 山間の 小國 にして 喇嘛 敎國が 三つ ある。 一 つは ブ ー 


や 白 樂天 等に 現 はれた 佛敎 思想を 度外視し、 囊 たる 其 豪を 繼子 扱に する 不合理と 共に、 印度に 於ても 馬 鳴 や 
寂 天の 文} 8 を 度外視す る譯 には 行かぬ。 天 韋淸凉 の 雄大 鲁學が 明 筆 陽 明の 雲矣 時して 支_哲 雷 上の 

精華たると同樣、怫敎對婆羅門哲學は種々の點ょり見て印度思想史の最大偉觀であるのだ。古い )^ で龍樹ふ'入親 
中古で 法稱 •月稱 等は _ 多 派の顚〖 維 や 僧 怯の ガウ ダ パ ダに 對 して ー步も 讓らぬ 大論師 で—。 されば 此方 面 
の硏究 は尙餘 地の ある 所で、 歐 人の 手が 未、 S かぬ もので ある。 而 して 之 養に 吾々 の 責任 だ。 然し 誉 特別の 
問題と して 尙論ず べき 必要 も あるから 他に 讓 りて 此位 にして 置かぅ。 

哲學 豪に 反して 古物 學や 歷史 地理の 方面では 佛敎が 確に 印蠢の 中心 點 と—。 印度は 人 も 知る 如く、 歷史 
書が 不思議に も 皆無 S だ。 支那が 二十 四 代 1 錄が 整然として 馨す るに 較べる と、 印度は 貧弱 も 貧弱、 丸で 
史書と 云 ふべ— q がー 部も存 せぬ、 此間 古代に 於て は i 變 P ょり 1 大帝 阿育 i る 孔雀 王朝の 史料と 中 
世では 支那の 巡 禮僧法 顯玄奘 等の 紀行が 歷史の 中心の 材料と なる。 古物 學 もまた 阿育 時代の 勅 碑 や 怫 塔な とヵ硏 
究の中核となり、中古には各地の佛敎碑文佛像等が硏究の重要問題となる。古代 ±1. 理は勿論玄奘の|行ヵ,、浪 
の 南 針と して、 主要な 研究は 無論 怫陀 Q 聖靈 地に 止め— す。 而 して 此等 資料に 依りて 出来た 印度 文明 史や藝 

術史は 勿論 怫敎を 離れて は 到底 寸步も 解らぬ ものになる。 

ニ 印度 學 研究の 大勢 千 六 百 五十一 年— 慶安四 年と いふに 和 蘭の 僧 アブラハム、 ロォガ 1 (>1 ブ 0U 
ger) が 印度に 傳 道して 婆羅門 敎義產 の 一 班を 歐洲に 紹介して 已來 、續 いて ハンクス レ 1 デン (内 fli) 
欧米の 佛敎  一六 一 


歐 米の 佛敎  ニハ〇 
理其 他の 印度 古學の 硏究で 、その 古昔の 知識 や 道德や 鑑賞は 勿論 社會 風俗 習慣 儀式 等を 專攻 する もの、 其 範圍は 
隨分廣 く、 隨て其 分科 も 精密に 彙 類したら 一寸 簡單 には 列擧 する のが 困難で あらう。 此章は 怫敎が 此 印度 學の硏 
究上 如何なる 位置を 占めつ X あるかを 觀 、諸 分科の 專攻上 何れの 點に佛 敎硏究 が 最も 多く 關 係を 有する かを 講究 
し、 西 人が 專攻の 熱心に 且 周到な のを 一瞥し ょうと 思 ふ。  . 

語學 •文學 及 哲學の 方面に 於て は 所謂 正統派の 印度 學者 から 見たら、 怫敎の 地位は 特別の 場合の 外は 槪 して 餘 
り 高くない。 吠 陀の古 梵語 や 史詩 戲曲 等の 古典 梵語に 對 しては 怫敎文 學は纔 に 方言と して 取扱は れ るまで だ。 哲 
學上 力ら 見る とゥ ハ-一 シャツ ドの 直系と して 印度 知識の 正宗 ■を 以て 任ずる ^ 擅 多 派を 目安に 置いたら、 同 敎の大 
學 匠摩陀 婆阿闍 梨が その 印度の 敎系的 哲學史 『一 切見备 一! の 中に 諸 敎の淺 深を 按排し 怫敎を 極端の 物質 論 
異端の 最極 路迦耶 外道の 次に 置いた ので も 分る。 印度 哲學の 大家 獨 逸の ドィ セン 博士な ども 其 深遠な ゥパ 一一 シャ 
ツド の吠禮 多の 硏究 上此 見地から 怫敎 哲學に 對 して 頗る 冷淡の 態度で 餘り 重きを 置いて 居らぬ、 これは 同 敎授の 
傑作 『一般 哲 學史』 を 見ても 解る。 印度 哲學 の專攻 者が 怫 敎に對 する 態度は 先づ かう だ。 隨 て此點 では 今までは 
餘り大 なる 硏究 はない。 

然し 此 印度 古文 學や 哲學上 怫敎の 劣等なる 位置は 固ょり 婆羅門 敎の 正宗 文學を 標準と し、 其 哲學を 基礎に 置い 
た 見地から なので、 恰も 支那で 四書 五經 孔孟の 學說を 正宗と して、 怫經及 其 哲理を 見た と 同じ ことで ある。 所謂 
正統派の 漢學 者には それで 通る としても 勿論 公正の 話では ない の だ。 支那で 文 藝上六 朝は 勿論、 復古 時代の 王 維 


の 歸筆八 百 ニ 年篇に 行き、 兹に パリに 梵語の 種を 播 きて シ h ズィ (>. I」. fy) を經 てビ ユル ヌ 1 フの名 
一 匕を 開き。 獨逸で はフリ ー ドリ ヒ、 シユレ ー ゲルが パリで 梵語を 傳 へて 歸り其 弟ゥヰ リアム、 シユレ ー ゲル 又佛 
國に來 りて 斯學を 修め 玆に ラッセン •ゥ H 1 パ ー 等 大梵學 家の 源泉を なした。 其 後 梵語 學の 發展は 前に 略述した 
通りで あるが、 古物 學の 方面は ジ ムス、 プリンセプ (JP 3 csrrinscp.) が 開拓者と して 育 王の 碑文に 手を 着 
け 其 困難な 奇 古の 文字を® S した？ 手 始 に、 フ T ゴッ ソン、 ヵン-一 ン ガム、 等の 偉大な 古物 學 S 參現 はれ 
次で、、、 アジ エッ ス 、フリ 1 ト 、グリア 1 ソン ビユ 1 ラ 1、 等の 俊材 輩出して 印度 古物 學の 硏究 頗る 進步 すると 其 
に 碑銘 學 SP ぎ 意 S や 嘉學多 § 一 ip をの 如き 特殊の 硏究 も大に 進みて 名家 踵を 接して 出て e 度に もム 
ケル ジ ー、 バンダル ヵルの 如き 學者 ありて 其 業績 柱々 にして 歐 人を 壓 倒し、 印度 古學に 就き 種々 の貢獻 をな し 
た。 而 して 佛蹟 の 研究 もフ T ラ 1ス •、 、、ッ ス 等が 或は® 陀 降誕の 證を發 見し 若く は靈の 靈蹟を 霊して 着 
々として 古 歷史の 暗 點を照 破し つゝ ある。 而し此 等 碑銘 建築 古 錢怫像 等の 研究が 大成して 歷史の 編成と なり、 
取化歡の作成となり、新硏究は益進みて未發の寶庫を開き未開拓の原野を開墾しつ\ある、今此等の硏究を大§ 
すると 

一、 一般 資料 研究 i 鐫銘 •塔廟 •建築 •古錢 •古趾* 像晝等 (古物 學 方面〕  ' 

ニ、 特殊 的 綜合 研究 I 歷史 •地理 •藝 術史 •年代 學 •字 象學等 (歷 史學 方面) 

となる 今 順次に 此ニ 類に つきて 代表的の 學 者と 傑作と を列擧 しょぅ。 

歐 米の 怫敎  一 
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や パウリ ノ (FI.a  Paulino) 等の 加持 カ敎傳 道家 印度の 諸 海岸を 訪ひ梵 書を 譯し 印度に 關 する 種々 の 書を 著は し 
て歐汧 の學者 文士の 間に 少から ず 印度 趣味を 鼓吹した が、 英國の 東印度 會社が 一度 印度に 强 固の 地歩を 占めて ヮ 
アレンへ ステ イングが 辛辣 無比の 快腕を 揮 ひ 其 一躍して ベンガル 總 督の榮 位を 贏ち 得る に 至り 大に婆 羅門 曾を 督 
■ して 主として 印度 古代 法律の 典籍を 翻譯 せしめた。 總 督の梵 學獎勵 に激 せられて 起ち 自ら 梵典 硏究 に當 つた 英 
人は ウヰル キン ス (Charles  Wilkins) で 西曆 十八 世紀の 終りに 敎訓譚 集 ヒトパ デ ー シャや 哲學書 薄伽梵 歌を 英 
譯 した。 之が 歐人 梵語 飜傳の 初で ある。 其 後事 實に 於て 印度 學 創業者の 譽を負 ふべき、 ウヰ リアム、 ジョン ス (一 
千 七 百 四士ハ 年生 同 九十 四 年 死) 現 はれ 其 深奥なる 波斯語 Q 素養ょり 轉 じて 盛に 梵語を 修め ベンガル 湯 藿會 
を 創立して 斯學の 牙營を 以て 居り、 カリ ダ ー サの 名曲 『シャクンタラ ー』 の 英譯を 出版した が (千 七 百 八十 九 年)、 
間もなく 獨逸譯 が 出で、 文豪へ ルデル やゲ i アが 蕃に此 印度 大詩 人を 賛嘆し： ケ丨 テの 如きは 其 傑作 『フア 
ウス ト』 に 印度 戲 曲の 様式を 應用 する までに 歡迎 した。 ジョン スは 尙摩拏 大法 典を も 出版して 英譯を 出し、 また 
其 精 透の 研究で 梵語と 希 臘羅甸 語及歐 洲諸國 語との 親緣關 係を 說 明し、 又 印度と 希臘羅 馬の 神話の 連絡を 確 示し 
た。 此 人の 後に コー ル ブル ー ク (Thomas  cclebrooke) (千 七 百 六十 五 年生、 千 八 百 三十 七 年殁) 、絕大 の 頭腦と 
博綜 の學殖 とで 印度 學の 基礎を 固め 特に 困難な 印度 哲學を 歐洲に 紹介し 著書 論文 等身に 餘り 印度の 古書 古 寫本類 
を 盛に 蒐集し 今に 印度 學 者の 感謝を 受けつ ゝ ある (此 偉人の 傳は カウエル 氏が 同氏 論集の 第三 卷 として 同氏 令息 
今$ノ50 夕' 严 Q 集錄 したのを 出版した) 。英の ハミルトン (ヒ s_ler  HamiltoiO 恰も 當時印 


三、 小 岩壁 勅語. 


「一、 バイ ラ ー ト Bnir pl t ニ、 V フナ ー ト穸 pn pl t 

一三、 サハス ラ一 ム S: 一一 msr pl 日 四、 シク ダ— プラ siddh pl p d 3 

摩竭陀國の僧徒 1- 對し發乜られれる詔勅 

パラ lK ;I/ BaT pl bar の岩洞 11 刻しれる勅語極めて簡易なり •：， 


四、  パブ ラ Bhabm 勒令 

五、  岩 洞 三種の 勅語 

六、  テ ー ラィ 1?_1の圓柱剌碑一1、少ンミンディ ^ |日昏 |-<>- ニ 。一一 グリ 1 グ izi Jgl 湯…. 

、デ少ヒ、トフナ « 0 1 £: -1;011|  ニ、 同 ミ ー ラト  D. s ll-ath. 

三、 アラ ハ パク ド Allahabad  四、 ラウ 3 ヤ 1 アラ ラ ー ジ Latlriy pl -Ari^aJ 
£ 、同、 ナンダ ンが少  1 」.- !z5 i<IP cs pip l-j げ 六、 ラ 1 ムプ ;I/ 37 l « amImrwa 
七、 サ ー ソチ ィ S ぎ chi 

八、 付 屬圓柱 勅 碑 前記 アラ ハ パク ドと サーンチ |1 付刻マる園林僧舍の寄附文匁り 


. ー處 
•ー處 
. ー處 


七、 圓柱刻 鐫の七 韋の勑 碑. 


| 七處 


ニ處 


已上 六、 七、 八は 圚注 Q 刻 文、 一、 一一、 三 四は 岩石 基して 刻 鎖した る もの 所謂 磨 崖 刻 文で— 第五は 岩 洞內部 
の 銘文 だ。 此等 勅令 中 第一は 特に 重要で 一、 生活の 淸淨 。ニ、 人類 及 1 物 i する 安 慰の 設備。 三、 五 年大鲁 
の 開催。 四、 孝順の 實行 。五、# 麗の觀 察 使 任命。 六、 政務の 敏活。 七、 敎法實 行の 不備に 就きての 勸誡 。八、 
敎 虔の肇 。九、 眞 正の 雲。 十、 眞 正の 榮譽 。十一、 眞 正の 慈 1 。十二、 蠢 の寬容 。十三、 璧の 勝利。 十 
151 、 勅鐫緣 由で 之を 一貫して. 孝順の 法 SIS を 骨子と し、 仁愛 平和の 大道を 說き 、怫陀 戒律の 振興を 敎へ中 
に 幾多の 史的 囊を 含蓄す る。 卽第 十四の 勒 令の 如きは トレ ミ 1、 アン チヲ クス •アンチ、 コ 1 ヌス •マ ガス •ア レキ 
サンデル 等 Q 同時 Q 王 名を 列ね て 世界的の 平 f 囊 i 說き 、第二 勸 令に も少 ts 史的 重要の 資料が—。 
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歐米の 佛敎  二 ハ 四 
三 I 般的 資料の 硏究 古物 學の 方面から 歷史や 年代 學や將 又 字象學 藝術史 等の 根本 資料と なるべき ものにし 
て 最も 重要の ものは 古 碑銘で 史書の 全く 存在せ ぬ 印度に 於て 社 之が 實に 第一の 史料と なる の だ。 拔此 碑銘 中 最も 
古代に 屬 する ものは 阿育 王の 勅 碑で 其 解讀は 印度 古物 學の硏 究中比 較的 早く 着手に なった。 次は 古 建築 學 上の 塔 
廟や 巖崛 殿堂の 講究で サ ー ンチ とか パル フート とかの 古塔廟 、大 菩提 道場 や アジャンタ 洞窟の 調査で ぁる。 續て 
は 古代 地理から 古趾の 確定 像 畫古錢 等の 研究に 遷るが 、先づ 初めに 育 王 勅 碑から 一瞥して 行かぅ。 

(一〕 阿育 勅 碑の 研究 

印度 帝國 統一の 大鐵輪 王と して、 怫敎 宣布の コンスタンチン 大帝と して 古代 印度 文化の 中心 點 でぁる 阿育 大帝 
は、 怫經に 依る と 世界に 八 萬 四千の 竇 塔を 建立した と あるが、 此譚の 眞僞は 別と して 兎に角 大帝の 勅 碑は 今 現に 
發見 せられた る ものが 全體 二十 箇所、 北は 雪山々 麓の 力 ー ル シ勅 碑より して 南端 マ イソ ー ルに 於け る ラシ ッダ ー 
ブラ 碑 東は 古 國摩竭 陀の諸 碑 北西は 遙に健 陀羅に 至りて マン セ 1 ジヤ ー バ ー、、 ッ ガル ヒの兩 碑を 數へ 印度 全體を 
包括して 大帝の 勢威に 服した るを 證 する。 勅銘は 全體で 十三 四 章 あるが 之を 表に すれば 


_ 、 シヤ— パ l ^ r ^ t sh PI b pl N garhi  ニ、 マン セ 1 ラ 1 Mans ol r pl 

、齡 一一の. ぼ ：? ほ？  三、？  f ゾ Lssi 四、 ソム 1 フニ o!  J 七處 

S 、 ギ ル ナ 一 ;I/ Q irn pl r 六、 ダウ y Dauli  七、 ジヤウ が タ Jauenda 


ニ、 羯隣伽 勅語. 


前記、 ダウ 3とジヤウがダの勅碑 |- 付加した、國境勅命及郡州郡勅令か鐫 0 。丨ニ處 


こ 艮し 旁」 > て 古物 學を 專攻し 名著 少らず 、特に 『印度！ 5 物學 測定 J を 創始した るが 如きは 印度 學の 殊勳 
と稱 すべきで あらぅ、 中將 には 此他 種々 の 名著 あり、 就中 玄奘の 西域 記に 基き て 書いた 『印度 古代 地誌』 は 今に 
學 徒の 參考 となり ブ ヒル サ 、大 菩提 諸大 塔の 研究 其の 他 も怫敎 史上 無二の 資料で ある、 中將は 此の 如く 偉大の 功 
動を 印囊上 昼し 千 八 百 九士ー 一年 七十 九の 高齢で 塵界 墨つ た。 f ごーン ガム 硏究發 表 後 四 年 佛國の セナ，— ル 

が 佛國嚣 藿會 々報 等 蠢文 Q 新硏究 宾 年 昼り て 雲し、 澳 の麗ビ T ラ 1 は 之に 響 て 獨逸議 M 
協會 々報— 囘刺碑 S きて 新說を S た (ZDMG •一— 一— 義 ， S94) 斯て 1 碑銘— 文に— 義尙 
多く 今に 說 明の 困難な 點も殘 つて 居る が ハ ー ディ •スミス 等の 頓學が 漸次に 難 點を說 明し 誤證を 訂正して ^ 穿 に 
明確を 加へ て 来る。 

阿育 大帝 及 其 勅 碑に 就きて 簡にして要を得た 書は スミス (v.g E じの 『印度の 怫敎 皇帝 阿育』 feoFf 
Buddhist  Emperor  (千 九 百 一年 版) だ。 此の 書は 阿育に 關し 現今に 於け る 最善の 書で ある。 是に對 して 翌年 出 
た、 rl ディ 師の獨 逸 『阿育 王』； K g: ig  A s' ka は 第一章に も 一寸 記截 したが 良好の 書で ある 然し 此書育 王 及 
其 時代の 文化 宗敎其 影響に 就きて は 精 透の 雄篇で あるが、 勅 碑銘に 關 しては スミスの 作に 比して 殆ど 言 ふに 足ら 
ぬ。 日本では 故 藤 井宣正 氏の 印度 怫敎史 、近くは 森鷗 外、 大村西 崖兩氏 合著の 『阿育 王 事蹟』 で 大要は 解ら ぅ。 

(ニ) 怫敎古 塔 廟精舍 の 研究 

阿育 大帝の 時代ょり 中古に 及び、 佛敎 の塔廟 精舎の 現に 殘存 する ものが 印度 各地に 少 くない。 卽 夫の サ ー ンチ 
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羯隣伽 勅 碑は 國境及 州 郡の 宦憲に 訓諭した 勅令で、 人民を 皇帝の 子と して 愛撫し、 不正 不義の 行爲 なく、 嫉妬、 粗 
暴 死 法 拘泥、 怠惰 等の 惡癖は 牧民 者の 成效を 不可能なら しむる ものと して、 極力 之を 戒勗 したる 如き、 萬 古の 至言 
とい ふべき である。 圓柱七 章の 詔勅 も、 磨 崖 十四 章と 大同小異、 之を 一種の 聖典と して 見る も 決して 不可は ない 0 
此 印度 史上 極めて 重要な 勅 碑に 就きて は、 前記の 如く プリンセプが 苦心 慘儋 幾年の 困難を 忍び、 古錢に 於け る 
希驗 印度 同文の 文字な どょり、 漸次 解 讀の端 緖を得 更に パ ー リの 方面ょり タ ー ナ ー の 助力を 得て 漸く 解讀 したの 
が 夫の デル ヒ 、ミ ー ラトの 圓柱勑 碑で、 此 破天荒の 硏究は 千 八 百 三十 七 年 ベンガル 亞細亞 協 會の會 報で 公表され 
た。 一體 この 圓柱勒 碑は モン ゴ 1 ルの 白 王 帝フヰ ルッ シャ 1 (Fi 3 Z shah〕 が 其 文字の 奇妙な 所から 婆羅門 曾を 
會 して 之を 讀 ましめ たこと も あつたが、 誰も 之を 讀む ものな く、 中に 狡猾な 奴は 之を 一 種の 豫言 として 皇帝に 種 
々諛 言を 進めた 侫僧も あって、 歐 人の 間に も 不思議な もの \ 一にな って 居った の だ。 プリンセプは デル ヒ圓庄 の 
解 讀已外 f て 他の 蠢ゃ圓 柱 Q 刻 文 裹 み 之を 『0 ^ ^; 攻|をゃべンガル0細齧會の會報に雲し、學界 
は 兹に 貴重な 史 4 ^ を 得た。 プリンセプが 此等考 古學古 錢學其 他に 關 する 論文は 千 八 百 五十八 年 ロンドンで ニ卷に 

纏まりて 出た (Elys  on  Indian  Antiquities,IIistories,  Numismatic  and  P 会 

き中將 カン 1 一ン ガム (G ぎ ninglms) が 印度 刻 文集 成 Corpus  ilript o- num  indici の 第一 卷 として、 育 王 
貢 文を 著は し フリン セ プの 解讀を 訂正し 三十 枚の 原文 模寫其 他の 石版を 添へ て 千 八 百 七十 七 年に 甲 谷 他で 出 坂し 
た 0. 中將は 英國詩 家 アラン •カン ニン ガムの 子と して 千 八 百 六十 一年 ゥェスト ミン スタ ー に 生れ 印度 ヽ て軍戠 


して ある。 此等晝 Q 塔 門證等 Q 石柱は 今や 其 大部分 甲 谷 他 博物館に 議 され、 本處 には 僅に 小 部分の 斷片及 
び 礎石の み殘 りて 其 位置を 示しっ \ あるの みだ。 

サ ー ンチ怫 塔は ビルナに 殘存 する 多數塔 群の 最大な 者で、 千 八 百 十八 年已來 英國の 駐在 武官 や 學 者の 注意す る 
所と なり テ ー ロァ 大佐 (col.  Taylor) フ H ル 大尉 (Cap-Fell) H ルド 博士  0>•  Yel (一) などの 報吿が あるが、 千 
八 百 二十 ニ 年 マドック 氏 (H. 1\!ロ & 0010氏が印度政廳ょり諸塔發掘の許可を得同年の冬ジョンストン大尉 0 名. 
Johnston) を 監督と し 最大の 塔の 礎石を 發い たが、 元々 此計畫 は 塔 中の 寶 玉を 得る のが 目的であった 爲 、頗る 
不注意 極まる 發掘 をな し、 爲に塔 門 や 玉垣の 貴重なる 彫刻 や 銘文を 無殘に も 破損した ことが 少から ず、 破瓌の み 
で 毫も 發見 とい ふ ものが なく、 其 儘に 終った。 其 後 千 八 百 五十一 年 カン- rv ガムが まだ 佐官の 頃メ ー セ ー 大尉 
(cap.  R p Mafy) と 協力して 學術 的に 忠 實な發 掘を 開始し 世界の 學界 は龙に 初めて 最古の 印度 美術に 接す 
る ことが 出來た 。カン-一 ン ガムは 此硏究 報 吿數囘 に亘 りて ベンガル 蓝細亞 協會雜 誌で 發 表した が、 千 八 百 五十 四 
年に 此 等の 研究を 纏めて 『ビル サ の諸怫 塔』 The  Bhilsa  *10 ^ 68と名づけ、ロンドンで刊行した。此書發刊後十 
ニ 年 古物 學家 として、 有名な ファ ー ゴッ ソン (J.  Fel.gussolo が カン 一 一 ン ガム將軍とサーンチ發掘に與つたメー 
セ ー 大尉の 同 塔 彫刻 圖樣 の描寫 とに 依りて 其 大著 『樹龍 崇拜』 Hree  and  Serpent  Worship を 著は し、 大冊の 前 
半を 全く サ ー ン チ古怫 塔の 解說に 費した。 此書は 千 八 百 七十 三年 再版に なった が 其 精巧なる 古怫 塔の 門柱 玉垣の 
彫刻 圖が 今に 學 者の 參考に なる。 此書が 目的の 樹龍 崇拜の 宗敎學 の 方には 重用され ず 全く 怫塔 研究の 珍書と 
歐 米の ^ 敎 ニノ 九 


歐 米の 佛敎  I ,、 八 
や アマラ ーヴ チの 大 塔の 如きは 實に育 王 時代の 俤を傳 へ 其 門 注 及 玉垣に 彫刻せ る怫 傳及怫 敎崇 奉の 有樣は 古代の 

印度 雷 や 風俗 蠢 明すべき SQ 資料で—。 sf に 於て 為雄 警 S 產刻 _實に無價の珍寶 とし 

て、 特異の 光彩を 放って 居る。 

此等 古代 怫 塔の 印度に 殘存 する のは、 其數 決して 僅少では ない が、 最も 古代に 屬し古 建築 學若 くは 美術史 上に 
優秀の ものと して 至大の 價値を 有する 代表的の 古 塔は 先づ 左の 三 塔 だ。 

1、 ブハ ;1/ フ ー ト Bharhut  (或 パラ ー ハ、 ソト： Barihat) ペナ ー レスの 西南 百 六十 哩 アラ ハ ー パ ー ドの 西南 こ 立す。 

二 サ一ン チィ s pl nc K ナル マ ダ 河の 南岸、 33 £' 185の西南、13110 ^, 1首都の東北ニ十里こぁリ、 

三、 アマラ ー タチ ィ Amar pl vati 樂陀羅 の古國 。ク リシユナ河南岸 |- 存す、 

已上三 塔 Q 外に 有名 IQ は 夫 Q 怫陀 伽耶 の 大塔 で— が、 之は 其 玉垣が 古代 § する 丈、 大 塔は 頗る 新しい 
もので 且っ 建築に £ー 囘 修繕が 加は った の だから、 其 古物 學や 美術史の 價 値は 复に下 位になる。 然し 中世 已 後の 
怫敎 建築と しては 有名の もので 之に 關 する 硏究も ぁるから 最後に 之を 叙述す る ことにする。 

フ ノル フ ー ト古 塔に 就きて は カン 1 一 ンガム將軍がー千八百七十三年之を學界に紹介し、翌年其發掘に從事し、 
屄七 十九 年に 其 大著 『プ ハル フ ー トの怫 塔』 The  Stupa  of  BharllE を 龍敦で 出版した。 此古塔 は 其 塔 門 及 玉垣 

に 極めて 嘉な彫 習 施」" 佛傳天 覽神等 S 繁囊 史上 響 S ぁり、 特に 十醫 Q 本 生 經圖は 怫敎產 

上甚 貴重な もの だ。 將 軍の 大著には、 此等 彫刻の 圖樣を 悉く 寫眞 版と して 附圖 となし、 別に 鄭 寧な 刻 文の 考證を 


を 發 表し。 古物 學者 として 前記 ニ 大家を 凌駕す るに 足るべき バ ー ヂエス (* ? 3g M urgcss) は 千 八 百 八十 七 年と 
同 八 年の ニ囘に 亘り 、此 塔に 關 する 苦心の 研究論文 ニ篇を 『南 印度 考古 學實 測』 に 公に した。 かくて 此大 塔は 今 
や佛敎 史家 や 印度 藝 術の 專門家 に對し 前の ニ大佛 塔と 鼎 足の 位置を なし 必らず 見逃すべからざる 名物と なった。 

三大怫塔の外印度には古塔頗る多く、特に南印度に其數の少からざることでぁるが、此他に尙巖石を鑾開して 
造つた 同穴 殿堂 もまた 可成に 存在し、 バ ー ヂ H ッス 、ファ ー ゴッ ソン •リ ー、 ( > o x;Rea.) リッテル (Ritter) ィ 
ンド ラジ ー (Indraji) などが 各種々 の 報吿や 論文を 出して 居る。 然し 今は 且く 之を 措き、 直に 中古の 怫陀 伽耶大 
塔 硏究を 一瞥し ょぅ。 此大 塔は 今世界 怫敎徒 崇敬の 中心と なり、 其卓絕 せる 壯麗な 建築は 常に 吾々 が 憧憬の 對象 
ともなる が、 阿育 時代の 遺物は 唯 其 玉垣の 一部で、 大塔は 西暦 紀元 五 世紀の 建築に 就り、 其 後荒廢 したのを 十四 
世紀 緬甸 の怫敎 信徒が 之を 修繕して 驻嚴 を復 したが、 囘敎 時代に 入りて 又々 非常に 破壤 された。 英國 政府が 印度 
の 全權を 握る に 及び、 大 修繕を 加へ 今は 兎に角 舊觀を 見る 樣に なった。 此塔の 研究は 印度の 碩學ラ ー ジヱン ドラ 
ラー ラ、 ミトラが 千 八 百 七十 八 年に 『佛陀 伽耶』 Buddhagay csl , the  Hmnitage  of  ®kyalli を 著は して、 大塔 
の 重要を 學界に 報吿 し、 次で カン  一 rv ガム 將軍が 『大 菩提 卽佛陀 伽耶に 於け る 怫敎大 殿堂』 Mal s- bodhi,  or  the 
Great w uddhist  Temple  at  Buddhagaya,  1892 を 著は し、 三十 餘 葉の 寫眞 附圖を 添へ て、 美 濃 判 一 百 頁の 大册 
を 世に 問 ふた。 此書 には 大塔に 彫刻した 怫像や 刻 文 等を 精細に 研究して ぁるが 其 中に 宋代漢 僧が 印度に 入り 聖蹟 
を. 拜 して 金 欄 袈裟を 怫 座に 獻じ た銘や 、怫蓋 供養の 刻 文な ども ぁる。 前記 支那 怫敎 學者ビ ー ルは 此 等、 支那の 刻 
歐 米の 佛敎  一七 ,—* 


歐 米の 佛敎  一七 〇 
なった 扦は餘 程 妙 だ。 ファー ゴツ ソンは 千 八 百 八 年に 生れ、 始め 印度 藍の 製造 家と して 犬なる 工場を 有した が、 
印度 考古學 專攻の 爲に其 工場を 讓與 し、 孜 々として 斯 學の爲 に少 からぬ 貢獻 をした。 前記の 外、 千 八 百 四十 三 
年 『印度 巖洞諸 寺』 Kock—  Temples  of  India を 著は し、 亦 三卷の 大册 『古 建築 學史』 A History  of  ArchiT 
ecture  1865 丨 S 7 .及び 印度 學者の 重ず る 『印度 及 東方 建築 史』！ 11 -s.  of  Indian  and  Eastern  Architectures 1 87 
等の 著 あり。 猶怫敎 古 建築に っきて 種々 重要な 論文 や 報吿も ある。 ヵン fl ン ガム 將 軍と 對 比して 古物 學' の 元勳と 
して 仰ぐべき 大家 だが 七十 八 歳の 天壽を 完了して 死んだ。 ファ ー ゴッ ソンの 後、 前記 メ ー セ ー 大尉 も 『サ ー ンチ 
及 其 遺跡』 s sal nchi  and  its  Remain  1 00 92  を 書いた。 

ァム マラ ヮチ ー 怫塔 は玄羿 三藏が 案陀羅 旅行の 當時 、旣に 大部分、 荒 廢に歸 して 居った。 千 七 百 九十 七 年に マ 
ッケ ンジ ー 大佐 (col. p Mackenzie) 之に 注意し、 後長 期の 間滯 在して 其 描寫に 力め、 特に 玉垣の 諸 彫刻には 精 
細の 苦心を 拂ひ て圖樣 を縮寫 した。 當時 土地の 印度 貴族の 心なき 移轉や 古 材料の 惡 用の爲 に、 一方ならず 破壤せ 
られ 、マツ ケンジ ー が 之を 救 ふて マドラスと 甲 谷 他に 送った ものは 眞の 一部分に 過ぎなかつた。 其 後 千 八 百 四十 
五 年に H リ ォット 氏 (sir  w. s liot) の發 掘に 依りて、 彫刻の 大部分は 今や マドラス 博物館に 珍藏 されて 居る。 
此怫 塔は サ ー ンチ 同様、 紀元前 ニ 世紀の 建築 だが 其 塔 門 玉垣の 彫刻の 美は 寧ろ 遙に 之に 過ぎ、 豐 麗秀澤 今に 古代 
印度の 文化を 語る。 此塔 研究の 榮譽 はサ ー ンチと 同く ファ ー ゴッ ソンの 手に 歸し 前記の 大作！ f 樹龍 崇拜』 の 後半 
は此 塔の 說述 である。 其後シ ーゥ H ル (sewelo が 千 八 百 七十 七 年に 『印度^ iT ヲ 與』 の 第 十卷に 自家の 報吿 


て 論述した が 其確實 明晰 此珍 畫の眞 相を 世界に 傳 へ、 解說 宜しき を 得た るは 實はバ ー ジヱス 博士 及 グリフ ッス氏 
(G.  A Griffiths〕 兩學 者の 功 勞に歸 する。 後者は 千 八 百七士 一年 已來 、印度 古學 •皇 立® 細® 協會 々報 •西 印 
度考古學實測.べンガル蓝細 55 協會々報等に盛に此洞殿壁畫に就きての硏究論文を公表し、九十六年に此等の報 
吿 論文を 基礎と し 一一 卷の | アジャンタ ー 怫敎巖 洞 寺に 於け る 繪產§ ま。？  一 i ^ ^^wsl ^ cave-temple 
of と|美し、硏究を大成した。讓畫に就きては、今の所此書が最完美の作だ。馨は千八百七十八年 
に 此大巖 洞と 同型の 壁畫を 有する 小巖 洞寺バ ー ダ 0 gg s を合敍 して ^ 0 s- § ? 0 ss s lla  Kock-tcmplcs  01 

A jantptllcir  pahitings  and  Sell  一 pturcs,  ami  on  tls 

第 九卷で 出した、 グリフ イスと 必らず 併せ 讀む べき アジャンタ ーに關 する 絕好 指針で ある。 ミトラ 博士 其 他が 洞 
穴 壁畫の 部分的 特殊の 研究に 就きて は 今 之を 略す る。 

アジ ャン タ 1 巖 洞は 麗せ る靈 の 數約ー 百餘 房に 達し、 各 審壁畫 が あつて、 怫傳本 生 怫敎史 、天 襲 叉 等 
の宗敎 的の 圖像に 交て 宮廷 軍旅 其 他の 風俗 畫も 可成に 描かれ、 其 種類 も隨分 多い。 描寫は 極めて 古代の ものと 稍 
近代に 屬 する ものとの 別は あるが、 筆力 何れも 溫雅 秀麗で 意 巧 亦 頗る 巧妙を 極め、 グリフ イスが 之を 中世 イタ リ 
ャの 敎會蕾 比し 極力 義を 震® して 措かぬ？ 雷 尤 だ。 特に 珍と すべ— 外 國人ゃ 其 風俗 畫が少 からず 靈 
された ことで、 波斯人 印度 宮廷に 來聘 の圖 、パク トリ ャ人 家庭 風俗の 畫の 如き 實に 面白い。 尼 波羅 に傳 はつた 古 
代印 度の 貝葉經 文には 其 第一 葉に 多くは 怫像が 書いて あるが、 此 等を 集めた フ ー シエ ー の 『印度 拂像圖 像學硏 
欧米の 佛敎  一七 三 
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文に っき 論文を 書いた。 

(三) 印度 古畫 

育 王 時代ょり 印度は 彫刻に 於て は 其 技倆 希臘と 匹敵すべき 浮彫を 有する にも 關らず 、繪畫 に 於て は 一向に 其發 
達な く、 禪月や 龍 眠 若く は晁殿 司、 雪 舟の 樣な 名を 傳 ふべき 怫敎畫 家がなかった。 然し 怫敎畫 としては 一っ 珍奇 
な ものが ある、 それは 有名な アジャンタ 洞 寺の 壁畫で ある。 壁に 畫を 描く ことは 怫陀 在世ょり 其 風が あつた こと 
は 律の 中に 生死 輪の 畫を 作る 意匠が あるので も 解る。 然し 古畫 としては アジャンタ 計りで 他は ずっと 新しい 具 葉 
寫經に 現 はれる 細 小の 怫畫 位の もの だ。 然し 此洞 寺の 壁畫は 近時 發 見され る 西域 洞窟の 壁畫 、若しくは 吾 國の古 
怫畫と 比較して 怫敎 美術の 發展を 見るべき 珍 貴の 資料で あるは 論ずる まで もない。 アジャンタは デ ツカンと クハ 
1 ンテ ツシユ の 境界線に 當る ィン ディ ャ ドリ ー 丘の、 小 市街の 西北に ある 巖崛を 開鑿して 造った 一大 殿堂で、 
英人が マ ーラツタ人の權カを全然破碎し去った夫のァーラー牛の大戰の際、其驚くべき存在が世に知られ數年の 
後一 千 八 百 十八 年に マドラス 軍隊の モルガン 大佐 (Morgan) 初めて 之を 訪 ひて 報 吿書を 出し、 アレ キ サンダ ー 
少尉バ ード 博士 グリス レ ー 大佐 ラルフ 少尉 等 引 續き內 部に 入りて、 其 驚嘆すべき 壁畫を 歐洲に 紹介し、 漸く 其價 
値を 印度 古物 學 者に 知られた が、 唯 一般の 好奇心を 博 得する に 止まりて、 學術 的の 研究に 於て は、 殆ど 言 ふに 足 
らな かった。 然るに ファ ー ゴツ ソンが 前記 『印度の 巖洞諸 寺』 の 中に、 此洞 殿の 詳密 正確の 記載を なし、 學術的 
の 基礎を 置き、 其 後 ギル 大佐 ( Q ilo バゥ ダ ー ヂ ー 博士  ( td hau  D scl ji) 等の 論文 も あり ゥヰル ソン も 亦 之に 關し 


顏 面、 衣服の 褶髮等 著く 希臘の 影響を 受け、 一寸見る と 怫陀だ か 基督 だか 分らぬ 像も隨 分に ある。 怫坐や % 門の 
橫 もの \ 意匠 や 人物 も 全然 希臘 式で、 パル テ ノン あたりの 彫刻と 殆ど 分つ ことの 出來ぬ もの も あり。 希臘神 像ア 
トランク (地 神) がその ま \ に 使用され たの さへ 見られる。 而し此 健陀羅 式の 印度 美術が、 日本に 渡来して 初期 
の 日本 美術史に 異彩を 放っな ど 文明の 世界的 流動が 如何にも 面白い。 

(五) 怫敎 古跡の 研究 

古 塔 や巖洞 寺院 古佛 像の 研究は 次で 怫警 跡の 確定と なった。 而 して 之に 最も 力を 與 へたのは 第三 章に 擧 げた 
法 顯玄# 等の 紀行で、 特に 西域 記の 印度 地理に 關 する 貴重の 記錄 は實に 印度 古代 地誌に 新なる 進路を 與へ 、ヵン 
ー1ンガムの傑作『古代印度地理』 > § 0- 5- 060的肩1 ^ 0£111 & £1.1871.が出來た。此後歐讲や印度の學者は着々 
怫跡や 怫敎歷 史上の 古地を 證定 して 有益の 報吿が 諸學 會の會 報に 載る ことにな った。 一二の 實 例を 擧げ ると フユ 
1 フ 1 (Fabler) が佛 誕生 地董 羅城晝 Q 如き、 K ミ K_s 地拘戶 S 城 Q 古趾を 雲し 阿 墓 都 費 城の 
舊 跡を 發 見した るが f、 S 又 ブロ ッ示 蒺舍 利國や 那爛陀 if 調査した る 等、 研究は 着々 として 進む で 
居る が、 然し まだ 確定し 得ぬ 場所 も澤山 ある。 

西 人が 怫敎 古蹟の 硏究 にっきて は、 ビ ー ル や ヮッタ ー スの 西域 記の飜 譯考證 に 出来る 丈は 文獻を 擧げて ある 
が、 尙 近時 此等西 人の 硏究 書目を 網羅して 怫敎 地誌の 小 書史を 編む だのは 堀謙德 君の 『解說 西域 記』 の卷 末に あ 
る 書目 表で ある。 詳細に 書目 や 典據を 知りたい 讀者は 願く ば それを 一瞥して 掘 君 博 渉の 勞を 謝して ょい。 
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究』 SUide  sm-  riconogrophie  bouddhique  de l M nde は 第一 部を 千 九 百年に 出し 第二 部を 同 九 百 五 年に 出版し 
た。 これは アジャンタ ー に比べる と 時代は ずっと 新しい 資料 だが" 序に 玆に 付けて 置く。 

(四) 史怫 像の 研究 

印度の 古佛像 硏究も 古物 學上 重要の 一 科で ある。 大體 印度 怫像 には 大別 ニ大 系統が あって、 純 印度 式と 希臘の 
影響を 受けた 健陀羅 地方を 中心とする 型、 卽 所謂 健 陀羅 式の ニ 系統になる。 前者に 就きても 少 からぬ 論文が スミ 
ス •ク リャ ー ソン 其 他の 學 者に 依りて 學 壇を 賑 はした が、 後者は 特に 重要 だ、 スミス (smith〕、 コ ー ル (cole)、 
アボット (Abbot)  •グロ ォス (Growse)  •クルチ ウス (curtius) . ライト ネル (Leitnel.) •ワッデル (waddel) 
等の 英獨學 者が 現に 研究に 従事し、 諸方 面から 資料を 學界に 貢獻 したが、 之を 綜合して 一大 傑作を 出した のは 
實に佛 の フーシ エー (A.FOUChelo で、 其 一千 九 百 五 年に 出した 『健 陀羅の 希 臘怫敎 美術』 I/art  G ^ cobouddhi= 
que  duGBldhara 大判 六 百 三十 頁の 大册子 だが、 甲 谷 他、 ラ ホ ール其 他の 博物館、 英佛 獨の寬 集珍材 三百の 寫 
眞圖を 挿み 歷史 •地理. 及 資料に 關 する 序論に 次ぎて 第一 部を、 怫塔 •僧房 •伽藍の 三 章に 分け 第二 部を 先、 印 
度 美術の 要素と して 發展の 時代を 分ち、 已下の 四 章を 成怫 前、 成 道" 說法利 生、 入 涅槃に 分ち て 各 章に 相應 する 
幾多の 材料を 列擧 し、 比較 評論を 試みた。 其 苦心と 巧妙なる 叙述の 技倆 材料の 按排は 實に 驚嘆すべき もの だ。 例 
せ ば 涅槃 章の 如き 像を 集む る 七、 葬儀 荼毘 分布 舍利十 餘圖を 加へ て ある。 

この 健陀 羅怫敎 美術は 西曆 紀元 百年を 其 初期と なし、 漸次 發展 し、 紀元 四 世紀に 至りて 極 盛に 達した。 怫 像の 


5 Inf  cf  i で 五 枚 Q 嘉圖が 愛泛義 せられ 解說 周到 必讀の 雲。 佛敎王 髮色迦 時代の 古錢 

などは 頗る 珍で、 其後錢 面に 怫塔法 輪 S 子佛 像な どの 圖 が— のが 中々 に 面白い。 

特殊 的 綜合の 硏究古 物學の 各方 面から 集めた 資料を 綜合して 出來 たのは 先 第一に 印賣て ある 分 最近 代 
の 綜合 硏究が 現 はれる ii に、 早く 印書 學 S 料の 綜合 的 著作 ft みた 人が—。 それは 夫の ラッ 3 で 其四卷 
の. si. 印度 古學』 1 iidische  Alterthumskunde は 千 八 百 四十 七 年に 第一 版を 出し广 士ノ 年に 更に 校訂择 補して ^ 
ニ扳が 出た。 これは 印度 學硏究 初期 S 括りで 印度の 地理 一般 歷史學 藝宗敎 商業 其 他諸學 科の 歷史 槪觀は 此 大著 
で 百科全書 的に 大成され た。 義 一般 史の 方面に 於て は エリ T ソト (Hf) の八卷 の印蛋 が先驅 として 出で 
(一八 六 七 年 至 七 七} 次で エルフ ィンス トン (Ephin—1) (一八 七 四 年) の 囘敎 時代の 詳しい 歷史 就り ハン タ 1 
(Hunter) の印審 國 (一八 八 ニ) 之に 續き 、印度人 ダット (ロ  • oh.  Gus  Q 古代 印度 文明 史の樣 な 優秀の 書 
も 出 板に なり 今は ハン タ l_t ルン ルの 裡 珍本の 簡易な 印 費 さへ 出た。 而 して 特殊の 時代 若く は 地方の 歷史と 
しては バンダル ヵルの デ ッヵン 史 、及 孔畫 朝ょり 笼多 王朝 滅亡に 至る の史 、スミスの 『印度 古代史』 (一九 
〇 四) を 代表的の ものと する が スミスのは 特に 最新の 研究で 印度 史中 最良 書の 一で ある。 此 他トォ マス や ガルべ 
などの 著 暴げ、 更に マクリン X の 集めた 希 賢 料 や ァルビ ル T の阿拉 比® 史料 等に 就き 怫敎 と相關 する 所 
を 精密に 列擧 したら 數 限り も あるまい。 歷史に 次ぎて は 年代 表の 作成で 之れ も 十 種 ばかり— が 代表的の 者は 力 
ン ニン、 ガム、 ファ ゴッ ソン、 エ 1 ャ 1 (U の 諸 著 だが ダッフ 夫人 (奪」〕 S3 がー 千 百'^ ィブ 年に 出し デ 年 
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(六) 碑銘、 古錢の 研究 

育 王 碑文は 怫敎 史料 否 印度 史の 最古で 最も 貴重な ものであるが 此他 に尙 幾多の 刻 文が 存 する。 卽怫舍 利竇瓶 に 
鐫 つた 銘文 や、 瓦 石 金 銅に 刻む だ 經文や 、石碑の 建 寺緣起 等、 一々 之を 擧げた ら餘り 専門的に もな り 到底 此 講義 
錄の盡 し 得べき もので もない から 此方 面の 名家の 名 だけで も列擧 する 位に しょぅ。 

印度 碑銘 學の大 に發展 したのは 千 八 百 七十 年 以降で パー チヱ スを 初め フリ ー ト (seet) や フルチ エ (E.  WU T 
tzseh) 等の 熱心な 硏究家 出で フリ 1 ト笼多 王朝の 刻 文を 寬 集して 之を ー卷 とし ヵン-一 ン ガムの 『阿育 淑銘』 に 
次ぎて 『印度 刻 文集』 に 之を 發 表し (千 八 百 八十 八 年) 同年 また バ ーヂエスに依りて『印度刻文集』】 ^: 1チ 5- 
Indica が 出 フル S とフュ ラ ー が 編輯を 繼 承して 今は 十 餘卷に 達した、 此中怫 敎 碑文 も少く ない。 此他キ ー ル 
ホルン ( w ielhorn) ゴ ー ルド シュミツト (Goldschmidt) ミュ 1 フ ー (E. g l.iller) 等の 獨逸學 者が 印度 政廳に 聘 
せられて 犬に 此方 面の 技倆を 揮 ひ、 前の フルチ H やビュ I ラーが 南 印度の 諸 州から 種々 重要の 報吿 をな し、 英人 
にも リ ー (Rea) シ ー ゥエル (Sewell) が マドラス 州の 刻 文を 專攻し ライス (Rice) が マ イソ ー ルのを 硏究 し、 
印度人では バンダル ヵル (Balldarkar〕 や インド ラジ (11〕 ^ と0なども顧有益な碑銘の英譯考證を試みた。古錢 
學 Numismatic も 古物 學中 非常に 趣味 あり 且適 確の 史料た るべき もので。 プリンセプが 一た び 此方 面を 開拓し 
て 已來ト ー マス (Thomas)  H リ オット (Elll b- t) ビュー ラ ー (Bahlplo 等の 學者が 各 時代に 亘 りて 珍 貴の 古錢を 
蒐集 考證 したが 此 等の 硏究を 大成 整理して 一. 書を なした のは ラプソン (RPPS010 の效績 だ。 其 書は 『印度 古錢 


アン 慕 置 古— 綱要 f II.  —I—  穿* II と 稱し各 國の專 門 大家 執 
筆して 斯學 重要 Q 良 指針 數卷 S たが 編纂 者が 千 八 百 九十 八 年 旅行 中 不幸— f した 已來 T ル ホルン か其篆 
修に當 り 同敎授 が_ 今は 伯林の リユ 1 デ ルスと ギヨ ツ チン ゲンの ワツケ ル T ゲルが 引受けて 最近 事 紐 派及语 

婆 敎に關 する ー卷が 出た。 

五 特辣の 地方 硏究 (謹) 印度 古學中 特殊の 地方 研究 中 補遺と して 是非とも 加へ て 置きたい のか ニつ ある 
一つは 印度 內 地の 迦？ £_維國硏究と、他はずつと海を隔てた南洋の瓜桂の佛敎だ。霞者は佛敎の故國として毛名 
なるのみ|ず十ニ世紀に出來た同國の史書 §1 〕_パ€ーがある爲に、大に歐人の硏究菅惹きスタインは 
特に 精力を 費して 此 書を 英譯し (一九 〇〇) ニ 卷吴册 とし、 詳細の 史的 及 地理 的の 序論を 添へ て タツ ト 氏の 舊 
譯を 改善した。 然し 此史書 は佛 敎に關 しては 極めて 僅少の 史料の みに 過ぎぬ。 同氏は 叉 迦# 密羅 地理に 就き 詳ネ 
の 論文 も 出した。 瓜 は大 乘佛敎 がー 時 盛に 行 はれ 特に 秘密 敎が 勢力 0 あつた ことは 現時蠢 の佛敎 や彫韵 に禪 
しても 之を 知る ことが 出来る。 研究の 最古い 所は 英醫方 經營の 功勞者 ラツフ ルス (安 3S) の 『瓜 賣』 で 
此 中には 四十 餘 葉の 銅讓を 挿み 其 多くは 囊 0 佛像 である。 同 島 有名の 古殿 繁 ロフツ 1 ルは 其 彫 f サ 1 ン 
チ や バルフ I と 匹敵す るに 足るべき 中世 怫敎の 美術で、 之に 就きて は、 プライ テ (PI) が 有名な slf 
ddha-Legende  in  d.  sit.  d.  Tiles  V.  B6r6-Budur  1901 

l 又此 殿堂 彫刻に つき 論じ、 獨英 の學者 中に 研究を 雲した もの も少 くない。 最近に 至り 和屢 者の 双 謹 術 
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代表は 最新し く 且つ 先々 完全の ものと 云へ ょぅ (chronology  of  India  from  the  eariest  time  to  the 1G.  cent.) 
怫敎史 研究家は 机 右 必讀の 書で ある。 古代 地理に 就きて は 前記 ヵン- 1 ンガム の 著已來 綜合 的の 大作は まだない。 
隨て 完全な 印度 怫敎 地理は 今や 學界 の渴 望して 居る 所 だ。 碑銘の 研究から 成立した 印度 古字 象學 Paleography 
は 佛敎と 特に 關係が 深い ことは 碑銘 錢文 の外怫 敎の古 寫經が 其 研究の 基礎に なって 居る からだ。 ビュ ー ラ ーの著 
『印度 字 象學』 Indische  PaIeograhielS96 は 此方 面に 於て 唯一無二の 良書で ある。 此他 科學や 法制 若く は 音樂 
史等の 硏究も あるが 怫敎に 大した 交渉 もない から 之を 略して 美術に っき ニー 目し ょぅ。 印度 美術は 前に も 申 述べた 
通、 其 優秀な ものは 怫塔や 怫像や 怫畫で あるから 隨て 印度 美術史の 大半は 怫敎 美術で ある。 之には 最近 出た ハ ー 
ヴェル (E.  R Haveli) の 『印度 彫刻 及 繪畫』 111 di 目 8 culpture  and  Paintings 1 90 8 が あり。 尙古い 所で 獨 » 
諸學 者の 著書 も、 二三 あるが、 矢 張 不朽の 價値は 今の所 グリュン ゥヱー デル (Grunwede w の 『印度 佛敎 美#- 
Buddhistische w unst  in  Indien に 指を 屈する。 此書 原作は 千 八 百 九十 一年に 成り 同 三年に 校訂の 第二 板が 出で、 
千 九 百 一年に ギ ッボン 女史 (A. p Gibbon) が英 譯しバ ーヂヱ ス 校閱增 補を 加へ て 立派な 書に なった、 日本 繪畫 
と 印度 美術との 比較に 就て は 天狗を 伽樓 羅の變 形な どゝ いふ 見當違 ひの 議論 も 白 璧の微 瑕で 一寸は あるが、 槪し 
て 良好の 指針た るは 學 者の 是認す る 所 だ。 

ラッセンが 初期の 印度 古 學を總 括した と 同じく 近代 斯學の 泰斗を 以て 推され 聲名 一時 歐洲を 壓 した ヴィヱ ンナ 
大學の ビュ ー ラ ー は 印度 學全體 — 言語 文 學宗敎 、古物 學の 各方 面を 該羅 した 叢書を 編まむ とし 之を ィンド、 アリ 


奇觀が 印度支那の 各 驛に 出来た。 グリ trvM 1 デルが 高昌で 得た 壁畫を 見る と 一高 僧が 獅子 坐に 登り 一」 說法 する 
會 下に 或は 置 f 黑膚の 比丘— 議藝 種々 な 和 尙が變 を 開— 熱心に 聽 法す る樣 S いて—。 こ 
れは實 に 西域 地方が 古來 如何に 幾多の 人 著 集め 幾多 §1 兹に 落ち合つ たかを 示す 面白い 讓で あらぅ。 

此佛敎 極 盛 q 地、 一時 異彩— 文化— くつた i 霞は、 囘敎— 人から 人爲 的の 襲 臭く ると 共に、 天 
變 地異 Q 不幸な 慘害 Q 管 河流 や 土地 Q 狀 勢が 全く 變 化して 到蠢 華な 都 S な 市街 驛亭を 見る ことか 不可能に 

なつた。 專 Q 靈な 大寺院 佛塔 逢く 沙志 中に 置し" 其 墨な 屋はー 襲々 人麗 へたる 大 沙漠の 中に 

僅に 殘 M 廢趾 古昔 Q 義基 るの みで ある。 西域は 實に 東洋の ボンベィ だ。 否 其 光榮 ある贊 赢 みて 現在 荒寥 
の狀 1 ると fv ヘィ 已上 Q 悲 f 一大 光景で— い か。 此壯大 雲な 景 i 人には 絕 好の 詈で あらぅ。 然し 
學術 1 it 薩 _i して 1 ぬ。 于園1 りて S 山 8韋_ 麗— 1 沙 土の 中 
から 現 はれる、 高昌の 調査が 開始され て 其 雄麗な 壁畫や 稀 有の 遺書が どし^^ 歐洌の 博物館に 另樣の光ル木を發知 
する。 燉 煌 •では 石室 Q 中から 思 ひ 設けぬ 千年の 古 素 萬を 數 へて 出て 來 ると 5 風で、 其發 見され た 古 量 書 壁 
畫刻文 竇器怫 像 等は 悉く 響な 新學 術の 資料と なり、 伯林に も i にも 倫敦 にも 彼得變 も 各方 面の 學者か 彭ふ 
て此新 資料の 研究に 努力す る こと ゝ なり、 玆に 西警學 或は 東方 土 耳 其— 古學 of —II ヒ 
kunde が 成立した。 

印度 學が 一時 學界 研究の 中心たり し 如く、 セ ミチ ック 學が甞 ては 流行 8 兒 たりし 如く、 _ や 史詩の 討究 
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研究は 俄然と して 勃興し 去歲 死なれた スパィ H ル 氏は 勿論 其 同僚 門下が 盛に 同 島 考古學 の 論文を 發 表し、 秘密 怫 
敎に關 する 珍 貴の 資料 も少 からず 存 する。 其 中 ブランデスの 考古 學硏究 ArclIOlogische  21 delkop  Java 

eii  Madura  1 90 9 や カッッ (J.  I へ ats) の瓜挂 古文 (sang  hyaiig  Kamah ccl .y pl nikan  1 911 ) の 出版 及 釋義は 秘密 

敎硏究 上 多大の 價を 有する。 此 古文は 秘密 供養 法で 中には 大日 經疏に 出る 阿利沙 偈の梵 文な ども 存在す る。 

第 六 章 西域 發 掘の 佛敎 

一 西域 古學の 成立 一寸 支那の 譯經史 を 瞥見 すれば、 五十 餘國と 云 はれた 西域 卽 中央® 細 亞の諸 古國が どの 
位怫敎の傳播に重要でぁったか ^ 、多言を費さずに解る。世高でも法護でも曇無讖でも羅什でも怫敎を漢土に專 
へた 麵經の 高僧は 何れも、 西域に 重大の 關 係を 有する 人 だ。 また 玄 弊の 西域 記 其 他に 就きて 見ても、 西域 諸國怫 
敎隆 盛の 狀態 は、 高昌 でも 于閬で も 龜玆で も 到る 處 、金 碧煌耀 の 莊嚴な 殿堂、 講學 修道の 大衆が 雲集した 記事で 
今に 其 盛時を 傯ば せる。 而 して 此 地方は 其 域 理 的の 關 係と 他面には 支那 對諸蕃 の 政治的 位置から 晋漢六 朝ょり 唐 
を經て 宋一泛 ■支那 印書 藏 1 くは 波斯阿拉 比 耶其他 Q 西方 靈 との_のー ^ 5:? 15? — り、 證 文化の 潮 
流が 湊會 する 一の 溜りと なり 宗敎 文藝の 東西ょり 交通す る 一大 _ 亭 となりて、 當時最 勢力の ぁつた 怫敎は 勿論 
摩 尼 敎景敎 等も玆 に來り 猶太 敎 さへ 之に 交りて 一種 複雑の 文化を 形く り、 其 言語 も 梵語 支那 語 西 藏語突 厥 諸國語 
波斯 語の 外に 固有の 西域 諸 邦の 言語を 加へ、 民族 も隨 って 此等 諸國の 人民を 網羅し 極めて 異彩を 放った 賑やかな 


とが 分つ た。 ランが 于闐で 古經 慕た 前後 一枚 ニ 枚の 斷片は 土人が 歐 人® 旅行家に 賣與 したが、 露國 ヵシュガル 
の總 領事べ ト n ヴ スキ ー (p g- rowsky) が 之を 觀て其 散逸を 恐れ 努力して 土人より 古 經斷片 を買收 して 之を 彼 得 
堡て 送つ た。 之が 卽 夫の 『ペトロ ヴス T 蒐集』 と稱 する もの だ。 ランの 獲た 法 句 經斷片 は 同氏が 悲慘の 末期の 
前に 早く 故郎 i つた 爲巴 里に 安着して セナ 1 ルの 硏究 出で バ了 大尉の 樺 皮經は 印度 i られ てへ ルン ル 氏が 
取調べた。 之より 英國に 於て は ヵシュガル 駐在の 英國 政府 代表者 マ 力 ー トネ ー( ^ pop s- 【】o s の盡 力で 露國と 同く 
大に 中央® 細® 古物の 憂 £羅 し 其 極 甲 谷 他に 於て へ ルン ルが 資料 整理の 任を 帶び千 八 百 九十 五 年より 七 年に 
至り 于闐其 他より 種々 の 古 經斷片 が 可成り に來 たが、 此中 尤も 笑 ふべき は僞 造の 古版 書で ぁる。 狡猾な 土人 力無 
茶 苦 茶の 擊を 作り 之を 古紙に 押して 巧に 古物と 偽り 一時 歐洲學 者 S した 一 雲。 へ ルン ルな どが 善 目に 之 
を硏究 して 種々 な 解釋を 付けた Q が 霞 面白い。 然し 之は 下に 記す る スタィン 氏 于圃に 旅行の 時 犯人が 自白した 
ので 大笑に なつた。 千 八 百 九十 七 年に 至り、 K タィン (M.A.Steill) が 親く 于圃 に 人り て眞 正の 學術的 蒐集を 
行 はんとし ビ rj If 、 へ ルン ル 等と 計り 旅裝 基へ て 千 八 百 九十 九 年 印度を 發 して 西域に 人り 千 九 百年より 翌 
年に 亘り于 S 故 地を 靈 して、 非常に 大規模 Q 霞を なし 篇雲墓 斷片古 より 古代 SS 器 や 草鞋 
箒に 至る まで 山 Q 如き 珍 貴の 資料を 得て 歸り其 優秀の 品を 撰び i_f 於け る 第 十三 囘萬國 東洋 學會に 
陳列し 大 に學界 S 管 博した。 之より 先 千 八 百 九十 九 年羅信 於け る萬國 東洋 學會に 於て 露國 sf ドロフ 
の 熱心なる 主張に 依りて 中 _細屢 術的薦 Q 必要と _究の 中心 議を靈 する の議 ぁり 本部を 彼 得 堡に置 
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楔形 や 象形文字 QS に 春て、 今や ■露は 世最壇 Q 霞 題— C た。 而も 璧富な 霖と硏 豪 項が 多 

方面に 亘る r は 最も a 味の 存 する 所で、 今後 東洋 學の十 年は 恐く 西域 古學を 中心として 此硏究 に 學界の 努力が 專 
注す る だら ぅ。 而 して 此硏究 Q 結果と して 持ち 來 i べき 賜は 偏く 東洋 學術 諸般の 方面に— す t とで あらぅ 
が、 就中 鍵史 と佛敎 聖典 史は 之が 爲に 多大の 啓發を 得、 或は 現在 學界の 斷蠢說 を 全然 疆 する 様な 結果に も 
なる かもしれ ぬ。 已 下此硏 究の槪 要に 付き 一言す る。 

ニ 西域 古 學硏究 の 經過此 研究の 經 過を 略述す る 前に 順序と して 西 人が 西域に 關 する！^ 史若 くは 地理 研究の 
一般を 叙す、 へきで あるが、 今は 紙數も 殆ど盡 きたから 一切 之を 節 略して 直に 新硏究 Q 經 過を 述べる。 

千 八 百 八十 年 已 前に 西域 地方を 旅行した 歐 人は 隨分 ある。 ブ レッ トシ ュナ ィデ ルの 樣に 中世 西域 硏究に 就き 傑 
作を 殘 した 學者も あるが、 西域 古學の 資料を 歐洲の 學界に 提供した のは 英國の 騎兵 大尉で 西藏 にも 入った バヮー 
氏 (Bir) だ。 大尉は 千 八 百 九十 j 年 庫 車に 於て 樺 皮の 經文を 得た。 之が 西域に 於け る 古經發 見の 露 だ。 
止 樺 皮經は 主として 秘密 部の 經 典に 屬し 孔雀 王經 及び 藥法呢 法 占 察の 方法を 說い たもので 全く 漢譯 のない ものが 
大部分を 占める。 文字は 極めて 古く、 眷 時まで 世界 最古 Q 護と して あった 吾國 法墜 〖の 貝 葉 も 此震經 の 前 
には顏色なきに至った。大尉ょり少し早く中央盟細盟に入りて學術的探檢に從事し西藏に入りて無殘なる土民の 
手に 懸 りて 慘殺さ れた佛 人 デュ トレ エィル ド、 ラン (Dutreuil de  nhin〕 は 西藏に 入る 前^ -I 一人 九 ニに 于國で 
同じく 樺 皮の 經 文を 得た、 バヮ 1 大尉 樺 皮 經は梵 文で あったが、 此の 人の 藍；^ で それが 法句經 の斷片 である こ 


師の 探：. f ぁつた、 西域 硏究は 此の 如くして 今 各方 面に 一日 一り て隨分 廣く發 掘が ぁつたが 珍 貴の 資料が 提供され た 
點 から 見る と、 其 大 なる ものは 先 三つになる、 卽 一は 于圃を 中心とした スタインの 發掘 。ニは 高昌に 於け る獨逸 
の學術 遠征。 1 墩 煌の スタイン 及。 へ リオが 古 典籍の 發見 だ、 今此 等の 資料に つき 各國に 於け る 研究の 一般を 
略述す る。 

三 西域 古學 研究の 成績 先づ 三大發 掘に 於け る總體 の報吿 から 初める。 英怫獨 三國の 代表者 中で スタイン 力 
最も 燦爛たる 報吿 をして 居る。 同氏が 前後の 大成功の 記錄 としては、 

1 「支那 土 耳機斯 坦 1- 於け 5 古物學及、び地理學的發掘探檢豫報3会"^目3ヴ名§ «-|- ミ9'^目^^ 2, >- ョ^3 0 な§ー 

and  topographical  exploration  in  Chinese  Turkestan  London  1901 

2 、 于 闐沙賫 里 沒 の廢趾 Sand-buried  Rnins  of  Khotpn 1930 翌年 再版 

3、  古于圓 Ancient  Khotan  Oxford  1907 美 濃判大 册ニ卷 

4、  契 丹 砂漠の 諸廢趾  R s. ns  of  Besert  Kpthay  1 91 2 ニ卷 

第一は 發掘 s§ 大成功 s 英 Q 霊に 雷た も®、 第二は s 讀者 s に 通俗に 此_ 的大 旅行の 顚 末を 
記した もの、 第三は 挈麗檢 の 學術的 報吿で 上卷六 百頁大 旅行の 經 過と 于歷ハ 他 西域 古 國に關 する 詳細の 歷史 
地理の 考證を 試み 別に 西 變那其 他の 蠶 文書に つきて はシャ ヮン ヌ 、、、ハッ シェル 等の 專門 家が 夫々 筆を 執り、 
下 卷は總 て 附圖で 地圖佛 像佛畫 囊 古文書 器具 等 Q 量 圖ー百 二十、 中には 精巧の 彩色 刷 も 多い。 第 四は 卽ち懷 
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くの 案 纏り て 世界の 東洋 學者 が大に 此硏究 が 注意を 向けし 際であった から スタインの 陳列と 說明 は豫言 者が 現れ 
て 天啓が 下った 樣の 勢で 學界の 歡迎を 得た。 千 九 百 ニ 年に 至りて 獨 逸の グリュン ヴ H 1 デル 及 レ、 コック (Dr. 
V.Ibcoq) の ニ 氏は ツル フン 卽高昌 の 故 地に 至りて 視察した るの 結果、 伯林に 歸 りて 文部省の 許可を 得 皇帝は 東西 
學術 遠征の 總裁 として 巨額の 資金を 下 附し千 九 百 四 年ょり 千 九 百 六 年まで 絕へず 發 掘を 繼續し 多大の 古經佛 像を 
得廣大 なる 壁畫は 原 壁を 巧に 分割して 其 ま X 之を 伯林に 持ち去っ た、 大體此 高昌の 故 地は 露國で 初めて 注意し 千 
八 百 九十 七 年已來 クレメンッ 博士  (Dr. w remellz) が 其發 掘を 志した が果 さず して 遂に 其 功績が 獨 人の 手に 歸す 
る樣に なった。 此後 スタインは 一千 九 百 六 年ょり 同 八 年に 亘る 中央 亞細亜 の大發 掘を 試み、 足跡 西域 諸 古國に 遍 
く 特に 此囘 は燉 煌を 中心として 犬に 資料を 集め 同地の 千 佛崛の 石 壁 中に 於て 秘藏 せられた、 古 經幀幅 幢幡に 畫か 
れた佛 畫其他 二十 四の 大 匣を 得た。 これ 今 千 怫崛を 守る 王 道士から スタインが 種々 交渉して 僅に 五 百 ル ーピー で 
手に入れた ので、 此ニ 十四 匣の 經 文は 何れも 完本で 梵語 あり 支那 語 あり 囘鶄語 あり 西藏語 あり 寫本刊 本、 卷き經 
貝 葉 折 本 綴 本 等の 各種を 合せ 其 數實に 萬餘に 上る、 伯林の 高昌所 獲の奋 書に 比して 其 數ー脣 豐富 である。 スタ イ 
ンが此 大成 効の 後 千 九 百 九 年に 英國に 歸 った 時に 佛國の ペリォ (Paul  pelliot) が 千禪崛 に 來て王 道士を 問 ひ ス 
タインに 讓與 を肯ぜ なかった 分の 石 壁 中の 支那 古書 約 九 千卷を 買得て 怫國に 歸った 。此 支那 書中には 怫敎 聖典 大 
多數を 占む る も 其 一部は 漢代に 溯る 貴重の 寫本 あり。 史籍 興 他も乏 くないとの 事 だ。 ペリォは 又龜 玆國 の故趾 
庫 車を 訪ふ て發 掘した が 此處 には 大した 獲物 もなかった。 龜玆 遺蹟は 露國か らも 獨逸 から もまた 日本の 大谷 光瑞 


經は 學界の 名物 だが へ ルン ルが 其 解讀を 試みた。 同氏が 甲 谷 他に 於て 千 八 百 九十 三年ょり 同 七 年に 百 一り て此珍 材 
の 解 讀英譯 考證を 出し 原本 五十六 葉を 玻璃 版に 印刷して 之に 添付した。 ランの 發 見した 樺 皮 法 句經の 斷片は 恐く 
現在 寫經中 最古の もので 西曆 紀元の 初 世 期に 溯り 得べき 逸品 文字は 住廬 文字 Khalfthi で 此字は 遠く  . 元 前 五 
世紀 印度の 西北 方に 行 はれ 紀元 初 世紀 健 陀羅に 入りて 流行し 次で 西域 地方に 傳 はった もの だ。 樺 皮の 體裁 もバワ 
アー 寫經が 貝 葉 經を模 して 細長く 樺 皮を 裁 製した のと 異なり 兩 邊を絲 にて 縫 凝して 幅廣の 紙の 樣に して ある。 此 
法 句 經斷片 は 大部分 パリに 送られ、 セナ ー ルが 之を 研究して 怫國蓝 細亟會 報に 解讀を 出し (一八 九 八)。 一部 彼 得 
堡に 到着した 分は オルデン ブル グが 苦心の 硏究を 公に した。 ベ トロ ヴ スキ ー の 蒐集 斷片及 露國が 西域 各地で 集め 
た 力は 梵語は オルデン ブルグ 囘 韻語は ォドル フが 研究して 『佛敎 文庫』 中に 最近 辰國 語の 佛典を 考證 して H した 
が、 尙 佛經已 外に 古代 シリア 語卽 K. l crr elo で 書いた 摩尼敎 古聖 典の 斷片 はサ ー レ マン (salemann) が 種々 有 
益の 研究を 出して 居る。 面白い のは 漢文 怫經の 裏面を 利用して 摩尼經 典が 書いて あるので、 記者は サ ー レ マン 氏 
に 之が 涅槃 經漢譯 斷片で あるのを 注意した ことがある。 これには 色々 の說 明が 出來 るが 此怫典 古本の 裏面 利用は 
于闐や 龜玆 のみでない。 高昌 にも 其 例が 多く 全然 差異した 囘鶄語 怫經を 書いた の も 可成に ある 已上は 三 大發掘 前 
の 蒐集 資料の 研究を 一言した が、 スタィン 第一 囘の于 圃發掘 資料に 就きて は 支那 語 文書は シヤ ワン ヌ 、西 藏はバ 
1 ネットと フランケ、 猶太 波斯 語は^ iargcliuth 古錢は ラプソンが 調べて スタィンの 大著の 附錄 としたが 梵語は 
へ ルン ルが 引受け、 其 中 金剛 經の 如きは 恰ど 全部 ある 逸品 だ。 其 他は 記者が 同氏の 依頼を 受けて 證定 したの だが 
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煌 大成功の 記念で 一の 旅行記に 過ぎず 學術 的の 報吿 書では ない が、 上下 兩卷 とも 五百餘 頁、 精細な 地圖の 外に 實 
に 三百 三十 葉の 寫眞 版と 十三 葉の 原色版を 付けて ある、 此等の 寫眞 版は 遠大な 山岳の 風景、 凄慘な 沙漠、 廢寺古 
域、 人民、 古寫 經怫畫 等に 亘り て眞に 皆な 珍 貴の 資料で ない のはない。 此 書は 此寫眞 丈で も 非常な 苦心で 千古の 
傑作 だのに 其 兩卷千 頁の 記事は 如何に スタイン 氏が 偉大の 人材た るかを 充八 P に 示して、 普通の 讀物 としても 趣味 
多く 訓戒に 富み 利益 ある 近來の 一大 名著で ある。 獨 逸の 探檢は 其 規模の 廣大 、設備 方法の 完 美、 資力の 豐 富の 爲 
蒐集 品も饒 多に して 古文 寫經 等の 部分的 硏究に は 世界を 驚かす に 足る 業績 も少 くは ない、 然し 全部 纏った 報吿は 
まだ 出ない。 古物 學及古 美術の 方面には グリ ユ ー デルの 立派の 報吿が ある。 

イ テイク チリ  W 及 其 附近の 古物 學的 研究報告  Boricht  iiber  archiiolog.  Arbeiten  in  Idikutschari  tmd  umgebuna  in 
Winter  1902 — 1903 . Mi B- cllen  1906. 

此書に は 三十 餘圖の 玻璃 版と 百 六十 餘の 地圖 木版 等と を 論述 中に 挿み、 怫敎 美術史 上實に 貴重の 著作で ある。 
ペリォは 其 支那 書の 目 錄を發 表し、 探 檢の槪 略 報吿は あるが スタインの 樣な完 美した 報吿は まだ 出ない。 

已下 蒐集 資料の 報吿 にっきて 極めて 槪 略の 叙述を する。 三大發 掘の 前べ ト a ヴスキ ー が 蒐集した 古寫經 斷片及 
び 其 他の 探檢 家が 時々 獲た る 資料は 梵語の 分は オルデン ブルダ、 土 耳 古語 や囘鶄 語の 分は ラドル フが 研究して ぼ 
っぼっ 露國 古物 學會 東洋 部會々 報 杯に 出した 一例と して オルデン ブル グが千 八 百 九十 七 年ょり 翌年に 亘り 同會報 
に 西域 發見の 古經數 種を 研究した (中に 孔雀 王經の 斷片も ある) のを 代表と したら ょから ぅ。 バ ヮー 大尉の 樺 皮 


大 般若 理趣 分. 瑜伽 論、 金剛 般若 等 七 八十 葉に 上って 居る。 而し てこれ は スタィンと ペトロ ヴ スキ ー の 蒐集 丈で 
あるが、 獨 逸の 高昌發 掘に も ペリオの 燉 煌探檢 にも 此 種の 經典は 多數に 存在す る。 恐く 此國 語譯及 著作の 聖典は 
支那 西域の 一切 經に 匹敵すべき 尨然 たる 容量を 有した ので あらぅ。 此 破天荒の 新 研究 卽此 死語と 漢譯 との 非常に 
苦痛 多 かりし 比較 や、 檢 出の 困難であった 事情 其解讀 方法 等は 一 r 新 怫敎』 第 九 卷四號 (明治 四十 一年 四月) に 拙稿 
が あるから 詳細は 其に 讓 る。 此 グリ ユ ンゥ二 ー デルと レ コックが 蒐集した 一 博物館を 形成す るに 足るべき 高昌發 
見の 珍材は 殆ど 無盡 だが、 此中 シリア 語囘訖 語に 就きて はミュ ー ラ ー 敎授が 擔當し 千 九 百 四 年に 摩 尼敎の 亡滅し 
た 聖典 原文の 斷片 を考證 して 學界の 賞賛を 博し 伯林 大學 はこの 爲氏に 名譽敎 授を與 へたが 爾来 氏は 露 國のラ ドロ 
フに對 して 大に 囘訖 語の 研究に 力め 蒐集 中から 金 光明 經や 大白 傘 蓋 陀羅尼 •方 廣大 莊嚴經 •普 門 品 •尊 勝 陀羅尼 
等の 漢囘 對譯 討究を 試み 勞ヵ 非常なる 考證を 添へ て 其囘訖 硏究集 d igurica ニ卷 まで 出した が 尙續 いて 出す であ 
らぅ。 印度 塞 種 語 或は T0IS11 に 就きて は 伯林の 少壯 ドクトル ジ ー ク (sieg) とジ ー グリング (sicglillg) が 
研究し、 梵語は 故 ピッシ H ル 敎授が 雜阿含 や 法句經 の斷片 調査を 出し、 門下の ステ ー ネル (安 §: 0 5 氏 も 金 光明 
經刊本 斷片や 法身 經 を證定 し、 ピッシ H ルの 後繼 者と して 今 伯林 大學に 名譽 高き リュゥ ダ ー ス 博士  (Hb<10rs) も 
最近 馬 鳴 作の 佛敎 、剝 三種を 發 見して 印度 文學 史上 實に 感謝すべき 業 蹟を殘 した。 此他 高昌發 掘の 功勞 者と して 大 
に ヵィ ザ I の寵 遇を 被り 伯林 大學 から ドクトルの 學位を 贈られた レ コックは 摩 尼敎經 典に つき 二三の 大作を 發表 
して 居る が 佛敎 研究には さして 緣が 深く もない から 詳細は 略す る。 而 して 今や 伯林では 其の 蒐集の 珍品に 毫も 他 
歐 米の 惙敎  ， 一八 九 
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ざつと 左表の 通り、 珍な のは 小乗 經の梵 本が 可成に ある こと だ。 

i 、 小乘經 (四阿 含 及 律) (I〕 長 阿 含 1、 阿吨那 智經" 2、 大 合集經 U 3、 隨勇 尊者 經。 (n〕 中 阿 含 4、 優 波 
利經。 ( 111 〕 雜阿含 5、 月喩 經。 6、 慈心 經。 7、 新 歲經、 ( IY ) 小 部 經藏。 8、 法 句經數 葉。 (V〕 律 二葉 
ニ" 大乘經 (I〕 般若 大品 般若 十數 葉。 2、 金剛 般若。 ( 11 ) 方 廣諸經 3、 衆腋。 4 「大 涅槃。 5、 城 
喩- 6、 法 華 (數 葉)。 7、 入諸怫 境界 (三十 葉)。 8、 鸚鵡 長者。 9、 金 光明。 (瓜3大集 10 、月藏分。 

11 、 寶幢。 12 、 日藏 分。 13 、 賢 護 分。 (斤)秘密 14 、無量門陀羅尼。 15 、 大白 傘 蓋 呪。 へ ¥ 〕讀歌 16 、摩 
垤利勢 多 一 百 五十 讚 佛偈。 17 、同叫百偈讚怫偈 

此は 記者が 引受けた 丈 だが 其 豐富先 かぅ だ。 此 梵語の 外に 西域 語が ある、 此 古語は 西域 諸國の 亡滅 と共に 久し 
く絕滅 して 今は 唯 奇妙な ブラ ー フミ ー 梵字で 書いた 斷片が 殘 つて 居る 丈 だ。 此旣 滅の國 語は 自ら 二種 類に 分れる。 
伯林の ミユ 1 フ ー 博 土は 第一を 月 支 國語卽 印度 塞 種の 語 第二を 康居 國語卽 Soghdian 語 だと 論斷 した。 稍大早 
計 だが 先 正當だ らぅ。 第一 種は 其 資料 極めて 僅少 だが 第二 種は 子 ® を 中心として 怫敎 諸國で 公然 聖文學 語と して 
流行した 古語で 其 材料は 頗る 豐富だ 。此 絕滅の 不思議な 語を 解讀 して 之を梵 ■本 支那 西 藏の異 譯と對 校し 其 北方 ア 
リアン 語なる を 語學及 史上から 論斷 したのは 實に 記者の 恩師 ロィマン 先生が 中央 亞細 亞古學 上の 殊勳で ある。 而 
して 此解 讀の祕 鍵は 實に 支那 譯藏經 で、 千年 不可解の 謎 語は 此奇 語の 斷片に 相當 した 漢譯が 發 見され たので、 漸 
く 解明の 途が 開いた。 今では 兎も角 言語は 勿論 文法 も 分り 語彙 さへ 先生の 力で 出来た。 而 して 此奇 語で 書いた 聖 
典は 頗る 多く 記者が 在獨 中證定 した 丈で も。 僧伽 吨經 十數葉 •觀藥 王 藥上ニ 菩薩 •維摩 •首 楞嚴 •智 俎 陀羅尼* 


第 七章歐 米に 於け る怫敎 の 感化 

S ハ 章までは 泰西に 於け る怫敎 の學術 的硏究 若く は 美術的の 鑑賞の 一般を 略叙した ので、 之れ で 本講の 目的は 
一先 づ濟 むだの だが、 此 等の 硏究や 鑑賞を 基礎と し 源泉と して 築き 上られ 流れ出た 實際 的の 感化が、 宗敎 として 
の眞價 であるの だから、 此章 下で ショー ペン ハウェルに 端を 發し シュルツェ や プング ストに 發展 した 智識 上に 與 
へた 影響、 延ひ ては ニ イチ H や トルストイ や 若く は リス、 デ、 ヰ、、 ツ 夫人が 怫敎 心理から 其の 親緣を 指示した ベルグ 
ソン 折 门學の 關係 なぞを 論じ、 また ヮグネルの 歌劇に 雄渾 崇嚴 溫雅の 味を 持たせた トリスタンに 於け る捏獎 論の 藝 
術 化 ハル シフ アルの 大 慈悲 同情の 崇高 偉大な 情趣に 觸れ たり、 H トウ 牛 レア ー ノドの 詩に 觀て 『盟 細 亜の 光』 
が藝 術の 新 天地を 開いた 跡を 味ひ而 して 獨 逸や英 國に 於け る 極めて 眞詈な 持 律の 碧眼 比丘 や、 官吏 軍人 紳商 等 
が 研究と 渴 仰との 團體 なる ロンドンの 怫敎會 、若く は 迫害と 惡鬪し 困苦と 猛戰 して 怫敎 信仰の 確立に 力む る ライ 
プチ ヒの 傳道會 、此 等實際 信仰 上の 感 勢を 叙して、 歐洲の 大地 此處に 彼處 に佛陀 崇敬の 靈火 燃え 上り、 達磨 歸依 
の 信泉漬 出して 漸くに して 思想 上 信仰 上 鑑賞 上 多大の 影響を及ぼし 來り燎 原の 劫火と なり、 汪洋の 大海と ならむ 
とする の 現狀を 略叙す る 豫定で あつたが、 拙 講旣に 指定を 超過す る 三十 頁、 先月 臥 病の 爲 起稿 も 殊の外 遲 引して 
頗る 讀 者に 御迷惑を かけても 居る こと だから 今囘 はこれ にて 一先 此の 講を 終らせて 頂く。 (畢) 
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人の 指 だに 觸 る、 を 許さず ミュ ー ラ ー •グリュン ゥヱ ー デル •リュ ー ダ ー スを三 大元帥と して 其の 旗下に 集る 一 
騎當 千の 俊才 連が 孜 々として 各方 面の 研究に 奮 勉し絕 へず 業蹟を 伯林 學士會 々報に 發 表しっ ゝ ぁる。 燉煌發 見の 
古書 にっき スタインの 得た 萬 卷に餘 る珍籍 奇書は 最近 漸くに して 大英博物館の 一室に 祕襲の 手配が 濟むだ 位で 目 
錄さ へま だ 出來 ぬが、 此 珍書の 內容が 一た び 發 表される と 學界は 恐く 大 革新を 見る だら ぅ。 ペリォの 集めた 逸書 
類の 支那 文書は ペリオ 自身 目録を 作り 羅振玉 氏 其 中で 重要の ものを 校訂した が 其 中 旣に慧 起傳は 藤 田劍峯 氏が 箋 
釋 して 曠諝の 奇書を 世に出した。 其 他レヸ は 此の 梵語 聖典の 硏究に 當り (千 九 百 十一 年) 印度 塞 種 語の 聖典に も 
精通の 調査報告を した (同年)。 ゴ ー チヲ ( Q 目 thiot) は 同年 ロイマン 先生の 所謂 北 アリ アン 語 文字 及數 目の 硏 
究を發 表し (同年)。 尙ほメ ー ボン (Maybon) は燉煌 美術に つき 一 拙 小冊を 書いた (L p rt  bouddhiquedu  Tal-= 
kessan  oriennl : la  Mission  Peilliot  1906 1 1 H e 。此等 諸硏究 家の外 コノ  フ ( w 目 ■) フ ー シエ！ ボイ ヤ ー 
(Boyer) 等 新進の 研究家の 業績 も少 からず、 ヘル ンル にも パ ヮ丄 tt 寫經 研究の 外 幾多 重要の 研究論文 も 出て 居る 
が 大體此 位に して 此章 は擱 筆す る。 

附記。中央蓝細亞研究じっ告ては在獨中ニ三の論文$『新佛敎』 11 椹げてもらぃ、(古于闐及其珍貴の古佛。八卷ニ，ー 
八一已下新發見の西域古聖典。九卷、四、ニ九ニ已下。新發見の阿含諸經の梵文。十卷一八一已下〕また斷片硏究の中涅 
槃や 、般若、 母 兒論師 讃佛偈 等 か 選み て 之 か 『宗 敎界』 |- 報告して置ぃた。 


西 藏佛敎 一斑 

(明治 ニ 八、 一、 ニ 五、 淨 土宗學 友會會 報〕 

緖 言 

難董國 現代の 怫敎 や。 之を 理論の 點 より 見れば。 千 重の 議霞 t て 管 塞ぎ。 之を 實際 S より 推せ 
ば。 萬尋 山峻乎 として 前 S る。 大乘 を怫說 にあらず と談 じ。 眞 如を 婆羅 摩の 轉化 なりと 論ず 是の玄 きは 
是義 の 大 なる ものに あらず や。 世界の 敎 徒を 糾合して 雄を 基督教に •ひ。 南北の 大法を 統一して ■權を 日本 怫 
敎に歸 す。 此 Q 如きは 是其險 の 最臉な る ものに あらず や。 而 して 此疑や 博く 世界 傾敎の I 典を 比 校して 纟 i 其. 
同異を 驗 し。 密に其 興 廢を稽 ふるに あら ずん ば。 固より 其 明晰なる を 望むべからず。 此臉 や。 洽く彼 也の 敎理を 
曉ら め。 相 HQ 敎 勢を 審 にし。 方め て 其 功を 收 むべき なり。 比較 研究の 吾敎に 緊要なる。 何ぞ 吾人 後學の 萬吻を 
勞 せむ や。 今や 文 雲 然 。百科の 蕾 其 精 S め。 萬 邦 塞して 蕾相慶 す。 然れ ども 佛理 S は。 未た 其 美を 
極む るに 及ばず。 世界の 敎 徒は 各 相割據 して 楚と 越との 如し。 是 何の 致す 所ぞ 。要するに 比較 硏 究の完 からさる 
に歸せ ずん ば あらず。 炳 眼を 怫典に 管。 | 震を 敎界に 揮は ん參る Q 士。 每に兹 に深慨 す。 夫 西藏は 南^ ■佛歡 
の 中間に 國 して SQ 大藏尙 今に 存 す。 中觀瑜 伽の 響。 _雲0 幽趣。 依て 以て 窺 ふを 得 可し。 切ち 蠢倒 
敎 徒は。 特に 意を 此に 注ぐ 可く。 比較 硏究 Q 價値。 I た 確に 此に存 せ ずん ば あらず。 予大 にこれ に感 あり 則 要 
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一味 淸淨 の法水、 源—— の苑 中に 發 し。 天下 悉く 其 澤に沾 ひ、 宇內皆 其惠— る。 上下 數 千載。 獲 幾 萬 
里。 世界 五 億の 生靈— ふて。 率ゐて 安樂 si らしめ。 今に 至て 芙岳 天に 聲 ゆるの 地。 黄河 地に f の 所。 

民人 f として 功 S 利に 浴し。 安 南 £ 甸や響 や_や。 南— 蘭舊— より。 北は 5 雲 雪の 銀 

乾坤に 至る まで。 法雨津 々として 群生を 1 す。 大 雄の 盛 德夫偉 1 哉。 今は 且く法 水の 西藏に 及べる の 跡— 
へ。 其 皮瀾の 起伏を 察し。 流行の 通 塞を 觀んと 欲す」 

西 is 賛。 今 便 S て ft 一二 期に 分つ。 其 第一 期は— 前 二百 年より 紀元 七？ 十八 年に—。 是 
を敎 法傳播 の 時代と す。 第二 期は 七？ 十八 年より。 一千 署 五十 年に—。 f 敎法疆 I の 時代と す。 第 
三 期は 一千 三百 五十 年。 大 改革 家札克 巴の 出世を 以て 期を 開き。 敎法 改革、 蠢 政治の 時代と す。 敎 理の點 より 
見れば。 第一 期は 敎理 方に 完全す るの 時に して。 蠢の 時代な り。 第二 期は 敎理 漸く 熟して 分裂 1 ず。 反— 
時代な り。 第 i は此反 f— して 新に 塞 S 義— 。方 S 合の 時代 I。 終— く 馨敎に 付 
きて 記す る 所 あらんと す」 

(一) 第一 期^ — 佛敎 傳播の 時代 

左— 言の 連峰。 震と して 萬 古の 翠を 籠め。 右には 議の重 雷。 i として 千秋の 雪 積み。 大 湖は 鏡を 磨 
して 到る 所に 散在し。 長江は 碧を 凝して 柱く 所に 環 流す。 氣纏溫 ならず と雖 。牛 羊 以て 育。— だ 肥へ ずと 
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を 摘んで 其 一端を 硏 めんと 欲す。 抑 も 異邦の 人 西 藏怫敎 を 學ぶや 甚だ 難し。 故に 先歐洲 支那の 典籍に 本き 其 一般 
を 了し。 次で 宜く 原本に 就きて。 其奧に 達すべし。 而 して 其 一般を 了すべき の 書。 英には ホッヂ ソン、 ハーデ 
1" タル ナゥル 、ウイルソン。 等の 著。 獨には シュミット、 ブシ ル工ヴ 等の 著 あり。 特に 匈 加 祁人ク ソマ •デ. 
キヨ H ロョ H ス 。等の 諸 著は。 必ず 之を 讀 まざる 可から ず。 支那 著作の 「蒙古 源流」 等の 書。 また 次で 欠く ベ か 
らざる ものた^ N。 然れ ども 予貧窶 。固より 典籍に 乏しく。 加 之 倉卒の 間 參照完 たからず 。唯 獨儒ヱ ミール •シュ 
ラ ギン ト ヴィト 氏の 「西 藏怫 敎」 を 本と し。 傍ら 二三の 參考 書に よりて。 次の 四 章の 下に。 西 藏怫敎 の 一斑を 觀 
んと 欲す。 據る 所の 「西 藏怫敎 J は 西曆 一千 八 百 六十 三年。 獨國 ラィプチヒに 於て 出版し。 甞て獨 帝維廉 一世の 
天 覽を經 。記事 精確。 今に 宗敎學 者の 珍と する 所な り。 予編述 の 意。 固より 廣く 大方 諸兄の 叱正を 得て。 己を 益 
せんとす るの 微衷の み。 豈敢て 自ら 世に 公に する に存せ んや 。讀者 希く ば 諒焉」 0 
第一、 敎史 
第二、 敎義 
第三、 敎式 • 

第 四、 敎制 

i 

第一章 敎 史 


王 唐 賴囉嘛 (1}01011」113 ^ は。觀音の化身にして本師阿彌陀の法王子なるを確信す吾國 -0 淨敎徒は三 ^ び意 
を此に 注ぎ 來 るを 要す」 

西 藏の聖 史家 スサ ン ナンダ •スセ ットセ ン 0 ro ®§§ crQ rfi s 3 tsell) 記す る あり。 日く 紀元 三百 年。 王 トトリ •一一 
キア ン •トサ ン 0 (Thothori  Nyan ^ 目)西藏を治め。夙に天下の昌榮を圖る。遇五人の異客。忽 ^ として來り 
王に 說て 日く。 _ し 四寶鬼 ひば。 卽其 望を 完 ぅする を 得ん と。 蓋し 此四寶 は。 當て 紀元 三百 三十 年。 一の 寶 
函中に 藏 めて。 天ょり 或 地に 降りた る ものな り。 其四寳 とは。 一に 合掌した る 掌 形。 ニに 4 佛塔 三に ^ 摩 尼 鉢 
持 ^ $0日3{1 2. ^ ロニ1116  1>1101の銘ある寶珠。四に聖典ザマトグ(一建立せる器」の義にて今現に西 ^ ブ藏中 
に存す)是也。王喜んで啟言を納れ。大に五客を禮し。遂に國家を平定して。ー百九十年の壽を保ちたりと。此 
話 實に籠 なる に 似た— 雖も 。當 時佛敎 S く 光輝を 發し來 りたる は、 實糧ふ ベから ざるの 證 とす。 書の 
或學 者は。 此五 異人を 以て 支那の 僧侶な りと 云 ふ」 

スサ ン ナンダ •ス セット センは、 已 上の 事實を 以て。 怫敎 傳播の 初めと す。. 然れ ども 通常の 史家は。 其 後 三 
百年、 王ス口 ング スタン. ガム ポ (srongstan  0§ « 3)の世を擧て。其初なりとなす。是蓋し王の苕 1/ 至ナ至高 
なる を 以て。 然く 定めた る もの X み。 尙皇國 怫敎の 入りし は。 旣に 繼體の 朝に 存 せし と雖 も。 欽 明の 世を 以て 其 
傳來を 論じ。 支 謹の 時 早く 沙門 尸 利 房 等の 至る ありし も。 蠢法 蘭の 西來を 取りて。 傳 法の嚆 矢と なすに 類 
す、 抑 西藏に スロン グ スタン あるは。 猶皇國 に 上宮 太子 あるが 如し。 大敎 の宣傳 。一として 王の 力なら さるは な 
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雖 。米麥 以て 食す るに 足る。 西 藏の地 何ぞ夫 佳なら ずと せむ や。 然れ ども 昔時 佛敎の 未だ 此地に 至らざる や。 民 
安心立命の 要 あるを 知らず。 其 祭る 所。 日月 雷雨の 神に あらず んば 。木石 禽 獸の靈 なり。 其 衣る听 の ものは。 區 

魅 役 鬼 Q 望に— ざれば。 蠢方術 Q 響 f.。 5 て 慈 s_l かず。 盡く罔 還 f 敬し。 目 遂に 

智慧の 聖訓を 見ず。 頭 徒らに 牛 鬼 蛇 神を 拜禮 す。 救 度 何れの 時ぞ 。闇々 たる 長夜。 絕て惠 日の 光な く。 津濟 何れ 

の邊 ぞ滔 々たる 毒 流。 永 慈 舟 の來| し。 佛敎 傳播前 Q 西藏 は。 實に 此の 如— 狀態— 。其 宗教と 稱す べきは。 
夫の 自然 崇拜一 whygio p try。 若く は 偶像 崇拜 Idolatry なりき」 

史家 地理 學 者の 言 ふ 所に 從へば 。紀元前 一 百 三十 七 年の 早き に當 り。 閃々 たる. 佛敎の 光は。 漸く 西藏を g ノ 

て。 當に奪 盲 欲す。 裏茫 _證具 ら ず。 其義 Q 祖謹 たる盒 る 能は ざれ I。 此時旣 に 

カィラ (Kailas) 山脈 Q 阪路 に。 寺觀 の 存在した りしを 稱す 。見るべし。 西 藏は 支那 未— 鳥— に 入らざる の 
前 。龍樹 方に 印度に 獅吼 する の 時。 早く 旣に大 乘の此 に來 りたる を」 
機至らず。法作ぞ弘まらむ。先に佛敎の西藏に入りたるや。人其道德の高尙なるを喜ばず。何ぞ其敎理の微妙 
なる に 感ぜむ。 陽春 白雪。 遂に 鄙 人の 耳に 適せざる の憾 なきに あらず。 爾來數 百年。 敎門存 すると も 亡きが 如 
く。 カィラ 山畔 の寺觀 も。 空く 寒烟荒 草の 中に 埋滅 する に 至れり。 然れど も 今や 時 漸く 熟し。 一縷 明滅の 法 澄。 
焉に 粲然の 光を 發せん とす。 西 藏佛敎 徒は 日く。 是 實に觀 音大 士 愛護の 至す 所な りと。 蓋し 西藏の 人は 其 國を以 
て。 觀音 有緣の 地な りと し。 世々 有 德の屋 及 偉大なる 師祖 は。 皆大 士の應 現な りと 信ず。 今に 至りて 其 國の法 


スロ ング K タン 王 Q 功績は。 サム ブホタ の 補佐に 依りた る もの 實に 多し と雖 。終始 王を 賛 けて。 佛敎の 興隆に 
盡 せし ものは。 實に 其ニ妃 の 功に 出づ 。此 ニ妃は 一は X ジ ヤン (I) と 云 ふ。 支那の 皇女 也。 他を ドル 
カル (skar) と 云 ふ 尼 波 羅の公 主な り。 唐史に 記す る あり 「貞觀 十五 年、 以宗女 嫁 吐番 、弄 讃大喜 、遺子 弟 入 
國學」 、と。 霉西藏 sf 11 るべ i り。 而 して ニ 妃の雲 £ する や。 各 其 國ょ— 像聖經 を 
蒉 らし 来り。 全力 墓して 怫敎 の 傳 播を勉 め。 學 林を 設け 靈を 建て。 大に 人民を 愛撫せ り。 是に 於て 文 華 章 贫 
として起り。印度ょり支那ょり僧徒風を望んで來附し。ー時皆 £ 冊以西に燦爛極美の春を現したり。今に至て西藏 
の 人 尙ニ妃 Q 德 i ひ。 僧侶は 之 梟 符？ S め。 俗人は 朝夕 供養して^ 德 S 求す と 5。 翼 摩 尼、 カム 

ブムに 日く 

r 爾の時 阿 彌陀怫 、深 禪定に 入り、 古の 眼ょり 靑色の 光を 舒 ベて、 處女 ドル マ (yc3〕.p) (ニ 妃を 惣稱 せる 名 
にて、 梵語 多羅 (TMSO 救 度の 義に當 る〕 を 現し、 以て 有情の 心を 覺せ しむ」 

と。 此中 所謂 「執 蓮華」 は。 實に S 王 Q 本 地な りと なせり。 事跡 豈太 だ上宮 太子 S に 類せ ず や。 此に揭 ぐ 
るニ圖 (本 S 之) は 右は 文珠の 像に して。 左は ドル ジヤ ンの眞 なり 。其 三 眼 あるは 西藏に シエ スラ フ ( 2 SI 5 
と稱し 智慧 8 を 表す。 (ニ妃 の 事に 關し ては、 義淨の 「求 法 高僧 傅」 の卷首 玄照傳 記す る 所 あり 霞せ ょ) 

(ニ) 第二 期 —— 敎法 興廢の 時代  . 
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西藏 儕敎 一斑  j 九 八 
し。 其 不朽の 盛業は。 西藏 人の 常に 忘るゝ 能は ざる 所。 嘖々 の名聲 長へ に 後世に 傳 へ。 世の 西藏 怫敎を 見る もの 
をして。 遂に 之を 怫敎傳 播の嚆 矢と なさし むる に 至りたり」  丨 
王は 紀元 六 百 十七 年に 生れ。 同く 九十 八 年を 以て 姐す。 唐史に 所謂 弄讀 なる もの 是也 。史に 日く  T 吐 # 在 吐 谷 
渾 西南、 自古未 通中國 、唐 初國 勢寝强 、其 王稱替 普、 替普弄 讃有勇 略、 四隣 畏 之」 と。 以て 其絕 世の 明主た るを 
想 見す るに 足る。 怫敎 上に 於け る 功業は。 之を 月 支の 阿育に 比する も。 敢て 遜色 あらざる 也。 其 一生の 偉業は。 
聖典 マ 一一 •カム ブム (M§i  Kambum) 之を 詳 にす。 今其顯 著なる ものを 擧げ ば。 王は 紀元 六 百 三十 ニ 年。 大臣 
ツミ •サム ブォタ (Thumi  sibhota) に 十六 人の 屬僚を 付し。. 印度に 使して 聖經を 求め。 梵 文を 硏究せ しめた 
り。 西 藏の敎 書 其 行路の 狀を 記す るを 見る に。 或は 鬼 魅に 逢 ひ 或は 盜賊に 犯され。 疾風 暴 雨 •猛獸 毒蛇 具に 艱辛 
を甞 め、 方め て 經を簣 し本國 に歸る ことを 說 く。 其 狀宛も 一部の 「西遊記」 を讀 むが 如し。 依て 想 ふ。 スロン ダ 
スタンの 時代は 方に 唐 大宗の 貞觀 年中に 當り 。サム ブホク の入竺 。實に 玄奘の 渡 天と 世を 同 ふす。 法 門の 興隆 自 
ら時 ある 乎。 サム ブホタ 國に歸 る や。 印度 デ. ブナ ー ガリ (J>3va ?, tgal.i)  の 原 字を 本と して 西藏 文字を 創製し。 
之に 依て 梵本 を飜傳 せり。 王此に 於て 厚く 其 功を 賞し。 怫陀の 怫誡に 則りて 國內の g 習を 洗滌し。 嚴に 諸の 非 法 
を 禁じたり。 

西藏の 僧は 說く サム ブホタ は文珠 菩薩 (曼 珠師利 (Mallj ぎ i) 西 藏にジ ヤムジ ヤング (Jilmjamg) と 云 ふ) の 化 
身なりと。 以て 其 聰明の 大臣た るを 知る 可き 也) 


る 所に 依れば。 舊來 西藏弘 通の 敎法 は。 重に 支那 所傳 にして 無 着の瑜 伽宗に 係る。 三 伐 婆 等の 印度 師は 。槪ね 中 
論を 宗 とする ものな りと。 此の 如く 一方には 瑜伽宗 ありて。 舊來の 正宗な りと 誇り。 他方には 新に 入れる 中 論 あ 
りて。其說の盡せるを論ず。兩宗の衝突實に此に於て免るべからず。屢論戰を張りて亙に其雄を競へり。而して 
王は 兩宗 の論爭 。延て 民心を 乖離す るに 至らむ ことを 慮り。 令を 發 して 二者を 朝 庭に 會 し。 最後の 論戰を 決せし 
めたり。 此論爭 に 於て 瑜伽は 遂に 中 論に 敵す るを 得ず、 其 派の 僧侶。 多は 去て 印度に 走りたり。 玆に 於て 中論獨 
り 西藏の 敎權を 握り。 王は サム ヰ ヱ ( rn asye) に ビマ (winaa) の大 殿を 建て。 大に中 論の 諸經 論を 翻せし めた 

り」 

ニ、 破壤 時代 

チス ロング 殂 して 後 數 代。 紀元 八 世 期に 至り。 王 ラング ダル マ (Lggdharma) 出で。 怫敎 を廢滅 せむ と 計り 0 
殿堂を 毀ち。 僧伽を 追 ひ 怫 像を 壤り經 典を 燒 く。 慘毒實 に 支那 三 武の災 に 比すべき あり。 王の 暴惡 此の 如し。 終 
に 民心 睽 離し 國家衰 弊し。 紀元 九 百年 國 民の 弑 する 所と なれり。 其 子 位を 續 き。 又 暗 弱に して 崇敎の 心なし。 六 

十四 年間 酒色の 裡に 位を 終れり と 云 ふ」 

三、 復興 時代 

ラング ダル マの 孫 ビラム グル •トサ ン ( td ilamgur  Tsan)。 大に前 王の 非を 過め 八 大寺院を 再建し。 八十 年間 
平和の 治を なして 殂せ り。 此 ょり 怫敎 また 大に 興り。 前代 難を 避けて 印度に 遁れ たるの 僧侶。 續 々西藏 に 歸り來 
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櫻 花 盛 開して 萬 朵の芳 を 吐く に譬 ふ。 其芳蕾 春風に 笑て。 潮紅 呈媚唯 だ 榮に向 ふの 時は。 則ち 前項の 第一 期な 
り旣 にして 花 方に 開く。 此に 於て か 或は 和氣 1 鹿 日。 或は 妬雨嫉 風。 忽 にして 榮へ忽 にして 衰ふ 。西 藏怫 敎傳播 
已 后の史 は實 に此 榮枯變 化の 態を 示す ものな り。 是 を今說 かんとす るを 第二 期と なす」 

一、 隆盛 時代 

ス II ング スタン 王 姐して 後數十 年。 怫敎洽 く 西藏に 布く と雖も 。續 くに 明主な く。 敎勢國 運 漸く 萎靡 せんと 欲 
す。 此時 に當り 王チス ロング •デ •トサ ン (Thisr—  de  Tsan) 出で \ 大に敎 法を 赫揚 す。 此を 第二 期の 初め 
とす」 

此 王は 紀元 七 百 二十 八 年に 生れ。 同 八士ハ 年に® す。 計る に 其 治世は。 方に 唐裹 の 天 輩 間に 當る 。西鬵 
敎に 確然た る 基礎を 與へ 。僧 制を 定め 信條を 嚴 にし。 之を 一般の 國敎 としたる は實に 王の 的な り 一 

チス ロング 王は。 夙に 怫 敎の國 家に 鴻益 あるを 洞察し。 之に 賴て 民人の 康 福を 圖 らんと し。 卽 位の 始 。高 德サ 
ンタ •ラク シク (Santa  1 ^ ^ 11ぽ〇0を印度ょり西藏に引き〇其推薦に依りて〇カフ 4- リスタンょり遙に偉大な 
る 碩學鉢 曇 豐伐婆 (pla  slhava) (蓮 花 城、 西藏に ゥル ゲン (UI) は パ ド マジ ユ ングネ 
Jggne) と 云 ふ、 カフ 斗 リス タンは 西域 記 所謂 烏仗那 (vgyga) 國な り) を迎 へて 師と なせり。 三 伐 婆は 密咒 
に 精通し 儀® に 暗 熟す。 後世 西藏 人の 崇めて 大 祖師と なす 所な り。 王の 佛 法を 護る 此の 如くなる を 以て。 印度の 
僧侶 續 々f 次 S 藏に 入り。 爲 S 來 支那 所傳 Q 敎義 1 倒す る 墨れ り。 塵の 塵 プ トン (PI) 記す 


に 際して。 頃に 光輝を 發し たる ものは。 實に 祕密敎 なりき。 聖典は 續 々飜傳 せられ。 名師は 踵を 次で 來る 。加 之 
其 種々 の祕 法は。 大に 民人の 歸仰 する 所と なり。 遂に 舊來 西藏 唯一の 正宗た る。 中 論と 比肩して 立つ に 至り。 一 
は 法身の 有なる を 論じ。 他は 理性の 空なる を 談 じ。 對壘 角逐して 各 其 雄を 鬪は す。 密敎は 念誦 修法を 重む じて。 
撰 典の 嚴な るを 尊び。 中 論は 具 性 觀理を 要と して。 唯慧の 明なる を 期す。 密は 事を 以て 理を詮 せむ とし。 中は 理 

を 以て 事 慕せ むと す。 空と 有と £1 なり。 理論と 實際 S 突な り。 主 觀と蠢 运踅 り。 敎 理上麗 は。 當 
時 此の 如き 大需 ぁりき。 夫れ 大衝 着の 後。 必ずや 大 融合 来らざる ベから ず。 大缺 裂の 生ずる。 次で 叉 大和 會を 
来すべきな り。 知るべし 西 藏は敎 理上此 時 方に 一大 偉人を 要した る ことを。 而 して 首— らして。 他方を 顧みれ 
•±o 敎 法の 旺盛は。 _ら 一種の 惡風を 釀 し。 戒律 緩く して 宣敎 漸く 漫に 。僧徒 唯 安逸を 事と して 榮 華に 耽り。 密 
法に 付託して 。徒馨 幻の 術を 街 ふ。 淸 S 法規 襲 S し。 純潔 § 仰 3 に已 まんと す。 掌 此の. 腐敗を 洗 
漉し。腫痕を拔除するもの果して誰ぞ。知れ西藏は道義上亦確にー大偉人を要したることを。而して立偉人は遂 
に 時に 乘じ て來れ り。 之を 大聖 ッ ソンク ハ パ (Tsonkhapa)x 支那 之を 札克巴 叉は 宗喀 巴と 呼ぶ) となす」 

札 克巴は 西曆 一千 三百 五十 五 年。 (皇國 後小松 帝 御宇、 支那 明大 宗永樂 年間) シャム ヱの アム ドに 生る。 此處に 
今 クム ブムの 大寺嚴 然として 立ち。 永く 大聖 不朽の 功 勳を留 む。 入寂は 西曆 一千 四 首 五十 年。 卽 支那 明 憲宗の 成 
'化 十一 年。 皇國 後土御門 帝の 文明 七 年に 當 る」 

乳克 巴、 其 豐富 の學識 、絕 代の 材 幹を 以て。 ボドヒ •ムル (— B: - 日 g) タルー ーム •ムル アル 
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り。 反動の 勢力。 熾 然として 大火の 原野を 燎くが 如き もの ありき。 之を 復興 時代の 始めと す」 

西藏 僧の 其國 に歸る や。 宣教の 効果 實に 偉大な りき。 而 して 之と 共に 叉 印度 僧の 來 りて 敎を 布く あり。 內 外相 
應 して 隆然 たる 西 藏佛敎 の 復興を なせり。 是れ 紀元 九 百 七十 年。 卽ち 支那に ありて は 宋大祖 開 寶 年間。 皇國 にあ 
りて は 慈 惠旣に 天台 座主と 成りて。 怫敎の 最も 盛なる 時な り。 而 して 此 復興に 際して 最も 有力な りし もの 印度 僧 
バン ヂタ • ア チシヤ (pandita  Atisha) 及 其 弟子 ブロ. ムス トン (B1) 等と す。 種々 の 大乘經 及 秘密 儀軌 
の類は。大抵當時の飜傳に出で。有名なる密經迦羅斫迦羅。亦此時を以て現れたり。之ょり已後。十ー、士ー、 
十三の 三 世紀 間。 續 々梵經 の 飜譯 ありて.。 高僧 碩學亦 多く 出世 あり。 「怫祖 通 載」 擧る 所の 元の 諸帝師 は。 槪ね西 
藏 僧なら ざるは なく。 元史に 赫々 の 名 ある。 帝師拔 思發の 如き。 其最 なる ものな りと す」。 

是の 如くして 第二 期は 過ぎぬ。 或は 香雲堆 をな し滿 幅の 美を 現し。 或は 落 英繽紛 。風に 摧け 雨に 惱むで 悲慘の 
景と なり。 一衰 一盛 相 連絡して。 將に 第三 期の 果實を 結ぶ あらんと す」 

(三) 第三 期 —— 敎法 改革 及宗敎 政治の 時代 
一、 敎法 改革の 時代 

ア チシヤ 寂して ょり 三百 年。 殿堂 空を 摩して 聳 へ。 讃唄 地を 搖 して 起り。 極 目 漏 絢。 眞に敎 法 旺盛の 觀を なす 
と雖 。輝々 たる 光景の 裡。 _ら 一種の 危機 伏在し。 一大 衝突" 一大 崩壤 。俄然と して 至らん とす。 蓋し 教法 復興 


三年 死) を 鼻祖と なす、 始て 達賴喇 嘛 の尊號 なる。 ギキヱ ルヷ •リン ポチ H (Gyelva  Kinp〕che) の 稱を受 く。 
蓋し 「貴 陛下」 の 意な り。 一千 四百 四十 六 年に 至り 此人 タシ ルン ポ ( H 目 P〕) の大 寺を 建て X。 また パンチ 
H ンリン ポチ H (ranchen  Iunp)che) の 尊號を 得たり。 此 ょり 代々 タル ルン ポに 住する ものは。 皆此尊 號を續 
く。 之を 班禪喇 嘛と云 ふ。 蓋し 「大師 寶」 の義 なり。 這 般ニ喇 嘛は 東西に 並立して 敎權を 握り。 漸く 敎法を 以て 
國 事に 關 渉す るの 傾向を 生じ。 第五の 達賴喇 嘛ヌ ガン クヷ ング .ロブ ザ ング .ギ キア ムトソ ( ^ CTQ p cre ssgLobzf: 
ng  GJISO) の 世に 至り。 附近の 蒙古 人を 使 _ して。 時の 西藏 王を 伐たし め ニ 千 六 百 四十 年卽 明思宗 禎 十四 
年。 終に 西藏の 政府を 顚 覆して。 敎權 と共に 政權を 掌握し。 全然 宗敎 政治を 形成して。 東洋の 羅馬 法王と なり。 
東西の 西藏 。及 其 附近を 擧げ て。 悉く 嘲 臟の 命に 服從 せしめたり。 後淸朝 勃興す るに 及び 康艘 帝の 雄 略の 爲。 淸 
の版圖 たるに 至りし も。 尙 依然として 其 尊嚴を 保持し。 蒙古 滿洲 各地の 怫 徒。 咸 く其敎 令を 順奉す と 云 ふ」 
已上三 項。 略して 西 藏佛敎 史のー 班を 記す。 今將 に管轉 じて。 少く 西藏の 基督 敎 に付き。 記す る 所 ぁらん。 
是 蓋し 怫 家は。 己れ が 敎門盡 遷興廢 1 る 基と すると 共に。 叉 他敎と の關 係に 付き。 深く 考 ふる 所な くん ば 
ある 可から ざるを 以て 也」 

(四) 西藏に 於け る 基督 敎 

歐人は 西藏の 口碑に 「大聖 札克 巴は、 西方ょり 来れる 長 鼻の 人と 友たり し」 と 云 ふを 證 とし。 且其洵 度 典禮の 
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タネリ ケ (Altanerike) ラム リム (Lamrim) 等の 書を 著し。 密乘中 論の 衝突を _會 し。 ガル タン 等の 地に 大寺 
を 建立し。 犬に 僧 風の 頹亂を 矯正し。 嚴に 敎會を 設けて。 當 時の 積弊を 刷新せ り。 西 藏佛敎 史上 絕大 の偉勳 は。 
實に此 人なら ずして 誰れ ぞ。 哲學界 に韓圖 ありて。 實驗 理論の 兩 派を 調和した る 功を 知る ものは。 叉札克 巴の 密 
乘中觀 を和會 したる の 技量を 思へ。 道 德界に 蘇 克刺底 ありて。 道義の 頹落を 救 ひ 其 基礎を 定めた るを 知る もの 
は。 また 札克 巴の 西藏 道義の 改革を 成した るを 観ぜざる 可から ず。 泰西の 學者每 に讃 して。 「喇嘛 敎の氣 gj とな 
す。 宜 哉」 

札克 巴の 大業は 此の 如くして 成れり。 今に 至りて 西藏の 人。 旦暮 其 德を慕 ふて 崇敬 至らざる なく。 其 示 寂の 日 
は。 大祭を 修し嚴 儀を 行 ふこと 年々 怠たら ず」 

ニ、 宗敎 政治 

札 克巴旣 に ガル タン (Galtan)  の大 寺を 建て 其 長と なり。 四方の 僧徒。 皆其敎 令を 仰ぐ。 稱 して 喇嘛 
(Lama) と 言 ふ。 蓋し 首長の 義 なり。 札克巴 寂して 後。 法 統相續 て ガル タンに 住し。 權勢 比ぶ ものな し。 宗敎政 
治の 端緖 。此に 於て 漸く 現ず。 然るに 幾なら ずして。 此權 勢は 去て 達賴 、班 禪のニ 喇嘛に 移る に 至りたり」 

達 賴班禪 の ニ 喇嘛は。 或 人 又札克 巴の 法 統を續 ける ものな りと なす。 是西藏 の 傳說に 「 此ニ喇 嘛は 、札克 巴の 
此の世を 化せむ が 爲に 、其 ニ大 弟子を 使は して、 循環 轉生 せし むる ものな り」 と 言 ふに 依る。 然れど も 其 實は然 
らず 。達賴 喇嘛は ラッサ 府に一 寺を 建てた るゲ、 、ツム •グル ブ (Gedus  Gmb) (西 唇 千 三百 八十 九 年生、 同 七十 


の厌 。錯雜 _ 絡の 態。 豈 丹青を 得て 及ぶ 所なら む や。 西藏の 怫敎 b 觀る 。また 之に 類す る あり。 其 敎義は 大小 兩 
乘 相間錯 し。 密敎 之を. 色彩し。 淨門 之を 潤色す。 深遠 高 妙の もの。 秘密 幽奧の もの。 緯と なり 經と なり。 蓮華 菩 
薩 笑を 帶て 坐し。 金剛 力士 怒を 露して 立ち、 梵呪祈 禳の 法。 占 運 十 星の 技。 點綴間 雑して。 光怪 陸離 得て 端倪す 
ベから ず。 此間 一管の 筆。 明晰 其 大綱を 述べん とす。 恰も 夫の 秋 林の 奇。. 毫を 着け 難き に 似た るな からむ や。 今 
は 唯一 株の 古松を 繡錯參 差の 中に 拔き 。一樹の 丹 楓を綺 給 •羅 織の 裡に擇 びて。 秋景至 奇の存 する 所を 示す に 過ぎ 
ざるの み。 一隅を 擧げて 三 端を 察する の 士 。之に 依て 全般の 風景 •を 知らむ かな」 

今 西 藏の敎 義を述 るに 當り 。之を 三 項に 分つ。 第一 聖典を 擧げ 。第二 敎義を 明し。 第三 宗派を 示す。 唯 憾む所 
は。 獵渉 甚だ 淺に 。其 大綱を 撮る 能は ざるを。 且歐 人の 書。 固 怫乘に 精なら ず。 觀 察する 所。 頗る 支 吾な きに あ 
らず 。西藏 の 原本に 就く に 非 ざれば。 到底 其 眞を識 る 能は ざるを。 大方 希く は 諒焉。 

一 聖 典 

大聖.： 逝きて ょり 千 百年。 法 水源 流に 溯て。 其 醇を窺 ふべき もの。 唯黃卷 朱軸存 する のみ。 これ 教義を 說 くに 先 
ちて。 聖典を 擧 ぐる 所以 也」 

茜藏 の法寶 。大別して カンジ ユル (NP 音) 及 タンジ ユル (H 目 S の ニ大藏 とす。 カンジ ユルは、 「 fi 誡& 
譯し— 」 の義。 夕ンジ ユルは 「敎 義を譯 したる もの」 の 意な り。 二者 翻傳の 時代は。 其舊 きは ス ロング ス 
西 藏佛敎 一斑  一一 ◦七 
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頗 羅馬敎 に， 類す る あるを 論じ。 謂く。 西 藏佛敎 は 基督 敎の 影響を 受けた る もの 也と。 由 來歐人 徒らに 自家の 善を 
誇る。 言 皆 信ずべ けんや。 此の 如きは 皇國怫 敎の 外敎に 似た る 多き を將 て。 忽ち 是外敎 ょり 脫化 せりと 言 ふと 何 
ぞ 異ならむ」  . 

西藏に 初めて 基督 敎の 入りた るは。 西曆 一千 六 百 十四 年に して。 卽 明の 天啓 三年の 時な り。 此際 來れる ものは 
ジヱス イット 派の 僧。 敎父 アン トニ ヲ •デ •アンドラ ダ (pater  de  Andrada) とす。 次で 一千 六 百 六 卜 一年 (清 
聖祖康 職： 元年)。 同派 僧 アルべ ル ト •ドル ヴイレ (Albert b orville) 來り 一千 七 百年 また 同派 僧 至りたり。 一千 七 
百四ト 四 年 (淸世 宗雍正 三年) フランシス カン 派の 僧。 ホラ シヲ. デ •ラ •ペンナ (Kora:io  de  La  pelsa) 五 人 
の 徒を 率ゐて 西藏に 布教し。 西藏 語を 以て 「耶蘇 敎 問答」 を 出版せ り。 此 人の 已後歐 人續 々西藏 に 入り。 牧師に 
して 西藏の 怫學に 精き もの。 往 々之 あり。 基督 敎 徒の 膽實に 愛すべき かな。 然れど も 其西藏 に布敎 せし 結果は。 
唯 人民の 反 對を受 るに 留まりて。 偉大なる 感化 之な きが 如し」 

第二 章敎  義 

秋日 輕鞋を 踏て。 勝を 郊外に 探る もの あり。 忽ち 見る 前面 ー簇の 茂林 あるを。 眼を 放てば。 紅葉 綠樹 燦然と し 
て 錦を 織り。 赤紫 靑黃 、綺縮 繡錯 す。 丹楓 は翠 松と 枝を 交へ。 古 檜は 老杉と 葉を 重ね。 樅 栗の 福なる。 羅蔓の 紅 
なる。 參差羅 織して 其 奇名狀 すべから ず。 此に 於て か 興會頓 に來 り。 毫を咀 んで其 眞を寫 さんと 欲す。 濃淡 疎密 


卷) 及 ウィルソンの 著 ^ Analysis  of  the  Kahgyurs ベンガル 5S 細 ^ 協 # 雜誌 第一 卷) 等 之を 詳に す惜ら 
くは 吾人 未だ 之を 見る を 得ず。 大方 諸君。 願く は獵 渉の 勞に吝 なるな からむ ことを」 

ニ藏議 の 年代は。 未だ 精確なら ず。 然れ f 十七 世 期に 至て 完全した りし 如し ニ 千 七 百 二十 八 年 卽淸讓 
乾隆4-三年に至り。ラースサ府の管理者ミヷング( ^ ^* ロ3叫)之を板行し。支那の紙を用ひて印屈に付せり魯 
國聖 彼堡の 文庫。 其 他 英怫獨 の 博物館に 各 其 一本を 藏 すと 云 ふ」 

ニ | 敎 義 
總 論 

大聖札克巴。其大著ラムリム 9 目 5. 110中に。三乘の敎(梵語 ^ 2 1; §西藏語 ^ 16的 ^ ロ311ョ)を說く日く 
「下 根の ものは、 唯怫陀 ありと 信じ、 三界 流 轉の理 を 疑は ず、 種々 の 功德を 積て、 善道に 生ずる ことを 求むべし、 
其 中 根の ものは、 一切 法 皆無 常な りと 觀じ 、世界 悉く 苦な りと 了して、 解脫の 法を 求むべし 蓮ハ丄 根の ものに 
ありて は、 一切の 諸 法咸く 唯識な りと 知り、 法の 無自 性なる を 悟る 可し」 と。 第一は 人乘 なり。 第二は 小乘な 
り。 第三は 大乘 なり。 人乘の 如き^ T 且 らく 措く。 其 小乘と 大乗は。 實に今 硏究 せんと 欲する 緊要の 主眼たり」 

ク ソマの 著に 日く 「有 部宗 vaibf hika 經部宗 fltrantika 瑜伽宗 Yogacharya 中論宗 Madhyika の 四 

蠢 、西 藏學 者の 常に 尊崇す る 所な り、 然れ ど— KQ 如き 義理の 硏究 は、 唯© 少の 人に 止り。 其 名を 知つ て 其 
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タン 王の 時に 成り。 其 新き ものは。 十三 世 期 西藏に 入れる。 印度 僧 等の 手に 成れり。 事旣に 第一章に 出す」 
カンジ ユル は部數 凡て 一 百 八。 皆 如来の 聖 訓を輯 む。 分て 七 部と す。 

Dulva  律藏 
Schelchin  論藏 
Palchen  佛會藏 
w ontseg  寶頂藏 
yo  經藏 
Myagdas  解脫藏 

01  祕密藏 

細 ^| 此の如しと雖。普通第ーのパソルヷ、第ニのシ4ルチン0及第五のドに第三已下を總括して0之を三藏ス 
デ •ス ノッド •グ スム ( rn de  sn〇d  gsum) と稱 す」 

次に タンジ ュル は、 其部數 凡て 二百 五十 五。 大別して ド 及ギヰ ウドの 二部と す。 此中 には 营に如 來自說 のみな 
らず 。歷代 帝王 祖師 居士の 註疏 著作を 收 め。 因 明聲明 等の 書又此 中に あり。 

ニ大藏 精細の 目錄 は。 歐人 夙に 之を 調査し。 ク ソマ. デ •キヨ ュロョヱスのニ論文っ ^ 目マ会 ^ ^ ① ^ げ ^ 目 

work  edititled  Kahgys こ and  ( > bstra  t of  the  content  of  the  Betan-hgyur. こべ ンガル 逝 細 西 硏究會 報 第二 十 
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の說 、三 乘の談 。毫も 皇國 所傳の 小乗と 異る 所な し。 故に 繁を 恐れて 記す る ことを 略す。 唯シユ ラ ギン トヴ ィト 
己す る 所を 見る に。 經 部は 三千 界に 多佛 出世す るを 許す 事を 言 ふ。 此他經 部と 有 部の 差異。 見るべき 所な し。 彼 
の 涅槃の 意義、 有爲 の法體 、因果の 法則の 如き。 此項 下に ありて 比較 硏究を 要すべき もの 多し と雖 。充分の 材 取 
を 集む る 能は ざり しを 以て。 之を 異日に 讓 る」 

| 漢 梵 西 |1 


西 藏佛敎 一斑  U 1 0 
實を 了せ ざる もの、 比々 皆是 なり。 通常の 僧侶は 秘 呪を 念じ 密軌を 行 じ、 或は 經を 誦して 戒を 持す るの み」 と。 
而 して 俗間 信徒 宗敎 上の 行 業は。 密法に 依りて 現在の 安寧を 祈り。 往生 極樂を 以て。 安心立命の 地と なすに 過ぎ 
ず。 吾人 焉に 於て 思 ふ。 西藏の 怫敎は 。恰も 皇 國の俱 舍唯識 等を。 唯 敎理の 上の 鑽仰に 留め、 其 實際上 精神の 修 
養に 至りて は。 實に念 怫持咒 等に 歸 すると 等しき を。 故に 今 便に 隨 ふて。 左の ニ 項の 下に 西 藏佛敎 の 全 系を 分類 
I。 次を 追て。 其 教義の 一端を 說 かんとす。 


各 論 


( 一 ) 小乘敎 ( k 5' p ^ 5 3 

小 乘兩宗 の 綱要は。 共に 三界の 苦を 觀じ 。六道の 輪廻を 脫 して 無爲の 涅槃に 入る にあり。 四諦の 相、 十二 因緣 


ニ、 パリ ヵルピ タ f parikalpita) (西藏 W 巨 tag)  遍計所 執 性 

一二 生 ニー、 パラ タント ラ (r*PTPtantra) (西藏  zhi  Vang) r ^L 起 性 

三、 パリ- 一 シユパ ンナ (pprinishpal) (西藏 Yontag〕 . 圓成實 性 

二、 サムヴ リ チサ チャ ア (sambritisatya) … ：• (西藏 Kundze r llidipa) 1—— 俗識 

ニ締 1 ニ、 波 羅末它 サチ ャア (paramsasatya) (西藏 Domlampidempa)  眞識 

初めに 三 性を 述べむ。 第一 S 計 所 執 性とは。 妄想より 春る 震—、 卽ち 法に 實 ぁりと 執して。 自性空 な 

りと 了す る— ざ らし 11 ふ。— 1 すべ！ S。 一切— 所 S して 義 1st。 是 

霊 法の 相に 覽— より 生じた る ものと す。 其 謬見 大別 二種と なる。 第一は 無なる ものを 有な りと す。 第二は 

思想 上假 有なる の 法を 實在 なりと 計す。 一切の 外 境に 封 着す るが 如し」 

第二 依 他 起 f は。 因果の 連結に 依りて 依存す る ものな り。 是れ 衆生 S 見を 起す 基本 f。 此 種に 屬 する も 
のは。 識 、根、 心 所 等の 諸 法に して。 唯相續 によりて 各 其體を 有する ものな り。 故に パラ タント ラ 「他に 依る 
もの」 と 名く」 

望に 圓養 性は。 不變 不明の 眞有 也。 之を S 道 S」 と 名け。 「馨」 と 呼び 「絕 待」 と稱 す。 此 種に 屬す 
べき ものは。 唯 明々 了々 として 疆を 照學る Q 心 Q み。 卽ち 無我を 了し菅 證 したる® 忘み。 若人 立、 屯を 證 
得せむ と 欲 5。 一切の 雲唯證 の 所 現な りと 観ぜよ。 何ん— れば諸 法は 因_托 し S 他の 性なる 力 故な 
西 藏佛敎 一斑  ニニ ニ 


西 藏怫敎 一斑  ニー 一一 
(ニ) 大乘敎 (Mah!na) (西藏  Thegpa  chenp o 
〔第一〕 中論宗 (Madhyiika) (西藏  Bipa) 

大乘中 論は。 尊者 那伽 揭樹那 (N 翁 rjmla) (西藏 Lllub 屢) 佛 意を 探りて 開し 所 也。 傳て云 ふ。 其 所 依 
の經 は。 三昧 王經 (ぞ slirs 華嚴經 (Buddhavl_ka) 及 寶積經 (Ratnaklua) 等な々。 傳 へて 言 ふ。 
此 等は 皆龍樹 の龍宮 より 簣し 来れる 所な りと」 

中論のナ綠は 一切 法の 皆 空 〔梵 "舜若 多 (sanyat a 西藏 (Tongpanyid)〕 なる を說 くに あり。 之を 般若 波 
羅蜜多 (prajg  pf  ni-) (西藏 Falchin) と 名く。 「彼岸に 達する 霞 上智」 の義 なり 一 
空を 論す るに。 別 相と 總 相と あり。 別 相を 以て 空と 云 ひ 理と云 ふとき は。 本來 常住の 法體を 指すな り。 卽ちー 
々の 雲。 霊の義 あり。 正 見 正 思此理 を開顯 したる 者。 之を 怫と云 ふ。 麗篇 より 云 ふとき は。 空は 露 普 
遍丨 して 因果已タに色职し ー切諸法含有せずと云ふことなし。大聖世尊此言を以て。上の萎を結ぶ。日く 
「霞は 自性 (N0—) を 有せず、 故に 始 あるな く、 又 終り あるな し、 無始より 已來 、霞は 寂靜 (S— ロ 
as  Nlllla} にして、 淫繫に 安住せ り」 と。 所謂 法 寂靜」 なる もの。 S に 空の 美を 說 示して 餘薇 なし」 

已 上は 是中論 所說の 大綱な り。 今更に 進んで。 其 細目を 見ん と 欲す。 

第一、 中 論は 三 性 ニ 識を立 て X。 諸 法の 空なる を說 く。 其 名 _ 左の 如し。 


觀 する こと.— す。 蓋し 空 IIS りて は、 _ に 住し、 無念に 安し、 觀 ずると 雖も其 所緣 S に 封 着す る 
を 許さず。 若し 一念の 動く あら ば、 是れ 菩提を 碍るが 故な り。 

第 四、 成果 

人 若し 空& じて 其 心懸 f れば 、漸 S 慧嘉 して 諸 f 謹し、— if 歷 て、 蕾 大覺の 位を 證 
する に 至るべし。 而 して 其 菩提の 高位— 者は。 威力 廣大 にして。 廣く 他方の 世界に 馨し佛 の說 法を 聞き。 其 
使命を 通じ、 或は 八 相— 現し 衆生を 濟 度し、 或は 永く 佛陀と 成らず して 化 益に 從ふ もの t。 亦佛は 小乗の 如 
く無鉢に\りて威智するものにあらず。三身を具して長に衆生を救ふ。三身とはーに應心(ツ『511肩〇0(西藤 
prulpailal)。 ニに 報 身 (sl>110g&ya) (西藏 
是 なり。 

C 第貳〕 瑜伽宗 (Yoggharga) (西 藏 Najor  chodpa) 

瑜伽宗 は 聖者 阿僧 伽 ( p> 4y r 目 gp) (西 藏 9 自受 ^ 0叫11^{1無著)の創めて唱へし所なり。無著已前、聖者誰陀 
(Nanda) (西藏 Garo)  ■多羅 犀那 (Vtaras6na) (西藏 Dampai  de) 等の 諸師 出で X、 玲- 伽の 旨を 說 きたりと 雖 

も、 其 完成は 實に無 著に ありと す。 其 所 依の 經は 密嚴經 ( Q プ目穿 y & p) 摩訶 三昧 耶經 ( g pr :v: pl〕、p) 等な 

り 0 

瑜伽宗 の 大綱は、 三界 唯識 (西 藏 semtsalxlo) なりと する にあり。 其 一切 空を 觀じ六 度を 修し 入 ^ 得 果 する 
西 藏佛敎 一斑 zl l IL 


西藏 彿敎 一斑  ニー 四 

り。 豈堅實 常恒の 我法此 間に 存 すべきなら む や。 此の 如く 觀じ 來れば 。理 として 無我の 正 見に 達し。 空理の 妙 有 
圓滿 なる を體 達する を 得べ し」 

次に ニ 識を 述べむ。 此ニ諦 は 漢土に 於て 弘明 集中 二十 三 家の 義 。其 芳を爭 ふが 如く。 西藏に 於ても. 判釋亦 千 頭 
萬緖 なり。 然れ ども 要 之 俗諦は 假名と して 存 する もの。 眞識は 眞實に 有なる ものな りと 言 ふは。 諸家 其 織を j に 
する 所な り。 俗諦は 妄想 錯誤の 根本と なり。 眞諦は 聖者慧 を 以て 之を 證す 。一は 因緣 生な り。 他は 自赛こ ■して 因 
緣 を超絕 す」  ' 

ニ 諭を 解す るに。 中 論は 瑜伽師 .と 其 趣を 異にす。 瑜伽師 は眞 諭の 中 一分 依 他 起 性 ありと 說き 。中 論は 唯 是圓成 
實に 局る とす」 

此項 下、 精に 我 邦 所傳の 唯識 三論 ニ宗を 比較して、 同異を 题別 すべ けれども、 閑な きを 以て、 且く 大方 專門家 
の 指導す るに 譲る。 

第二、 中 論は 三界の 生死を 斷ず るの 理 。犬に 小 乘に異 る 

小 乘諸敎 は、 一二 界 。故に 音 解脫 して 屋に 人らん こと 慕む。 中 論皇 界は其 體雲 不實 
なり。 實 苦の 厭 ふべき なし。 唯 虚妄なる が 故に。 空理を 觀 じて 其 迷を 排ふに 過ぎず」 

第三、 菩提を 證 得する の 道 

三界の 流轉を 離れ 菩提の 妙果に 入らん とす。 必らず 嚴に六 度を 修行せ ざるべからず。 而 して 常に 一切 空の 理を 


けたる が 故に、 其 極 瑜伽宗 の 勢威を 摧 きて、 國內の 敎權を 握り、 現に 達賴喇 嘛は 、此宗 を 以て 唯一の 正宗と なす 
に 至れり。 

布賴 僧伽 タン ジユル 中の 聖頌の 大半、 及 カンジ ユル 中の 諸 聖經を 以て 其 正 依と す。 聖經の 重要なる もの 左の 如 


-o 
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今 略して 此 派の 大綱を 述べむ。 此派樞 要の 定說は ニ諦の 不一 不異 なる を 論ずる にあり。 日く 「眞 俗の 二者、 同 
なり 異なりと なすべからず、 若 同な りと せ ば 俗識既 に 遠 離す、 眞識 亦 何ぞ遠 離せ さらむ や ^ し 異なり とせば 
俗諦に ある もの 何く んぞ 眞識 を證 する を 得む や、 夫れ 無我を 了せば、 俗識 所作 假 有の もの、 實に 眞識 常住 非 所作 
西 藏佛敎 一斑  .ニ 一 4 


西 藏怫敎 一斑  一一 一六 
の 順序 等、 大抵 中 論の 說く 所と 異ならず。 唯特點 とすべき は、 阿賴耶 (Alaya) (西藏 Tsang 又： N>ingpu) を 
說 きて、 空理の 妙 有なる を說 くに あり。 

阿頼耶は 一切 法の 根本に して、 無始 已來洽 く 一切の 法に 存在す。 「恰も 月の 明靜 なる 水中に あるが 如く、 湛然 
として 諸 法の 中に あり」 是の識 甚だ 純淨の 性を 失して、 有界に 彷惶し 生死 循環す。 是を して 原始の 純淨 に復 せし 
めんと せ ば、 宜く極 明の 惠を 以て、 三界 皆唯識 なる を 觀ず べし、 此の 如きと きは、 一切 法を 常實 とする の 我想自 
ら 去り、 無明 法爾 として 滅 す。 而 して 其 本元の 淸淨 に歸 し、 三界の 生死 昨 夢の 如きを 知らん」 

無 著 等の 諸 瑜伽師 は、 絢爛の 美を 以て 其 敎義を 開閬 しき、 是に 於て 一時 龍樹所 立の 中 論宗を 壓し 、之を 知て 寂 
然として 聞 ゆるな からしめ たり。 然るに 紀元 七 世 期に 至り、 中 論を 再興して 再た び 籠樹 の敎義 を揚る もの あり。 
之を 布 刺 僧伽 中論宗 となす。 此宗 之を 中 論の 下に 說 くべき なりし と雖 -今歷 史的の 順序に 隨 て、 之を 瑜伽宗 の 次 
に 置く。 

〔第 參〕 布賴 僧伽 中論宗 (prasanga  madhya 日 ika) (西藏 Thai  Gyurva) 

此宗 は佛 PL 波禾多 (Buddha  palita} の 立る 所 也。 此宗其 初めは スヴ タント ラ 中論宗 (gYatantra  Madhamika) 
等の 攻撃を 受けたり しも、 遂に 大乘 諸派に 超絕 して、 獨り 威を 敎海に 擅に する に 至れり。 是れ八 世紀 及 九 世紀の 
間に 出で たる、 戰荼羅 結 利 帝 (chan  drakirti) (西藏 Dava  Dagpa) 等諸學 者の、 經を疏 し 論を 釋 して宗 義を開 
顯せ しの 功に 由る。 而 して 紀元 十 世 期怫敎 再興の 時に 乘 じて、 印度 僧の 續々 西藏に 入る や、 主として 又 此宗を 功 


〔第 四〕 祕密宗 (T 目 triyrlna) (西藏  Snags  Kyithegp: 一) 

歐人は 密敎を 呼ぶ に、 瑜伽宗 (ベ os r プ の稱を 以てす。 是密 敎は觀 法を 主と する が 故に、 無 著 所 立の 宗 
名を 以て 之を 冠ら しめたるなら む。 皇 國又往 々密敎 を 呼て瑜 伽 宗と云 ふ。 又其觀 法を 主と する に 名る か。 蓋し 瑜 
伽 (Yoga) は 思惟の 義 、阿闍 梨 (Adlarya) は 師の義 なり。 ニ 語を 合して 深く 觀 法を 修す るの 人を 指す。 古代 
印度の 外道に 亦 禪定を 主と せる 瑜伽派 あり。 事、 友人 荻 原 氏の 「怫 敎已 前の 印度 諸 宗敎」 に 精し。 

密敎の 西藏に 傳は りしは、 紀元 十 世紀、 聖典 迦羅斫 迦羅 c G r ^ pkm) (西藏 Duskyikhorlo 時 輪の 義) の 出 
現を 以其 初めと す。 西 藏の傳 に 日く、 此 聖典は 淨土 サム ブハラ (sanlhlmra) (西藏 y cjunw 幸福 源の 義) に 於 
て 終結せ る ものな りと、 今 現に カンジ ユ ルの 祕密藏 中に 存 す。 十四 世紀 十六 世紀の 間 幾多の 註疏 出て、 此 聖典を 
解釋 せり。 其 中 最も 著しき ものは。 プ トン puton、 クフ H ツプ 1 P S. UP、 パ ドモ •カルボ (Fadmokarpo) の 
手に 成れる ものな り。 密敎の 正 依と する 所。 主に 此 聖典に あり。 

今 左の 四 項の 下に。 略して 密 敎の大 旨を 記せん。 

一、 密敎の 至要なる 定說 は、 最勝 第一の 怫陀を 建る にあり。 此を 阿提怫 陀 と 言 ふ。 西藏語 チョ 
ギ •タング ボィ •サン グ年エ (chogi g- bgpoi  spngye) と稱 す。 

此 第一 最 勝の 傚を、 密 部に 於て は伐闈 羅陀羅 (vajra  dhpa) ( 西藏 Dorjlang 或 Dorjed 7 Jn 金剛 持) 及 伐 
闍 羅薩埵 (vajrasattva) (西藏 Dorjes-empe 金剛 有情)、 と稱 す。 伐闍羅 陀羅は 「 最 勝佛」 「最上 勝者」 「一切 祕 
西藏怫 敎 一斑  ニー 九 


西藏 怫敎 一斑  ニ 一八 
の ものと 一なる を 知らむ、 而 して 俗諦の 上旣に 眞諦 あれば、 諸 法 自ら 常住に して 解脫に 安住す」 と。 卽ち 眞理は 
「一にして 同 (西藏 N crq ova  CMg)、 而も 上 異の義 (西 藏 Togpa  niji)J を 有す。 

此派 また 怫敎に 二道 ある ことを 說く 。一は 宇宙 最高の 國ス クハヷ チー (skhavati) に 生じ。 形 ある もの 身を 以 
て 完全の 快 樂を受 くる ことを 觀む 。他は 完全 圓滿 の解脫 。卽涅 槃を證 する ことを 敎ゆ 。前者は 種々 の 善根を 種へ 
て 其國に 生じ、 後者は 智慧の 圓滿 にょりて 此境に 達す。 

此 派は 八異 或は 十一 異を 述べて、 以て 餘の 大小 諸派と 別つ、 今 西 藏の學 者 ジャム •ャング •シャド パの 記す 所 
ょり、 其 至要なる ニ 一を 列ね て、 以て 一般を 窺は む。 

一、 緊要なる 敎義は 、有と 共に 無を 非す るに あり。 自存 絕 待の 眞諦 ありと 許さず。 また 緣生 相對の 俗諦 あり ど 
許すな し、 ■此れ ニ邊に 偏せ ざら しむが 爲めな り。 有なる ものは なしと 言は ず。 無なる ものは 有な りと 說かず 。此 
れ 中道を 取るな り。 故に 語 あり、 日く 「有の 邊を 拒む が 故に、 無の 邊隨て 亦 非ず」 と。」 

ニ、 阿賴耶 は絕 待の 有な り。 之を 相對の 有と なす ものは 非な り。 

ニ、 阿羅漢は 眞の涅 槃を 得た る ものに あらず。 羅漢と 雖も 疑を 起して 墮獄 するな きに あらず。 全く 過な きもの 
にあらざる なり。 

四、 怫陀に 二種の 涅槃 あり。 一は 有餘 涅槃、 是れ應 身の 怫證 する 所な り。 ニは 無 餘捏槃 、是 れ怫肉 身を 捨る 
とき 現ず。 卽 法身の 怫證 する 所な り。 此說大 に 疑し。 


此の 如く 無量 無 邊の怫 •皆 其淨 土の 身を 有し、 人 怫を化 作し 法王 子を 現出す。 而 して 現在 劫 中の 四 怫 、旣に 出 
で、 未来の 一 怫將に 現ぜん とす。 此五怫 の 本 地は 特に 此土に 有緣 なる が 故に、 之を 五 禪定怫 と總稱 す。 全 剛匯埵 
は 此五佛 を 統攝 して、 最上の 位を 占む る ものな り。 故に 金剛 塊 薩及 阿彌陀 は、 西 藏密敎 の 諸 儀式を 行 ふに 當り 
て、 每に 崇敬す る 所、 民人の 賴て 以て 安心立命の 地と する 所な り。 


五 禪定怫 、人怫 、法王 子の 名稱 左の 如し。 ゥヰ リア ムスは 之を 「五重の 三位 卽 一」 と 呼べり。 
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五 禪定怫 は密 部の 五怫 なる 明な り。 五 法王 子の 說は 密軌に 未だ 檢せず 。計る に 怫 、金、 寶 、蓮、 業、 五部を 
代表せ る 菩薩なる が 如し。 金剛手 寶手蓮 花 手の 名は 密軌 中數 之を 見れ ども、 毘漉波 波腻の 名は 未だ 之を 見ず。 
寶印の 梵語は 母捺羅 (Mudra) 或は 毘瑟地 Visti  (拳) なれば。 密軌 中の 寶印 手に も あらざる べし、 密軏に 精 
西 藏怫敎 一斑  三 一一 


西 藏佛敎 一斑  ニー 一 〇 
密 主 ' 「諸 如來 都統」 等の 名 あり。 一切の 諸 魔を 降伏して 怫 法の 流通を 妨げし めす。 有情の 惱害 をな さしめ ざる 
は、 實に此 怫のカ 用な り。 伐闍羅 薩埵は 「最 上智」 「上 首」 「五 禪那怫 統領」 等の 異名を 有す。 此兩 金剛は 非 一 非 
異の 身に して、 或 時は 一 鉢と して 阿提怫 陀と云 ひ。 或 時は ニ 身を 現して 薩埵 問を 發 して 陀羅 之を 答 ふる 等、 往往 
密經に 見る 所 也。 今 兩者相 亙の 關 係を 推考す るに、 陀羅は 高く怫 地の 上に ありて、 下劣の 人間と 其 關係大 に 隔絕 
す。 縱使 降魔 度 生を 本 誓と なすと 雖 、人の 祈願に 應 じて 惠を 垂るゝ 事、 最も 難き 所な り。 故に 別に 金剛 薩埵を 現 
して 此用に 應ず るな り。 此れは 次に 說く 所の、 五 禪那怫 の 下に 至りて、 自ら 明なら む」 

伐闍 羅薩埵 は 前に 云 ふ 如く 「五 禪那怫 の 統領」 なり。 今少く 所謂 「五 禪那怫 」 に 付き 其 一 班を 述べん。 五禪那 
佛 (pantcha  dhy 邑 Buddha) は、 或は 之を アヌパ ー ダカ (AnupMaka) (西 藏 Brdzus  te  skeyesp: 一) と 稱す 。是 
れ 人間に 出現して 說法 する 摩 奴史怫 陀 ( g amshibuddlla) (人 怫) の 本 地と して。 淨土に 住する ものな り。 卽ち本 
身は 淨土 にあり て、 其 化身は 人間を 度す。 例せば 禪那怫 の 一なる 阿彌陀 は、 淨土に ありと 雖 、其 摩 奴史怫 は旣に 
世に出で X、 犬に 人間を 濟度 せし が 如し。 三千 年 前の 釋尊 は、 方に 禪那怫 彌陀の 跡を 垂れて 此 世を 度した るに 外 
ならず。 而 して 禪那怫 は 人怫を 現して 人を 救 ふの みならず 。叉 其 禪定の 力に 依りて、 法王 子禪那 菩薩 (Dhyrmi 
Boddhlva) を 現出し。 其 現した る人怫 入滅の 後、 后怫 出世す るに 至る まで、 度生濟 世の 事を 掌ら しむ。 阿彌 
陀の 法王 子は、 阿婆嚕 紇帝濕 伐羅 (Avalokitesvara) (或 鉢 曇 摩 鉢 尼 padmap ^' i 西藏 Chenresi 觀世音 或 執 蓮 
華) なる が 如し。 


四、  觀— し戒— を持 する こと 義 なれば、 悉地 ( 羅 を成 滿 して、 微妙 不思 
議の 力を 得。 病を 除き 災を攘 ひ、 f 延へ 福を 致す、 世間 利益、 惡 魔を 伏し 佛 天の 呵 護を 得、 疑を 斷じ正 見を 
開く 出世の 功德、 兩ら完 からん。 然れ ども璧 大なる 利益は、 _ 輪？ 離れて 阿 謂 佛の雪 に董 する にあ 

り。 西藏 人の 念誦す る 目的、 方に 此に あり。 

五、  囊に關 係 ある 諸 天 善 神 極めて 多し、 今 略して 其 名のみ を 掲げむ® 

五大 明 王 (Klmga  gyalpo) 

一、 ビハル (Bihar) 

ニ、チョイチョング 0 11 2. & 0112) 

三、  ダル ハ (Dpllla) 

四、  トク チョイ (Tckchoi) 

五、  ル ヷング (Luvang) 

TO 大 大王 (Gyalcllen  zhi) 

寵王 (K1 6 

執 金剛 神 (9akna  dorje) 

西. 蔵 傀 敎一斑  5 ご ニ 


西藏 傀敎 一 斑 ニニ ニ 

なる 人の 指導を 乞 ふ。 

ニ、 觀 法を 修す るに、 心を 一 境に 留めし む。 此所觀 の 境を 立る は、 中 論の 無念 無 相に して 觀所觀 を 別たざる に 
反す。 修觀の 順序は 左の 如し、 日く 其の 初 極 明の 心を 以て 境に 對 する。 是毘 婆舍那 (vipasyana) (西藏 211 incl- 
一一 agthong) なり。 次て 其 心安 靜な るに 至る、 是三摩 鉢 底 (S 5 mpati) (西藏 vipasyalla) なり。 是に四 級 あり。 
第一に 觀漸く 明なる に 至れば、 諸 法の 眞理を 洞見し、 隱伏 せる 聖 カ祕密 立に 現前す。 之を 見 道 (西 藏 Thongli) 
と 云 ふ。 修煉 功を 積て 第二の 頂 ロ rdhan  (西藏 Tscmo)。 第三の 忍 Kshauti  (西藏 zogpn) に 入り。 終に 第 四 
の 世 第 一 法 Lokattaradharma に 達す。 

三、 日常の 行 法は 陀羅尼 3 £> rgi  (西藏 zmlg) を 誦する にあり。 陀羅尼は 神祕の 語 或は 文句な り。 此 陀羅尼 
は 其數甚 多し。 或は 長なる あり 或は 短なる あり。 其 最も 短なる は單 一語なる もの あり。 金剛 薩埵の 陀羅尼は、 晻 
伐 関羅、 I 魯 、鉢 曇 摩、 悉地 、呼 (o -s vajva  gwu  padma  siddhi  huol) 或は 略、 pi 、 呼 0 ip  aha  hll -3 な 
り。 觀音の 陀羅尼は 略、 摩 尼、 鉢 曇 迷、 呼 (O -B li  padi 1111 -3 )執金剛神は略、跋研羅、鉢尼、呼 0 3 
vajra  pani  hum) の 如し。 此皆無 量の 功德 ある ものな り」 

唯 陀羅尼を 誦して 利益 ある ことは" 一切 法は 空に して 名 鉢 不離なる に 曲る。 法 本無實 名を 設けて 假に茌 する を 
以て 也。 故に 又 手指を 屈伸 連結して、 物 形を 模 する も 祕密の 益を 得べ し。 之母陀 羅 MiuMi  (西藏 ch&ja) と 云 
ふ。此印契亦修法に隨ひて種々の別あり。陀羅尼及印契の用法を廣說するもの、之を儀軌1,|3(西藏0ニ 5 


異ならされは 今 略す。 無量 光怫 Am.tabha  (西藏 odpapagmej) 或は 無量 壽怫 Amitayus  (西藏 Tsepagmed)。 
是處に ありて 說 法し、 常に 一切衆生を 拔濟 す。 此國に 生れん と 欲せば、 諸 善 功德を 修 し、 諸怫 の. 名 號を唱 へ、 特 
に 阿彌陀 怫の 寶號を 念ずべ し。 

西 藏淨敎 の 一般 此の 如し。 要 之、 往生 極樂の 旨、 顯密を 通じて 甚廣 しと 雖 も、 本願 深 重の 妙 旨に 至りて は、 未 
だ 知る 所な きが 如し、 怫 願の 廣 大を說 き、 淨 敎の醇 なる を敎 へ、 以て 西藏を 導くべき もの、 吾 學友會 0 淨土 宗學本 
校) の 諸兄に あらず して 誰ぞ。 

玆に fl ぐる 繪圖 C 本書 省略〕 は。 西藏グ ナリ •コルレ ャム より 得た る ものにして、 右 部は 阿彌陀 怫の 像、 左 部は 
金剛 薩埵の 像な り。 金剛 薩埵は 周圍諸 天明 王 ありて 待し、 彌陀佛 は 輪 王 七寶を 以て 莊れる 蓮臺に 座す。 左右に ニ 
の 脇 侍 あり。 

三 | 宗派  . 

已上 敎理の 一般を 說 けり。 將に 略して 西藏 現在の 宗派を 述べむ とす。  . 

西藏 宗派の 起源は、 大 改革 家札克 巴より す。 此人僧 風を 嚴にし 敎義を 一にし、 黃 衣を 着して 舊來の 紅 衣を 着す 
るの 僧と 特にせ り。 これより 諸派 競 ひ 起り て、 互に 門戸を 張りて 別 立す るに 至りぬ。 今 現に 九 派存す 0 

一、 ニ ネイダ マ パ 派 (Nygmapas) 最古 代の 一派に して、 グ ナリコ ル シャム •ラダ ック 等の 僧 多く 之に 屬 す。 

西藏傀 敎一斑  ニニ 五 


西藏 锦敎 一斑  ニニ 四 
梵天 (Tslpa) 

迦利帝 母 (L110) 

燄王 (shinje) 

其 他 火 天福 神 等、 枚擧 する に遑 あらず。 此等 天神を 總稱 して。 ド ラグ シ h * ト (or 為 shed) と 云 ko 
C 第五〕 淨土宗 

西藏 の彌陀 f 麗璧— 。前 1— る 如し。 中 f ニ 管 立て.， 西 f 敎 へ、 裏は i 弗 鳥き て彌 
陀を此土に尤も緣あるものとなす。西藏現に淨土のー宗を別立せずと雖も、敎理上ょり見れば、_に之を训立し 
て 論ずべき ものた る や 明な り。 故に 今 之を 別 開して、 其 一般を 見ん と 欲す。 

嘉の驚 中、 淨土 美く もの 實篇少 にあらず。 其最蠢 一なる 者は。 マー 一 カム ブム 齡？ 」_) 及オド 

バグメド-キ斗シング.コド(0 ^ 9 〇0 _ユ14 5* ご％ 5- 2 « 0€0(阿彌陀怫國建立)等とす0」 
板樂は形ありと雖も無爲捏繫の國なり。聖者言へるあり「此世界は煩懷ある故に、有形に於て苦を扱ふ。極樂 
は煩 1'|1 なし。形ありと雖も形あるを覺せず。猶病あるの人は、肺肝腸胃に痛を生じて、其有を苦とすれども、陡 
全なる ものは 肺肝 腸 胃 ある も、 之を 覺せず 」 と 。說 得て 妙な りと 云 ふべ し。 

極 樂は梵 に スクハ V チ！  (sukhava a と 云 ふ。 西藏 (uevathan) デブ チャンと 唱 ふ。 至 幸の 義な り。 聖 m 、 こ 日 
く r 淨國榮 光 あるの み」 と。 其 國の庇 嚴功德 の 相は、 マ — カム ブム 之を 說く遊 だ 詳な り。 事 毫も 觀經 等の 所說と 


敎義 一章。 項を 分つ もの 四、 支條相 依りて 略敎 林の 粹を 描かん ことを 期せり。 然ども 凡 筆惡畫 。固ょり 丹青の 
法に 適は ず。 布置 多くは 宜きを 失す。 文辭雅 ならず 參照 精を 欠き、 粗笨 滅裂、 毫も 見る に 足るべきな く。 疑 訝す 
べき もの、 研究すべき 所、 愈 出で k 筆 路益谎 晦 す。 脊 上の 慚 汗。 何ぞ啻 衣を 濡す のみな らん や。 唯 希く は 世、 敎 
界の 風光を 賞して 其 幽趣を 解す るの 士、 幸に 此ー幅 の 惡畫に 依りて。 崑崙 雪嶺の 間、 一大 勝景の 橫 るを 知り。 親 
く 西藏の 原本に 就きて 委曲の 觀察 をな し、 以て 予を誨 ゆる 所 あら ば、 則 其 幸 何ぞ獨 り予が 蒙を 開く のみに 留まら 
ん や。 眞に佛 門 全 鉢の 度な りと 言 ふべ し。 嗚呼 瑜伽中 觀の旨 、華嚴 般若の 經 、嚴 然として 彼に 存じ。 淨敎 や密乘 
や。 窺 ふべ く硏 むべき もの。 實に 歷然 たり。 •檢討 百 端せば、 何ぞ千 重の 疑關を 打破して、 萬 古の 妙義を 閬發 する 
の 快な からむ や。 昔ク ソマ •デ •キョヱ ロョヱ ス渺た る ー異敎 徒の 身を 以て、 單軀 西藏に 入り。 苦學ト 年發 明す 
る 所 甚だ 多く、 其 雄篇 大作。 後代に 傳 へて 不磨の 光輝 あるを 見る。 堂々 たる 皇 國の怫 敎 徒、 此の 昭 明の 世に 生 
れ、 此敎乘 研究の 急た るに 當り 、豈に 遂に 一 碧眼の 外敎 徒に 及ぶ 能は ずと せんや。 嗚呼 眞に 及ぶ 能は ずと せん 
や。 

第三 章敎  式 

前章 旣に 敎義の 一斑を 說 けり。 今更に 進んで 其實行 上の 作業、 卽敎 式に 付きて 略述す る あらんと す。 蓋し 諸宗 
西 蔵怫敎 一斑  一三 七 
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往古 傳來の 支那の 法式を 守り、 大藏 中に 存せ ざる 一種の 祕 密儀軌 を 有せり。 

ニ、 ゥル ギ H ンパ派 (urgenpa) 鉢 曇 摩 三 伐 婆の 徒 衆 之に 屬 す。 又 最古なる もの \ 一な々。 尼 波 羅に 境せ る 諸 
部 此宗を 奉ず、 主として 彌陀及 其 祖師を 唱 念す。 

三、  力 ダン パ 派 (Kadanpa) ブロム ストンの 所 立に して、 唯戒 法を 持す。 慧を 顧みず。 

四、  サク キア パ 派 (sakyapa) 其 祖師 敎義 未詳、 已 上三宗 共に 紅 衣を 着す。 

五、  ガル ダン パ 派 (Galdanp: 一) 此名は ラッサ 府の ガル ダン 大 寺より 起り たる ものにして。 札克 巴の 建立せ し 
所な り。 一に 其 遺敎を 奉ず。 此派 は黃 衣を 着し、 門徒 西藏に 多し。 

六、  ヵル ギ斗ユ トパ派 (Kargyutpa) 唯經の みを 正な りと し、 律 論を 顧みず。 紅 衣を 着す。 

七、  ヵルマ パ 派 (Kaipa) 印度の 施設 論 部 (Klika) に 等し。 

八、  プリ クンダ パ 派 (Briklmgpa) 東西 藏のブ リク ング 寺を 本山と する が 故に 此名 あり。 札克 巴の 一派に して 
黃 衣を 着す。 

九、  ブルダ パ 派 (Brugpa) 此派は 祕密敎 なり。 東西 藏のセ ラに、 天より 降れる 金剛 杵あ り。 之を 其敎の 本尊 
とす。 紅 衣を 着す。 

已上 九宗の 外に。 ボン パ (wonpa) なる 一宗 あり。 之れ 古より 怫敎を 奉ぜざる 者の 一 團 なり。 今は 其 敎義に 頗 
る怫敎 混入し" 自ら 怫敎の 一派た るが 如き 觀を なす。 


pa) 或は 可爾 .1 ずと 雖气 響皇ャ i 悔佛 (I 露爸— 1—  I 拜 する— しとす。 

此 —の法—i 奮— 蠢及看 一— 署营 す。— 尼— し— f に。 ラブ サニ— E) 

ズン、 、ツク (ZUIO 等の 名 あり。 此 功— 以て 諸の 祈願 I すを。 モン ラム (f  一 I) と 云 ふ。 

西藏 人は 替莫 S、 小 塔 中—。 之 ■軸— けて、 11 らしめ、 111 此れ 其 功 1 

誦する と f II り。— 誓 nli 旨と 5。 誉 1 く—! こと 水車 

の 如く、 日々 勤行 Q 大 襲に— I。 I れ ば、 幾 1 ル I ふ。— 1 に。 ラタ 
ック Q 一 寺院は、 三十 萬の コ ホル テン 存せ しと 云 ふ。 以て 其 數の大 なる を 知る 可し。 

一一、 月を の 勤行 

月々 四囘 の 音！。 上弦、 下弦、 新月、 滿 月の 時 これな り。 或 地には 下弦— きて 三囘 となす。 此 日には 肉 
食を 禁じ 殺生 |さず、 但し 基督 敎の 如く 麗— むこと なし。 僧は 終日 寺に ありて。 チ ユィ ソル 91 .) の 

式を 修 す。 r 灌沐 祈願」 の義 にして。 f 洗滌し 去る の 意な り。  ‘ 

此 式には 釋尊 Q 像 I 面—、 其 前—— けて 佛像 I せしめ、 水瓶ょり t 鏡面 盎す 鏡の 下に'^ あ 

りて 此 水を 承く、 懺悔を 修 する 人は、 此 水を 以て 其 身を 洗 ふなり。 

三、 年中の 敎式 

二月 一日は 新年を 迎 へて、 僧俗 共に 佛陀に 感謝の 式を 擧 ぐ、 

西藏 怫敎 一斑 
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敎各 固有の 敎式 あり。 槪 する に複雜 記し 易から ざるを 常と す。 時に 西 藏怫敎 の 如き、 祕密 其實行 上の 大部を 占る 

ものに ありて は、 敎式隨 て 露微密 。若し 追 一 辨し 来れば、 音 も 足ら ざら む。 故に 今大 鉢を 左の 三 項に 括て、 
聊か 其 梗槪を 見む 已 耳。 

第一、 通常 敎式 

第二、 特殊 敎式 
第三、 殿堂 及 其 付屬物 

第一、 通常 敎式 

是項 下は。 西 藏怫敎 者が、 通常 行 ふ 所の 敎 式を 列擧 す。 

一" 日々 の 勤行 

日々 の 勤行は、 三囘 之を 行 ふ。 其 行 業は 怫前に 香燈 餅菓を 供へ、 幢幡を 揭げ 幔幕を 張り、 種々 の 讃歌を 以て 怫 

をを夢し 又音 ^ を奏して讀歌を ^ く或は經文を ^ し、或は陀2維尼を念じ、 或は織悔を修す。 日 に 隨て 不同な 

り 0 

懺悔は 西藏に ソビ斗 オン (8〇 ^ 011叫)と云ふ。諸怫の名號を念じて己れが罪を 1| するなり〇聖典に日く「若\ 
怫 名を 稱せば 、其 過去 生に 犯せる 罪を 淨む るを 得べ し」 と。 懺悔に 念ずる の怫 は、 或は 釋迦牟 M ( r/} p ^ p_r&&. 


人 之に 當 る。 天神の 數は 十餘の 多き に 居り、 惡魔 人間、 亦 之に 準して 其數 頗る 多く、 或は 輕辨花 言、 惡 魔の 人を 
誘 ふ听 あり。 或は 左 顧 右 &、 人 霊 心の 妓に惑 ふ 所 あり。 或は 電* '雷驅 、天神の 魔を 伏す る 所 あり。 服裝 槪ね燦 
爛 。假面 多くは 奇異。 鐘 鼓箇鐵 、嘈 々として 之に 伴 ひ。 頗る奇 觀を呈 す 特に 天 前の 魔 & 伏す るの 丹に 至れば 
失石亂 墜、 _ 轟き 劍光 閃き、 縱橫 麗して 快甚 し。 而 して 時に 惡魔 却つ て 天神を 倒し、 醫 落ち 僧麗れ て" 
一場の 哄笑を 來 す事往 々是 ありと 言 ふ。 此 演劇は 年內 大祭の 時に 際して 執行す 

第二 特殊の 法式 

特殊の法式は。時の如何 £. 1なく、特別の祈_||は、之を行ふものにして、其種類極めて多し。寺院建 
立の 時は、 ビル 明 王を 念じて 鎭寺 の管修 し。 悉 地を 成就せ むが 爲 には、 特に 祕密の 大法を 設け 運 zpf 適 星 
宿 供養の 爲に 、寶 馬の 法 (卜 巨 gta) あり。 悪魔 消 除の 為には、 タリスマン •チヤン クポ (T&S3 目を P 与！^) 

の 式 あり。 或は祕 密の 形象 プ フル ブ Phurbu を 造り、 一切の 障を 除き、 又は 天神の 加 被を 乞は んヵ爲 にツ ング 
ダム •カント サイ (Thldi  一—sai) を 行 ひ。 福 神 ド ザム ブト ラ (づ歸 記 a) を 念じて 富を 祈る ヤング ダ 
(Y—ug) の 法 あり。 薬師如来 (Mania) を 祈りて 病を 療す るの 法 あり。 葬式 QI) には 地 神 摩 喉羅迦 (—1 
一一 6raga) を 請して 地を淨 め、 文珠菩 薩所 傳の_ 法を 修行し、 冠 婚 出生、 各皆嚴 儀 ありて 複雜 微妙 一々 議せば 
十 年を 盡 して 尙 足ら ざら む。 故に 今 左に 護摩の 法を 掲げて、 之を 諸 儀式の 代表と なさん。  < 
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四月 十五 日は 釋 尊入胎 0 : 日に して、 禮拜を 行ず。 

七月 十五 日は 穀物 收 獲の 日な り。 田を 祭り 祈禱 .を 行 ひ、 盛大の 法式 あ 
同 二十 五日は 札克巴 入滅の 忌日 なれば、 大法 會を 執行す。 

此 他年 內 にて 執行すべき 嚴 儀は、 第一に 斷食式 第二に 宗敎 演劇な り。 

斷食 式は 西藏 に-一 ユンゲ (Nyle) と 云 ふ。 年內 必ニ囘 f。 馨 菩薩 報恩の 爲に修 す。 菩薩は 實に 世與の 
守護— して、 ニ f 中間 sf 霞す るが 故—。 此 震は 四晶 にして、 俗人は 午 f 息を f 蠢を 
於 して 入 Kf  ロ さる P 侶は 濟次 に飮食 を 減し を 誦し 戒を 受け 訓誡を 聞き、 第 四日に 至て 全く 飮 食を 逼 め、 
無言に して 觀言 ft る Q み、 第 音の 日出に 至り、 長老の 許 I けて 初めて 擅 越の 11  く。 其 詳細の 
事シユ ラ ギン トヷ イト 記す る 所 ありと 雖 、今繁 を 恐れて 省く。 

宗敎 演劇は 西藏 語に タム ビン シ (Tlli) と 云 ふ。 「訓誡の 幸福」 てふ義 なり。 蓋し 愚 蒙敎— 解す る能 

は— も QQ 爲 に、 且く靈 にょりて、 馨麗 の 管 了せ しむる の 法 f。 7 — ンの地 亦此法 f。 歐洲に 

ありても、 中世の ミス テル H ス (M〕ls) モ オリ テス. (M。 一— 己の 如きは、 皆雲篇 にして、 教理を 歌舞 
の 中に 寓 したる ものな り。 

在戲 曲の 役窗 は、 天神、 惡 魔、 及 人に して、 脚色は 惡魔 人を 誘惑して 諸惡 を行ぜ しめんと する を、 天神 之を 救 
ひて 屢を 退治す るに あり。 事 レ ユラ キン ヴ イト 記す 所甚詳 也。 天神は 大抵 高僧 之に 扮 し。 惡魔及 人は 平 僧 及 谷 


修す 。燔爐 三角形に して 黑色 なり。 修法の 僧 黑色の 衣を 着す。 爐底火 大の種 字 「藍」 (warn) を 書す。 

已上は 護摩 供の 略說 なり。 密軌に 精なる 人。 幸に 彼此を 校 量せられ んこ とを。 

焉に燔 爐の 圖を揭 く。 (本書 略 之〕 

上端に 立てる 人は。 是 修法の 僧な り。 此圖西 藏のシ キムょり 得る 所に 係る。 

是他 占星術、 i 法 あり。 半は 支那 傳來 H して。 十干士 一 支 八卦 蓄用 ひ。 s る議を 極む。 其 吉凶 禍福の 計 
算表 等。 珍奇の もの 多し と雖 も。 今 所要に あら ざれは。 是を 他日に 讓 る。 

第三 殿堂 及 其 付屬物  - 

西藏の 殿堂は。 怫房佛 殿の ニに 分る。 僧房は 西藏に ゴム パ ( Q 0 3 PP) と 云 ふ。 寂靜 處の義 也。 建築 法は 甚だ 高 
くして 壯麗— 。其 屋上には f 翻し 尖 f 設 く。 養材は 1 木 竹 S てし。 或は 土 石基用 す。 周圍 には 花 
園 ありて、. 花 舟 香を 吐き、 樹木 森 然として 頗る 霞な り。 義も 多き ものは 柳樹 にして。 到る 所の 篇悉く 之を 
見ざる なし。 而 して 凡そ 僧房 あれば、 必ず 怫殿 ありて、 其 主要なる 部分を 占む るな り。 

怫 殿は 西 藏にル ハク ハング (Llmkllg) と 云 ふ。 其 外 觀大に 他の 怫敎 諸國の 風と 異なり。 他國に ありて は憐 
殿槪ね 美麗を 極め、 特に 緬甸の 如きは 其 彫刻の 美、 人を して 恍然 たらしむ る もの ありと 雖 、西藏 に 於て は 之を 見 
酉 藏锞敎 一斑  ニ 三 三 
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梵語 護摩 (H011  各) 西藏 チン スレグ (chinsre 匕 或は スレク パ (sregpa) と 云 ふ。 燔 祭の 義 なり。 此れ 災を攘 
ひ 福を 求め、 罪を 淨む るが 爲に修 する ものな り。 

護摩の 爐は 、其 祈願に 隨ひて 方なる あり。 圓なる あり。 其 色 叉 一定せ ず。 之に 木 或は 綿を 撼 し。 其 祈願に 應じ 
て 定まれる 供物を 懦き 、香油を 注ぎ 秘咒を 誦す。 其 本尊は 火 神 メル ハ 明 王 ( ^ elha OQ yplpo) を 常と す。 秘咒 は槪 
ね薩縳 、阿 紙 尼、 達羅 、藍'  藍 ( QQ arva  agne  dzala  ram  I) と 誦す。 護 魔の 法。 大別す るに 四 種 あり」 (不空 
の譯 なる 「金剛 頂瑜伽 護摩 儀軌」 にて 五 種に 分て り。 息災、 增 益、 降伏、 鉤 召、 及 敬愛 也、 前 四 種は 今說 くと こ 
ろと 殆んど 同じ。 讀者乞 參照焉 ) 

第一、 ズヒバ ィチ ンスレ ダ (zhibav  dliib 平和燔 祭。 是疫 病兵亂 等の 災を 伏し。 罪障を 減す る爲 に修 す。 
死 あるときは 必 之を 行して。 生前の 罪業を 淨盡 するな り。 燔爐は 方形に。 上部は 白色 下部は 赤色な り。 爐底に 
「蘭」 9 旨〕字あり。地大の表なり。修法の僧は其衣の色。燔爐と同じきものを被る」 

第二、 ギキア スパィ チン スレグ (Gyaspaichisreg) 豐富燔 祭。 是收穫 の饒 。財産の 多を 願 ふとき 修す 。燔爐 
黄色。 形 弓の 如し。 其 底 空 犬の 表 字 「 琰」 (Yam) を 書す。 僧 被る 所の 衣又黃 色な り」 

第三、ヷンギ.チンスレグ(ンぎ 1- 11 5- 8|)威カ燔祭。是權勢を增し戰陣の勝を祈るとき修す。爐圓くして 
赤色な り。 修法の 僧衣 叉爐 色の 如し。 爐底水 犬の 種 字 「錢」 (warn) を 書す。 

第 四、 ド ラグ ポ •チン スレグ (JDragpochinsre』) 威怒懦 祭。 是れ惡 鬼 邪神を 責罰 して。 非 時 死を 脫す る爲 めに 


占星術を 掌る の 神な り。 

第 四章敎  制 

ー區佳 勝の 古 園 あり。 柱て 之を 訪ふ や。 必ず 先 園の甶 来を 討ね て 盛衰の 跡を 吊し。 次で 眼を 放って 縦に 泉石 花 
樹の秀 を 賞 觀 す。 而 して 後一々 の 樹木を 撫 して 其 配合の 序 あるを 知り。 箇 々の 泉石に 吟 して 其 布置の 法 あるを 察 
す。 大觀 此の 如くして 了れば 去りて 園 主を 叩ゐ て、 審に 栽培の 術、 洒 掃の 要を 問 ふ。 是遊覽 家の 常に 爲 すの 法な 
り。西藏の敎園に遊ぶ。亦何ぞ此の如くならざらむや。第ー章は其出來を討ね、盛衰を以稽ふべし。第ニ章は中 
論の 泉、 瑜 伽の 石、 放 眼 之を 賞し。 密 敎の樹 、淨敎 の 花。 集眸 之を 翫ふ 。第三 章に 至る や、 方式を 論じ 儀典を 明 
す。 尙夫 樹木 泉石の 配合 布置を 見る が 如き 已 耳。 西藏敎 園の 大觀 此の 如くして 了れ り。 今將に 其 主人を 叩 ゐて園 
を 護る の 法を 問 はんとす。 所謂 敎園の 主人なる もの。 蓋し 僧侶に あらず して 何ぞ而 して 其 栽培 洒 掃の 法は 立 
を 其 敎則僧 制に 比すべき にあらず や。 第 四章敎 制の 說く所 此に あり。 

(一〕 西藏敎 制の 起原 

第一章に 述べし が 如く、 紀元 八 世紀 チス ロング •デ •トサ ン王 出で \ 大 に怫敎 を赫揚 し、 僧侶の 法規を 定めた 
り。 是を 西藏敎 制の 起原と す。 札克 巴の 著ボ ドヒム ルに 日く 「此 王は 僧侶に 確然た る 憲章を 與 へて、 其 階級を 分 
西 藏佛敎 一斑  ニ 三 五 
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るを得ず。唯其瘍然として大に、嚴然として偉なるものあるを見ん已耳。 

佛 殿は 方形に 造り、 北方は 靑く 南方は 黃に 、西方は 赤く 東方は 白く 塗る を 常と す。 而れ とも 時としては 四方 f 
a 壁の なるみ あり。 內部に 入れば、 三 柱 ありて 堂內を 界 し、 注 上に 樂 器を 懸け 幾多の 小袖 像を 畫く 。中央には 弗 
像 あり。 前に 壇を 設けて 五色の 扇を 供へ、 種々 の 供物を 安す。 正面に 一面の 鏡を 備へ 。左右に 美麗なる 絹 扇を 
垂る 。怫 壇の 下 高 坐 あり、 其 前には 孔雀の 羽を もて 莊れる もの 舎利塔、 金剛 梓、 寶 鈴を 置き。 兩傍 には 經藏 あり 
て 聖經を 集め、 コル テン ありて 輪轉に 便に し。 無 數の怫 像、 神 像、 其 間に 羅列す。 左右の 壁には 釋尊. 一代の 事 
績天耐 降魔の 事 等を 記す。 莊嚴 大抵 殿堂と 異ならず。 

殿堂の 付屬 物と して 主要なる ものは、 コル テン (cllorten) 及 摩 尼 (Ma:d) なり。 コル テン 其 字廻轉 塔と 同じ 
けれども、 今は 印度の 卒都婆と 同じく、 怫牙怫 齒經卷 を 藏 し。 叉 興隆 怫 法の 爲めに 立る ものな り。 其 高さ 普通 八 
尺ょり 十五 尺に 至る。 然れ ども 時として 四十 尺の 高さに 達する あり。 石造を 常と す」 

摩 尼は 元寶 珠の義 なりし も、 西藏 にて は 諸 願を 滿 足す る爲に 建る 一種の 石 壁の 名と す。 此壁は 槪ね幅 六尺 高 四 
尺の ものを 法と すれ ど、 時としては 非常に 長き あり。 カン ニ ングハ ムはレ ー ょり ィン ダス 河に 達する、 ニ 千 二百 
尺の 摩 尼 あるを 記せり。 其 表面には 種々 の咒 、怫號 聖者の 名 等を 刻す。 

玆に揭 ぐる 者 C 本書 略 之〕 は 十一 面觀 音、 及び チョ ィチ ョシ明 王の 像な り。 菩薩は 西藏の 守護 者に して、 明 王は 


次 こ 大寺院に 住する もの あり。 此又 _嘛と云ふ。蓋し劇嘛の語、始は首長にのみ )1] ゐしが。今はー般の僧侶に 
尊稱 として 之を 呼ぶ に 至れり。 此の 如き 大寺に 住する ものを クハ ンポス (アブ PI1P0S) と 名く。 其 貴き ものは クナ 
リ •コル シャムの ツヲ ル リング 寺、 ラダ ック のユル 寺 等に 住する ものな り。 此ク ハン ポス住 寺の 年限は 三年 乃至 
六 年に して。 達賴一 :囌の 任命す る 所な り。 

寺院に 住職す る 能は ざる 平 僧の 中に て 上なる もの ブドザ ド ( y p g- 安一) と 云 ふ。 法會 修行の 際 讃歌 音樂を 管理 
する ものな り。 次で ゲブ コイ (Gebkoi〕 あり 訓誡 敎論を 掌る。 此他 一般の 僧侶は 惣 して ゲン H ム (Gcnyg) と 云 
又 女 僧 ありゲ ムニ ムマ ( o §y§l3 5 と稱 す。 叉 山間に 隱遁 して 行を 修 する 僧 あり」 

已 上の 外に 一種 特別の 階級 あり。 異樣の 服を 着し 妻を 娶る ことを 許され、 卜 策 占 星 等の 事を 專務 とす。 之を ト 
シク ハン CMkhan) 占 星 者 チヤ ク ハン (chpkli) 吿運 者と 呼び、 尊稱 して チョ イチ ョング (clloicllong) と稱 
す。 是 チョ イチ ョング 明 王は 占 星 卜筮の 神なる を 以て 此名 起れ り。 此 等の 僧は 種々 の 幻術を 行 ひ、 火を 噴き 刀を 
呑む 等の 技を 善くす。 其 上 首は ラッサ 府の ガル マキ キア 寺に 住し。 チョ イチ ョング 明 王の 應化な りと 尊ばる。 

(三) 僧 律 

西藏 僧侶は 他の 怫敎 諸國の 如く、 二百 五 十戒を 持す。 戒本 は輯 めて カンジ ユル 中の 律藏 に存 す。 英儒ハ ー デ、 
怫儒ビ ユル ノフ の 著に 其 詳細の 說明 あり。 然れど 其 最も 重き禁 誡 は、 女 犯及畜 財に して、 札克 巴已來 堅く 此 法規 
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てり」 と 0 然れ ども 現代に 傳はれ る 種々 の 僧 制に 至りて は、 槪ね 札克 巴の 制定に 係れり。 彼の 僧 長 政治の 如き 
も、 亦實に 源を 此に發 したる ものな り。 事旣に r 敎史」 に說 きたる を 以て 今 略す。 

(ニ) 僧侶の 階級 

西藏の 僧侶の 元首に 位して 權勢比 なきもの、 之を 達賴 喇嘛 (D.llai  lama) とす。 達賴は 蒙古の 尊號 にして 大海 
の義 なり。 其德の 廣大 なる に 取る。 喇嘛は 首長の 義な り。 此喇嘛 は 單に 宗敎 上の 首長なる のみならず、 又 西藏政 
治 上の 主權 者な り。 達賴喇 嘛の 次ぎ 勢力 あるは 班禪® 嘛 (pgcllen  Lama) 也。 班禪は 師の義 なり。 之に 次で 宗 
敎上 尊崇を 受 くる ものは 達磨 喇嘛 (Darma  Lama) とす。 是札克 巴の 法統を 續 ける ものな り。 西藏 人は 達賴喇 嘛 
は 代々 觀音の 化身に して、 班禪 喇嘛は 彌陀の 化身な りと なせり。 達賴 喇嘛を 選擧 する の 方法は、 其 初めは 高德相 
集り種々の方法を以て小兒を相し-其非凡の才德ありと認むるや、之を法嗣となすなり。其詳密の方法はフック 
(Hue) の 日錄に 載せ、 又 タル ナウルの 紀行に 出で、 洽く 人の 知る 所。 力 ーラヰ ル 「英雄 崇拜 論」 の 初めに も 之 
を 引用したり。 然るに 十八 世紀の 終に 至り、 其方 法は 西藏 貴族に 就きて 三人の 小兒を 選み、 之を 北京 宮廷の 金 瓶 
內に 納れ 、柚 籤を 以て 法 位の 相續 者を 決す。 タイム. ス 新聞 一千 八 百 八十 八 年 七月 十五 日の 紙上に 「西 藏の大 喇嘛 
は 如何して 選ばる X や」 の說 あり。 甚 詳細な り。 ウヰ リア ムスの 「怫敎 及 婆羅門 敎 j 之を 引く。 知らむ と 欲せば 
往て 見ょ。 


を 使殳 して畊 耘し 、之より 大 なる 收人 あり。 叉 或 寺に ありて は 神符 怫像を 賣る あり。 甚 しきに 至りて は、 羊毛 麝 
香 等を 貶賣 して 收入を 圖る もの あり。 僧侶の 腐敗 も此に 至て 極れ りと 言 ふべ し。 

(六〕 飲食 衣服 

食物は 乞食す るに 隨ひ 、何 種と 雖も 之を 妨げず。 然れ ども 肉を 食す るを 禁す 。喫煙は 公然 之を 許し、 滔は飮 む 
を 得ず。 但し 藥 用と 稱 して 往々 之を 用 ゆ。 通常の 飮 食は、 米 牛乳 茶を 專ら とす。 俗人は 祭日の 外 肉食を 許す 或 
地に 於て は 俗人と 雖 魚肉を 禁ずる 所 あり。 

衣服は 印度 霞の 正服の 外、 種々 の 服を 具 ふ。 此れ 地 寒く して、 單衣 以て 身を 防ぐ に 足ら ざれは 也」  . 

二、 冒 及 頭巾。 帽巾は 二重の 帛 より 成り、 中間に 秘密 咒を 書せ る ものを 入る。 甚大に して 頭を 薇 ひ、 兩邊 は垂 
れて 耳を 隱す 。蓋し 高地 塞 管 防ぐ が爲 なり。 熱 時 及 雨 時には、 藁 程帽. の大な るを 被る。 其の 形は 支那の 笠に 
類す。 又 一種の 冠 あり 六角に して 寶 玉を 以て 莊る もの—。 之を ナゾン グズハ (I 嘗 P) と 云 ふ。 頗る 羅 
馬敎 僧正の 戴く 冠に 類す。 ブ ー タン 及 シ キムの 地は、 一切 帽を 被らず して 頭を 露す。 

ニ、 內衣 及裙は 殆ど 支那と 異ならず。 股引は 厚帛を 以て 造る。 其 製 西洋の 「サルマ タ」 に 似たり。 

三、 法衣は 西藏 にて ヤゴィ (Yagoi) と 云 ふ。 上衣の 義な り。 僧侶の 正服に して 羊毛 又は 布帛 等より 成り、 長 
さ 一 丈 乃至 ニ 丈に 至り、 幅は ニ 尺 乃至 三尺に 至る。 左 肩を！ 覆 ひ右胶 の 下を 過ぎて 右 肩を 露し 著す。 
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を守り、犯すものあるときは嚴罰に處せらる。而るに高貴の僧にありては、公然結婚して人怪まざるもの注々之 
あり。 夫の 法主 達賴喇 嘛の 如き も、 婚姻を 許さる \ ものな り。 然れど も 法主の 權は 子孫に 傳 ふること を 得ず。 
又畜 財の 禁に 至りても、 之を 守る ものは 唯 平 僧に 過ぎず。 大寺は 土地 斗 馬珍寶 を所藏 し、 幾多の 益 庫を 有する こ 
と 今は 通常と なれり。 

• 9 - _ . 

(四) 特權及 度 僧 

僧侶は 租税を 免ぜられ 公役に 服す る ことなし。 常に 社會の 上流を 占む。 

西藏に於て人其長子を僧とするの風あり。古代は度僧の法一定したりしも今や其法規なく唯紛々として、印ー 
日圓顱 の增 加す るを 見る 已 耳。 然れど も 或 地に 在りて は、 僧た らんと 欲する ものは、 必らず 數百 金を 法主に 出す 
の 制 あり。 

(五} 僧侶の 收入 

僧侶の 收入は 乞食、 供養 及 修法の 三ょり す。 乞食は 槪ね 穀物 收穫の 時に 於て す。 此時に 至れば 僧侶 群を なして 
村落 田園の 間に 出入す。 供養は 大祭 執行のと き、 信徒の 捧る 所な り。 修法は 冠婚の とき、- 葬儀のと き、 病氣の 
とき、 俗人の 依賴 に應 じて 種々 の 祭典を なし、 以て 謝 儀を 受 くるな り。 此他大 寺に ありて は 田 あるか 故に、 平 僧 


して 其 多き を 知るべき のみ。 

西 西 1 於て は、 ラク ック の 人口  4- 五 萬 八 千。 而 して 僧侶 一 萬 ニ 千 人—。 人民 三十 人に 付て 僧 一人の 比例と 
す。 ス>  チ 1 にあり ては、 人口 一千 四百 十四。 之に 對 して 僧 百 九十 三人—。 人民 七人而 して 僧 一人 あり。 以て 

其多きを知るべきなり。是今ょり四十年 ^ の計筹に係る 

此 他西藏 領のシ キム •ブ 1 タンの 如き、 僧 非常に 多し。 而 して 養す 所 何事 ぞ 。高 尙の義 は 之を 高閨に 束ね 
て、 徒に 上爵術 Q 雜管 走り、 S 昏 沈、 唯 ■集めて 弘敎 M を 馨卡。 建靈 、敎馨 塞して、 敢て 

之を 顧みるな し。 今に 當りて 第二の 札克 巴を 出すな くん ば。 西藏の 使敎は 遂に 亡びん 哉 噫 

寒瞪幾夜。揭げ盡して此稿旣に成る。卽修文訂字、壁上の蓝細盟全圖を指點して 西藏の ^ 理を觀察す知し 
て 暴 I ぎ、 滿淸の 本部に 入る や。 遼陽 城—、 山海 關の畔 、劍 光厳 霜の 白き に 和し、 炮火 大雪の 1 に 
映し。 意 氣自 ら毫 快なる もの あり。 依て 想 ふ。 今や 皇國振 古の 壯圖を 立て \ 絕 世の 快事を 演ず。 男子 此間 一身 
•を 雲に 勞し 、膝を 抱いて 孤 燈に對 す。 震 寧ろ 慚 死せ ざら む やと。 旣 にして 復謂ふ 沙門 自ら 沙^-の 法 あり 
何ぞ他 Q 攻城 野 S 武勳 裏まん。 刀署 揮て、 百戰 敵 基す るは 武夫 なり。 德を排 して、 雙手 平和を 策定す 
る。 方に 沙門 Q 業 に屬 す。 北京の 堅 望圍の 中に 陷 り、 雲 Q 朝廷 降赛 軍門に 乞 ふの _墨 り。 十八 省 四百 餘 
州の 驚を して、 明 H 吾 皇 Q 至 仁を 了せ しめ、 吾國の 大義 S めしめ、 永く 區 々睡眺 のをを 消して 管 東舉 
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.四勒 は 漉 毛ょり 管。 紅白 Q 二種 あり。 靑鎳を 以て 之 基る。 底は 二重に して 或肇を 以て 造る。 顧る 美麗 
にして 且つ 實周に 適す。 

(七) 僧侶の 法具 

一 念珠 西藏 語に テン グハ ( ^ )目 0<5 言)と云ふ。念誦に必要なる具なり。其數1百八顆大藏カンジユルの ^ 
數を奢 す 俗人の 用 ゐるも Q は。 一二 十 乃至 四 4- 顆を 常と す。 其 珠は木 石を 普通と し、 貴き ものは 聖 僧の 骨、 及 種 
々の寶石を以て造る。此れに §1 、耳鑷、小金剛杵、釘拔等ありて付屬せり。  . 

ニ 護 箱 西藏 語に 力 〖1 ユ (Gan 6 と 云 ふ。 其 形 無花果 葉に 造る を 常と すれ ども、 或は 方 あり 圓 あり。 中に 

佛像 聖者 I、 S 女神ぶ ジ ヤン Qf 藏 む。 SI 蕾—— 結し 51 け、 麗— I 德を增 長 

する か爲 とす。 

三、 金剛 件 乃至 鈴。 金剛 梓は 西 藏語ド ルジェ (Dorjie) と 云 ふ。 密 法— する に缺 くべ から ざる ものな り。 鈴 
は 西藏に ドリル フ (Drllbu) と 云 ふ。 秘咒 基し 叢 S ふるとき 振 ふ ものな り」 (謂 及 金剛 件、 鈴の 圖はゥ 
イリア ムス 氏の 「怫敎 及 婆羅門 敎」 に 出づ 、就て 見ょ) 

已上七 頃 略して 敎 制の 大體を 括る。 終に 臨んで 西藏 僧徒を 擧 げんと す。 

東西 藏に 於て は、 博士 キヤ ムべ ルの 表に 依れば。 ラ ッヰ府 卜ニ大 寺の みに て。 一 萬 八 千 五 百 人 あり。 其 他は 推 


西 藏佛敎 の ニ 大本 尊 

(明治 三 〇、 ー怫敎 第二 三 號) 

去臘 本誌 (佛敎 ) の 響、 揭 ぐるに 「羅 怫敎ニ 大思聖 」 の圖を 以てす、 彼は 西囊史 を硏究 する に 於て 實に 
必要なる 資料な り、 今や 其 敎理鑽 仰 上、 聊か 賦與 する 所— むが 爲 に、 更に ニ 面 の圖 (本—之〕 を揷 む、 是を 
「西 藏佛敎 の ニ 大本 尊」 とす、 解を 試みむ とする に 先麗國 怫敎の 如何なる ものなる やを 討尋す るの 要 あり 次で 
ニ大本尊が敎中如何なる位置を占むるやを硏め來らば卷首畫の解を則粗其責を塞ぐに足らむか 

一 西藏の 佛敎 

西藏 の怫敎 、唯 其梗槪 のみ— I も I? 頁の 紙幅— 要す、 況 や其霸 委曲 1 に 於 
てを や、 今は 所謂 m 大本 尊」 が關鎖 ある 所を 示さむ が 爲に少 かに 其 一 褅を說 くに 止まる のみ、 筆 路の晦 f 
敍述の 錯雜は 偏へ に讀 者の 海容を 乞は むと す。 

西 藏怫敎 の 一斑を 了せ むと す— 先 同 國怫敎 の 全體墓 類す るょり 善き はなし、 而も 此_ や 頗る 難しと— 
所、 何と なれば、 西 藏怫敎 は 一瞥す るに 露紛雜 '其 露讓の 態は 恰も 一 蔟の秋 林を 望む が 如し 紅 蕾 樹 
紛 々纏 絡、 天下 丹青の 大手 腕 あるに f ずむ ば'  實に 之を 寫 出せむ こと 最も 難しと なす 所 也、 支那 將 來の敎 相は 
西 藏佛敎 の ニ 大本 尊 一一 四 三 
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安の 茶 礎を 開く もの。 是 沙門 か 不朽の 功德を 樹立す るの 地なら ず や。 此功德 や 至大 也。 又 何 ぞ獨眼 龍、 樺將 軍を 
して、 獨り其 名を 擅に せしめん や。 而 して 這 般 、大業の 着步 は、 實に西 藏怫敎 を 知る ょり 善き はなし。 萘滿淸 の 
朝廷 崇奉 する 所は、 西藏敎 にあり。 其强大 の藩鎭 。蒙古 滿洲の 諸 部落。 悉く 達賴 g 嘛を 以て 敎主と 仰がざる な 
く延て直隸山西防西甘 ^ 四：=;の各省に及むで、其勢カ狗に隆然たるものあり。乃ち深く西藏の敎萎を 
曉 め、 敎 勢を 察し、 諸 喇嘛と 交通し。 共に 大敎 を赫揚 し、 以て 民心を 撫さは 、東组 平和の 功、 碁 月の 間にして 成 
るへ きのみ。 其 得る 所。 何ぞ 啻に 佛敎 々理 の硏究 。怫敎 徒の 大 連合に のみ 止まらん や。 鳴 呼眞に 今は 西 藏怫敎 を 
硏 むべき の 時なる 哉。 而 して 這般の 心事。 之を 訴ふ べき もの。 唯 吾が 學友會 (淨 土宗學 t 校〕 の 諸兄 ありて 存 す。 
是 予が不 f 顧みず、 此 拙稿 墓した る 所以—。 諸赫 くば蠢 11 し 其 炳 f 大に し、 以て 健全に 多忙 
なる 新春を 迎へ むこと を。 明治 二十 七年臘 八。 筆を 宗學 本校の 樓 上。 北窻風 寒き 處に絕 す。 


者 犬に—— fs 一盛 HS 跡は—— 載す、 而 して 夫の 疆笑麗 1 「力 1 ジ ユル」 「タン ジュ 
1 ル」 西 5 1; 
—e  BI— 乂 As—  If  I,  Bell  vol. XX)  f 
i of  title  iy,  B—1. VoL  L) にあり、 亦 支那 所 譯の經 文と 西藏— 

uprhrhf  I 雪 蓋— 11 1 

て 上下の 歸嚮— けぬ 前者は 有名なる 西曆 紀元の 六 世紀 震— 晋の 時、 旣に 西カ淨 土の 襲 及— を 
說 ける Mauifdi の 著 あり、 讓に關 する 經文續 々に 震 f れ中論 亦 二道を 設けて 西ヵ往 If 1 り 
而 して 密法 は、 雲 王の 前旣 に 夫の f—1—g の 尼 1國ょ り 来りし あり、 次で— の— 印度ょり 

人り、 紀元 七— 蓮 董上師 其 他の 馨 IQ 興 ■連れ 511 度ょ" 來 り、 各 管密 Is し チの 時 

輪 (If  fa)  Q 誦出 1 るに 至り 大に 密教の 隆盛 集せ り、 札 克巴已 1 麗佛敎 は 粗 上の 如し & ち 一力 
には 有部經 部の 小乗— 及 法相、 三論の 大乘 一— りて 主として 學 者の 間に 研究せられ 大乘敎 は 特に 盛に し 他 
には 西方 淨土  Q1 義— 1 下 普く 行 はれて 實行 上に 妻 力— めた る 也 

(2) 宗_ 巴已 後の 憐敎 
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西藏怫 敎のニ 大本 尊 一一 四 四 

印盡傳 QI より 來れ fQ、 I 靈—會 し、 S — むにして 今 i—、 或は 今旺 
昌を 極めて 古へ 之な きもの あり、 大乘 あり 小乘 あり、 密あ り淨 あり、 數 多の 宗派、 碁 布 星 列 以て 一大 西 藏佛敎 の 
全 系を 形成す、— 養 正— 類は j I 理 の 方面より 撗に 之を 分ち、 他 I 史 より ■1 論ずる にあ 
ら ずん ば到囊 十全を 期すべき I、 西 儒の 著書 シ ユラ ギン、 ド ブイ ド. キ r ソ ペン •チヨ 4 等往 々其 敎理 
を 論ずる t と雖も 精細 S 靈蠢 けたる ものは 未だ 之 ts 亦 古人 Q 敎に從 ふ も 今 亦賴 るべき— の憾 あり 
止むな くば 左の 計畫に 從ひて 其 一斑を 窺は むか。  .. 

嘉敎 史を硏 めて 忘るべからざる の 一大 偉人は 大聖 札克巴 S は宗瞎 巴と いふ) 彼は 西谨 
佛敎 の大肇 者と して 高く 萬 丈の 光彩を 敎史の 上に 放つ、 西儒往 々彼を 呼ぶ に 「麗怫 敎の£」 f 、皮 
は實に實 行方 面に 於て 書に 人れ る大腐 II して 新鮮— 力 真へ—— に、— 1 上に— せる 大衝 
突、 大 撞着 赢會調 和して 塵— 敎義を 樹立せ り、 彼 裏 義上敎 制上實 に 忘る ベ か— るの 偉人た る 也、 予今 
や 便に よりて 試に 大體 の 分類を 札 克巴已 前 及 己 後の ニ 時期に 分た むと 欲す。 

(13 乳 克巴已 前の ■敎 

チヨ マ广 さ〕 日べ 「昆 婆沙宗 (valbha き lea) 經部宗 (sautralltika) 瑜伽宗 (Yog^^ 

(Madhyiika) の四宗 は每に 西藏學 者の 尊崇す る 所な り。 

- • 1 -» 

とネ克 巴 以前は 此四宗 西藏雲 に 重きを なし、 特に 瑜伽中 論 (三論 及 法相) のニ宗 は 薄 盛大を 極めて、 兩 


ニ ニ 大本 尊^ — ^ 金剛 薩埵 、及 阿彌陀 
(1) 二者の 西 _ 佛敎 中に 於け る 位置 

金剛薩埵は密敎中の上首たり、阿觸陀は西方淨土の敎主たるを以て、札克巴已前の佛敎にありてはニ者 #, 弘の 
兩大 本尊たり しや 固より 言 ふを 要せ ざれ ども、 兹に 特に 論ずる 所以の ものは 二者は 西 藏及尼 波羅の 怫敎に 於て は 
特色の 一として 數 へらる、 ものにして、 就中 西藏 にあり ては 彌陀怫 の 信仰 自ら 他國と 異なる もの あるを 以て 特に 
之を 論ずる の 要 あり、 馨は營 於て、 西 藏の佛 敎が札 克巴已 後 如何なる 變 化を 閱 し、 且舊來 の 中 論瑜伽 等の 宗 
が後來 全く 他の 本邦 支那に 見る を 得ざる 一種の 敎理に 其 盛大を 讓 りたる を 見るなら む、 是則阿 提佛陀 の 信仰 及 五 
禪那佛 の說な り、 二者を 說き來 らば、 ニ 怫の西 藏怫敎 に 於け る 位置は 更に 明なる に 至らむ。 

(2  ) 阿 提佛陀 (Adi  Buddha) 

阿提佛陀とは何ぞや、蓋し最勝第ーの怫の謂なり西藏觉に 0 ぎ乜 0. §^" 2. 如目^^といふ、之を存在より見ボ 
ば蜀 一幕の も Q、 之を 時間より 見れば 無始を 窮め 無 終に M り、 之を 空間より すれば 無限 無 際にして 十 方に 遍. f 
す、 因緣を 離れて 因緣の 本源たり、 無 相に 卽 して 有 相の 大因 なり、 用 や 至大 萬 有 皆 其 所 造に 出で、 功 や 至高 萬 物 
悉 其^' こ f ^ る、 湯々 平と して 得て 名くべからず、 名くべからざる 所卽 典日ー里の名あり或は佛 ^ とー-ムひ 萨 婆 ^ と 云 
ひ、 普賢と いひ、 智頂 とい ひ、 勝者と いひ、 無 勝者と いひ、 法王と いふ、 迦蘭陀 毘論 M の 文に 日く 『彼 三德あ 
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西 藏佛敎 の ニ 大本 尊 一一 四 六 
已前 略述せ し 如く、 西藏に 於て は、 瑜伽中 論の ニ 大乘宗 旺昌を 極めし と雖 就中、 中 論は 其 勢威 遂に 瑜伽 宗を壓 
して、 西藏の 敎權を 掌握す るに 至りし が、 一方には 密敎の 勃々 たる 勢力を 以て 上下に 津 久し、 念誦 修法の 條典を 
重ず る もの、 見 性觀理 、慧 解を 尊ぶ もの、 事を 主と すると、 理を 主と すると 雨々 相 待して 大 衝突を 生ずべき の 秋 
に 際せり、 敎 理上此 衝突を 調して 新に 一宗を なした る ものは 夫の 大聖 宗喀 巴な り、 彼は 西曆千 三百 五十 五 年シャ 
ム H の アム ドに 生れ、 同 四百 五十 年を 以て 寂せ り。 

彼は 密乘 と中觀 との 衝突を 融會 せむ が 爲に w odbisur,  Tarnimmur,  Aetaverike, r amli 日 等の 大著を 出し、 
博大の 識豐 富の 學遂に 一新 宗を開 きて、 舊來の 怫敎を 融合す るの 大快 事を 演じたり、 而 して 其敎 式の 方面に 於て 
も大に 戒律を 嚴に し、 敎令を 出し、 僧 風を 矯正し、 積弊を 一洗して 以て 刷新の 偉功を 奏せり、 此 ょり、 先づ 舊來 
の怫 徒と 紅黃ニ 衣の 別を 生じ、 門下に 達賴 、斑禪 の ニ 蜮を 出して 宗敎 政治の 基を 造り 所謂 喇嘛 敎の 制度を も 生 
じ 以て 現 時 存在す る 九 派の 細分を 生ずる に 及べり。 

九 派の 事は 友人 能 海 君 シユラ ギン ドヷ ィドょり 「反省 雜 誌」 に 投じた る こと あり 就て 見るべし 予亦 「西 藏怫 
敎 一斑」 中に 之を 記載せ り。 

西藏の 怫敎は 大抵 已 前の 所說を 以て 其粳槪 を 了すべき か、 今更に 進む で 本題に 入り 以て 「ニ 大本 尊」 の關鎖 あ 
る 所を 論ぜむ。 


推考するに咜羅は高遠絕妙、其關係下劣の人と大に隔絕す故に度生濟世、惠を垂れ恩を與ふるには自ら別に中間 
の 身を 現ぜざる 可から ず、 是事は 下 項に 說く 五禪那 怫の條 下に 至ら ば 自ら 明なる に 至らむ。 

卷首 に揭 ぐる 金剛 薩埵 の圖 (本書 略 之〕 は 有名なる ー西藏 怫敎」 の 著者 ヱミ ー ル •シユ ラ ギン ド' ヮィトが 其 兄 
と共に 西藏 のクナ リマ ル シャムょり 獲て 刊行した る ものにして 原 圖の八 分の 一を 實寫 したる もの、 薩埵 手に 寶鈴 
寶杵を 取り、 前後左右に、 五怫 十六 尊 及 四 金剛、 歌嘆嬉 舞の 天女を 列ね て、 寶 蓮華 上に 住する の 圖を寫 せり、 蓋 
し 薩埵が 諸怫 の總體 、法界 主宰なる を 示せる の圖 なり。 

C3) 五視那弗 ^ 目。ぽ « ^ §ー « ロ&€) 

五 禪那怫 とは 阿提 怫陀が 路迦三 惹那那 Lokasanfala  (世間 退 立) の 深 禪定に 入り、 其 本 具の 五智を 開發し 
て發 生せ る 五怫を 指す、 那摩 僧祗底 (尼 波羅の 密經の 名) に 日く 『彼 五體 五智 五見を 具有す、 五怫の 首な り、 等 
者 ある ことなし』 と、 亦 日く 「彼 一切 怫の能 造 者、 一切 諸怫の 母な り』 と、 其五怫 とは 阿 提怫所 具、 法界 體性等 
の五智ょり發したる毘廬遮那、寶生、不空、阿彌陀、阿閑の五怫にして本身は淨土に住し、各摩奴史怫(人怫) 
を 化 作して 娑婆 世界に 下し、 以て 衆生を 度す、 而 して 此 等の 禪那怫 は 各 其 禪那の 力に ょりて 法王 子た る禪那 菩薩 
(Dhyani  Bodhisattva) を 化 現し、 前 佛 ( 卽摩奴 史怫) 涅槃して 後の 人怫 出で ざるの 間、 衆生を 覆 護して 度 生の 
事を 主ら しむ、 例せば 三千 年 前の 釋迦牟 尼は 實 に禪那 佛彌陀 の 現じた る人怫 にして、 其禪那 菩薩は 卽ち觀 音なる 
が 如し、 今 五 禪那怫 、五 人怫 、五 禪那 菩薩の 圖を 作りて 以て 追次說 明す るの 繁 に代袅 む。 
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西 藏佛敎 の ニ 大本 尊 一一 四 八 
る もの 也、 大頂 也、 一切 色 也、 之に 於て 彼顯 現す、 彼 自存の 大覺者 無上 者大 自在 者な り』 と、 叉 日く 『彼 自存 自 
在 者、 圓滿 無限の 全 相な り、 四肢な く 諸 情なし、 一切 其 模型 也、 而 して 彼 模型 あらず、 彼 一切 法の 形 也、 而 して 
彼は 卽 無形 也』 と。 

是等の證文は110身8011;£88發7  8目 ^ げ ^ |ユ：^^>81の證文を見るべし、大方閑あらば參瞪を乞ふ、他の 
濕婆 燄淨富 蘭那其 他に 尙 適切の 證文 あれ ども、 迦蘭呢 毘喩訶 は 西藏 にも 存 する 最古の 經故 特に 之を 引けり。 

阿 提佛陀 は 此の 如き もの 也、 故に 歐 洲の學 者は 之れ が 宗義に 有 神 的佛敎 (Th s. stc  Buddhism〕 の 名を 與へ ( ゥ 
ヰ リア ムス • H ド キン ス •ビ ー ル. リス. デ ヰ ッ、 'ツ 等) クラ ー ク氏は 其 「ト 大宗 敎 論」 中 一 神 的の 傾向 怫敎に 存 
すと 云へ り、 凡そ 此 等の 敎理 上の 硏究 及び、 此觀 念が 發達 せし 歷程 ( ゥヰ リアム 氏 リス デ ヰ ド 等の 論ずる 如き) 
如何は 今 論ずる に 暇なければ 且く 略し 唯 阿 提佛陀 なる ものが、 法界の 全體を 名け、 萬 有の 實體を 指した る ものに 
して 眞言の 大日 (Mabllochana) に 髮髴 たるが 如きは 大に讀 者の 注意を 乞は むと 欲する 所 其 同異 及歷 史的の 關 
係の 如きは、 犬に 密家諸 大方の 一藥を 仰がむ と 欲する 所な り。 

西藏の 密敎に 於て は 此阿 提怫陀 を 伐 関羅陀 羅 (vajradhi) (西藏 語 u orfechal CTQ 金剛 持) 或は 伐 闍羅薩 ±i 
(vajrasattvp) (西藏 語 D」rfesempa 金剛 有情と いふ、 陀羅は 「最 勝怫」 「最上 勝者」 「一切 秘密 主」 「諸 如來都 
炉」 r 無始 無 終 者」 等の 異名を 有す、 此兩 金剛は 其 名 ニを 分つ と雖 、非 一 非異の 身に して、 或 時は ー體 として 阿 違 
佛 P と 呼； 〇 或は ニ 身 を 現して、 薩 睡^; を發 して 陀羅之 に 答 ふるが 如き 往 々襲に 見 ゆる 听 也、 今兩 者の 關 係を 


の 降 生 佛敎を 護り、 衆生を 濟ふも のな りと す、 故に 西藏に 於て は彌陀 觀言崇 拜 甚だ 盛む に、 夫 六 字の 咒 、噪摩 
尼 鉢特迷 呼の 聲は 至る所 聞かれざる なしと いふ、 以て 其 信仰の 深き を 知る に 足らむ。 

卷 首の 圖は 「西藏 佛敎」 の 著者が、 前圖と 同く クナ リマ ル シャムに 獲た る もの、 彌陀輪 王 七寶を 以て 莊嚴 せる 
寶坐に 坐し 左右に ニ脇士 ぁりて 立つ 圖亦 全形 八 分の 一を 縮寫 せり。 

已上の 略說を 以て 讀 者は 卷首圖 の 粗 如何なる ものなる やを 了せ むな り、 若盡 さむと 欲さ ば シュラキ ン ド*、、 ヮィ 
トの 「西 藏怫敎 J ホッヂ ソンの 「尼 波 羅及西 藏に關 する 論集」 ロックヒルの 「西 藏怫 傅」 ラィトの 「尼 波 羅史」 
等を 討究せられ むこと を。 

一月 上 九 夜、 江 東塵寰 、俗 客 漸く 去り 氣少 く暢 ふる 時、 燈前 漫に舊 稿の 記憶に 存 する ものを 亂 書す、 暗中、 
摸索するの感特に甚し、閑なく書なき所、固ょり止むを得ざる也、天下の大惡筆、字體疚風の箇施を掩く如き 
もの、 剞劂に 上りて 整然として 讀 者の 前に 現る るを 得る、 蓋し 倖の 甚 しき 者矣。 
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西 藏佛敎 の ニ 大本 尊 ニ 五 〇 

五 禪那怫  五 摩 奴史怫  五禪那 菩薩 
毘 廬遮那  拘留 孫 普 賢 
阿閼鞞  拘那 含牟尼  金剛手 
寶 生迦葉 波寶  手 (虛蠢 ) 

阿彌陀  釋迦牟 尼 蓮 花 手 (観音) 

不空成就  彌 勒淨  手 

ゥヰ リア ムス 氏は、 之を 五重の 三位 ー體と 呼べり、 阿 提怫陀 の 世界 創造の 事 其 他 之に 關して 多 趣なる 事 頗る 多 
きも今は拙稿の他に |1 りて之に言はず。  . 

ラィト 「尼 波 羅史」 五 禪定怫 、五 人怫 、五 菩薩の 圖を擧 ぐ 見るべし。 

(4) 阿彌 陀佛 

西藏 には 無量 義佛を ^ 6”ロ ^ 窝ユといひ、無量光佛を 0 ^ ロ ^ 1爸ニと譯す、通途、後者を以て稱す、前に說く 
如く 釋 尊の 本 地と する が 故に 崇敬 最も 重く 加 之、 西 藏は觀 世 音の 殊に 恩を 垂れて 護る の 地と なすが 故に 彌陀觀 音 
に對 する 崇拜は 一層 其 深き を 見る、 前號に も 粗 記した る 如く、 夫 西藏の 君斯坦 丁と も稱 すべき 雙賛思 甘晋 王は 實 
に觀 音の 化身に して 其 妃文成 公 主 亦 彌陀の 青色 光明ょり 化 現して 西藏に 怫敎を 興隆した る もの 也、 との 說は 、夫 
の 摩 尼 ヵン ブム 之を 說く 甚だ 詳 也、 而 して 夫 大聖 札克 巴の 如き、 亦觀 音の 化身に して、 代々 の 達賴喇 嘛も 亦觀音 


べきに あら ざれば 唯 兹に霞 者 Q 一致す る說 を擧げ て、 篇 0 考究を 多 日に 期せむ とす 日く 此大 史詩 最初の 構 
造は 摩 奴 法典 製作の 後一 世紀 卽ち 紀元前 五 世紀に あり、 義 二世 紀或皇 世紀を 經て 現在の 詩形と なりし ものと 
いふ、 卽ち 其韋紐 天の 化身の 談 、及び 怫敎徒 基 鬼と なし 無神論者 となし、 百方 之れ が 馨に關 する 談を揷 人し 
たりし が 如きは 大抵 後期の 構成に 出づ とい ふ。 

予が 見た る佛 典の 中に て 「羅摩 衍那」 に關し 記す る 所 あるは 新 譯の大 暴沙 論な り 同 論の 第 四ト卷 に 日く I 
復次議 薩讓量 故、 非 如 外典 文 多義 少 、或 全義 、如羅 摩衍那 書、 有 一 萬 ニ千頌 、唯 明 ニ 事、 一明 羅伐 

挈劫私 多 去、 ニ明羅 摩將 私多歸 、怫經 不爾 、若 文 若義 無量 無邊 (縮收 ニ、 八十 五 紙) 

其 他に 尙ーニ 箇處 ありし と覺. へたり、 婆沙は 有名なる 迦 腻色迦 大王の 時代に 五 百 應眞の 結集した る ものにし 
て、 王の 治世は 屢 紀一兀 Q 初年より 凡そ 四十 年皇る Q 間 1 れば議 1 已後 1 は 明か なれ ども 
其頌數 I. れば 殆んど 現今 Q 頌數 Q 半の み、 固より この 大 史詩は 現 時 種々 の 異本 あれば、 專に 於ても、 種々 の 
桑 ありた るべ— せらるべき 所 なれ ども、 頌數 Q かく 差異 f は 頗る 一考を 要すべ— と也、 謂 ふに 議 
衍那は そ Q 所謂 紀元前 Q 完成 後に て i 少偈 頌の增 加— S— ベく、 ニ 千年間に 幾多 QI 化— じた. 
るに 非ざる か、 そは ともあれ、 當時 印度に 同 史詩の 如何に 廣 く宣傳 せし やは 右 0 論文を 以て も議 せらる k こと 
なるべし。 

(付言) 議衍那 の 迦腻 色迦 518 f 王朝 に 盛に 行 はれし 事は、 同 王の— 希臘 より 使節に 來 れるメ 

弗 典 中 11 出づる 「羅 摩衍那 」 及、 び 其 人物  ニ 五三 


佛典 中に 出づる 「羅摩 衍那」 及び 其 人物 

大乘經 典 結集 問題の 一新 材料と して 


C 明治 ニ 九、 八、 佛敎 i 第一 ー七號 ) 


印度は 古来より 長篇 の文學 多し と稱 す、 ニ大 史詩 あり 此中に 立ちて 燦然と して 異彩を 放つ、 一を マ ハ ー ブハー 
ラタと 云 ふ其頌 二十 ニ 萬、 蓋し 世界の 最 第一の 長 詩 也、 第二を 羅摩衍 那と稱 す、 頌はニ 萬 四千、 此ニ 者は 夫の 希 
臘の イリ ヤッ ド •ヲ デッセ ー と兩雙 の名珠 、實に 世界史 詩の 首魁を 以て 居る。 

ニ 史詩の 說く ところに よりて、 印度 古代の 習慣 風俗 宗敎の 信念 等明哳 に 至りし や、 洵に 尠少 にあらず、 英人ホ 
イラ ーは此 ニ 詩を 基礎と して 其 大著 五卷 印度 史の 第一 第二を 完了したり、 今後 者に 付きて 「蒐 錄」 の 中少く 記す 
る 所 あり、 今 之を 好機と し 便 S つて、 此史 詩の 少く佛 典に 出で たる Q 筒 所 慕げ む、 是佛敎 置 編し 頗る 重 
要なる 事實 なるべし と 謂 ふ、 但し 予 が渉獵 する の怫典 極めて 淺し 、故に 其 材の完 からざる は 固より 責を辭 せざる 
F 「討議」 擁內を 汗して 敎を 大方に 乞 ふ 切に 之が 爲に 座す。 

今怫典 中此大 史詩に 關 する 文、 及 其 人物を 出す 文を 擧げ 且少く 考察を 述ぶ るに 先ち て、 諸大 史詩 著作の 時代に 
付き 一言せ むと 欲す、 これ 後 來擧げ べき 所の 文に つき 大 なる 關 係を 有すれば 也。 

祿 摩 衍那の 年代に 付きて 精細の 觀 念を 得ん には、 ヴヱ ー ベル、 ゥイルソン、 マックス •ミユ ー ラー 等の 梵語 文 
學史 を精讀 し、 次で コ ー ル ブル ー ク 等諸學 者の 說を參 照と せざる ベから ず、 然れど も 今は 固より 斯る閑 K を 有す 


ょ) 罵 1 り、 而 して ジヤて 自身は、 尼耶 々學派 の 所 說に精 嘵し 一種の 自由 思想家 t て、 怫 徒を 代表す る もの 
となす、 其 他 h は 夫 q 大夜 i 羅伐 11 置 門 迫 雲と して 多少 佛敎的 傾向を 有し、 羅伐那 部下の 羅刹 衆は 
怫 徒を 代表した る ものな りと 西 儒の 唱道す— 見る、 但し 羅伐挈 の 怫敎的 傾向を 有すと 云 ふは 頗る 疑 ふべ— と 
にして、 彼は 怫敎 S する 犠牲— i 契 t 禮拜 した— 實 、史詩 中 稼す、. 羅刹 衆— 牲の 排斥 者た るの 
故を 以て 圍陀 q 不信者た るの 故を 以て 多少の 佛敎 徒た る S 格 1 も" 未だ 史詩の 中 明確なる 議— にぁ 
ら ず、 唯 11 示し— か Qfl る 裳、 この 他、 夫の 羅伐 挈の1 の樣、 1S する を 
以て 佛敎王 Q 不議赢 せし も 15 、大羅 刹、 クンバ カルナが 長 時 霊 眠の 受管 以て 佛敎 の議 —りた 
り i すが 如—、— 推考 S1 故、 是非は 檢討百 端の 上に 非 ざれば 斷 言す るを 得ず と雖 •兎に角 議衍那 

の 記者が 無神論 翥 11 て 1、 ISW 不雲莫 表す、、 11 し、 所有— の 行 爲は 

都て IQ 影 f り— す— 示し、 以て— が 8 する——々 裡に確固 にせむ と—— は、 則ち 動かす 
ベから ざる 事實 なりと す。 

然るに 玆に 尤も 怪 &に堪 へざる は 議衍那 の 中に 於て 暴 無道、 他 妻の 掠奪 者、 籠の 破壤 者、 所有— 惡の 
結晶して 成りた る 夫の 大 夜叉 羅伐挈 が 大乗 佛經 中に ぁりて 塞なる 雪 者の 地位を 占め 居る こと 是 也、 乞 ふ 先つ 

左の 菩提 流 支 譯の入 楞伽經 の 文を 見ん ことを。 

(一) 爾時婆 伽 婆、 蠢 雲、 摩羅 耶 山、 榜伽 域、 光 顏舒悅 、如 動 金山 ■怡 微笑 而作是 言. 彼 亦 應せ产 
佛典 中， レ 出づる 「羅 摩衍那 」 及 、び 其 人物  ニ 五 五 


怫典 中 !: 屮： ：づ 0 「羅鹰 衍那」 及、 び 其 人物  ニ 五 四 
ガス ゼ 一一 スの 之を 聞き 歸 りて 希 臘に傳 へ、 其 後 紀元 一世紀の 頃羅馬 トラ ジャン 帝の 頃 ある 希臘 人の 記者は 印度 
。人は ホ ー マ ーを 模擬して 大 詩を 造れり と 記せる にても 明かに 知らる \ 也。 蓋し 私 多と ヘレン 妃 との 事蹟 酷た 相 
類す る 所 あれば なり、 (ゥヰ リア ムス 「印度の 賢」 を讀 め) 

已下怫 典の この 大 史詩 中に 出づる 著名の 人物に 付き、 記す る 所を 檢討 せむ、 これに 先ち 予は讀 者と 共に、 此大- 
史詩が 如何に 怫敎に 付きて 觀 察する かを 見る を 便と すと 考 ふ。 

第一に 論ずべき は 羅摩 衍那の 宗敎觀 なり、 讀者 も旣に 知る 如く、 羅摩 衍那は 梵語 聖典の ニ 大分 類卽ち 神託と 人 
說の 中、 第二の 第三 項 信仰 論 Blmkt -J sastra の中イ トイ ハ ー サス卽 ち 史詩と して マ ハ ー ブハ ー ラタと 共に 含蓄 
せらる  > 所 にして、 卷 中の 主人公 羅摩 は！：：： に 敬虔なる 印度 君子の 模型と して 現 はれた る もの 也、 而 して 夫の トリ 
ムリ チ I 卽 三神卽 一の 談 、及韋 紐の 陀沙 阿跋陀 羅卽 4- 化身の 說等 重要なる 宗敎觀 念は 大抵 此史 詩に 於て 其發 達を 
認む べし、 故に 羅摩 衍那 は文學 として 光輝 奕々 たるの みならず、 一種の 宗敎經 典と して 至大の 價値 ある ものな 
り、 卽ち羅 摩 衍那は 印度 婆羅門 敎正統 派の 一種の 神聖 史傳 なり。 

是の如く、則ち其怫敎に對する考察は自ら知るべきも.のあり、而して史 ^ 中明かに怫徒を罵り且その標本を示 
せる 所は 僅に 一箇所に 過ぎず そは 史詩の 第二 品 アョド フャ犍 度に 於て 羅摩が 因明學 者に して 且 高位の 婆羅門なる 
ジャブ リの 無神論 快樂說 、現世 主義を 唱道す るを 聞き、 大に 之を 詰責して 「怫 徒は 尙盜た るが 如し-* 彼等の 後に 
は斷見 外道 卽ち 無神論者 あり」 と (右 ホイ ラ I の 抄録ょり 譯す 、『印度の 賢』 中には 韻文の 譯 あり、 閑 あら ば 見 


已上 出す 所の 文に よりて 讀者は 定めて 怪訝の 念に 勝へ ざるなる べし* 蓋し 楞伽經 は、 法相 所 依 六經の 隨ーに し 
て、其所說の深遠奥妙なるは學拂者の旣に知る所、而して此經が、羅摩衍那詩中の大惡魔を所被の機として、 § 
吿 衆の 重なる ものと して、 而も 其 宮殿 榜伽城 中に 於て 說か むとは 寧ろ 千古の 怪 事なら ず や、 (弓 文 〔一〕) 而 して 
彼の 览暴靈 、他 蕾 奸し 他妃墨 ひ 百般の 霊 天人 Q 怨憎臭 けたる 大 夜叉が、 嚣會 上に 於て は 如来の 轉法 
輪を 請し、 且甚深 の 法 門を 聞きて 「分別心の 過を 見、 分別心の 中に 住せざる」 底の 大力 用を 得 (引 文 〔ニ〕 及 
〔三〕) 其 終大慧 等の 諸 大薩埵 と整晕 行して 退く  (引 文 〔四〕) に 至りて は、 實に 奇怪 評の 極と 云 ふべき 也、 然 
らば 羅摩 衍那に 於け る羅婆 那と楞 伽に 於け る 羅婆那 とは 同名 異體な るかと 云 ふに、 其 名の 同じき のみならず 其 
所 居の 宮殿、 も 同じく、 且大 史詩 中、 每に羅 婆那の 猛惡の 相を 寫すに 用 ゆる 十 頭、 可 長の 形は、 また 楞 伽の 文中 
に 於て 歷 々として 說 出せられ (引 文 〔三〕)、 また 大史詩 の 中に 於て、 羅伐那 が 其 幾多の 妻妾を 置き、 捕へ 来りし 
美人 私 多 i 閉し たる、 阿 輸迦園 (I 白 卽無憂 園) は、 榜迦會 上に 於て は、 光明 現し、 化怫 出で、 菩薩 出現す 
る精舍 たらん とす、 二者 相較し 來れば 大詩史 中の 大惡 魔と、 大乘經 中の 善 夜叉と 同一 體 なることは 殆んど 疑 パへ 
からざる 囊な るが 如し、 而 して 密部 Q 中に 宋法 賢譯 S 縛# 謹 療小兒 疾病 經あ り、 夜叉 王の 神 要說 くを 擧 
ぐ、 此經に 於て は、 別に 材料に 資すべき もの あるな し。 

已上 擧げ來 るの 囊 に付きて 生じ 來 るべき 怫敎 史上 重要なる 問題は 實 に® 伽 經と羅 摩 衍那き 編纂の 前後 何れ 
なり やとい ふ事是 也、 一方より 見れば 史詩 中に 於て 醜惡を 極めた る 魔王、 印度人 多數の 蛇蝎よりも 尙甚 た厭惡 する 
佛典中 |- 出づる一羅摩衍那」及'び其人物  ニ 五 七 


佛典 中に 出づる r 羅摩衍 那」 及 、び 其 人物  ニ 五，、 

羅耶 山" 楞伽城 中、 爲 羅婆那 夜叉 王 上 首 說於此 法。 (第一 請佛 品) 

(ニ) 爾時羅 婆 那榜伽 王、 以 都吒迦 種々 妙聲 、歌 嘆 如來諸 功德已 、等 (同上) 

(三)  爾時繼 那十麗 殺榜伽 王、 見 分別心 過、 而不住 於 分別心 中、 以過 古世 善根 力 故、 如 實覺知 一切 諸 論。 
等 ( 此 下に 於て 佛大に 夜叉 王と 種々 の 法 門を 問答す) (同上) 

(四)  怫說 此妙經 、聖者 大惠士 、菩薩 摩 訶薩、 羅婆那 大王 叔迦 婆羅那 、甕 甘 等羅叉 …… 大歡喜 奉行。 (第 十、 
總品 偈〕 

また 實叉難 &1Q 大乘人 伽經は 流 支譯 Q 請 佛 品と 云ふ矣 8 那王勸 請 品と 譯甘 り、 同經 中に て予が 現在の 材 
料と なるべき ものは 左の 一文な り、 他は 大抵 流 支譯と 同じければ 故に 引かず。. 

(五)  ニ佛 前、 咸 有繼那 王、 幷其黨 、榜 伽大 城、 阿輸迦 園、 如是 莊嚴 、等 無有異 、(第一 品) 

求那 跋陀羅 譯の榜 伽阿跋 多羅 竇經 は、 其麗欠 略し、 品數 固より、 流 文、 難 陀の譯 よりも 少く隨 つて 流 支 難， ヒ 
の 第一 品を 欠く、 故に 羅婆 那に關 する 事蹟は 同經 中に 於て はまた 之を險 せず。 

英人 ホッヂ ソンの 蒐集した る 尼 波 羅古佛 典の 中、 同 國那婆 達磨 卽九 法の 一として 尊崇 せらる X 楞 伽阿跋 多羅 

(Lanka  vat_〕 を 印度人 ラ ー ゼン ドラ 1 フ 、ミ ートラの抄錄したるものを見るに亢§_§§1^ ^ 会=? 
pect  to  the  great  person—  (ラ，' ヮナ 偉大の 人に その 尊敬— さむがた めに 来り S の 文 あり 其 他 楞伽城 等 S 
を 出す、 詳細は、 同氏 著の 「尼 波羅 梵語 佛敎 文學」 を 見よ、 而 して、 此の 梵經は 支那 譯、 榜伽經 の 原本たり。 


「佛典 中に 出 づる羅 is： 衍那及 其 人物」 % 補 ひ 且つ 大方の 

諸君 (: 質す  (明治 ニ 九、 一一、 佛敎— ニ S) 

? 七號 の 紙上に 「神— 愛妃」 の圖 解— みたる に 因み て 『佛典 中に 出 づる羅 摩— 及 其 人 S 1 一— 
草し、 敎を 江湖に 乞 ひぬ、 後 幾くなら ずして 學友 荻原議 君ょり 馬 鳴の 佛 所行 讃の中 巍摩衍 知に 语する 文 ある こ 
とを 敎示 せられぬ。 依て 兹 S で 同 君 Q 好誉 謝し、 且予 が獵渉 の靈雜 なりし 補 ふ 

1、 佛 所霊蓉 翕 品 ニ 支 藏 七、 七 七、 ■證 多、 殺壽 農。 2、 佛本 S 七 八雰翕 品 三 卜ー藏 
七、 四 ニ 昔 者 華 上 子、 普 十 頭 神、 堅馨 色欲、 緣喪沒 身命。. 气 'ビ丄 氏英雪 所行 讚 w—  f ぎ， Hen- 
Tsan-King 東方 聖書 集、 第 十九、 三 三 〇 I sg  PS こ §f  I 爹 

1、 は 八— 利を 分つ 時 或る 王の 種々 Q 例を 引きて 貪瞋 痴の爲 にさへ 昔は 多く 生命を 棄 てしため しあ—、 今 
無 貪 無 瞋無痴 の佛世 尊の ために 爭で 身命 秦て 、其の 遺骨 秦は ざら む やとの 一一— なすを 記す 今は それ ヵー 例 
也、 同所の 文には 夫の 摩 S 羅 多に 出づる 般那婆 (1r 羞の緣 を も擧げ あり。^*、 同讃 の異譯 なる 本 緣篆の 
文は 議に 夜叉 王が 私 多 Q 義に迷 ふて 其の 身を 失へ る ことを 記す、 華 上 子は 羅婆 知の t 】」 暑。 ニ昏と 云 
へば 其の 子な りと いふ f 示す S 神は 先の 拙稿に 1 の 文 其 他を 引きし が 如く、 夫の 夜叉 王の S たる 】)_ 
「睥典中 1: 出づる羅摩衍那及.び其の人物」ん-補ひ且つ大方の諸君 |- 質す  ll r JN 


佛典中 |: 出づる「羅摩衍那」及び其人物  ニ 五八 
大惡魔 を 將り來 りて 特に 之を 神聖なる 經 典の 對吿 衆と なし、 所 被の 機根と なすの 至 愚なる 大乘 結集 者 あるべき 答 
もなければ 楞伽は 無論 大 史詩 已前少 くと も大 史詩が 其 完全なる 形を 取りて 婆沙 にまで 記載せられ たるより 已 前に 
結集せられ たるは 明なる が 如く、 之を 婆羅門 徒が 怫敎を 誹謗せ むとの 目的より 史詩を 造れり との 事 實に徵 すれば 
益此 推測を 正確なら しむる が 如き 觀あ りと 雖 、亦 退て 一方を 考 ふれば 或は 楞伽 夜叉の 談は 古昔より 印度に 字く 大 
乘經 編纂 者と 婆羅門 詩人と 地方を 異にし 互に 相 知らず、 一は 之を 醜惡の ものと して 詩材 にと り、 他は 之を 正 法外 護 
の鬼舸 として 對吿 衆と なした るかの 疑存 し、 且つ 少く 穿つ に 似、 又 酷た 穩か ならざる 考察と 雖. 大乘經 編纂 者の 一 
種の 狡智 もて、 特に 婆敎 詩人の 選べる 醜 惡の詩 材を經 典 中に 入れて 其經 典の 古き を 示せし には あらざる かの 觀な 
きに も あらず、 故に 該問題に 關 して、 斷 案を 下す は 尙予の 能くす る 所に あらず、 而 して 上の 問題に して 明なる を # 
ば 彼佛 敎 歷史 中に 於て 最も 難しと いふ、 大乘經 結集 論の 如き 少く とも 其 一部を 決する に 足り、 其 他 佛敎史 中 重要 
なる問題に資する實に尠少にあらざるべきを信ず世の佛敎史家諸大方願くば予に敎ゆるに杏なる勿らむことを。 

此夏 、ホィ ラ彳氏 抄 譯の羅 摩衍那 抄錄か 濫讀 し、 且つ ゥヰ リァ ムス 著 『印度の 賢』 中擧る 所の 摘譯編 みて、 楞加奈 
婆沙の 文に 想 倒し、 結' びて 一 圑 の 疑と なりて 此篇 かなし 椎尾 兄の 乞 ふに 任 5」 匆 々筆 LL 從ひ 5 書す、 固よ リ成說 と 云 ふ 
Lit す、 唯 我が 疑 ひか 解けば 足る、 文字の 醜 陋と說 述の頗 滅裂？」 至りて は 大方の 涵恕— はむ 冬。 
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C 明治 ニ 九、 一一 淨土敎 報 第二 六 九 ニ 七 一號) 


小 序 

宗敎學 の 講究は 今や 浩洋 放肆の 勢を 以て 學界の 一大 潮流を なし、 繁各國 の 諸大學 悉く 競 ふて 比藝敎 、宗敎 
歷— 討究して— ず。 1 S 慕 I" ては 蒙 If 伴隨 して 今や 大に— If る 所と なり、 
1 S 沙 土に 光彩 燦爛 として 千古 無 債の 寶珠を 現代 に呈 露せ り。 學界の 大勢 今や 實に 此の 如し。 囊 家た 
る もの 此 間に 立ちて 何— 般 P 究 It— 得む や。 特に 佛敎 徒に f ては 印度 ff るの 責任— 徒に 
ヒノて 一層 Q 重 tQ  — を 見る 也。 見ょ 暴は その 起 信 等大乘 極致の 論を 譯す るの 次、 僧 怯の 金 七十 論を 譯す 

I 忘れ ざり しに t ず や。 ま i へ般耄 —藝沙 唯識雰 大小 雲 I して _| 欲する 雪 三藏 

は 夫の— 師 Q 十— I し ts ず— S1 れ ば、— 1 の 如—?  i 待 1 
問 11 。敎報 紙上 敎學 攔—く るの 始めに— りて、 特 If 1、 聊 江湖— せむ と 1 

ある 也 

總 說 
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r 佛典 中に 出づ る羅摩 衍那 及び 其の 人物」 な 補 ひ 且つ 大方の 諸君に 質 マ ニ 六 〇 

nlDasaklha 十 頭な るを 以て 云へ るな り。 气 Qf ルの 英譯は 鎌の 佛 所行 讃 |のま\ 譯 して 他奇あ 
るに— ね If 要す 1 に擧 げつ 。其 後、 不 i 孔雀 屋晶 す、 i 守護 sfff—、 實に羅 
婆那 の 名 あり、 卽ち兹 に同經 の1ニ 譯を對 比して 聊疑ふ 所を、 廣く江 湖に 問 ふ。 

1 5 雀 王。 几經中 僧伪婆 羅譯成 七、 四 九、 羅婆那 夜叉、 住羅摩 他國。 2 、 孔雀 咒王經 中 義淨譯 、成 七、 六 一 
蜀羅婆 Hsi /lif 住 在 易 摩 底。 C0、 孔雀 王經中 不空譯 、閏 六、 囉囀拏 夜叉、 羅 摩他國 住。 

羅 課の 名は 明 £ 摩 衍那中 Q 夜 叉管指 せし が 如し、 唯兹 に淺學 解す る 能は ざるは 其 所 住 f、 孔雀 王 
經 中、 他 名 S て 充て あれば 羅婆那 の 住居に 局— 架窘 —i けたる には 非ざる が 如し、 而 して f 少く注 
意す ベ—、— には— に此 I 署住處 i 子 州 崖— 山には 別—— 荽 f りて 住す 
る こと t 疋也是 或は 孔雀 王經 中の 羅婆那 は 史詩 中の ものと 同一なら ざる もの 感を 生ぜ さるに あらず、 この 疑は キ 
の羅崖 Q 位置 明なる を 得 ば、 自ら 明瞭 i るべき H と 信ず、 願く ば 印度の 古典 5 通せら る、 博雅の 言 
子 解明馨 なる 勿ら む m とを、 悬て希 ふ 所は、 y 湖の 佛 典に 眼 裏 1 はむ 人、 謹 中 其 他に 於て、 羅摩 衍那及 
養 要 1 K 物— する 震に S 雷 せらる ふ 1 、 『I』 紙上に 於て 囊皇 はむ こ—。— 

を 補 ふに 付、 且 質し 且懇禱 す 0 


1 第 511 .。 S して 神 漸くに 多く 其— 11 極む。 f 於て か此 等の 雲 

を 明かに し 其 用 £ 別す るの 要 生ず。 これ 第二の 婆 業那の 次で 生ぜし 所以 なり。 然れ ども 人* 日は 決して P' ブネ 
雜 なる 祭祀 典禮 、及 祈靈拜 を 以て 甘ん ずべき にあらず。 「我」 とは 何者 ぞ我何 處よ卜 來しヵ 和 處へ去 力 

我と 物と 量器、 _|1 絮 、如何 誉此— S— 雲卽 1 製— せんか、 是 

自然— か 神 造れる か、 將 拿より 来れる か、 是等許 多の 大 問題は 雑然— 百 岐し來 りて 思— た—— し、 

考察 更に _IK 含 霞— f を t も i_lf  II 考 一一 奮 興の 次第 

旣に前 q 如し。 則 第一 i ニ i 少 1 sil み殊 ii は幽產 §1、 後來優 I 望 靈 の基 
I せし も 1 复 ると 雖 (梨 俱霞— 荼羅 ©如き 其 著名 1 也) 其 哲理 的觀 念の 襲 溢 出す る 

は實に 第一 1 一 Q 優豫沙 土に あり。 是實屢 羅門馨 s S なり。 

3 霞— 已 上の 如— 以て 現 時 婆羅門 敎 徒の 吹陀— ぶに ニ 門 あり。 一を 作業 門 (羯磨1) と 云 ひ、 

他を 智惠 門 (惹— 度) とい ふ。 前—— 雲 籠—— の 作 蕾より 琶 上より—— む f— ち 前 
の 第一と 第二と 暴べば 足れり。 若 夫 神智 Q 幽窘雪 し祕 ■蠢— ■せむ と 欲せは 必らす 悬 ^ によて 

I を硏— るべ f ず 此硏究 Q 方 馨ら優 f 沙走 於て す。 

優 波尼沙 土は 義或る  一— よるに—  — 也。— 大聖 者の 側に 座して 眞 f 研む る— 也。 其 製作の 代尤 
111 紀元前 Q 六 世紀に 存 す。 其數甚 I し。 現今 吾人に 知られ 1 ふ にても 尙ー夏 i 種の 多 
沿 羅門哲 學ー缔  一一 プー 一一 


婆羅門 哲 學一缔  一二 ハー 一 
(一) 婆羅門 哲學の 起源 

1 婆羅門の 聖與 婆羅門 哲學を 陳述す るに あたりて 先知らざる ベから ざる ものは その 聖典な り。 聖典の 根本 
な 11 いふ。 盖 し神智 S—。 雲 門 神— は 日く 是常 一 獨念 大梵 ょり 現せられ たる 
ものな りと。 此中其 尤も 古き もの 西曆 紀元前 一千 年に 溯る もの あり 漢土 麗の經 論 中に— 陀皮陀 1 等と 書す 
る もの 是也 (三 藏法數 名義 集 等を 見ょ) この 味 陀に四 種 あり 所謂 四韋陀 論と いふ もの 也。 第一を 梨 俱吹陀 とい ふ、 
歌詞 以て 諸 神を 謹す る もの 也。 第二を 夜殊 吹陀 とい ふ黑 白の ニ 大部に 分れて 祭祀を 明に す。 第三を 1 吹陀と 
いふ 儀式— も Q 也。 第 四は 則 阿 屬鋈 にして 咒 f 記す。 而 して 此 11 に 分る。 

一、 曼荼羅 …… 偈頌を 以て 成る 祈禱 、賛文 

ニ、 婆 羅末那 …… 長 行を 以て 成る 儀式、 禮典 

三、 優 波 尼沙土 …… 長 行 式偈頌 の秘讀 、密義 

2 聖典靈 の 次第 印書 代の 民俗 始め 天地の 壯觀に 驚異し、 水火の 勢力 實 に盛なる に S し、 謂 らく 宇® 
に諸ポ ありて 以て是 等 Q 壯觀 と此 等の 勢力と を 現出す る 也と 遂に 火を 崇めて 火 神阿隋 尼と なし、 大雨 沛然と して 
至 J 辟靂震 動す る も Q 之 4J 因陀 £鮮 の 勢力に 歸し 、暴風 之れ 樓陀羅 の 神の なす 所と なし 日を 崇めて 神 蘇黎耶 とし 
月を 蘇 摩 神と 尊 ひ 風神 基 f 號し 、種々 の 霞 1 て 其 威德を 詠嘆し、 諸 olff 慰む。 是等 の賛 


卓 然として 今 复 彩を 放つ 印度 Q 哲學 にして 寧ろ 其 特點な t む や。 旣 に特點 なかるべからず。 則 其 諸派を 擧 ぐ 
るに 先ち て 少く是 11 si 也。 借問す 其特點 とは 何ぞ 。今 11 ふ。 沉神敎 的の 性莫是 也。 蓋し 
凡神敎 とは 學 語に。 ハン シエ ズム とい ふ。 此 語は 固 希臘の パン S 體) デヲス (神) の ニ 語に 敎義 の義 ぁる ィズム 
の 一語を 添 如して 成りた る ものにして、 宇宙の 全體卽 神な り。 宇宙 神より 發 して 神に 歸 し、 生滅 變 化する 萬 法は 
皆 一大 本源の 相狀に 他なら ずと 計す るの 敎に 名け たり。 

婆羅門 哲學 者の 間に 三 語の 重要なる 金 文 ぁり、 「エ ヵム、 エブ、 ァドギ ム1ャ ム」 とい ふ。 蓋 「唯 有 一 無二」 の 
義 也。 則 天地 萬 物 悉く 大梵ー 神の 謹に して、 大梵の 外には 物な く 心なき の義 也。 凡そ 此の 如き 敎義 は'  夫の 魂 
馨幻 なる 吹陀 S_Q 中 _ 々として 屢其巻 S 露し、^^ 末 那の謹 典より 進む で 獲尼沙 土の 頌 文に 至 
りて、 其所說 Q 大成を 見、 以て 夫の 六 大哲學 根本の 觀 f 形成す るに 至れり。 今先づ 利俱證 £5 聖頌 の偈を 

擧げ む。 

太初 無 無 亦 無 有 露 無 空 亦 籠 何者 含 此芽宇 {由 《何等 藏此所 藏日霞 發於深 水 淵爾時 無死 
無 不死 皙無夜 無 光 暗唯恒 存者靜 呼吸 無 他 上下 唯 彼存」 疆幽闇 暗 初來奈 一切 皆渾河 
於 此太ー 包 干 無 轉內彼 起 自發ヵ 重 織 盛 引出 用 第一 於 心 欲 意 成 日 取 齧 子發生 種是羅 

諦觀察 言 結 實有實 無妙繩 

是吹陀 Q 蠢美地 剖 判、 萬 物 生起の 神 祕を說 破した る 所 也。 其 宇宙 S 象を 取りて 悉く 太 一、 恒存 者より 發 
婆羅！ ：哲學 一褅  . 一一 プ五 


婆羅門 哲學 一 蹄 ーて、 0 
きに 上る 也。 而 して 其 中 尤も 著明なる ものは、 

梨俱吠 陀に屬 する アィク レヤ、 

夜殊 昧陀 に屬 する タィツ ティリ ー ヤ 、ブリ ハ ドア ー ランヤ 力、 
g 磨 吹 陀に屬 する ケ ナチユ ハンド ギヤ、 

阿 S 婆 吹 陀に屬 する カト ハ、 プラス マナ、 ムン ダカ、 了ン トラ 
等 i す。 此 等の 少 分は— 聖書 集中に マツ クス i 1 フ I 氏の 英— り。 夫の 獨の 「シヨ ツ ペン ハヮ 1」 は實 

に 優 波— 土— り 1IQ 義— し、 平時 II して— 11 後 無二の—! 云へ— か、 以て 

震尼沙 土が 如何に 深く 且理 を盡 したる ものなる かの 5 となす に 足らむ。 

•右 聊講學 S 營彥 豪— 学。 雙 明— <宣な し ミ 

す。 且特— 者 後け は 「I」 の 一段— 友—— の 「I ■の 印度— 1會々1 i を 1 
せられむ こと—  ? J 是れ 牙。 醫 I も 細か， k 一 slf れ J もの 交 迄て。  . 

(一一) 婆羅門 哲 學特點 

愁 、'て t 點鼻 。ず _ィ は 淡白 裡は靑 々、春 蘭 秋 菊、 皆 自ら 其 特殊の 震を 有して 各其秀 を擢ん つ、 是則 
特點 也獨國 Q 學風昼 昼 a 的屋 的を 以て f 學 派の 研究は 主として 實驗分 S 零 振 古 象 思想界に 


條 とする 所 也。 維廉 博士の 「印度 知識」 及 「印度教」 の兩 書を 參 酌して 其箇條 を列擧 せむ。 

> 過去 際 及未來 際を 盡し て靈の 常恒 なること、 

靈とは 大別す るに ニ あり。 第一は 最勝 普通の 靈に して 卽ち 上に 云へ る大梵 なり。 勝 我 婆 羅阿备 摩 (ノラ マ ー ト 
マン) と名づ く。 第二は 卽ち 一切衆生 箇 々需 の靈 にして 之を 命 我 隨婆阿 答 摩 (ジ 1 ヴ 1 トマ ン) と 云 ふ。 學派 
によりて は 勝 我卽命 我と 立つ る あり。 或は 二者 差別せ りと 論ずる® 別 あれ ども、 其 無始 無 終の 常恒 存在を 許す に 

至りて は 諸派 何れも 異なるな し。 

ニ、 宇宙は 物に よりて 開發 す、 物は 常 恒不變 なること、 

諸派の 中 物は 唯 だ 勝 我 Q 籠なる 故 (前の 吹 陀の頌 文 にても 知れ) 勝 我 無始 無 終な れば其 變現も 無始 無 終と 本 
に從 へて 物の 常恒 不變を 論ずる あり。 或は 旣に實 無と 實有 とを 對 する 已 上は 實 無の 法 (卽 S は 勝 我の 外に あり 
て、 顯象界 組織の 物質は 勝 我と 共に 常恒 不變と 論ずる の異 ありと 雖 、その 顯象 世界の 成立に 物質の 必要を 認め そ 
の 永存を 許す は 諸派 皆然ら ざるな し。 

三、  靈は其 自身 純馨を 有し 會具 する ものと 雖 、之に 結合せ る 肉體を 受けて、 •五 根の 外 境と 飼 するとき 方め 
て 思考 智覺の 作用 ありて 其 活動を 完ふ する こと、 

靈は 物と 結合す るに よりて 其 作用を 完ふ する ことを 說く 諸派 皆 同じ。 

四、  靈と 物との 結合は 繫縳の 根 原 也。 苦痛の 始めなる こと、 

婆羅門 哲 學ー谛  11 六」 


婆羅門 哲學 I 褅 ニ 六 六 
生し 來 りたる を說 き、 生滅 變化 の顯 象は 太 一の 上に 起る 實 無の 爲めに 幻 化せし ことを 論じ ロを 極めて 太 一の 實有 
を說 くの 狀 、辭 句に 汪洋 たり。 方に 是 、向來 吠 擅 多、 數論師 等の 諸 大哲學 が 依りて 以て 根本 基礎と なせし 所、 吠 
陀 一部の 凡 神 敎的觀 念は 略是 にて 其 一 班を 了すべき か。 

優 波 尼沙 土の 時代に 至りて は、 此觀念 更に ー曆 明晰を 加へ 来り 萬有卽 神の 敎義は 益其發 達を なしぬ。 伊 沙優波 
尼沙 土の 偈に 日く、 

於此 宇宙 存在者  一切 開 發於大 主 猶如 衣裳 卷繞身  唯 太 一 者 常 存在  不動 而動速 於 心 假令諸 天 
欲 到達  彼 遠 超 絕諸根 心 彼 靜而勝 他 速 飛 彼 如 息 支 一切 生 動而 不動 遠而近  彼 存干此 世界中 
諸 能 見 他 衆生 類 觀 彼等 卽是彼 者 則 能 見 彼 普遍性  是故汝 等 深觀念  於 衆生 勿 生輕侮 
是豈 偉大なる 汎神敎 的の 觀念 にあらず や。 大 主と 萬 物 一にして ニな り。 卽ち 遠なる が 如くして 近 也。 彼 萬 物と 
なり、 萬 物卽彼 也。 卽ち •靜 にして 亦 動 也。 其 性は 湛然 而も 其 用は 早き こと 心ょりも 速な り。 此の 如き 根本の 實 性、 
之れ を大梵 (マ ハ ー ブラフ マ) とい ふ。 大主 とい ひ 恒存 者と いひ、 太 一とい ひ 實有 とい ふ、 皆 其 異名な り。 婆羅 
門 哲學の 諸派は 要するに 此實 性に 付きて 說 明の 方法に 各種 あるに ょり 其 諸派を 分ち しに 外なら ず。 

5 諸派の 共通 點旣 に惣 じて 一般の 特 點を說 けり。 進む で 更に 婆羅門 諸哲學 に該 通す る諸點 を擧げ むと す。 
此該 通の 諸點 換言せば 婆羅門 敎者 一般の 信仰 箇條は 源、 麻 奴の 法典に 出で (此 法典の 事は 金 七十 論 等に も出づ 、 
印度 古代の 神聖なる 法律 書 也 「東方 聖書 集」 の 中に その 英譯 あり、) 現 時に 至る まで 猶 敬虔 思 辨の 印度人の 金 科 玉 


る 宗派— 我したり しは 夫の 麻 奴の 法典 議の 後なる べしと いふ。 其 名稱は 左の 如し。 


, 尼 限 々(一一^ — ヤ)  喬菩摩 所 立 

ニ、 ^ 世史迦 (ヴァイ シエ スヒ 力) 迦那対 手 所 立 

三、  僧 怯 (サン クヤ)  迦毘羅 所 立 

四、  瑜 伽. (ョ ー ガ)  霞 怛邪利 所 立 

五、  彌 曼 沙 (ミ ー マ ー ンサ ー〕  邪 以彌尼 所 立 

六、  吠 擅 多 (ヴエ 丨ダ ー ンタ)  毘耶遮 所 立 

各 論 


已下 各論に 人り 初に 上に 擧 げたる 六醬學 Q 槪響 論じ、 次で 之に 關 係を 有する 自餘 S 派皇 ベて 以て 此稿 
を 結ばむ と 欲す。 

第一、 六 派哲學 

7、 六 派 哲學所 依の 典籍 前旣に 述べた る 如く 六 派の 哲學は 吹 陀を其 聖典と し 特に 優 波 尼沙 土を 其敎萎 の 根元 
とする は 勿論な りと 雖 、各派 此 他に 各 一の 要 文集を 有し、 極めて 簡短 なる 文を 以て 其敎 義を錄 す。 之を 稱して 
維と 呼ぶ。 之に 許 多の 注釋 ありて 卷帙 甚浩擀 なり。 若 六 派 哲學の 精粹を 探らむ と 欲せば 必らず 、此 等の 典籍 
を 研究せ ざるべからず。 各種の 修 多羅は 大 槪英譯 あり。 其 注解 書の 著名なる もの も 亦英譯 若く は 獨譯存 す。 
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靈と 肉體と 結合す。 卽智覺 あり 活動 あり、 善惡の 諸行 玆に 於て 生じ、 行 生じて 必其果 を 引かざる を 得ず。 改に 
繫縳 あり 苦痛 あり。 

五、  所作 善惡の 業果は 其 熟する や 賞罰の 果を 受けざる ベから ず。 然れ ども 此賞 罰は 永久 的の ものに あらず して 
一時的の ものた る こと。 

是善惡 の 業に 從ひて 輪廻を 受 くる ことを 信ずる の 謂な り。 旣に 輪廻なる 故に 或る 宗敎の 天堂 地獄の 如く 永久に 
苦痛 快樂 を受 くべき ものに あらず、 其 罪 報 福 業 自ら 限 あり。 

靈は其 功過に 隨ひ 上中下の 形に 輪廻して 種々 の 肉 體を受 く、 而 して 其 解脫の 方に 進む や 四 種の 階級を 經て 
終に 最 勝者と 冥 合する に 至る。 

六、  無限 肉體の 連續 する 靈の 輪廻は 世界 罪惡 の眞 相な り。 

已 上六條 はこれ 婆羅門 諸 哲學に 該通 する 一般の 信條 なり。 諸哲學 の本體 論、 宇宙論、 人生 論、 宗敎 論、 蓋し 玆 

に盡 く。 

(三) 婆羅門 哲學 の區分 

6 六 派 哲 1 f、 婆羅門 哲學の 中 其 尤も 犬なる もの 六 あり。 古来ょり 稱 して 殺 達 梨遮那 ( シャッド ダルシ ャ 十六 
見) と 云 ひ、 本は 殺奢沙 多羅 (シャッ' ドシ ャス タラ 六 論) と 云 ふ。 此名稱 は 古典に 屢見 ゆる 所なる も、 其 劃然た 


問題の 正 準を 得べき 方便 器具なる の 謂 也。 此 題目の 下に 於て 論理を 構成すべき 智識と 及 ひ 其 力 式と を 論ず。 
2、第ー顎目四量及五支作法、眞正明確の智識を得むとするには必らず四種の證に依らざるべからず。卽ち 
一、 現 量 (ブラ チィ アクス ハ) 純ら 五官ょり 得る 知識 
ニ、 比 量 (ァヌ マ ー ナ) 卽推 度の 智識 

三、  比々 量 (ゥパ マ ー ナ) 卽 比較の 智識 

四、  聖敎量 ( シャブ ダ) 吠 陀の聖 文 等より 得る 智識に して 眞 正の 證據 

已 上の 中 第二の 比 量卽ち 推 度の 方 則を 論ずる に 五 支の 作法 あり。 梵に パン チヤ、 アヷ ャヷ スと稱 す。 第一、 宗 
(ブラ テジュ ナ ー) 卽 論理 上の 命題 也。 第二、 因 (へ ート〕 計 計 第三、 喩 (ウダ ー ハ ラナ) 論理 學 上の 大前提に 當 
る。 第 ® 、 八 口 (ウバ ナヤ) 小前提に 當 る。 第五、 結 (ニ ガマ ナ) は 論理の 斷案に 當 る。 其實例 左の 如し、 


(一}  丘には 火 あるべし ( 宗) 

(ニ) 烟 あるが 故に (因) 

(三)  諸烟 ある ものは 火 あり 猶 竈の 如し (喩) 

(四)  此丘に ば 烟 あり (合) 

(五)  故に 此 丘には 火 あり…' (結) 


見るべし 印度は 早く 三千 年の 昔に 於て 旣に讓 精妙なる 論理の 方式 ありた—、 其 文化 謹く へきに あらず 
婆羅門 哲學の 一 滯 一 一七 一 
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各種の 修 多羅は パラン タイン 氏 大抵 之を 英譯し 吠 擅 多 派の 修 多羅 及 其 シャン カラの 注は 「東方 聖書 集」 の 一 
部— 成す。— 數 S 偈頌及 長 行 Q 英譯 f て 之に 梵 文— め 1 り、 蓋し 漢譯金 七十 論の 原文な り。 

S、 六 派 硏究の 次 a； •六 派哲學 を硏究 せんとす る もの 先づ其 端緖 を尼耶 々學 派に 聞く、 是麗 門學者 一般の 風 
なり 蓋し^ 4Q 如きは 歷史上 尼耶 々Q 最も 古き が營 にあらず。 尼耶 々は 主として 思想 Q 法則を 論し、 學荷硏 
に 要する 靈 I く 雲 f る 1 之赢ぶ 也。 故に i 々霞の 使用す る 量 S 廣く 他の 雲に J ら る。 
乃ち印度哲學を窺はむとするもの必らず當に此關門ょり入らざるを得ざる也。他の學派亦此の如<時代の前後に 
依らず。 純ら 教義の 淺深 にょりて 研究の 次第を 立つ。 

1 尼耶々 學派 

气尼耶 々の 名義 「ぎ 耶 々J とは 「問題に 進行す る」 の義を 含む。 謙して 正 理と飜 ず。 蓋 事物を 分解的に 講 

究 する の 義 I。 此 Q 如き S て 夫 Q 僧伽 i 數論師 が 事物 I 翕に 考察す f 方に 相對 す。 

2、 哲學の 大綱® じて 云へ ば 此哲學 は 論理 因 明 111 眼と する が 如く なれ ども、 着 一面に 過ぎず。 

其 全 組織 S に 人智 I 客觀 及、 置# 學的 考究 QII 給し、— 論の 進行— び— の 方 f 精 論す るに 

あり。 

U 論理 | 般 (尼耶 々の 十六 題目) 尼耶 々哲學 は 其 第一の 修 多羅の 中に 於て 十六の 題目を 詳論し 以て 論理の 精 
粹を極 書す 今 ナを 追て 之を 說 かむ。 第ー詈 は 「ブラ マ 1 ナ」 と稱 す。 プ ラマ 丨 ナは卽 問題の 萎こノ て、 卽ち 


むる に存 す。 其 順序 各ー詈 をな す。 日く 第一 サム シ ャヤ卽 所論の 點 に付きて 起る 疑を 云 ふ。 次， に ブラ ジョ ジヤ 
ナ 之を 論ぜむ と 欲する 意志 也。 次で 引例を 要す。 卽ド リシ ユ タンタに して 立論の 資料を 備 ふ。 是に於 一」 立論 成就 
す。 梵にシ ツグ ハ 1 ンタと 云 ふ。 敵 者是に 至て 五 支の 論法を 以て 辨 難し 來る 故に 次で タルカ 卽 S の拒絕 ぁり。 
是 ょり-一 ルナ ヤ卽眞 Q 確定に 達する 也。 已 上は 純ら 答辨 Q 側に 付きて 論じた る も®、 難 者の 側に 於て は 第一に 反 
對 (ヴ 1 ダ) 次で 單爭 (ジヤ ル パ〕 管て 重 難 (、ヰ タンダ) に 謹し、 更に 過の 理 (へ ツ T ブハ 1 サ〕 1 
め 進て 遁辭 Q 技 (チ' ラ) t 研め、 次で 立 者の 側 S りて ジヤ 1 チ 卽充實 の f 論じ、 敵 者 全く 伏して 雲 

終局— Q 名け て 一一 ダラ ハ K1 トハ ふと 稱 す。 此 十四 題 墨— 論の 宏範— ニ 切の 婆羅門 5 者は 此 

論法 及辨論 術を 應 用して 盛んに 其 敎義を 諍 論す。 

5純正哲置蠢論最々哲學の開祖 11 合"摩、此十六管を數へ終りて後、不合理非論理の迷見は募の 
根元なる こと f し、 夫 第二 詈 Q 蠢塞 S して 其 111 けり。 日く 此賛 f 霊 i の 過を 生じ、 
過より 用を 起し、 用より して 無數 の 誉 生じ 生死 輪廻 絕 ゆる ことなし。 此黨の 大目 的は 主として 夫 管-を 治し 
盾 環す る 輪廻を 破り。 以て 夫の 究竟 滅を 得る H 存す 。尼 耶 々 Q 宗敎 論は 此根本 迷 見の 退治に 於て 存 せり 
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や。 モー 一 H ル、 ゥ ヰリヤ ムス 氏 日く、 ァリストテレスが 立てた る 三段論法 簡潔は 簡潔な りと 雖 、其 立論の 充實完 

全に して 巧妙なる 修辭 的狀態 をな すは 實に 尼耶々 論理の 最も 利 ぁる 所な りと、 言實に 允當 なりと 云 ふべ し。 後 K 

夫陳那 Q 人 正 理論 も 亦 此尼耶 々派 Q 所說美 揮して 其 精華 i みた る念 也。 而 して 其 論 式 も內典 中に 擧 ぐる 五 

支 論 式 (無 著、 慈 氏 等 S と 全く 吻合す る も Qt、 因 明を 硏 むる も Q 若 精査し f ば 其 快味 實に大 1 もの ぁ 
ら む。 

尼耶 々と 怫敎因 明との 比較に 付きて は 畏友 林彥 明君の 「學 友會 報」 第一 號に 物せられ し 「因 明の 新 故」 說 # 
て 精妙を 盡す 。故に 比較の 詳論は 一に 君の 稿を 見ん を 切望す。 

霊んで 因 Q 前陳 i 陳 兵け る關係 I ずるに 必— 1、 簾 者、 所 通 者 § 一— ずべき なれ f 今は 專 
ら此派のみに全カを注ぐの時にあらざれば之を他 0 に讓らむとす〇 
13 第ニ題目今や十六題目中の第ニに入らむとす。是卽プラメヤなり。卽問題の主旨たるものにして、換言 
せば芷智を得べき要題なり此等に十ニぁり。 

一、 我 (阿蠢 }、 ニ、 身 §; ■) 三、 根 (g ぎ！： ぎ) 四、 境 (ァルト ハ) 五、 覺 (フ ッヒ) 六、 心 (摩 那) 
七 用 (フラゥ リチ丨 ) 八、 過 (ド シヤァ ) 九、 輪廻 (プレ チィ ァ 、ダ ヮふ〕 十、 果 (ブハラ) 十一、 苦 ( ブ 
フク ファ) 十二、 滅 ( ァパパ ルガ〕 

h 他の 十 麗目鐘 管 行 ふ £f て 管べき 順序を 論した る ものに て、 其 震 管して 快 利 敏捷なら し 


むと 欲す、 形 や無數 、性 や 無量、 嗚呼 是 古代 自讓拜 、或は 擬人 敎に 於け る 神明の 槪觀 にあらず や、 而 して 此等 
多種多様の 神明 恰も 一 百 八の 英雄、 梁山泊 裡— 合せる が 如き、 大ォ リム。 フスの 場 中に 於て— 蒼々 たるの 間 
彩 紅 I 綴して、 森 1 高、 威風の f たるの 中に、 幽婉— の— 添へ、 怒號奔 —る大 If  f— 花 
を散 布す る もの あり、— 女神と す、 墨 ニ 娘が 黑賣 、花 和尙の 間に 美妙の 調和—、 姿態 橫逸なるが如 
し、 淸觀 1 々然として 特に 深 I り、 ホメロスに 於け る、 ハラ、 アテネ 等の 李 姉 桃妹芳 I ふは 措て 
論せ ず、 方 尖 石碑の 上に も、 楔形文字の 中に もべ ルテス、 クフ ナフ、 其 他矯然 たる 名の アム モン、 アツ スル 等の 
111 中— 布す —1、 而 して 此 女神崇 拜 11 ざ 1 なしと 雖、 f 印度 の 如 
く、 奇泛 霞して 一宗 派を 形成し、 光屢 離、 特種の 最— 敎史の 上に 放射す る ものは、 其例盖 し— なり 
となす、 印度の 女神崇 拜名 けて、 之をシ ヤ ー クテ ズム 9 &證) とい 2 

シヤク 1 アズム は 梵語の シヤふ テょり— れ るの 名な り、 シヤ 1 クテ (I〕 は 力— なり、 力 91 ) 
を以 て 神と し— る—、 此カ 1 て 神— の、 1 以て 之が 代表と し 之— 歸す る— り轉 じて 
遂に 女神 崇拜 Q 一 1 にシ T ク テズム Qf 以てす 1 り、— の— 略 此の 如し、 進む で其靈 し 
來 るの 跡を 討 査せば 如上の 略說 、更に 一層の 明晰を 加 ふるを 知らむ か。 

一元を 以て 萬 物の 大原 I かむ とす、 而も 其 一原と 呼ぶ ものは 必ずや 唯一な り、 絕待 なり、— t 焦 住な 
り、 乃ち 之を 擧げて 萬 物の 歷々 差別、 相 待、 穢惡 、無常 11 かむ とす、 東西の 哲士 多くは 此 1 に 於て 窮し 
女性 崇萍敎 Saktism 及 其祕 密佛敎 との 關係  ニ七王 


ニ 七 四 


女性 崇拜敎 (sakdsm) 及其祕 密佛敎 との 關係 (圖解 


みて) 


(明治 三 〇、 三 三佛敎 、ニー 四號〕 

第一 經緯 子、 山 11 事の 露に 係る、 印度 古堂 殿 石 壁に 彫刻した る、 女神 突 伽 31〕 の大阿 屢产 i 
沙 (Main— 屋 i 伐す るの 圖 美す、 乃ち 約に 依りて 圖解 5 すに 因み て i を 作る、 蓋 謹の 順序 已 むを 
得され！ if 而 して 予か 特に 此硏究 の 門戸を 開きた る ものは 事の 甚だ 囊に關 鎖す る所甚 多き を 以て 也、 俗 
氣杳冥 塵 事 8 たる Q 間、 圖雲 乏し、 其— 精 1 は f、yi 者 S 敎を 仰がむ と 欲する 1 已 耳。 

The  lie  world  is  enlied  in  the  woman.  One  S1 應 Id  be 

wo—  are  vitality.  彳 ， 

.Kumali  Tantra. 

(Trans,  by  M.  williis v 

眼を 放つ て 古代 各國 Q 諸-示 敎を觀 ずるは 實 に壯觀 中の 壯觀 、偉觀 中の 偉觀 なり、 其瑰麗 異彩の 趣、 雄渾 壯ヒ 
の處、 何物 か？ ょく 之— らむ や、 是實 に絕妙 Q 大詩篇 1 、雲の 大證 I、 見ょ f 駕し f 御し、 羽 
衣麗、 B 々乎と して 玄虛の 間を 行く ものを、 墓 I り二書 を 閃かし、 山を 摧き 海を® へし、 怒號 叫喚、 盖 
然として 去る ものを、 戟— へば 日月 光な く、 刀を 弄せば 山川 震動す る ものを、 —1 らす 者、 盡— 
を吐 出 1 、大な fQ は 大須彌 i して 互— 軸— けんと 欲し、 小— ものは 木 葉 S して 虫 介と 戰は 


物質を 假定し 来らざる 可から ざるの 止むべからざる に 陷れる 也、 而 して 議藏念 は_ の他蠻 於て は ザ 力に 
議 (D1) (天) と プリ チ、 f —i  (地) の？ によりて 精神の 出来せり と說 くに 至り 天に 命— に 父の 
名を 以てし、— の 稱を與 ふ 1 り、 旣 にして 震賺 、優 If 出づ るに 及び、 叉 先运陀 第十聖 
頌の 意を 観し 太 一、 自己の ー體を 分ち て、 第二 者を 生ずる を 設けり、 而 して 隱 約の 間 此 一半を 男と 呼 ひ 一半 
を 女と 呼べり、 之より 豪の 天地 剖 判 論に 至り、 半 男 半 女の 說 、漸く 明晰を 加へ、 f 靈羅 沙の經 典出づ るに 
及びて は、 僧伽の 「阿 答 摩」 と 「ブラ クリーア 丄 とを 對 する、 謹 多の 「梵」 と 「摩耶 t とを 對 する、 其 說 明の 
詞 句は、 梵語の 擅綺 なる 句を 以て、 皆 一半を 男性と し 他 半を 女性と なせり、 下りて 各種の 富 蘭、 連り に 出で 
—敎 より、 哲學 諸派、 哲學 諸派より して 後代 婆羅門 敎に 移り、 梵天、 I、 毘 紐の— 說 盛に f 的の 「梵」 
や 「阿苍 摩」 や、 悉く 具體的 三面 六 臂、 蓮華を 手に し、 三 乂戟を 取り、 白 鵞を驅 り、 靑 牛に騎 り、 金翅 鳥に 駕し 
て、 以て 天地の 創造 住持 破壤を 主る の 神と なり 了る に 至る や、 先の 抽象的の 「摩 耶」 や 「フ ラク リチ 1」 や悉 
く、 婉容 麗姿 Q 女神と 化し、 或 産 良 或は 狂暴、 以て 民人に 賞 雪 5 るの 女性的 神明と t、 擅 _ の震軌 
出づ るに 及びて は 全く 女神_ の 一派— して、 皇 f_ する 徒 特に 营 Is めたり、 響は 此に於 
て、 略 印度に 於け る 女神 崇拜が 如何に 霞し 來れ るかの 糧皇 たる ならむ、 之義及 アツ シリアの 女 f 其 主 
位に 位する も q 大抵、 「地」 Q 擬人— に 比較 討究し 來 らば 其 趣 費に 深— の— む。 

今や 更に 進む で、 少 くシヤ 1 クーア ズム 如何なる もの 11 說き 以て 響 書 一— 量 中の 女神が 如何なる 
女# 一崇 拝敎 GQ pl a s- 日 及其祕 密佛敎 との 閲係  ニ 七 七 


女！ tiss 及 其 馨怫 f の 關係  ニ 七 六 
且 困す、— _1 る ■、ニ— 響！ = ま」 湯 f—」、 II 

に 字宙獨 ー不變 Q 本體 ある 基む fQt、 虜虐 皆— 1,, ( 唯 有 一 無二) 是豈金 科 玉 條—す 所の 至 

句に— ず や、 而も— は此 「唯 有 一 無二」 を 以て 宇宙の—、 天地の 剖 判を 如何 に—たるか、 豪— 
に 最古 最 美の 例と して 每に 引證 する、 力 荷吹陀 Kf— の第十聖 頌の頌 に 日く、 

太初 無 無 又 無 有 M 時 無蒙蠢 

於 何等 藏此 所藏 
爾時 無死 無 不死 
唯恒 存者靜 呼吸 
隱蔽幽 闇 暗初來 
於 此太一 包 干 無 
發生熾 盛 引出 用 
最初 種子 發生性 
結 實有實 無 妙 索 (拙 譯) 

太一實 有の 本體 、實無 幻 化の 萬 象と 結合す る や、 其 第一 必要の 條 性は— 欲 意な り、 是 一切 萬 法に 於け 1 初 
擎 I、 本？ 幻 化 i?IQ 妙 簾—、 大 ，し 來れば 非 物 霧— ニ ff 下して、 漸く 第二の 


何者 含此芽 宇宙 
是開發 干 深 水 淵」 
無 日 無 夜 無 光 暗 
無 他 上下 唯 彼存」 
次 水 一切 皆渾池 
轉內彼 起 自發カ 
第一 於 心 欲 意 成 
是賢深 締觀察 言 


を.渴ぐ)而して其牛頭の大阿修羅、摩咽沙を降伏するときは、能殺手頭精者(客&.1】自〕の名に於て此 
大 阿修羅の 誅伐を 完 す、 響の 圖ー 方に 突 伽 虎 i じ、 十手 弓箭 刀 劎を揮 ひ 以て 大惡魔 S る、 涵 之を 邀へ 
て、 巨大なる 雙角 暴げ、 當大な る鐵 揮襄 りて、 悬 1 拒ぐ、 周圍 に、 天 衆 阿 震 衆、 相 霞して 蠢方 
に酣 なる Q 狀 、隱 々として 見つべし、 其 彫刻の 精、 神人の 屢 、巧妙を sf§、 盖し 1 美術 唯一の 震 
なる 彫刻の 卓 絕を顯 して 餘溫 なし 

今や益進むで、突伽の現時に於ける信仰及其祭典の模樣を略說せむとするの順序に至れども、更にー層の留意 
を 要する 問題 あるを 以て 今は 且く 前黑白 ニ 身の 談 と共に 之 も 他日に 期し、 將に此 緊急の 問題に 移らん とす。 そ 
は、 前に 云へ る 女性® 驛と及 怫敎に 於け る祕密 部との 關係此 なり、 上來千 百の 縷陳は 實に唯 此 問題の 門戸を 開き 
端緖を 覚め、 資料を 供給したり しの 準備に 過ぎざる 也。 

特に 此門戶 を 開き、 端緒を 覓 むと 云 ふ、 固ょり 羹に 達し、 經緯 をな せりと して 僭す るには あらざる なり、 乞 
ふ少く 左の ニ 項に 於て 少く 指導を 大方に 仰ぐ 所 あらむ か。 

1 シヤ ー クチ ズ ムと祕 密佛敎 との 修法の 類似 

2 シヤー クチ ズムの 女神と 密敎 中の 諸 尊との 類似 

予は 先づ此 問題を 解す るに 先ち、 更に 從ひニ 項を 合せて 第一に 尼波羅 所得の 祕 密怫敎 に付きて 類似の 點を 求め 
て、 其關 係を 明に し、 第二に 皇 朝の 祕密敎 に付きて 疑義を 呈 する 所 あらむ とす。 

女性 祟拜敎 1 tf 及其祕 密傀衩 との 關係  ニ 七 九 


女性 崇萍敎 Sakt;sm 及其祕 密怫敎 との 關係  ニ七\ 

ものなる やを 討査 する に 臨めり、 讀 者よ、 乞 ふ少く 倦を 忍びて 淸眸 を貸與 せむ ことを、 蓋 印度 敎に 至りて 崇拜す 

る 神の 大繁奮 It、 卽ち震 摩、 尸 養 、璧神 各 ■偶 备 す、 讓鬻 、 壽_ 哩、 昆紐那 

尼、 と稱 す、 而 して 夫 焰摩 ■する 焰彌 Q 如き、 羅摩 ■する 私 多の 如き、 上鋈 聖典 中 の 諸 神より、 下りて 史 
詩 中の 崇拝 裏く る 諸 神 雄 墨る 専 悉く 元 配を 有す、 而 して シヤン 夕チ敎 徒は 此等 女神を 散して 却て 其 夫祌を 
高閣に 束ぬ るを 主義と す。 嗚呼 何 ぞ其嬝 天下の 犬に 行は る X の甚 しき や、 女尊男卑 主義の 一派 歐米の 人を して 之 
を 見せしめな ば、 必らす や 拍手、 直ちに 其 敎 徒と ならむ 哉、 而 して 已上數 多 の 女神 ある 中、 蠢も 盛篇拜 せら 
る \ は毘紐 如 手と 及 尸 婆との 妻に ありと す。 

此兩 親は 其 身に 許 多の 黑白兩 身 則 其 性に 溫和と 暴惡 との 兩 性を 有す、 故に 其 要亦黑 白の ニ 身を 具し、 許 多の 溫 
和 嬌艷の 美 姿と 可 怖暴惡 の醜貌 とを 現す、 其 一例を 擧 ぐれば、 毘紐挈 白身の 元 配 洛輸彌 (Lakshmi) は 甚だ 溫 S 
なれ ども 尸 婆黑身 の 后、 迦利 (Kali) が 暴 惡 大破壤 の 神なる が 如し、 而も 此中尸 婆に 屬 する 女神は 頗る 多く、 
一に 之に 枚 擧 する 甚だ 煩を 覺る 所な り、 卷首畫 の 突 伽 (Durga) は實 に此 尸婆黑 身の 后と して 暴 惡大に 威 怒を 
具し、 甚可怖 長の 女神なる 也。 

突伪の事を悉說せしはチヤンチー、マハートミヤー、タネトラ( 0 ^ 3 & -1\1311 ^ !1 ^* 3^目 ^ 5 にありとす、今 
ダウ ソン 其 他の 引く 所に よりて、 略 其 神の 如何なる ものなる やを 記せむ、 日く 突 伽は、 黃身 美麗の 女神に して 黃 
虎に 騎 り、 十手 種々 の 兵器を 持ちて、 怖畏 すべきの 狀を なすと (マルチン 氏の 「東方 印度」 其 各 也より 獲た る圖 


や瞭 けし。 

行ノて 更に 驚く ベ— の あり、 日く シ T クチ ズムに 於て は 五 摩 字の 法を 行 ひ、 悉 地成滿 肇を說 く、 則 魚肉 
を 食 ひ、 酒を 飮み摇 欲を 行し、 印を 結ぶ こと 是 也、 91 ■媾合。 SIS 魚。 gpi 肉。 客—^ ■印 契 C 
Madva 酒) 腐敗 蹟亂 卑稷此 に 至る 甚怪 むべ く 驚くべからず や、 而 して 尼 浪羅の 祕密敎 徒は 其 九* P 大家 經極祕 の 
經 文、 多 他 蘖多虞 P0 耶迦の 品目 槪 略に 於て、 

第五 品 初發心 者の 行すべき 祕密 禮拜の 法を 明す、 其 圓滿に 達する 方便 中 其 母と 姉妹と 娘と を 問は ず 獸 的， 
接を 行 じて 以て 悉地 圓滿に 達すと す。 

第 十五 品 此品中 或祕密 の 行— 滿 する に當 りて 一種 卑稷の 行を 羶達羅 の 女と なすべ— 說 く。 

(see  R. IMitra ar Nepaiese  Buddhist  Sansk  Literature  P.  264 ) 

何ぞ其 一致す る Q 甚 し—、 予は此 雲を 以て 婆羅門 敎の 怫敎と 混じた る 一例と して 太 だ 重要なる ものな りと 
ft ずるに 躊躍 せず。 

乞 ふ 更に 進む で 本邦 密 敎とシ T クチ ズム との 如何なる 點の 類似せ るかを 硏 めしめ ょ 

一種 字、 密字 Q 特に 尊ぶ ものは 種 字 也、 窣堵婆 上の 怯 迦羅婆 阿は 言 ふを 要せず、 金胎 全部、 種子を 以て 諸 尊 
を議し 阿字 觀 I め攀— て密觀 I し、 悉 地の 圓滿 I すと なす もの 經整る 所 i く 所 也、 而 して 此種 
字卽ち 梵語の— は 實にシ T クチ ズムの 最も 重— 所な り、 其 例は ゥヰ リア ムスの 「婆羅門 敎及 印度 敎」 の 
女 注 崇拜敎 saldi  J. 及其祕 松 憐敎 との 關係  ニノ 一 


女性 崇拜敎 sa a isT. 及其祕 密怫敎 との 關係  二八 〇 
大方 諸 彥の旣 に 知らる ゝ 如く、 尼 波羅怫 敎 の祕密 部に 於て は 世界の 本體 、阿 提怫陀 の 分別 意志より、 萬 象 生じ 
たるを 論じ、 此分 別意 志を、 智 、卽 般若と なせり、 而 して 此 阿提怫 陀心 內の慧 力を、 已外に 抽象し 去りて 其と 同 
等の 格 位を 有せし め 陽に 對 する 陰の 如く、 父に 對 する 母の 如く、 梵に對 する 摩耶の 如くし、 自在 者 伊 濕伐羅 を 女 
聲に して 伊 濕伐哩 の號を 與 へ、 薄伽梵 男性に 對 して、 女性の 薄 伽 婆 底を 之に 名け 以て 諸 法の 母と せり、 之 則 所謂 
「阿提 達磨 1- なり、 證 ぁり 日く。 

一 噫、 般若 天女、 爾は 一切 佛の 母な り、 諸 菩薩の 祖母 也、 一切 有情の 曾祖母な り ( ブジャ ヵン ダ) 

ニ 一切 空な りし 時、 般若 天女 烏 U 字に て 空中に 顯 る、 般若は 一切 怫 菩薩の 母に して、 其 心に 簾 住する 也 C ブ 

ハ ドラ カル バタ)  . 

三 南無 般若 天女、 世界の 所 世 物は 彼より 願 欲の 形に 於て 殊勝に 獲得せられ ぬ 彼 c 女性) 滿 月の 如く 美に、 阿 
提怫陀 の 母 也、 他怫の 妻 也、 無朽 なる 金剛の 如し ( サ ー ドハ ナマ ー ラ) 

0 see w odgson's  essey  PP.  85 —88〕 

讀む で此に 到ら ば、 其 根本 觀 念の 甚 しく、 吠 陀の太 一心 中の 意欲を 後世 發 達して、 陰性の ものと なした ると 酷 
似した るの 感湧 然として 胸間に 湧かむ、 而 して 夫の、 大日、 阿 閑、 寶 生、 彌陀 、釋迦 の五怫 に、 金剛 界 自在 者、 
魔舍爱 摩莫 1| 般達羅多羅の五耐女を配 *1 して之をシャークテと呼ぶが如き其印度のシヤーク'テより來りた 
るの 跡、 洵 に歷然 たり、 ゥヰ リア ムスの 之を、 女性 崇拜敎 より 轉化 したる を 明言した る 所 や 誣言に ぁらざる なる 


手 及 我 全 體を 護ら しめよ、 守護せ よ、 噫* 大明妃 跋陀爭 I 和！  (Brahllsm  & H ) 

(一) 篇 中、、 グ 言の 謙 じ突 伽の ニ 交 は、 學友獨有| の— レよ" SI— し、 阿耶穆 怯國 I? 
&1^の條下ょり得 |: る 1- 依れリ。 

(ニ) 篇 中、 白黑 一一 性の 下 天神と、 明 姐の 名衾擧 して 一'」— 中じ存 す f> のと— マる 心 f りし も 閑 打く して 果さ 
す、 異日 必らす 之 か 吳さ む。 

(三) 一片の 圖 解、 己れ の 好む 所 じ奔？ 、不 料、 冗 贅の筆 か勞 せし 罪 か 謝 マ (六日 稿 後、 壺月生 記) 


女性 崇拝 敎 Ta^ r. am 及 其 祕密 脾敎 との 關係 


11 八 三 


女性 崇拜敎 Kspktism 及其祕 密怫敎 との 關係  '二八 ニ 
一九 七 頁に 出づ 、暗 字は 尸 婆を 顯し烏 字は 昆 紐を、 蘭は 火を 乾 林は 日を 顯すが 如し、 此盖し 烏 婆尼沙 土の 中晻字 
を 解して 阿、 烏、 摩の 三 字を 種.々 の 物に 配當 し、 遂に 之を 彼の 三位 ー體 の、 梵天、 自在、 毘紐に 表した るより 迫 
りたる もの 也。 

ニ 印 契、 (母 陀羅) 密敎の 印 契を 尊ぶ こと 知る 所の 如し、 シヤー クチ ズム亦 之を 尙び 、修法 一に 之に 依る 0 

三 神 名の 一致、 密 部の 多羅 菩薩、 孔雀 怫 母、 辯 才天其 他の怫 母、 明妃 等シャ ー クチ ズムの 女神に 一致す る も 
の甚 多し。 

已上三 項 中、 第三は 特に 精査す べきの 所と す、 而 して、 夫の 般若を 女神と なした る ことの 如き、 亦 多少 本邦 弗 
經 中に 其 痕跡を 認めざる にあらず、 卽ち 多少の 關 係なる や亦瞭 として 明なる 所な りと なすな り。 

已上は 固より、 研究せ むと 欲す も、 單の 針路に 過ぎず、 其 廣漠た る蒼溟 中に 遺 珠を拾 ふの 快は 未だ 至らざる 也、 
螺 堂の 奥に 進みて 神祕 を摘發 する は 未だ 遙に 遠し、 唯 思 ふ： g 種の 研究は、 怫 敎敎史 、特に 大乗の 發 達を 論じ、 密 
部の沿革を論斷するに於て必要缺くべからざるものなりと、宗敎學に志厚き士、持に密敎門下にありて、瑜伽 0 
學 明なる の阿闍 梨 衆、 願く ば 少く少 か 進まむ と 欲する 針路に 充分の 指導を 與 ふるに 吝なる 勿れ、 終に 臨みて シャ 
丨ク チズ ムの咒 一首を 譯し ( 英譯 なり) て 以て 結末を 吿げ むと す。 

峰 王に 歸* <叩 す莎 M 一切 事を して 嚴な らしめ よ、 我に 反する 一切 事を して 死せ しめよ、 一切 事を して 好か 

らしめ よ、 婆羅摩 尼、 摩訶 濕伐哩 、高 摩 利、 因 陀羅尼、 遮絞荼 、婆羅 鼻、 毘紐那 尼を して、 我 頸 ロ 頸 首、、 レ嚶 


徒は、 訖利瑟 那を 以て、 基督に 一致せ しむる が 如し、 而 して 佛 敎は此 間、 更に 雲 包含の 犬を 以て 稱 せらる ゝ彳 

世 尊の 初めて 小乗— ー說 する や、 旣に 裏吹陀 中の 諸 神、 霧、 梵 王、 日月 雨天、 寵神 、阿修羅、 等— 
りて 以て 其 法 莛を莊 嚴 したり、 大乗の 宣傳に 及ぶ や 其 網羅 更に 犬なる を 加へ、 密 部の誦 出に 至りて は 其該攝 包含 
又 一層の 犬を 益し、 彼此の 渉入義 しく、 _ 時代の 日、 月、 風、 火 等の 諸 天を 問は ず、 霍尼沙 土より 下りて、 
嘉那中 Q 震、 檀蠶中 Q 雲 神 這る まで、 悉く 髮量蠢 の壽 S 示す る ものと なすに 至り 其 底止 
する 所— や 却て 此等諸 神— 以て— 霞 Q 本— I び、 多 神— 向と、 複 S る 儀式 供養を 
重ず るの 風 基ひ來 り、 其 極 全く 婆敎 S 式 氣て讓 si 拜す るに 終り、 佛敎の 本 1 邊に— 疑は 
しむる 觀— に— ず、 予 は去歲 「尼— 佛敎 梗概」— 誌に 出して 略此 旨— 示せり、 今や 瓜 謙の 古 像ニ片 
を讀者 こ 介す るに 當り 、更に 此事實 をして 明かなら しめん ことを 期す 

卷 首に 竭 ぐる 菩薩の 像 (本書 略 之) は 五十 年 前、 在 •瓜 寧 島 英國副 都督、 ラッ フェル 氏が 同 島 古物 一鬼 集の 際スリ 
ンガ サリより 得た る も Q、 他の 義人 身 Q 像 亦 同處 より 得た る ものにして、 餘の諸 篇及諸 天の 像と 共に 今一 央國 
博物館に 换藏 する もの、 圖は考 古 學上 最も 正確と 稱 せらる、 同氏の 著 「殿® 島史」 の附圖 より 取れり 第一の 像は 
上部、 デ V ナ fQ 梵 文鳥す、 字 震る 轉說 して 讀み 難し、 第二は 明に •伽 那沙の 像—、 前者は— の 一尊 
なること、 一見して 知るべし、 後者は 籠門敎 8 の 神に して、 佛養敎 の 混 化を 論證 する に 頗る i の ものた 
婆羅門 敎佛敎 混合り 一例  ニァ？ 


二八 四 

婆羅門 敎佛敎 混合の 一例 (瓜 哇國古 像の 圖 解) 

(明治 三 一、 五、 佛敎第 I 三 八號) 

#敎 1, 達の 狀を kk する に 何れの 國に ありても、 一宗 敎が 他宗 敎の關 係を 受けざる ものは 罕に 、彼此 渉 入し 甲乙 

5: に相_足して其發達を完ぅす、是宗敎史を攻究するものゝ特に注視すべき事項なりとす、而して此の彼此相渉 

入す るの 極は、 立敎— 時 水火 論を 異にし、 靈 相客れ ざり しもの すら、 遂に 相 f して ー團— り、 甚 しきは 

最初 邪神 麗 として 厭 忌した る もの、 敎中 主要の 神明と して 壽皇 ける が 若き 奇觀 な— ず、 而 して 此事 

實は 極端— 1 產 Q 1S に f て すら II 廳 11 むる 所、 況むや 套の廣 、雲© 大 を以奚 

する 凡 神主 着 謹 敎に 於て 韋 、故に 其 彼此 渉 人の 痕は 一方より 見れば S 補 短の 議を 豪す、 然れ ども 他 

方より 見れば 其竄 入の 極、 自敎の 純潔を 漬 して 腐敗に 陷 るの 患 あり- 此邊 より 見れば、 混 滑雜亂 o 艮ー 却を 意味す 
る 也。 

印度の 宗 敎は槪 して 偉大— 凡 神主 着、 包含の 大 、涵養 SI 固より 其 所、 隨 つて 其 1涉\、 乙の 
蠢は 繁甚し fQf、 マニア、 ゥ言ア ムス 日く 「印度の 囊 は大觀 する に壯大 なる 蠢に 各種 異様の 
震 護 I したる の 槪 あり、畫馨梁、門量 11| 、各種1式雜厕間雜して、ー見其何物たるを了するに惑は 
しむ」 と眞に 然るな り'  一例を 擧げ むか、 韋紐天 派は、 佛陀を 以て 韋紐天 十 化身の 一とな し、 近来の 婆羅門 敎 


や'  其 途次 瓜— 訪 へり、 議傳に 記す る 所の 耶婆提 と 云 ふ もの 卽是 也、 當時異 學大に 行 はれ、 佛敎 見る に 至ら 
ざり しと 稱 す、 (「法 顯傳 J を 見よ、 レ ツギ ー 氏英譯 "Hravelsof M a-Hien こ參 照) 旣に して 印度には 紀元 九 世 
紀の終に有名のシヤンカラ阿闍梨出で、佛敎徒を迫害するの事ぁり、佛徒は東方蓝細商及附近の赛 ^ に其難を ^ 
けたり、 而 して 其 一部 亦瓜哇 に來 り、 婆敎 との 交錯 一層を 加へ、 有名なる ポロ、 ボド ホの 大 殿、 ブラフ マ パ ナム 
の 殿堂 等讓 せられ、 顯密の 諸 像 彫刻せられ たり、 (ラッ フェル 0 「瓜 責」 の ニ 及 付圖を 見よ) 去 歲發 行の 
「大 菩提 會雜 誌」 に 日く、 

瓜圭の ブラム バ ナム (Brambanam) に 於け る 殿堂の 遺跡は、 古代の メン タング カム ラン (Ivrentang  Ka- 
mulan〕 及び 舊侯國 の 都府の 面積 及 其 重要を 證すに 足る、 該處 には 一箇の 中央 建築物を 圍繞 する 小 殿堂 其數非 
常に 多し 故に 其 地を 呼びて 「千 堂」 と 云 ふ、 而 して 現今 殘存 の數に 於ても、 尙 二百 三百の 間に ぁり、 而 るに 此 
集合 敎 堂の 最も 奇異なる は、 中央の 大屋は 疑 もな く 婆羅門 敎の ものにして、 印度 カリの 堂より 持來 りたらん 力 

と 思は る、、％ ソルガ Q 偶像を 有し、 而 して 其 Q 周圍 にも 亦 許 多 Q 婆两敎 の 樣复 学に、 其屢 せる 小靈 

の 中には 多くの 佛 像を 發見 する ことこれ—、 此 等の 怫 像は、 毫も 婆羅門 敎と 混合せ ざる 純释佛 徒の 建築物な 
るボ ロ、 ボドホ (Bro  Bodho) の大 塔に 於て 見る 怫 像と 毫も 異ならず、 此の 如き ニ 宗敎の 甚だ 著しく 混合した 
る ものは 實に巩 哇の 神聖なる 建築物の 多 數を占 む、 惟 ふに 數百 年間、 明かに 此の ニの 信仰は 相 並んで 存在し 
兩宗敎者は亙にー致して親睦に生活し、恐らくは各自亙に其禮拜を間雜して行ひたりしならん(拙譯)」 

婆羅門 敎 怫敎溫 合の 一例  一一/七 


婆羅門 敎佛敎 混合の 一例  こ 八 六 
り、 故に 今少しく 第二に 付きて 筆を 勞 する あらしめ よ。 

然れ ども 此事 Q 前に 少く 瓜_敎 法 Q1 槪略 ft ずる Q 要 あり、 是怫敎 と 婆敎忘 混合の 跡を 察する に附き 
て 頗る 有益の 業に 屬す るを 以て 也。 

瓜 桂 島が 蒙昧 野蠻 Q 狀 態より 進みて、 文學 t、 Hilt。 音 樂 ある Q 文化に 進みし は、 霞 古代に 於け る 印 
度 征服者の 功に 依る、 是其國 名が、 固、 梵語の 耶婆 (Yava) 卽大麥 より 來り しを 以て も 知るべし、 是蓋 •し 印度 
人が 同 島國の 耕作に 利なる より 名け たるの 名なら むか、 而 して 印度人が 同 島に 來住 せし は 夫 大詩史 摩 訶婆羅 多 製 
作の 後に 存し デ、 ヮナ ガリの 梵文用 ゐられ 、暹羅 に 怫敎傳 はりし 後に 存せ しや 明けし、 是同 島人が 其歷史 を說く 
に當 りて、 史詩 中の 神 雄 アル ジ ユナを 其 祖先に 崇め、 文字の 醫を 以て 同 島の 祖 仙の 或者大 夜叉の 死屍、 左手に 
梵字、 右手に 暹羅 文字を 持ちた る もの 漂着せ しより 作れり とい ふに 徵 して 知るべき 也、 ラッフェル 氏の 「风圭 史」 
には アル ジュナ より 出で たりと 稱す るいと 長き 系 圖を揭 ぐ、 是同 島の 歷史を 形成す る 所に して 其 時代を、 彼の 婆 
羅門敎 の カリ rT ガ 等の 年 時に 當 て、 其 間 頗る 長く 神怪の 事甚 多し、 而 して 此傳說 より 推す に、 最初に 来れる 印度 
人は トリ トレ スタ (Tritresta) にして 凡そ 耶蘇 紀元の ニ 世紀 或は 三 世紀に あり。 其 後に 来りし 人は 或は 怫敎を 奉 
じ 或は 婆敎を 奉じた る ものなる 也、 去歲發 行の 「甲 谷 他 大學雜 誌」 に 日く、 「紀元 五 世紀の 早き 己に 印度人の 瓜 
哇に 殖民す る あり、 八 世紀の 終に 至りて 同 島の 主權を 握れり」 と、 以て 當時 印度人が 瓜哇に 於け る關 係の 如何を 
見る に 足る、 婆羅門 敎 と佛敎 との 渉 入は 實に此 間に 於て せられし ならむ。 晋の時 法 顯三藏 の 西域 各地に 塁せ し 


(七) 金剛 薩埵 說頻 那夜迦 天成 就儀軌 經 .ゝ n 
毘那 夜—— 肥滿の 神に して 犬— 天の 子と して、 戰那| と 兄弟た るが 如き、 烏 摩 天— 母と す fr 
き 4 ー齒 の 缺損 せ— 如き— の經 文と、 婆羅門 敎 1 く 所と 毫も 異なら ざれば 今一々 故ら— げず 
證の委 細は— 學士の 「佛— 林」— る 「大聖 璧 _」 を 一 覽せょ、 ダウ ソ i と！^ 

故、 頗る 有益な り)、 而 して 本邦 II 天は 大抵 雙 身の ものを 取る、 善—、 不 空、 憬瑟 、含 光 等—— ハ 
q 爹 4 四 i 手— 奇異なる 像を 說 く、 然れ ども、 金11 は— 四手 II き、 法 賢譯— 文には、 單 
yy—、 111 き、 其他 雲— ひ t 一臂 四 足、 八臂六 足、 四面 八臂 、ニ I 目、 等の— る 像 0 

說く  (マル f 惑 Q 「_ 度」— 1 の奏 像—)。 奮擧ぐ il¥f 

賢譯 中に 存 する、—— の 像に して、 蚊 を絡 腋 となし 歡 喜— 執りて 食し、 議 、鉞 斧を 執れる ものな り、 圖 

に—— 畫 霞す— ら む、 ダ E、 ！ エス (「籠 門— __ マルチ— 

擧 ぐる 所と 追次對 照して 其 一 敎を辨 ずる 如きの 煩は 今 略せむ 

1 は此に 於て— と 震 門敎 との 混— 頗 1 し— の—  — ら む、 而 して 1淆が1 にの み 止ま 

らま 邦— 逢る 靈 11 if ず や、 而 して i の i — 奢へ なき 一種の 
巾 明、 牟—法 謹 5— 管し— ■ち _lsl、 霞と して藝 られ 、現— ■の祕 

密經 典と して、^ 養 幾多 巍然 たる 殿堂の 眞言 宗に存 する を 見 ば、 其 驚 駭！ して 如何なら んヵ而 して 此の 安き 

■ 1 二八 九 
婆羅門 敎 佛敎湓 合の ー你 


婆羅門 敎彿 敎湓 合の 一例  一一く I 
以て 其 渉 入、 交錯の 甚 しきを 見る に 足らむ、 而 して 其 後 囘敎來 りて 權 勢を 得て 同 島の 國敎 となり、 奮 來の 諸怫 
諸 神の 像を 破壤 したりとは 雖 、其 霧は 尙多 少存 する ありて、 後來英 政府の 搜索 探究す る 所 i り、 貴重なる 資 
料 舊來の 信仰を 推す に 充分なる もの 存す 、ラッフェルの 大著 「瓜哇 島史」 は實に 此點に 於て 唯一の 依 憑た るな り。 

象 頭 人身の 神 像は 實に此 信仰の 一般を 了す るに 足るべき の 具な り、 看客は 之を 如何なる ものと 思 ふか、 驚く 勿 
れ "是需 本邦 人が 尊重 恭敬して 種々 Q 祈請を なす、 雲の 祕神 大聖 歡 喜 天な り、 讓門敎 徒は 之を 伽那沙 とい 
ふ 或は 伽曩波 底と 稱す 、馨が 障礙を 露す るの 神と して、 吉祥を 求め、 祈願の 初め、 書 卷の 表紙、 必ず 之を 恭 
敬して、 祈願を 滿足 せんと 欲す、 毘那 夜迦は 其 別名 也 ( ウヰ リア ムス 氏の 「梵 英字 彙 j ダウ ソン 氏の 「印度 古典 
字彙」 を 見よ}、 種々 の 異名 あり、 象 面と 云 ひ、 長 耳と いひ、 大腹 とい ふが 如し、 而 して 亦 雙身 ( 0 茳_ 0. ^ ^ の 
名 あり、 本邦 經典 中に 此 俄曩沙 、卽ち 俄那鉢 底の 事を 說き たるは、 


( I ) 大聖 歡喜 雙身大 自在 天毘那 夜 迦王歸 依 念誦 供養 法 善 無畏譯 
(ニ) 大聖 歡喜雙 身 毘那夜 迦天形 像 品儀軌  憬 彥 

(三)  毘那夜 迦俄那 鉢底瑜 伽 悉地品 祕要  含 光 

(四)  怫說 金色 伽 那鉢底 陀羅尼 經 金剛 智譯 
(五〕 大聖 天歡喜 雙身舭 那夜迦 法 不空譯 
(六) 雙身毗 那夜迦 使者 法 留乞辜 


拉摩敎 の 分派 及 其發達 

(明治 三 ニ、 七、 佛敎ー 五 ニ虢) 

9 

?ii_  f —i 管—」 f 。 I 逢— 雪 i— て、 拉 
II 糧—ん 參|5|_ て f 。 墓— 1め51"、 チヨ 1 マ 
ヤ シュケ 1 露擊 C 誉_ する 备亦 f f f 拿 。|1 變 、議、 1 打 

開して 藥々 たる 光明— 理史の 上に 望み、— 籠、 敗— 糸の 如き— 上の 葛藤、 薩 として— の 一 揮 裏 
つの 快を 見ん こと、 謂 ふ當に 遠き に— ざるべし。 西藏佛 敎爵究 、豈 之を 閉 事に 付し 去りて 可なん や ダ 

—If  f 震して、 靈 i 繫鲁— 雲 i 養學 。でて—— 詳細 

1 記 1 、霊 襲—— し。 一斑 1 に I しく 知る 所は、 1 ニ 派の 別と 彼大讓 1 

のみ。 其稍1 もの、 i キン 旁ト 111 善 如き、 或—— 1 しもの を見る 

と 雖、！ 疆、 付 ii—if —2 霞 f !の ;« に 1]1: 

の 如き— る 人と 共に、 聊か 西— 敎の 研究に 相— んと 欲する の 1 のみ。 $1、 111 、參— 
を缺 くが 如き、 希く は 幸に 之を 恕せ ょ。 

ニ 九 一 

拉摩敎 の 分派 及 其發達 


婆羅門 敎怫敎 温 合の 一例  一九 

震して 露天 一— み— る ■£11、 —§f のか、 ^ 

も 亦淆亂 腐敗に 陷り しもの^.。 


て 方——— 時と 定む るが 如し。 此と同 例に て I の 8 史毖 ては、 震 思—  (f  San  Gal) の 
廢 大宗と 和親— びた る 結果、 fi± ハ 年 文 成 公 主 墓妃— せし— て、 方に 同 國に佛 敎渡來 し 1 

となす。— I 西 f 人る— し、 I 經 f Is 來 して 大 1 に弘 む。 支那 1に從 ひて 

亦 公 主 Q1I く tQ—。 王 乃ち 譯 主, f 一一—— 度に 1 して 11 めしめ、 拉麗 他に 精舍 を建 
立し、 印度 僧 Q— もの 誓 fi— ふ。— 霊— 朝 sf 彷彿 其 趣— じぅす I り。 

而 して 其 霞— せし ボン 敎 (|含 と 新に 人り し佛 敎—兩 々相 8 して— する 昼らず t ° 怫 ff 如— 
麗 寺に— して、 義 の 異同 S— りし 如！ 全く 推 古 f 同じ— 1 り。 五代— 1 馨 (H— 
hi  Sron  Din) (蒙古 源流 云 特蘇隴 德燦) ぁり。 蓮 花 生上師 (f  ロ泛 f If 真 善 海 大師 (fff 
—ta) 加 摩羅 尸羅 (Kilila) 等— 度ょり 請して 盛に 怫敎を 興す。 上 師は那 爛陀大 學の上 首にして 瑜伽 
祕密乘 に 霊す。 其 傳記 頗る 神怪 不測 Q 事 多し。 上師議 を 以て、 大に ボン 敎の午 鬼®？ 祟 拜 し、 蠢 魔術を 
行 ふ ものと 融合せ しめ、 而 して 之に 雜 ふるに 中 論の 理を 以てす。 上下 玆に 於て_ とし 其 化 迄 ひ サム ェ其他 
の 大寺院 東西に 建立せられ、 僧 簾く 多し。 乃ち 僧侶を 統率す る 者を 置き 稱 して 拉摩 PI) とい ふ。 梵語 ■ 
多羅. (uf) と 同義に して 上 者の 義 なり。 拉摩敎 pli) 玆に 於て 成立す。 ボン 敎に對 して 稱 して 內道 
(Niia) とい ふ。 王の 時代は 吾國 の聖武 朝に 比すべき か、 王の 後 三代 ラ 诛巴贍 (—11) 王 ぁり。 此時 印度 
僧 1 多羅 菩提 (sildrabodili) 等、 盛に 龍 樹提波 世 親の 論疏を 譯し怫 光慧 曜し來 りしが、 其 弟 朗爾瑪 ? 1 
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I 西藏 佛敎史 の槪觀 ( 拉摩敎 宗派の 發達〕 

拉囊 の 歷史は 講究の 便宜上 左の 三 期に 區 分して 其槪 要を 一瞥す るを 利な— す。 

1 原 r 拉摩敎 q 時代 (西 質 四 o 年 弄 賛甘晋 の 時怫敎 支那より 人り しに 初めて、 八 九九 年 朗醫瑪 王の 佛 
敎 迫害に 終る) 

2 革新的 的囊 の 時代 (西暦 九 §年雕 1: „ の 死より して 怫敎の 恢復— りて ニ 0 一 五大 聖ア チシヤ 
の 入 藏宗敎 革新に 及び 諸派の 繁 興を 以て 終，。 此間凡 六 百年 餘) 

3 近世 拉摩敎 の 時代 (西？ 四 ◦年大 i. I: ロ 巴、 甘 所 大 寺を 立て、 ガ ダン。 ハ宗の 中興と なりし に 初り、 一六 
四 ◦年 其 法資 法王 政治を 完成した りしを 經 て. 現 時に 及ぶ) 

(一) 西藏の S に 依れば 紀元 三百 七 土 年,% 喫羅 sl ff  一— ニ 雲〕 の 時佛敎 初めて 至れり 
と傳說 する 所 翁け は 其 年の 音、 天. より 合擎 、小寶 塔、 竇珠 、莊嚴 寶王經 の 四寶を 降して 兹に佛 敎傳播 の 
囊 f なした U コ/兀 の 帝 盤 合 思 巴の 彰所知 論に も、 馨國中 初 有 王日證 i s: ニ Nyakri  t—。)  I 王、 
代 有 王、— f— 思顏賛 、是時 怫敎初 至」 と 記せり。 然れ ども 是國 中の 小 部分に、 尼 I、 I 霞の 邊よ 
り 多少の 怫敎的 信仰 S はりし— ひしまでに 止— て、 其 勢力の 微 々暗昧 I、 未 I て 同 國篇敎 渡来 
たとは 云 n へ 力ら す猶 吾國篇 帝の 朝に 佛敎の 信仰 ありし 痕跡な きに あら ざり しも、 欽 明の 十三 年を 以 


新宗 の 勃興す る 此の 如くなる を 以て 震 奕 § ふ所あ り。 恰も 密 S 徒が 裏の 霧を 假 托する か 如く 蓮 
E 生 上師の 祕經を 岩窟の 中に 得たり と稱 して" 盛に 舊宗を 振 ひ 其 派を なす もの 亦 多し。 

此の 如く 第二 期は 一方に— 新 的— 派翌 せられ、 他 I 派の 翼す— り。 而 して 此 中間に 幾多の 折 

衷 的の 宗派 ありて 其 敎勢實 に 吾國 鎌倉時代の 怫敎を 見る が 如き 者 あり。 

(三) 元 旣に亡 び 明 興る に 及び、 其 政策と して サクヤ 派の 勢力を 殺ぎ、 以て 西藏の 力を 弱めん とし 力 f ノノ 
ガレ キ ユ 派 Q 寺院に 與 ふるに サクヤ 派と 同等の 權 力を 以てし、 サクヤ 派の 勢力 漸く 減退し、 而 して 之と 共に 敎デ 
の 腐敗 漸く 甚 しきに 際し、 力 ダ 厶パ 派に 一大 偉人 出で、 之を 中興し 其 勢力を 增 し、 其 極や奎 政治の 基礎を 立て 
しもの あり。 之を 大聖 崇咯巴 (Tson-kapa) とす。 

. 崇略 巴は 西曆 一三 五 五 年を 以て 生れ、 大に當 時拉摩 敎 の 震せ しを 挽囘し カダム パ 派を 中興し、 之れ に 命 『る 
に ゲル グパ (Ge-l-pa)  Q 名—、 敎 制を 嚴 にして 敎 式を 正しぅ し、 敎風大 に 擧り各 宗派 又 之が 爲に顏 色 
なし、 西藏 全土 大抵 其敎 風に 靡く  J f ロ 巴の 後 五世に して、 羅本藏 札 木 蘇 ( r o r l Q 1lo) 大萨 麻の ^ 鉢 
を 襲く。 此讓 頗る 才略 あり、 蒙古 Q 兵— きて 管麗 Q 王權島 ふ。 奎 政治は 之ょり して 始 f、 ゲ ルン 

眨は玆に於て全く西藏の全權カを握り、以て今の法王^§目 ^ 1111^目に及べり。 

サクヤ 派は 一時 ケルン パ 派の 爲に壓 せられし も、 其 支 派 ノル パ (2 ◦叫 3 ) ジョナ ン パ ^ 目 目 ^ P) と共に 本ヲ 
三 派 隆盛— ち、 就中 ジョ ナン 派の 如きは 有名の 蠢 史家 救 度 主— ^ を 出せし 已來 、其 勢力 頗る 隆然 たる 
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Darma) 之を 斌 して 位に 卽き 、全力を 擧げて 提摩敎 の 剪 滅を圖 り、 寺院を 毀ち 僧徒を 追 ひ 經卷を 焚く に 及び、 一 
時 拉摩敎 の 勢力 全く 地を 掃へ り、 第一 期は 此宗敎 迫害を 以て 終りと す。 

(ニ) 朗醫瑪 、ー拉 摩® 爲 めに 暗殺せられ S 曆九 〇 ◦年) 敎 徒の 四散せ る もの 漸く 集合し、 迦 濕彌騰 S 
の 外 國僧矿 入藏 して：^ 囊の 勢ブ復 興を 見る に 至り、 大聖 阿 底， 沙 (ヒー gp) 人藏 の 事 ぁり、 拉囊は 兹に大 改新 
をな したり。 阿底沙 、名定 光吉 祥智 ( o ipankara  sri-juana) とい ふ 。ベンガル、、 ヰ クラ マニ ブルの 貴族に 生 
る稱 して 文殊の 化身と いふ 年 六十 西藏に 入り、 ニ 十餘 部の 論 疏を 製して、 拉摩敎 の 革新を 行 ひ 一新 派を 開 
く、 稱 して 力 ダン パ (1^与|)といふ0蓋し建立せし寺名に從ふなり0其高弟ブロムトン(|日安§〕大 
に師が 改革を 助く。 之と 同時に マ ルバ (Marpa〕 印度は 人り、 阿底沙 及び 其 師那爛 陀大學 敎頭十 ロ (3_) の敎 
を 受け f りと 稱 して カル ギユハ 派 (10}1^}0^3,)を創立す。カルギユパとは師資相傳受學の義なり 0 比晈、西ー聲 
ニ 四 ニ 年ょ 上 ニ ハ 〇 年の 間に 於て、 デ クン。 ハ 派 CEiklmpa) カルマ パ (Karmapa) 上、' ックパ (uppr u Llkpa) 
の囊 I じ、 本 未 四 派— る、 而 して 其 囊 Q 中間 支 f I す fQt、 f 本 支 七 派の 別— れり 、マ 

ル パの 開 宗の後 幾く もな くして サクヤ (sakya) 出で、 亦 新派を 起し、 稱 して サクヤ パ (spwypp 巴と いふ 此拉 
摩 犬に 元 Q 急必烈 Q 歸仰を 得て 全拉摩 Q 敎 ft、 サクヤ パ宗 の 威勢、 自餘 の 雲 基す。 而 して 已上擧 ぐる 
所三派の革 */ 的宗派の中、第ーのガダンパ宗は純然たる革新的の宗旨なるも、サクヤ及カルギユのニ派は之に 
比して半革新的の性を帶び、古派と新派との中間に达するもの>ェり。 


ニ 各 宗派の 異點 

(1〕 ゲル ン派 C カダム 派) 

ゲ ルン 派は 今 西藏 Q 尤も 勢力— 宗派に して、 且つ 同國の 正宗た る もの なれば 是 よりして 筆を 起さむ。 

七 眩の 最上 主 尊 Adi  Buddha として 崇敬す る 所は 持 金剛 Vajra  dhara  (大日) なり。 慈 氏 菩薩を 以て 其顯示 
者と して、 聖資無 著 菩薩より 傅々 相承して 大士阿 底沙— り、— 相承け て崇略 巴に 及び ゲル ム派 成る。 然れど 
も 阿底沙 —珠 Q 化身——」、 亦 文殊より し て顯| 得、 カル f 派 Q 祖師 T ロは 阿 底 沙の師 I を 以て 
其 亦 影響を 受けたり。 其義 を惣稱 して ラ ムリ (Lamrim) とい ふ。 業 門 (Karmlrga) の義 なり。 主として 
戒律 儀式に 重きを 置き、 此 派は 金剛 陪羅縳 <! と (本邦 密軌 中に 此尊 の儀軌 ぁり) を 以て 降伏の 主 尊 
とし、 馬頭 (Hayariva) 及び 大黑 (Maha-Kam) を 以て 主 護 神と なす。 衣帽黃 色を 用 ゆ。 

(2〕  カル ギユ派 

カル ギユ 派は ゲル ン派に 亞 ぐべき 偉大なる 宗派に して、 紀元 十一 世紀の 後半 拉摩 マル パ (gpgp) 印度に 入り 
て 那爛陀 の敎頭 ナーロ  (3P 3 ) の 訓戒を 受け 歸 りて 此宗を 開く。 主 尊は 阿提棘 陀金間 持に して 目 度の 高 ^ チ 
ロ (Tiro) 親しく 顯 示を 受け、 之を ナ 1 ロに 傳へ 以て マルハに 及べり。 其 敎義は 肅に靜 坐し 蠢に處 して專 ら 
祕 察禪を 修す るが 故に、 大印 ( ^ を^^ ^ 5 のー語を以て其宗の特長を表示す。其降伏の本尊を三波羅0ロ日ィ 
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左に 圖 する 所は 拉摩敎 分派の 系統を 表す。 卽ち 西藏怫 敎の 宗派は 本末 通計 十 有 九に して、 自ら 革新派 (pefvr- 
med) 半 革新派 (Semi-Keforid) 不 革新派 (unrefomedj の 三 大區 分と なる。 小 支 派 分 出の 年代 及び 其 派祖の 
如きは 今且く 略す。 

へ カダム 派 i— ^ ゲル ン派 —— 革新派 


西藏 ボン 
印度 大乗 及密乘 派/ 


原始的 拉摩敎 


ディ クン 派 タルン 派 (Tallmpa) 

カル グユ 派へ 上'' ック 派^ ^ 中、' ック派 (M.DUkp.) 

カルマ 派 / 下'、 ツク派 ( r Duk  P.) 


半 革新派 


サクヤ 派 


ノル 派 (Nor  P.〕 

シヨ ナン 派 ( Jonan  P.) 

一 r ノ 1 派 

ゥルキ ュヱン 派 (urgyen  P0  :: 

ドエ タク 派 ( o orgetak  P.) 

ミン ド リン 派 (Mindohlin  P0 …. 

カル トク 派 (Icartok  P.) 

リャト シュン 派 (Llluasnn  P.) ：： 
ナダ ク派 (Nadak  P.) 


ー不 革新派 (古 派) 


(schlagintweit 七 四、 Waddel 五 五參昭 じ 


普賢 行 願讃の 日本 梵文に 就て 

C 明治 三 五、 一一、 東洋 哲學第 九 編 第一 ー號) 

.正 法律 中興の 大德 として、 德川 時代の 怫敎 々會史 に赫 々の 盛名—、 飮光 尊者 慈 雲 律師は 佛敎 文學史 のナ面 
に 於ても、 亦 不朽 Q 大業 I したり。 其 梵學津 梁 一千 卷の 編纂は 昭 々として 今に 偉大なる 功勳— にあらず 
や。 此 大業の 一部と して 律師が 苦心 寬集 したる 梵產 典の 梓 行せ らし もの、 阿 彌陀經 、普賢 行 雲— 忘の 
三部 あり。 —i ぢ門 下知 道— _經 の 原本 基て 之— 刊 せり。— 中 現存— 陀羅尼 及び— 音 譯の 

各種— 文、 f 名刹 古寺— 藏 する 零 辟— 明、 神"— 昼 本 及 SI— は、 霖 現存の 佛敎— 原文は 

吧此 等— 中、 f 馨經 S 鸾屢ー 5 八十  一— ' レ—、 牛 霞 第一 卷ア 

リアン 編 第一 部に 之を 刊行し、 次て 南 條文雄 師は千 八 百 八十 三年 同 敎授と 其に、 同 紀要の 艮卷 第二部^" 大彡量 
震と 共に 阿_菅出版し、 ^2 若心經も同年兩博士に依りて同蠢ーニ部として獲尊勝£尸と共〜厂么丨 
せられたり。 千 会 辛— に f、 、ユム ル 敎 f 養 I 蠢最挺 の卷、. 佛敎 S 霞 中に、 已上 一一 ー經の 

壽を 出したり。 fs り 普賢 I 賛— りて は、 其 重— t と 前 i— ら ずして、 而も 未 1 が 硏究の 
公にせられたるものあるを見ず。是予が每に遺憾とする所なりき .0 
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普賢 行 願證の 日本 梵 文に 就て  一一 九 八 
ara) となし、 其 主 護 神を 黑衣 主と なす。 衣 帽黃を 用 ゆる 前 衣に 同じ。 

(3)  サクヤ 派 

サクヤは 一 〇 七 一年 西 西藏に 起る。 其 開祖 サクヤは 般底 答に して 諱を 、コン、 コン、 チョ ク 、ル ダヤル ボ (WC 
n-dkon-mchoyrgyal-po) とい ふ。 最上の 主 尊 阿提怫 金 鋼 持、 顯 示を 文珠師 利に 下し、 文珠 之を 龍樹に 傅へ、 專々 
して 婆 藪 子 (vasu  putra) に 至る。 西藏の 開祖は 此 人ょり して 敎を 受けたり。 此の 派は 龍 樹所傳 の 華嚴經 。及 
世 親の 眞諦 論を 特殊の 聖典と なし、 自ら 稱 して 果道 cphalasarga) と 誇り、 新舊兩 派の 調和を 以て 其特點 とな 
す。 其 降伏の 主 尊は 金 鋼 怖畏者 (vajraphurpa) にして、 其 禮拜は 多く 一一 マン 派の 用 ふる 所を 取る 故に、 二者 
實際 上に 於て は 全く 區別 すべから ざる もの あり。 此派は 東西 藏に 於て 尙 勢力 旺昌 なり 0 

(4)  ニン マ 派 

一一 ンマ (Nin-ma) は 古 派の 義 にして、 怫敎已 前の 儀式を 保存し 赤帽を 着る 一派に して、 禁慾 節食の 如きは 比 辰 
に 於て は 全く 之を 見る を 得ず。 此 派は 蓮 花 生 上師を 以て 開祖と し、 特に 其 猛惡可 怖畏の 形相 ある 種々 の 化身を 崇 
拜 す。 其 阿 提怫陀 は 普賢に して、 鑫謹 祕說 を開顯 すと なす。 其の 諸 小 派に 分裂せ し 所以は、 馨顯示 (Ter- 
33に多バノの不同あるに依れり。卽ち蓮花生上師の祕密藏經の嚴穴古塔に發見するもの、甲こ其義を異にし、隨 
ひて各分裂罢峙するに至れるなり。其敎理と悠稱して大成就(ま功11 |> ^ 目11 5 といふ。祕密の行を修して悉地の 
圓滿を 得る の 意に 取れり。 


佛果 の 大 用— t 、後半は 之が 修 因— 蟇廣大 無量の 行 願を 細 叙す。 其 主は 卽大乘 行 願 i 想— 尊た る 普 
馨薩 なり。 其 客は 卽ー乘 妙智の 模範的 代表者た る 文珠師 利な り。 ニ 菩薩の 間、. 大葡の 童子 善哉を 倩 ひ 有り 
て、 五 tlllf め、 以て 種々 の大乘 行を 開示し、 最後 普賢 I ふて 豁? 一 開悟す るに 終る。 普賢 啟 

il 善—— 誉變 5_。 f 一— 羣襲 、黨靈 I 霞に 如 

來の勝—il りて、— S — て、 _| 雲す るの 一重 ふ。 此 一— 養 十 有ニ頌 

は、 卽今 論ぜむ とする 普賢 行願賛 なり。 

旣に然 り、 S 蓄蠢經 中に 於て、 謹と 重と—— 11 1!。 法———、 この— 上 

に 建立— 崇囊大 馨薩 行、— して 終— 土董— 行に 8 す。 華 嚴廣大 の 大地、 十 住 や、 十 行 や 十回 
向 や、 卜—、 菩 —Is 階段、 慕 i 峯 II して、— する 雲の 如し。— の—、？ の 一二 f 以て 
莊嚴 せる 大寶 車は、— 此間を過ぎ來 り、 終に—— 方に 向けぬ。 其— も 響 論——. むる に 及びて、 願 

生淨 土—— しと 同じ— 見る。 禮警佛 、雲—、 廣修 供養、 糧業 障、 馨 I、 S、 I 住 

世、 常 隨怫學 、恒順 衆生の 十 大願、 之を 自 行の 方面と しては  • ， 

願 我 臨 欲 命 終時盡 除 一切 諸 障 礙置彼 怫阿彌 陀卽得 住 生 安樂 刹我旣 往生 狼 國已現 1 K 大願 一 

切 圓滿盡 無 餘利樂 一切 有情 界 (般若 譯) 

と 願し、 更に 之を 利他の 方面ょり ニ 切 有情に 廻向して は 

三 〇 一 
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今春 已來 、予は ストラブル ダに ありて、 大 联嚴經 原文と パ i 律藏 とを 硏 習す るの 餘 課、 幸に も吾師 ロィマン 

敎授 及び 英國 ケム プリ ツヂ の ベン r ル 敎授の 厚意に ょりて、 着 重なる 日本 梵 文を 尼 波羅國 所傳の _ と對陵 

硏ク 九す る Q 便を 得たり 今や 其 調査 略 終を 吿 げたる を 以て 兹に其 公刊に 先ち、 聊か 見る 所を 記し、 以て 雲の 高 
敎を 乞は むと す。 

(一) 十 善 法語 付 錄慈雲 和 上傳。 

(ニ〕 .一 VTax  M B ler BT <l ajracchedik pl 3 — 4 參昭 *0 

(三) vajraesedil s. , Anecdola  oxsiens .p* Ariya-a  Series  vol.  J.I. 1881. 

C 四〕 Ks&havati  VyGha  witn  two  appendices,  Ane。'.  ox.  Aryan  Series  1.2.1 00 00 3. 

Anec.  Ox.  A.  S.  L. 1 00 00 3 . 

(六) SQ §red  BOOI s of  the  East  Yol.  XLIX  Euddhist g ah pl y pl na  Satras. 1894. 

I 普賢 行 願 賛內容 所詮の 敎義 —— 

怫敎々理及實際信仰上本賛硏究の必要、革麇大經が大乘佛敎重要の聖典にして、其義趣の幽玄廣大、圓頓ー乘 
の 極致を 窮め 怫敎 々系 上、 至高 憂 Q 一階を 占む る ことは、 固ょり 兹に說 くを 要せず。 1 〗叉 難 陀譯の 八十 華 裏 
に 依る に、' 九會 三十 九 品の 最後、 入 法界 品は、 前半 法界 緣起 、重々 無 窘深理 上に 安立 施設せ る、 莊嚴 崇高なる 


ニ 行 願賛の 外形^ ^ -能詮 の 名句 文 i 佛 敎語學 研究 上賛の 重要 

日本 所傳 本梵春 賢 S 霞 _ 六十 有 ニ、 二百 四十 八 句 題して、 

Bhadracari  nlrya  Samantahhara  pra  1 :lidh £:l na 

と 云 ふ、 三重 韻 (Tri 音 bh) の 霞を 以て 成り、 韻律 ドド ハカ (shaka) 

— CC  _ — CC  _ — cc  - 

を 用 ゆ。 其 言語は 所謂 伽陀 ( Q p ? 5 語を 以てす 

大乘怫 敎文學 が— 二種の 梵語より 成れる は、 入の 旣に 知る 所。 其 一は 所謂 古典 梵語— 用し (勿論 摩藝羅 
多の 梵語が 文法 上 幾多 ■色— する 如く、 亦. 佛敎 的の 特色 暑して)、 他は 大乘 怫敎に 特有 1 一種の 地方 的 
梵語を 用 ゆ。 此 梵語は 其 語より t れ ば。 ハ i 及ジ ヤイ ナ聖 語の 如く、 甚く 骓梵 語と 異ならず と雖其 文法 上の 變 
化よ りせば、 寧ろ 俗 梵語に 近蠢 ぁり。 第一 種に 屬 する ものは、 長 行 (散 鉢)— て 成れ I 文の 多分、 少數の 
偈頌 、及び 後代に 成れる 讃頌 とす。 第二 種は 主として 偈頌 (詩 鉢) を 以て 成る。 多數 の佛敎 聖典 法 華、 方 等、 デ 
土、 華 嚴諸大 議の偈 頌は此 例たり。 行 願 賛亦此 6 す。 今 左に 予が 校訂した る賛 中より、 ニ 例を 擧げ て、 如何 
に 正骓 なる 梵語と 相 異なる かを 示さん。 

( I ) Yac  ca  KT—  li  pf  f 4y  ご f ニ— 注— f I 麗賺  —&il  1—r 
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我此 普賢 殊勝 行 無 邊勝福 皆 廻向 普 願 沈溺諸 衆生 速往 無量 光佛剌 〔般若 譯〕 

と結賛 す。 西 墓 生墓說 せる 鐘 至れり 矣ふ べし。 故に 淨_宗 の 開祖 11 TK は、 1 敎開宗 の 典據と 

して 諸經 を援 技 する に當 り、 華 嚴經を 以て 淨土傍 依の 聖典と して、 高く 之を 雲せ り。 

華 嚴敎義 に 於け る淨土 信仰—、 自ら 別に 研究を 要すべき 一大 問題 也。 今は _ 行 願賛が 此硏究 上、 雲、 
重— Q ——、 卽 足れり。 而 して B 賛 が、——— 響 仰 上、 義 式に まらざる 勢力 

を 有しつ、 ある こと X、 亦輕々 に 看過すべからず。 

怫敎各 宗徒が 通じて 人道 歸依 Q 爲 めに 誦する、 我 昔 所 造 諸議の 懺悔 文は、 卽此賛 の 第八頌 I。 台密 兩 家が 

4 昏疆 する 靈 勸請靈 a、 回向の 偈 、亦 此賛 中に存 す。 而 して 其 願 生偈は 淨土囊 が、 特に 喜びて 譜 誦す 

る戶 にあら す や 止賛 文が 日本 佛敎 徒の 震 信仰を 今に 維持し つ \ ある 力 も 亦大 ならず や。 されば 此賛 原文の 奸 
究 、豈 忽緖に 付して 可なら む や。 

( 一 〕 縮刷 天妷一 乃至 四。  ■ 

(ニ) 淸凉 大疏第 四、 五 周 因果の 釋 1- 順 ふ。 

(三〕 縮 天 五* 六。 

(四〕 全く閱 藏知津 第一、 本證 記述の 文ん 借る。 

(五)選擇本願念怫集ょ。 
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mi  aim al arvam  〔 it A 〕 . 

我 昔 所 造諸惡 業、 皆 由 無始 貪 職痴 、從 身 語意 之 所 生、 一切 我 今 皆 懺悔 〔般若 譯〕 

fp,v—  if  If  f s 0® 

STlknavatn .a « ra  vraieyam.  〔 it 五 七〕 

願 我 臨 欲 命 終 時、 盡除 一切 諸 障碍、 面 見彼彿 阿彌陀 、卽得 往生 安樂 刹 〔般若 譯〕 

佛敎 文學の 硏究上 此種 方言の 硏究 は、 目下 歐洲梵 學界に 於て、 特に 重要と して 努力す る 所、 而も 其 鉤章棘 
句、 漢譯 Q 助 S る H — ば、 解 釋甚麗 I 比々 として 然り 。霞 怫敎學 者の 務 や、 此點に 於て 實に大 と 
云 ふ' べし。 而 して 幸に も證に 於て、 此伽陀 語 1 典 現存し、" 而も 其 最古 Q 形式を 保有して 今に 到れ—、 梵學 
講究 上 尤も 雾— すべき Hf ず や。 此讃 Q 硏究 が佛敎 雲上に 重要た る ものた る、 豈ー 11 待む や。 

(一) 此 韻律は 佛敎 外の 印度 古典 に t ては、 其 使用 甚だ 稀 牙。 故 ステン、 ソラ 丨敎授 の 調查じ 依れば、 天文 書 甘—. 
容 ita の 中二 十二 頌、 Blfi. 格言 集中 一、 史詩— sf 及、 び fl— の 中、 各 ー頌あ るの み。 

「ZMG  li  ; Mctrische  eammlllen  _ f —r ゴ .N—1— 

丨正 & 律の 使用 甚盛な り。 大 莊嚴經 、護國 尊者 所問經 、花嚴 賢 首 品、 同 十 同 向 品の 如き、 此例 となすべし。 

(三〕 華嚴諸 no 及 法 華の 諸偈 U 大乘集 菩薩 學論 原本 舍當日 01 yp  0 & s))y  P3£. W G 昏一ニ §— s 02 に 引く 原 
文 及 印度 佛典 出版 會 社の 華 嚴十 回向 品 原本 f 單 f 方 等經の 一例と しては 大莊嚴 注 原文—— ミ i ィ目 
prof.  Lelm— 1902 淨土經 S 則顯大 無量壽 經の頌 か 見ょ。 

(三〕 後段 三の 三な 見ょ。 


ンシユ ャパ ー 力の 書寫 する 所 也。 

其 霊 極めて 議講 、靈 少なし、 此本 日本 梵豪 S の 次に、 左の 三頌 f 

ratna-varebhi  ca  h crl ra-vareblur 

divy  a-  Vici varebhih 

sarva-dhvalYlgra-patnka-vnrebllll》 
paja a a te *02 u jin trl nakaromi 

以最勝 寶及華 鬉以最 勝 天 ••：： 

以諸最 勝 上 幢幡 我 作 供養 諸 勝者 

y crl l Cil  JU S, VPYP -3 PI ^ 'P ^. E: S, 一〕 P】 一. 
tnn  ahu  nirliari  cls?anella 

sarva- s: .s u .r pr '二 < mtyrlTP。 

諸 有無 礙明嘹 智佛子 持 用 諸 供養 
願 我 運 持 一刹那 刹那 剎那 常諸怫 
sa -3 VTti-satyam  up til gaml  IJQ. P- 
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尼 波羅梵 本は 三本と もに、 其始に 左の 散 鉢の 小 序 あり。 

crQ ltena  pr p pid sr lnanl  ak 5 rsit. 

跟時普賢茗薩摩誕薩、說如是多次第世界廣說已、照見如塵微妙怫刹諸劫數、以多量伽陀及歌讃、廣說此願。 

〔拙譯 〕 

漢譯 四十 花嚴に 於て は、 此文 短縮せられ て單 に爾時 普賢 菩薩 摩訶薩 、欲 重 宣此義 、普觀 十 方、 而說偈 言の 文 あ 
るの み。 

第ー第ニは矿數語句、日本梵文とー致す。唯頌文の列序の相異るのみ、ニ者共に寫誤頗る多く、其傳寫の年ャ 
詳か ならず。 而も 其 紙質 字 鉢ょり 推せば、 近代の ものた るは 疑な し。 ベンド ー ル目錄 にも 標 して 斤 一代 寫傳と 云 
ふ、 但し 第一は 第二に 比して 大に 古色を 存 す。 

第三は 讃 文の 終に 尼 波 羅古 寫經の 常例た る、 諸 法從緣 生の 偈 あり。 次に 左の 奥 書を 見る。 

a く am  likhltamitl. 

此 本、 紀元 一 百 八十 八 年 (西歷 一 〇六八)婆陀羅波陀(八月至九月) & 滿月の淸淨日に於て、優婆塞チナィ 


の 文 か 見ょ。 

(六) 二 5 皆拙譯 なり、 大方の 是正 か 希望す。 

(ニ) 頌 列の 異 

日本 梵本 1 羅梵 本に 比し、 其頌 列の 順序 頗 異な I り、 今 之 I 較 せむ。  ， 
已下 羅馬數 字は、 B 本梵 文の 頌— し、 伊— は 尼 波 1 本の—、 J は 日— 本、 苕尼波 1 本の 馨 入， 
B、 C は 順次に 其 第一、 第二、 第三 か 示し、 S ペン 氏寫— 葉の 代 字な り。 

一、 第一 頸より 第 四頌に 至る" 日 尼の 四 本、 頌 列の 順序 全く 同じ。 


J I n II] 


Y 


1 2 3 4 

ニ、 董美 q 震は、 日 眞後ニ 句を 響す。 11 頌の 後一 一句は、 日本 第 sis て 成り。 其 
第 六頌後 ニ— 日に f ては董 11。 尼 第一 一一 本は 第 SQ 養に 一一 ー頌 あり。 


J V 

A \ 5 

B V 
C ) 


b 

vb 


a b 


Y 


o o o 
? 

»6  6 6 


三、 第七頌 より 第 十二 頌に 至る、 日尼兩 原本 頌列 全く 同じ， 
普賢 行 顔讀の 日本 梵文 1- 就て 
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ya  para  nl 2£l rtham  ups crq ami  satva -3 
b scl hu  adhy CSI tmika  t ccl Jl  adhimuccye. 

8arva-Jlre *a3 u r a -3 i r a -s inityam. 

俗諦 所行 諸 供養 及 諸眞諦 所行 者 
衆多 自性願 勝 解 刹那 刹那 常諸怫 

此本 最後 Q ニ頌 、六十 一 及 ニ頌は 日本 梵文及 尼波羅 の 兩 本に 比し、 其 順序 全く 前後す。， ヘン ド 丄敎授 寫眞の 

四 蕾 字 鉢ょり 推す に、 其 古き 前者に 比して 一層な り。 其頌 の 序列は 尼 波羅の 三本と 同じ. 惜 むらく は 其 八 t を 
見ざる ことを。 

(ニ) Ga :5 Ia-vyuha  が 莖嚴行 願 品の 原文なる ことは、 gitra  の： Nepales  Bnddist  Literature  1 00 00 2 p.  90已下のヤ|£ 
弓文及矿顯ナ乘集菩薩學論原本中 !- 〇く所の、諸文を漢譯と對照して明なリ0予は其梵本中必す漢譯行願賛の六 
十一 ー偈— 有 tl し、 ロィマン 教授， i て、 ニ ド 上 敎授に 之が 調査— ひ、 其然 たる— めな。 同氏 
が 本年 七月 ニ 十八 日 吾師に 宛て し書中の一節 1- 、”；110;〇1:^1ョ〇§ニ8〇〇 5- 已§〇1 5- & 〇的§(1ミ71111?: 

(三〕 Biihler a SIebzehn  Tafeln  ztir  indische  rautograTDhie  1896  Taf  . IX. 

(四)  ベンド ー 少敎授 の wright ar History  of  Nepale に 憑り し 推算 こ® ふ。 

(五)  眞俗 一一 諸の 供養 は 法 財 ニ 供養の 別稱 なス- •か 若し、 善 男子 諸 供養 中 法 供 雲 (四十 花嚴第 四十、 天 六、 七 四) 前後 


六、 第 六 4 -j、 ニの 兩頌は 日 及 尼 第一 第二、 頌列相 同じく 尼の 第三、 獨り其 順序を 顛倒す。 


T II 

J LX X, 


B1 
A 6 


I 
C XI 
L 


L 


62 


Lx: 


頌文の 順序 何れが 正當 なるやは、 之を 定 むる 實に 至難の 問題な り。 今は 須 らく 日本 梵本頌 列の 順序が 全" く不空 
の 漢譯と 一致す るを 以て、 之を 取らん と 欲す。 

(一〕 前段 か 見ょ。 

C1 一) 後段 參 照。 

(三) 日本 梵 文の 特色 

日本 傳來 の 梵本は 其 公刊 Q 年代 明な りと 雖、 其 原本 Q 渡來 何れ Q 時に ぁりし やを 詳に せず。 然れ ども 之を 漢譯 
こ 比較し、 亦 之を 尼 波 羅の各 本に 對照 する に、 其 語々 句々 の 古意を 傳 ふる、 其 傳寫の 比較的に 誤 ^ ^ き 頗る 信 
憑するの價ぁり。是に於てか予は慈雲が精確なる寫傳と出版とに感謝し、梵語學の硏究至難なるの 1 陡にぁり 
て、 ょく 此の 如き 公刊を 得た るを 歎美せ ざるを 得ざる なり。 

昝賢行願讀の日龙梵文に-就て  三 一一 


D 

J 

18 

18 

XVIII 

2.5 

6.0 

LX 

29 

23 

通 J 

13  XIII 

XIII 

b a 

XIV 

a b 


14 

b 

XV 

a 

XIY 

a 

b 

15 

XV 

b 

a 

XVI 

a 

b 

16 

XVI 

b 

a 

XVII 

a 

b 

17  XVII 

b a 

XIII 
a b 


五、第十八頌ょり第六十頌に至る、日尼四本の頌列全く司じ^亦相司じ。 
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J 丄 

21 

四、 第 十三 頌 ょり 第 十七 頌に 至る、 日 尼兩梵 本頌列 頗る 差異す。 日本 梵本第 十三 頌の前 ニ 句は 尼 本に ありて は 
第 十七 頌の後 I 一句たり。 而 して 尼は 日の 第 十三の 後 ニ 句を 以て 其 第 十三の 前 ニ 句と し、 日の 第 十四の 前 ニ 
句は 其 後 ニ 句を 成す。 已下遞 次 此の 如くして 第 十七の 前 ニ句皇 る。 p 亦 尼の 三本と 司 じ。 


本は 多くは 此 規則に 從へ り。 然に 日本 梵本 にあり ては 空點を 施して と 記す を 常と す。 
t H' l aim  vandami  sarvi g. .g £:l TP( 一の 第三 句) 
tam  sugat ££l *3 stavaml  aim  s p rvalp  (四の 第 四 ^] j 

の 若し。 是 明に 日本 梵 文が 梵霊 史上ょり 見て 古 鉢を 存 すを 示す 所、 蒙に 指を 染めた る 人は 必ず 明に 之を 見 
む。 尼 Q 古寫本 H 於て 往 々日と 同樣 Q 寫傳 Is しても、 日が 養 優れたる 棄 ts すべきに あら 
ず や。 ロィマン 敎授 此點に 於て 大に 日本 梵 本の 優等なる を 歎美せ り。 

四、  1^ 妙 1^ 三人稱單聲若くは多聲を書するに日は多く0 ^ 、 ?:» に作り尼は0 ^ を以てす。 
yac  ca  kTtalpiyi  plpu  bhaveyya( 八の 第一 句) 

y 害 ta s. stha  nabhasya  bhlyya  (四 六の 第一 句) 

二者に 於て 伽陀語 Q 純を 傳 ふる S、 何れが 强 きか 1 考せば 自ら 日の 尼ょりも 古 f 傳 ふるの 優— を 見べ 
し。 

五、  更に 日本 梵文の 正確なる を證 する 有力の 左 券は、 本賛の 漢譯な $。試に左のー极に毯せょ 
r 日) Fe r la-palitasv  abhiyukto  ( 十九の 第一 句) 

(n 匕ン ィ 0 sp r p ミ ロ3ー昏ィ会 ^ 1デ&0(同) 

二者 韻律に 於ても 意義に 於ても、 何れを 取る も通ぜ ざるに あらず。 而も Hve と Yc とは 梵字. 控だ相仰 klrl 
瞢賢行 願 ft の 日本 梵文 1- 就て  三 ニニ 


普賢 行 顧 讚の 日本 梵 文に 就て  三 一一 一 
日本 梵文は •1及^の兩母音に就きて、其長短を混用するが如し。ば ^ .ユ| ^, を0民に寫し？「皆| ^ 「1§1, 
.viyaha を puja—  pla,  Viyuha に 作る が 如し。 其 傳寫の 誤れる 尼波羅 本の 帮助に 依りて、 始めて 炳明に 至 
りし もの、 亦 之な きに あらず。 續 て、 
tphlm  ejina-ma^als  sobha  citisme 

の句に萝らば、誰か之を快讀し得むや。尼波羅本は此正文を傳へて801311 &: ミ3}6と寫す。是に於てか意售 
全く 通ず。 此の 如きの 例尙ニ I を數 ふべ し。 若 夫 其 小 瑕疵を 指摘せ ぽ 、亦議 すべき もの 尠少 にあらず。 然 りと 
雖 、大 鉢に 於て 古代の 形態を 保存し、 原作 當 時の 俤を傳 ふること、 時に 尼に 優る もの あり。 乞 ふ 二三の 列を 左に 
摘 示せし めょ。 

一、 尼 波羅の 新寫本 (第一、 第二) にょりて は、 讃中 所々 に 出 づる十 方の 原語を da r -d l: に 作る。 日本 梵文 
は 古 鉢を 傳 へて da r -d-d l: と冩 す。 是 韻律 上 疑 もな く 日本 梵 本の 書 寫 正しき を證 し、 尼の 古寫本 第三 亦 之を 證 

す。 

ニ、 菩提樹 王の 梵語、 日に ありて は badhi-drumlndra と寫 され、 尼に ありて は bodihd— ぎ dra  u る。 韻 

律 上に 於て は 何れを 取る も 妨げず と雖 、日は 寧ろで”  Q 雲に 近く、 伽陀語 の 純を 傳 へ、 尼は 雅 梵語の 合聲法 
に 拘泥して 古 鉢を 失せし 跡 あるが 如し。 

三 a の 語尾を 有する 多聲 、男性、 業轉 ^. は、 梵 文典の 正則に 從へば 、當に 0& と 書すべく、 尼皮羅 の諸寫 
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XVI 
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aXVI 
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XVII 

c 

a 

d 

b 

aXYII 

c 

d 

a 

ab  cd は 順次に | 頌 Q 四 句を 示す。 X は 不空譯 に存 せざる 句な り。 

三、  第 十八 頌 ょり 第 四十 五頌に 至る 兩譯 其頌 列を 同ぅ す 

四、  第 四 士ハ習 下、 麗 S 其 順序 薫異 す。 前 1 第四士 ハ 11 第五 士ー— し、 I に前議 五十 
四は 後 譯の第 六十 頌に當 る。 而 して 後 雪 四十 六は 前譯 五十 五と 一致し、 已下 順次 其 第五 十 i— 

りて 第 六十 頌に 位す。 

前譯 46 47 48 49 50 誌 g 54 ls_ 58 59 s 
後譯 1 54 器 S3S 46 47 48 49 監 

五、  第 六十— ハ 十二の 兩頌 兩譯の 順次 全く 同じ。  . 

但第 六十 一は 後譯の 文新譯 と 一致せ ず。 大 鉢に 就きて 兩者を 比較す るに、 後譯 は馨に 比し 語句 甚淀 

暢 、文字 亦 1 し、 震 明 了！。 前 If 句々、 頗 lit して、 謹 攀る S む 所— にぁ 

ら ず。 而も 力めて 原文の 語句を 直譯 し、 S 語— 譯 する 一字 も忽緖 にせざる 苦心は、 f 之 I るへ 

三 一 五 

普賢行顔讃の日本梵文 |- 就て 


普賢 行願讀 の 日本 梵文 II 就て  三 一 g 

と. 8タと矿往み.にして ^ じ易し故にニ者何れヵ寫誤ならざるべからず。之を判ずるものは卽漢譯なり般若は譯 

して 日く 勤 修淸淨 波羅蜜、 不空は 翻して 妙 波 雲 常 加 行 急す。 而 して 尼の 書 本 ロ 亦 日の 如く糧 す。 日の 正 
當 なる 實に 瞭然た るに あらず や。 

S) 漢 譯 

本賛の 漢譯ニ あり、 共に 盛 唐 時代の 譯に 成る。 

一、 普賢 行 願 賛ー卷 (縮、 閏 十五、 十七) 不空 三藏譯 、天 寶四至 大曆六 年 (西 曆七四 六 至 七 七 一) 

ニ、 普賢 廣 大願 王淸淨 偈丨 大方 廣怫 華嚴經 普賢 行 願 品 

第 四十 卷中所 出 (縮、 天 六、 七 六丨七 七) 般若 三賣元 十一 年 S 曆七九 五) 十一月 十八 i 已 
兩 譯頌數 同じく-一 ハ 主、 其 語句 大 鉢に 於て 相 合す、 頌列 Q 順序は 甚だ 差異す。 

一、 第一 頌 ょり 第 十三 頌に 至る 兩譯の 頌列 全く 同じ。 

ニ、 第 十四 頌 ょり 第 十七 頌に 至る、 兩疆 S 列を 異にす。 後譯は 第 十四 頌 の 後 ニ 句 全く 異文たり。 而し其 第 
十五 前 1 1 句は 前譯第 十三の 後 ニ 句を 以て 成り、 其 後 ニ 句は 前譯第 十五の 前 ニ 句たり。 第 十六 頌は前 譯第十 
五の 後 ニ 句を 前 ニ 句に 充て、 第 十六の 第二 句を 後 ニ 句と す。 但し 第 四 句 稍 前譯に 異なり、 第 十七 頌前ニ 句 

は 前譯第 十六の 後 ニ 句を 以て 作り、 前譯第 十七の 第 I 句と 第 四 句とは 其後兩 句 を 成す。 而 して 前譯第 十七 
の 第二 第三 兩句は 後譯に 於て は 全く 之を 缺 く。 


れ たり。 同 教授の 厚意 實に大 と 云 ふべ し。 ベンド 丄敎授 は、 終始— て ケム、 す ヂ大學 及 II の珍籍 
を貸與 し、 華嚴行 願 品 原本に 就きて は、 特に 本賛搜 索の 勞を 取られたり。 本 賛硏究 中予は 自由に 获 原雲來 氏の 
.縮刷 大 藏及歐 文の 書籍を 使用せ り。 同氏の 言に 由り て、 大に 得る 所の もの 亦 之 ぁり。 而 して 今 £ 月 する 梵本于 

本は、 淨 i 露 i 震 土 川 善 i がー 年 有 t— 索して 蠢 せられた る 念 i る。 _雪 輩— して、 
予 が眞摯 の 感謝 鼻ぐ るは、 予 S に光榮 とする 所な り。 予择 f 收む るに 臨み、 本賛 中の ー偈 1 して、 永く 

諸 先輩 指導 補 翼の 恩を 記せむ。 

Ye  pi  ca  mitra  ma  日 a -3 lllita-K s5l ma 
Bhadra-cariy  a nidar  ル ayat ccl r ccl l •一 
<r+- ebhi  sam cs' amu  nityu  bllya 
terns  ca  aha -s na B. rs gay  一 jatu  ! 

諸 有 雲 益 我 者爲我 示現 普賢 行 其 彼 常 得 而聚會 於 彼 皆 得 無 厭 心 (不空 5 
明治 三十 五 年 八月 廿日 

シュワルツ ワルド トリべ ル ク在 シヨ ー ナハ 村に 於て 
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夢賢行願讀の日本本文 !: 就て  三 M、 

し。 此點に 於て は不 空の 譯 、其 後譯に 優る 所 あり、 乞 ふ 試に 左の 一例を 見よ。 

一 我 昔 所 造 諸 惡業皆 由 無始 貪瞋痴 

從身 語意 之 所 生 一切 我 今 皆 懺悔 (般若) 

ニ 我 曾 所作 衆 罪業 皆 由 貪欲 瞋恚痴  • 

由 身 ロ 意 亦 如是 我 皆 陳說於 一切 (不 空) 

前に 擧 げし 梵 文と 比較せば、 兩譯の 特色 自ら 明かなら む。 

兩譯を 日本 梵 本に 比する に、 不空 の譯は 第一 頌 より 第 六十 ニ頌の 終りに 至る まで、 首尾 其 順序 全然 符合す。 It 、 
語句矿善く相\1ロす。般若の譯は頌列の不空所譯に異なる如く、正に日本梵文と相違す。而して不空譯の费後に見 
る 所の 速疾 普賢 行 陀羅頌 、亦 日本 梵本に 於て 之を 見る を 得。 

曩謨、 悉底哩 也、 地尾迦 南、 怛陀孽 哆喃 、崦 、阿戍 囀 羅 、尾 擬備 、莎囉 M。 

已上は 普賢 行 願 日本 梵文に 就て 硏讚 したる 大要な り。 頌 列に 就きて は猶 論ぜむ と 欲する 所な きに あらず。 健举 
毘喩 訶梵 文を 檢討 せる 後、 更に 之を 世に 問 ふ榮を 得む か。 

吾師 ロィマン 教授は 此 研究に 就き、 着意の プ ラク ツト 語より して、 重要なる 敎 示を 與 へられし こと 甚だ 多 
し亦予 を英 露の 諸麗に 介し、 貴重なる 嘉本 を靈 する を 得せし め、 或は 當 に借覺 を 借べき 約を 得せし めら 


卦 ^^ 中’天台山行滿 ^ ^^一一 ^: 一^一^ョへ當作孕笤 ^ —泛目^^ハ願海の梵—) 

P 此 f I 足— 傅へ、 11 の 後、 之— 弟 僅し、 傳 へて 1_ し i 

ニ f 、 藝 SI し、 題— 賢 If  $ ^ 

子の 稍 裏なる— ゐ、 橫 八、 ニ 仙 迷、 竪ニ 七、 五—、 一面 一 百 〇 四 折、 蠢 通計 二百 ◦八 折の 折 本！。 行 

隱童零 行し、 霞— し、 靈— 驾 1111 止む。 |の| 

折は 本文の 注解、 i 考—議 し、 之に 添ゅ るに 露佛 異名、 大日 經中所 出の 梵讃— 以てす。 本文の 間には 
朱 若く は黑— て、 護に 注解 霖 1 記し、 或は 異本— 校し、 或は 漢譯— 照し、 1 俱 細大の 文字 充 
填して、 紙上 空白— ず、 其 精 養 堡べ It。 付す る 所の—— 博く 藏中| 義神 1外 の 典 
籍基 引して、 梵語の 意 管 明に す。 其卷 ■蕾 多と する に 足る。 此 等の 挿 註 雲 等攀逢 雲の 筆に 出 
で、 餘は養 行滿 等の 補記す る 所に 就る、 字體 ょりして 之— する 甚だ 難から ず。 

慈 雲は 此寫 本を 作る に當 り、 四 種の 異本を 使用せ り。 第一 折の 揷 記に 日く 

行願賛 、餘得 四 本、 一則 高野山 無量 壽 院本、 其 文 下行、 一則 同 山 介 〔i 華〕 三昧 P 一— 海 雲 堂 亦 下 

1 了、々 不拘 句、 一得 之 攝州小 曾 根 邑海輪 寺 者、 其 文 右 行。  ， 
と此葦 手寫の 謄本は、. 實に 律師が 卓絕 なる 夫の 行 願 賛の梓 行を 見る に 至らし め户 り土丨 r 珍 太 f 

拙稿 普賢 「行 賴賛の 日本梵文 1- 就て」の補遺 . 三 一ブ 


三 一八 

拙稿 「普賢 行 願賛の 日本 梵文に 就て」 の 補遺 

(明治 三 六、 一一、 東洋 哲學第 I 〇 卷ニ號 〕 

一 慈 雲 尊者 手 寫の行 願 賛梵本 

北獨 逸の 巡遊を 終りて 後、 餘は行 願賛梵 本の 硏究に 就き 最 貴重なる 材料の 一を 淨土宗 第五 敎 校長 土 川 善 澂師ょ 
り 得たり。 是卽慈 雲 尊者 手 寫の行 願賛梵 本な り。 表紙 前部の 裏面に 記 あり。 

享和ニ 年 (西曆 一八 〇 三) 壬戍三 月 ニ 十一 日、 慈 雲 (Acarga) 賜 之、 予生々 世々、 憶 持 護持 云爾、 慧友僧 
護 記 (印 あり〕 

羅馬 字は 原文 哲梵を 以て 記せし を 示す、 括弧は 拙 註な り、 已下亦 此の 如し。 

後部の 裏面に 記して 日く、 

歳次 天 保 五 年 (屋 一八 三 四) 六月 二日、： 以 (於.？〕 高山 寺 十 無 盡院、 | 交 了、 相承 之 了、 再校 了、 p 县. 
a-mitra-raxa 此云慧 友 護。  • 

脊面 本文の 尾、 語彙に 次ぐ に、 左の 奥 書を 以てす。 

是行願賛梵本一卷者、慈雲大和上手書也、吉祥雲院密護、十無盡院證誠兩 >' 0目3^法公、贈之、願海忽遇 
大王 膳抒歌 踏 舞、 歡 々喜々、 家 珍 第一 者 也、 維時 安政 丁已 (四 年西曆 一八 五 七) 沈 八月 五日、 淸 rl 条石雲 庵 


圓行 は 天 長 三年 cl 八 ニ 六〕 入唐し、 承 和 六 年 S 曆八三 九)— し、 其 年 十二月 十九 日 請 ft 上れ 
り。 慧雲 禪師請 來敎法 目錄の 中に、 

と 一 是亦藝 Q— らむ S 響— 四 年 (西 i 七 if  i—p。 運— 法論 

垂 十|||」||1。 g _實 11 '2— 蒙——。 

圓 行の 入唐す る や、— 11 眞に從 ひて 密敎 を傳 習す。 覽は橐 の 弟子 法を 同門の 謙に 嗣 ぐ。 行が 請 
來す备 QI 秘— 多く 1— の ものた る— 11 。乃ち 知る 其 普賢 行 願賛— 本— 11 の 原文 

たるべ—、 響 用—— 棄 2 霞 重 isl— び— 本 

が、 首尾 全く 不 空の 麗と 一致す る、 實に 之を 證 して 餘 あり。 

三 行願賛 最古の 漢譯 

I 養 驚 響 ニ sf  — 专竺聲 —i  it、 _議| る、 文 

M 而 PI i 露 代 塞— ニ 年 〔穩ニ o〕 f 。 1111 一 雲 1 

の 行願賛 最古の 譯 にして 其 頌の完 たから ざるを 記す 淸凉 行願賛 別行 疏に亦 

拙稿 5. 賢 行 願賛の R 本梵 文' レ 就て」 の 補遺  三 ニー 


拙稿 「並！！ 賢 行 願賛の 日本 梵文 1: 就て」 の 補遺  三 ニ 〇 
の 次、 書して 日く、 此手寫 本は 慈 雲が 行願賛 刊行の 最初の 原稿と して 見る を 得べ しと、 蓋し 過當の 言に あらず。 

慈 雲が 梵學 復興の 爲 に盡瘁 し、 其 硏究に 非常の 辛酸を 重ねし は、 此手寫 本に 於て、 歷々 之を 親るべし。 乃此擧 3 
本は 日本 S 產史 Q 上に 於て f 憂の  一 1 べし。 左に 本文— 擊 ょり ニ f 抄出し、 以て 如何 
に 其 精 探の 苦、 博 渉の 勞が 巨大な りし かを 示さん と 欲す。 

(ニ 四) >bhinirhari 金界 供養 會 、西 右 眞言、 阿 鞞彌珂 利 出現 也 •略 出 經云所 出。 

(四 九) Ku 5 itra  Ku 是 不好義 、應 音、 究那 羅此譯 云惡人 (下略) 

(八 四) Tatra 因明疏 一日、 云此中 (中略) 明燈抄 日、 凡 西方 法 欲 發言云 怛怛羅 、唐 云 此 中。 

梵學侓 を 失し 零碎 なる 聲 明の 外、 一の 字囊 なく 一の 文典な き 時、 一 語を 檢 出す る尙容 易なら ず。 此間 精攻兹 
に 到る、 感嘆せ ざるべからず や。 揷記 語彙の 中、 間 誤謬 あるが 若き は、 寧ろ 其 研鑽の 苦を 證す るに 足る のみ。 

ニ 行 願賛の 日本に 渡來 したる 年代 

行 願 賛梵本 Q 我國に 渡来した るは、 遠く 屬九 世紀の 昔に あり。 縮刷 疆餘 ニ、 四壽 來錄？ 圆行和 尙の錄 
に 記す。 

普賢 菩薩 行 願賛一 卷梵漢 兩語相 對着本 (餘 ニ、 七 六、 表) 同 錄復た 記す。 日く、 

梵字 普賢 菩薩 行 願 賛一卷 梵字 漢字 相 對着本 梵字 悉曇 | 卷 、右二 部、 雖先來 、而爲 用證本 (餘 ニ、 七 六、 褒) 


唐 

並 

XIII 1 

1 〇 

j 12 

XIV  € 

} 13 

XV  1 

b 

} 14 

XVI ミ 

J 

\ 

XYII 

xvin 

[■15 

1 

XIX  l 

) 
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XX 

i 

16 

XLni 

39 

b 


は ー頌 中の 前 ニ 句 及 後 ニ 句な り。 


3、 唐 第二 十頌 より 第四 士ー 一頭に— 二十 四頌 は、 其 中 稍 異文な— あらず と雖 、順次に 晋 の第士ハ頌ょ り璧 
十九 頌に 至る 二十 四頌に 合す。 


' 1 農— 1 ■。蠢 四十— ょり？ 11 、晋 11 。琶 第五 十五 
頌—第 i 管。 llf 已 下は 晋譯 

之を 闕 く。 
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II 
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VIII 

7 

IX 

8 

X 

9 

XI 

10 

xn 

11 

拙稿 「普賢 行 願賛の 日本 梵 文-」 就て」 の 補遺  三 ニニ 

喜 及 今、 惣 有三譯 、初 卽晋朝 三 藏佛陀 跋陀羅 、唐 云覺 賢、 譯出ー _ 、五 字 成偈。 

と 云へ り。 

此經 は頌數 四十 四 〔南 條師 目錄に 四十 三— I くは 寫誤 S 不空| 比 II あり。 
、第一 頌 より 第 四頌に 至る、 二者 多少の 相異— も、 大體に 於て 相 合す。 不空譯 の 第五 頌 は、 覺賢譯 に 於て は 
第六頌 たり。 その 第六頌 は晋譯 之を 缺 く、 唐 議七頌 は、 晋 にあり ては 第五 頌 たり。 唐 譯 第八頌 より 第 十二 
頌に 至る 五頌 は、 晋に ありて は 順次に 第七頌 より 第 十一 頌 たり。 


* は 稍 異なる 頌な るを 表す。 

-、 唐 譯第士 一一 頌 Q 前 I I 句は、 晋 之を？、 唐 Q 後 ニ 句と 第士一 1Q 前 二 句とは、 晋 Q 第士  f 頌た り。 已下 遞次此 

の 如くして 第 十六 頌 の 前 ニ 句に 至る。 蠢士ハ 頌の後 ニ 句と 第 十九の 後 ニ 句とは、 晋の十 if 。 唐の 十 
七、 十八の 兩 頌は晋 之を 缺 く。  . 


唐 

：XLIV 

XLY 


LIV 

LV 

LVI 

LYII 

LVIII 

LIX 


LXII 


晋譯の 如何なる やは、 左の ニ 偈を前 稿 ニに 擧 ぐる 「讃 八」 及び 「讃五 七」 に 比較せば、 略 其 一般を 知る に 足る 
べし。 

一、 我以貪 瞋痴造 一切 惡行身 ロ 意 不善 悔過 悉除滅 (偈 七〕 

ニ、 願 我 命 終 時 除 滅諸障 礙面見 阿彌陀 往生 安樂 國 ( 偈四 ニ〕 

晋譯 と唐譯 との 關 係を 研究す るは、 佛敎 聖典 史上に 極めて 趣味 あり、 極めて 有益なる 問題なる ■べし。 乞 ふ 也 日 
を 待ちて、 卑見を 開陳す る ことを 得む か。 

四 四十 華 嚴梵本 中に 含有す る 普賢 行願賛 

余は龍敦皇立亞細觅協會長リスデヰド敎授の厚意に依りて、四十華嚴の原文 〇 若金 <! 7015健拏毘喩訶に含有 
する(ぐ願賛梵文をその日本梵本と對校するの幸を得たり。 

此梵本は 0 §么1及1'叫的&1而兩敎授編蘂の皇立亞細亞協會怫敎梵典目錄に記する所の珍本にして現在四十 


拙稿 「瞢 賢 行 願賛の 日本 梵文 1- 就て」 の 補遺 


三 ニ 四 


1 日 


44 


0 12 
4 4 4 


0 


1 1 11  1. I-  1 

du  Mus6e  Glliget.  Tom •一一. (一 881 ) 

(九) Analy ®. s of  the  Kangyur  pp.  4011406. 
r 一 〇) M ffi> lange zc A 01 iatique  I.  p.  421 • 


描 稿 「普賢 行 顔賛の 日本 势 文'」 就て」 の 補遺 


三 ニ 七 


拙稿 「並 日 賢 行 願賛の B 本梵文 1: 就て」 の 補遺  三 ニ 六 
得たり 卽此頌 第二 句は 左の 如し。 

divya-vicitra-vit s' la-varebhi  以最勝 天雜色 蓋。 

至元錄 に據 るに 行 願賛は 西 藏大藏 中に 闕 くこと を 記し ' tsoma の 西 藏兩藏 目 錄亦行 願賛の 名な し。 其飜傳 の 

何れの ^ に 就り しや 未だ 詳なら す。 西 藏華嚴 部 1)11ロ1- 0 11§第四十五章1^?品 ^ 0- ^ 170 〇- ^ 311 .; 1110111§普賢行 

願 品 中に 本賛存 する や 否やは、 未だ 檢討に 及は ず 同好者の 示敎を 仰ぐ。 

此賛亦 蒙古 譯 あり、 露都大 學其刊 本を 藏 す。 本賛の 廣く大 乘佛敎 徒の 間に 誦傳せ られ たる 見るべき 也。 (明治 

三十 五 年 十二月 十五 日南獨 ストラス ブルダ) 

註 

(一) 十 善 法語 付錄慈 雲 律師 傳な 見ょ。 

(ニ) 大唐 內典錄 。三 

Qoi_-  E Qp^^ol  s-  ^ W--  >•  o 
(四)此體は第十一世紀 |1 於ける尼波羅冩經の特點として見る可吾ものなり0ぺンダ /1/ 氏の目錄(前稿三の註ー |1 己マ) 
p. 1 74 •及 其 表 一一 2.に記載する85〖 9 5|111 &|| 15ム|3は此梵文と其書寫ニ年か後る>のみ、之と對照マる時、其 
字體、寫風甚だ類似し、同一年 |1 あらざるやか疑はしむ、尼波羅紀元か西曆 11 換算する，，とは « 65 ^ 11及ぴ名 2. - 
ght l. 依れり。 

(六) csoma-s  Tibetan  Grammar  Appendix  p.  38 


|羅の$ 、墨の 一本 刊本き 合せて 都て 九 f 桑を 霞せ る 同 養 之羅 する 研究は 
畏友 高蠢兄 Q 襲と 石 川麗師 S 犬— 扶助に 依りて _氏 及 江 _露 叱 f 仰ぐ の 時 蓮 i ずして 
至るべし。 普此 好機を 利して 石 川 高 島兩 氏に 對し 公に 深謝 S を 表す。 


梵文普賢行顔賛渡來年時 1- 就きて釆澤義道君 1. 答ふ 


三 二 九 


三 二八 

梵文普賢行願賛渡來年時に就きて釆澤義道君に答ふ 

(明治 四 一、 一〇、 馨敎第 九卷第 一 ー號〕 

铲文行 願 雲來の 年代に 就きて、 去る 明治 三十 七 年、 拙稿 行 願賛 討究の 補遺と して、 他の 數行 と共に 之を 報吿 
したり。—?— 11 蠢ニ册 八 十 七頁已 下に 出づ。 1 文中 i— 霞 fil 臧餘 
ニ、 七 六 紙 右 及 左)、 證 禪師( 同餘 ニ、 七 七 紙 左) の兩請 來錄に 依りて、 其 渡— 年代— にし、 是 傳と梵 

漢 雲と If  I して、 _Q 同賛梵 文は、 正に 11 ニ藏 所傳 の もの— 蒸定 したり。 蓋 邦 傳の梵 文は、 
首尾 悉く 不 空の 譯に 符合 すれば 也。 乃ち 傳來の 系統は、 

不空 —— 慧果 —— 義眞 (慧 運、 圓 行) …… 慈惠 

11 き、 この 梵本 1 波羅 本に 對 して 南— と— し 置き、 邦傳 文の 價 極めて 犬— I にしぬ。 
當時圓 行の 記載 中、 

梵字 普賢 行 麗一卷 (梵字 漢字 相對着 本)。 梵字 謹 I 卷 。右二 部雖 。先來 而爲證 本。 霞。 

の 文 ぁる 直て 5 野 山 大勝 來管 繁む審 f しも、 醫 Q 蠢此 種の 書惠 くの 望し かりし 爲果 

さず して 今に 及へ り 熟る に 兹に幸 にも S 氏の 文を 讀 みて、 輩の 望 S し、 且つ 霞す る 所 C からざる も 
の ぁり。 感謝 曷ぞ璨 へむ。 


多き こと 六 品、 漢は 全品 一二 十九に して、 蕃は 四十 五 f。 今圖 して 雨 本の 同異を 比せん。 


蕃 

漢 

1—3 

4 

5 

1—3 

5 

6 

9 

7 

8 

6 

10 

11 

12—43 

7—38 

44. 

45 

39 

圖に 示す が 如く 蕃 本に 於て は、 漢 Q 世界 成就 品と 華 藏 世界 品の ニ 品が 廣開 せられて 六 品と なり 其 說明遙 に 精細 
なる が 若し。 或は 此間漢 本に 存せ ざる 他 品 ある や 否やは、 余 未だ 蕃 本を 手に する の機會 なきを 以て 之れ を 斷定す 
る 能は ず。 亦た 藏 の 第 十一 品と 第 四十 四 品とは、 其 品名 漢に存 せざる 所。 別品な り や 或は 又 他 品ょり 別 S られ 
たる やは、 尙 精細に 研究— する 所— も、 要 之、 葉と 漢本 とが 营本真 にしたり し—々 として 疑 ふべき 
にあらず。 而 して 西藏の 史乘に 見る が 如く、 當時 幾多の 漢僧 西藏に 滞 錫した るを 以て 蕃ユ 4 の 1| 價に ^ し譯 % 
に 列し 蒼 _ と 霞し 校合し、 以て 麵 tQ 襲 ■せし が 如きは、 想像し 難から ざる 所。 至 S 截 載は 謂 ふ 
に 比の 一面の 事實を 傳ふる ものに あらざる なきを 得ん や。 

是梵語の ^ 啦^^ 1| 隆ポ |—| ^ & §: く§ ^ &の正翻なり。西藏の書には此梵名佛字を略去し但に阿瓦土齒甘 
華嚴經の梵名 |- 就さて  三 三 一 


三 三 〇 

華嚴 經の梵 名に 就きて 

(明治 三 六、 六、 宗粹雜 誌〕 

華嚴大 經の梵 名は 南 條文雄 氏の 英譯明 藏目錄 之を Avata s- sakawi^l i^ ln となし、 吾國の 怫敎 研究家、 亦歐 
洌の學 者に 傚 ふて 此 名を、 襲用す るを 見る。 此語亦 嚴麗雜 飾 等の 義ぁ り。 之を 用 ゆる 頗る 適當 なる に 似たり と 
雖 、然れ ども 余は 考 ふ。 是 現存 漢 譯華嚴 の適當 なる 原 名に ぁらで、 其實 は蕃譯 華嚴の 梵 題を 借り 來 りしに 過ぎ 
す。 若し 漢譯華 嚴の梵 名を 正く せんと 欲せば、 宜く 之を 改めて Ga a avyQha  ® 1 とな さ ^ るべ からず と。 

華嚴梵本は他の大乘經に屢見るが如く、種々の名ぁりしことは事實なり。此事旣に||)凉の大疏中にも述べたり。 
而 して 漢譯 と蕃譯 とは 其 所 傳の梵 本、 名 題を 異にせる が 若し。. 

(一) 西藏 所傳梵 本の 題號至 元錄の 記す る 所に 依る に、 西 藏華嚴 部は 漢 本より 譯せ られ たる ものな りと す。 然 
れ ども 之を チヨ 丨 マの 蕃雨 大藏目 錄に稽 ふるに、 此 記事は 頗る 取捨を 要すべき 1 る。 チヨ 1 マの g 述に 依る 
に、 蕃藏 中に ぁりて は華嚴 .jg は前藏 穴|1の第111部に位し、呢度敷航，繼 ©: 1: 1^ ぎ§&—^^^ 

譯主量 讀鋈但 vaill 昏 xitaQ¥ る 所たり。 竺麗 §、 羅王 

命を 奉じ、 他 §_ 土 Qf に 大に巴 讓傳に 功 f 。 ；| 1 sf 屬八七 八よ— 九 ◦一  S る。 漢本 
八十 霊 is る-^ も Q 約 百 八十 年 乃 1 百年—。 而 して 画の 華 嚴之皇 本に 比する に、 §_ よりも 


の梵本 中に 於て 之を 見るべし。 

現 時 華嚴梵 本は 唯一 一品を 存 する 已 耳。 卽ち第 二士 ハの 十 地 品と 第三 十九の 人 法界 品の み。 此 二者は 共に 尼 波 
羅 九大 聖經 の 中に ありて 其數 通の 棄亦 ケム ブ リッ ヂ 、。ハ リ 、ロンドン 等に 蠢 せらる。 H 地 品は 漢名の 如く 
03.ぽ一〕11|ぞ|と稱し入法界品は呼で 0 £3.といふ。是正に怫典註解家の所謂總切别名の 1 你を適 
用すべき もの、 最初 各 品.— める 總 名が 轉 じて 其 一品の 爲に 占有せられ たる ものな り。 余は 此梵 本の 大英盡 西 
細 一5一 協 會藏貝 葉、 寫本 及び ケム ブ リッ、 チ 大議の 紙 本に 就きて 之を 漢譯 と藥 照す るの 次^^ r 左の 女き 文 
あるを 見たり。 

aria—  samtah. (聖華 嚴大 法典ょり して 得た る義財 智識 •承 事 行 第 十一 竟 る) 

此 文は 明かに 現存の 儼 拏廳訶 卽入 法界 品 原本が 元と 大本 儼拏廳 訴卽華嚴のー音にして其題 ^ は 要する ー "す e 匕 
別名に 過ぎざる 基し S り あり。 而 して 行 願 品に 此の 如き 名 管 用 ゆるは、 四十 霊の 後に 附 する 烏 霞 王 力 

唐德宗 帝に 行 願 品梵本 を獻ず る疏 中に 於ても 之を 見る ことを 得るな り。 

大方 廣雲震 草 偈中蠤 、露、 ¥ 雲 承 S 刹糧蠢 馨_ 中 辛 藍 馨智 雙不暴 解脫 境界 

普賢 行 願 品 

是を 前の 譯 文と 比する に廣 略の 異 のみ。 而 して ベンド 1 ル 教授 校訂の 大乘 集菩麗 論の 原本— 画。 01 

華嚴經 .の 梵名 1- 就きて  三 三 三 


華嚴經の梵名 |: 就きて  三 三 一一 
‘ と 呼ぶ。 此 語は 元梵 動詞の ^ an= 「擴充 する.」 ょり 出で、 之に ava の 字 冠を 加へ て 「覆 布す る」 「擴 張す る」 の 
意を有し、名詞となりて後、華鬉、嚴飾等の意味にて梵語古典中に用ゐらる。西藏の譯家は實義に隨つて之を「集 
會」 「聚 合」 の 意を 有する phalp?che を 以て 之に 充てたり。 蓋し 梵 土の 風と して 聚 合、 集 會を華 鬉に譬 ふるは 美 
文の 常例に して、 藏 中の 本 生を 集めし ものを 本生鬉 論と 言 ふが 如き 其 適例 なれば 也。 

至 元 錄は元 西藏の 喇嘛が 漢僧 と共に、 元朝の 命に依りて 編鼗 したる もの、 其 記す る 所の 經 典の 梵名が 西 藏所傳 
の ものた る や 論な く、 隋 つて 之を 直ちに 漢本に 適用す るの 結果は、 其 中に 適と 不適と を 見る は 免れ 得ざる 所に あ 
らずや。 § 厫の如きも此ー例たり。卽西蕃の學僧は其所傳の梵名に從ひて直ちに之を|;)瓦坦甘となし、漢本別に 
之が 梵 名を 有する ことを 硏めず 、終に 華 嚴の梵 名に 「怫 會」 の 原語を 用ゐ るに 至れる 也。 泰西の 學 者、 此經を 記 
する もの、 例せば ヮ シリ H ノフの 如き も、 專ら 其材を 西藏に 取りた るを 以て 常に 阿 瓦坦薩 甘の 語を 用ゐ て、 之を 
•漢譯 の 華嚴に 冠ら しめたり。 

(ニ) 漢本華 嚴の梵 名 漢本華 嚴の梵 名は 健擎驛 誕 0 3づ ^ く ^, 111 ^ を譯したるものなり。^^の大疏、明に之を 
記す。 

摩訊怫略 ^ & 与3 6 暑3勃陀 ^ & & 13健拏0复3驃誕く ^1 &修多羅5 5 3此云大方廣怫雜華嚴飾 

今 略雜飾 二字 已 耳。 

淸凉は 譯 場に 列し 梵 土の 三藏と 友交 多し、 其 記載の 信を 措く に 足るべき や 論な し。 而し て此梵 名は 亦 現存 華嚴 
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s 蕃 名の 對_ 字 u 藏中彰 所知彰 論の 用字— る (藏 、四、 九、 右) 
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華嚴織 の 梵名 1- 就きて 
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華嚴絰の愁名 |* 就きて  . 三 三 四 
中、 儼 拏驃訶 の 名を 擧 ぐる 所、 漢譯に 於て は渾て 之を 華厳と 譯せ るが 如き、 亦 有力の 證 となすべきな り。 

此の 如く 儼拏驃 訶なる 名が 漢本 華厳の 原 名なる は 疑 ふ 可らず と 雖唯儼 拏の字 之を 解す る 頗る 難し。 現今 印度 及 
歐洲の 梵語 字典 中には 儼拏 には 淸凉の 云 ふが 如き 雜華 の義 なし、 ケルン 氏の 如き も 之を 解す るに 泡沬 莊嚴の _を 
以てし、 日く 如 幻 如 夢の 義を詮 すと。 然れど も是 一家の 說に 過ぎず、 謂 ふに 佛敎 梵語は 其 用法、 通途 印度 古典の 
用法と 異れ るは 怫敎 古典 研究家の 之を 知る 所、 乃ち 此 語の 如き も通途 所用の 意義の 外淸凉 所釋の 如き 意を 有する 
にあらず や、 余は 未だ 梵漢怫 敎文學 中、 此語が 雜 華の 意に 於て 用 ゐられ し 文に 接する を 得 ざれば 明に 然く斷 言す 
るを 得ず、 或は 此語が 現 時 用 ゆる Ga a a と 全然 語原を 異にせる プ ラク リットょり 來りて 輾轉 時を 經て 偶々 之と 
同形を 呈 したる にあらず や。 是亦 深く 研究すべき 所な りと す。 大方の 諸君 子此 等の 點に 付きて、 指 敎に吝 なるな 
くん ば 幸甚し。 (明治 三十 六 年 四月 八日 ストラス ブルダ) 
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(一〕 南條師 英譯明 藏目錄 •一一: 十三 頁 

(ニ〕 華 嚴の十 囘向品 か 金剛 漢經 Vajradvaja と 呼び. 演の月 光 童子經 か 尼 波 羅 1: て 三昧 王經！ sam pl dhir pl ja と稱 マ。 

此他、部執 |: ょリ、宗派 1: 從つて經名な異 |- マるは印度の常例打り、 

(三〕 大疏 第三 (縮 藏歲 一、 十七 左〕 

(迪) 至 元 法 寶勘同 總錄ニ (結 八、 五十 左) 


十三 筆闐 古代史 ly 藍 03  oprl  (313: 与. 議丨 答と なす、 •記述す る 所、 大抵 西域 記の 
所 傅— でず と雖 、上座 大衆 兩部傳 来の 年代、 佛敎 興廢の 事跡、 其滅忘 時代 等、 錄 して 甚 詳細— もの あり。 

干 闐怫敎 Q 硏究 には、 必 らず參 照に 資すべき の 書な り ( 藝本宗 高等 學院其 一本を 藏 すと 覺ゆ 、就きて 檢 せられ 

ょ) 

怫人 にして 著名なる 漢學 者なる レミュザ lfllt に 『干闐 市史』 3 Iilfde  la  Ville  de  Ipotan、 
Paris  1 00 20 の 著 あり。 漢已來 の諸史 中、 干闐 に關 する 記事を 抜萃して、 其 政治的 方面の 沿革を 敍述 したる もの 

なり。 

(一一) _#緊 ^0 矣_|鬆宏鬆干圓及其附近の古代佛敎國、卽ち現時所謂中央盟璧は、今ゃ大に 
歐洲 東洋 學者 Q 耳 雲集 中し 来れり。 蓋し 旣往十 年 S 該地 方ょり して、 時々 貴重なる 歷史及 言語 學の 資料を 發 
掘し、 經 典記錄 の斷片 、古錢 古壁畫 等、 歷 々として 同地 古代の 政態敎 勢を 示し、 漢土 載籍の 記事を 明確に する あ 
り。 例— 彼 雲 及 置の 兩大置 書 館 S する 観 以て 書 f 法 fi 斷这 f (樹產 の 古代 西 
域 地方に 行 はれし ことは、 1、 經 錄之备 する 所 t。 達 字の こと 逢 養 直— に 見 ゆ) f 含 
11 r 議 の蔓| 種— 1 文 Qf 、 同 f 經て麗 If 人り、 謹 f I を 

なした る 旅行家 Sven  Hedin の 討究した る 事實の 如き、 去歲 伯林に 歸 る佛敎 美術 擧者 o 35vcdel の 一^地 怫敎 

古跡 探檢 Q 如き、 一 t て怫敎 史家の 1 すべき 事項に t ざる 1 し。 三年 前 余は 中盡細 ■見の 古 經典公 

三 三 七 
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ニ楞學 人に 寄す (干 闖迦 濕彌羅 の佛敎 (: 關 、し) 

(明治 三 七、 四、 宗粹雜 誌 第 八 一 第 四 號) 

干閬 、迦濕 麗兩國 鍵の 討究は、 佛敎學 者に 取りて 甚だ 緊要なる 問題なる に關 はらず、 本邦 未だ 之に 指を 染 
めた る も Q ぁるを 聞かず、 ニ 置 人が 「宗 粹」 第七卷 Q 第 十？ 一に 公表した る ニ 文は、 實 SS の 開拓者を 以 
て 目す ベ IQ、 學界 Q 爲甚 1 べし— す。 其搜索 S や、 眼識の 明 や、 豈藝界 の 感謝と 慕と に價 せず と 
せむ や。 今學 人の 敍述— みて、 少しく 自家が 此 問題に 就き、 聞 見した る ニ— 列記し、 變 之を 學 人に 寄す。 
—贅 虎、 固ょり 其 譏を 甘ず べしと 雖 、其 間 亦 多少の 資料を 學 人に 供給す るを 得 ば、 幸 何ぞ 之に 過ぎむ。 

U ) 干闐怫 敎硏究 の 史料 漢土 載 籍の干 圓に關 する 資料の 外、 唯一の 材とも 稱 すべき ものは、 西 藏所傳 の 各 
擎 1 1。 西蕃 兩大藏 Q 中に、 左 Q 四 部の 書を 現存す。 

1、干闐記(續藏第九十卷〕 

ニ、干闐懸記(同) 

三、 僧伽 伐達那 sal aq havardhana 羅漢 懸記 同) 

H、 牛 頭 山 Garirga  懸記. .H ^ gr 集 第一 ^ 卷： > 

此 M 部所 載の 大要を 合 揉撮錄 したる もの、 之を ロックヒル (一ぎ Fill) 〔佛陀 傳〕 u a a- ory  of  BuddluT の 第 


2 . Stein;  sand—buri<I Q tics  of  310 1—  Lilon  1 93 メ 

前者は 同氏が 研— 表の 序 報と して 出した t の、 其 蒐集に なれる 資料の 重要— ものは、 大抵 此 中に 圖示 し 
たり。 後者は 寧ろ 紀行 的に して—— なりと 雖、 8 の警 、記事の 精確なる、 怫敎 史家の 机上 一本 を具 ふ 可 

き價 あり。 

歐洲に 於け る 5 研究の 現— 上 S 如し。 ニ ■人の 討 S ■ずし 1 S— 界の 一好 麗と雲 
した— り。 余が 學 人の 論文に 對 して  一—— る 興味と 尊敬と— する も SIS 也。 

(s  印度に 記 錄史傳 の 如— の i は、 世の 遍く 知る 所、 唯一 之 あるは 迦議羅 王朝 

の記錄 のみ。 卽ち 有蠢る 14  tigini 是 也。- 此 書は 西曆 紀元 十一 世紀の 頃、 迦騰 羅の學 者 カル ハナ (E. 
I の 編述 する 所に して、 圖歷 朝の 諸 王を 傳し 、之に 其 時代に 起れ る 雲を 編 築す。 雲 裏 天外 道に 隸 
屬すと雖、 佛敎 S しても— る 好— 有し、 零 一 1 王の ため 1 fs ん とする I ひたる こ 
と あり。 故に 其 記す 所 雪 平にして 靈 の— し。— が 同地に— 1、 I ょりして 亦— 窺 ふを 
导 ベく、 西 _ と— して 發明 する 所 多し。 唯— 硏究 者に 取" て憾 とすべ—、 其 主と する 所 1 上の 方面に 

あるを 以て、 怫 義理の 霞 沿革の 如きは、 毫も 此 書ょり して 得る 所な—。 

此奮 文は 一千 八 百 一二 十五 年 印度に 於て 刊行せられ、 其 批評 的の 新刊 前記 干 S 險攀‘ タィン 氏に 依りて 

其 第一 卷— せり。 印 費 其 他の 好 著 多き 印度人 チ ユン デル、 ダット ((til) 之 1 譯す 題して 
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ニ楞學人 |- 寄彳 


ニ 1$ 學人 1- 寄す  三 三 八 
刊に 付き 非常の 功 ある 博士！！ oernle に會 して、 喀 什噶爾 地方に 古經 と共に 發 見した る 唐大曆 時代の 漢文の 軍令 
狀 、布吿 、出納簿の 如き ものを 讀 みし 事 ありき。 此の 如く 今や 古代 西域 地方の 考古學 及 言語 學の 硏究は 漸く 其步 
を進め來り。旣に第十ニ囘萬國東洋學會の際、此が爲に萬國中央'亞細亞攻究會の成立を見、第十三の同會に其泣 
置及役員を確定し、今や盛に各方面の硏究に從ひつゝあり。而して此等攻究の中尤重要なるものはスクィン 3 
*|)氏が兩三年前成功したる、干围古市の沙中に埋沒したる伽藍古塔の發見なり。余は去歲漢堡の第十三囘萬 
國 東洋 學會に 臨み、 同氏の 報吿を 聞き、 亦 其の 發 掘し 來れる 怫像經 卷壁畫 什 具の 類を 見たり。 其 古文書 古錢 等よ 
り、 唐宋 時代 干國 怫敎の 隆盛な りしを 知り、 經文の 中梵 文、 西藏 文、 住盧文 等雜れ るを 以て、 同地が 當時 梵胡漢 
三 地の 佛僧來 柱の 中心たり し— にす るに 足る。 而 して 當時 同地に 大 乘怫敎 盛に 行 はれて、 ■勢の 小乘敎 を壓 
し 居りし 狀態 は、 何れの 地より 出づる 聖像 も、 經典も 多くは 大乗の 怫 菩薩 諸 文、 般若 秘密 諸 部の 經典 にして、 純 
然た る小乘 的の ものは 甚だ 稀なる より 之を 推し 得べき 也。 彼の 法 句經の 如き も、 其の 偈頌 現存の 南傳に 比して 頗 
る 異なる もの あるを 見る。 凡そ 此等尙 詳論を 要する もの ありと 雖 、兎に角、 干 園の 古地が 各種の 方面より、 今や 
盛に 學術 的の 討究を 經 て、 其怫敎 史に關 する 事實 は、 之より 益々 明嘹 なる に 至る 希望 あるは、 現時歐 洲學界 の實 
相な りと す。 スタィン 氏の 干闐發 掘に 關 する 大要は 左の ニ 書に 就きて 之を 見るべし。 

Turkestan,  London  1 9 0 1. 


陳那 及び 其の 出現 時代 

(明治 三 七、 九 東洋 哲學 第二 卷 第九號 ) 

9 

「宗粹 雜認」 八 ノー (明治 三十 七 年 一月 京 都發 行〕、 林 霊 (彥 明) 氏の 「陳那 出現の 年代— 學系」 I ぐ。 同氏 今淨土 
宗 の學務 If 、 震 政の—— 興し、 敎雲雜 而し 1 の— の S1 窃 is 懷— f、 f 机邊 
四 五— 酌して、. 此ー 編— マ。 明治 三十 七 年 六月 一 R 南？ トラス 1 食 中。  ‘ 

陳那は 因 明 雲 Q 南 針、 印度 論理の 囊者 として、 苟 くも 少しく 印 春 sf 染めたら む ものは 其 名を 耳 
にせざる—、 其傳記 S りて I 漢の佛 典、 載す る所甚 乏しく、 隨て其 出現の 年代の 如き、 之を 定 むる に頗 
蠢を 極む。 是林氏 S 中に も旣に 述べた る 所 I。 其 模糊の 間、 尙 多少 陳那が 形影を 捕捉し 得て、 其 事蹟を 推 
知すべきもの、隹ーの西藏喇嘛救度主^^目 ^ 15の印度怫敎史ぁるのみ。此書はリービッヒ敎授が評せる勿く 
史と 呼ばむ ょりは 寧ろ 譚 とすべ— のにして、 其 中 疑 ふべ— の頗 多く、 悉く 之に 霞して 事を 斷ぜ むは、 固ょ 
り危險 1 れず と雖 、而も 之が 爲に其 中に 含蓄す る史實 1 擧げ て、 一切— 抛棄し f むは、 宛も 砂礫を 
厭 ふて 黄金を 遺 却す るの 類の み。 蓋藝議 する 所、 往 々にして 和漢 怫 典の 不備 S ひ、 其 不明—— にし、 
相互 考證 して 史— 確定—— ざれば 也。 陳那の S1I 然る もの—— る。 

救 度 主 記す る 所に 依る に陳那 y—gp  I 印蠢志 sa  (現 時の (11_〕 の 師子面 ilf 

陳那 及、 び 其 出現の 時代  三 四 一 


ニ榜學 人！ 2寄マ  三 四 〇 

『蠢麗 の 諸 王』 Kings  of  Ismlira  2V01 こ S7J87 •次で スタイン 氏の 新譯 現る。 『カル ハナ 迦濕彌 羅諸王 
の 記 錄』^ Kalhan a chronicle  of  the  wings  of  Kashmir" 180  2 Vols とす。 スタイン. 氏は 永く 迦濕 彌羅に 滞 
在して、 同地 方の 地理に 精通し、 親しく 雲せ る 愛 的古管 踏査し、 亦 父老の 傳說に 聞— 硏究 i ねたる を 
以て、 其麗 の 舊譯に 比して 精 美— は 固ょり 論な し。 其 序論 考據 には 廣く 希臘 、蠤比 g、 印度、 支那の 古記 
を參 酌して、 同地 Q 地 麗史を 明に す。 印度 學者 は此書 亦宜く 帳 中の 祕と すべ なり。 (ダットの 古 譯は高 
等 學院の 圖書館 一本を 備 ふ〕 

支那 所傳の 材料に して、 迦濕 彌蘿 に關係 ある ものは r 十 カ經に 付せ る 悟空 傳な り。 (縮 藏閏十 五、 七 六 右又貞 
ーフ 1 十八 す儈僧 三 スタイン 諸 王記錄 第二、 三 五 七頁參 照すべし) 此人は 唐玄宗 天寶九 年 綺賓に 使し、 西域 各 
地を 經 て、 乾 i に 入りて 1 し、 迦震 f 訪 ふて 滯在 四歲 、遍く 五 印 §靈|_ し、 年 ーハ盂 及び、 四 
朝を 經て 四十 擊 Q 後、 讀0貞 元 $唐 都に 人れ り。 募 Qf 大营 f S、 霉斐 管麗多 律の 勢 
力 ありし こと、 大 乘佛敎 Q 之と 共に 行 はれて 阿 彌陀婆 挽 (無量 光寺) など 稱 する 伽藍 存在せ しこと、 此傳に 依り 
之を 知るべし。 此 傳の藏 中に 存在す る ことは、 邦人 多く 之を 知らず、 然るに 佛蘭 西の 豪學者 レヴ ヰ pi) 

シヤ ワン ヌ (Chavis) 兩氏 之を 八 年 前に 怫譯 して ^ Itineraird、 oulong.  (Journal  Asiatique  1 00 95  V.) 『悟 

窘旅行 記』 |~US ふ。 西 人 Q 獵渉に 力めて 硏讚 Q 深き 邦人 雲の 學者 をして 慚 死せ しむる に 足る (明治 三十 七 年 
一月 祖忌後 二日 夜 ストラス ブルク 客寓) 


るべき も Q とす。 而 して 傳中陳 那が 文珠師 利— 仰して 其 擁護— たる こと、 1 量 論の 述作 ぁりし こと、 皆 之 
を漢傳 に照らして 符合す—  — 見る。 麗所傳 の 信憑す るに— ベ 零 論 I たず。 

陳那が 世 親と 同時— しことは、 印度 註 霞の 間に、 陳那は 印度の シ " 1 キス 。ヒ1 ャ として、 其 雄麗の 養は 
ゲ 1 テを して 雲 措く 能は ざら しめし 詩聖 力 1 リダ 1 サと 同時な りしとの 傳說— に 由り て 益々 其 正しき を 知 
るに 足る。 力 i ダ 4 出現の 年代に 就— は、 尙學者 Q 間に 霞な しと 雖 、フ 1 ト 、キ丄 ホルン、 マク ドネ 
ル 等の 硏究に 依りて、 之备重 世紀の 前半ょり 後半に 跨る 者と 定む— 雲な りと す。 此 時代は 西域 記の 所謂 
超 日 王— _s 臨して、 霊 1S 霊し、 武功は 證岛度 II 退して" ク .、？ ノサに 雄大なる 詩 材を 
供し、 好產 に文藝 Q 吉 f 召して、 後 If して— の 文 霞 1 f— しめたり。—— の士 
中 秀抜な るもの 九 名 f、 或は 醫— くし、 或は 天文に 通じ、 或は 文辭に 長ず、 力 1 リダ 1 サ詩聖 は實に 其隨ー 
なりき。 世 親 論 師亦此 文運 i の 時に 出で、、 王 の 尊敬を 得、 盛に 怫敎を 宣揚したり。 當時 佛敎の 勢力 力 王侯の 
宮庭に 及び 居りし ことは、 力 ー リダ ー サの戲 曲 中に も 之を 見る ことを 得るな り 

陳 那ヵ丨 ダ 1 サ 同時の 說 は、 源を 西曆 十五 六 世の 塵に 力-リダ 1 サに 籠を 施した る マリナ 1 ク (匡 一 
ii 寒 〇 に發 す。 彼 日く、 陳那論 師はヵ 1 リダ 1 サ が文學 上の 敵手に して 詩 I が 「雲の 使」 き V (昏の 第 ■ 
四 頌は 、行 雲の 雄大を 形容す るに 寄 托して、 明に 陳那を 諷刺し 之を謀_しナるものナ， と J41 V 么丨日 
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の 婆 £ 維 門 族に 生れ、 年少 外道の 經 書に 通ず。 長 じて 犢子 部の 學師 龍授 J^ cfl' p ^ a r に從ひ て 出家し 佛 敎を學 ぶ。 
奸； る L 其 异 逆 俊逸の 材は f 底 凡 前の 能く 羅 束し 得る 所に ぁらず。 去りて 世 親 yp§.< 目, 一 論 師に受 じて 大 h 兩 
乘を學 習し、 五 百 Q 經 論に 精通す。 亦密 gs 能— ー師 S ひて 秘管硏 め、 親く 文 珠師利 直る ことを 得た 
り 後 は 烏荼 C 玄羿の Oda にして 西藏に は 之を 9 Hy s- a とい ふ 今の Orissa なり} 深山の 石崛 中に ぁりて 
1 慕したり。 f 數 年、 那斕陀 に 大論會 f。 外道 I 師 雲集す。 衆 si  昏と S 外道 師ぁ 
り。 蠢雄 辯、 I 子 一 —IQ なし。 終— 那 I 請して 之と— しむ。 陳那 乃— 竭陀 墨り、 悉外 
道を 伏して 之 慕 敎に歸 入せ しめ、 諸經 Q 精 要を 說き 、謹を 宣揚し、 亦 多くの 因 明 論を 製作したり。 其 著 五 百 
部に 垂む とす。 事 了り て 後 再 烏 茶に 歸 り、 散逸せ る 因 明 論を 禱 し、 集 量 論 1||_| を 造らむ と 
し、 文珠 の 勸 f 得て 之を 結了し、 造 論 益々 力む。 次で 論師— 印度— 歷 遊し、 到る 所 外道を 降伏し、 廢 
滅 せる 怫 S 蒼を 復興し、 烏茶歸 錫の 後、 大屢護 whadli 二」 化して、 佛敎に 入らし め、 寺 堂の 謹 之に 

依りて 甚盛 な—。— の盛德 此の 如く、 門徒 注く 所に 多 かりし かど、 常に 十二 頭 陀を行 じて 一 弟子 だ も從へ 
ず、 烏 茶 山中の 靜寂 なる 林間に 寂然と して 減を 取れり。 

已 上は 救 度、 Hi 霖傳 Q 撮要 I。 此中 極めて 重要— 囊 は、 陳那が 世 親の 門弟 子たり しこと 是也。 此事實 は 
林 氏の 稿 中、 陳霖 蒙說 Q 上ょり 見て、 世親擊 f 傅へ. 二者 i の 間には 極めて 親密の 疆 .し、 世 親 
に 次き て 唯識§ 第二 祖 Q 地位 1 ベ i 論證 したる を 以て、 之孟 りて、 西 藏所傳 Qi—i に證 せら 


きもの ある 見る。 蓋し 印酱 詩の 霊 已來 二部 雲 門 S は、 大にヵ 臭 文に 用ゐ 、镍の 議大の 想を 以 
て|^詠し、酎|^歌ひ、文藝と感興とのヵに依りて、自^<の功德を讃嘆し、毘紐の恩寵を稱揚して、之を民 
、レの深きに印せむと試みぬ。ヵーリダーサの如きも、其信仰ょりせば純然たる自在天の宗徒にして、戲曲の初に 
は 常に 敬虔 Q 辭を 以て、 讀美を この 神に 捧げたり。 斯く 一面 S1 術、 HW の甚 織なる に 對 し、 傳敎 徒は 主として 力 
を 論理 思辨に 費し、 理を說 く彌密 、事を 論ずる 益 精に して、 其 思辨の 勢威は 優に 覇を梵 土の 眉 想 界に. なしぬ。 然 
I ども 此 論理 主義、 此藝 術を 度外視し、 感興を 顧み ざり し 論理 主義の 弊は、 其學 徒らに 煩 鎖に 流れ 枯槁 に陷 り、 
同情を 缺き實 際に 疏 く、 其 極 人心の 奧府に 信仰を 榻 立す るの 道を 失した るが 如き 觀あ り。 ^ 擅 多 派の 巨魁 商羯羅 
一た び 出で、 其 辣腕を 怫徒に 加 ふるや、 潰 敗散壤 して 亦 起つ 能は ず。 次で 囘敎 徒の 亂に逢 ひて 印度に 一 僧を 止め 
ざるに 至りし も Q、 其、 證 s々tv しと 雖 、論理 主 S 蕾 中り て、 人心 感化の 要具、 卽ち藝 術を 靡した 
る 罪 亦 其 一を 占めず んば あらず。 吾國敎 育に 當 り、 宗敎を 職と する もの、 若し 徒らに 藝術を 見る 蛇蝎の 如く、 感 
興を 律す るに 不道德 を 以てし、 乾燥の 項目と 無味の 規律と を 以て、 人心を 陶冶 せんとせば、 其 窮極す る 所、 亦危 
からず や。 

論 少しく 岐路に 人り ぬ。 再び 復 りて 本題に 入らむ。 フ ー ト のー說 に從 へば 一 雲の 使」 は 力 ー リダ ーサ晚 年の 作 
なりと。 宛 も 陳那が 年 壯氣銳 Q 筆 S りて 盛に 諸 論を 作りし 時篇 す。 面して マリナ ふ寫す 所の 陳那が 嚴肅主 
義の 性洛ま / 西藏の 所傳を 照らして 甚 一致す る 者 あるが 故に、 頗る 信を 措く に 足る 註釋 なる が 如しと 雖此 II 取 
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&^p^^§^p3&^p^.£ri  path : p p ril.al.am  stllola— 

一一 ast tcl valepln. 

妖嬌 たる 仙娥 、王顏 を 擧げて 驚き 訝り 〔汝に 問は む〕、 『疾風 一 讽 山の 巖 角を 拂ひ 去りし や こは 抑 何』、 され ど 
甘美 馥郁たる 蔓草 (Nicula) 生 ゆる 所ょり 去りて、 途に猛 き 互 象 (Dinnsga) の惡辣 なる 長 鼻の 殘害を 避け 
て、 悠然として 北方の 空に 飛翔して 行く。 

精 金を 變 じて 頑 鐵 となせ し拙譯 は、 唯 意 達する を 主として、 原文の 妙味、 語句の 布置を 全く 殺 了した るは 言 ふ 
まで もな しと 雖 、力 ー リダ ー サが其 雄 麗瑰琦 の辭 と、 詩材湊 合の 妙と を 以て、 流 雲 飛ぶ が 如きを 活寫 したる は、 
略 之に て も 窺は るべき を 信ず。 マリナ ー タは 乃ち 日く、 這は 力 ー リダ ー サが其 詩友 二 チユ ラが 陳那の 冷酷なる 批 
評に 逢 ひしを 慰せ むが 爲に 、特に 二者の 實 名を 詩 中に 點 出し、 詩友が 詩趣の 溫藉 幽雅なる、 其 名の 如く 蔓草に 似 
たると 陳那が 粗野 無情の 批評 I 巨象が 長 鼻を 擧げ て芳艸 名花、 往く 所其殘 害を 逞 ぅする に 類す るに 對映 せしめ、 
自己の 詩を 長 風 行 雲の 悠揚 自在なる に 比して、 其 修辭の 過な きを 表し、 陳那を 山巖の 突兀た るに 譬 へて、 其 情趣 
なく、 興味を 會せず 、枯燥 石の 如き、 學究 たるを 罵れる 也。 人 試みに 力 ー リダ，- サの 小品 「四季の 曲」、 な tusa- 
一 phara を 讀 みて、 其幽觀 に 魅せられ、 穠美に 醉ふの 深き、 尙ヮグ ネルが ヮルキ ユレ春夜の曲を聽くが如き思あ 
. らむ もの、 来りて 吾が 陳那に 就きて 其 正理門 論の 一員を 披 け、 必らず や 其 冷に して 嚴 、理敎 益々 深く して、 些の 
情味を 許さ ^ る、 宛 もべ クリンが 「死せ る 島」 に 遊ぶ が 如き 感 あらむ。 見 來れば マリナ ー タ の註釋 は甚 趣味の 深 


得ざる に 出で たるな りと 云へ り。 陳那の 因 明 改革が 一時 思想界を 聳 動して、 正統 因 明 派に 大 痛撃を 與へ たる こと 
は 之を 以て 知るべき 也。 

陳那の 事跡に して 今に 傳 ふるもの 略 前に 盡く 。之に 由り て漢傳 に嘹 なら ざり し 陳那の 事蹟は 朦朧の 間に も、 略 
推知し 得べ く、 其 印度の 思想界に 橫 行して、 論理 學 上に 偉大の 影響を 與へ たる ことは、 怫敎已 外の 典籍に 於て 明 
に 之を 認む るを 得べ し。 今や 進みて 史傳の 許す 限り、 其 年代を 正確に 算定し 見む。 

慈 恩 傳に據 るに、 玄# が 孤影 飄然、 唐を 發 して 萬 里入竺 の途に 上りし は、 太宗 の貞觀 三年 秋 八月な りき。 後 三 
年に して 始めて 摩 竭陀に 入リて 聖跡を 巡禮 して 那爛陀 の 大學に 入り、 戒賢 論師に 謁して 師弟の 契を 結びたり。 本 
傳に 日く 

仍差 二十 人。 非 老非少 。閑 解經 律。 威儀 齋整 者。 將 法師 £ 弊) 參 正法藏 。卽戒 賢 法師 也。 衆 共 尊重。 不斥其 
名。 跪 正法藏 。於 是隨 衆入謁 。旣 見方 事 師資。 務盡其 敬。 依 彼 儀式。 膝行 肘步 。鳴 足頂禮 。問 訊讃 嘆訖 。法藏 
令 廣敷牀 座。 命 法師 及 諸 僧 坐。 坐訖問 法師。 從 何處來 。報 日。 從 支那 國來 。欲 依 師學瑜 伽 論。 聞已啼 泣。 喚 弟 
子 佛陀跋 陀羅卽 法 藏之姪 也。 年 七十 餘 。簾 經 論。 善 於 言 談 。法藏 語 日。 汝可襲 三年 前。 病 懂因緣 。覺賢 聞 
已 。啼泣 椚淚而 說昔緣 云 …… 法師 得 親 承斯記 悲喜 不能 自勝更 禮謝日 若 如所說 。玄 羿當 盡ヵ聽 習。 願 尊 慈悲 攝受 

誨敎 。法藏 又 問。 法師 汝在途 幾年。 答 三年 

と戒 賢の 年齢は 記す る 所な しと 雖 、其 門人に して 姪 (甥と 同義に 用 ゆ) なる 覺賢が 、當時 七十な りしょり 推す に 
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寓意を 釋 したる は、 獨り マリナ ふに 止り て 他 Q ニ 註には 盡其釋 なきを 以て、 力， _ リダ 1 サが眞 に 諷刺の 意 あ 
りて 陳那 I 請したり しや 否やは、 尙 疑雲の 中に 籠れり。 故に 歐洲 の 學者中 マッ クス ミ T フ 1 の 如く 之に 頗る 
軍 I きを 置く ものと 全く 之を 牽 强附會 の臆說 として 顧みざる 者と あり。 之を 事實 として 信ぜむ は、 尙 幾多の 硏 t 
に 待たざる 可らず。 然れ ども 此註 あるに 由り て當時 印度に 陳 那ヵー リダ ーサ 同時の 口碑 傅 はれる を 推知 ノ得べ 
く" 假令 マリナ ー タの 註が 全然 牽强 附會の 臆說な りと する も、 尙ニ者 同時の 口碑 ありて 後、 案出せ らル たる 說と 
見做す を 得べき が 故に、 陳那が 年代を 推知す るに 付き、 重要 I j 證 たるを 失は ず。 卽佛敎 跡を 印度に 絕ち てょ 
り 四 五 百年、 支那 其 他の 大乘 怫敎國 との 交通 絕 へし 時に 當 りて、 殘存 したる 陳那の 口碑が、 其 年 代議の 所傳と 
照して 符合す るが 若き は洵に 偶然に あら ざれば 也。 

マリナータ註は或は棄つるを得む。其註の原く所のロ碑は實に輕々に看過す可らず。 

陳那が 因 明に 於け る聲霊 獨り 佛敎に 於て 大—し Q— ら ず、 亦 雲 門 霞 者 S にも 其 名 為ら 1、 正淹 
因 明學派 卽尼耶 々派の 一大 勁敵と して 畏懼せられ しが 如し。 「僧 住眞理 月光 」 f Elattva-Kalmmdi 其 S 
要なる 印度 哲學 書の 著者と して 十二 世紀に ありし とい ふヴ ー チ ミ スパ チミ シユラ Y ssl g ^ g- s- &s は、 其 「尼耶 

々付 註顯 正解」 Nyaya-vllkat 營 ryaf 中に 陳那歸 を、 雲 摩 卽足目 仙人の 因 明 論を 誤釋^ 

主として 記載し、 其誤釋 は自 派の 作 光論師 upyotablra の駁擊 する 所と なりたれ ど、 後怫敎 徒の 法稱 U 〗 & 31 a- 
I 法 上 Dh— a 等 出て、 之 霧 解した る S て、 今 新た SI して 墨 S8I ぐるの 止む を 


世 親 (世 親傳 八十 人滅) A 、 D 、 四 ニ 〇 — 五 〇〇 

此の 算定よ 亦フ ー ト、 キ ー ル ホルン 等が 力 ー リダ ー サの 年代を 凡そ 四 〇〇丨 五 〇〇となしたるに合す。西藏の' 
所傳こ依るこ世親の晚年は西藏王ラートトリニヤンッアン( ^ も ? 0 ? 0ユ吁17目-な8§)の時とす。此王の年代 
は チョ 丨マ 、シ ユラ ギン トヮ ィト、 II ック ヒル 等異 說紛 々として 定 むべ からず と雖、 『西 藏の諸 王』 の 表に 四百 六 
十一 年 誕生と いへ るが 略 正確の 說 たるが 若し。 世 親の 晚年は 卽ち 陳那が 入道の 時なる を 以て、 之より 推しても 亦 
上の 算定が 略 誤な きものな るを 知るべし。 高 楠 順次 郞氏が 世 親の 年代に 就きての 考證 も、 亦 陳那の 年代を 定 むる 
に甚 重要なる もの、 その 世 親を 四 ニ 〇| 五 〇〇と なせし は、 頗穩 當の說 たるを 信ず。 

附 B 

(I) ビ ー ルーた び 陳那を 誤りて 「Jina」 となせ るより、 之に 習 ふ もの 少から ず、 南條 氏の 英譯明 藏目錄 にも 
Jina に 作れり。 是が 誤なる は 固より 論な し。 玄羿は 甞て 一度 も ^: 字を 音譯 する に陳 字を 以てせし こと あ 
らず 。西域 記の 註に 陳那 飜授 (麗本に依る、他本には童授となせり)とあり。こは陳那2コ艺兮をづ5さ 
と見て譯したるにて、玄弈の自註にあらず。恐く後人の攉入ならむ。 

(ニ) 力 ー リダ ー サは錫 蘭の 詩人に して 1 v’umrlpa sr l.a と 同時にして、 其 友人な りしと 云 ふ。 口碑 錫 蘭に 存す 
王は 六 世紀の 前半に 世を 御せ り。 此 口碑には 他に 種々 信ずべ からざる 事項を 含める も 記して 兹に附 す 
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少く とも 八十 歲已 上な リしは 明な り。 而 して 戒賢は 實に 護法の 弟子な りし ことは 人の ょく 知る 所、 其 護法に 推さ 
れて 摩竭陀 の 孤山に 外道を 論 服せ しは 年 三十の 時な りき。 當時 護法は 猶戒 賢が 玄羿に 於け ると 同一の 地位に あり 
て、 那爛陀 に 耆宿 たりし が 故に、 其 年齢の 頗る 高 かりし は 論な し。 護法は 救 度 主 記す る 所に 從へば 陳那と 同國に 
生れて 業を 陳那の 門に 受けたり。 其 陳那を 尊重して 造 論の 中に 屢々 集 量 論を 援 き、 亦 觀所緣 論に 釋を 造りし が 如 
きは、 世 親が 無 著の 諸 論に 註釋を 施した ると 同じく、 師德を 尊重せ しに 出で たる や 明けし。 已 上の 所傳に 由り て 
左の 如き 五師の 直系 法統を 得べ し。 

世 親 —— 陳那 —— 護法 —— 戒賢 —— 玄羿 

此等 五師は 師資 相承して 唯識瑜 伽の 正宗を 傳 持光顯 したり。 而 して玄 羿の戒 賢と 會 合した るは、 其 年代 慈恩傳 
に記載せられ、陳那の著作は<1、 1> 、五五七ょり五六九の間、眞諦に依りて初めて漢譯せらたるが故に、ニ者を 
結合し、 玄# ょり 逆算 するとき は 略 正確に 近き 陳那の 年代を 斷定し 得べ し。 

左 羿の戒 賢に 會し たる 時 (假 に戒 賢を 八十と し) 

A、 D 六 三 一 

戒賢の外道降伏人、 0 五八〇 

護法(七十入滅とし〕<1、 0 、五一〇丨五九〇 

慷 那 (同く 七十 入滅と し〕 A、 D 、 四 六 〇丨五 三 o ' 


ニ楞學人の〖婆沙結集の疑義」 (: つきて. 

(明治 三 九、 三、 新 佛敎第 七 卷七號 ) 

玄弈 三蔵は 確に 婆沙 論が、 迦腻 色窒の 御宇に^^ 纂せ られ しこと を 信じたり。 西域 記の 議の外 营ー藏 は 婆 
沙の譯 了り たると き、 同 論の 卷末に 特に ニ偈を 添加して、 其 由来を 明に せり。 日く、 

佛捏繫 後 四百 年。 迦腻 色迦屢 部。 召集 五 百 應眞士 。迦 _ 議最 。其 中 雲 昆婆沙 。具 獲 本文 今 麗。 

され どこ Q 傳說 の 頗る 疑は し—、 實に ニ榜學 人の 考 へらる 4 りに て、 古來 0 俱舍學 者の 中に も、 亦 雲を 揷 
みし 人な きに— ざり き。 蓋し 婆沙 の 文が 明々 白々 この 傳說— ち 破り 居れば 也。 同 論 第一 百 十四 (收 五、 五八 
右) の 文を 讀 め。 

昔 健 駄羅國 。迦腻 色 王。 有 一黄 門。 靈內 事。 暫出 城外。 見 有 群 牛。 數盈五 百。 來人 域内。 問驅牛 者。 此是何 
牛。 答 言。 此牛 將去義 。於是 。黄 門 則直忖 。我疆 業。 受不男 身。 今 應以財 救此牛 難。.. 遂 償其價 。悉令 得 

脫 。善業 力 故。 令 此黃門 則復男 身。 …… . 

這箇 牛の 起 ^ ど 救 ふて 裏の 失 根を 囘復 したる 奇譚 は、 また 西域 記 第一 屈 支國の 下に 見 ゅ但庄 には 黃， 
彼には 王 弟が 主人公と なり 居る 異 のみ。 西域 記の 議の 方、 種々 の點に 於て 脚色 巧を 極め 居れば 多分 其 源は 健 
駄 羅の譚 ょり 發し たる ものなら む。 

ニ楞學人の「婆沙結集の疑義」 1- つきて  三 五 J 


陳那 及び 其 出現の 時代  三 五 〇 

(三)  世 親の 傳の羅 什に 依りて 譯せ られ しこと、 漢錄の 中に 存 する も、 是謬 ならむ。 マックス ミユ ー ラ ー は西藏 
のー說に依り、世親を玄弊の師となせしことぁるも、其取るに足らざるや論なし。 

(四)  陳那 著の 集 量 論は 漢霉な く、 亦 西 藏兩藏 の 中に 之を 存せず 。チャント ラ、 ダ ー ス氏 は噠獺 剩嘛の 宮中 之が 
一本を 藏 すと 傳 ふ。 

本題 硏究に 要する 重要なる 書目 

(一) T pl ran pl tha  Geschicte  des  Buddhism  ゴ s in  Indian.Bclltsch  von  A.  s&iofner  1 869 . P. 1). 126—135, 16^ 

(ニ〕. 西域 記 (縮刷 藏經 中) A、 ( 收 七、 四十) 十、 (收 七、 五十 四) 其 他 
(三〕 慈 恩傳 (同上) 三 (陽 ニ、 十三— 十四〕 其 他 

(四)  Journal  of  the  Buddhist  texrsociety  Vol  IV1 O0 96  part  314  p.  P. 16118 

(五)  Doff.  Chronology  of  India  1 00 99  p.  p. ro o 28 co ?f> c 
(六〕 Huth  : « ie  Zei  t des  Kslid s' a . 189 0 

(七)  Liebich: tf as y atum  candragomin a tl.  K5li  ds—  1 902 

(八)  Maxmiiller : The  six  8 ystems  of  Indian  philosophy  1 00 99 . p.  p.  476 -479 

(九)  、、ニ  Bdia,  メ v hat  can  it  teach  ns.  p.  p.  308—310.  346&e 

(十〕 高 楠 順次 耶數論 哲學史 の 暗點 、哲 學雜誌 ニ 〇 三 號 十六 頁 — ニ 十二 頁 

(十一) 林彥 明陳那 出現の 年代 及其學 系、 宗粹雜 誌 八の 一、 二十 頁 — 二十 五 頁 此他西 藏及ぴ 印度 文 學哲學 II 關する 諸 
種の 雜著 


ニ 雪 人は 論 中世 親傳を 引きて、 同傳の 歐譯は 未だ 之— ざるが 如く 言— れ と、 こ 彦 人力 養 _ のぞ 
博く 群籍 S り、 蠢に 質す の 暇な かりし ためにて 、霞 今ょり 四十 六 年 前 露の？ ソ シル T フは その (】 ぎ 

1 ^01§^  QI&  S 11^  so 

11 したり。 但し—— 々意味 霸— ざ—、 り 安 じて— こと I し。 一昨年， (一子 九 百 ◦四 年) 

高 楠 順次 郞 氏は— 考 の 中に 其 英譯を 出し 闩ー 3111 いふ。 西歐 の— は 玆に 初め 

て 言 憑すべき 良好なる 世 親 傳譯を 得たり。  ■ 
昆婆 沙 Q こと—々 す— 付きて、 因に 舊 順次 郞 氏が 去歲パ 1" 原文 出版 會 々報— 表し— 「有 部論藏 

文學 こつき て」 CI1  the  Ahhidharma  Lf —re  of  the  8国^^ 

こは 約 一 百 頁 Qi 文に て、 Is する 有部蠢 If 1 し— に付きて 博く 之 4 雲 部と 比 
較 し、 次で 其 註疏 及 諸 論に 及びて 其 要旨を 讓し間 有益なる 評論を 揷 みて、 一目 有 部 論藏の 何物 ズる やを 了せ 
しめたり。 論藏 智識 Q 殆ど 言 ふに 足らざる 歐洲 の學界 にぁり ては、 此論 眞に雾 海の f 5 〖の とい ふ ハ 
し。 吾が 國 Q 怫學 者— た 此篇を 座右 1、 裨益 する 所 極めて 少 f ざるべし。 其硏究 の— に大— す 

1-^  1 11  ^0  11-^^  ^ 

12 - r.-  ^ §-  f r-^  0-  s..-  c^.-rs ::: と 書し 1 

裏ぐ るに 1らず。 雅 震すべし。 毘婆沙 につきて は、 右 論文の 一 百 一 壬 一貢 已下 二百 三士 1 至りて 

記す る 所 あり。 


ニ楞學人の「婆沙結集の疑義」 |- っきて 


三 五三 


ニ楞學 人の (婆沙 結集の 疑義」 に つきて  三 五 U 

久しく 北京に ありて、 歐洲 東洋 學者 間に 令名 あり、 其 短命は 一方ならず 學界の 嗟嘆を 發せ しめたる ト ー マス、 
ヮッタ ー スは 遺著 西域 記の 評釋卽 On  Y—  Chwangs ニ ravel  in  India  London 1 90 4 V01. 1 の ニ 七 ニ 頁 已下こ 、 
昆 蒙の 結集を 論じ、 之が 第一 霞を 模擬して 捏造せ る譚 にして、 阿難の 位置に 世 友を 置きた るに 過ぎざる と斷 
じ 且つ 卷數丁 付は 明記し あら ざれ ど ^ t relates  a miracle  which  it  saysccurred  formerly  in  the 
that  kmg  (Kamska). ^ 277 .とて、 明に 前に 引きた る 文を 指し、 次で 旣に此 文 ある 已上 は、 論 中の 脇 尊者 や 
世 友の 記載が、 悉く 婆 沙結集 Q 相傳を 霊す る證 左と なること を 詳論せ り。 其硏究 の 精に して、 眼識の 凡なら ざ 
る、 實に獵 渉に 備に、 攻究に 力めず、 漫に 大家を 以て 居る、 吾國 の 佛學 霞を 愧 死せ しむる に 足る。 

ニ楞學 人は ヮッタ ースと 同一の 觀察を 毘婆沙 の. 結集に 行 ひて、 相 傅の 史的 事實 ならざる を 看破せ り。 史眼 濟輩 
に 超 ゆる もの ありと いふべ し。 

然し 玆に 少しく 注意すべき ことは、 前に 引きた る迦 腻色迦 時代の 黃門譚 が、 果して 婆沙 編纂の 當 時ょり 本文と 
して 存在せ しか。 または 怫沙ジ ヤィ ナの 原文 古 謄本に 屢見 るが 如く、 後手が 本文の 行間に 書き込み たる 例證を 、 
其 儘に 本文と 連ねて 譯 したる ものな り やとい ふ 問題に て、 こは 不幸に も舊婆 沙の此 部分が 缺け 居る ために 解決頗 
難し。然しこの無用に似たる注意は、2羿三藏の毘婆娑相傳に關する確信に對して、兎に角なし置く必要あるくノ。 

婆沙 には 右畫の 名の 外、 猶迦 憎彌羅 史に關 する 譚 二三 あり。 此等が 果して 史的の 價 ある や、 又窒と 何等の 
關係 ある やは 今 獪硏究 中に あり。 されば 是 等ょり して 本 問題を 解決 せんこと ば 今 能は ず。 


の— 1111 。故に— 佛敎裏 1 徒は、 少しく 詳細 1 とはせ じ。 

最古の 樺 皮 謄本は 于闐の 古—— より 出で し、 1 文字— て 記せる 法句經 の斷片 也。 些 貝— る 春は 今 
，す、 及。 へ 1 タ 1 スブ レへ グに分 蔵す。 セナ 1 レ k びヲル デンプ ペグの— 儒 、之に 付きて 有益なる 論文 1 表し 
たり。 此文 書は 其字體 よりして、 紀元前 一世紀より 紀元後 一世紀に 1 なりと 斷定 せられた"。 予— 
く 現物を 見る— 會 編$ と雖 .X デン ブルダ 氏の 精巧なる 1 に 依"、— 漢譯 及。 ハ丨 原本に 比— しこ 

と あり。 

之に 次ぎて は 紀元 四 世紀 1 Bii 率に して 11 て 書す。 ヵシュ f ルより 發 見せられし 

ものにして— 凡— 十餘。 f— 軌— む。 多く I 醫方籠 1£ もの 也。 b ニ— f— は此 
晝 なる 囊に 付き、 專— _ し、 11 大 1 眞し 、之 に譯解_1 し、 出版した"。 蓋し 
學 徒の 尤 感謝すべき 義の 一たり。 余は 多年 此 中に 含有す る經螯 支那 譯祕 直中に 求めし も成攻 する 育は ざり 
き。 而も 幸に して 此 中に 孔畫經 原文 Q 一部が 存在す るを 知り、 更に 之を 皇立鬆 取 S 及 力， ヵソ タ大學 文庫 
11 中 QI— と 比較す— 得て、 佛敎 文— 上 稍 秘敎發 達の II むる— たり。 此硏究 は 遠 か 
らず して 江湖に 問 ふの 時 あらむ か。 

于闐 謄本 卽 Ml  Mss. は 樺 皮を 日本 半紙の 如き、 長方形に 切り 兩 側を 糸に て 編み ナる もの W0 爲 g 

は f 趣 I にし、 SIS 形 1 ち 摘へ て、 一 量 謹と——。 ニ— に、 養 f — る も、 古色 

樺 皮の 古寫經 H s s 


三 五 四 

樺 皮の 古寫經 

• . (明治三九ニ一、新佛敎第七卷第十一號) 

設し松 本查郞 氏が 本誌 (新— 3第七卷 八 ■八 1 の抄 評の 如く 「印度 8」 中 印度人は 古 棄—て 木皮 
上に 書し！ なし if れ しとせば、 I、 同氏# 忙の 間、 筆, If 、 偶 f—の豐 
富なる 記憶 裡ょ 4 し 去り— に f じ。 學徒 多く 文 f 中、 誰盡震 の 小過 失な から ざら む。 

評者 II が、 其 學ぶ所 S くして、 蒙—、 愼 1— する の 忠なるは、 學 徒の ため 持— f 丨ヒ 
機— 利用し、 本 is して、 玆竺三 行の 贅言— 募され むこ とを、 11 はむ 参。 儿 
11 の 記す る 所、 ょく 其の f 摘みたり。 然 1 に付き、 確實 にして 充分なる I まむ と 1、 必ず 

當に Bf  Q 印度 字麗 II ぎ pf  f f f II 羅 f i aif 

kl—  I. 11. slb— 1— 第 八 + 八頁已 下の 叙述を 參照 する— すべし。 

手 レ ルは 印度人 書寫 Q 材料と して 七 I? 日く  (一)—  (ニ) 木綿 (三)—  § 1— 

第 5 皮 QIQ 例と して ビ T レ ルは 松 本 氏— 某の— りと せし Q.  Q— の 記事— げたり。 こは 實 
に動 かす、、 ( If 囊 t む。 何 is、 樺 皮の 謄本の 中. g、 現今 f II— 有すれ—】。 此— 


眞 f 


11 祕經の 起原 及發 達の 實例 (毘沙門天 王經の 本文批評〕 

(明治 三 九、 五、 哲學 研究 第二 卷 二三、 一二三 ニ號) 


序 


(一) 吾國に 於け る ill 近時 霊に 於て 大乗— 史に關 I の 公刊 せらる I 
の— なり 4 ず。 種々 有益— 論評、 亦 時に 諸雜 誌— 見す。 研究の 盛大 1 質すべし と雖 、然も 二三の 大作 

—1、 —5— 蕾靈 11— III。 契| 籠靈 

胃& ば 11 學的 Q 5 方面 Q 震が、— I め微 II 見るべき もの 少 か— る— ら 
ず、 之と 相 待ちて— 切 肝要なる べき、？ il: f 迄 i— 謹學的 形式 方面の 霞に 至りて、 轉 其 蕭條 索莫 
た i 看 ざ 孤ず。— 上 £_  11 、往 々にして 前人 未拓— 域に 觸？ ぁりと 雖 、動もすれば 其 根 
I 弱— にして、 空想 11 り、—— 斷 案、 犀利 管斷 つが 1 も、 或— 觀 的の 獨斷に 流れ 

P て、 1—i に、 1 塞 f 誉 こと、 f |證| 響、 看過 遺 却 

したる ょり 来れる、 大過 失に 歸せず む ば ぁらず。 

大 乘敎史 H 於て は、 敎 賢と 聖典 史 とは、 兩者互 S 疆携 して、 其獨 立— 了すべき や 勿論 也。 猶 近時 此地 
の 哲學史 f して 雷名 意 f して、！— た— 8展の 方面に II  く、 ヴニ デル づ< "の 如— 學 

眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三 rj 


樺 皮の 古寫經  一一—、 

蒼然 字體 雄勁に して、 眞に 天下の 至寶 也。 而 して 兩者 共に 貝 葉 寫經の 最古なる 者、 卽尼波 羅ダ ルバ ーレ 文， ほの ー 
地經曹 賢 行 願 賛 、法隆 寺 Q 貝議に 比して 更に 古し。 樺皮經 Q 怫敎 文學 史上 t 於け る 位置 も 夫繫ら ず や。 

若 夫 婆羅門 文 f 後代 墨 りて 棒 皮 i せられた fQ 裏 めんか。 i 及 印度 fs 書 館、— 藏 する 必 
らず しも 少 からず、 以て 其 珍と なすに 足らざる 也。 

樺皮經 に關 しては、 漢譯藏 經中其 記載 あり。. 有部毗 奈耶第 四十 八に 臼く、 

時紺容 夫人、 夜 讀怫經 、復 須抄寫 、吿 大臣 日、 樺 皮 貝 葉 筆墨 燈 明、 此 要所 須 、便宜 進入. 

是は 極めて 重要— 一證 也。 {is 中には、 樺 皮に 神 f 雲す ベ II の 多し。 今 煩し く 其 
文を 出す を 要せず。 

付記 才ル デン ブルダ、 セナ 丨 ルの 論文は 學韋 報の 中に ある ものなる が 故に、 之を 得む こと 稍 難く、 ホエ 

ルン ルの 著の 價甚 貴し。 而も予 は 本邦の 學徒に Khys  David の 著 Buddhist  India 19  3 London を 購は むこ 
とを勸む。此書は廉にして、(五志位)其內容の價値希に見る所なり。前に擧げたるニ謄本を縮寫して、マ5 ^ 
及び P. 1 2 7 にあり。 


得せむ こと 1或は知るべからずと雖、幸に新年0ボ"ト1觀トとして、之を故山の先輩嗷钮友の机前に捧ぐるの榮を 
許されん か、 乃 稿 者の 微志や 徹せり と 言 ふべ し。 

ニ 昆沙門 FK 

(三) 印度古宗敎史に於ける毘沙門天古き、吠陀の時代に於ては、毘沙門尤の名は異名の便毗羅と共に僅に 
阿闥婆に於て之复るの七ぎ爵ぎ及び_懲が土の中には、往々其名5_す。大史詩摩藝羅多の中に於 
ては、 此 神の 名は 其 異名と 共に 在々 所々 に 記述せられ、 其 神話の 如き も頗 詳細の 叙 管 見る に 至ォ レ'^ 俱护』 ぎ 
は北方を守護する鬼王にして、ぎ #: 拉ぎの山中、， ¥1 の一峯に其城廓を構へ、其宮殿は麗瑰琦、セ珍萬寶を 
積み、 其 園 围 池沼は g 美 淸例 にして、 百禽 千樹を 集む。 夜叉 羅刹 等の® 魅蠢を 統領して 馨赫 々一 細®^々 
たりと云ふ。史詩 #? «1 染の中に現る\、榜伽島の大鬼王にして、同史詩の神雄羅摩に對して敵役を演ずる十 

麗刹 sl kl 手が、 昆 沙門の 少弟なる こと、 又 古く 豪 輒婆羅 多に 出づる 神話な り。 佛世尊 出世の 霉若 くは 其 
已 前に 成立した る、 尼 乾宗の 徒、 卽ヂ ヤィ ナ敎 徒が、 正 依の 經典 として 雲す る 五 經の隨 一にして 最古 代に 屬す 
經 、其 他の 中に も毘沙 門が、 北方 守護の 天神と して 鬼神を 統領す る ことを 記す。 毘沙門天 神話が、 
頗 悠久の 昔に 源を 發 したる こと 推斷 する に 難から ず。 

(四)  毘沙門 申 話の 起源 フ) 頓儒 ファ ウス ブヱー ル單に 謂ら く、 印度は 古代ょり 金銀 珠寶に 富燒 なる 宇內に 冠たり 
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眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三 五' 

と、 主として— の—— へ、 其 用語を 討究して、、 f して 言 語學 的 本文 的—— 力む る、 ボ ィム ヶルの ロ 
き 憂—— り。 1 ilf  II_H 直 11 f しと 斷言 すべ 
きこと、 天下 何 —1— む や。 然り と雖 、此 1 に 於て、— け 相 待つべき 所以の も 

の ぁる 墓れ て、 f 鍵 く」 て、 本 If 幕」、— ■本 麗 |¥ず して、 
敎理史を 謹？ 矣— _|1|過ぐ I し。 iQf ものより して 生 t へき、 論 s—價値 が、 
學 術上甚 しく 尠少 なるべき や、. 蓋し また 言を 要せざる 也。 

事 頗る— るに 似たり と雖 、本篇 1 般學界 の—— みて、 多少の 貢 f、 來 さんと する— f 捧げむ と 

欲する も Q。 f して 側より 純— る— 的— の— 高ゐ 、以そ 聊か 本文批評の I より、 犬— 
論に 着實 なる 資料を 供給せ んこ とを 期したり。 

(ー|) 何故に 特に ■門 天 王經— びた— この 具 SSI 供すべき 資料は 固より 少なし— ず。 夫の 
孔雀 屋 Q 如 I、 持— 貴— のの  一—。 然る— 門天屋 I きし のは 第一 此 

經は _If —1、— 解說參 譽、 ■1 比して、 大 昼、 第二は 
1 明— S 聖典 的靈— して、 薦 程の 明— る、 i にして 繼 if 靈と宇 得すべき 
好 だ 本なる に* m るとは 言へ 亦 | つは 時 恰も 羣に屬 する を 以て、 此 際、 邦 俗が 七福神の 隨 一として 常に 相 親し 
き 蒙 門 天 Q 功 管 叙せ る經 典は、 新春の 文壇に 響— べしとの 考 ぁりし にも 基け り。！^ g f? の^^ ト Ifl 


(五)僳敎に放ける毘沙門天佛敎に於ては、此神は歡デ、ド動、閻曼德迦の如き、後世に至りて怫敎戶籍に編 
人せられ し 諸 神と 異にして、 譜代の 忠臣と も 言 ふべき、 原始怫 敎 時代ょりの 歸化 神な り。 怫敎 美術史に 於て、 最 
も 古き プ ハル フ ートの塔は其の建築刻文ょり鑑定して '_ 。が育時代の建設に係れるは、動すべからざる學者の定論 
なる が、 この 塔の 玉垣の 石 俱吹羅 の 像を 刻し、 像 上 叼かに 其 名を 鐫 •銘す るを 見る。 パ ー リ經 典の 中に 於て、 
最古の 者 Q 一な 七 ノッ ター 一 パ 1 タの 中に も、. ■沙門の 名 孤げ 四阿 含 中 亦 5 に 其 名を 擧ぐ るを 認む 。古 
代の大乘諸 ^ 的、法華を初めとして此神の名存する、枚擧に暇あらず。下りて密部の諸經典に至りては、何れ 0 
儀式に 於ても、 何れの 修法に 於ても、 此 神は 他の 三人の 同僚と 共に、 必要 缺 くべ f ざる 守護神— り 常に 其 名 
1 軸に S、 其 f 暴羅 i けり。 實雲貪 に 於ても、 ■が ii— 仰は ニ時頗 人心— 配した 
るを 認むニ 例 暴 ぐれば 一^ 代に 於て は、 _の守 菌に此 神 像を 奉祀せ しめしが 如き、 其 信仰の 盛な りしを 
徵す るに 足る。 霊に 於て は、 怫敎傳 來の當 時、 旣に獎 王 寺の 譚 あり。 千古の 忠臣 楠 雲の 幼名を 多 聞 丸と 
呼びし が 如き、 名匠の 妙技に こ Q 神像少 からざる 如き、 如何 H 此神 Q 信仰が、 着尙ぶ 吾 國民黑 かりし かを 知 
るに 足らむ。 今尙 各地 特に 參門慕 祭す る 麗少き にあらざる べし。 墨 及 響に 於け る 多 聞 天 ■仰 熾なる 

は、 玆に贅 する 要 あらず。 

三、 田 比 沙門 天に 關 する 經典 
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眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例 

其 聲譽は 古代に 於て、 廣く 世界を 羨 殺せし めたり き。 

何れの 征服者と 雖 、印度 無限— 貨 1的£ て、 遠征の 志を 發せ ざり しは— ず。 隨て 其國に 特に i 門の 
如き 富 Q 神 Q 存す る、 驚く に ft 山間 I 產す— 玉 金銀 q 守護神 存在す る 墨り しも馨 す— 足らざる 
也と。 蓋し この 寶貨 の 生產 する 山なる ものは、 印度の 北方を 鎭 する 夫の 大 y 系に あらず や。 其 崎峻擊 づべゝ 
らず ki. 入る に 難く して、 萬 古の 祕晶 せる もの 印度人が その 樂土 仙管此 山に 求めた る 所以に あら ず や。 

ラツ センの 推斷 まことに 當れ り。 須彌— 山、 俱 廬の樂 邦、 カイラ I サの淨 土、 其 源は 皆此 山に— り。 昆沙 
EL_ 力 この 大寶山 Q 一 管 占めて 尊重せられ、 次で 北俱盧 の 守 神と なりし も、 固ょり 自然 なり とす。 凡そ 古代に へ、 
ては 未識 の 地に、 寶貨 の 源泉 S 稼す るは 5の心理的事實也。近くはマルコ。ホ：の 01 —、西班牙人の1 
禾加 大陸— 像した るが 如き 之 基すべし。 想像に 富み、 詩 味 S— 印度人、 何、 f の 心的 籠を 缺 くべ けむ 
や。 彼等は 一 I 霧 萬 重、 遠く 人間と 隔て X、 玲 ■の 雪 光長へ に 天と 相 摩する 大 山嶽に、 昆 沙門の 淨 土を 夢み つ 
つ 他面には 抑 波 萬 里、 渺 々として 限り— 所に、 1 の 大寶島 I めて、 羅刹 夜叉の 雲處に 珍寶瑩 I 護す 
るとな^、以て佛敎の雲馬本 ^ の如き趣味ある譚1み、或は史詩羅摩衍那を出して、雄渾響美鲁代 
に 垂れ、—、 •同性 等の 諸大證 、亦 之に 依りて、 材を 得て、— 妙 理今尙 章々 たるを 見る。 而じ てこの 愣伽寶 
蠢 大王 霧# Q 如羞 々沙那 Q 如き、 皆 i 門 i 弟 S あり。 山海 相 隔て、、 共 i 德の 神— こと 蓋し 

趣味 ある 神話に あらず や。  • 


ニ% 踝 ニ 年 (紀元 九 八 1 )にあるを以て、此六年間に同經の飜譯せられしことど以て滿足せざるべからず。亦其 
原本を 可れ の 地方に 得來 りし や も 明記な きを 以て、 知るべからず と雖 、法 賢は 中 印度の 人なる を 以て 恐らく 原 
文 も 同地 方の ものな りしなる べし。 其 原文の 梵語に して パ ー リ若 くは 中央 亞細亞 地方の 方言に あら ざり しことは、 
經中 に存 する- 對譯 字に 照らして 之を 推知す るを 得べ し。 

("%藏々經の}^ -:: |1 1^ にも、又此經の存する1る、，4.題漢本と相違し、稱して3家及非出家に共通 
なる 經」 とい ふ も、 フヱ ふの 內容疆 に 依りて 其漢 本と 同一の ものた る や 明瞭な り。 _ の 年代は、 西暦 八 
七 八ょり 九 ◦一年に 跨る、 支那 譯の 毘沙門天 王經に 先づ 、約 一 百年の 前に あり。 

(八)田5沙門天王經の內容事少く煩鎖にー旦るの恐ありと嫌、後章に至りて本文の比較を ^ むるに就きて各種 
の 便利を 得べき を 以て、 玆に先 毘沙門天 王經の 內容を 槪說し 置かむ。 怫 典解釋 家が 常に 使用す る、 序 •正 •流通の 
經文 三分 法は、 亦 この 經文 にも 適用す る ことを 得べ し。 第一の 序 分は 世 尊 舍衞の 給 孤 獨園に 在し ゝ時 、昆沙 門 天 
王、 百 千 無 數の藥 叉眷屬 と共に、 世 尊に 詣でゝ 日く、 修道の 僧俗 男女、 曠野 林間に ある 時藥 叉に 【有 信佛言 者 
有 少信之 者、 復 有無 數藥 叉、 不信 怫言 者、」 の 三種 類 ありて 第三 類の 藥叉 は、 常に 行者を 惱亂 せんこと を 欲す、 
故に今ー經を說きて、彼等道俗をして、吉祥安穩を得せしめんと。時に正信藥叉の衆あり。昆沙門に對して。該 
經を說 かむ こき 懇請した るを 以て、 彼は 如來 ■許を 得て、 此菅說 くに 至れり。 (成 十二、 十七 紙 石 十三 行ょ 
り 左 ニ 行に 至る) 
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眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  ニニハーー 

6 大 S 中® 贫門 に關 する 經藏中 Q 大小 謹、 1 沙門 Q 擁霸菅 散說 する も q 甚 多し 盛、 特に 此砷を 

主として 說述 せる ものは 左の 諸 部に 過ぎず。 

一、 毘沙門天 王經唐 不空譯 (縮 藏閏 十四、 南條氏 英譯明 藏目錄 九 七 四) 

ニ、 北方 毘沙門天 隨軍 護法 儀軌 同譯 (縮、 餘ニ 、南 條氏缺 ) 

三、  北方 毘沙門天 王隨軍 護法 眞言 同譯 (同、 餘四南 條氏缺 ) 

四、  毘沙 門儀軌 不空 其他輯 (同、 南 條氏缺 ) 

五、  摩 訶吠室 業 那野提 電囉閬 陀羅尼 儀軌 、唐 般若 研 住羅譯 (餘 一 I、 南 條氏缺 ) 

六、  毘沙門天 王經宋 法天譯 (成 十二、 南 條氏八 四 九) 

己卜|广經共に祕密部に收められ其內容は共に昆沙門に關する祕法を說示すること、經題の示すが如し。5ノ 
て 前の 五經と 最後 Q 一 經と は、 其 内容の 上に 於ても、 外形の 上に 於ても •毫も 聖典 史的 關 係— せざる I て、 

玆 には 之 £1 評する 露し、 唯 第 S ■門 1 管 就—、 其 震 史上 y 極めて 重要— ー經 典— を證 明せ 
む。  _ 

(七，) 興 沙門 天 王營漢 蕃南譯 此經は {木の 法 賢三藏 が、 未だ 其 名を 更 めざる 法 天 時代の 鬭_ に 係れり。^^ 年 戈 
鏡錄 Q?、 へ— 以て、 正確に 定 むる こと 難し。 唯 _ が 河 中の 沙門 鐘 5 めら れて 、京師に 入り、 太 
宗の 知遇— て、 始めて 譯事 基した る^ た 平 興 匿 年 (紀受 八 0) にして、 f 着 If 改めし ま、 
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第三の 流通 分は 他の 大乗 諸經 に屢 見る 如き、 同一の 書式を 以て、 本經 の功德 を讃說 して、 實 行を 勸 め、 以て 本 
經を 結べり。 日く 「爾 時釋迦 牟尼怫 。於 夜分 中。 吿宓蒭 言。 如是 此經 。有大 威力。 能 為明 護 …… 諦聽 諦聽 。此經 
眞 實有大 威力。 能爲明 護。」 と (成 十二、 第 十九 紙 右二 行より 同 八に 行 至る) 


四、 見 沙門 天王經 の原材 

(九) 本論の 要旨 昆 沙門 天王經 は實 に、。 ハ 1 リ^ s 含、 第三 分の 三十 ニ 品、 了 1 ダ 1 ナ ティ ヤ經 ょり 起源せ 
り。 此ー小 南方 聖典は、 卽昆 沙門 天王經 二部の 骨格を 形成す る ものにして、 其 第 一大 段の 全 七 節と、 第一 一大 段 
の 大體は 之に 依りて 成立し、 更に 大集經 月 藏分及 孔雀 王經 ょり 採りた る 材料、 之に 纆絡 交錯して、 皮膚と なり、 
筋肉と なり、 玆に 初めて 毘沙門天 王經て ふ、 ー祕 經の體 格を 完 ぅする に 至りた る 也。 

此の 如く 毘沙門天 王經の 前身は、 アー タ ー ナ ー テイ ヤ經な るを 以て、 本經の 中に も、 又 之を 明かに 自白せ るを 
見る。 本 經の序 分、 天 王の ロを 借りて 日く、 「善哉 世 尊。 我 有 阿吒曩 胝經 、能爲 明 護」 と 流通 分に 又宣說 して 日 
眞言 祕経の 起原 及螢 達の 實例  • 三 六 五 


眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三六砟 
第二の 正宗 分 卽本經 の 主腦は 、大別と して ニ大 段と なすこと を 得べ し。 第 一大 段は 四天王 威德の 叙述に して、 
東南 西北の 四 小節に 分れ、 之に 北方 世界の 記事と、 四天王の 惣讃 と、 阿 拏迦縛 帝 城の 記事との 三 節を 加へ、 首尾 七 節 
を 以て 成れり、 第二 大 段は 四天王の 神咒 、及 其 # 屬諸 軍將の 名を 列擧 し、 本 經を誦 持す る ものを 守護すべき ことを 
說 き、 若し 此等 鬼神に して 惡意を 以て 修行者に 接近せ むか、 嚴罰 立地に 至るべき を 述べ、 之に 他の 四 鬼神 族の 守 


護と 彼等 違反者の 罰 法を 交へ 記し、 全體八 小節を 以て 成れり。 已 上槪說 したる 内容の 分解は、 左の 第一 表の 如し。 
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五節に 分れ、 通計 五 頌 t。 頌體 は槪. a I! 路％ !i ゐ 、少しく 不規則に して 或娶に 近く 響 蓮 基 作した 
るが 如き、 了 1 ルヤを 交 ゆ。 內容を 分解す るに、 左の 第二 表の 如し。 
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丨計 

，大 段は 散體 S て卽艺 議 1 持す る ものの 受 くべき 特權 I 載す。 日く 此阿 S 靈頜護 暮學受 持 
する ものは、 一切 鬼神 Q 導— けざる ベく、 四天王に 1 する 鬼神に して 若し 此等 ■明 者 i 亂の 目的を 以 
て 接近せ むか。 彼等は 鬼神の 特權と 威力— 失して、 再び 其大 城に 還歸 して 麗 I 季 i 得ざる ベく、 其 頭 
は 枯葉 Q 如く I られ 、若く は 破裂して— と— べし。— 王 に臣11 に 似—、 四天王に 

屬 せざる 鬼神 輩が、 其 暴威 蠢經 f 加へ t す 1 、覽神 S 大肇等 • f 之 裏 縛し 一」 極 1 付せ 
むと。 玆に 於て 同經は 更に 穩 半の曹 以て、 所謂 鬼神 諸大將 軍の 名を 列擧 籠し、 復び 前に 同一の 文を 以て 

鬼神の 守護と 違反者の 治 罰と を繰囘 して 其 記載を 了れ り。 
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S 言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三， 1、 六 
く「昆沙門天王、說此阿 ^: 曩脑經已。禮世尊足。却住ー面。」と。豈興味ある文学ならずや。西藏譯の昆沙門天 
王經は其蕃題前に言ふ ,^ の如しと雖梵語の題目は、之をご > -§ |_ ^- |こと標したり。見るべし、亦其源のパ 
1リより出たるを證するを。 

(十)阿吁曩厥經內容此極めて祕密佛敎史に重要なる小乘經與は、南條氏の英譯明藏目錄に對比表出する如 
く、 漢譯長 阿 含の 中には 之を 存ぜず 。僅に 其 四天王 品の 中に、 多少の 關係 あるべき かと 思は るる 淡 影を 留む るに 
過ぎず。其他漢譯藏經の中"別譯として同經に相當するもの、亦存在せず。配_に於ては、其單行本の譯を、 
正 藏經部 Q 第一 二十 琀見 るを 得べ く、 且つ 其で リ より 響せられ しこと Q、 特銳 載せら る X を 見る。 

今此 經の內 客を 槪 括せ むに-世 尊 一夜 靈鷲 山に 在し、 とき、 四天王 其 眷屬を 引率して、 來詣 し、 四隅に 其 座を 
占む。 此等 引率せ る 鬼神 等が、 佛 陀に對 する 態度は 種々 にして、 或は 怫を禮 する あり。 或は 默 して 禮を 施さ— 
あり 時に 昆が門 天 王 世 尊に 白 さく。 大力 及 劣勢の 鬼神 等、 或は 歸佛正 信の もの あり。 又 頗る 佛陀 に反戾 する 
不達の 徒 あり。 蓋 彼等が 世 尊に 反抗す る 所以は、 世 尊 f 戒を 制し 給 ひしに 不滿 なる に 由れ り。 彼等 不滿 の惡鬼 
等佛穿子が林間駿 ^ 人なき所に於て修行するとき、常に之を懷亂せんと欲す。故に僧谷與女は可托 * 胺の列 
護を 受持 する Q 必要 f。 是を 以て 今 世議 f 得て この 明 護. 甚くを 得む と。 世尊默 f して 之 鼻し 給 ひし 
かば、 彼 卽詩體 を 以て、 阿吒曩 胝經を 說き 初めぬ。 是卽パ ー リ阿 吒經序 分の 大要な り。 同經の 正宗 分は 毘沙門天 
王 箱と 體 裁を 一にし、 又 ニ大 段より 成立す。 第 一大 段は、 卽 所謂 阿吒曩 胝の明 護に して 全部 渾て 詩體 より 成立し、 


(十二) 阿吒經 の 大會經 ょリ出 てた るを 論 證す阿 吒經は 他の 長 含 諸經に 比して、 其文辭 比較的に 綺 飾に 富む 
其 詩體亦 主として 後代の 布羅 拏文學 、若く は 怫 敎祕密 文學に 見る が 如き、 首 路迦を 用 ひ、 之に 離れる 極めて 不規 
則なる 少 許の ア ー ルヤ 偈頌 も、 亦 古代の 佛敎 文學に 於て は 見る を 得る こと 希な り。 而 して 古代の 諸經に 存 する ト 
リシ ユツブ の詩體 は、 却て 毫も 阿 吒經に 見る を 得ず。 故に 古經を 見る に 慣れたる 人に ありて 、阿 鐘 S 代に 
屬 する ものなる を 鑑定せ むこと 其 困難なら ず。 然れ ども 此の 如き 鑑定に 屬 する 方法を 以て、 直に 阿 吒經の 時代を 
定めむ ことは、 時に 弊 あるを 免る X 能は ざる 所たり。 其 確に 大會經 ょり 出で たるを 證明 せむ ことは、 別に 鄭寧な 
る 本文批評に 待たざる を 得ず。 

阿 吒經は その 第 七頌已 下に 於て、 四天王の 威德を 叙す るに つき 左の ー頌 を、 四 囘重復 したり。 

(彼に 多 子 あり、 我 聞く 同名な りと、 九十 一子、 因陀羅 と 名け て 大勢 力 あり) 

此の 八 字 四 句の ー頌は 、要するに 大會經 第 十 節 已下第 十三 節まで、 各 節に 繰囘 されし、 
l r-w ltt £cl -mtassa c- allav p jllua-mmla.-llulha-mjp 

(彼に 多 子 あり、 因陀羅 と 名け て、 大勢 力 あり 3 

の ニ 句に 起源し、 此半頌 の 前後 兩 句の 間に、 eF-n s1 — 已下 eko  ca に 至る ニ 句を 挿入した るに 過ぎず。 

Ml t 阿吒經 第二 大段に 於け る、 鬼神 將 軍の 名を 列擧 せる、 四頌 半の 詩は、 大會經 第 十五 節の 一部分を 擴大 にし 
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眞言祕 經の 起原 及發 達の 實例  三 六 八 

次に 淀 通分 あり 大體昆 沙門 天 王 経と 同じ。 日く 怫聲辰 朝に 比丘 比丘尼を 招集し 給 ひて 吿 ぐるに、 昆 沙門 所說の 
阿 [^ _脑明護を以てし、之を習學誦持すべきを命じ、其大功德を讃說して經を結べり。 

叙して 兹に 到る。 後 章に 詳論すべき、 阿、 昆兩經 の 本文 比較を 待たず して、 聰明なる 讀 者は、 早く 旣に 二者の 
間に 存 する、 極めて 重要なる 聖典 史的 關 係を 洞察 看破せ む。 

(十一) 阿 3鬆經と大會經と 0 關係今や本文の比較硏究に入るに當りて、玆に先づ解決せざる可らざる、 
1大あ |_ に逢着し/りそは阿陀經と同じく長阿含の中に存する、九 ^' 日經との關係是也。蓋し此兩經は洽も同ー 
の 題目を— (I 神 諸 天 Q 名 S 列して、 其— 的の 傾向、 亦大 に— たり。 大鑫 II 奮 並に 
> 罗 の諸ア % の來 € ^ 法するを歌ひ阿祀経は四天王の守護を說きて、其眷屬の怫所に來詣する所を叙述す。其內 
{右の 酌 似旣に 止の 如し。 而 して 亦 兩經の 中に 同一の 詩句の 存在す るを 見る。 故に 此兩經 の 間には、 崔 こ 聖典 史 
1 係 之 非ざる 可らず 阿 渥は 果して 大鑫 ょり 出で たる か。 若く は 反對に 大鑫堇 みたる か。 或は 又兩經 
共に 同一 手に 出で たる か。 是實に 先 づ裁斷 を 要すべき、 大 葛藤に あらず や。 

抑 長 阿 鑫はパ i 佛經 中、 最も 古代 S する もの 上に して 其 一 ^？ ^ 集經 の 如きは、 遠く 阿育 王の 刺 碑に 其 
名を 見る。 而も 現 時の 長 阿 含 全體は 決して 同一 時代 同 一 手の 疆 にあらず 今。 論ぜむ とする 阿托經 の 如—、 其 
の 近代に 屬 する もの 一にして、 確に 大會 經を疆 補綴して 成立した るの 跡歷然 たり。 何を 以て か 之. ふ。 次に 
論證 する 所、 希く は 其眞 相を 明に せむ。 


名は、 古— 靡 話に 出づる 有名なる 乾闥婆 神に して、^ & 雲 多に 於ても、 彼に 關 する 讀 多し。 之が 藥叉神 
として 現は 匕し は、 後代の 怫 敎文學 に 於て 之を 見る のみ。 叉 阿 轮經の 記者が 大會經 の 文に 添 如した る 神將の 名の 
中 一 shf .klia,  Mucililx F Mapi の 如きは 極めて 古代に 屬 する 龍 愚の 名に して、 藥叉の 名に あらず。— 

乾 宗の嘉 に 見へ、 摩藝羅 多に も殘存 し、 孔雀 王經の 古代の 部分に も 現る ゝ寵名 管。 第二 璧又 共に 古代に 
於て は、 1 Q 名と して 有名 1。 此等 古代の 龍 名が、 藥 叉の 名に 轉 じたる は、 卽阿 ■が 比較的 後代に 屬 
する を 證 する 極めて 有力なる 左 券に 非ず や。 兹に 於て か、 斷 言す るを 得べ し。 阿吒經 は實に 大會經 を資妒 として 
製作せら^-たる もの 也と。 大會經 に 於て は、 尙 トリ シラ ソブ の偈暮 し、 其 文 體亦阿 托經に 比して 素朴なる 所以 
を、 論じて 玆に 到りて 初めて 明瞭と なるべし。 又 夫の 漢譯長 阿 含の 中に、 大會 經を存 して、 阿 吒經を 缺く所 以 も、 
其說 明を 下す ことを 得べき にあらず や。  . 

五、 田 比 沙門 天 王經の 本文批評 

I 序 分の 硏究 

(十三) 阿 毘兩經 序 分の 比較 パ ーリの序分が頌布演せる筆致に比して、漢譯は極めて簡濱なりと雖、精細に 
兩 者を 比較す ると—、 其 間に 密着 の關 係— ことは、 旣に此 部分に 於. て も 明か S 得する こと 霧べ し。。 マ 
リに 於て は、 怫靈鷲 山に あり。 漢 にあり ては 舍衞 にある 差の 如きは、 本文批評に 於て は甚 しく 重要た る 事項に 
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たる ものにして、 詳言 1 、此 一部分 Q 前後に、 他 Q 鬼神 If 、 補 i 加して、 f 成した る S 
ぎず。 


(ニ) 阿托經 

Jnd p 801110 , varl -a o c s° B s radv c:l jop  ati 

〔已下 六 句 全く 上擱と 同文〕 

s £21 ti 7 giro、 Hemavato  &c.  &C. 


(一) 大會經 

Candano,  K ?cl mase :?t ho  c i° Kinnugl;a a ll, 
in  ig  ha, 一 .xluca 
p ccl nado,  opanlannoca,. 

Devasso  ca  Mstali, 

Cittaseno  ca  gandhabbo. 

Nalar crl j ficl Janesabho 

那 一面には 句を 割きて 新 句を 挿み、 他面には 前後に 新 句を 添加した る 痕跡、 判然して 隱 覆すべからず。 

狹：れ ども 兹に尙 經が 、大 會經と 同一 手に 出 でしに ぁらず との 疑團 ぁり。 是尙少 く 他の 有力なる 證據を 持ち 
来りて、 —8 する 1 ，也。 1 出せ— の 文は、 菌_||列擧 したる 者 
にして 同經の 文實に 明な り。 然るに 阿 托經は 悉く 之を 雙神將 の 名と なしたり。 特に 興味 多き は、 大會經 の 
一 Cittaseno  ca  gill 戶 q 句は 「I 爵る戀 'ど」 の—  ^ 

_ 婆」 との ニ藥叉 神と なした る ことなり。 是實に 阿、 大兩經 が 同 手に 出で ざる 靈と いふべ し。 抑！^ t ?; — 


广 — 1 で ^ ,广人 一、 

(衣 ニ 弟） 


經吒阿 

經沙毘 

fk ! 

kx  1 

數渴 

節 

節 

大 

段 

i—3 

1 

— 

10—15 

2 

1 

1<S— 23 

3 

2 

i 

27—32 

4 

3 

I 

50 — 55 

5 

4 

% 

〇〇 — 〇0 

5 

5 

— 

— 

6 

36—48 

5 

产 

— 

— 

8 

— 

9 

— 

— 

10 

ii 

— 

11 

II 

■ 

12 

—— 

13 

1 1— 5a 

14 

丨— 

15 

せり。 然るに 毘沙門天 王經の 正宗 全體 は、 皆 散體を 以て 記せられ たり。 這般の 相違は、 新經 と古經 との 關係 上、 
屢見 るを 得べき ものにして。 例せば 古き パ ー リの大 會經の 大部分は、 詩體を 以て 記 ^: せらる、 と ^ 遙に 後代に 
屬す る。 法 賢 三 藏譯の 同 本 大三摩 若經は *散體殆んど全部を占むるが如し。ー切の場合に於ては ]:- 韋 ^ ±かと ^ 
すべきに あらざる も、 詩體 の散體 よりも 古き は、 拂敎 文學に 於て 傲して 然るを 常と す。 - 

今 毘沙門天 王經の 正宗 分の 全體 と、 阿經 とを 比較す ると きは、 左の 第三 表の 如き 結果を 得。 


已下 順次に 第 一大 段ょり 始めて、 兩經の 聖典 史的 關 係の 存 する 所を 炳明 ならしめ む。 

(甲) 第 一大 段 
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あらず。 阿吒經 は、 四天王 俱に來 り、 毘沙經 は毘沙 門獨 到る。 蓋し 漢が毘 沙門を 主として 編述 せられし ものと せ 
ば、 此の 如き 變遷を 見る は、 寧ろ 當然 のみ。 今 左に 兩經序 分の 一端を 比較せ む。 


(i 阿吒經 

Atha  kho  cattaro  mal s. rujano  maliatiya  cayakka- 

11 a-sen cil va , r p ttlya,nh  一一 一一 ikan er+- ava -3 *3 £:l kevajba- 

kappa  三 Gi.Jj  一 ul-K.Qtam  pablbatam  0 bl s. setv s51 yena 


(2) 毘沙經 

爾時毘 沙門 天 王。 與百千 無 數 。藥 叉眷屬 。於 初夜 分 
俱來怫 所。 放大 光明。 照祇陀 園。 


Bl 5 crQ a,VA-kma  UDasamkarnlmsu 
(爾 時、 四大天 王、 多數の 夜叉 軍と 共に …… 夜間に 於 
て、 端嚴の 色相、 同時に 靈鷲 山を 照灼 して、 如來 に詣 
でぬ} 

次で 漢の 「世 尊 有 諸 聲聞宓 蒭宓蒭 尼」 已下 も、 明かに 其 文を パ ーリに 見る ことを 得べ しと 雖 、此 等の 本文 比較 
は、 此 部分が 甚 しく 重要に も あらざる が 爲に 、玆 には 一端を 示して 他は 省略す る ことと なし、 進みて ^ ちに 本經 
の主腦 なる 正宗 分の 批評に 入らむ。 

n 正宗 分 

(+ 四) 正宗 分 全 體の槪 論 阿 吒經は 前旣に 略述した る 如く、 其 正宗 第一 段の 全部は、 首尾 渾て 詩體 ょり 成立 


が、 密教の 發展 と共に、 益 其 地位を 鞏固に し 其 機能を 偉大に し、 特に 夫の 金剛手 夜叉の 如きは、 後代 祕密 敎の演 
技に 於て は、 最 重要なる 一 立 役者と なりし にも 關はら ず。 七怫の 信仰が、 殆ど 見るべからざる に 至りし もの、 一 
に是に基因するのみ。 /1§ ^ 羅に於ては、この原始的佛敎要素と、後代の密敎的要素とを調和するの思想ありて、 
賢 劫の 五怫 、卽 吾人の 世界に 出現した る 拘那舍 已下釋 尊に 至る 五 如来と、 大日 已下 祕敎 の五怫 との 間に、 本地垂 
跡の 說を 生ずる に 至りし が、 此 思想は 單に 地方 的た るに 止まりて、 一般の 印度 敎界 には 些も其 影響を 與へ ざり し 
.を 以て、 隨て 支那には これを 傳へず して 止みき。 

毘沙門天 王經は 最も 後代の 祕密經 典に 屬 する もの。 其纂述 にあたり て、 特に 七怫讃 嘆の 部分に 局り 之を 略 去し 
て、 材料に 資ら ざり し 所以の もの、 這 般密敎 々理 史の發 達ょり 觀 て、 痛快に 其 判定を 下す ことを 得。 

(十六) 第一 節 已下第 四 節 ま’， ての 硏究 七怫讃 嘆の 後に、 阿 吒經に 於て は 次ぐ に 東南 西 此の 四天王の 記述を 以 
てす。 各方の 天 王と もに、 其 叙述の 順序は、 第一 天 王 所領の 方位の 美辭 的讃述 、第二 天 王 威德の 相、 第三 天 王 及 
其眷屬 Q 歸佛に して、 第一と 第二の 少 分を 除けば 餘は 悉く 同一の 文辭を 以て 記載 せらる。 昆沙經 に 於て は、 何れ 
の 方位に 於ても、 阿吒經 第一の 叙述は 全く 省略せられ たり。 其 他は パ ー リと 同じ、 四方と もに 其 天 王の 名を 除け 
ば、 同一の 文辭を 重復 したる に 過ぎず。 故に 其 第一 節を 比較 討究せば" 餘の三 節は 別に 之を 重 論す るの 要 あるな 
し。 今阿吒 經と毘 沙經 との 本文を 比較す るに 左の 如し。 
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眞言祕 經の 起原 及發塞 の實例  三 七 g 
(十五) 何故に 虽沙經 は 七備讃 嘆の fi せし や 。 ハ丨 の-第一 頌に 相當 する 文は、 漢 本に 於て は 全く 之を 
闕如 せり。 この。 〈丨 九雰 中に 於て 、樊頌 は 第二 表 S 出す るが 如く、 七佛 の 謹に して、 雲 Q 三 頌は持 
,ア王ヵ4目領する ^: カ ^ ± を詩的に形容したるもの也。而して此處に昆經に於て七佛禮敬の文の省略せられし 

は 事 f に？」 には あらで、 佛敎 々跫 の 側より 薦 して、 謹 味 ある 謹鲁 せり。 抑 S 的 0 囊 、詳 

かに 言へ ば 小乘敎 よりして 漸く 分岐して、 未だ 多くの 年 時を 經過せ ざり し 祕密敎 にあり ては、 其經典 中、 七怫の 
禮 敬は實 に _ く 可らざる 慕 畫大 Q 要素な りき。 此 時代に 屬 す、、 へき 眞墓 典を 見る に、 到る 所と して 七佛の 擁護 
威ブを Is せざる なく 七佛 Q 神咒 は經中 Q 主 腦と いふべき ものな りき。 然るに 囊 漸く，^ 達して、 理想的 佛陀 
の崇拜 熾 盛-^ るに 及ぶ や七佛 の 有した る 勢力は、 漸次に 減 却.^ 頹す るを 免る、 能は ざり き。 而し てこの 傾向は 
祕敎 の 大震と 共.^ 益 其 潮 勢を 高め 來 り、 後 遂に 昔時の 七怫 は、 信仰 上 殆ど 無意義の ものと なり 了り、 僅に 經首 
に 其 名高す るか、 或は 曼震 Q 一隅に、 當 時の 俤基留 する に 過ぎざる に 至れり。 _ し敎理 上、 現 身 應佛の 
信仰 力 報 法 ニ 身の 理想的 怫陀 の崇拜 に轉 化し、 現實 より 理想に 進み、 道德的 實存の ものより、 锊理的 顏 o;l' 者 
.に遷 りし疆 枭すも Q にして、 要 之、 小乘的 要素が、 大乘的 雲の 爲め篇 迫せられ f せられた るに 外なら 
ず斯く 一面に 於て •大乗 要素の ために 驅 除せられ つゝある 小乘 雲は、 他面には 亦 非 佛敎的 雲、 卽 婆羅門 諸 

敎の 雲、 §1 壽 Q 簿馨 しく 强烈— 勢 £て_ し來 るに ■、爲 篇に其 位 f 保？ る こと 能 
はずして 七怫緣 の 如きは 殆ど 其 痕跡を 祕經の 中に 斷 たむ とする 墨り ぬ。 四天王 及び 其 他 原始的 怫敎の 鬼神 


遙に大離怖畏者を恭敬す。 

Namo  te  lmr g: ljafina  ! 

.一 Namo e+ e r>ll.risutta,ma  一 

南無 最上 人 南無 至上 者。 

jv  usalenasam  ikklias  一 . 

Amalluss sol dl  tam  vanclanti 

善を 以て 爾 は遍觀 す。 

非人 等 も 亦 彼を 禮 敬す。 

81 na -3 ll c*- tam  abhmihaso 
t p sltmev p m vpdem p s CD l 

是 嘗て 未だ 聞かざる 所。 

是故に 我等を して かく 禮せ しめよ- 
j3 p -3 vaJKIa,tha,  Got p ma.5  一 
C-J inarpvam sr ma  Gota *3 am, 

勝者 _ 曇を 禮せ よ。 


觀彼 非人 而能禮 敬* 


是故我 今 稽首 歸 命。 
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眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例 

(一〕 阿吒 曩胝經 
Ynm  <lisam ^ >lvl づ rd o ti,  mal s. r ccl jsyasassl  so, 

彼名稱 ある 大王、 該方を 管領す。 

Gandlmhb  岂 am  slhipati  Dhat r ri 4 •? 

持國と 名け し乾闥 婆の 主。 

1 1 all.latl  n p cca-gitelll.  gitiidhabbelu  purakldlato. 

乾闥婆 衆に 恭敬 圍繞 せられて、 伎樂歌 詠を 以て 樂む。 
putt KI pi  tassa  Tbahavo,  elian scl mati  me  sutarp 

彼に 諸子 あり、 我 聞く 同一 名な りと。 
asitiip-dasa  eka o ^ Illdan ccl milmah CII -ba K 

九十 一人、 因陀羅 と 名け て 大勢 力 あり。 

Te  pi  ca  Bluldhsll  disv 3' ljl.  Bllddl.alpAdiccaband- 

111 m p I} 一 

彼等怫 陀 、日 種の 怫陀を 見 奉りて。 

dQrato  va  Ilamasspllti,  mal s -ntam  vlt p soraua, 三. 


三 七 六 

(ニ) 毘沙門天 王經 
東方 世界。 有 乾闥婆 主" 名 日。 

持國。具大威德統領乾闥。 

婆 衆。 恭敬 圍繞 。歌舞 作唱。 

而 愛快樂 。有 九 卜 一子。 同名。 
帝釋 。有 大勢 力。 


見 弗 世 尊。 


歸 依頂禮 尊重 恭敬” 


tu -s d_iklr o-- c*))  pacitv Jst lla,  ta f- bhufljati Hr lojanam. 

(彼等は 播種せ ず、 亦 彼等は 鋤 犁を用 ひず。 

諸人 耕さず 煎ざる 米を 食す。 

紙 糠 もな く、 糟續 もな き、 淸淨香 美實の 食を、 

'7S 一！ S デ ィキ ー ラ (？) に 煎て、 後享 用す。) 

兩 者の 思想の 順序は 全く 同一な り。 誰. か 漢本が パ リょ り來れ るを 疑 ふこと を 得む や。 

(十八) 第 六 節 次に 漢 本の 第 六 節は、 全部 パ ー リに存 せざる 文な り。 其 後代の 攙入た るは 論な し。 今漢 本に 
就きて、 委曲に 文脈を 檢せ むに、 此ー 節は 思想の 順序、 甚 唐突に して、 前後の 文 段と 相 副は ず。 具蹬 者は 一見 以 
て其揷 入に 屬 する を認 むべ く、 第 七 節を 研究す るに 當 りて、 彌此 事實の 明白なる を 曉 るべき 也。 

(十九) 第 七 節 本節に 於け る 「復 次乾闥 婆」 なる 一句は、 明かに 後手の 挿入に して、 この 一句と、 前の 第 六 
節の 全體を 除去し 第五 節ょり 直に 連續 して 本文を 見ょ。 其 文脈 終始 整然として、 一貫す るを 認む ベく、 パ ー リに 
記述の 順序と、 全然 一致す るを 見るべし。 

本節 亦 前節の 例に 從 ひ、 追 次兩經 の 文を 謙」、 比較せば 瞭に ニ經の _ する 所を 覩る べしと 雖 、引 文の 冗 
多なる は逄ら に 煩雜に 過ぐ る 恐 ある 以て、 二三 兩經 の關係 上、 興味 ある 變遷を 見る に 便なる 諸點 のみを 擧げ て、 
全文の 比較は 之を 讀 者の 親く 對較 する に 任せむ とす。 
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眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例 
勝者翟曇を禮せむ。 

vlJJacar p nasampannalpBuadham  vand fi:l ma  Gotam. 


三 七 八 


am 


正 徧知明 行 足 無上 寂 靜「 


明 行 足の 佛陀撰 曇を 禮せ むと。 

阿毘 兩經 、詳 略の 別 ありと 雖 、其 思想の 順序、 全然 符合し、 其 文辭亦 大抵 同一な り。 漢本が パ ー リを 模型と し 
て、 之を 襲用して 文を なした るの 痕跡は、 甚だ 明な り。 

(十七)第五節阿吒經に於ては、毘沙門所領の方位、卽北方の形容は、他の三方面に比して頗精細の叙述を 
試みたり。 北俱廬 州の 美と 富と を 叙す る、 絢爛の 詩句、 頗見 るに 足る。 阿吒經 のこの 部分は、 漢 本の 第 四 節に 於 
ては、 他の 三方と 同軌に 之を 省略せ しと 雖 、第五 節に 至りて、 乃該 部分の 首 部を 採り 来りて、 其 文を 構成した 
り。 事 第二 表に 標示す るが 如し。 勿論毘 經に ありて は、 其 記述 頗簡淨 にして、 單に 一瞥 すれば 犬に 阿經と 相異る 
が 如き も、 詳に兩 文を 對 比する ときは、 其 源流す る 所、 實に 瞭然た る もの あるを 見む。 漢經に 日く  (復次 北方 世 
界" 地 無 耕種、 人不執 作、 飮食 自然、 色香 具足」 と、 轉 じて パ ー リを讀 め。 

Nil  te  blja -3 pavapallti.  Napiiilyanti  nailga p' m. 

Ak :s l〒p5kimarps51itppariblu 5. mltimanus5.-. 

A -5!r avlam  athuna  日 su^dham  su§ndha〗p  tandu-l) 一一 alam. 


廣四十 由 旬 J と。 阿 殿の 數を 池の 數とな したる が 如き また その 變遷を 見るべし。 

(乙) 第二 大段  . 

(二十) 第二 段の 槪論 第二 大 段は 大集經 より 材料を 採取し 之に 孔雀 王經 より 得來 りし 資料を 添加して 構成せ 
られ たる もの 也。 但此 中、 第 十四 節は、 阿吒 •大集 •孔雀 王の 三經 、共に 存 する 材料なる を 以て、 其 何れより 材 
を取り1かは、後詳に論ずべき至要の問題として殘略す。 

かく 第二 大 段の 原材 は、 大集 孔雀 王 等の 諸 大乘經 にあり と雖 、第 一大 段と 連關 して 大體の 思想は 之を パ ー リに 
得た る や 勿論 也。 故に 叉 文中 パ ー リ より 得た る 資料の 交錯す るを 見るべし。 一例を 擧 ぐれば、 其 全段 八 節の 各所 

に重復 せらる ゝ 「彼 諸 若 有惱害 者。 卽失 威力。 頭 破 作 七 分。 如 阿梨 樹 枝。 亦 不住阿 拏迦縛 帝 大域」 の 文の 

如き、 實こパ ー リの  S ^f«.o  ^ s s 

omo-  s^3p  - 

Api  su  nam,  Mar s- a,  mn  目 Isa  r ミ tadhil  piV 治 a maddha .3 ニ >lialeyy  目' 

〔天 尊 彼衆惡 心を 以て、 行く に隨 行し、 立つ に 又 側に 立たむ か、 豈復ア ー ラ 力 マン ダと 名づ くる 王城の 殿 

舍に 入る ことを 得む や。 天 尊、 又實に 此等鬼 衆は、 其 頭 七 分に 破裂せ む〕 の 文に 淵源した るな り。 

蓋し 毘沙門天 王經の 編述 者は、 大體の 思想を 阿 吒經に 獲得して、 茲に 第二 大 段を 組成す るに 及び 同經の 中に 
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眞言 鉍經の 起原 及發 達の 實例  H 八 〇 
毘沙經 には 夜叉 女の 名と して、 阿吒 曩胝 (At E' 1 昼) 俱曩吒 ( w sl srl ブ) 波 里 俱婆曩 吒 (parikush £, ta) ft 拏波 
里迦 (Nsaparf) の 四 名を 列擧 す。 而も 實はパ ー リの 原文に 於て は此 等の 名は 毘 沙門 所領の 諸 都 城の 名な り。 
本經を 阿吒曩 胝經と 命名す る もの 又 其 第一の 都府 よりして 取りた る ものの み。 (一) 

毘經の 阿拏迦 縛帝大 城と いふ ものは、 阿經の A p kamamk の轉 じたる 者な り。 此 夜叉 大域の 名は、 パ ー リ長 
阿 含の 大善 見王經 、及び 大 涅槃 經に 見へ、 又 漢譯佛 本 行 集經の 「其 城本是 夜叉 宮殿、 名 阿羅 迦槃陀 J と 記す る も 
の是 也。^^ 王經金 光明 經に 於ても、 又 此名見 ゆ。 此 語の 譯義に 就きて は、 本 行 集 經の譯 註には 「曠野 宮殿」 の 
解 あり。 蓋し 語源を な at" 「彷徨す る」 「飄 零す る」 の 動詞より 取りたり。 チルダ ルスは 又 之を Akka  + mallda 
の ニ 梵語に 還元して、 解を 施せし と雖 、何れも 尙 語義の 不分明な るを 免れず。 然れ ども、 其 語が 印度 古文 學に屢 
見 ゆる、 毘 沙門の 都府 Alaka と 關係存 する は 見る に 難から ず。 毘沙 經に存 する 名、 阿 拏迦縛 帝は 「アラ ヵー城 
を 有する もの」 の 意に して、 卽 Vant の 女性 接尾語 Vati を Alaka に 加へ たる ものな り。 この 接尾語は パ ー リ 
の： Man  (一 a こ 若く は 漢譯 の： Vanda: の轉 じたる ものなる や 明な り (ニ} 

パ ー リの  SNavanavatio  Ambara-amvaravatio rahado o ilara -3 1 l s. ma,  vato  megh sfil pavassant  こ 〔九十 九の 

アム パラ アム バラ ヮ ティ (具 諸 衣 宮殿) あり。 …… 陀羅尼なる 池 あり、 之より 大雲 雨を 降す〕 の 句は、 毘沙經 
「有 九十 九 池。 水 甚深廣 o 名 日 地 池。 泉 源 通 流。 亦 能 降雨。」 の 文の 依りて 來る 所な り。 文中 地 池とは パ ー リの 
pllava -2, 1 の 語を 直 譯 したる もの 也。 此語は 亦 漢譯長 含の 四天王 品 r も 見 ゆ。 日く 「菌城 中間 有 池。 名那 隣尼縱 


m 


23  22  26  5 24  27 


14  13  10  9 8 7 6 5 4 3 2 1 


47  34  31  34  31  j | 114  13  10  978645321 


印捺經 0 ndra) 

蘇 摩 (SI) 

P 3# 拏 (vlna) 

婆 羅轉惹 (wharadvwja) 

鉢 羅惹鉢 帝 (Irujapfui) 
伊舍那 ( - 5a) 

左 難 曩 o il—〕 

m m^ s' si csnBugha ^ u) 

傾軍吒 (Nigha ls TU) 

鉢 羅拏那 0 ゴ 
烏 波 牛支迦 (upapn -s cn 3 ) 


摩多隸 (M pl talo 
唧 蛆 羅細曩 ( o itrassa) 

t? lf QW€ln) 

嘯！ k 里 舞 ( Q Hndharva) 
曩囉 囉祖 (Narnr 5 jad) 
rl-N 那里婆 婆 (Jinar 'ao lbha) 


(4) 大集經 月藏分 


(3) 孔雀 王經 


1 

2 

4 

5 

6 

7 

8 
9 

o 

3 

4 


32 


8 

2 

2 

3 

3 

2 


.三 八 三 


(2) 毘沙門天 王經 


(1 ) 阿吒 曩胝經 


1 India 

2 Soma 

3 vim 

4 TBhHradva_ »* 

5 F 1 -ajapuu 


6 Canduna 

7 K.amascttlm 

8 Kmnughandu 

9 Nighamlndu 
Lo l pl nda 


11 cpamanua 
12 I w e-vols  a ta 
13 lvotali 
14 cittl ® 3 na 


1 


Q imdhabba 
16 Nularwja,n 

17 Jim'sahn 
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は、 北方 藥叉神 將の列 名のみ を存 して、 他の 三方 面の 鬼 旅 卽乾闥 婆、 龍、 鳩 槃荼の 諸 鬼將の 名は 固ょり、 之を 缺 
くを 以て、 四方 面の 記述を 同一 均整に する 必要 上、 阿吒經 に缺 けたる 部分は、 之を 補足 充塡 する 爲に 、他に 適當 
の 材料を 求む るか、 若く は 諸經の 中に 散在す る、 此等諸 鬼 族の 名を 集め、 或は 自ら 新 名を 案出す るの 一つに 出で 
ざる 可らず。 然るに 恰も好し、 大集 經月藏 分に 於て、 此等 四方 鬼 族の 列 名 あり。 持に 其 北方 列 名は、 實に 阿吒經 
と 同一の 根源に 出で たるを 以て、 玆に其 材料を 大集經 に 仰ぎた る 也。 而 して 又大 集に 存 する 藥 叉神將 の 名は、 孔 
雀 王經に 於ても 同一の 記載 あるが 故に、 此 部分は 寧ろ 編者が 平生 渴仰 尊重す る 孔雀 王經に 取りた る 者と 推斷 する 
を 得べ し。 蓋し 孔雀 王經は 昔時 印度 各地に 於て 尊信 甚だ 深く 流布 亦頗洽 かりし 祕經 にして 義淨は 其譯 本に 於て 明 
に 之を 記載せ り。 支那に 於け る 異譯の 多き と、 現 時歐洲 印度に 存 する 同 經古寫 本の 多數 なる に 微 しても、 此事實 
を證 すべきな り。 編者が 祕密 聖典の 編纂 者と して、 材を 特に 同經に 求めた るは、 勢盖し 自然の み。 

(ニー) 第 十四 節 第 十四 節は、 北方 毘沙門天 王の 眷屬 、卽藥 叉 神 將の列 名に して、 是阿經 第二 大 段の 偈に見 
ゆる 所な り。 今 特に 此 節を 自餘の 諸 節に 先ち て 論定す る ものは、 此 部分は 祕密怫 敎史に 於て、 最 重要なる 材料の 
ーにして、之を論證して置くときは、第八節已下を硏究するに付きても、各種の便利あるに凼れり。 

前項に 豫め槪 論した る 如く、 本節は 阿吒 •大集 •孔雀の 三經 共に 同一の 記載 あり。 故に 毘經が 其 何れょり 材料 
を 取りし やを、 硏究 する ことは、 今の 急務と なす 所な り。 故に 先 づ大體 四 經の列 名を 比較し、 而る 後、 詳に 其材 
料の根源する所を檢索して、斷案を下すの要あり。乞ふ試に左の第四表に就きて、四經列名の順序をー瞥せょ。 
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此 表に 就きて 檢す るに、 阿 吒經と 毘沙經 とは、 其 列 名の 順序 頗る 相 異なり、 其 全體の 數亦甚 しく 差違 あり。 故 
に毘經 が 直接 阿吒經 より 材を 取らざる ことは 甚 明瞭な り、 依りて 更に、 之を 大 集と 孔雀の ニ經に 比較せ むに、 左 
の 第五 表を 得。 
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孔雀 王經 中に 存在す るを 見るべし。 故に 孔雀 王經 の編蘂 者が 直接 パ ー リの長 含に 材料を 取りた るは 疑な し 。此等 
の 事は 次で <_っ べき、 孔 I 經 研究の 中に 詳に すべ— 以て、 今 之を 略す。 而 して 又同繼 者が 阿靈 腺經を 
も 見た る ことは、 左の 兩文を 比較して 明に 之を 知る ことを 得べ し。 


1 孔雀 王經 

n cg' OVAna ^. putro  vsll cg' aduhita  v 511 cg' amall B l 
akov ssl n £sl gamah c5r llik ssl v sst n tcl gap ££l ri -Ga ado  v ssl nggapsr 

isa&  v 5 1 J s. gasiitaye  8 tllilllplablllsyatl  : 

: SaptadMsya  splu t MurdM  anjalisyeva  marijali, 

c 若 龍、 龍婦 、龍 男、 龍 女、 龍 父母 及明屬 …… 若 還 
本處 。彼 類 不容入 衆。 …… 頭 破 作 七 分。 如 蘭 香 梢〕 

(不空 譯閏六 、六 八— 六 九) 


2 阿 吒 ft 胝經 

h pi OQ o va  nEgl  vS  nO 恥 a づ uttako  v「l  ll 52l CT3 aJ>uttika  va 
n f=l 3 mal 5. motto  v Jil n cil gaparisajjo  VP  n ccl gaparlcaro  v scl 

im  eso  Ipblleyya  n cs' E' lalp  Saimtiip  ( p lltllm. 

sattadh pl pr  ssa  llm< s lla -3 pllilleyyu -2 

〔龍、 龍婦 、龍 男、 龍 女、 龍 大臣、 龍 眷屬、 寵隨從 

•…： 豈又 龍の 集會に 赴く ことを 得む や、 彼等の 頭 

は、 七 分に 破裂せ む〕 


孔雀 屋證者 養は 阿屢疆 よりして 材料を 取れる 也。 卽ち屢 霊の 時代には を S 大蠢と 同じ 
、、長 阿 含の 中に 存在した— り。 ■然り とせば、 夫— 叉の 列 名 も、 亦 阿—— に 取りた— 推斷 せんこ 


と容 M 勿な り 0 


n 大集經 と阿吒 曩胝經 
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眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三 八 六 

右の 表に 就きて 詳に 三者を 比較せ むに、 昆經が 孔雀 王經を 原材 としたる は斷 固と して 疑 ふべき にあらず。， 可 
となれば、この兩經は其名數共に全然相符合し、唯僅に兩經の廿四已下少く其順序を異にすると、昆經に^^ 
1 a: ありて (vsikha" なく、 孔雀 經は 全く 之と 相反す るの 不同 あるの み。 然れ ども 是實 に些 々言 ふに ^ ら 
ざるの 相違の み。 特に： Sumuklm こと ilmla ことは、 梵 文に 於て 字面 大に相 類し、 二者 容易に 混同を 生じ 易 
きを や。 されば 僧伽 婆 羅譯の 孔雀 王經 には、 修木河 の對譯 あるに も關は らず 。其譯 註は gs—a の 直 譯 なる 「善 
意」 の 字を 挿む を 見る にあらず や。 大集經 に 至りて は 啻に 其 全體の 數が旣 に甚 しく 相違す るの みならず。 其 頂 字 
も 又 著しく 異れ り。 毘經が 之と 關 係の 遠き ことは、 一目 瞭々 たり。 固より 玆に贅 辯す るの 要を 認めざる 也。 

(一 I 十二) 阿經 大集經 孔雀 王經 の 關係 前項に 論 證 したる 如く、 毘沙經 は 其 夜叉 神將の 名を 直接には 阿 吒經よ 
り 採取せ ず、 之を 孔雀 王經に 取りた る 痕跡、 隱 覆す 可らず。 而 して 又 大集經 に 於ても-同一の 鬼神の 列 名 ある 前 
表に、 見る 所の 如し。 是に 於て か 更に 一の 講究すべき 難問題 生ず。 それは 孔雀 大 集の 兩大 乘經は 果して 阿吒那 '^ 
經と關 係 あり や 否やと いふ 問題に して、 該問題の 中には 實に大 孔ニ經 は、 直接 阿吒經 より 發達 したる ものな り 
や、 若く は 阿 吒經と 同時、 若く は已 前に 同源の 大會經 より 各獨 立に 發展 したり やとの ニ 問題を 含む。 今 この ニ箇 
の 疑問を 解決す るに 就きて、 阿 吒經と 孔雀 王 經と大 集 經と阿 吒經の ニ 題に 分ち、 論證 する を 捷 利と す。 

I 阿吒曩 胝經と 孔雀 王經 

孔雀 王經は パ ー リ長阿 含の 大會經 とは 聖典 史的に 親密の 關係 ありて、 (1^ 曾の 偈文ニ 首は 梵語に 直譯 せられて、 


又 同經の 0t: # 勒叉臺 護持 品に、 建荼 大臣 大將の 諸 名を 列す る 中に 日く、 

「次 名 藍 目 怯 (sumllklla) 次 名 陀提目 怯 ( d p & l 〖目 £5)」 

と是亦 明かに 阿 托經の 列 名 三士 ハ 及 三十 七を 義に轉 用した るに あらず や。 此ニ 名は 大 集の ^^樂 叉 表に 於て は 之 
を缺 くも、 玆には 明かに ニ 名の 順序を 違へ ず 存在し、 以て 阿吒經 ょり 取りし 痕跡を 殘留 せり。 

故に 日く、 大集 經月藏 分は 阿 吒經の 後に 成り、 之に 資料を 仰ぎし こと 甚 明白 也と。 

III 孔雀 王經と 大集經 

大孔 兩經が 直接に 阿 吒經に 材料の 供給を 仰ぎし ことは 旣に 明な りと 雖、 尙更に 一の 論究を 要すべき もの 殘存 
す。 日く 大 集と 孔雀 王との 關係是 也。 蓋し 此兩經 は、 大體に 於て は 夜叉 列 名の 順序を 同く し、 大 集に 缺 けたる 咅 
分は、 孔 童に 於ても 亦 之を 缺 くが 如き 其 最も 注意 慕すべき もの 也。 故に この 兩經の 間に も、 必らず 一種の 關 
係存 せざる を 得ず。 蓋し 此 問題は 頗 重大 嘉のも のにして、 別に 一 論文を 價 すべし と雖， 、今 極 略して® に 兩經の 
關 係を 判定し 置かむ とす。 

大 集月麗 と 完本 q 孔雀 i とは 其 SS 年代に 於て 實に辛 年 1 あり。 卽 孔童經 の三譯 中、 _ の もの 
は 十—  (西曆 五 ニハ) にして、# は高齊 Q 天 統一 一年 (西 置 六 六) なり。 こ SS の 時代ょり 見る と 
きは、 孔童 i は 寧ろ 月藏の 前に 存在した るが 如き f くん ば— ず。 f 月 藏は孔 I と 其 内容の 一部 略 相 類 
して、 其靈 Q 精細 變 之に 過ぎ、 その 小乘的 雲を 消化 融會 して、 純大乘 的たら しめし 所、 また 孔雀 王 力 原始 
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眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三 /\ 八 
大集經 月 藏分も 亦 直接に 阿吒經 より 材を 取りて、 其 第 十二 卷第 十四 品を 形成した る ものな り。 

左に 論證 する 所、 其 事實を 明に する に 足らむ。 

ぷ 1: 項の第 ^ 表に於て、阿托経の藥叉列名、第ニ十ーより第ニ十六までは、全く大集經に於て之を缺きしを見 
む。 然るに 大 集の 他の 部分に 於て は、 此の 缺け たる 列 名の、 順序を 亂さず して 存在す るを 見る。 

「 復有 乾闥婆 大臣 大力 軍將 次 名 奚摩跋 多 (Haimavata) 次 名 質 多斯那 (citrasena) 次 名 那荼王 (Narar 

备)次名禪那離娑婆 ^ 5* | ^ 11 ^ 次名尸婆迦( ^ <, ロ£次名目眞隣陀(多1 2. 111|)次名毗 11 婆密多羅 
( Vis  vamitrat. ) J 

と、 次で 復乾麗 一 二士 二人 Q 名を 列擧 して 右と 同一の 重說 したり。 是疑 もな く 阿 SQ 雙列秦 十四 已下を 
採りし ものに て 其 順序 も 粗相 同じ、 特に 第二 十三 尸 婆 迦已下 第二 十五の ■濕 ^1 | 治 多に 至る 三名は、其順序を違 
へずして 玆に 存在す るを 見べ し。 是 蓋し 阿 吒經が 藥 叉の 名と なした る ものを、 更に 乾闥 婆の 名に 流用した る こと 
其跳璧 すべから ず。 何とな れば 、右に 現 はれし 雙 Q 名を 討究す ると きは、 自ら 大集 Q 阿 3 より 後代の もの 
なる を證 する を 得べ ければ 也。 蓋し 奚摩跋 多、 毗 濕婆密 多羅 共に 大會經 に 出づる 古代の 藥 又の名な り。 尸 婆迦亦 
ハ-” の 雜阿言 見 ゆる 古； 變 Q 名に あらず や。 阿^ ■經 Q 編者は、。 マリ 露の 中より 此等 Jg 藥叉 Q 名を 摘み 來 

り、 之を 大會經 -Q 偈文に 添加して、 其 第二 大 段の. 四 頌 半を 組成したり。 然るに 大 集の 編者は、 更に 之を 轉借 して、 
乾闥 婆の 名に 用ゐ たるな り。 


なることは 推斷 する に 難から ず。 

月 藏 分布 閻浮提 分 及び^ i 倍 攝受分 に 於て、 諸 鬼神 諸 星宿が 諸國 を分擔 して 守護す る ことを 說 く。 其 鬼神 及び 國 
名頗饒 多な り。 此國 名の 中には、 印度 各地は 勿論" 亦 支那 波 斯等を 擧げ 、西域 地方の 地名を ^ 擧 する こと 特に 詳 
なり。 其中_ 、勑 勤、® i、 t? ^i ff Mr あり。 此中龜 玆は羅 什が 滞留 修學 したる を 以て 怫敎史 に 有名なる 所に 
して、 羅什 は此國 が符 堅の 爲に 滅ぼされし 慘 劇を 目撃したり。 時 建 元 十八 年 (西、 三 八 ニ) なりき。 勑勒は 突 厥 
の一族にして、常に鄯善族と相競ひて、亙に鬪爭したるもの、或は高車と稱す。ー時其勇悍を以て鳴りしも、元 
魏已後 Q 裏 震 會季 。蓋し 蠢の爲 S? られ たるな り。® 或は 議と露 す。 其蠢 S に 屠られ 
て、 カゥ カサスに 遁れ しは 西變ハ 世紀の 初期に ありと す。 今月 藏分に 於て、 此等霞 S 議 あるは、 同 經が成 
立せる時代を示す好證左にあらずや。卽同經は此等の諸國民が尙繁榮して互に雄を中央 511 細 5!. に #- ひし時に成り 
しを 示す ものに あらず や。 此 時代は 少く とも 羅什 が龜玆 にあり し 時の 已前 なりし ことは 勿論な りと す。 而 して 此 
時代に 於て は、 孔雀 王經 は尙其 原始的 形體を 有した る 事前 旣に 論じた るが 如し。 玆に 於て か 安全に 斷言 する こと 
を 得べ し。 日く 大集 月藏 分は 完本 孔崔 王經の 編纂に 先ち て 少なくとも 百年の 前旣に 成立した りと。 

月藏分旣に孔雀王經の前に存したりとせば、孔雀王經の記者が其藥叉神將の名を取るに當りて"又大集を參 ^ 
したりと 想像せ むも齡 妄— 4 ず。 兩讓叉 列 名の 順序が、 多くの 類似を 有する もの、 f 於て— 當 たる 解 
決を下すことを得へし。 
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鼠 言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三 九； 

的蠢 t て 未だ 大小 兩 i 中間に 彷惶 する に 比しで 大に 進歩せ り。 故に 此 點よ1 て大— 孔畫よ f 
—定 すべ— と、 能 ふべき に 似たり と雖 、而も 1 の 時代の みに 依りて、 經 文の 新 舊 I ぜむ ことは、 颇る大 
早計と 言？ る愿 ず。 傅む や兩者 S、 變 五十 年の み— に 於て 韋 。又 大 謹と 祕囊 は、 其靈 自ら 別 
なり 故 H 大乘 謹の 蒙 具備して、 敎 系の 雄大 なる—、 祕密 敎雰尙 幼弱なる 直る も、 怪 むに 足らざる に 
あらず や。 故に 已 上の 論 辯の みに 依りて 兩經 Q 關係 f 卷ば紕 f 亦甚 し。 

1 元本の 孔雀 王經は 決して 一時に 成立した る ものに— ず。— 時代を 歷 て、 漸次に 發達增 長し、 以て 現存の 
形體を 具備す るに 至りた f の也。參實は同經|める內容が歷々として之|示するのみ|ず、亦其新著 
各種の 譯 本— して、 之— 明 f 真べ し。 但し 此 事の 詳細は、 拙稿 孔 1 經硏究 の 公刊—、 更に 
大方 If 仰ぐ こと、 なし、 兹に|言 以て 之— 括せば 同經の 原始的 形體 t 稱す べき ものは、 實に帛 尸 利 
密鳩 摩羅 什 等の 譯 比した る、 單 にー卷 の小經 本に 過ぎ ざり しなり。 故に 羅什 時代に 於て は、 勿論 現存の 完本 三 
卷の 孔雀 IQ  — f りし や f 待たず。 而 して 云 小 部の 短—、 現今の—— る S りしは、 羅 什が 其 
飜經を 開始し— 年、 _|1 年より 數 へて、 僧伽 雲— 時よ— 十 年の 前に 溯— 百年より 紀元 
四百 プ士ノ 年 S る 約 七十 年間— りと 看做す ことを 得、、 へし。 此 間に 於て 種々 の 雲 i 的の 經 文に 附 加し 添 補 
して 其增大 を見 以て 今日の 形 體を完 ぅする に 至れり。 今 論ぜむ とする 藥叉神 將の列 名は、 正に この 添加 せら 
れし新 部分 if 。 故に こ q 神 將列名 S 什と 同時 若く— ■後に、 印度 地方に 於て 編入 添 補せられ しも D 
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表 六 第 

毘 沙門 經 | 大集經 月藏分 

梵語  對譯 


K X 欠 

樂著僖 


観 ^ 苕 
麼麼麼 
欲樂歐 


成したり。 試に 左 Q 第 六 表の 兩經對 比 圖を 熟視せ ょ。 
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1 1 1 三人— m3 H^ i の 一 4 三十  一一 8 婆の 中 


圖に 見る が 如く、 毘沙經 は 大集經 の 記載せ る 第一の 乾 闥婆三 兄弟 已下第 四の 三十 三乾闥 婆に 至る まで、 順次に 
之を 取り、 或は 其 全體を 用ゐ 、或は 其 一部分を 摘みて、 適宣に 按排し 更に 二三の 他 名を 添加して、 其 乾 闥婆將 の 
眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三 九 三 


眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三 九 一一 

已 上の 硏究 f、 I 麵 十 四 1 は、— I て、 靈し f た f の—  — 定 す。 

大會經 丨 阿吒曩 胝經— 大集經 月藏分 4 孔雀 王經 i 毘沙門天 王經 

三十 三) 灵聖 下—  IQ 第 十四—— て、 第 八 I 下、 第 十 i — る中、 第 八と 第 十と 第 十二 
は 明かに 大集 1— 出づ— 、鳩 _ 、霊の 名赢 用して— 按排して 成した f の—。 第 丨第十 
一/第 十三、？ 吾— は、 四方 守— 鬼 族に 交互して、 四隅の 守護神と して、— 左、 必 I、 I 垦那、 


(六 四) 


I 八、 第 十、 第 十二、 三 節の 原材は 左の 如し。 

第 八 節は 大集經 第五 十二月 藏分第 十二 提頭賴 吒天王 護持 品 第 十一より 來 り。 

第‘ サ 節は  i f 昆樓勒 叉 天 王 護持 品 第 十二より 來 り。 

第 十二 節は.  同經  同 八 刀 蠢博叉 天 王 護持 品 第 十三より 来り。 

已上三 £ 中、 登は 唯 八 節を 原材と 比較す るに 留め、 餘の ニ 節は 讀 者に 親しく 兩經霧 照 せんこと を 乞 ひ 

大 集月藏 分の 第 十二、 第 十一は 其 名— く、 東方 天 王が 佛敎 I 護す る こと 美說 したる ものにして、 文 
中天 王 Q II 配下— 麗 Q 會 列す。 此列名 崖 沙門 sf、 便 募 裁 摘 取して、 以て 其 第 八 
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一十 五) 總結已 上 ニ 本 有 餘の 項目を 累ねて 論證 したる 所、 之を 總括せ ば 左 圖第七 表の 如し。 
毘沙門天 王經 I 所 成の 經典 
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(ひ)大乘^(ひ)祕密經 

(1) パ I V 小乗的 要素 -2) 梵語 大乗的 要素 
く 

能 成の 要素 及、 び 原材 

祕密敎 を 奉ずる の 徒は、 祕敎を 以て 法身の 所說 として、 大乘の 諸經 典を 見る や、 之を 顯敎 として 貶黜 する 泥土 
の 如し。 況むや 夫の 小 乘諸經 に 於て を や。 然るに 何ぞ 知らむ や、 夫の 祕密經 典なる もの も、 之を 本文批評の 鏡 下 
に照らして 分析し、 之を 客觀 討究の 法廷へ 訴 へて、 審理を 仰ぐ ときは、 其 要素は 遠く パ ー リの阿 含ょり 来り、 其 
材料の 多くは、 之を 大乘 諸經に 取れる 歷 々分明 言を 左右に 托する の餘 地な く、 其宣 吿の嚴 明なる、 亦實に 抗爭す 
るの 間隙 あるを 見ず。 而して 此の 如きは、 單に この ー小經 のみに 止らず、 祕密 宗徒の 尤も 崇敬す る 孔雀 王 經の如 
きも 予が 硏鑽の 結果、 亦 大略 毘沙門天 王經と 同一の 成績を 得たり。 他の 諸祕 典、 金剛 頂 大日 蘇悉 地の 如き も、 苦 
放 精硏せ ば、 亦 其 源流す る 所を 窺め 得べき や 決して 空 望に あらず。 希く は 他日 更に 大方の 指敎を 待ちて、 着々 此 
眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三 九 五 


眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  三 九 四 • 

列 名 表を 形成した るに 過ぎず。 大 集に 於け る 赤 蓮 花 (鉢 頭 摩) なる が 名が、 毘經に 於て 「臣 蓮」 となり 居る が 如 
きは、 襲用の 際に 生ぜし 極めて 僅少なる 轉說 のみ。 

流通 分の 比較 研究は、 之を 前項 「八」 及 「十」 に 叙述した る 阿 毘兩經 の內 容槪說 に讓 りて、 玆には 省略す。 

(二十 四) 毘沙門天 王經 編纂の 時代 已上累 項の 論述に 依りて、 讀者 は旣に 昆沙門 天王經 編纂を 粗 推知し 得べ 

し。 蓋し 同 1 fl せられし 時代は、 雇 八 七 八よ 10 一にして 管 一方 Qi とし、 I 薫 譯の孔 

雀 王經は 紀元 五一 六に 成りし を 以て、 之を 他方の 極限と せ ば、 其 間 五一 一 より 八 七 八に 至る、 三百 六十 五年爵 

に 毘 経の 編 築せられ しを 槪算し 得べ し。 而 して 此 極限の 中、 唐 時代に 於て は、 祕經 飜譯の 盛なる が 如く、 竺 

僧 及 渡 天の 士 、競 ふて 金剛 乘 の 新譯を 出し、 昆 沙門に 關 する 諸 親 も亦少 からず、 S せられし にも 關 はらず、 

此經が 未だ 譯 場に 上ら ざり しものは、 以て 當時尙 印度に 此經の 存在せ ざり しを 推知す るに 足る。 故に 更に 其 上方 

の 極限を 縮めて、 當 時—麗の泰 斗 不窒 i 印度より 歸 唐した—、 P1 去年 (七 四 2 を 以て 極限 

とし、 墨の 麗 に先づ 五十 年已 前には、 此經の 梵本旣 に 成立せ しものと 假定 して 之— とする— 

は 止經は 凡そ 七吳 よ灵 .五 五 Q 間卽 概算して 八 世紀 Q 後半より、 九 世紀 Q 前半に 管て、 成立した る ものな 
る こと、 粗 推斷し 得べ し。 


密乘の大典禮を組成するもの、其理抑兹にあり、蓋し此大涵養の精神は、法華にありても華嚴にありても、之を 
存せ ざる あらず。 而も 其 明瞭 顯露 にして、 實際 的なる もの、 獨り密 敎に 於て 完 しとす。 賢 首の 五敎 、天 臺の五 時、 
判敎の 妙、 範を百 代に 垂 ふと 雖、 卄 住 心の 該羅 無碍なる に 比する に、 稍 遜色 ある もの、 亦 實に玆 に 基因せ り。 故 
に 今、 吾が 毘沙門天 王經が 、小乗を 採り、 大乘を 摘み、 彼に 一句を 拔 き、 此の ー偈を 剪みて 補綴 添加" 以て 新經 
典を 形成したり とも、 密敎の 本旨に 於て、 毫も 妨げ あるな し。 又何ぞ 其 劉 竊と 模擬と を 以て、 之を 贬す るの 愚を 
學 ぶべ けむ や。 且夫 法身の 說 法なる ものは、 常恒斷 へずして 永劫に 亘 り、 機 熟し 緣圓 なるとき、 載ち 獅 々吼 し、 
載ち 雷 震す。 龍 猛の當 時、 甞 つて 人文の 發展 印度 宗敎の 融合を 必要と する に 逢 ひ、 人性 亦兩 部の 大 敎を翫 味す る 
に堪 へたる を 以て、 南天の 大鐵 塔玆に 打開して、 諸 部の 祕典 人間に 現れぬ。 是 固ょり 祕經 出現の 最大な りし 一時 
を 示す のみ。 若し 此 一時に 局り て、 祕密經 の 出現 了れ りと なさ ば、 其 見の 淺 陋も憫 むべき 哉。 鐵 塔の 打開 己 前と 
已後 とを 問は ず、 苟 くも 緣 あら ば 東天に も、 西 天に も、 幾 基の 小鐵塔 開け、 南海に も 北海に も、 幾 城の 龍宮 現じ 
たらむ のみ。 然ら ば、 獨り 吾が 毘沙門天 王經に 於て、 其誦 出の 年時晚 きを 傷む ベけ む や。 其假 托と僞 作と を 云々 
する が 如きは、 固ょり 祕密敎 の 妙 用が 常に 活潑 々地なる を 知らざる 徒の み。 

謂 ふに 今や 人文の 開發 漸く 東西 雨 思想の 統攝を 促し 來り 、人性 また この 大 融合の 鼎 味を 味 ひて、 其 求道の 饑を 
鉋 かさんと す、 知らず 何の 所' にか 空 海の 如く、 不 空の 如く、 龍猛の 如き 好漢 ある、 カントを 收め 、ダル 平 ンを融 
し ショツ ペン ハゥ H ルを 會 し、 科學 も哲學 も、 民主主義 も帝國 主義 も、- 1 ィチ H も トルストィ も、 鎔鑄 陶冶、 以 
眞言 祕 経の 起原 及發 達の 實例  三 九 七 


眞言祕 經の 起原 及發 達の 實例  三 九 六 
等の 硏究を 公表す るを 得む か。 

然れど も 祕密宗 を 奉ずる の 人、 願く は此 種の 研究を 目して、 直に 密乘 を破壤 する 魔 業と 罵る 勿れ。 深廣 なる 兩 
部 四 曼の大 乳 海を 攪 動して、 淨 信を 擾亂 し、 妙理 を隱蔽 する の 邪 正と 誹る ことを 止めょ。 抑 また 歷 史的 考證の 未 
節に 拘泥して、 宗敎的 要求の 深牢 雄大なる の あるを 忘却す るの 宽を責 むる を 恕せ ょ。 五大 三密 の大敎 、豈 這般本 
文硏究 の爲に 亡滅 すべき、 然く價 なきものなら む や。 祕密 怫敎 なる ものは 斷 じて 自由 思想の 爲めに 轉覆殒 亡の 慘 
禍を 被るべき、 北 歐某專 制國の 如き ものに あらず。 否 本文批評の 精、 歷 史的 考證の 確は、 宏に祕 敎の妙 旨を 闡 
發 し、 其 妙 用の 長に 潑潮 として 新なる を 證 明し 來ら むの み。 聞け。 金剛 乘の 確大 にして 深遠なる は、 抑 何に 因 
るか。 卽其統 攝の廣 、包含の 大 獨り皐 然として 群敎に 超絕 する が 爲なら ず や。 而 して 此 雄大 嵩高なる 含 包 主 _、 
涵養 主義は、 要 之、 其 根底に 奥妙なる 具體的 活動 汎神論の 基礎を 有する に 因れり。 密敎 之を 稱 して 法身 說 法と 言 
ひ、 高く 標 して 之を 顯權の 諸敎に 分つ。 法身 說 法とは 何ぞや 。實に 全人 文の 大發展 、一切 人性の 大 進歩の 現象を 
宗敎 的に 表說 したる に 過ぎず。 故に 苟 くも 此大 發展の 要素と なり、 材料と ならむ ものは、 塵 沙の微 、消 滴の 小と 
雖 、悉く 是 曼荼羅 海 會の諸 尊なら ざるな く、 大陀羅 尼の 字句なら ざるな く、 摩訶毘 盧沙那 の表德 ならざる なし。 
吠陀の諸天仙も、婆羅末那の修法儀式も、烏波尼沙土の玄旨哲理も、史詩の鬼神英雄も、ドラビダ人の妖術も、 
雪藏山 族の 蠻習 も、 灌頂 も、 護摩 も、 牛 糞 も、 髑髏 も、 一切 之を 網羅し 來 りて、 大祕 密敎の 法 壇を 莊嚴 し、 金剛 
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眞言祕 經の 起原 及發 達の 實例  ーーー： 、 

て 一大 曼陀羅 1 き、' ゲ 1 ァ や、、 ン T クス f ャや 、ヮグネル や、 | 切 之を 攝受 して、 法 壇の 金剛 妙 歌、 微妙 
の讃偈 として、 ッァ ラト スト ラ も、 四 福音 も、 高 蘭 も、 擧て 之を 金1 咒の字 輪と し、 大 陀羅尼の 審 とし、 軍 

艦も鐵砲 も靈 4 信 も、 f 之 息剛羯 磨の-大法 具 とし、 標 f して、 普 一大 祕密經 1 出し、 以て 法— 

法の 大 'が— 裏す、 へ IQ、 今 正に 其 秋に ぁらず や。 義峯 下、 大鐵塔 自ら 存し 、太平洋 岸、 那 伽の 竇 宮亦嚴 
然 たり。 鳴 呼 誰か 之を 打開し、 之を 探 得する も のぞ。 (明 望 4- 九 年 一月 十日 ストラス ブルダ) 

本論の 典 據及附 註 
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れリ 、蓋し 長 含の 刊 本は、 蠢 皇帝 除く 外、 未だ 全部 Q 公刊 t す： マ” 出版 會社 Q 刊本 は、 唯 其 三 
分の ニ亩し ハ今」 過—。 故 u—ui に f 所— し。 1S 版 稍 古く、 隨 つて f 零る もの 
小ノ なからず。 編 中 亦 時々 私？ 以て 改訂し 援引したり。 

2 高 楠 高 楠 順次 藍 巴 利佛敎 文學講 本、 裘明璧 十三 年、 此 書中 大會經 を 其8と 對 比し g 所、 其 親切に して、 讀 

多し。 木稿大 III 項 下— X、 f 1—— 右， uf そ、 對比芒 こと— 獎 

す。 

3 南 條 A E ヒ 01  of  the  chii て rranlion  of  the  Bulist  t 匕^ 


(ニ 五〕 Annalcs  chi  Mns f^ cllimot  1 881 . 288  广 Mdo  XXX.  15.〕 

(ニ  2 ( 一 p.  pi,  W21—323,  TmnBlaFn  332—333 
(ニ 七) Gp. S K 323—327,  Translation  333.-336. 

(ニ八) 0 1>.づ1>.327 — 321 , Trlvp  336 丨 337 

(ニ.^  ンて Ts e i 吾一  II  1903  (luliys e nvid  csarp—cr)， G.P  § 

彳長含 二分、 ニ 〇、 漢本 第二 分 一九。 

(三 〇) slh  As  ka 1 901 ，一 43 衆 集經 U パ ー ”第三分の三三、漢本ニ分ニ 1- ぁり。 
c=l) o p.pp. co 24  3I5,327. 

(三 ニ) 高 楠 ^ > Q P.  284.已下分節 11 總て高楠！_1依る、讀者の便か計りて ^ り 

(三 三)  GP.  329 ― 330 

(三 四)  Gp.  2 CO 5. 高 楠 1711 00 本稿、 第二 十一 項の 割 譯表か 見よ、 茲 1- は譯か省略マ。 

(三 五)  Ci.tras3na  “ Albh  Sabha  C Q XL,  8 . etc. 

(三 六〕 本稿 第二 十一 項 第 四 表 か 見よ。 

(三， 5 SUKIti  ML  7.  3.  ill.  Adi  一二 

七、五七 1- 達第目怯か-音譯するもの是也。 

(三 八)  Bower  Msa  LIB.,  Mbli  Adi  XXXV  6 閏 六、 六 七、 ■其 他の 諸 龍の 表を 見よ。 

(三 九)  孔雀 王、 大吉 義神咒 、灌頂 等の 諸經 は此時代 |: 屬マ。原始的密敎 1- 就きては異日更 |1 詳論するの時ぁるべし。 
(四 〇) この 思想 i 波羅 地方 的 特有の 經文 f 1—  起原 ヤ 。槪要 を 知らん と 欲せば 匿 空 § 「I 

眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  四 o 一 


眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  四 〇〇 

(一一  3 Cunningham  : The  Stupa  〇 比 Bharhut: 1879 • Plate  XII 
( r r suttanipatal8.14.5.(s fe xpartII64 o 

(一三) 法華、金光明、大集其他 1- 四天王の護法を說さしこと、僂指 1- 速ぁらす0 

(一四) — 傳 (審 一、 致 四、 七 ニ 右 i 見よ。 矣 西域 記 其 他に 於て、 西域 地方に 此 神の 信仰 盛な ろ ことを 記 マ。 干 
闈國成立の歷史の如吾其最も著明訂るものなリ。 

(一 五)  ^ sn-tos.r, Q riitlwedel  :AIythologie  des  Buddh.  in  Tibet  一一. Monsolei  1 900 , 98  其 他 ^ 見よ。 

(一六)  金 光明 經 四天王 品 (黃九 ニ 〇— ニ 五、 四 九丨五 ニ) suvar 's aprabh pl sa  Calcutta  189 f» Yll  caturmah pl r ど o-pa^ 
pp.  34—45 は尤詳 |: 四天王の功德か說けリ。其他大乘諸經、之 |: 類する甚多し0 

(一七〕 佛祖統 記 四十 三 (縮、 致 九、 九 七 左〕 南條 N.  849 

(一八)  同上  (同上  九 八 左〕 南條 P.  45 .其 他の 973 —9 00 1 は 恐く  U 誤算なら むか。 

(一九)  本稿 中の 第二 十一 項の 第 四 表 1: 就 全て 之 か 知る ベ L。 

(ニ  0 〕 Armples  dn  Mlls-ee  Guimct  1881 , 327.  f Q yat  XIV. 14j 
U U 〕 slagintweit : Die  Klge  von  Tibet  1 00 66 • 57.  Schmidt 

仁 9 . 

(ニニ) Gp  327—337 

(ニ 三) 南條  N.  545 . p. 135  fg. 

(ニ 四〕！！ k 九、 一〇 五、 左 本稿 第 十九 項 本 經の第 七 節 か 論 r 下を 見よ。 四天王 品に 於け 盖 沙門 宮殿の 記述 及び 其池活 
の 記載 は、待 |: 注意か要す。 


(五 〇) r 修木轲 梁 言 善意」 成 七、 五 〇 右。 

(五ー)左 |1 其ー例か擧*け置くべし。 

(ー)大會經(高楠另'「ェ :^ €5ゴ3 ^ 
Kiimbhiro  ll yl jaguh  - ko 
vrnulhl cc sa  Illvcss.lam 
bhiyyonilm s lhl s llmHyilm 
Yaldd pl npm  1. Viyiimpasati 


(ニ〕 孔丧 王. 經 a-ilon  Ms) 
Kllml>liil-Hsull !r ji aQ rll^ 
viu — rll.  2 UU.1  luva£l o lh 
一) 一一 rlyuh ir- lt _ -sallas:n .= il 
Yulcs pl mlm  par  yiip  a syute 


(五 ニ) 大集 23^ 分 第 十二、 第 十一、 (玄^!、 四 〇 丨 四 一) 

S 三) 高 楠、 16. 

(五 四〕 FTS  Samyutta  12  11. 

(五 五)  大集經 月 藏分第 十一、 第 十二、 (玄 四、 四 ニ 右) 

(五六)  歳 周錄 1: 依ろ (結 三、 一九 右) 南條 U 唯槪數 のみ か 擧 ぐ。  ' 

(五 七)  開 元錄六 (結 四、 五八 左) 南條 2 S.  550—577 は 槪算 のみ。 

(五八)  孔 爸王經 II 存す 5 龍の名か硏究すると孑は、容易 11 此判定‘下マことか得、例乜 11: ー|-己|ぎの如きは、 
其 初めの f Li は 之 か f なす、 是大 史詩 i — 古 美名 也、 fs— 叉の 名 i し 5 げ あるか 
見る。 此 等の 例尙 多し。 

(五九〕玄四、艽十三已下五十八 |1 至 5 。 

寘言祕經の起原友螢達の實例  叫 o 三 


眞言 祕經の 起原 及發 達の 實例  四 〇 ニ 
gllage.  Liter p ure  and  Relicdon  of  Nepal  1894 — 一一 5.  見ょ。 

(四 一) 此ニ 語頗解 釋 1: 苦む。 上 語 に鳥啄の義、下語 (1 鸚鹉の義なるも、之か以ては未だ、之か解マべからす。漢本長含 
II 日く 「其 土 常 有 自然 釜 護。 有 摩尼珠 。名 B 焐 光。 置 於 護 下。 飯 熱 光 滅 。不假 樵 火。」 (鬱單 品 日 第ニ昃 九、 九 五 右) 
と故'レ1<111ニユ3或は寶珠或は釜護の名ならむか。尙博讖の君子の指敎ん-待つ。 

(四 ニ) Childers.  Mah 5 parinib -r anasutta  55  (S  赞 XI. 10 8 大善 見經一 )TS  5 gha  H (8BE  XT  285 (t 全く 大捏 槃經 
と 同文 打り。 但し 漢 解には 此名 見へ す。 

(四 三)  佛本 行集經 三十 七 (辰 八、 六 五、 右) 又枳橘 易 土 集 (哲 學館大 舉板〕ニ七か見ょ。 

(四 四)  孔雀 王經阿 蘭 盤 多 C 僧伽 婆羅成 七、 四 八 右) 阿 宅 加 代 多 ( 義淨 、成 七、 六 〇 右〕 阿 拏挽多 (不 空、 閏 六、 七 ◦右： > 
Arakaii  (Tbndon  Ms  9 00 A.  cnllta  Ms 1 28 B) 金 光明 經 、阿 尼曼陀 (曇 無纖) 黄 九* 五 ニ 左、 有 財 (義淨 ) 黃 
九、 三 〇 左、 Adakavati  (Calcutta  Edition)  p.  51 . 

(四 五)  Childers  p pl li  English  D o' t o nary  p.  26 . 

(四 六)  Mbh.  Aili  LXKXV  9 . VPTm Q LXI  etc. 力 1 リダ-- サ は其諸大作 1: 、喜.びて此字を使用イ」リ。 

(四 七)  昃 九、 一 〇 五 左。  . 

(四 八)  然此經 。有大 神 力。 求 港 皆 驗 。五天 之 地。 南海 十 州。 及 北方 吐 貪 羅 等。 二十 餘國 。無 問 道俗。 衣 小 乘大乘 者。 皆 
共遵 敬。 讀誦求 請。 •成 蒙 福利。 (蕺譯 淨孔 雀王經 記) 

(四 九)  表 中の 梵語 U ロンドン アジア 協 會藏の 孔雀 王經原 文 紙 本' 及び カル 力- ソタ大 學藏同 本 貝 葉 本 (凡そ 紀元 十三 世紀 
の筆) [: 依り、僧伽婆羅<:成七、五〇左)、蕺淨(成七、六三右〕、不空(§1六"七三右)の三譯を對照して成，ぃ， |: 
リ、 大集 U 玄四 、四 三 左の 文 か-取る。 


菩提行經梵本につきて(大宮孝潤君に寄す) 

(明治 四 〇、 一、 新佛敎 第 八 卷四號 ) 

同じく 普賢の 行 願を 永劫に 期し、 法 門の 無盡 群生の 無邊 等く 學 び、 等く 度せ むと 誓 ふ 同行の、 俱會 .ー蠢曉、 
或は 之を 望まむ も 難* &ら ざる‘ く、 寵 I ■の 三會 、狭を 連ねむ こと も、 いかで 之な しと 言 ふべき や。 まし 一」 •其 趣 
く 所、 稍異れ ど、 共に 佛敎壽 の 學苑に 遊びて、 貝 葉 樺 皮の 斷片 に、 溫 古の 志を 一にす る 吾等— を や。 煩は し 
き 紹介な どの 俗 儀を 略して、 直に 此嘗 公に せむ も、 君に 破顏 の 笑 ありて、 我に 爵の靈 韋疑も あら じ 
「新 佛敎」 が 近時 著く 印度 裏の 方面に 力を 注ぎ 來り しこと、 询 に雨峯 氏の 馨 せられし か 如し。 唯憾 むと ころ 
は、 徒に 杜撰の 文字を 臚 列し、 識者を して 顰を發 せし むる ニ 擧の徒 ある ことを。 一新 傾敎」 の 大海 S にして 
無涯 なり。 固ょりか X る紛 々たる 雜 魚の 來り游 ぶを 追は ず。 而も 此間 、眞摯 の 講究、 君が 「菩提 E 及 其 原書」 
の 如— りて、 霧 II 昼す る 0 簾。 風 f 驅る 纏、 方め てょ く S 佛敎」 の大 なる 所以、 震錾 なる 月以 
1 明す るに 足るべき か。 明治 三十 九 年に 於け る 「新 佛敎」 の 中、 薫 謝に 價 する もの、 硏究 方面に 之 ありと せ 
ぱ 、その 一は 島 地 氏 「囂 賀」 の 雄篇に して、 他の 一は 確に 君が 同義 尾の 殿と して、 美しく 研究 方面の 最後 
をな したる 今囘 の 大作なら むこと。 眼晴 ある 學 者、 誰か 許さ^' らん。 許し 玉へ、 君。 君が 研究の 成就した るに 
中心の 祝賀と 隨喜 とを、 公に 前に 捧ぐ るを。 

荖提行綷梵本につ备て  四 o 五 


四 〇 四 


眞言 祕經の 起原 及 蟹 達の 實例 
C 六 〇) 同 六十 已下 六十 1 I- 至る。 

(六 一) 鳩 摩羅 什傳 (梁 傳ニ 、致 ニ、 七已 下〕 

(六 ニ) (六 三) 元 史_證 補、 明治 三十 五 年 講 ( 那 S 世)、 二十 四、 九— 十、 J—s:  B 塗 gel 

(六 四〕 支 四、 四 〇 左、 同 四 ニ 右、 四 ニ 左、 三 左、 四 三 左。 

(六 五〕 不空傳 (致 四、 七 ニし 


雜誌は 何なりし か、 記憶に 存せず 。多分 「宗 敎界」 などなる べきに や。 烏见匇 々今や 三閱 年、 ベン 氏去歲 登仙し、 

荻 原 氏 一昨年 歸 朝し 孤客 獨り此 地に ありて、 尙古 經を讀 む。 今 君の 檢出が 、圖ら ず も 吾等と 合した るに 會 して、 
歡 喜と 感慨と 兩なが ら頓に 胸間に 湧き 來 るを 覺 ゆ。 

(ニ)君は菩提行經梵文の第ー第ニ兩品の梵題缺けるょし記せられしも、こはある寫本にのみ缺け居ることにて 
ケム ブ リッ デ 及び ロンドンの 寫本に は 明に 其 名を 存せ り。 左に 之を 記して 大作の 萬 一を 補足せ む。 

一 Bendalls.  catalo§e  of  the  Buddk  Skt.INfss.  c 目 bridge,  p. -p cowel 一目  d E 窮 
skt.  1MSS.  in  K.  A.  s.  K. 13  を 見ょ。 

I wodhicitt CDI nus'em ir paricchedah. 

II  sde r s paricchedah. 

第一 品は 漢譯と 同じく、 讃 菩提心 品な りと 雖 、第二 品は 諸惡 懺悔 品の 意に して、 全く 漢 本の 品 題と 相違す。 

(三)君は > ぎザ.§ロユ =:' §£ £; を、恐く天尊說阿育譬 ^ 經又は阿育王經ならむとの推定なれど、こは君か他商に 
疑を 存し玉 ひし 如く、 全く 違へ り。 槪 書は ベンド ー ル 氏目錄 (百 十 頁) の 記載に 徵す るに、 其 一部分に 阿育 王 及 優 
皮 ^ 多に關する記傳を含有すのこは或は漢傳と一致するヵゥヱル出版の ^ ブ ^ 含邑ョ岂中に存するいぎ一&ィ篇 & 一さ 
と 同一の ものた るべ し。 然るに 他の 部分には、 明に 菩提 行 經を 含み、 尙其他 幾多の 譬喩 經を攝 め、 更に 祕密部 の 
經軌を も 其 中に 收藏 したり。 要 之 •該 書は 後代の 編纂に 係る 一種の 怫敎 叢書に 外なら ず。 

菩提行經梵本 1- つ告て  四 〇 七 


菩提行鈣梵本じつさて  四 ◦六 
され どまた これを も 許し 玉へ や。 島 地 氏の 雄篇に 對 して、 旣に 續貂 以二狗 尾-の 譏を 招く を 敢 てしたる こと、 君 
の 大作に 屬 しても、 此に少 く 面 施 面 上に 胡 粉を 亂媒 する の 狂に 出づる ことを。 記し 來る 所は、 固より 學徒 尋常の 
茶飯、 敢て剞 糊を 煩は して、 愚を 天下に 露呈す るまで もな きこと、 はいへ。 學人 がー 句 一字の 微と雖 、力めて 精 
確を 期して 研究の 公正を 心がけむ こと、 是學界 の通規 なるべし。 則 「新 佛敎 J の 一隅を 借りて、 之を 同好 學 人の 
是正に 仰ぐ こと、 しつ。 

(一) 菩提 行經梵 文を 最初に 公刊した るは 實に 露國の 怫敎學 者 ミナ H 丨フ (Ninaev) 氏 也。 刊本 、載せて sza- 
kiski: の 第四卷 にあり。 此人は 夫の 怫敎 學語囊 Mal s. vyatpatti と共に、 妙 吉祥 眞實名 經の梵 本 Nlasangiti を 
公刊して 、犬に 印度 學者を 稗 益した る 碩儒な り。 君が 擧げ兎 ひし 印度 佛典 出版 會報 第二 卷に 出で たる 同經 原文は、 
實は ミナ ヱ ー フ 氏の 刊 本を 稗 版した るに 過ぎず。 されば 同經 公刊の 功は、 ミ 氏 其先驅 たる # を 荷 ふべき に、 君が 
大作 中 氏の 名を 逸し. たるは 頗る 惜む べしと す。 

三十 七 年の 秋な りき。 予は荻 原雲來 氏と ミナ ヱ— フの刊 本を 讀み て、 共に その 漢譯を 檢 出しぬ。 當時荻 原 氏は 
恰も 故 ベンド ー ル敎授 、大乘 集 菩薩 學論 出版に 關 し、 同 論 中に 存 する、 諸 大乘經 の 要 文を 漢譯 よりして、 證_ す 
る 任に 當り 居りし かば (同 論の 序 三 頁、 二十 九 頁 及 本文 附録の 各所を 見よ}、 此 事を 先づ ベン 敎授に 報じ 次で プサン 
敎授 にも 通信したり。 荻 原氏歸 朝の 際、 某所に て 演じた る 講話に 歐洲 印度に て 出版せられ し、 大 乘諸經 典の 名を 
列し ある 中、 また 菩提 行經 原文の 名を 列して、 其漢譯 ある ことを も 添え 記し ありし と覺 ゆ。 講話の 公刊せ ら a し 


已上 筆に 任せて a 拇贅庞 の 罪を 重ねたり。 禮に 網は ざるの 辭 、「愛 語」 に 疎き 失 も あらむ には、 願く ば 「依 義不 
依 語」 の宏訓 にょり、 「同時」 の 好 幸に 牛溲馬 勃な ほ 些の用 ゆべき 所 あるを 採り 玉へ。 

歐洲の 天、 今や 漸く 怫 日の 光を 仰ぐ の 機 至りぬ。 佛敎 講究の 志 ある もの、 益 多き を 加うる. こと、. 春 草の 日に變 
蔓す るよりも 盛なる 1 る。 此際 君が 薫 行經英 譯の 出版は 攝 化の 功 询に大 なるべし。 予 ははる かに 其 公刊の 速 
ならむ こと を禱 り、 萬 衆と 共に、 君が 翻傳の 成功— 歌せ む。 奏 大吉く、 「不顧 於 自利。 唯 願 生 利他、 有情 
最勝寶 。希有 何 得 生、 種々 意 利他、 不獨於 自利。」 和 南。. 


菩提行經梵本 |- っさて 


四 〇 九 


菩提行锊梵本 1- つきて  四 〇 八 
(四) 君は ベンド ール 氏、 大乘集 菩薩 學論の 原文が、 獨逸に 於て 出版せられ しこと を 記し 玉 ひし も、 予は 之を 寫 
誤 若く は 誤植たり と 信ずる に 躊躇せ ず。 同 君が 露 國アカ デミ ー にて 計畫 したる 「佛敎 文庫」 の 第一 卷 として 彼 
得堡 より 出で たるは、 餘りに 明なる 事實 なれば。 

(五)  寂 天の 出現 年代に 關して は ベンド ール 氏よ く 要を 摘みて 考證 したり S 學論 序文 第三 頁 己下參 照)。 氏は 例 
の西藏 史家 多羅 那吨の 記事に 基き、 之を 護法 菩薩 時代の 人と 定めたり。 謂 ふに こは 動すべからざる 說な るべ し。 
君が 論 末に、 首肯す る 能は ずと して、 記し 玉 ひし 假定 は、 前旣に A s' kavadanallala の 性質 如何を 略述し ぬれば、 
之に 照らして、 固より 之を 筆に 上す さへ 必要な きものと なり 了り ぬ。 

(六)  集 菩薩 學 論と 菩提 行經 との 本文 的關 係に つきて は、 ベン' ド ー ル 氏 精 透に 之を 硏め たり。 君 閑 ぁらむ 時、 更 
に 同書の 序文 四 頁 及 五 頁を 披き 玉は ず や。 

(七)  集 菩薩 學論 菩提 行經の 姉妹 論と も 言 ふべき、 寂 天の ス ー トラ サム チ ヤヤは 其 原文 未だ 發見せ られ ざれば、 
今 其 漢譯の 有無を 云々 せむ こと、 卵子を 見て 時 夜を 求む るよりも 愚 なれ ど、 試に 之を 固辨し 置かむ。 

藏中の r 寶 要義 論」 「集 諸法寶 最上 義 論」 (共に 縮 藏暑帙 の 三に 收 む) の ニ 書は、 其體 裁內容 、集 菩薩 學論に 酷 
似す。 其飜傳 書 も集學 論と 同く 施 護な り。 特に 後者は 其 題 號の集 諸 法 寶の四 字が、 梵 題の ス ー トラ サム チヤ ヤに 
合し、 著名の 善 寂 また 寂 天と 其 名 類せ り。 謂 ふに 此ニ 論の 中、 一は 必らず ス ー トラ サム チヤ ヤ なるべき か。 此問 
題は 精密に 集學 論と ニ 論との 比較 研究を なしたら むには、 或は その 解決を 得る 望な きに も ぁらざる べし。 


所、 而 して 此の 如きは、 天下 斯學 のために 之を 惡むや 亦 酷し。 

拙稿の 中柱々 平 井 氏の 論文 (「新 怫敎」 七、 十一、 八 一九 已 下) に對 して 愚 評を 揷み 、其 正誤を 要求す るの 點少か 
らず。 予は此 部分を 豫め 同氏に 示して、 世に 問 ふの 順序に 出づる 能は ざり しを 悲 む。 蓋し 東京 哥倫坡 、其 間 文書 
の 往復、 多 敷の 日子を 消し、 愚 稿 送達に 要する、 煩勞亦 少しと せず。 依りて 事の 專な るに 準じ、 稿を 島 地 氏に 寄 
せ、 以て 之阜井 氏に 問 ふを 略したり。 こは 切に 同氏の 寛恕を 乞は ざるを 得ず。 謂 ふに 予が歸 朝 も 今や 漸く 逼り 
來り ぬ。 船 もし 楞 伽の 島畔を 過ぎら むと き、 幸に 氏が 東 道を 煩は すを 得て、 一 偈の師 なる 故 善 吉祥 大和 上の 塔 前 
に、 香華を 捧げむ 際、 或は 親く 今日の 失 儀を 陳謝す るの 機 あらむ か。 

「霧 菩提 史」 には 今猶一 一箇の 敌究を 要する 餘 地殘存 する に 似たり。 第一は 世 尊 成 道の 際 坐し 給 ひし 道 植は果 
して 何樹 なり やとい ふ 問題に して、 島 地 氏は 博綜の 筆、 群 典を 括りて、 之を 畢波羅 と 確定せられ しも、 未だ 博く 
南北 兩藏の 要 文に 渉ら ざり し 故 か、 平 井 氏の 如きは、 尙 幾多の 確說 あるを 待ちて 初めて 之を 信ずべき ことを 言明 
したり。 第二は 畢波羅 と阿說 他に 對 する 名義の 解釋 、及び 其關係 也。 こは 平 井 氏旣に 多少の 解說を 施した る も、 
惜哉 典據と 解明に 尙詳 明を 缺 くもの あり。 乃 此點も 一層の 放 究を 要する 空地と して 殘留 す。 

要 之、 r 聖樹 菩提 史 」 が 其 周到 詳密なる 古物 學的 及歷 史的の 考證を 以て、 卓然 今日の 怫敎 論壇に 雄視 する に關は 
ら ず、 其 Q 古聖 典學及 2 口 語學 q 方面には 、多少の 補足を 容 る、 の餘地 あり。 前顯ー 一箇の 問題の 如 I、 畢竟 こ 
の 空洞ょり 等 流し 來り たる 結果に 過ぎず。 著者が カンニング ハム、 ラ ー ジ H ンド ララ ー ラ" ミトラ 等、 價頗 貴く 
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(明治 四〇* 三、 新 佛敎第 八 卷三號 ) 

予は玆 に r 聖樹 菩提 史」 につきて、 二三の 冗語を 添加す るを 許されむ ことを、 此 有益なる 論文の 著者 島 地大等 
氏に 請 はんとす。 

蓋此文 未だ 結尾に 達せず。 前途 密葉 靑翠 、繁枝 布 護、 曜を叶 き芳を 飛ばす の 美、 謂 ふに 夫の 菩提樹 王と 趣を 一 
にすべき 乎。 乃ち 其芬馥 穎秀の 大觀完 きを 吿 ぐるを 待ちて、 方め て 其 雄偉 嚴麗を 品評し、 賞鑑 すべき 已耳 。何の 
意ぞや 、叙述 未だ 圓なら ざるに、 旣に漫 に 私 言を 弄し、 論斷 漸く 央ば なる に、 早く 橫に ー鎗を 論陣の 間に 挿む を 
敢て する か。 其體を 失し 禮を缺 くも 亦 深から ず や。 而も 南 楞の平 井 默堂氏 其 銳氣を 驅 りて、 先づー 鞭を 著け 去る 
あり、 其 記す る 所 稍 語りて 詳か ならざる の憾 なきに あらず と雖 、著者の 之を 遇する 極めて 禮 あり。 許して 之を 其 
論 稿の 尾に 附 する に吝 ならず。 依りて 謂 ふ。 蕪 雜予が 稿の 如き も、 亦 著者が ー眄を 惠 まる k の 僥倖な きを 保せ じ 
と。 便ち 玆に 著者を 通じて、 冗語を 天下 同好の 士に 公に せむ とす。 

但し 予は 此忠實 なる 致 究に對 しては、 極めて 精密に 典據を 示し、 充分に 確證を 捉ら へて、 之を 著者 萬 一の 封 巾 助 
に 供す るを 以て、 事の 宜きを 得た る 者な りと 信ず。 輕 々に 臆測に 任せ、 推斷 に賴み 、典據 明なら ず、 考證盡 す 所 
なく、 叙述 甚 しく 確信を 措く に 足るな くして、 漫に 無用の 文字を 臚腓 する が 如きは、 予が屑 しとす る 能は ざる 


此樹名 またよ く此 重要なる 宗敎的 襲を 表示せ り。 抑 >f は^^  (馬) P ニ 依 止) の ニ 語より 成り、 
禺 の 眩 止す る樹 、馬の 止 住する 處の 意な り。 字面の 上に ては、 ^ ^" が 音便の ため 短縮せられ て、 となりた 
る 外、 別に 奇と すべき 所な し。 極めて 通常 明晰なる 名に 過ぎず。 而も 此 平凡— 字面よ く 印度 太古の 宗敎 生活を 
示して 目覩 する が 如き 感 あらしむ。 蓋し 印度人は、 他の 日耳曼 民族と 伺 じく、 馬を 刺 聖の ものと して 之に 一種 
の宗敎 的 意味を 有せし めしは、 印度 宗敎 史を讀 む もの X、 珍と なさ— 所、 其國 王が 大儀 式の 一として 卽位其 
他重大なる事件の際、執行する"％の|^、卽怫霞典に見ゆる馬"祠なる如きも、此囊のーとしてす名なる者 
也。 而 して 此 樹が此 神聖なる 動物の 依 止 所 簾と して、 名 けらる、 所以の 者は、 實に その囊 上に 於け る、 重要 
なる 地位 集して 餘 あるに— ず や。 若人 一た び 馬 住樹の 名聞 かむ—、 其 心頭に 湧 起し 來る 聯想は 何ぞ や。 或 

は 鶴 雲 S 老雲 門が、 蕾を _ たる ■の 下讓 ぎて、 ガ ；トリ藍句 条 する 働の f あるへ く 

或は 金 甲 寶鎧 、劍 戟旌旆 天日を 遮蔽して、 威武 四隣を 壓 する 雄 王が、 百 馬を この 聖棱の 下に 幸して 矣壇の ^ 直 
ちに M ESI iQ 宮を衝 くが 如き 壯觀も あらむ。 ラ ツセ ンは馬 住は義 の動搖 する こと、 駿馬の 行く に 似た る あり。 
以て 此 名を 得たり。 卽裏 に擧 ぐべき ®: ^ i と 同意 t 忘 註を 施せ ど、 こ 1 意に— ざるに 似たり。 

何れに もせよ。 此樹 名が 馬 住の 二字より 來 りて 此 他に 意味 t ざる ことは、 梵學 初歩の 人と 雖肯 ずる 所。 平 井 
氏の 記した る 「智識の 樹」 の 霞は 元來斷 じて 存 せざる 所 也。 同氏が 靈 として 引く 所の、 匕—— 目— の 文 
は、 不幸に も 半已上 誤植せられ、 且つ 之が 訂正に 資すべき 邦譯 、添加し あら ざれば、 今隨 意に 之を 謹せ むこと 
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して、 坊間 容易に 得る 能は ざる 幾多 古物 學の 大著を 抄出 拔萃 し、 大 藏の內 外、 凡そ 事の 菩提樹に 關 する ものは、 
爬 羅捃捨 して 好 箇の歷 史を編 出した る勞 は、 誰か 之を 謝せ ざら む や。 而も 之に 補足すべき もの 尙存 する あり。 曾 
添附 加、 或は 多少の 美を 這 箇の 雄篇に 致す を 得る とせば、 怫敎 言語 學及 古聖 典學に 志す もの、 誰か 奮 ふて 著者の 
ために 資料の 供給に 力め ざら む や。 不敏 予が 如くして 此ー篇 ある もの、 實に是 に 由れ り。 叙述の 便宜上 予は先 第 
ニょり して 筆を 起さむ とす。 

阿說他 (梵 A$attha 巴 Alttha) と畢波 羅 ( 梵 pipua 巴 Pipph 己. a) は 一樹の 異名たり。 梅 や 松や壯 呼 
や 菊 や 凡そ椬 木 花 丹の 詩歌に 上り、 賞 鑑に價 する ものにして、 許 多の 異名を 有する は、 本邦 支那 旣に然 りと 
す。 況むや 古來 神聖を 以て 印度 宗敎史 に 重要の 地位を 占む る、 我 菩提樹の 如き ものを や。 余は 寧ろ 其 異名の 比較 
的少 きを 怪む のみ。 今先づ 尤も 著しき 此ニ 名を 解し、 以て 他の 異名に 亘 りて 數 行の 冗語を 費 さむ。 

阿說他 Afttha は 其 名 古く、 梨 俱吠陀 の 中に 出で、 阿 鄙， の 中に も、 其 記載 少から ず、 此中 重要なる 箇所 
は ボ H1 トリン ク及ロ ー ト 編纂の 梵獨大 辭典 und w oth  : s§sk 一. it  w o: rt 与^ 

たり。 現 時 印度 哲學 家が 喜びて 誦する、 チユハ ーンド ー ギヤ 優 波 尼沙土  (八、 五、 三) の偈 は、 雄大 崇高の 辭 
を 以て、 此樹 S? 頌し たる も Qf。 ニ 年 前な りき、 姉 崎 嘲 風 氏の 印度に ある や、 此 句を 書して tL 附 
近の 壯觀 を予に 報ぜられし ことを 記す。 此樹を 以て 祭祀の 器物を 造り、 陽燧を 製す るが 如き •普く 印度 宗敎史 に 
指を 染む もの、 知る 所、 其大古 悠遠の 時代ょり して、 崇敬せられ しこと、 また 更に 縷陳 する の 要 あら じ。 


次に 畢波羅 S ら む。 此 名は 印度 典籍に 見る こと、 阿說他 Q 如く 古から ざれ ど、 隱 婆の 中 旣に其 名 あり。 史 
詩及プ ラ... ナ Q 中には 此名頻 々として 現は る。 其 意義 Q 如何なる やは、 今强て 之が 解を 試む るを 要せず。 凡そ 禽 
獸冲 木の 名、 悉く 之を 解した らんことは、 何れ Q 國語 と雖 も'  到底 不可能の 事たり。 3 PP をの 如き 響の 證 
左 あるまでは、 先 其 解釋を 避け 置く を 可とす。 

梵語の 巴 利で 轉ず ると き、 多くの場合に 於て、 ニ箇の 子音、 重る 時、 後の 子音は 帶氣 と變ず るを 常と す。 w .i , 
pa v puppha,  Bf f VBha 曹， Nf v Nikkha の 如き 其 例 乏しから ず。 是平井 氏 も 熟知す る 所なる べ^ 

樹 の 名 Pi  ppala  Pipphala も 其よ き 一例 也。 平 井 氏の 稿 中、 三囘 まで 梵語と してで 琶を と 記し あれ ど予は 
固より 此が 誤植な らんこと を 希望す。 同氏 また pippta が piya  + phalati  (！)  Q1 一語より 来れる ことを 記し 
たり。 是 氏が錾 1 や。 古典 S 據—說 I や。 予が雲 之を 知る— 雖 、此 字の 原 11 が 如 
く Pyppala なれば 是 より Phalati  (能 破 能 裂 能 熟の 義 なり 能蔓 の義は 余 之を 知らず) の 字を 分解し 得べき もの 
ならむ や。 亦 pvpiva  (梵 Q pHya 蠢 なる 愉悦なる S) も 如何にして かく 解 せらる" やは 此所 同氏の 文 
特に 簡潔に 過ぎて、 其 何 I 味す るすら 解す る 能は ざる— む。 謂 ふ S 氏が 18 の 起稿— ベければ、 
犬に 意を 酌みて、 之を 讀 まざるべからざる は 勿論 なれ ども、 然も 筆に 「II も是 より 名づ けられた る もの 
なり。 卽 piyapha ar ti の義 にして 能 破 或は 能 蔓の意 なり」 のみに ては、 余は 折角の 起稿 か、 無意義に 終ら— 
やを 悲 む。 謂 ふに 氏が 說 、必ら ず や 正確の 典據— ベく、 語原 變邊 上の 科 學的證 明 も— べし。 余は この 報を 得 
聖 菩提樹 f 0 ー 5: 


聖菩 提樹考 PTi 一一® 

は、 頗越權 にして 且危險 なりと 雖 、假に 百 千 步を讓 りて、 錫 蘭の 釋家 が、 A— 〔male〕 sabba-_-t 1 nam 
1 ettog 110 「此〔樹下〕に一切智智依把スす故にアツサトと〔名く〕」となしたりとせょ0 
其牽强 附會實 に 噴飯に 堪灸 ざる もの あり。 抑 (若し 平 井 氏の 所 引の 文が 同氏が 文ょり 考へ て予が 推 讀と其 意味に 
於て 違は ず とせば〕 彼釋 家は assa と Titthati とを 以て 此樹 名を 解し、 assa が 明に 1 v 〖一なる を 曲， 弊して 之を 
男性 代名詞 單數の 持主 格と 見て 此の 釋を 作れる に 似たり。 予は 此の 如き、 滑稽に 類す る 解釋が 、果して 梵 學の硏 
究 盛に、 一時は クマ ー ラダ ー サ 王の 如き、 梵文 學の大 詩聖 さへ 出で し、 錫 蘭に 存す るを 怪む のみ。 尤も こは 予が 
推讀 なれば、 本文 Q 意 果して 此 Q 如くなる や 軍は、 更に 右 Q 全文 皇 誤し 且之が 邦譯阜 井 氏に 乞 ひたる 後な 
ら では、 判明すべき にあらず。 され ど 若し 錫 蘭の 釋 家が、 平 井 氏の 文の 示す 如く 全く 本 來の眞 意義を 知らず、 之 
を 「之に 一切 智々 の 依 止せる 樹」 なる 意味に 解したり とせば、 其 誤謬た る や 漢土の 釋家が 之を 無憂樹 となし 若く は 
「阿 舍婆者 馬 波 陀脚 J (枳橘 易 土 集 哲學館 出版 三 ニ 頁) と釋 せし と、 其 過失に 於て 甚だ 輕重 あるを 見ざる 也。 平 井 
氏は 此樹の 梵語を 知らざる にあらず。 而 して 尙 「智識の 樹」 の 意と し 菩提樹と 同意義な りと なすは、 予其 說の甚 
詳か ならず して 其 意の 那點 にある やを 知る に 苦しむ。 

平 井 氏は 阿說 他の 條下に 於て 「 此等は 何れも 釋尊成 道 後に 名け たる ものにして (！) 道樹の 本名に あらざる ベ 
し」 と 記したり。 而も 阿說 他が、 遠く 世 尊 成 道の 前數百 千年の 前に 存した る こと 固ょり 前に 示した るが 如し。 予 
は此點に於て、平井氏に正誤を要求するの權利、充分に存するを認むるなり。 


ぁる ものは、 次 I さむ。 「聖樹 菩提 史」 の 一より 三— is、 今 之— 人に 頒 ちて、 机上— せ ざれ 
ゴ、 記憶 Q 逸する 所、 所 引の 文、 或は 重出の 愚を 演ずべき ことなし 4 ず。 著者 及讀者 願く ば 之 募せ よ。 

パ 1 リ三藏 の 中、 明かに 世 尊の 道樹を 記載した る ものは、 長 阿 含經の 第 十五、 大本 行經 i" 6' lg cri i 
111 • 30. に 出 づ 。其 文 左の 如し。 

9f  ^ ^ nss.^.  p i 

梵阿 說他樹 下に 於て 正誉 成 じ 玉へ り。 聖者よ、 薄 伽 梵舍利 弗 目 連の 雨 至上 醫雙賢 者を 「有し 玉へ り〕 

文 實に過 古六佛 Q 生地 父 i 樹弟 子等を 叙し 来りて、 以て 我牟尼 尊に 及べ. る f。 U 5 ッッも 記す る 女 
く、 此文パ 1三藏中菩提樹に關して最古の記載にして、各種世尊の道樹に關する記事は、寡を兹に1りたる 

ミロ  ノ 〇 

カ负 L 

次ぎて 重要なる は、 __ 經 <： 善 見 律 S 字を 借る) の 文 なり。 此 聖典は、 四阿 含に 比して 近代 S する は 勿 
論な れど も、 又證 左と して 頗價 ぁる ものと す。 

Aha -s assattha-m Hi alphl 
Patto  Sambhodhim  uttaraip 
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聖 菩提樹 考 四 ：: 、 

たる 後なら では、 此奇 解に 評語を 下す 能は ざるな り。 

動葉樹 calla 及び 象食樹 Ku#rlna の 名は、 ァ阿 マ 摩ぎ の 語彙 (An 磨 sifw<o s' e R 
に 出つ。 此は平 井 氏の 擧 ぐる 所 Q 如し。 此語害 著者は、 佛敎 徒なる が 故に 此ニ 異名 も 必らず や、 聖典 中より 拾 
錄 したる も Q —、' へ けれど、 予が 寡聞—、 未だ 其 名を 檢 出し 得ず、 麗門產 に 於て は此 等の 名 f 知られず、 
次ぎに 目犍 連の 語彙には 菩提樹の 名と して 實は唯 阿說他 •畢波 羅のニ 名を 擧げ あるの み (目 犍 連子の 「名義 燈」 

げ—が 如くに 記し あれ ども、 實は此 書の 本分に 出づ るに あらず して j 百 六十 一 頁の 脚註に 出づる 所、 蓋 出 板 者 

スフ フフ ティ ィ師 が、 他の 註解に 依て 記入す る 所 Q み。 且 同氏は 此實 ニ囘 まで (第一 百？ 一 憂 二百 七十 一一 一 

頁) 擧げ— 重要— 阿說 他— せし— 擊ろ他 QIQ 兩 名よりも 重大— ものに— ず や。 乃 普 之を 1 
し 置く。 

阿 議俱舍 に 出で たる 菩提樹の 五名に つきて は、 ラツ センの 印度 響學の 第一 卷 (r 塞〕 ご 5 一 }|>き" 
tl_sk_le  Bd.  L 304 . An_rk. 1.) に 之を 略記し、 尙 無花果 屬の 諸樹を 詳記したり。 (同 卷三 ◦一  頁已 下) 
予は 著者に" 此 部分を 一讀あ らむ ことを 薦む。 

第一の 問題に 歸り來 りて、 兹に世 尊の 囂樹 は何樹 なりし やを 皇典の 霊より して 確定せ む。 漢傳諸 經の要 
文は 著者 多く 之を ^ 錄した れば 、先 ハ ー リの 三藏中 尤も 證左 とする に 足るべき ものより 始め、 漢譯の 聖典 中耍 


鉢 多は Afttha の A 心を 略し ある 音譯に て、 欺 カのそ^のために、略稱を使用したるに過ぎず。何となれば 
同經の遊行經に「阿遊波尼俱律樹下。初成正覺」の文あれば也(日広九、十三左、十四在)。文中の阿 5£: #尼俱律 
は A ぎ —Illy 兵-. oelha の對譯 にして、 尼俱 律は 阿說 他と 同一 屬の 植物 固ょり 相 類す る 所 あるが 故に、 隣 近 的 
に 付® したる に 過ぎず。 此樹が 迦葉 如来の 菩提樹なる こと、 南北 兩傳 とも 一致し、 本經に も 「迦葉 如来 坐 尼 拘樓樹 
下」 (日 K 九 ニ 左) Q 文 あれば、 牟尼 尊が 更に 此樹 を^^ 樹 とし 玉 ふ 理由なければ 也。 雪 現在 経には 晕 V 羅 (辰 
4-、 十六 右) と 記せり。 こは 現 時の 通稱に 依れる 也。 大乗の 諸經 中には、 所々 に 文 あれ ど 明確— は 如 來不思 ■ 

境界 經 の、 

怫在摩 竭提國 菩提樹 下 成 正覺其 菩提樹 名 日 阿攝波 •(天 十一、 二三 右) 

實大謹 典 中には 之を 代表 f して 他を 略し、 祕 i 典 中、 尤も 古代 篇 し、 且つ 大小 兩 f 於て 一時 蓮に 
握せられ し、 孔童 S ■文—。 余は 幸に も璧 要— S の荽 S れ ば、 f_ 相對 して 出 文せ む。 
A ^ atth i-> -m B e Muni- ^ kya-PL .B aQ avalJ 
C で etva  bodhim  samavap>y(l  Gautam s 

…… 〔p, 牟尼釋 牛 王、 阿 說他樹 下に 坐し 玉 ひ (無上) 菩提を 得 玉 ひて〕 …… (カルカッタ 貝 葉 寫經百 二十 八 
葉 表、 a ， ノドン 紙 本 九十 七 葉 裏} 釋迦 牟尼佛 。聖 種喬荅 摩。 坐 於 菩提樹。 證 無上 正 覺 ( 義淨譯 、成 七、 五 七 左)。 
僧伽婆羅も不空も何れも義淨と同じく、原文の > ^ ^ & ロ-ョ「 ^ を菩提樹下と譯せり。蓋し鮮し易く通じ易き 
聖 菩提樹 考 四 一九 


聖 菩提樹 考 g I 八 

(Buddhaavrpsa  edited  by  Morris  1 88 2 P.  66 ) 

我阿說 他の 樹の 下に 
至上の 正覺 得たり けり。 

此文亦七怫の本行を叙したる中の一節なり。此他本生經の序文に於て、詳密なる佛傳あれど、南傳の菩提樂少ノ、 

北 傳の大 莊嚴經 本 行 集經の 如く、 道樹の 名を 明記せ ず。. 

リス •テ 牛、 ッは道 様 .# 拜の根 一兀を 論じて 兩 面より 考察を 下せり。 卽 一面には 世 尊 道樹に 坐して 正 覺を或 じ 
T L とい n 傳說は 事 印度の 修業 者と して あり 得べき 自然の ことなれば. 信賴 する に 足る となし。 他 商には 阿說 
他樹 が、 古來 より 神聖 の樹たるを以 て、 絮 の 滅後 門下 其師 主の 尊敎 と、 この 古代の 信仰と を 結合して 兹に 菩提 
椟 W れり となす ( 「怫敎 印度」 二百 三十 一 頁)。 余は 第一の 考察を 正當 信ず。 蓋 世 尊 坐道樹 Q 事 •實を 親く 聞きし 
雲より して、 展轉— へて、 阿育の 時代 墨り、 夫の ブ ハル T トの 1— 見、 1111 
るに 至りた るなら む。 故に 予は安 じて 世 尊の 道樹を 畢波羅 …… 阿說 他と 信ずる に 躊躇せ ず。 語を 寄す 平 井 氏。 氏 
にして 若し 長 含 及怫陀 _Q 明文 臺 みし 島 地 氏 5 して 更篇 多の 確 管 要求す るは 無用に あら ざり 

ノ^ t 〇 

し 力 

パ ー リ長 含に 相當 する 漢譯の 長 含 大本 經にも 亦 左の 文 あり。 

8 尸 如来。 牲詣 _樹 。我 今釋迦 文。 坐 於 鉢 多樹。 (f、 ニ左〕 


き 佛敎寫 霞が 6 U 也) S 三者の 混用に て s I りたる ものと せよ。 其殘存 する 所の 霞は ぎ— 
にあらず や。 是パ 1” 及ジヤ ィナ 塞 S の 吉祥^^  svli,  Sotth 一と 字面 酷似し、 此經 文の 原文 力 中央羅 赴 地 
方に行はれしー種の經典語を示すが如し。而して此字は梵語の ^ <3ニ若くは ^ <€ ^ より來れるものなれば、 
雲— I れて —と譯 したる も Q— たり。— の 例 覚め 求めむ か、 余は 其 1 示す るに 乏しから 
ず。 行 iQ 原文、 未靈 見せられざる 中は 之— 言す るの 勇な し。 唯 裏が 古 蠢及梵 文字 體の蠢 よりし 
て、ー說として大方の敎を乞ふに正め置かむとす。 

支蠢が 貝 多 樹下因 緣經の 貝 多 も ^ 5 E. S の > 0:> を 略せし 音譯の み、 後代の 貝 多羅 ^ 乂ごロ  ( 紙寫經 用の タ 

1 ラ樹 葉〕 とは、 其字蠢 を 異にす。 (明治 三十 九 年 十二月 十三 日 ^ 〕 

(付言 平 井 氏の 菩提 繫沙 中、 擧 ぐる 所の スジ ヤ ー タは 漢譯美 生の 定譯 なり。 之を 用 ゆる 方 人 耳に 塞し か 

らむ か。 ヱ ル 語の 同傳 は、 固より パ ー リの 原文に 比して 頗る 新ら し、 伯林 大 學敎授 ガィ ゲルの 說に 忙 れば 十 
六 出紀の 作な り。 如かず、 旣 に。 ハ 1リ 出版 會 の 公刊 も ある。 ハ 1 リ の 原文に 依らむ には。 元 來 ニル 語の 書籍は 
持 別の 硏究を 除く 外 ニ般の 印度 學佛 霞典史 等には" あまり 重大の 價 値を 認 むる 能は ず。 予は 後^'^' 氏に 
it ざる 限りは、 寧ろ パ丨 の 譲に して 優等なる 原文に 依— 得策と する ことを 薦めん と 欲す、 是 一。 予 
は 後、 氏が 後來 起稿 Q 際は、 其 典據を 明示し、 嚴重に 南北の 大藏內 外の 典籍签 H、 且つ 原文には 親哲に _ 
譯を 添え、 出版せられ たる 書籍は、 明に 其 卷數紙 負を 明記し 棄は S 霞を 記せむ こと秦 はんと 欲す 是ニ 

聖 菩提樹 考 四 ニー 


聖 菩提樹 考 0ーー 〇 
に從 へる 也。 

次ぎに 後代 人師 の 作に なれる、 文學的 著作の 代表と して、 尼 波 羅所傳 の 七 佛譜偈 gf  Ed  一？—” 集げ、 

此 項を 結ばむ と 欲す。 此項 、幸に ウィルソンの 英譯 ぁり。 余甞て 之を ケム ブ リツ ヂ所 藏の梵 文に 照らす にょく 其 
眞 意を傳 ふ。 依りて 之を 掲げん とす。 

^ s srd  the  unbound  cl 

^.^05  s ^ ^ «.oc^  n p 0 

我敬禮 す、 日 種の 釋師 。子 夫人の 所應 供を …… 阿 說他樹 下に 無限の 智慧を 得 玉へ り。 

ヵく ^ 3萍藏ナ4顯密の諸經に百|り(予は其代表者を出したるまでなれど〕世尊の道樹は可 1: ぬ 畢波羅 の 

證相 一致して 差異せ ずと せ ば 島 地 氏の 確信は 斷 じて 之を 疑ぅ ことを 得ず 0 
終結に 際して 一事の 辯ず べき もの 殘存 せり。 他な し 漢譯書 の佛傳 の 一なる 修行 本 起經下 S 十、 三 四 左) 及 
中產 S (辰 十、 g 八 右) 馨提菅 元吉 と飜 じたる ことなり。 こ 馨者も 疑を 揷み繁 れ しと 覺 ゆ。 今 試み 
に 之を 解せ むに 之 も Af  ttha の轉 訛なる べきに や。 善 勝 道場 元 吉樹下 (中 本 起 經) の 本文が、， ettare  hodhi- 

nMKje" —hamule の 如き ものと し 中 有 一樹 …… 如天莊 .飾 足 則元吉 (修行 本 襲) が ah‘a  Vrk  ^divyflf- 
f 111  0^0^. 

屢佛敎古寫本に見るが如く消失して。 > <' ^ ? 〒心5 ^; ^ .$ ^ ニ13の順序にて轉化し、而して，8(？〕は其例多 


南北 兩傳の 本事經 


(明治四0、五，淨土敎報第七四六、七號) 


一本 事經の 名義  . 

1 本 事經の 位置 十二 部經の 名、 廣く經 律 論に 散在す。 今必 しも 煩し く玆に 列擧 する の 要を 見ず。 印度 諸大 
論師の 解釋に 至りて は、 瑜伽 (三十 五 及 八十 一、 縮藏來 ニ、 一九 左、 五、 三 左) 大智度 (三十 三、 往 ニ、 七 四 右) 
成實 (一、 藏 ニ、 七 右) 大毘 婆沙 (百 二十 六、 收 六、 四 右) 等 大小 乘諸 論藏に 見 ゆ。 支那 釋 家の 注疏、 之を 援引 
して 解を 施した る もの また 尠少 にぁらず。 此等の 論疏 、その 要を 摘みて 學徒に 便せ しもの、 大明三 藏法數 (四十 
四、 露 ニ、 九 八 左) を捷 とす。 本 事 經は實 に此 十二 部 經の隨 一に 位せり。 

怫敎 の敎義 、歐 西に 知られ、 南北 怫典 研究、 漸く 端を 發くに 及び、 ハ ー デ ー、 ビュル ヌ ー フの 如き、 九 部經若 
くは 十二 部經に つき 記述す る 所 ぁり。 ドクトル 荻 原雲來 氏は 甞て此 等 泰西 學 者の 研究と、 梵漢內 典の 所說 とを 對 
比し、 粹を酌 み 精を 採りて、 其 字義を 明に し、 犬に 學 徒を 資せり。 文 載せて 『新 怫敎』 の 第七卷 第二 號 (？) に 
存せ り。 故に 本事經 につきて、 詳密なる 言語 學的說 明を なさむ ことは 今 彼に 讓りて 省略し 唯 簡單に 名義 解釋に 
つきての 異說を 叙述 批判す るに 止めむ とす。 

2 逼途の 解釋本 事經の 梵語は 漢本 之を 伊 帝日 多 伽 若く は 一日 多 伽、 伊 帝 越 多 伽に 作る。 蓋し 口 25 备の 

南北 兩傳の 本 事經  四 一一 三 


聖 菩提樹 考 四 ごご 
次には 氏に 氏が 文の 校正を 在京 先輩 友人 中に て パ ー リ 梵語を 解す る 人に、 依賴 せむ ことを 勸む 。此の 如くせば 
氏が 文の 誤植を 防ぐ を 得べ し、 是 三。 島 地 氏に 對 しても 又 一言せ む。 氏が 對譯 字は 通じ 易き に從ひ 、邦人を して 
讀み 易き に 便なる ために 適宜 手に 任せて 充てた る ものなる 故、 敢て責 むる に 足ら ざれ ども、 一例を 言へ ば 護 ^ 
羅の護 字の 如きは 古來 Ho 或は JHu の對譯 字と して 慣用した る 所、 氏の 旣に 知る 所な り。 Go,  Gu  ST 具 字 
を 用ぅる を 當れ とす。 こは 筆を 洗 ふの 際、 念頭に 波 起し たるま \ 一言を 添 ゆるの み。 兩氏 若し 余が 記す る 所に 
過 あら ば 之を 敎 へょ。 罪を 負ぅ 所 あら ば 豫め予 が 懺悔を 容れ むこと を 白し 置かむ 0 


過ぎず。 而 して 此定例 九 字？、 眼目 とすべき は許說 者の 三 字に あり。 此 字は 所 說者 、被說 者と 意— ぅし、 具 
に言へば世尊所說(所語)者の義、語中の許字は、說字の受動格を示したるのみ。卽梵語 0 ーユ。パーリのく三 ^ 

の 漢譯 なりと す。 今。 ハ ー リの 本事經 中、 含む 所の 諸經を 見る に、 各經 何れも 「如是 薄 伽 梵所說 義我今 聽竟」 

。 > 7§ニ ^. “£1〇<ロロ〇 « 1另ミき1三30  5£311-1 ^ の定例結句を以て了れるを見る。文實に智論に言ふ所と大 
同な り。 如是 iti 語 ukta 經の 名、 玆に 依りて 起る。 卽ち智 論は、 他 論と 異に、 パ ー リと 同じく  一一 y 【一— S を 
以て 本 事經. (如是 語經) の 原語と したる 也。 

第二 種は 此定 例の 結句を 有する 經文 の、 藏中 各所に 散在した る ものを、® 輯 して ー經を 形成した る ものにして 
小乘 、經律 論及 大乘諸 聖典 已外に 別存 す。 論 簡潔 之を 記して 日く 
「二者 三藏 摩訶衍 外。 更有經 。名 一日 多迦」 と。 

智 論は 已上 二種の 外、 更に 有人の 說 として 籠通途 の解釋 を擧げ 、其 例と して 霊 王の 因緣を 引きたり。 是卽 

ィ i 力なり。 

4 異說 の 起源 • 已 上 叙述す る 所に 由り て、 之を 稽 ふるに 本囊の 原語は 諸 部 未だ 分派せ ざり し S 怫敎 時代 
にあり ては、 育 王 碑 語 若く は 同類の 方言に て受傳 せられし こと、 後 有 部瑜伽 成實の 諸派は 其 聖典 語と して、 梵語 
を 採用す るに 及びて、 之を 一二 + < き&如是(過去) の 意に 解し、 上座 師及 中觀論 前は 2 丨 vuttaka 若は 
一 tiuldaka 如是 (世 尊 所) 語の 義に 取りたり。 二者 何れが 原意に 近き やは 今 之を 評し 去る の途 なし。 

南北 兩傳の 本 事經  四 一一 五 


南北'! 傳の本 事 經 四 ニ 四 
音譯な り。 枳橘易 土 集 (四、 東洋 大學 新版、 六 〇) 槪略 諸種の 音譯を 列ね、 且 論師疏 家の 諸說 を擧げ 、最後に 多 
少評_ する 所 あり。 列擧 する 所 固ょり 盡した るに あらず。 評する 所 悉く 當らず と雖 、亦 好 箇の參 照を 資する に 足 

る。 

抑通途 本 事の 名を 解す る、 毘婆沙 の 中に 「諸經 中宣說 。前 際 見聞 事。 如說 過去 大王 都。 名 有 香 茅。 王 有 善 見。 
過去 有怫 。名毘 鉢 尸」 (收六 、四) と解釋 したる が 如く、 過去 及怫 在世に 生起した る 事件の 記載に して、 怫 前身の 
因緣卽 本 生に あらざる ものは、 渾て 之を 本 事と 稱し たり。 瑜 伽、 及成實 また この 解と 同じ。 唯 其 文に 詳 略の 異あ 
るの み。 

3 大智度 論の 異說 然るに 大智度 論の 解に 至りて は、 犬に 前顯諸 論と 異る もの あり。 卽此に は 本 事と飜 せず 

して 如是 語 經の譯 あるを 見る。 抑 本論は 成實と 同じく、 羅什 三藏の 麵傳 なる に、 彼には 「伊 帝日 多 伽 秦言 

此 事。 過去 如是」 と飜 じて、 本論と 全く 其譯 語を 異にせり。 若し 本論、 如是 語經の 原語が、 彼と 同一な りしなら 
むには、 一人の 譯手 、豈 にこの 相違を 致す の理 あらむ や。 卽 知る 本論と 他 論とは 此 字の 原語、 全く 異り 居りし こ 
とを。 

大智度 論は 如是 語經に 二種 ある ことを 說き たり。 第一は 卽ち 「一 者 結句 言 一 I 我 先 許 レ 說者今 已說竟 1 」 と釋 する も 
の是 也。 論文 簡約に 過ぎて、 一見 之を 解す る頗 難しと 雖 、要するに 第一 種の 如是 語經は ある 經 文の 其 結句に 我 先 
許 說者今 已說竟 の 九 字を 具有す る もの。 換言せば 此九 字が 定例の 結句と して 記載され て 居る 經 文を 稱 すとの 意に 


一: d&na ありて、 章 中 所收經 文の 內 容を槪 括せ り。 大要 左記の 如し。 

第一集 品 Ekanlp pl ta。 此品 中には 經 文の 主題と して、 一法を 說 ける ものを 集む。 例せば 日く 一法 斷す べき もの 
あり 是貪 なり。 日く、 一 結 深ょ く 衆生を して 輪廻せ しむ、 日く 欲 也と 說くが 如し。 此の 如き 經 、本 品に 通計 二十 
七を 數 ふ。 

第一 跋渠 十經 

第二 跋渠 十經 …… 二十 七經 

第三 跋渠 七經ー 

第二 集 品 Duka-ll.prlta は ニ 法を 說 ける 諸 經を收 む。 ニ 根、 ニ 痛 惱 、二見、 ニ 眼の 如し。 通じて 二十 四 經 あり。 

...... ,1 

第三 集 品 Tika  n. s ta は 三 法を 開示した る 諸 經の類 集な り。 品の 收 むる 所の 經 五十 あり。 五 章の 下に 之を 列 
ねたり。 

第一 跋 m 十經' 

第二 跋渠 十 經 一 

第三 跋渠 十 經~ …… 五十 經 

第 四 跋渠 十 經 一 

第五 跋渠 十經、 

南北* 兩傳の 木事經  四 ニ 七 


南北 兩傳の 本事經  四 ニ 六 

原始 時 3ti 如是  + f 一 + cktaka 如是 語— 襲、 上蠢 、羅什 

htl  + vlttaka 本 事 —— 無 着、 婆沙師 、成 實師 、玄羿 

現在 南藏 及び 漢譯 K 存 する 本 事經卽 如是 語經 は、 實に 龍樹 時代に 於て 旣に其 存在を 見た る 第二 種の 一日 多迦に 
して 經中 如是 語の 起結 ある ものを 纂輯 し、 之を 所說 法相の 數目に 從 ふて、 囊 類した る ものな り。 其 內容の 一般は 
之 ?: 次章に 槪說 せむ。 

ニ 南北 兩 本の 槪要 


5 南 本 現存 パ ーリ 三藏に 於て は、 修 多羅 藏中 四阿 含已外 に、 雜 部の 諸 經を收 めた る 屈陀迦 尼迦耶 Khudd- 
aka-nik5ya の 第四卽 本事經 也。 善 見律毘 婆沙に 日く、 

法句喻。嫗陀那。伊諦怫多伽。尼波多。毘摩那 悉入 屈陀迦 (律 一、 寒 八、 ニ 左)。 

順序 全く 現今に 同じ。 但し 善 見律譯 出の 當 時には 現存 屈 陀迦の 第一に 位する 1 chuddaka-pruls を缺 くの み。 
一千 八 百 八十 九 年、 ラィプチヒ 大 學敎授 H ルン スト、 平 ンデ ィシユ (Ernst  \vindish〕 は、 錫 蘭寫本 三種と、 
緬甸寫 本 四 種を 校合し、 且 達磨 波 羅の本 事經釋 Atthakathu の寫本 二種を 用 ひて、 頗 良好なる 本 經の刊 本を パ 
リー怫 典 出版 會 ょり 公表せ り。 本稿は 實 に此刊 本に 感謝す る 所 多し。 

パリ ー 本 事經は 全部 四 品ょり なり。 各 品 跋渠 Vaggo 卽章 段を 設けて 諸經を 收む 。各 章の 終には、 必らず 攝頌 
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五十 經 


二十 八經 


三 法 品は 其 第三 章に 於て 撟頌 を缺 き、 且つ 其 經數他 章に 比し 著く 少く 、餘 の體 裁と 比して 甚 しく 均整を 失す。 
卽此 部分に 缺經 ある ことは 見る に 難から ざる 也。 抑 も此缺 損は 羿師所 傅の 原本に 於て、 旣に之 ありし か、 將亦展 
轉冩傳 ■刻して、 今に 至る の 間に、 脫 落した る ものなる や、 之を 判定す るの 證據 なし。 

大廚內 典錄 は、 龍 朔四年 春 正月 (同錄 第 十の 付記を 見ょ) の 公表に 係る。 而して 弊 三 藏は 僅に 旬餘を 隔て ゝ、 
同き 二月 五日 滅度を 示せり。 同錄 記して 日く、 「有 沙門 玄笄 。觀 方遊國 。還 返 帝京。 ニ帝欽 承。 徵人 _ 闕。 爲製敎 
序。 布 所譯經 。官給 豐 華」 (五、 結 ニ、 八 三 左) と。 本 事 經は此 記事の 後數 紙を 隔て ゝ錄 せらる。 日く 「本 事經 
南北 兩傳の 本 事經  四 ニ 九 


南北 兩傳の 本 事經  四 二八 

第 四 集 品 ca c kka-niprlta は跋渠 を 設けず、 十三 經を收 む。 

6 北 本 漢譯の 本事經 は玄# 三藏 の飜傳 する 所、 小乗 部に 收む 縮藏 にあり ては 辰帙の 第 六に 存ぜ り。 南條文 
雄 博士は 英譯三 藏目錄 の 第 七 百 十四 番に此 經の經 題を ^ ^ 「一一 a-vastusrltura: とせられ しも、 こは 勿論 博士が 校_ 
の隊 、偶爾 に 逸せられし 小過 誤に 過ぎざる べし。 蓋 本 事經の 梵語が、 伊 帝日 多 伽なる ことは、 前旣 に槪說 したる 
が 如く、 怫敎 典籍に 於て、 其 記載 敢て乏 きに あらず。 怫敎學 者 常に 之を 耳に する 所 なれば 也。 

玄 羿永徽 元年 •(西 曆六五 〇) 九月 十日、 本經の 飜譯に 筆を 起し、 其 十一月 八日には 早く も旣に 全部 七卷の 稿を 
脫し 了れ り (開 元 釋敎錄 八)。 其 神速 實に 驚嘆すべき もの あり。 

本譯の 原本が 梵語に して、 パ ー リ其 他の 方言に あら ざり しことは、 西域 記 慈 恩 傅の 記載に 照らし、 此經が 羿三 
藏が 將來 したる 那爛陀 寺所傳 聖典の 一なる べきに 徵 しても 之を 知るべく、 且三藏 は 域 記の' 中、 往 々梵語 已 外の 諸 
方言に 對 して、 其 訛 略を 貶黜 する の ロ氣 あるに 見ても 之を 推す に 難から ざるの みならず 經 中の 對譯字 亦 明に その 
梵 本なる を 證せ り。 卽拘 瑟祉羅 (穴 austi Er 三、 一) 特補 伽羅 (pudgala 一、 五六、 ニ、 ニ 其 他) 其證 なり。 此 
等の 字 もし パ I” 其 他の 方言な りしなら むには、 Kotthila,  Puggala にして、 瑟字特 字は 全く 其 要を 見ざる べき 
や必 せり。 

漢本 編纂の 體裁 は、 略 パ ーリと 同じ。 其 所收の 各 品、 南 本の 如く 若干の 攝頌 ありて 章 段を なし、 經 を類彙 す。 
槪略 左の 如し。 
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南北 兩傳の 本事經  anlc 
一部 七卷」 と。 卽是 現存の 卷數と 全く 同じ。 故に 若し 時代 經過の 間に、 第 七卷に 於け る 若干の 部分 脫 失したり と 
する も、 其 逸せし 所は、 極めて 僅少の ものた るに 過ぎざる べし。 

三 南北 兩經の 比較 

7 比較 槪觀漢 本は 南經に 比して、 文辭槪 して 豐 富、 說述亦 貧に 詳密を 極む。 其 所說の 法相に 至りても パー 
リ述 ぶる 所の ものよりも 複雜廣 博なる を 見る。 

南 傅の 本 事經が 上座 部所 誦の ものなる ことは 固より 玆に說 くを 要せず。 漢本は 其 法相が 多く 發智 俱舍の 所說と 
類す るより 推し、 且つ 羿三藏 が 之を 一切 有 宗所誦 の 諸 論と 共に 將來 し、 之を 小乘 部に 收 めて 飜傳し たるに、 照ら 
すに、 其 有 部に 屬 する ものなる こと 容易に 推斷し 得べ し。 

南 本 第一、 及第 ニ 品に 收むる 所の 諸經は 大約漢 本に 於て 之を 檢 出し 得べ し。 但し 此等兩 本に 存 する 修 多羅は、 
或は 文辭 義理 共に 一致し、 或は 唯 其 記述の 義 のみ 相 合して、 文辭の 全く 相 異れる もの ぁり。 南 本の 第三 品に 攝す 
る諸經 は、 唯 その 五分の 一を 漢本に 於て 見る を 得る のみ。 南の 第 四 品は 漢に 於て は 全く 之を 存せず 。 

8 ' 兩經 全體の 比較 左に 一 表を 設けて、 南漢 兩經收 むる 所の 諸經 、相 一致す る ものを 對比 せむ とす。 


其 聚量高 廣 
況無初 後 際 
所受諸 骨身 
受是 大苦聚 
故應 修妙智 
所謂 苦聖諦 
絕減 苦々 因 
此補特 伽羅 
定斷 一切 結 
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若自能 守護 
飮食# 知 量 
彼 於 現 法 中 
及無災 無 患 
行 住 興 坐 臥 
由 彼 ニ因緣 


如毗 _ 羅 UJ 
久流轉 生死 
其 量 而可測 
由 不 目聖諦 
正 觀四眞 實 
苦 因 及苦滅 
八 支 ft- 聖道 
極 七 有 流 轉 
能盡諸 苦邊 
(一法 品 第三 經頌) 

限 等 六 根 門 
成就 信 精進 
肩 心 多受樂 
無馐 無燒然 
若覺若 夢中 
恒 無罪 無責 


此故 1: 妙昝^以て、聖四眞實を正觀す。所謂苦と苦冈と苦 
の超絕 と、 八 支の 聖眞- 逍苦ん 滅 マ るの 大因是 也。 此補 伽羅 
遲く とも 七 返 〔の 生死」^ 經 過した る 後、 諸 苦の 邊際‘ 盡 
し、 一切の 結 縛ん- 斷盡マ べし。 

(一、 三、 四、〕 


3 

芯蒭眼耳鼻舌身及意此等の六 |1|1 ^ 善護し、钦食 |: 於て善く 
量 ^> 知り、諸根 ^ 制胡するものは、彼身の樂と心の樂と ^ 
享受 V。 如是 人 は身 |: 於ても燒惱なく、心 |- 於ても燒徵な 
く、 日に 於ても 若く じ夜 |- 於ても常 |- 安樂 |- 住す。 

(ニ、 I、 一 r 〕 
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南北 兩傳の 本 事經  四 三 ニ 
9 本文の 比較 南北 兩 本の 本文が 如何に 一致す る やは、 左に 揭 ぐる 二三の 實例に 就きて、 其 一 班を 窺 ふに 足 
るべき か。 パ ーリの 原文は 學者 の參 照に 資せむ 爲に 、特に 之を 稿 末に 添付し 置けり。 


渎 


譯 


吾從世 尊。 聞 如是 語 芯。 蒭當 知。 若 諸 有情。 永 斷 一法。 我 
證彼定 。得 不遺果 。云 何 一法。 謂是於 食。 所以 者 何" 一切 
有情。 由貪染 故。 數 々還 來。 墮諸惡 趣。 受 生死 苦。 若 能 永 
斷 。如是 一法。 我 證彼定 。得 不還果 。不 復還來 。生 此世 
間。 是 故我說 。若 諸 有情。 永 斷 一法。 我 證彼定 。得 不還 
果 。爾 時世 尊。 重 攝此義 。而說 頌 日。 

我觀諸 有情 由 食 之所染 
還來隨 惡趣受 生死 輪廻 
若 能 正 了知 永幽此 貪 者 
定得 不還果 不來 生此間 

(一法 品 十三 經) 
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一有 情 一 劫受肩 骨不爛 


巴 


利 


吾 世 尊より 如是 語 か 開き 2。應供よリ如是語な開き2。芯 
蒭衆 よ、 一法を 斷 乜 よ。 云 何が 是 一法。； 蒭衆よ 、食の 一 
法を 斷 せよ。 我卽言 U む。 汝等 不還果 |: 確住したりと、世 
尊 已上說 吾 玉ぴ し義な 、茲 1- 次の 如く 說さ玉 ふ。 

此食 1: 貪 者し、 諸 有情 惡趣 1- 墮つ 。明 見者 U 此貪を 正し 
く 了知して、 

之を 斷滅マ 。 

之ケ斷滅し了れば決して：冉た'び此世畀 |1 に來生ゼす" 

(一、 一、 一、 一、) 
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一有 情の 一 劫 LL 於け る 骨聚 は、堆積山嶽 1- 等しからむと大 
仙說き 玉 ひ 5。亦摩竭陀の山城 1- 於ける、靈鷲山の北な 
る、 大山 毘補羅 の 如しと も 示し 玉 ヘリ。 
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積極的 S3 


漢の 消極的 方法の 中、 貪瞋痴 を 除きて、 餘は俱 舍に出 づる十 小 煩 惱地法 cpakl'sa の 大部分を 含む。 積極的 
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居 聚落 空 閑 衆 中 及部處 
有 智常積 賛當生 善 趣 中 

(ニ 法 品 第二 經) 

4 

吾從世 尊。 聞 如是 語。 ^ 藜 當知 。根 有 三種。 其 性甚深 。 
顯了甚 深。 其 性 難 見。 顯了難 見。 云 何 爲 三。 一 者 未知 當知 
根。 二者 知 根。 三者 具知极 。云 何 未知 當知 根。 c 7> 至廣說 )。 
爾時世 尊-重 攝此義 。而說 頌 日" 

(三 法 品 第二 十經〕 


4 

吾 世 尊 ；)ら如是語か聞き5!應供ょ'り如是；語か聞さ <0 。芯蒭 
一 . 根 わり" 云 何が 是三 未知 當知當 知 根。 知 根 及 具 知 根蕊懇 
の 三'  是三根 也。 世 尊已上 說き玉 ひし 蕺ん / 茲 1: 次の 如 
說き玉ふ。 

(三、 ニ、 三、： > 


已上 本文の 比較に よりて、 漢 巴の 兩經が 略 如何なる ものなる や 槪見 をす るを 得べ し。 第 四 例に 擧 げたる 漢經叙 
述の頗 詳密なる に對 し、 巴 經の唯 名義を 列擧 したる に 止まる が 如き T 以て 自ら 二十 有 特色の 存 する 所を 見るべし。 

10 敎理の 比較 漢本は パ ー リに 比して 其所說 の敎理 、著く 複雑まして 法相 亦隨て 多き を 見る。 其 一例に 徵せ 
ば、 パ ー リに 於て は、 阿 那含果 を 獲得す るの 必要 條件 として 六 種の 煩惱を 斷 除すべき ことを 敎へ たり (第一 品 第 
i 、 一より 六に 至る) 然るに 漢譯に 於て は 十三 種の 煩惱 を滅斷 すべき ことを 說き (第一 品 第 卜 三經已 下) たるの 
みならず。 此 消極的 方法の 外に 更に 積極的の 方法を 開示し、 怫法僧 等の 十 種を 常 念すべき ことを 勸めた り。 左の 
比較を 一せ よ。 


三十 七經長 行) 宛と して、 大乘 家の 口調を 帶ぶ るを 見る。 

1 實際 道德の 比較 パ ー リは 、主として 出世間の 道德を 開示し、 出 離 生死、 證得涅 繫の 大綱を 提示す。 漢經 
亦 其 大體こ 於て 出世間的 道德を 說 くこと パ ー リと 同じ。 但し 此に は此 外に 大に 世間 的の 道德を 說 くの 詳密なる も 
の あるを 異 とす。 僧俗 ニ 衆の 和合の 必要を 示して は頌 して 日く。 

出家 與居家 展轉互 相 依 由 力 法 ニ輪證 _路 出家 依 在俗 得 如法 寶 在俗 依 出家 •獲 微妙 正 法 

ニ 衆 互 相 依 受人天 快 樂度生 老病 死 至淸凉 涅槃  (二、 第二 十七 經) 

その 老養 父母 裏 ゆる Q 切なる や、 之を 說示 する ニ囘皇 ねたり。 今 其 S み 暴げ む。 此頌は 時々 之を 誦し 
て、 敎會 衆に 敎ゆ るに 最適 切なる を 見る。 故に 煩を 厭は ずして 一面 特に 傳道 者の 爲に敎 材を供 せんとす 
ニ補特 伽羅 恩 深 重 難 報 所謂 父 及 母 能 生長 世間 假使 以兩肩 盡壽荷 父母 常 供養 恭敬 猶未爲 報恩 
父母 於 世間 能 生 裏 愁心求 利 樂如彼 影 隨形菱 母 先 無 信戒聞 謹 子 令 其 修習名 眞裏恩 
恭敬 給 所領 唯 現世 安樂 令 修信戒 等 究竟 證涅槃  (二、 第三 十四 經〕 

諸有樂 福人應 尊重 父母 禮拜修 供養 敬愛 親近 居 世間 聰慧人 恭敬 於 父母 恒時修 供養 常 生 歡喜心 
父母 於 世間 恩 深 重 難 報 除 無益 制惡 授利勸 修善與 妻室 資財 慈心 常 覆 護 是故修 供養 無量 福聚生 

現 得 勝 名聞 咸 供養 恭敬 死生 1K 盡 S 受妙樂 無窮 欲得 生 天人 受五欲 妙 樂猶如 天帝 釋當 供養 父母 

(ニ、 第三 十六 經) 
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方法の 中、. 第一ょり 第 六までは 屬途言 ふ 所の 六 念. sadajausmrtay 'cj にして、 安 般卽瑜 伽 論に 所謂 阿那 波那 i>' コザ 
pana を 今ネる こと S 二十 七、 來 ニ、 三 〇 產 S 身を 念じ、 死を 念ずる こと、 亦廣く 大小 乘諸經 論に 散說 す。 
今兹に 煩し く 之を 援弓 する を ^ ぶく。 

漢本は亦阿那含集の區別を詳にし、中般>3 2- 531 ^ ミ |: 2 ^, ?' 生般0で3で」 ^ 3 ^ 3「 5: ^^ 

nlskara-panmhvayms  無 行般  Anabhisamsk  ぎ- sl s: ^^ 

に 異ならず (三、 9)。 また 五 下 分 結 Avarabhngiya の 名を 擧 ぐる こと 數囘に 及べり (三 7、 8、 9 等}。 是等 
の 法相は、 パ ーリ經 に 於て は 全く 之を 見ず。 

漢 経は 法相 Q 叙述 右に 說示 する 如く、。 マ： Tv に 比し 複雜 なる q みならず。 其 理を說 くの 巧妙なる も、 亦。 ハ I リ 
に 一等を 超 ゆる 所 あり 生死の 相續を 明す る や 日く、 

如 光明 影 闇 雖恒共 乖違然 放 ニ 法 中 
未曾有 間缺 生死 亦 如是 雖恒 共乖違 
然於ニ 法 中 未曾有 間缺 無明 根 所 生 
愛水 所 滋潤纔 死生 便 續中無 間缺時 

(第二、 第 四十 六 經頌) 

財 法 ニ 施、 財 法 ニ祠の 優劣を 判す る や 日く  S 如 世間。 從牛出 乳。 從乳出 酷。 酷 出生 酔。 從此生 酿出於 熟 酔。 


の、 こに ありて は 後に 位し、 甲の 存 する 所、 乙 之を 缺き甲 或は 增す所 あるべく、 こ 或は 失 ふ 所な しとせ ず。 加 ふ 
るに、 上座 師は その 敎義大 に 有 部と 異なる もの あり。 其 性質の 實行的 保守的なる 亦 有 部が 硏究的 進歩的な ると 正 
に 相反せ り。 乃ち 其 所 傳の經 典が、 自ら 發達に 差異を 生ずる は 固より 怪 .むに 足らざる 也。 哲學的 討究に 力めて、 
法相の 按排 解剖を 喜ぶ の有宗 は、 其 傾向 傳 持の 際 自然に 其 聖典を 變ぜ しむべく、 戒律 的 修道を 主として 議論 思索 
を 喜ばざる 上座 師焉 くん ぞ 自ら 其 傾向を、 所 奉の 經典に 現は し來ら ざら む や。 列經 順序の 差異は、 要するに か X 
る 事情より して、 生じた るに 過ぎず。 讀者 •先 此觀 をな して、 顧みて 更に 兩 者を 比較せ よ。 卽其 間に 存 する 妙味は、 
自ら 津 々たる もの あるべき 也。 

13 兩經の 前後 雨經が 同一の 根元より 發 し、 其 發展の 際、 敎義其 他の 事情より して、 著しき 變 化を 見、 以て 
現存の 形體を 取る に 至りし こと、 前略 陳す るが 如し。 然るに、 玆に尙 解決を 要すべき 一問 題橫れ り。 卽 南北 兩本 
は 孰れ か 古くして 孰れ か 新なる、 換言せば、 孰が 最 原始時代の 聖典に 近き やとい ふ 問題 是 也。 

前項 旣に 比較した る 如く、 漢 本は パ ーリに比して、其文辭詳密に、其內容增大し、其法相複雜なるを見る。單 
に 分 章の 體 裁より 見る も、 漢は粗 十二 經を 以て 一章と なすの 法に より、 パ ー リは槪 して 十經を 以て 一章を 設けた 
り。 故に 通途 古典 鑑定に 適用す る 通則に 照らせば 南 本の 北 本より 古き は 固より 言を 待たず。 

更に 之を 聖典 史に 顯れ 居る 事實に 見む に、 南 本は 西曆五 世紀の 終、 卽善見 律 飜譯の 當時旣 に 儼然として 其 存在 
を證 する ことを 得る に、 北 本は玄 羿已 前、 之と 同類の 雜經 、卽 法句經 、本 生經 等飜傳 せられ 居る に 係らず、 此經 
南北 兩傳の 本事經  四 三 九 
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其勸誠の懇切至れるもの、之を佛門孝經中の第ー節とせむも不當なりしとせじ。 

要 之、 漢經は パ ー リが 比丘の 訓練 卽敎團 已內の 制戒を 以て 主と する に對 し、 漢經は 更に 對外傳 道 的の 敎誡を 加 
へ、 在家 俗衆の 攝化を 以て、 其 目的の 一とな したる に 似たり。 

四 南北 兩 本の 關係 

12 南北 兩 本の 起原 前 概說 したる 如く、 南北 兩本は 、其體 裁 內容に 於て 大同た るの みならず。 亦其收 むる 听 
の經 文の 順序、 時に 同 I なる を認 む。 卽漢本 ニ 法 品の 第一と、 パ ー リ 第二の 集 品の 第ー跋 渠に 於け る諸經 は、 其 
列 次 特に 著く 相 類す るを 見る。 其 他、 試に 前揭 げし 所の 比較に つきて、 精細に 之を 檢せ ば、 彼此 列經の 順序、 互 
に錯雜 出入して、 差異 甚 しき 間、 髡驚 として 自ら 一鎳の 兩者相 類す る もの あるを 暗示す るを 默會 せむ。 

此 微細なる 一種の 類似は、 果して 何者を か 吾人に 敎 ゆる や。 他な し。 是明 に兩 本が 同一の 根源ょり 出で、、 現 
存の 形體に 發展 したる を吿 ぐるに 外なら ず。 那 古代 諸 部、 未だ 分裂せ ざり し已 前の 經典は 、一方 梵語を 以て 有 部 
に傳 誦せられ、 那斕陀 の大學 に學 習せられ て、 玄羿 の飜傳 を 見る に 至り、 他方は パ ー リ 語を 以て 上座 師に 傳授せ 
られ 、西曆 五 世紀の 上半、 怫陀 I 沙の 再譯を 經 て、 其經名 早く 旣に善 見 律の 上に 著 はれ、 展轉 して 緬甸暹 羅の佛 
敎徒間に講究せられ、以て今に迨べり 0 而してニ派分歧の始ょり其傳誦の聖典用語を異にし、互に門戶を張りて 
相 持し 相 讓らず とせば、 時代 悠遠の 間、 自ら 相互の 經 文に 差異の 生じ 來 るは、 自然の 勢に して 甲の 前に 存 する も 


き所也。且他品の諸經がーの除外例なく皆「如是從世尊語」 < |_ー|5ニ兰者|‘の起句と、頌前には前 
に 出した る Etallsttham  I ^ agav ccl avoca,  tatthataui  iti  Vuccati の 定例 句を 有し。 結句と しては 「如是 世 尊 所 
語 我 今 聽竟」 > yam-pi  attho  Uutto  1 3 ha cn avo s; iti  nic  sutau-ti の 例 句を 具 ふるに 第 四品經 文の 多くは 此本事 
經に 重要なる 特徵の 例 句を 缺 如す。 是第四 品は 明に 後代の 權入附 加なる を 證 する ものに あらず して 何ぞや 。卽ち 
後手が 增 含の 四 法を 說 ける ものを 拔 き、 且つ 逼論の 句を 取りて、 一品を 形成した るを 明に 示す ものに あらず や。 
乃 パ ー リ豈必 らず しも 輕 しく 古き を 尊信し 得む や。 

若し 玄弊 所飜の 本 事經が 、羿師 が 缺本を 譯 する 害 之な しと 信じて、 現 時の 本は、 少く 結末に 脫經 ある ものと 見 
做し 得* ± 、漢經 は 其 全 體の分 品に 於て は、 優に パ ー リ ょりは 古き もの、 少く とも 後代 添加の 新品な きものな りと 
の斷 案を 下し 得べき なり。 

パ ー リに 於ても 亦漢 本と 同じき。 經文 編入の 混亂 あるを 見る。 卽 第三 品跋渠 伍の 九は、 其內容 ょりして、 當然 
第二 品に 攝 すべき ものな り。 文に 日く  Dve a laui  bhikkbaye  Issei こ； 藥此 二種の 施は 云々 と、 誰か 之 力 源 第 
ニ 品に ありし ものた るを 疑 ひ 能は む や。 漢經に 於て は 此經 明に ニ 法 品に 厳存して 其 第三 十七 位を 占めたり。 パ ー 
リは玆 に 不思議に も、 前に 擧 げたる 漢經と 同一の 錯誤を 演じた るな り。 

由 之 觀之 、現存の パ ーリ經は、必ずしも漢本ょり古代に屬すと言ふを得ず。其添加增補の痕あるや、相 |1 し、 
其攝經 の混亂 、亦 轍を 一にせ り。 而 して 顧みれば、 漢經が 近代 發展 の俤を 留む るの 歷々 たる、 前旣に 論す るが 如 
南北 兩馑の 本事經  四 四 一 


南 炎 兩團の 本事經  * 四 四 〇 
にっきて は、 其 翻傳は 勿論、 存在を 記す る もの あらず。 故に 此點 ょり 見ても、 南 本の 古き を證し 得る に 似たり。 

次に 特に 內容 にっきて 之を 撿せ むに、 前項に 對 比した る 阿那含 獲得の 條 件の 如き、 假令百 步を讓 りて、 パ ー リ 
の 六 種 煩惱は 、ある 脫落缺 損 ありて 其數少 く、 漢經の 十二 種卽 正しき ものな りと 許し 得る とする も、 漢の 積極的 
方法 卽十 念の 存在は、 其 後代の 追加 增補の 跡 自ら 歷然 たる か 若し。 且っ 漢經に 於て は、 三 法 品に 編入すべき もの 
と ニ 法 品に 謬り 收め たる もの あり、 卽ニ法 品の 第 九、 第 十の 兩經是 也。 是兩經 は、 其 長 行は 成就 ニ 法と 記して、 
本 品に 收 むる 正當な るが 如しと 雖 、其頌 文には 明に 「作 三種 惡 行」 若く は 「作 三種 妙 行」 と 記して、 もと 三 法 品 
に存 したる を 自白し 居れり。 パ ー リに 於て は 此ニ經 明に 第三 集 品 跋渠壹 の 第 四 第五に 存 せり。 此混亂 ょり 見る も 
亦 漢經が 、其の 根本 形體 と、 犬に 遠き ものなる を 推し 得る が 如し。 

然も 已 上の 論 據の みを 以て、 毫も パ ー リ經 典の 何者た る やを 檢 察する ことなく、 直に 漢經の 後代に 屬 する もの 
なる を 斷定し 去らむ ことは、 少く大 早計 P 譏を 免る、 能は じ。 今更に 少しく 南 本に 就きて、 聖典 史的に 前後を 評 
價せ む。 

パ ー リの第 四 品 集は、 他の 三 品に 比して 其品數 著く 僅少に 且っ 其 跋渠を 設けざる 、犬に 他 品の 體裁 に異 る。 其 
收攝 する 所の 諸 經も其 半は パ ー リ增ー 阿 含 諸經の 全文を 出した る 者 (2、 6、 7、 9、 11 、 12 、 13 )、 其 一は 卽、 
論 部、 逼 伽羅 塊 那抵 puggalapanli IV  23 . IH 1 3 .の 文を 襲用したり (5)。 他 品の 中、 亦增 一を 襲用した る 
ものな きに あらず と雖 、其數 極めて 少なく、 本 品の 如く、 品の 半數已 上、 他經の 全文を 借る が 如きは 絕 えて 之な 


< o T3 .sl- ibllo arq o ann crQ ^mi s va. ^ atamam  ckaclhommaml?  1 b ブ ham  hlld s- ave  ekaclhamma^ 
v〇  F> .sl bho Grq o. £l Gn £2l miuly ^ tl. M tam  attll a> m Bha  ね av p' avo  c p Er tthetam  iti  vuccau: 
yena o bhlena c dclll ccl se 
' sat s Grq &j ccllanti  du crq cn atlm  | 
tam  lo cr llam  sammad-aRfi ccl ya 
paJahl DJ ntl  vlpasslno  | 
pa g: ya  n ^J plm scl yantl 
imam  lokas  kudocanau  ti  |1 

Ayam  p>i  attho  vutto  Bllagc PJ VGVa s itl  me  butan  ti  一一  1 1| 

(2)  I.  3.  4.  (windisch  p. 18) 

Ekass-  ekena  Kappena  p>u CT2 galass-at -ci- hl-sa-Rcayo  | 
siya  pabbatasamano s. sl iti  vuttam  Ma zr eslna  1| 

So  klio  pan  ぬ yam  akkh -ssl to  vepul o pabbato  matl SBI l 
uttaro  Gijjhakutassa  Magaclh CII nam  Giribbaje  || 
yato  c OJ arlyasspcc EI nl  somm  wmpafifitoya  passwt  ニー 
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しとせば、 則 南北 兩本の 新 古を 斷定 せむ こと 嗚乎叉 難 哉。 學者は 更に 幾多 有力の 第三 證の 出づ るを 待たざる を 得 
ず。 

但し 大體に 於て、 若し 後代 添加の 新品を 除去し、 直ちに 彼此の 三 品に 就きて、 文理の 出 人す る 所を 比較し 来る 
ときは、 予は實 行 的 保守的の 上座 部に 傳 誦せられし 經 典は、 進歩的 哲學的 一 現有 部に 受持 せられし ものょりも、 
比較的 其 純正を 維持して、 原始の 形體に 近き もの あるべき を 信ぜん と 欲す。 

已 上略 本 事經の 比較 研究に 關 する 大要を 概括せ り。 南北 兩 本と 其 四阿 含諸經 對法藏 との 關係に 至りて は、 今少 
く硏 むる 所 あり。 別に 一 論を 草して、 之を 世に 問は む。 若 夫兩本 全體の 精細なる 本文 的 比較に 至りて は、 數 紙の 
論 稿 之を 能くすべき にあらず。 他日 病 客 幸に 壽あ らば、 卽# 三 藏 の芳躅 に 倣 ふて、 駑飩幾 月の 功、 パ ー リの 原本 
を邦譯 し、 之に 漢譯 を對比 する 小功德 あらむ ことを 望み、 今は 玆に擱 筆せ む。 本經に 日く 「尊重 法樂 法。 欣法樂 
法 行。 於 法常隨 念」 と勉 めむ 哉。  ， 

. — ^ ^ ^ ()S(1()(l(I(l^\V(\ 

付錄パ ！ リ 原文 
(一) 1 •一. 一. (windisch  p •一〕 


古于 M 及 其 珍 貴の 古物 

(明治 四 〇 、一 〇 新佛敎 第八卷 一 〇 號) 

(スタィン 氏の 大著を 紹介し、 其發 見した る 古寫經 斷片の 硏究に 及び、 添へ て獨逸 現今の 中央 亞細亞 硏究に 於 
ける 活動を 報ず。) 

(一) 于闐 といへ ば、 少しく 怫敎史 を披い た 人には、 其 敎理史 に 於け る 重要の 位置 や、 敎會 史上 最も 必要の 國で 
ある ことな ど、 別段に 書き立てる まで も あるまい。 然し 此國の 歷史や 其怫敎 時代の 事蹟に っきて は 吾國學 書の 間 
に、 その 研究は、 先づ寥 々の 嘆が あると 申しても 可から ぅ。 ドクトル 荻 原が、 何處 かの 雜誌で 、ロックヒルの 譯 
した 「于 M 未来 記」 のこと を 紹介し、 次で ニ 楞學人 (小 野 玄妙 氏) が、 漢譯 藏經や 支那の 史籍から、 同國 の歷史 
や怫敎 のこと につきて、 盛に 其 硏究の 必要を 呼號 した ことがある のは、 確に 記憶して 居る が、 其 他は 海外に 居り 
て、 博く 學徒の 業蹟を 見る 便を 缺いて 居る ので、 雄大の 研究が ありても、 玆に 紹介す る榮を 得る ことは 出来ぬ。 
新刊の 境 野 氏 「支那 怫 敎史」 などに も、 必らず 面白い 着眼 點が 同國に 對し てあった 事だろぅ が、 之 もま だ 見ぬ 事 
だから 何とも 致し方がない。 

予 はニ楞 氏が 「宗 粹」 一 ^ 「宗教 界 一の 前身の —— に、 于闐 に關 する 硏究を 公に したのを 讀むで 、少しく 注意 
したい こと も あった ので、 歐人が 于圃に 關 する 從來 の硏究 成績 や、 目下の 同國 に對 する 熱心の 探究な どの 大略を 
古于闈及び冗珍貴の古物  四 四 丘 
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clukkhiam  du Tr kdasamupJP^C &r m lukk cr aasa  ca  atikl へ amam  | 
angam  at -!rt- i; ng ; kam  maggam  dukkheepwsamagsnlinam  一一 
s:i  sattakkliattuni  para 5 a5  sauph 5 vitv EI na  pug CTQ alo  j 
ciukkhassandtakal.o  lioti  sabbasamyojallakkhay pl ti  || 

(3)  IL  1 2 (windisch  p.  24) 

Cakkhu  so:anca,g g; na!ice,  jiuha,  kayo,  thatha  mano  一 

e s ni  yassa  dv sffll r BI ni  s sol gat si n T dha  bhikhuino  一 | 

Bliojano 3 hi  s mataMQ  indriyesu  s samvuto  | 

Byasukbam  cetosukham  sukham  so  adliigacchate  一一 
A -Q- ayhamgnena  syeua  adaybam tcl rella  cetase  | 

Diva  yadi  V s3' ratti3  suktam  vlba 3 ti  ts  isR sst ti  || 

(4)  III.  2.  3.  (windisch  p.  53) 

50  wc^3-  ^ 

tthas  Bhag crl v crl avoca,  tatthetani  itivuccati. 


ArclIOloglcal  explanations  § chilie  Turke& 

條氏や 高 楠 氏の 好 著を 出版して、 東洋 學には 非常に 功の ある、 牛津大 學印房 clarendon  press  Q 出版 だから、 印 
刷 製本と も 申 分の ない 高雅な もので、 大 さは 美 濃 紙 犬の 上紙を 用 ひて 居る。 全部は 上下 ニ卷で 、上卷 には 紀行 古 
蹟發 掘の 報吿 、其 材料の 解說 等を 載せ、 下卷 には 全 卷渾て 蒐集した 材料の 寫眞で ある。 今 順次に 右の 兩卷 の內容 
を 紹介し よぅ。 

上卷は 序文 二十 三 頁、 本文 六 百 二十 一 頁の 大冊で ある。 筆を 迦 濕彌羅 より パ ミ ー ル 高原の 旅 記 (第一章) に 起 
し、玄羿其他旅行者の古記を參酌して、大分有カな考證をして居る。次でサリーコール(^^白.0ごと喀什噶爾の路 
程で、 玆 にも 作者が 該博な 學 問と 卓絕な 識見は 遺憾な く顯 はれて 居る。 サリ ー コ ー ルは 唐 代の 喝槃陀 、漢陀 、或 
は 渴館 擅の こと だ C 第二 章)。 之に 次ぎて 喀什噶 爾の歷 史的 記述が ある (第三 章)。 續きて 同地 及び ャ ー ルヵン ドに 
ある 古蹟と 其 漢史の 記載が 來る (第 四 章) 。それから ヵル ガ リク (K.arghalik) から 于圃 までの 路程 (第五 章)、 
次に 于國の 地理 人種 (第 六 章)、 及び 歷 史的 記述 (第 七 章) が續 くの だが、 第 七 章は ことに 重要な 研究が 公に して 
ある。 1 恐く 歐人 從來の 研究を 大成した ものと 見て よから ぅ。 第 八 章は 玄羿の 記載に 照して、 于圆の 城市の 位 
置を 確定した ので 有名な 牛 頭 山の こ ともよく 研究して ある。 己 上 八 章は 先づ 大體 からい へば、 序論の 樣な もので 
第 九 章 己 下が 彌 、同氏が 發掘 に從 事した 古 寺院 や 古 家屋の 記載になる の だ。 

第 九 章は ダン ダ ー ン 、ゥ リク (Galldanulic) の發 掘で、 玆處で 氏は 十三 箇處の 埋沒 せる 古 寺院 古 家屋を 掘り 
古 于闐及 び 其 珍 貴の 古物  四 四 七 


古于闐 及、 び 其 珍 貴の 古物  四 四 六 
記して、 「宗 粹」 に投 寄して 置いた。 此 拙稿の 中に、 予は于 圃硏究 に關 して、 H ム •アウ レ ル •スタィン 氏の 功績 
を 略述し、 姉 崎 荻 原な どの 同好者と、 漢堡の 東洋 學會で 見た、 同氏の 蒐集した 珍奇の 材料 や、 それにっ きて 報吿 
された、 重要の 演說 のこと など も ざつと 記し、 且つ 當時旣 に 出版と なつた、 同氏が 材料 蒐集に 關 する 豫報^ 

190 , のこと も、 亦 稍 通俗に 書かれた 旅行記の 委一各 beried  ruins  of  Khoten,  London 1PT も 一寸 書いて 置 
いたと 思 ふ。 そこで 同氏が 完全の 報吿を 載せた 大著が 現 はれて、 少なからず 世界 學 壇の 驚愕と 讃美と を 博し 得た 
今日。 どうしても、 之を 本邦の 學者 に、 一寸 紹介す る 義務が ある 樣に 感ずる し、 且っは この 拙き 紹介 も、 多少は 
學徒 にある 新しき 興味と 刺激と を與 へる こと i もなる だろうと 思 ひ、 最後には 自分が 少しく この 大著の 中に 存す 
る 珍奇な 材料に 對 して、 檢 出し 得た 結果に っきて、 本邦 學者の 是正を 仰がう とい ふ考も あって、 例の 通り 「新 怫 
敎」 の 一隅を 拜借 する ことにした。 勿論 一部の 讀 者には 隨分 迷惑の もので も あらう。 然し 是に 一っ 斷 って 置きた 
いことは、 痛快な 敎理 上の 斷案 や、 興味深き 敎會史 の 問題な どは、 こんな 一面から 見る と、 骨董 道 樂な樣 などう 
でもょ い 様な 研究が 大成して 出て 来る ので、 決して 一足 飛には 價 値の ある 斷案は 出來 得ぬ もの だとい ふ 事 だ。 蜈 
蚣の 足を 敎 へたり、 蟋蟀の 睪丸を 調べたり する 比較 解剖 學 者の 仕事は、 そう 必要で もない 樣だが 、之から 進化論 
のょう な、 雄大な 眞理が 建設せられ るので はない か。 

(ニ) スタィン 氏の 大著は 題號を 「古 于國」 SAncientKhln" とい ふので、 別稱 して 1 detailed  Report  of 


ヘルンレの 爲こ 1« むだ こと も ある。 第二に パ ー ネットと フランケ (一 ^ 30 ^ ^ ^ ョ111< 0 )の|^:氏で 發 見せられ 
た西藏 文書を 讀むで 居る。 第三に 最も 面白い のは 怫敎 文書の 中に 一つ 猶太 的浪斯 語の 古文書が ある ことで 全く 猶 
太 的 一神教の 思想を 書いて 居る。 之は マル ゴ リヲス 9 ^ 為0ー 0- §】-)氏がょく考證して書いて居る。第四に有名な 
古錢學 者の ラプソン (Kapsoll) 氏が、 發 掘され た 支那 及于閲 地方の 古錢を 論定して 居る。 五珠錢 、開 元、 乾 
元、 元寶 、大曆 などの 支那 餞と 共に バタ トリ ヤ 、アラ ビヤの 古錢も 交りて、 中々 趣味が ある。 第五は ト ー マス 
(Thomas) 氏が 書いた、 牛 頭山懸 記。 ロックヒルの 書と 對 照して 精細の 考證を やつた の だ。 第 六は チヤ ー チ 
(('一一 urch) 氏が、 古 佛畫に 用 ひた 色彩を 化學 的に 調査し、 第 七は ロス ッィ ( r 「ly) 敎授が 古于圃 各所の 土砂を 地 
質學 的に 攻究した もの だ。 これ 等 何れ 愚は ない 立派な 論文 だが、 特に 最後の 二者は 如何に 著者が 周到の 注意を し 
たかぐ 思 ばれて、 如何にも 本書の 價 値を 層々 大な らしめ る。 

已上の 略述で、 略 本書の 價値が 判る だろぅ が、 本書は この 外に 更に 六十 餘 葉の 精密なる 寫眞 版を 挿入して、 古 
塔殘壘 及び その 發 掘され た 現狀 を寫し 出し、 其 間 趣味 ある 多くの 寫眞で 中央 亞細亞 の 風物 人情を 眼の あたり 讀者 
に 知らせて 居る。 

下卷ま 一 百 十九 葉の 精巧なる 美術 寫眞 版で 一冊を なして 居る。 古佛像 あり、 古壁畫 あり、 各種の 什 具 あり、 古 
錢あり、寫經の斷片あり、古文書あり、書牘あり、實に考古學者をして、垂诞三千丈ならしむるといふてもょい。 

され ぼ 本書は、 怫敎 討究 家は 勿論の こと、 一般 東洋史を 修 むる ものに も、 考 古家に も 東洋 美術史の 硏究 家に 
古于閬 及、 び 其 珍 貴の 古物  四 四 九 


古于圚及、ひ 3; 珍貴の古物 ra 四く 
起して、 壁畫 、怫 像、 梵語 西藏語 支那 語の 古 謄本、 古記 錄 類、 木製 器具 其 他 家屋の 装飾 類、 約 三百 點を 得た の だ。 
第 十 章は 前記の 大成功を 終りて、 ニア 河 (K.Niya) の 方面に 進行した 記事で—。 第 十一 章は， ニノ 河 附近の 

古 オ屋肅 Q 叙述で 此^! に 種々 Q 支那 及 印度 2S 荽書 を靈 し、 具 法蹇 字を 以て 書した る木囊 形の 
券數 種— 得、 寶彥具 Q 如 IQ すら 出た Q だ。 第 十二 章は 右の 發掘 後進む で ニン， テ レ (3  gf) 河に 
至りて、 新た ■掘に 從 事した 記事で、 靈で iss 埋沒 したる を 掘り起して、 營 良好の 結果を 得た。 
稻證 の 麗譯 Q 斷片 も、 靈 S 見した Q だ。 其 他布帛 絹布 類 や、 許 多 Q1 類 も 同時に 出た。 第士ニ 章は 力 

ラドン (1 ^ 13- 0 §的)と玄羿の所謂媲摩の古地の發掘で此所では五十點許の金屬玻璨製の裝飾品及支那刻印の如 
きもの、 外、 大した 獲物 もなかっ たが、 兎に角、 昔時 Q 盛大を 想像す るに 充分の 材料 慕た Q だ。？ 羅はア 
クシ ビル 及 ラ ヮク (Ak-sipil 斧 Kawak) の發 掘で 玆處で もエ ン デル 河に 於け ると 同様の 好成績を 擧 げた 〇 _ に 
後者の 一 塔からは 非常に 多くの 怫像や 壁 畫や其 他 種々 の 珍 貴の 材料を 收め 得た。 此 境と 之に 付屬 した 精舍の 彫刻 
は、 實 に佛敎 古物 學上 、巨大の 價の ある もの だ。 第 十五 章は 于闐 ょりの 歸路を 記して 筆を 收 めた。 其 中に ある 于 
園の 土人で 古寫經 の ® 造 者が あって、 歐洲 の學 者が、 蟹 品を 買 ひ、 之に っきて 種々 佛論 など もした ことがあった 
が、 この 賣造 者は" スタィン 氏の 前で、 全然 舊惡を 自白した などの 面白い 記載 も ある 0 

已上 スタィン 氏の 叙述に 次いで、 世界 著名の 專門 家の 筆に なった 附錄が 添えて ある。 第一に シャ、 プンヌ (H. 
chavannes) の 各地で 出た 支那 文の 公私の 書牘の 解說が ある。 この 一部分は 予が ドクトル 荻 京と 甞て ドクトル、 


よく  發 揮して 居る。 

古 寫經の 中で、 最も 完全に 近く 保存され て 出た のは、 金剛 經の 原文で ある。 これは 一昨々 年获原 氏の 注意で 今 
へ ルン ル 博士が 硏究中 だ。 此他に 般若の 一部で あらぅ と 思は るゝ ー斷片 (今 机 右に 大 般若がなければ 之を 撿 出す 
る ことは 出来ぬ) と、 他に 未知の 語で 書かれた ー經 文が ある。 これは 波斯 語から 轉訛 した 一種の 方言で、 多分 于 
圃の 俗語であった らしい が、 文字が ブラフ ミ ー 梵語で ありて、 語 中に 劫、 大乗、 一切 勇 菩薩、 などの 語が 間 
雜 して 居る ので、 夫が 佛經 である こと 丈は 分った。 恩師 ロィマン 先生は、 其 得意の 技倆で、 文字の 磨滅して 奇古 
な 奴を 讀む こと 丈は 難なく やって 退けられた が、 其 中に 一切 勇と か 一切 勇 菩薩と か 云 ふ 語が 度々 出る ので、 恐く 
この 菩薩の ことを 書いた 經 文であろぅ とい ふ考が っき、 予に そんな 經文が あるかとの 問合せで あったが、 讀者も 知 
らる \ 通り、 此 菩薩の 名は^ ゼ經の 原本に 一度 出る 位で 其 他には 甚 稀な ものであるから、 予も大 に 答 辯 
• に窮したが、兎に角右の斷片の原文を見ることとにした。すると其斷片の中に ^ ロ3 ^ ロ 0- 811 ^ £1といふ字があつ 
たので、 漸く 捜索の 端緖が 付き、 漢譯の 僧伽 吒經の 新舊兩 譯を對 校して 見る と、 玆處に は 一切 勇 菩薩が、 全經の 
溻者で 、其 名は 治 ど每 紙に 數 十回 も 出る の だから、 しめたと 思 ふて、 恩師と 其 名の 數や 、劫 や大乘 などの 語を 目 
當に して、 種々 比較した 結果、 終に この 未知の 國語で 書かれた 古經の 斷片は 漢譯 僧伽 吒經の ー處と 全然 符合す る 
ことを 證し 得た。 尙大 さと 書體は 少し 差異す るが、 此經の 斷片が 他に ニ 枚 ある ことを も 確め 得て、 それで 恩師の 
該博な 雲の 力と、 その 語原 硏究に 於け る 銳ぃ腦 力と で、 未知の 暫漢譯 と 精細に 比較して 行く と'  本の 二三 
古于闇 及、 び 其 珍 貴の 古物  四 -£ ー 


古于閬 及 、び 其 珍 貴の 古物  四五 0 
も、 是非とも 一本を 備へ てょ いと 思 ふが、 上下で 五 镑五志 (五十二 圓 五十 錢) とい ふの だから、 私人で 藏す るに 
は 稍面侄でもあらぅ。 ^ し1么私の大學や、學會などには必ずー本を購はむことを是れも勸吿する。これは自 ^ 
に 緊急 的 必要で あると いふ 理窟の 外に、 また か X る 大著を 一部で も、 多く 日本に 買 ひ 入る \ ことは、 多少 スタ ィ 
ン氏 に對 し、 叉 牛 津大學 の 盛 擧に對 して、 禮を盡 す こと \も なる であろぅと 思 ふから 0 

(三) 發 掘した 古畫や 古佛 像に 對 して、 一々 說明 する こと や、 其 公私の 文書に 對し 、于圓 の內治 外交の 詳な るを 
考證 する ことは、 また 別に 筆を 管ねば なるまい が、 f 角、 已 上の 新述 で、 于國が 丁度 歐洲で 夏季 各國 から 瑞 
西の 勝を 問 ふ ものは、 一度は 同 國のメ ツカと 稱せら る X イン 夕 1 ラ ー ケンに 集りて、 こ \ から 各所に 杖を 电く樣 
に、 印度 西 藏波斯 支那の 文物が、 唐 時代には 其 相互に 行動 流 注す る砌 、玆 處于 園に 一っの 渦き を 作りて 特異の 文 
物を 產 生し、 特に 其宗敎 上と 外交 上には、 非常に 重要の 地點で あって 一時は 當 時の 萬國的 都會を .形成して 居った 
ことが歷々と知れ、其寫眞で宏壯古寺院や、城郭や宮殿なども發掘した古物から眼に見る如く、想像さ1る。今 
では、 于闐 附近 Q 河々 では、 金砂 Q 流出す るを 集める 爲 に、 土人が ある 時期に 纏 食 1 れる とい ふが、 これが 
上白 唐 ^ 代の 佛殿や 宮城の 裝飾 から 來るの だとい ふの だから、 其 宏大が 察せられる ではない か。 

怫像は グリュン ヴ H 1 デルの 所謂 健駄羅 式で、 其 褶襞な どは 特に 美を 極めて 居り、 顏面は 一體に 勇壯の 相を 示 
して 居る。 繪畫も 筆力 雄勁で、 中々 捨 難き 趣を 具して 居る。 アデ ヤン タあ たりの 壁畫 支那の 手法と を 配合した 跡 
も 確に 見ぇて 居る。 ダン ダ 1ン、 H リク Q 一議に 存 する 籠 安の 圖 の 如き は實 にょい 出来で 而も 此の 特點— も 


足 梁 因。  六 念 是淨 因、  七 不淨  是染因  ■七覺 分是淨 因 

PI  ^ ^t  ^1  a.-3§^ 

) 八 •邪法  是淨因  八 正 法 是淨因  ブ 

ojllli  lkel£lr  mw〕 —PurvInapli^^ 

ti-- 事 是染 因。  九 次第 定 是淨 因、.  十 不善  業 道是染 因 ’ 
Ep  o^^.p  Qdpcp^p^p--  «P-2C  ^ 
t 十 善業 道 是淨 因。  略說 一切  不善  念 B 儿染 

一一 etuh, 〔sarva  kusala  (5) 

因。， 一切 善 

裏 面 

念 4 ； 淨 因。  所 言染因  淨 因。.  彼ーザ法 自 
生 空 M (無 衆生 無壽 者、 無 養 者、 無補特 伽羅、 無 主宰、 無攝受  無 所作  々幻 

J1 ,1  ^ ^ ft- 1 sn  fil  4KK-  tt 

s»3..pip^  s-  ^.s  ^0  s rlp^  1^0 

#i °g = 不可 得 一 者 是無處 。ぎ 處 者：. 卽是虛 空。  ( 當知染 淨彼ー 切 法 自性皆 空。 

然彼  空 亦 不壤法 性。  何以故 _ if ニゴ .， 

ニ haia ご yotpo  (一  va  nirodho  v tsl bhavet.  manjusrsha. : (4) laid  kartllarps  bhagay ^s て atl) ぶ al ll し > --p <lll ~ 

是中^ v 少法' 可 得 若 生 霞。 妙 嘉白響 。 世 尊若爾 者。 如 來取證 菩提 皆 謂 何 乎 

^..  P33^p^.i-  ^psipw- 

怫 -H-cr 妙 吉祥 如來以 無根 本 無住 故、 得 羃。  妙 嘉言 何 名 …… ) 


古 于闐及 び 其 珍 貴の 古物 


四 五三 


% 


古于闐 及び 其 珍 貴？ 古物  四 五一 一 
までは 朦朧ながら 語原 も 確 正し 得られた。 この 研究の 結果は、 恩師の 筆で 十月 出版の 獨逸 東洋 學會 の雜 誌に 報吿 
する ことにした。 予 はこの 硏究 にっき 不完全な 疆 が、 少 からず 恩師の 役に立っ たこと 嘉馨 むだ。 i— 
來にな い 面白い 結果を 得た と 大變滿 足の 樣で あった。 

予は此 他に 今一っ 希有な 大乘經 の 原文 斷 片を檢 出し 得た。 これは 大乗 入諸佛 境界 智 光明 花嚴經 (大分 長い 題 だ) 
の 一 小斷片 だ。 この 經文は 、あまり 佛敎 研究者に 知られて 居らぬ もの だが、 三種の 飜譯 まで 現# し、 經中 に說か 
れて ある 敎義 は、 維摩 や 榜嚴な どに 相似して 居り、 頗る 趣味の ある 經文 だ。 スタィン 氏の 大著 中古 寫經の 鑑定の 
方を 擔 任した ドクトル •ヘル ンル は、 之を 多分 陀羅尼で あらぅ と 記した が、 之は 頗る 見 當違ひ であつ た。 斷片は 
中央から ニっ 鐘け て 居り、 中央の 部分は、 凡て 缺て しまって、 字 も 大分 磨滅 剝 落して 居る が、 漢醫 比べる と 
ょく 讀 める。 字は 奇 古の ダプラ 體の 梵字で、 六 世紀 前後の 字體 だ。 蓋し 煩雑な 恐 も— が、 珍ら しい 囊 では あ 
るし、 予が 少し 檢出ゃ 判 讀に苦 心した Q だから、 左 里 文 1 出して、 漢譯 と對 照して 見ょぅ。 方 括弧の 中の 梵 
文は、 予が 漢譯の 助で 充填した の だ。 圓弧の 中の 數字は 行數 だ。 
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店で 卒中で 殁 した) 其 他、 有 爲の學 者を 派 遺し、 スタィン 氏の 功蹟 に讓ら ぬ 成熟を した。 否寫經 類では はるかに 
スタィン 氏を 凌駕す る 立派な 收得が あつた。 古 美術品 も 非常に 立派な ものが ある。 美術品の 方では グリュン ヴェ 
1ブ レが、 孛國學  士會浣 の 公報と して  Beridit  aber  ArchUologische  Arbeiten  in  Jdikutschri  und  umg g- 
in  Winter 1 1190 3 Mllen 1 を 昨年の 冬 出版した。 氏が 怫敎 美術に 於け る 一隻の 眼光と、 西藏怫 像に 
於ける該博の智識とは、ょく此船妒ロ皆日に顯はれて居る。これはー部ニ十圓ばかりの書だが、スクィンの大著と共 
に、 怫敎 美術家 考古學 者は 缺く ベから ざる ものである。 古 寫經の 方は、 伯林 大學敎 授ピッ シェル 博士が 主任者で 
其 門下の 少壯 ドクトル 連が、 時々 有益な 業蹟を 主として 普國學 士會の 公報に 發 表して 居る。 此中 尤も 珍ら しいの 
は 雜阿含 經の梵 文 (！) の 斷片だ 。其 他 百藏經 文の 斷片も 夥しく ある。 ドクトル 、ベック や 友人の ドクトル、 シュ ー 
プリングが 今は 重に この 部分の 攻究を して 居る。 然し これは どうしても 滿足 な怫敎 々理の 智識と 聖典 史に於 ける 
該博の 頭の ある ものが 居らぬ と、 良好の 結果は 擧らぬ ことは 勿論 だ。 特に 支那 藏經 を縱橫 に讀み 得て、 大體の 旨を 
得て 居る 人で なれば、 勞苦 多くして 結果は 甚だ 少ない ことだろう か。 予の 如き ものは、 殆ど 言 ふに も 足らない が、 
目下 恩師から ピッシ H ル 博士に 交渉して 居る から、 旨く行けば、 右 等 紛然と して 亂 麻の やうな 材料 中から、 少し 
は 面白い 貢獻を 學界に 致し 得る ことが 或は 出來 るか も 知れぬ。 然し 伯林 大學は 學術 上の モン ロ ー 主義を きめ 込む 
で、 居る の だから、 贄 をピッ シェルの 門に 取る こと X せ ば、 材料は とても 得る ことは 出來ぬ かもしれ ぬ。 

佛敎界 の 着 賞な 學者が 不必要と いふなら ば 別に 言 ふことは ない が、 若し 怫敎 古學や 怫敎 々理史 や 聖典 史の 方面 
古于闐 及、 び 其 珍 貴の 古物  四 五 五 


古于闐 及‘ び 其 珍 貴の 古物  四 五 四 
漢 譯 は魏譯 (曇 摩 流 支) と宋譯 (法 護} とを 合 揉して 對 照した ので、 括弧 內のは 法 護の 譯で ある。 ニ 譯を對 合す 
ると どうやら この 半ば 磨滅して 中斷 せられて 居る 斷片も 元 形 も 補綴し 得る ことが 出来る。 第一 譯は 僧伽 婆 羅の手 
で tn 一來 たの だが、 其 中には 斷片 前段の 染淨 因緣の 文が 全く 缺 けて 居る。 多分 最古の 形體 には この 部分がなかった 
のか も 知れぬ。 この 經文が 寶積經 中の 菩薩 藏會 (縮藏 地 ニ、 八十 八、 及 地 九、 二十 六已 下) と 本文 上 密接の 關係 
の ある こと。 「如 來以 無根 本 無住 故 得 菩提」 とい ふ 思想は、 維摩に も顯れ て 居る こと ( 此 部分が 幸に も 大乗 集 菩薩 
學論 中に 存 して 居る、 同 論 原本 二百 六十 四 頁 六行已 下を 參照 せられたい〕 ことな ど •研究して 行く と、 この  一 h 
斷片が 敎理 史的に も 聖典 史的に も、 非常に 面白 ひものに なって 来る が、 今は さう 深 入す る 必要 も あるまい から、 
報吿 はこれ 丈に して 置かう。 

已上 二種の 古冩經 斷片の 研究で、 一っは 怫經が 古代于 闐 地方の 方 語で 書かれて あった とい ふ確證 と、 一っは 曾 
切 P II: や 入 一切 佛 境界 經 のよう な 全く 支那 日本の 大 乘硏究 家に 忘られて 居る 經文 さへ 出る こと だから、 他の ^ 
嚴や 維摩の ような 經文 も、 大日 や 蘇悉 地の ような、 祕密 聖典 も、 必らず 出ない とは 局らぬ とい ふ 一 種の 希望を t 
た中央 55 細亞是實に佛敎聖語、怫敎々理の根本的硏究にっきては未知のアメリヵ大陸のようなものといふて 

もよ い。 

(四〕 中央 亞細 '亞が か X る 希望 ある 學術 的の 土地で あるの だから か \ る 事には 拔目 のない 普國 政府は 數年前 七 萬 
ばかりの 巨費を 出して 有名な グリュン ヴ H 1 デル や、 西藏學 者の フ ー ト (此 人は 惜ひ哉 去年 伯林の ヵッ フエ ー 


現存 漢譯 祕密 聖典の 原本. 

(明治 四 一、 新佛敎 第九卷 第一 號) 

試に 區々 の 宗派 感を 一掃し、 怫 敎全敎 系の 上に 於て、 靜に 金剛 乘 敎を觀 察せよ。 雄大 崇嚴を 極む る、 誰か 其 右 
こ 出づる もの あらむ。 統攝包 含の 偉大なる、 亦 他に 之と 比肩すべき もの あるを 見ざる にあらず や。 淨土敎 は怫敎 
の 宗敎的 方面に 於て、 最も 精 熟に 發 達し、 最も 巧妙を 極む る ものと 稱 す。 而も 秘密 大曼荼 の 上より 見れば、 唯大 
日 妙 觀察智 の 活用に 過ぎず とい ふべ く、 其 專念稱 名の 如き、 亦 神 咒ロ密 の 一部と して 見る を 得べ し。 禪は圓 悟の 
捷 、頓證 の 妙、 高く 敎內 諸宗 に拔 きて、 盛に 別 傳の深 旨を 誇る。 而も 密觀の 事理を 該羅 し、 六大を 包含して、 汪 
々として 瀉潮の 如くなる に 比すれば、 或は 其單 調に して 孤 脊な るの 感を 免る \ 能は ざら むか。 

然れど も 尙佛敎 中に 於て、 最も 厭 ふべ く 最も 忌むべき 病弊の 存 する もの 何なり やと 問は ^ 、 誰か 指を 秘密 敎に 
屈せ ざら む や。 迷信の 夥多なる、 妖蟲 魔術の 毒氣 ■積す る 此の 如きは 他に 殆其 類を 求むべからず。 經軌諸 部の 護 
摩の 中、 魚肉 魚膽を 用 ゆる もの あり。 犬 肉 犬 骨を 燒く あり。 頭 頸 蛇 骨より 鼠 狼 猪 鹿の 毛皮に 及び、 蛇 皮を 香と し、 
毒藥犬 脂を 供と し、 甚 しきは 人 血 死屍を 用ゐて 修法に 供す る もの あり。 博士 ラ ー ジェン ドラ ー ラは ー秘經 を抄錄 
し 其 修法の 淫猥 醜穢を 罵りて、 前古 未だ 此の 如き 野 蠻狂妄 の 宗敎 あらざる を 叫び、 敎授 ベンド ール は大雲 請雨經 
を刊 して、 其 荒 唐不稽 の 陀羅尼が、 痴人 狂漢 の譫 語に 類す るに 喫驚し、 僅に 其 一部を 出版して 止みぬ。 而も 此醜 
現存 漢譯祕 密聖 典の 原本  四 五 七 


古于闐 及び 其 珍 貴の 古物  四 五六 
では、 少く とも 世界に 出して 押の きく 人物が 要る とい ふ 自覺が あれば、 是非とも 財力に 裕な 宗派からは、 二三の 
有爲な 靑年學 者を、 せめて 歐洲に 留學さ せて、 學界の 新 硏究に 後れぬ 丈には 必ずしたい もの だ。 —— 中央 亞細亞 
あたりに、 遠征隊で も 出して、 材料を 蒐 める なんて ことは、 言は ぬ 方が 實際 的だろう。 それから 吾國の 富豪 も • 
此 等の 學術上 有益の 擧 には 其 一夕の 豪奢を 廢 して、 扶助を 與ふ る樣に ありたい もの だ。 物質的 學 術の 硏究こ ま、 
近時 やゝ 頭を 傾けて、 扶助を 與 へたり 獎勵 をす る樣 になった ょうで、 實に 喜し い 至り だが、 精神的 學 術の 方面に 
もどう か 此の 有望なる 潮流を 向けたい もの だ。 高 楠 氏が 盡 力され て 居る 東洋 學會 など も、 今少し 資力が あったら、 
露 都の 怫典 出版 會 位の 事業は 出来ぬ こと も あるまい と 常に 憤慨して 居る こと だ。 ヘルムホルッ や ガゥス や ゥィル 
ヒユ ー など ばかりで 獨逸 今日の 文明と 活力が あると 思 ふ 愚人は 固ょり あるまい 。刹む や、 サー ベルと 朗筒で 
とても 一 國雅大 の 文化 達み 出せる ものでは W 々焉 としてな いこと だ。 (千 九 百 七 年 聖母 昇天 祭の 日 キルン ハル デ 


おらず や。 鳴 呼敎 家若此 快事を 試みん と 欲せば、 必らず 先づ 密敎の 明暗 兩 面を 知悉させる ベから す。 卽ち 密敎の 
硏究 は、 單に 故紙 癡 葉の 翫弄 にあらず、 單に古 像 迷信の 骨董 的遊戲 にあらず して、 實に 遠大に して 活動せ る 一の 
大目 的を 有せり。 

今や 歐洲大 乘敎の 硏究を 以て、 一家を なせる もの 其 人に 乏しから ず。 ケルン 漸く 老ゐ たりと 雖 、衣鉢を 傳 ふる 
こ 足るべき スパイ H ルの 活動す る あり。 ヲル デン ブル グは チュル パトス コイ、 ミ ロノ ー フ 等と 露 都 # 敎 聖典 出版 
會に據 りて 盛に 攻究し、 プサンは ガンに 其 博大 精邁の 名を 縱に し、 レ' ヰは 尙論 部の 研鑽に 力めて、 ヒュル ヌ ー 
フ 、セナ ー ル、 フ H ル 等 古名 將の 盛名を 恥し めず。 ヮレザ ー 獨に あり、 此 等の 碩學に 對峙 して、 優に 一方の 驍將 
として 立てり。 此 等の 碩儒 或は 聖典 批評に、 或は 大乘 敎理に 、幾多の 貢獻 ありと 雖 、密乘 の 方面に 至りて は、 ヲ 
ル デン ブルダが 中央 亞細 亞發 見の 密教 斷片を 公刊し、 プサンが 其 大著 「佛 敎」 の 中、 少しく 密敎々 典に 觸れ たる 
外、 未だ 詳密なる 業績の 學界に 公表せられ たる ものを 見ず。 惜む ベから ず や。 

霊に 於ても 原文 硏究の_ 漸く馨 S 識 する 所 倉り し已來 、惠 氏が 淨處華 匿 f 精硏 せる、 高 楠 

氏の 律藏に 於け る、 姉 崎 氏の 四阿 含に 於け る、 荻 原 氏の 大小 論議に 精通せ る、 皆 以て 敎界新 硏究の 指導と なすに 
足るべし。 而も 偉才 弘法 大師を 有する 吾國に して、 未だ 一人の 起ちて 祕經の 原文を 探る ものな きは なむ ぞ や。 近 
時 眞言 諸派の 俊才、 多く 印度に 遊びて、 吠 陀の 古文を 讀 み、 力 リダ ー サの妙 辭を觀 ふの 人少 きに あらず。 而 して 
カルカッタの 文庫に 存 する、 幾多の 大乘祕 典は、 徒らに 高閣に 束ねられて、 百年 鳳凰を 待つ の憾 あり。 
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現存 漢 譯祕密 聖典の 原本  四 五 A 
穢なる 病 象は、 便ち 直ちに 密敎が 最も 發 達した る 大乘敎 なること を 示す 反證 なること を 忘れ、 忽ち 其 全 體を擲 ち 
去りて 一笑に 附す るが 如きは、 偶 其 識見の 未だ 透徹せ ざるを 示す に 過ぎざる のみ。 人 若し 一夜 伯林 フリ ー ドリ ヒ 
街の 百 鬼 跳梁して、 淫猥の 風甚 しきを 認め、 直ちに 獨逸 現代の 文藝を 呪咀 し、 其 科 學哲學 を 罵倒し 去らむ とせば、 
其 愚 や 及ぶ ベから ざら む。 亦 近時 歐洲 諸國 民を 喧噪せ しめし モルトケ 事件を 聞きて、 便ち 獨 逸の 軍隊は 用ゐ るに 
足らずと斷ぜむには、人誰か其大早計を笑はざらむや。試みに之を病理學者に質せ。癩病の如き、痳疾梅毒の如 
き、 最も 厭 ふべき 惡 性の 病毒は、 獨り 人類に 存 して 騾驢犢 牛の 屬 、其 毒に 感受す る 能は ず。 近時 パステ ー ルの 硏 
究所 、僅に 高等 猿 類に 於て、 之が 接種の 望 あるを 確め たりと いふに あらず や。 

若し 怫敎の 健全なる 方面を 研究し、 之を 以て 世 道 人心に 益 あらむ と 期せば、 其 病的 方面 も 亦 宜しく 之を 究め 
て、 病 源を 塞ぎ 病根を 剿 絕せ むこと、 敎 家の 務に あらず や。 醫學 者に 於て は、 生理と 病理は 其硏究 上、 兩輪兩 翼 
をな せり。 密敎の 硏究は 、單に 其 病的 方面ょり 見る も 攻究の 價實に 十分な り。 

飜 て 之を 思 ふに、 現 時吾國 東亞 文運の 指導者た るの 自覺を 生じ、 漸く 鹏 翼を 觅細亞に搏たむとす。眼を_じて 
蒙古を 見、 更に 滿洲を 見ょ。 密敎の 勢力、 尙 深く 人民の 精神に 根基を 有し、 §! 維歡を拜し、 1; 紙を崇め、神咒修 
法の 效驗を 信ずる もの 甚 多く、 喇嘛の 勢威 また 侮るべからざる もの あり。 若し 此 等の 諸 僧を して、 大敎の 本旨を 
了し、 幾多の 小崇咯 巴 (黃敎 開祖に して 喇喊敎 の ル ーテ. ルな り) を滿 蒙の 野に 出して、 之を 新しき 文明の 傳播者 
に轉ぜ しめんには、 其效果 の大に して 奏功の 速なる、 蓋し 見る に 難から ず。 而 して 之を なす、 卽 吾國敎 家の 務に 


他日 何 ぞ 知らむ や、 更に 重要に して 卷幅大 なる 諸密經 を 確定し 得る の 倖な きに あらざる を。 之を 序と す。 

* * * 

凡例 已 下記す る 所の 略符 中、 W は Benda 一一: Catalogue  of  the  Buddh!st  Sanskrit  M§uscripts  in  tf 

univcl.siry  Library  of  Cambridge  1 883 • C は Cowell  and  Eggd^ 

R.  A.  S.1&  は Rajendra  一 a pr n itm;  Nepalese  Buddhist  Literature  1 882 .にして 數 字は 渾て 謄本の 番號を 記す。 
此の 三 目錄は 歐洲及 印度に 於け る 現存 大乘 聖典 錄の 最も 完き ものと 云 ふべ し。 書中、 間改削 修補を 要する 所 あり 
と雖 、今に 尙好 著述た るを 失は ず。 

ケム プリ ッヂ には、 ラィト 氏の 蒐集した る 謄本と 之に 加ぅるに ベンド ー ル 敎授の 得た るを 以てす。 怫敎梵 本に 
於て は其豐 富に して 古代の 珍品に 富める 世界に 冠たり。 a ンドン 及 カルカッタ (ミトラ 博士の 叙錄 したる もの) 
は ポッジ ソン 氏 蒐集の 謄本を 藏 す。 間 珍品 あり。 a ンドン の 四十 花嚴及 八千頌 般若の 如きは、 一 ありて ニな き 貴 
重の ものな り。 

予は リス、 テヴィ '、 ッ敎授 、ベンド ー ル敎授 、ジ H ンキン ソン 館長の 厚意に 依り、 英國 兩圖書 館の 珍本を 自由に 
使用す る ことを 得。 カルカッタ、 は 其 遠隔の 地なる に 關らず 、亦 珍 貴の 古 謄本を 予に 貸與 せられたり。 

Z は Nanj o s A Catalogue  of  the  Baddhist  trip ir ka  1 883 .な^ N。 予は 本稿の 中、 往々 此好 ttl に缺 けたる 
を 補足し、 或は 其少 許の 過誤を 訂正したり。 蓋し 同書 出版の 際は、 ラィト 謄本 未だ 廣く學 者に 知れず。 東洋 學の 
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謭劣予 の 如く、、 迁魯 余の 如し。 豈 僭して 而 して 箇の 缺陷を 補足す るを 以て 任ぜむ や。 唯 自ら 嗜む 所を 硏 めて、 
之を 江湖 識者の 是正に 仰％ むと する にある Q み。 其 期す る 所は、 一面 密敎聖 典 論の 完成に して、 之に 祕 敎產史 
及 各部の 本文批評を 含み、 他面は 其敎 理論の 硏究 にして 其 大綱の 下には 敎理 發達史 及び 組織的 敎系 論を 列ね たり。 

這 般硏究 の 基礎と して、 最 重要なる ものは 卽 現存せ る祕 典の 原文と 其漢譯 とを 精細に 比較す るに ありと す。 蓋 
し此 事業は、 他の 華嚴 、般若、 方 等、 法 華 諸 部の 對究に 於ても、 必要 缺く ベから ざる 基礎的 勞働 なりと 雖 、密敎 
に 於て 特に 其 緊切なる を 認む 。何と なれば 諸 部 神咒の 如き、 原文の 助を 借る にあらず んば 通ず る 能は ざる もの 往 
々にして 之 あり。 俗衆の 輕侮を 防がむ が 爲に 、特に 梵語を 存し 、隱 語を 用ゐ たるの 經軌 、また 少き にあら ざれ f 
なり。 

左に 錄 する 所 Q 祕蠢典 Q 目次は ケム プリ ッチ 大學 文庫、 c 一ン ドン 皇 立® 細甍 會藝館 及 カルカッタに 於け 
る 亜 細 亞協會 の 書庫に 存 する 祕 典の 原文を 漢 譯と對 比した る もの。 之に 少しく 比較に 波 れ たる パリ 國民圖 書 館の 
所 藏を加 ふるとき は、 卽ち 歐洲に 知られた る大 乘祕敎 原文の 全 體を盡 す ことを 得べ く、 ホツヂ ソン、 ライト、 ベ 
ンド丨 ル Q 蒐集した る祕蠢 典に して 其漢譯 ある ものは、 悉く 之を 網羅して 殘す 所な し。 

惜 むべき は 大日、 金剛 頂、 蘇悉地 等の 諸 大部、 着 文 未だ 世に出で ず、 檢 出し 得た る 所、 唯 二士 二種に 止り、 
ドも其多くはづ部の神咒にして、根本の硏究には、尙隔靴搔痒の嘆あるを。顧れば、今や中央西細蓝の發掘、漸 
く 其步を 進めて、 幾多の 古盔 斷片を 得る に 至りぬ。 其 中予は 幸に も理趣 分の 如き 重要なる 祕 典を 檢 出し 得たり。 


名 同じき も、 內容 全く 異れ り。 

(三)  Bh cl t a smara  tanlxa  (C.  48 .N. 10 31 ) 

金剛手 菩薩 降伏 一切 部 多大 敎王 經宋 法天譯 (成 十一) 

此經は 後代 發達 せる 祕敎の 面目を 知る には、 極めて 重要なる 資料な り。 漢本 には 全篇 章 段を 設けず" 隨て 品名 
なし。 梵本に 於て は ー經を 十五 品に 分て り。 而も 其 內容に 於て は、 全然 同一な り。 此經 中に 特異の 點 とすべき は、 
著く 尸 婆 敎の性 女 崇拜の 影響を 受けた る こと 是 也。 八 大迦恒 也野俑 K el ly ttl yani 八 大部 多 女 BbGU 其 他 龍 女 M P' - 
gi を 調伏して、 之を 自家の 用に 使役す る ことを 記す。 尸 婆が 部 多 鬼の 首領た る ことは、 印度 宗敎 史を學 びし も 
の\皆知る所。1& ^ ぬ7岂1は卽尸婆の配突伽女神〇「0^1の異名にして、此女神の崇拜盛なるは、各種の印度 
巡遊 旅 記な ど 讀 みたる 人の 記憶す る 所なる べし。 

(四)  Dh  vaj sfi' grakey  Qrl  Dh sl ro -2, (R.  283 • 0 49.  N.  795) 

無能 勝 幡王如 來莊嚴 陀羅尼 經宋 施護譯 (成 八) 

(五)  Kkavi t ati  stotra  (C  25.  N. 10 68 * ) 

聖救 度佛母 二十 一種 禮讃經 宋 安藏譯 (成 十三) 

此讃 前記 (二) と共に ブ ロネ ー 氏に 依りて 刊行せられ たり。 極めてょ く漢譯 と符 す。 但梵 本に 於て は、 漢に存 
する 讃後の 根本 十字 眞言を 缺 く。 
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硏究 、今の 如く 進涉 したりし にあらず。 卽其介 爾の脫 落 誤記は、 以て 甚 しく 同書の 眞價を 上下す るに 足らず 。其 
ビ ー ル 氏の 三 藏に關 せる 誤記を 訂正して、 大 藏の眞 面目を 世界に 知らし めた るの 功は 千古 炳然 たり。 其 眩 然とし 
て 歐洲學 者の 龜鏡 たる、 毫も 出版 當 時と 異 あるな し。 唯予は 益此好 著の 價を大 にせむ が爲 に敢て 無禮の 補 削を 行 
へる のみ。 玆に 謹で 罪を 南條 氏に 謝す。 稿 中 量點を 付せ ざる 同書の 番號は 同氏が 至 元錄に 依りて 正しく 梵名を 險 
出し 得られた る もの 也。 

排列の 順次は ABC に 依りたり。 千 字 文の 凾號 は、 渾て 縮刷 藏經に 由る。 

(一) Aparim s yul‘-dhara *2. (R*  ム L B.  38.8 一一 41 . N 786 ，氺) 

佛說 大乘聖 無量 壽 決定 光明 王 如来 陀羅尼 經宋 法天譯 (成 八) 

全部 漢譯と 合す。 淨土敎 と 密敎 との 交叉を 知る に 一種の 資料と すべし。 

(ニ) Arya  T KI s. -bhasriksya  名 一 mastottam  satak £sl 3 ^ . ^ 33.1M8LS.*) 

讃 揚聖德 多羅 菩薩 一 百 八 名 經宋天 息災 譯 (成 十三) 

南條 氏は 至元錄 の恒囉 巴滴荆 迦 牙、 拏 麻、 阿 失恒薩 恒迦を T tsl s. bhadra  N srl m cel st ^ atak sol と 記せられ しも、 其 
誤なる や 論な し。 此 讚は 怫人ブ ロネ ー p cle  Bloney 「佛敎 女神 多羅の 歷史に 就きての 資料」 Met s: aux  p.  S. PJ' 
rhis o ir  de la g: esse  buddhi  te  Ts,  Paris 1 895 .の 中に、 他の 多羅 菩薩に 關 する 諸讃と 共に、 主として パリ 
國民 文庫の 藏本に 依りて 刊行したり。 全部ょ く 漢譯と 一致す。 法 天 譯の聖 多羅 一 百 八 名 陀羅尼 經 (成 十一) は 其 


(九) Mahsm (ol yQrIviclyara £-; (R * 73 • 0 42,  B.  33 , 48, 99ニ05, 1 52 ，一 53 ，一 57,1 ^ 

1 佛母大 孔雀 明 王經唐 不空譯 (成 六) 

2 孔雀 咒王經 梁 僧伽 婆羅譯 (成 七) 

3 大 孔雀 咒王經 唐 義淨譯 (成 七) 

此經の 原本は 今單行 本と して 存在せ ず。 五大 護祕軌 1 )sca s, k ^ の 第三 編と して、 次の 十一、 十一 ニ、 十四、 と 
共に寫傳せらる。單行本として僅に其ー部分のみ今日に傳はり居るは、へルンル博士の刊行したるば2 <: <^1\18ェ. 
バフ ー氏謄 本の 四十 九 葉 已下六 葉の みとす。 此古 寫經は 中央 亞細亞 に 出て たる ものにして 凡 紀元 六 世紀の 手寫と 
斷定 せられた る もの 也。 

梵本は 全部ょ く 漢譯と 合す。 但し 梵本 には、 時に 後代に 於て 添加せられ たる 章 段を 見る。 

此經は 祕經 の發 達を 討ぬ るに 極めて 重要なる ものな り。 赤 夜叉、 龍神、 天 仙、 山嶽、 河川 其 他の 名を 列擧 する 
こと 多き か 故に、 怫敎 語 * の 編纂には， 缺く ベから ざる 古典と いふべ し。 积橘易 土 集また 數此經 を 引けり。 予は 
此經に 就きて は、 特に 精細に 研究す る 所 あり。 其 結果は 遠からずして 公表 せらるべき 機會 あるべし。 皇立 亞細亞 
協會雜 誌の 本年 四月 號に は、 其 研究の 一端を 豫吿 しぬ。 

(十) Mah CII megha-s cl tra  (C.  45 • B. 120, 1 76 ‘ N. 186  丨 188 , 970) 

1、 大方 等 大雪 經請兩 品 六十 四 宇 文 周圈那 耶舍譯 (成 六〕 
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C 六) Grah sol nl tol trka  (R.  93 . G 43 , 51. N. 00 11) 

聖曜母 陀羅尼 經宋 法天譯 (成 七} 

(七)  Hevajra  含 kinlj ssl Iasambam-tantra  (a  5 S,  1 84 . C.  31. N •一 §〕 

大悲空 智金剛 大敎 王儀軌 經宋 法護譯 (成 四) 

シル ヴ ァン、 レ 平氏 一時 此梵本 裏譯 と對 比した る こ— り。 氏が 公刊せ る 論文 中、 ニ ■籍を 引用した る 
こと も ありたり と覺 ゆ。 此 經亦頗 重要、 卷帙 亦稍大 なり。 精攻 する の價 あり。 

(八)  Kf a avyQha  (B.  34 , 38,  52,  77, 174. P 20.  R. 0 1. N.  782 *) 

大乘莊 嚴寶王 經宋天 息災 譯 (成 十) 

南條 氏の GhandvyQha は、 至 元錄の 明かに 阿琍 亞迦蘭 恒尾喩 訶 (結 八、 六 三 a) と音寫 したる を 誤譯せ ，られ 

たる ものな り。 訂正を 要す。 此經は 全部 詩體を 以て 書した る ものと、 散文に て 記した る ものとの 二樣 あり。 謹 

は 散文 の本§ す。 但し 經中 Q 偈頌 には 多少 梵漢出 人— I れず 。且つ 梵 本には 品 ■設け 謹には 之 あら ざ 

るか 如き" 差異 ありと 雖 、大體 に 於て は 全く 吻合す と 云は む も 不可な し。 此經は 不思議に も、 怫 典の 出扳亡 られ 

し 最ー不 の ものにして 今ょり 三十 四 年 前 (一千 八 百 七十 三年) Satyavrata  Samasrami 氏 カルカッタに 於て 印行 

したり。 頗 誤植 多く 露— 刊本 なれ ど、 以て 座右 S くに f べし。 此_ 西 f 於け る 霞 業の 驚なる 
ことは 玆に贅 せず。 


2、  怫頂 大白 傘 蓋 陀羅尼 經元沙 囉巴譯 (成 六) 

3、  大白 傘藎總 持 陀羅尼 經元郸 螓銘得 理連得 羅磨寧 及 眞知譯 (同上) 

梵經の 題が 古代より 現存 寫 本の 經 題の 如くな りし ことは、 不 空の 一 鉢羅底 孕 紙覽」 (_六、四六匕十八行)及び 
沙囉 巴の r 此怫頂 大白 傘 蓋 無 有能 敵 般羅當 雞囉母 陀羅尼」 (成 六、 ニ 〇b 十四 行) 之を 證 すべし。 不空 及沙囉 巴の 
譯は南 條目錄 に存 せず。 不 空の 本は 全卷梵 文に して 漢字を 以て 音冩 したる もの 元、 靑寵 寺に 有せし 碑 本な り (阪 
六、 五十 b〕。 最も 珍重すべし。 予 頃日 中央 亞細亞 より 發 掘した る、 本 陀羅尼の 一 斷片を 取りて、 之を 不 空の 音 寫 
本に 對す るに、 極めてよ く 符合す るを 見る。 法 天譯の 一切 如 來烏瑟 腻沙最 勝 總持經 は、 其 名大に 同じく して、 其 
所說 全く 異なれり。 

(士ニ ) Mah £sl sahasrapramarclan £cl (R. 166.  B.  C. は 前記 十を 見よ  N.  7840 

守護 大千國 土經宋 施護譯 (成 五) 

五大 護祕軌 の 第二 位す。 梵本 よく 漢 本と 符合す。 

(十四) Mah ^ Itavati  (R. 1 61 . B.  C. 前項と 等し  N. OO 00*) 

大寒 林聖 難拏陀 尼經宋 法天譯 (成 十二) 

五大 護祕軌 の 第四_ なり、 咒文 多くして 本文 極めて 少し。 南條 氏は 梵題を ^ ロ ^ &复民 ^ ョミと記すれど現 
題の 如くす るを 可とす。 
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2、  大雲經 請 雨 品 第 六十 四闍那 崛多譯 (成 六〕 

3、  大雪 輪 請 雨經隨 那連提 耶舍譯 (成 六) 

4、  大雪 請 雨經唐 不空譯 (閏 六)  ， 

ベンド ー ル 氏 Bendall: J.  R.  A.  5.1880に英譯を添へて、其一部を出版したり。梵本には更に風輪品の第六 
十五を 存せ り。 請 雨 品の 結 文 iti ^ tasahasriks  Maha  megp  ぎ nlah IDI y pl 10 t 3. t var -g. gamm^ 

漂 titamasalptab 「大乗 大雲經 百 千 頌中行 雨 輪と 名け し 第 六十 四品畢 ぬ」 の 次に、 又 風 輪 品の 結 文と して r: 

6 rl-Masmegh tsl n mah SDI y ぎ a SQtl. ミ vaIama -a -g- lo T3 arivar s t で aRca -s stikatama  sam ttl ptat  吉祥 大雲 大乘經 中風 
輪 品 第 六十 五 了の 文 あり。 此六 十五 品は 正に 漢經 に缺 けたり。 

大方 等 無想 經亦大 雲經の 一分を 形成す る もの、 蓋し 大雪 經全體 の 飜譯は 漢土に 於て、 竟に其 機な かりし が 如 
し？  , 

(十一) Mah sfil pratisarsh sll ra -a i (R. 1 64 . N •一 64 . G B. は (十) の 項 下を 見ょ) 

普徧 光明 燄鬉淸 淨熾盛 如意 竇印 心無 能 勝 大明王 大隨求 陀羅尼 唐 不空譯 (閏 九〕 

前に 擧げた る 五大 護祕軌 の 第一に 位す。 菩提 流 志の 大隨求 陀羅尼は、 其 名 同じき も 其內容 頗る 差異せ り。 
(十二) Mahapratya -s gir p' dhsra -a i (R.  227 • B.  63 , 6S, 118.  C.  43 . N. 1016.*) 

1、 大佛頂 如来 放光 悉恒多 鉢恒羅 陀羅尼 唐 不空譯 (閏 六〕 


一卷の 第二 部 材料 編 MATKPlAqr の 第三に 於て 之を 印刊に 付したり。 同氏は 四 種の 異本と、 一種の 法疏 とを 校 
合に 使用せ り。 極めて 善美の 刊本 なり。 此書今 甚だ 稀な り。 予は 多年 捜索の 末、 去 夏 故 西藏學 者と して 著名な り 
しドクトル、フート 0 1三 5 の遺書中ょり漸くにしてー部を得、之を淨土宗宗敎大學に委托し置きたり。篤學 
の 人には 喜む で 之が 使用の 便を 與 へむ。  • 

南條 氏は 四 者の 同 本異譯 なる を 記す るを 略せられ て も、 是は 必らず 記すべき もの 也。 同氏 第二の 定譯は 正當な 
りと 雖 、第一 第 四は 差へ り。 第三は 南條目 錄に缺 けたり。 明藏 之を 逸する に 由る。 

(十七〕 Pal .a a4avari  dhsra^i  (R. 1 76 . N.  S 88  .X.) 

鉢 蘭那賒 鹞囉大 陀羅尼 宋 法賢譯 (成 八) 

南條 氏は 此經 文の 梵題に 疑を 挿み 置かれし が、 實際は 今錄 する 所の 如し。 ■ 

(十八) Tath ccl gataguhyaka  or  Guhyasam 5 ja  (R.  26 . 13. 1 5 . 70.  N. 0 27) 

一切 如来 金剛 三業 最上 祕密 大敎 王經宋 施護譯 (成 二三) 

此經は 尼 波羅 九大 法寶の 一にして、 後代の 祕密敎 を 硏究 する には、 缺く ベから ざる 資料な りと す。 漢本は 原本 
に存 する 甚 しき 醜 惡汗穢 の 部分を 著しく 刪 譯した るの 痕跡 歷々 たり。 

南條 氏は 正しく 此經梵 題を 檢出 せられし が、 唯 Guhyasawaja は、 現行 寫 本の 如く、 snw CEI ja に 作る を 穩 なり 
とす e 

現存 漢譯 祕密 聖典の 原本  四 六 九 


現存 漢譯 祕密 聖典の 原本  四 六' 

(十五) M H' -icI  d—  (R. 1 77 • C.  43 , 50.  N. 00 470 

摩利支天 陀羅尼 咒經 失譯今 附梁錄 (成 十二) 

此 經古譯 を傳 ふるを 奇 とす。 經 文の 如何なる ものた る やは 左 Q 一例に 徵せ ょ。 

na  band hyate,  na  nirdhy ate,  na  muhayate  na  dsdate,  na  ^ 

諸 比丘。 有 天 名。 摩利支天。 常 行 日月 前。 彼 摩利支。 天 無人 能 見。 無人 能提 。不爲 人 欺 誑。 不爲 A 縛。 不爲人 
債。 其 財物* 不爲怨 家 能 得 其 便。 吾 國古來 武人の 間に、 此 女神の 信仰 盛に して、 延て 力士の 間に も 及びた る こ 
と 普く 人の 知る 所。 上に 擧げ たる 文の 如き も 亦 時々 兵法家の 引く 所と なれり。 

(士 ハ) Niasaliti o •尊  9.  B.  2贫  52,  77, 126,  204.  N. 1032 * 1370, 1408*) 

1 最勝妙 吉祥 根本 智 最上 祕密 一切 名義 三 摩 地分宋 施護譯 ( 成 六) 

2 文珠所 說最勝 名義 經宋金 總持譯 (成 十三)  、 

3 文珠 菩薩 最勝 眞實 名義 經宋 元沙 囉巴譯 (同上) 

4 妙 吉祥 眞實 名經元 智慧 譯 (同上) 

此經 は尼繼 に 於て S めて 重要— も Q 上に て、 二三の 疏釋 存在す。 全部ょ く梵 本と 合し、 之に 由り て漢 
本の 紙 謬を 訂正し 得る の 箇所 また 之 あり。 露國 ミナ T フ (Minaev〕 は 「佛敎 」 ByTT&MD  petsbuG 1887 第 


0 ニ 經を擧 ぐるを 得べ し e 

(二士  一) Ardha H iks  praj cl apsram s (petersbur ofq unive  色 

1、  金剛 頂 瑜珈理 趣 般若 經 唐金 剛智譯 (閏 八) 

2、  大乘 金剛 不空 眞寶 三昧 耶經唐 不空譯 (同上) 

3、  實相 般若 波 羅密經 唐 菩提 流 志 (成 三) 

4、  徧照 般若 波 羅密 經宋 施護譯 (同) 

大 般若 經 第十會 に 位する、 玄羿の 譯の理 趣 分は 大體に 於て 相 同じき も、 祕呪及 其 他に 頗る 密 部所 傳と異 る もの 
あり。 

此經 の斷片 は、 中央 亞細亞 に 於て 發見 せられた る ものにして、 今聖彼 得堡大 學圖書 館に 珍藏 す。 序 分の 大部分 
と 流通 分の 散佚した る 外、 本文は 幸に も 存在し、 ょく 金剛 智の譯 と 合す、 最も 珍と する に 足る。 此經密 家に 於 
て、 特に 尊重す る 所、 禪門 また 盛に 讀誦を 力む。 乃ち 全部の 公刊と 其 本文批評とは、 必らず 缺く ベから ざる もの 
たるべし。 予は來 春に 入りて、 此業に 從はむ を こと 期す。 

(二十 三) Jsnollk p' dh £2t ra -s I (Petersburg  University,  N.  496 , 835.) 

1、  智炬 陀羅尼 經唐提 雲 般若 譯 (成 七〕 

2、  智光滅 一切 業 障 陀羅尼 經宋 施護譯 (成 七} 
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( 十九) us *3 isavidy p' dhar 5 I (R.  269 . C.  6 0 • N.  87 r ) 

一切 如 來烏瑟 膩沙最 勝 總持經 法 天 (成 六) 

南 條目錄 には、 此經が 佛頂尊 勝 陀羅尼 經 (五譯 あり) と 同一 本なる 事を 記す も、 其 同一なる は 陀羅尼の みに し 
て 本文は 全く 相異れ り。 寧ろ 別 本と 見る を 可とす。 隨て sarvadurgatpari 8' dhana の梵 題は 本經に 適せず。 

此經 中に 存 する 陀羅尼は 夫の 有名なる 法隆寺 貝葉經 とともに 「牛 津記 要」 Anecdo:a  oxonlens p' I.  3.  Oxford 
1 88 4. に 刊 本せられ、 南條 氏の 周到 精密なる 解說 あり 珍と すべし。 

(二十) vajravi gr r s ssl CL h cll ra -s I (R.  269.  C 5 P N.loo r ) 

1、  瓌相 金剛 陀羅尼 經元沙 曜巴譯 (成 十二) 

2、  金剛 碎摧 陀羅尼 宋 慈賢譯 (同上) 

第二 者は 單に 陀羅尼の みを 抄出した る ものな り。 第一 者は 南 條目錄 に 之を 缺 く。 

(二十  一) vasudhsrp  d g; ra *2t (c. 1 3 , 43,  49,  B.  65 , 84, 164 ，一 7 6 N.  492 , 7 00 4,  8S) 

1、  持 世 陀羅尼 經唐玄 羿 (成 八)  • 

2、  大乗 聖吉尼 持 世 陀羅尼 宋施護 (同上) 

3、  聖持世 陀羅尼 經宋施 護 (同上) 

己上梵漢對校して、其相符せるを確定したるニ+1經の外、ー部散佚したる斷片の古寫本を數へなば更に左記 


拙稿 「現存 祕密 聖典の 梵本」 1: 就きて 補遺 

(明治 四 一、 三、 新 佛敎第 九卷五 號) 

出 高 • 0 公刊 (本年 一月の 本誌) を 接 手す る 前、 予は露 國彼得 堡大學 敎授兼 同國學 士院書 記 官長セ ルギ ウス、 フ 
ォン、 ヲル デン ベルグ 氏の 書に 依りて、 孔雀 王經 が、 今より 凡 十 年 前、 卽 一千 八 百 九十 八 年、 露 都に 於て 其全體 
の 公刊を 同敎授 により 完成した る ことを 初めて 知れり。 公刊 載せて— D&  woi -c yg n OOH 一— gf z Mlep  ‘ 

aTOPCSTO  Py  鶴 aro  Apxeonorf sroo c' niela  TOM O-I XI. 一驾^ 

東洋 部門 學報第 十一 卷 二百 十八 頁 至 二百 六十 一 頁) に存 す。 予は當 地 大學雪 館より 同書を 携へ歸 り、 自家の 謄 
本と 比 照して、 稗 益した る所甚 鮮少に ぁらず。 蓋し 同敎授 の 公刊は 一に 大英 U1 度 局の 藏すに r り予は 甲 谷 他 
と皇壺 細 I 會 S 本に 依れる 也。 同 敎授は 予が同 卷硏究 につき、 籠との 對照及 其 他の 點に 於て、 頗る 鼓舞 
獎 勵を予 に與 へたり。 是予が 光榮 とする 所 也。 

予は乃 f 議 の 中 孔雀 王 露 本— 下に、 謹で 此 ,1 添し、 以て 同 敎授が 功勞を 本邦の 學 徒— げ 、且 
つ 其 厚意に 對 して 公然 深謝を 表す。 

拙稿 「現存 祕密 聖典の 梵本」 11 就きての 補遺  四 七三 
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本文の 部分は、 干闐 地方の 方言に て 書せ ら る。 其 中 梵語を 混 ゆる こと 多き を 以て、 漢 譯と對 照し 硏究 するとき 
は" 或は 解讀 する を 得ざる にあらざる べし。 陀羅尼は 最もょ く提雲 般若の 本に 合す。 此外 千轉陀 羅 尼、 六 字 呪 王 
經の 如き も 尼 波 羅 本、 陀羅尼 集經 Dh s' .avrlsaTP Grc rl‘aha の 中に 存 す。 其 名 怫頂尊 勝 陀羅尼に 同じく して、 內容大 に 
增大 せる Sarvaclurgati  Far r clhaua の 如き も、 玆に 付記す るの 必要 あるべし。 支那に 於て 未だ 飜傳を 見ざる 大 
部の 密軌 例せば  candamah cst rocalla  tan  ざ, KIS3y sfil 3arI-tantra,  Mah fiDI k ssl la-ta  吞 

硏檢 索せば、 其 中 或は 漢譯 密經 に存 する 同一の 文を 發 見し 得る の 望な しとせ ず。 而も 這般の ■は 尙數月 の 日子を 
要する を 以て、 玆に 之を 省略せ り。 

已上錄 する 所、 固ょり 遺漏の 補足すべき もの あるべく、 亦 過誤の 訂正を 要すべき もの 少なき にあらざる べし。 
大方の 識者、 幸に 指摘 示 敎の勞 を吝せ ざら むか、 乃 筆者の 本懷や 達せり。 (明治 四十 年 十一月 二十 七日 ストラス ブ 

ル グ) 


句 經斷片 など も、 稀世の 珍品と して 持囉 されて 居る" 

其 處で此 珍重な 材料 にっきて、 硏究が 始まった。 露 國のヲ ル デン ブルダ、 英國 のへ ルン ル、 此の 兩 博士は 實に 
此の 研究に 成功した 陳勝 吳廣で あった。 兩 博士の 熱心から して、 續 々特 志の 研究家 も 出て、 遂には 萬國 中央 亞細 
亞硏 究會が 成立して 本部を ぺ ータース ブル. ダに 置き、 各國 から 常置 委員を 擧げ て、 續 々研究を 繼續 し、 兹に 漸く 
大 仕掛の 發掘が 始まる 様になっ た。 

デ 圓の 方に 着眼した のは 英國 .の スタィン 博士であった。 此人は 于圆を 中心として、 其 附近の 佛敎故 地を 發 堀し 
て、 非常の 大成功を やった。 その 費用は、 大部分 印度 政府が 支出した の だ。 此大發 掘の 報吿其 他の ことは、 前年 
の 拙稿で、 一寸 槪略 だけは 報告して 置いた。 

他面で スタィン 博士に 讓らず 、反對 の 側の 高昌に 全力を 傾注した のは* 佛敎 美術家と して 世界に 知られた グリ 
ユ ンヴエ ー デル 博士であった。 博士は 第一 囘は 普國の 學士院 から、 莫大の 費用を 得て、 一千 九 百 一一 年から 同 三年 
まで 高昌故 地の 發 掘に 従事し、 偉大の 効果を 收て歸 ったが、 第二 囘に 一千 九 百 五 年から 六 年まで、 特 志の 探檢家 
ラ コック ト と共に、 再た び 同地に 出かけて、 恰も 空前 的の 大收 獲を 得て、 伯林に 引き上げた。 博士が 第一 囘の成 
績に っきての 略 報の ことは 之 も 前年の 拙稿に、 一寸 附記して 置いた。 

此の 釦く 中央亟 細 亞が 、世界新 研究の 焦 點とな った 時、 右の 如き 兩 大探險 家が 非常の 大成功を した 時に、 恰も 
西本願寺 法主 大谷 光瑞 師の 中央 亞細亞 橫斷の 壯擧が あった。 「センチ ュリ ー、 マガジン」 の 略 報に 依る と、 蒐集 さ 
新に發見せられた ^ 西域古語聖典の硏究  四 七 五 


四 七 四 

新に 發 見せられた る 西域 古語 聖典の 研究 

(明治 四 一、 ニ、 新佛敎 第九卷 R 虢) 

I 

慈 恩 傅で 見る と、 募 三藏が 入竺— 時、 久しく 滯 在して、 大 遠征 Q 義基 へた、 高— 現 時 Q ッル フアン 

と此絕 世の 大 1 家が、 印度での 大業を 成就した 曉 、霊 暫く 立ち寄りて、 精密に 國狀敎 勢を 西域 記に 書き 殘 

した、 コ ー タン 昔時の 所謂 于闐國 ^ ^こ のニ國 は、 盛 唐 時代から 宋の始 頃まで、 中央 亞細亞 で、 南北に 對時し 
た 佛敎 文化の 中、 七點 でぁった。  * 

雪の 雙_ が 二た餐 1 抑 蒙ら 麗して、 響 1 fs 様— って I、 黃 f 中 益 細' 亞に 

立て、 盛に 1Q 經營を 開始した。 かく 同地が 肇上 外交 上、 頗る 重要 Q 地點— った？、 露 英の材 幹— 士 
官や 外交官が、 續 々該 地方を 旅行す る ことに—、 怫國 から も 頗る 有名な 旅行者が 入り込む だ。 スベンへ ディン 
などの 大 旅行家 も、 また 少 からず 露國 Q 恩惠 を披 5 一」、 そ Q 學術 的の 大成 効を したので ぁった。 而 して 此 等の 軍 
人 や 旅行者は 其 本務た る 謹 S 事 的 S ■外に、 ま 塞々 晝害 S 斷片 を、 その 本 § 博物館に 送致 
する こと 1 らな かった。 彼の 有名な、' £く 、ゥ T' マな どの 集めた 古寫 本は、 今でも 豪學 者の 間に 名物 
として 呼ばれて 居る もので—。 また 夫の 怫國の デ, トィ ル： ド、 ランの パリと ぺ 1 タ i ブルダ こ 分 送した 右 


か、 る 重要の もの も 出ぬ ではない が、 大體は 怫敎の 聖典であって、 而も 之を 記した 國語が 種々 雜多で ある。 實に 
ょく 昔時 中央 亞細 亞卽ち 西域 地方が 萬國 的佛敎 文化を 形成して ゐ たとい ふこと を 事實 的に 證 明して 居る。 グリユ 
ンヴ H 丨デ ルが、 高昌ー 寺院の 故趾 から 發 掘した 壁畫の 中に、 一大 德が獅 座に 跟し て經を 講じて 居る と 其 座 下 
に 各國の 僧侶が、 梵莢を 開きて 研究して 居る 所を 描き出して ある。 衆 僧の 皮膚 や 頭髮の 色 も、 黑黃赭 赤 種々 ちが 
つて 居る し、 眼靑 o 色も異 つて 居る から、 其 各 國の國 民を 代表した ものである ことは 問は ずして 分る。 出て 來る 
聖經 の斷片 も、 之と 同じく 左の通り 種々 の國 語から 成立して 居る、 

(一) 梵語 (ニ) 一種の プ ラク リット 語 (三) 西藏語 (四) 支那 語 (五) 囘 韻語 (六) 亡滅 した 西域 地方の 古語、 
此中 梵語 や 支那 語 や西藏 語の 經 文は、 之が 何の 經文で あると 云 ふ證定 をす るのと、 葉號の 磨滅した 亂雜 の斷片 
を 整理す るのは 大 困難で あるが、 讀む 丈の ことは 固ょり 至難の 業では ない。 囘鶄 語の 經文は 、元 時代には 隨 分流 
行して 居た ので 「怫祖 通 載」 の 中に も舍 藍々 八哈石 尼の 傳の 下に 『叉 以黃金 繕寫蕃 字藏經 。磐 若 八千頌 、五 護 
陀羅尼 十餘 部。 及 漢字 華嚴楞 嚴。 影冗 兒字法 華 金 光明 等經 二部』 (通 載 第三 十六) と 記して ある。 此舍 藍々 は 高昌 
國の 女であった。  * 

此語も 土 耳 古語の 素養が あれば 之を 解讀 する 丈は 少しく 力を 勞す るまでで ある。 プ ラク リット 語の 分は あまり 
多くは ない が、 阿育 王 碑銘に 類した ものであるから、 セナ ー ル やヲル デン ブルダは 先大體 、謬な く解釋 して 仕舞 
った。 そこで 唯一っ 殘 ったのは 第 六の 亡滅 した 西域 地方の 國語だ 。これを 解讀 する のは 容易の ことでは ない。 而 
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れた 珍奇の 材料 も少 くな レ 樣で ある。 實に 世界に 對 して、 傲る に 足るべき 快事と 稱 してょ い。 大谷 法主は 我國の 
學界と 宗敎界 とを 代表して、 此 最新 研究の 陣頭に 馳驅 した I 雄將で あると いふ 榮 冠を、 確に 戴いても、 決して 不 
可は あるまい と 思 ふ。 

U 

^4等の放1ぐ ^ や發掘者の蒐集した材料は、大別したら先づニ種類に分たれるだらぅ。第ーはエ藝及美#の物件 
で 第二は 宗敎及 政治の 文書で ある。 第一 種 中には、 古 怫像も ある。 壁畫も ある。 兵器 や 古錢や 家具 類、 みな 此種 
類 中に 含まれて 居る。 第二 種の 宗敎 文書は 佛敎經 典の 斷片を 主として、 摩 尼 敎や獪 太 敎の經 文 も ある。 政治 文書 
の 中には、 命令 狀 stQ や、 旅 SQ 如— Q、 或は 公私 Q. 義 Q 借用 證 の 如— のまで 言れ て 居る。 

第一種類は東盟美術史及佛敎藝術史の硏究範圍に屬するのであるし、第ニ種類の中の政ムロ文書は、外交史や政 
治史 、若く は東舉 世の 風俗 習慣を 硏究 する 領分 だから、 今 之 11 。直ちに 第一の 宗敎的 文書の 中に、 どん 
な ものが あるかを 略述して、 それから 本題に 入る こと \ しょぅ。 

前 一寸 略述した 通り、 宗敎的 文書と いふと、 重に 怫敎の 聖典で あるが、 多少^- 他の 宗敎の 聖書 も 之に 雜 りて 出 
現して 來る 。今まで 學者が 最早 出る 希望は ない。 全く 亡 佚して しまった と 信じて 居った 摩尼敎 大聖 典の I っも、 
グリ n ンゥ H1 デルに 掘り出されて、 ミ T ラ 1 博士が 之 基 定 した。 この 證定— i 敎史上 極めて 重要な 事 
實で 、之が 爲ミユ ー ラ ー 氏は 伯林 大學 から 名 * 敎 授に擧 げられ た ほどで ある。 


業であった の だ。 この 成績の 一端は、 恩師の 筆で 「獨迤 東洋 學會 々報」 本年 一月 號に略 報して ある。 

玆に 於て か、 恩師は 右の 結果を、 中央 亞細亞 研究の ニ大一 %- 老 、卽露 の ヲルデ ン ブルダと、 英 のへ ルン ルに 報吿 
し、 書を 送っ て、 K タィン 其 他の 梵文 や、 例の 死語で 書いた もので 震を 要する ものは、 ストラスの 大學 に送附 
したら 11' 如何との提議をした。學 ^ に忠實で、公益の爲に吝ならざる兩碩學は、直に之を怏諾し 十數 日の 後に 
は、 恩師 Q 雲は、 ベ 1 テ ルス ブル グ ス 大學 、大英博物館 其 他 t 着した 珍奇囊 の 古 棄斷片 f して 机 
上に 空地の ない 樣に なった。 

其處で吾々は易きに從って、先づ梵文から片附ることにして、業をニ部に分ち、因心師は芽ーに熟練な言語學 
的、 字象學 的の 方面から 精確なる 音譯を 作成す る こと、 卽斷片 の 全文を、 羅馬 字に 改寫 する ことに -1 り、 予はこ 
の 精確な 音譯に 依り、 間 原本を も 見て、 敎理 的文學 史的に 之が 何經な るを 斷定 し、 且っ 精確に 其 符合した 箇所 
を、 漢經の 中から 探し出す ので、 卽證定 の 事業に 當っ たの だ。 

かくして、 余は 法 華や、 金 光明 や 般若の ょぅな、 極めて 普通の 古寫 經斷片 、十餘 葉の 外に、 象腋 、大白 傘 蓋、 
寶積迦葉會、緣起聖道經等、顯密の諸大乘經を證定し、更に_阿含月喩經及婆耆奢經、長阿含の大集法門經、阿 
吒那 呖經等 極めて 珍奇な 梵文も 得、 あまり 佛學 者の 知らぬ、 首迦 長者 所 問 經の樣 な 小 乘經の 原文 も 出、 法句經 の 
異本 も 多數の 斷片を 見出した。 

この 他、 前に 略 報した、 人諸佛 境界 經の斷 裂 腐© して 葉號の 磨滅した のが、 五 i 葉 あったのを、 ■の 力で 
新 1- 發見乜られたる西域古語聖典の硏究  四 七 九 . 


新 LL 發見 乜 られた る 西域 古語 聖典の 研究  四 七 V 
も此 語で 書いた 經典は 梵語の 斷片と 同じく 隨分澤 山 あるの だ。 

ヲルデ ンブル グ 、セ T ル、 ピッ S ル、 へ ルン ル、 ラ、 ドルフな どと いふ 歐洲 Q 雪は 石の 材料に つきて、 隨 
分 有益の 貢獻を 學界に 捧げた が、 彼の 旣滅 の國語 にっきて は、 吾が 師の a ィマン 翁が、 少しく 論じた 外には、 誰 
も 之に 手を つける もの もなかつ た I こは 此の 解決す るに、 非常な 困難で、 その 手がかり も 一寸ない からだら う。 
勿論、 數 年に 亘り 、非常に 多數の 材料を 集め、 彼此 比較して 專心 之を 研究したら、 彼の 埃及學 成立の 當時の やう 
ナ， 7 タ "nr 白い 貧 果が出 る 力 もしれ ぬが 今兹に そんな 迁 rB] な手數 のか、 った 途を 取らず とも、 容易に 此大秘 
密の橫 って 居る 奇怪の 死語を 解決す' へき 一大 秘鍵が 和 在して 居る。 こ Q 秘鍵を うまく 利用 すれば、 この奇 古の 泌 
藏は 難なく 打開せられ て、 その 寶 物を も 人の 目前に 露呈す るで あらう 。これは 卽 支那の 一切 經 であるの だ。 卽ち 
若し ある 方法で、 出た 斷片が 支 画の 經文 何々 に 符合し 居る とい ふ靈 さへ っけば、 支那 fs に 之 t 死語 
を 調べ だすには、 博大な 言語 學の 頭腦の ある 人には、 出來ぬ 業で ないから だ。 

三 

スタィンの大著「古于閲」が出版されて、大に學界を振逢した當時であった。予は幸にも恩師を助けて、初め 
て 右の 秘鍵を 氏 2 農に 應用 する 機 <5 得た。 卽ち MQ 大著の 中の 寫眞 版に なって 居る、 旣滅 Q 死 零 書いて ゐ 
る 二葉の 斷片 が、 僧伽'^ 經で あると S ふこ— 霊して、 この 盡な 死語 Q 語格 や 字 元な どが 少しく 漢譯の 力で 
明 了に なり かけた。 是は此 種の 死語で 書いて ある 經文を 證定 して 經名や 内容を 精確に 宿 示した、 世界での 最初の 


漢 譯の經 文を 見る と、 漢文の 間に、 種々 の 梵語が 時に 現 はれて 来る。 阿那含 •阿羅漢、 菩薩な どから 迦 葉、 文 
珠 、須彌 、韋 紐な どと いふ 國有 名詞 も 常に 出て 來るの ではない か。 我々 が 硏究 すべき 亡滅 した 古語の 間に も、 ま 
た此 等に 類似した 梵語が 常に 出て 來る 。この 梵語を 目標に 漢譯の 符合した のを 探し出す の だ。 隨分 根氣づ くめ 
の、 面倒な 仕事で あるの だ。 

先づ 左に 擧げる 一例を 見て、 その 一斑を 知るべし だ。 この 斷片の 文中 點 線の 所は、 何とも 分らぬ 語で 書いて あ 
るの だ。 

SDI dagiri :.:nal<Batra trisahlsramah ttr sahasra Maha na r atra cat— 

urdvipa koti s' ta d a» van fi5l ga-asura-garuda-ki -3 mara-maho 3, Qrq a 

d s kara  aRjali R.atn !al kara  Licchavi, ご 

此外に 薄伽梵 とい ふ 原語に 相當 する 語が 四五囘 出て 居る。 これ 丈で、 證定 をす るの だ。 初めの 寶 山の 名、 雪 
山、 目 直憐陀 、香 山、 寶 山、 黑山 等は、 方 等 や 涅槃の 諸 部の 經文 にいつ も 出る 名で あるから、 これ 丈では 證定の 
目標とは ならぬ。 唯一つ 大 必要なる は 寶積 (寶 事、 寶性 など 種々 の譯が ある)、 離 車 子と いふ 固有名詞 だ。 この 名 
も 方 等 部の 諸經 にょく 出る 名で あるが、 氏名と 前の 諸寶 山の 名と を 合せ、 また 三千 大千 世界 だの 虽宿だ の 四 州 だ 
のとい ふ、 散在して 居る 梵語を 綜合して 見て、 左の 文を 見る と" 之が 實に 維摩 經で あると いふ ことが 證定 せられ 
新 1: 發見乜られたる西域古語聖典の硏究  四 八 一 
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悉く 整理して 順序を つけた。 

四 

梵 文の 斷片 の 證定 が略濟 むだ 後、 予は 更に 彼の 至難な 亡 減した 死— 書かれた、 經 文の 雲に 取り か、 つた。 

ー體此 種類の 國 語は 大別 二種 あるので、 ロィマン 博士は、 之を 第壹 類第讀 とい ふ 名を つけて 居る。 蓋し 未だ 

確然 IQ 國 の 言.— 令、 定められぬ t だ。 夫の、、 二 1JS はこ Q— 類の f、 ィン ゾ ふ •ァ 

ン—卽 月 支 語で—  — じた。 少し 大早計 のょう— 斷 だが、 先づ蕃 I る f う。 第二 類の 方は、 何れの 

國 の國 語で— 力— た 敵定 せられぬ けれど、 要 之、 于閬を 中心とした 怫敎 諸國で 公然 隻學 語と して 使用し 

た 墓で— 丈は 確た。 假に 西域 怫敎 f いふ 名で も 付けて 置く のが 便利で t う。 第 震の 方は 資料が 頗る 

僅少な ので—、 第讀 の 方で 霊を 初めた の だ。 この 方は 頗る 材料— 富で ある。 

梵語で 全議く 明 了 S 讀 Q 出来る 斷片で f、 僅に 一葉 丈 丁數— 載— いも？ 引き出して、 之が 何 

で— か f、 假— 文體や 語法から、 是は—であると いふ ことが 判 つても 六— Q 中一會 1 、ニ 

會 であ—、 大 品で— 1 で 1 含 符合す るかと いふ こと— 定す るのは 一寸 麗—矣 。夫の 

首迦 長 塞 Q 文— 基定 する q は、 實 II 業では— つたの だ。 況む や、 之が 亡滅 した 未知の 死語— い 

1 於て—— 難 sit の 1 だ。 それ— うして 霊した か、 其— 一寸 並に 記 
して 置く の も、 必らず しも 無益では あるまい。 


(三)  首楞嚴 三昧 經卜 葉餘 

(四)  智矩 陀羅尼 經 二葉 
•(五) 大 般若 理趣分 十一 葉 

a ハ) 瑜伽論 菩薩 地 一 葉 

この 外に まだ 手許に 十數 葉の 證定 すべき ものが 殘 って 居る が、 何れまた 精細に 研究して、 報吿 する こと" しや 
う。 此六 種の 中で、 理趣 分は 全部 殆ど 梵文で 書いて あるので、 死語は 梵文 一段々々 の讃 嘆に 用ゐて ある ばかり だ 
から 直ちに 證定 する ことが 出来た が、 其 他は 隋分 至難の 業であった 。面白かった のは 智矩 陀羅尼で あった。 これ 
は 其の 文の 初めに 兩 三囘。 C 3 5 1 '^ と云ふ字が出て居る。是語は波斯語のアゥフラマツスダー宗敎史を少し讀 
むだ 人は 誰れ も 知って 居る。 彼の 波 斯ニ元 敎の惡 神 アリ ー マンと 相對 して 居る" 善 神 アゥ フ ラマ ッズダ の轉 した 
語で あるから， 多分 波 斯敎か 摩 尼敎の 聖典で あらう かと も考 へたが、 之は 大 早計で ょく 全文を 讀むと 陀羅尼 も あ 
り、 其 他 二三の 梵語 も あるので、 秘密 聖典で あると いふ ことが 判定せられ たの だ。 そこで 漢譯の 助で この ゥル マ 
ッズタ は 梵語の 提婆卽 諸 天 善 神を， こ X では 呼む で 居る とい ふこと が 明 了に なつた。 

已 上の 說述で 此 種の 國語で 書かれた 經典 は、 少く ない とい ふこと が 略 推せられ る だら うが'  其 後 吾々 は、 一葉 
の 目 錄樣の 斷 片を發 見した。 此 目録の 中には、 寶積大 集 諸 部の 諸 大乘經 の 名が 列記して ある。 稍轉 訛した 梵語 卽 
右の 死語に 用 ひられて 居る、 轉 訛した 梵語で 記して ある C 之に 依る と、 其經 典の 豐富で あった ことが ー曆明 了と 
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新に 發見せ られ た ^ 西域 古語 聖典の 硏究  四 八 ニ 

るの だ。 

「又此 三千 大千 世界、 所有 大寶妙 高山 王、 一切 雪山、； m 眞憐陀 山、 摩訶目 眞憐陀 山、 香山寶 山、 金山 黑 山、 
輪圍山大輪圍山"大海江河、陂泉池沼、及百抱胝四大洲渚、日月星辰天宮龍宮、諸尊神宮、幷諸國邑、王 
都 聚落、 如是 皆 現、 此寶蓋 中" 叉 十方界 、諸怫 如来、 所說正 法、 皆 如饗應 、於 此蓋內 、無 不 見聞、 時諸大 
衆、 覩怫神 力、 歡喜 踊躍、 歎 未曾有、 合掌 禮怫 、瞻 仰尊顏 、同 不暫捨 、默 然而 住、 爾時寶 性、 卽於怫 前、 右 
膝 着地、 合掌 恭敬、 以妙 伽陀、 而讃怫 日、」 (玄羿 譯 、淨 名經黃 七、 四 五 迄) 

此の 如くして、 證定 した 斷片 を、 漢譯の 助で、 彼の 點 線の 部分、 卽 死語の 文句を 研究して 行く と、 博大の 言語 
學の 知識と 手腕との ある 人には、 段々 其 語原 も 判り、 其 語格 や 文法 も少 しづ X 明 了に なって 來て 、此 死語は、 ア 
リアン 系に 屬 する 一種の 國語で あると いふ 事 丈は、 恩師の 精確な、 而 して 不屈の 研究で、 略 火， 定し た。 是に 一二 
の 例を 出せば、 之が 明 了と なる であらぅ けれど、 言語 學 上の 證明 ほど、 普通の 人に、 無趣味の ものは あるまい か 
ら 、玆に は 略して 置かぅ。 

五 

かくて 予は 右の 様な 證定 方法で、 左記 六 種の 經 論を 右の 死語の 諸 斷片の 中から 撿 出した。 

(一} 僧伽 吒經  前號 記載の 外 更に 八片 
(ニ) 觀藥王 藥上ニ 菩薩 經 一 葉 


して 容易に 原物を 貸借す る ことは 出來 ぬとの ことで あつた。 

凡そ か \る精微な字象學上の硏究が、現物に臨むにあらざれば、往々所謂隔靴搔痒の點が多くて、完全なこと 
ま 到底 不可能の ことは、 此種 のこと に 從 事した もの X、 明かに 經驗 する 所で ある。 故に 恩師は 再度 書を 法主に 呈 
して、 寬大 なる 恩借を 世界 學術 のために、 懇談した こ ぺータ ー ス ブルダの 大學 も、 大英の 博物館 も、 公共の ため 
學術 のためには 喜む で 前記 巨大 多數の 珍品を 頗る 寬大に 貸與 して 吳れ たので あるから、 吾が 內務省 も 徒らに 珍品 
を寶 庫に 秘藏 する の 愚を なさず、 奮 ふて この 新 研究の 爲 め、 萬 國的學 術の 交際を 開始 せらる X ことは 偏に 予の信 
ずる 所で ある。 (明治 四十 一年 二月 十日 稿 了) 
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なる。 卽此國 語に 書かれた 聖典は 恐く 漢譯の 一切 經西藏 の 兩大藏 にも 匹敵すべき、 尨 然たる 容量を 有して 居った 
もので あらう とい ふ 想像 も 付く。 否、 或は 漢蕃兩 藏に存 ぜね珍 奇な 聖典 も、 此中 に存 して 居っ たらう との 考も出 
て來る 

吾等が、 この 奇怪な 古語の 硏究 は、 まだ 實は ー步 この 廣邈 たる 原野に 踏み出した とい ふ 丈で、 瑞穀模 々、美 果 
枝に 滿 っる 好景を 世界に 公に せむ 愉快の 曉は 、猶 少しく 堅忍不抜の 苦を 當 めて 後でなくて は 吾々 には 來 るまい。 
然し、 兎に角、 此 研究で 二っの 重大なる 事實 を證 明し 得た。 卽 第一には 漢譯藏 經の新 硏究に 對 する 重大の 價値 
と、 第二は 此奇 古の 國語で 書いた 聖典は 頗る 尨然 たる 容量を 有して バリの 三 藏漢譯 の 一切 經西 藏の兩 大藏已 外、 
更に 一種 雄大なる 佛敎聖 文學の 一大 團 として 古西 域に 存在して 居った とい ふ事實 だ。 

怫敎 の硏究 上、 此 死語の 討究の 必要なる は 言 ふまで もない が、 此 研究が 進む だ 曉は 、彼の 無數に 發 掘され た 政 
治 的の 文書 も 解讀が 出 來て來 る ことで あるから、 東 商の 外交 史や 、政治 史に 、非常な 重大な 貢獻を なし 得る こと 
であらう。 

.吾々 は 今 この 新 硏究に っき 實に 多き が 上に も 多く、 完きが 上に も完き 資料を 要する ので ある。 そこで 恩師と 余 
は、 西本願寺 法主に 書を 呈 して、 其 蒐集せられ た 材料の 中、 この 死語に 關 する もの 丈、 短期の 恩借を 申し出た。 
法王の 返書は、 極めて 寬大で 極めて 感謝すべき ものであった が 惜い 哉、 其 珍奇の 資料は、 今や 内務省の 保管に 屬 


9 


後に 一步 、上らん か 上るまい かと、 逡巡 躊躇す るの も、 固より 無理 もない 話 だ。 

玆に 起草した ー篇の 拙稿は、 この 大高 山に 押 登りて、 縱橫 踏破の 快を 盡 した 探 險記を 以て 自任す る 不遜は 固よ 
りなさぬ。 氣象萬 千の 絕景龍 爆 虎巖の 奇勝、 それ 等を 詳しく 叙述し 品評し ような どい ふ 潜 越は、 無論 犯さぬ ので 
あるが、 唯 この 一切 經 界の大 アルプスに、 ニ 三 歩 踏み込みて、 稍 其の 奇絕を も 解し、 且つは この 大 山嶽の 探險 
は、 思 ひし ほど 決して 困難の もので ない とい ふ 見込 もつ いたので、 或は ィンテル ラ I ケン 邊の 汽車 旅行で、 アル 
ブス 通を 振り まは す 譏は ありと も、 見し 所 だけの 槪觀を 記述して、 少しは 般若 本文 研究の 鼓吹に もしようと いふ 
ので ある。 末 段に 添付した、 五大 部 般若 及 大小 兩品 の對合 表は、 多少の 時間と 勞 力を 費して、 忠實に 作成した も 
のた 力ら 或は 般若 硏究 者に、 幾分の 便利を 興へ る 小案內 記と もなら うかと 信ずる。 無論 モン プラン や ユ ングフ 
ラゥの 絕巔 を殘る 隈なく 踏み荒して、 雄大の 筆に 雄大の 景を 天下に 說示 する 一段とな ると、 敎界 幾多の 明 眼鐵脚 
の 好漢に 御 任せ 申さねば ならぬ。 

ニ 大般 若の 梵本 大部の 大小 乘經律 論の 中で、 大 般若 ぼ ど 完全に 近く 原本の 存在して 居る のは 殆ない 。華嚴 
は 僅に 4 - 地 品と 行 願 品が 現存して 居る だけ、 瑜伽は 近時 荻 原雲來 氏が 菩薩 地の 一部分 丈發 見した 位で、 其 他の 寶 
積 や 大集 など \ なると、 現存の 梵本 は" 實に 憐れむべき 僅少の 部分に 留 るの だ。 

大 般若 諸 分の 梵本は 、尼 波羅に 保存せられ たのを、 ホッデ ソン 氏が 始めて 歐洲に 送り、 次で ラィト 博士 ベンド 
1 ル 敎授の 蒐集が あって、 今は 英 國の蓝 細亞協 會 書庫、 印度 局、 ケム ブリデ 大學 、パリの 國立圖 書 館、 甲 谷 他の 
大般若 經槪觀 0 八 七 
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大 般若 經槪觀 

(自由 討究を 精神と せる 新 怫敎徒 夏期 講習 會のた めに 本稿を 草す) 

(明治 四 一 、 新 佛敎第 九 卷七號 〕 

壹大 般若 經の 硏究 材料 

一 緖言大 般若と いへ ば 全然 怫敎に 趣味を 有せぬ 側で も、 恐く 知らぬ もの もない 程、 著名で 且 普通の 經典 
である。 邊陬の 山寺に さへ 時には、 大磐 若の 轉讀 とい ふこと が 行 はれて、 嚴 重の 法 會とな つて 居る。 宗祇が 諸國 
雲 遊の 際 「摩 jl SJJ lk 若 孕 女の 奇特 かな」 とい ふ諧龍 の 一句で、 難 產を救 ふたと いふの も、 頗る 人口に 臉タ火 した 俳 話 
である。 

實際方 面に 於け る 般若の 勢力は、 先 此の 如き もの だが、 敎理 方面の 位置は 更に 一層 重大で ある。 こは 特に 玆で 
喋々 する まで もない ことで あらぅ。 然し かく 普通に 而も 重要で ある 聖典で あるに も 關らず 、多少 名を 知られた 敎 

會 の 學 匠で 更 、屢 Is—、 S 敎理 Q— から 其 慕— 敎—究 したり、 又 I 典 史的に 本文批評 

などに 心を 碎い てる 人が あるかと いふと、 怫敎 硏究の 盛な 今日、 不思議に も、 至りて 寂 莫の樣 に 感ぜられる 。是 
には盒 I 種々 Q 原因 も あらぅ が 二つは 般若が 非常に 廣大 なる 卷帙を 有して 居る ので ニ寸 手が 出し 難いと いふ 
にも 歸し はせ ぬかと 思 はれる。 何しろ 鬼 然たる 六 百卷の 大帙だ から、 峨々 たる 萬饭 の嶮 山を 望みて、 前に 一歩、 


第 九分  vajracchecli s prajfispnramit pt 金剛 般若 

第 十分 > dhyard  プ asdc s. k el prajR tsl param g;- 理趣 般若 


t ハ 分 ある 中、 七 分まで 梵 本が あって、 全體 からい ふと、 漢譯六 百 卷の中 五 百 十八 卷 に相當 する。 

卽全體 の 十分の 八 •六 强に なる。 而 して 此他に 尙 般若 心 経の ょぅな 重要な 般若 部 ^ 典の 梵本も 現存して 居る 
第一 分の 原文は 一部分 旣に 印度で 出版に なった。 尤も 牛の 步の疆 々たる， では あるが、 完成すべく 着々 前 
進は して 居る。 第 四 分は 響に 多數 Q 寫 本が 歐洲 H 來て 居る。 而も 其 中には、 畫 S 品 さへ— の だが、 博士 
ラ 1 ゼン ドラ 丨ラ ミトラが 校合して '一千 八 百 八十 八 年 (明治 十四 年) に 甲 谷 他で 出版を 了っ た乂— 般若は マ 
ッ クッス •ミユ ー ラ ー 敎授の 立派な 公刊が ある (一千 八 百 八十 一年 ヲッ クス フォー ド) 英譯も 東方 聖書 集の 最後 

の卷に 出て 居る。 

原本は 此の 如く 豐富 に殘存 して、 先 資料と して 無類 屈强の もの だが、 此他 註疏に も 貴重な 原本が 傅 はって 居 
る。 訶梨跋 陀羅の 現 觀莊嚴 論が 卽是だ 。これは 小品 般若を 釋し たもので、 漢譯 はない が、 至て 重要の もの だ。 パ 
リのレ ヰ 敎授が 尼 波羅 から 將來 したのを ドクトル 荻 原 氏が 引受けて、 最早 校訂 も 決 了した の だ。 ( 此論 •にっきて は 
荻 原 氏が 確か 「宗 敎界」 に 其 一般を 報吿 したと 記憶す る) 

三大 般若の 異譯 凡そ 經 論に 異譯の 多い ほど 硏究 には 都合が ょい もの だが、 大 般若に も 各部に 多數 の異_ 
大較苕 經槪觀  四 八 九 


大 般若 經槪觀  四 八 八 
西 細 亞協會 文庫の 五箇 所に 分藏 する こと \な つた。 此他に 一二の 私藏の 寫本も ある。 へ ルン ル 氏 珍藏の 小品 般若 
原本な ども、 其隨一 だ。 日本で も 河口 慧海 氏が 五十 餘 種の 梵 本を、 尼 波 羅 から 將來 したとの 事 だから、 その 中に 
も 恐く 般若の 梵本も ある ことで あらぅ と 想像す る。 

近時 于闐其 他 西域 怫敎 古國 の發 掘が 始 つてから、 般若 古寫 本の 斷片も 大分 發見 された。 予が 證定 した 丈で も、 
大品 般若の 寫本 斷片が 五 種 も ある。 何れも 實に 立派な もので、 其 一種の 如きは 堅 三尺 五寸 、幅 一尺 も ある 大本で 
ある。 金剛 般若の 如き も、 最初は 唯 日本と 支那 丈に 原本が 傳 つた 限で、 尼 波 ■には 永く 失 はれて 居た のが、 于闆 
から 四 分の 三 ばかり 原文が 出て 来た。 第 卜 分の 理趣 般若 も 同地から 發 掘され たのを、 經名が 判然せ ず 永く ぺ ー タ 
丨ス ブルダの 大學に 珍藏 して 居た が、 近時 予は 幸に も 其證足 を 結了して、 般若 部の 重要なる 原文が また 一つ 增加 
した。 

今 玆に大 般若 經 十六 分の 中原 文の ある ものを 列記し ょぅ。 

第一 分 心 atassllasrik p' prajf s'. ^. ramlts 

第二 分 paRcarh u atis ccl Ilasrik e' prajfulpsrami s; 大品 般若 

第 四 分 A?tas £DI hasrik sel prajl §/ p £cl rami 3i 小品 般若 

第 六 分 suvikl.alltarikraml  prajr s psramits 勝 天 王 般若 

第 七 分 sapta s' tik cfil prajflapsramits 文珠 般若 


第 九分 丄ハ譯 < 


第 十分. •.四 譯_ 


1 羅 什 金剛 般若 波 羅密經 一 
2 流 支 金剛 般若 彼 羅密經 一 
3 眞 諦 金剛 般若 波羅 密經 一 
4 笈 多 金剛 能斷波 繰 密經 一 
5 玄 羿 能斷 金剛 般若 波 羅密經 
\6 義 淨能斷 金剛 般若 波羅 密經 
1 金剛 智金 _ 頂 瑜伽理 趣 般若 經 
2 不 空大樂 金剛 不空三 麽耶經 
3 菩提 流 支 實相般 若波羅 密經 一 


後秦弘 始四至 十二 (四 ◦ニー 四 一 〇) 

陳 光大 元年 (五六 七) 

隋 大業 元 至 十六 (六 〇 五— 六 一六) 

一 唐貞觀ニセ年(六四六) 

一 唐 長 安三 年 (七 〇 三) 

一 唐開元ニ至ニ卄年(七ニ三丨七三ニ) 
一 唐天寶五至大歷五(七四六丨七七ー) 
廢 長 壽ニ年 (六 九 ニ) 

宋大平 興 國五已 降 (九 八 〇 丨) 


1 施 護 偏 照 般若 跛 羅密經 一 

第 四 分には この 五譯の 外に、 佛朔が 光和 年中に 出した ー卷の 道行、 衞士 度が 晋惠 帝の 時譯 した ニ卷の 般若 波羅 
密道 行經が 目錄に 見える が、 今は 存在して 居らぬ。 第 八 分に も 翔 公の 外に、 ずっと 古く 嚴佛 調が 後漢靈 帝の 中 平 
五年に無上分衞經を譯出したが、惜ぃことには亡失してしまった。第卜分の四譯は、多少大般若の本文とは相違 
した 點も あるが、 大體は 同一の 聖典で あるの だ。 法 賢の 譯した 最上 根本 大樂 金剛 不空 三昧 大敎 王經 は、 この 聖典 


頗增大 された ものであるから、 玆に 書き 添へ て 置く 必要が ある。 
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が ある。 而も 中には、 譯經史 の 原始時代に 屬 する もの も あるので、 非常に 貴重の 材料を 研究者に 供給す る。 今 各 
部に 就きて 其 異譯を 列記し ょぅ。 

1 ^1 竺法 護光讃 般若 經五卷 晋大康 七 年 (西、 二八 六) 

第二 分. 三 譯 2 無叉羅放光般若經ニ七晋元康元年ハこぇこ 

羅 什摩訶 般若 波 羅密經 三 四 後 秦弘始 四 年 (四〇四〕 

支婁 ，迦讖 道行 般若 經 一 〇 後漢 光和 ニ 年 (一七 九) 

支 謙大 明度 無極經 六 吳黃武 建 興 中 (ニニ ニーニ 一 「七) 

第 四 分. 五譯 T 曇摩蜱 . 怫 念摩訶 般若 波 羅密多 鈔經三 晋大元 八 年 (三 八 11 ) 

羅 什摩訶 般若 波 羅密經 一 〇 後 秦弘始 十 年 (四 ◦八) 

施 護 佛母崖 三 法 襲 若讓密 多經ニ 五宋大 平 興國五 年已後 (九 八 〇丨) 

第 六 分.. 一 譯 1 月 婆 首 那勝天 王 般若 彼 羅密經 七 隋天嘉 六 年 (五六 五) 

第 七 分… ニ 譯 jl. 曼陀羅 仙 文 珠師利 所 說摩訶 般若 波羅 密經 ニ (寶積 四十 七會) 梁 天 監ニ年 C 五 〇 三) 

ヾ 2 僧伽 婆羅 文珠師 利所說 般若 波 羅密經 ニ 梁 天 監五年 (五 〇 六) 

第 八 分… 一 譯 1 翔 公懦首 菩薩 無上 淸淨 分衞經 一 劉宋 時代 (四 ニ 〇— K i 〇) 
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此中で 第一の 十萬頌 般若の 西藏 本は、 印度の 甲 谷 他で 出版に なつた。 出版者は ブラ タパ チヤン ドラ •コォ シヤ 
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般謹讀 Q 印度で 33 來た も. QP は、 智 度 論が 傳 はつて 居る。 M れは 第二 分 卽大品 般若を 釋し たもの だが、— 聖 
典 史的 硏究 には、 非常に 貴重の 材料を 含んで 居る。 般若 硏究に 此の 如き 大 論の 存在す るのは、 實に 硏究 者の 幸 js 
である。 

支那 日本 fi 若— は、 幾多— 疏 が—。 ことに 小 部の 般若には これが 多い。 然し かかる もの 1 
るょりは， 直接 經 文に 就きて、 硏究 する 方が 安全で 且つ 捷利 でも ある。 

四大 般若の 西 f 藏譯 西藏 譯の大 般若 經 は、 正藏 カンジ ユー ルの 第二 大部で ある。 漢譯大 般若の 大約 全部を 包 
含して、 其 他に 漢藏に 存せぬ 四 五の 小 部の 般若を 收 めて 居る。 

パリに も：： 一ン ドンに も。 へ 1 タ i ブルダに も、 西藏 一 切 經は備 へられて 居る。 今 又 伯林では 全部の 棄を 手に 
入れた が、 實に 垂涎すべき 立派な 珍品 だ。 日本に も 今は 帝室 寶 庫の 外に、 東京 帝 國大學 に 一部、 東 本願 寺 大學に 
一部の 西藏 々經が 珍藏 されて あるの だから、 特 志の 研究者には、 般若の 蕃漢 比較を 是非 勸 めたい。 大體西 藏譯は 
漢 譯に 上して 梵語を 忠實に 直 譯 して あるし、 且つ 誤譯が 少 いとい ふことは、 一般 學 者の 認めて 居る 所 だ。 

左に 漢譯大 般若 經及び 小 部の 般若 諸 避と、 西藏 般若との 比較 表を 揭げ る。 


貳大 般若 經の 特點と 分類 

五大 般若 經の三 大特點 般若は 勿論 大小 乗の 三藏を 通じての 最大 部の 聖典で ある。 大乘經 で 最大の 卷帙を 有 
する ものは 寶 積の I 百 二十 卷で あるが、 とても 大 般若とは 比較に もなら ぬ。 論 部で 智度瑜 伽 各 ニ 白卷 、大 毘婆沙 
は 至大な 論 部で 二百 卷だ が'  唯 般若 三分の 一に 止る の だ。 然し この 山嶽の 様な 六 百卷の 大部 も、 其 内容を 精査し 
其 文 體を爾 味して 來 ると、 決して 熱く 驚くべき 程の もので もない 

般若は 寶 積や大 集と 同じく、 種々 の經 典を 編纂して 一部と なした もの だ。 換言すれば、 十六 種の 聖典を 合せて 
一部の 大 般若を 組成した の だ。 然し 其 編纂の 方法が、 他の 大集 や寶 積な どの 集經と 全然 相違して、 明な 特點を 有 
して ゐ る。  ■ 

第一に、 例せば 寶積で は、 無量 壽經 とか 阿 閑 怫國經 とか、 護國 尊者 所問經 とか、 各種の 異つた 聖典を 編纂した の 
だが、 大 般若では 其 重要なる 部分は" 同一の 聖典を 廣略 大小 長短 種々 の 形式で 書いた のを、 至廣 至大の ものから 
至 略 至 小に 至る とい ふ 順序で 集めて 居る。 卽大 般若 第一 分から 第五 分までの 編纂 方法が 是だ： これは 大藏中 他に 
全く 類のない 特點で ある。 第一 分は 三 i 千 二字  一 f で 算 して 頌の大 さ、. 三 _ 萬 字の 大聖 典 だが、 第五 分は 
これを 約 十二分の 一、 八 千 頌に說 き 縮めて ある。 尤も J といぅても、 八 千と 稱 しても、 實際 精算す ると、 それ 
丈は ない ので、 唯 大數に 約して 古来から かく 呼んで 居る の だ。 それは 兎に角、 和讓 でも 八千頌 でも、 其 內容は 
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氏で、 一千 八 百 八 ^ 八 年から 同 九十 年までに 「印度 文庫」 の 一 編と して 公刊を 結了した。 

玆で 話は 少し 餘事 に亘 るが、 至元錄 ( 詳題は 至 元法寶 勘同惣 錄) にっき、 一二の 言を 費す 必要が 出来た。 この 
至元錄 とい ふのは、 元の 世宗の 勅命で、 印度 西 藏囘鶄 支那の 諸 高僧が 纂 集した もので、 漢蕃西 藏を對 照した 一大 
聖典 目錄で ある。 南條 博士の 英譯明 藏目錄 は、 一方 ^ らず此 書に 感謝して 居り、 又 吾々 研究者が、 永久に 感謝す 
べき 寶典で も あるが、 中には 隨分 疑は しき 點が少 くは ない。 般若に 就きても 一言せ ねばならぬ 點が 二つ ばかり あ 
る。 

第.ーに至元錄は漢譯大般若經の第十一會已下第卄五會までに相當する蕃譯のー千八百頌が存在し、又第十六會 
の蕃 本なる ニ 千 一 百頌の 般若が あると いふ ことを 書いて 居る が、 前表の 如く、 少く とも 現存の 蕃藏 には か \ る經 
文は 見當ら ぬ。 第二には 帝釋 般若が 西藏 に缺 けて 居る とい ふ 記載 だが、 此は 現に 間違な く存 して ある 0 

般若に 限らず、 同錄 には 他 部に も 頗る 疑し き 記事が 多い。 一例を 擧げ ると、 華嚴 である。 同錄で は 此經は 支那 
から 直譯 したと いふ ことにな つて 居る が、 實 際蕃藏 中の 同經 は、 品目の 別け 方から して 全然 漢譯と 相違して 居る 
から" 直に 此 記事を 信用す る ことは 出來 ぬ。 されば 至元錄 は" ょほど 注意して 見ねば ならぬ。 少く とも 現存の 蕃. 
藏と 精細の 比 確を した 上で なければ、 使用す る ことは 先 づ危險 であらぅ。 

何故か、 る 相違が 出來 たかは、 頗る 硏究 すべき 問題で あるが、 勿論 か、 る 疑點が あれば とて、 直に 至元錄 に不 
信用を 宣言す る ことは、 注意 深き 學者は せぬ ことで あらぅ。 


博士 も、 婆羅門 哲學 書の 簡潔 明哳 なる に 比して、 この 大 乘哲學 書の 如何にも 冗長 散漫な のに 一驚を 喫して 居る。 
然し この 繁縟 冗漫は 重複の 文章 も、 讀み 慣れる とさして 苦に もなら ぬ。 寧ろ 或點で は 便利と もなる。 一例を 擧げ 
ると、 空と 無 相と 無 願の 三解脫 門を 說明 するとして、 第一に も五蘊 十二 處十 八界四 念處六 波羅密 十八 不共 法と 御 
鄭 寧に 例を 引き、 第二に も 第三に も 同一の 文句を 入念にく りかへ すので あるから、 一つ 初のを 譲し さへ すれ 
ば、 他は 一瞥して 通れる とい ふこと になる。 若し 此方 法を 心得たら ば、 十 萬 頌を讀 むとしても 決して 驚く 程の こ 
とはない。 梵 文を 讀 むので も 右の通り だから、 楞伽や 法 華を 讀む より、 比較的 容易で ある。 

六大 般若の ニ 大部分 類 前項で 述べた 如く、 大 般若の 第一 分より 第五 分までは 同一 經典 の、 廣略 大小 種々 の 
形式で 說述 された のを 集めた ので ある。 然し 第 六 分 已下第 十六 分までは、 第五 分の 般若と、 敎理上 同一 根抵に 立 
つて、 內容 にも 無論 幾多の 類似は ある。 本文批評の 方面から いぅたら、 同一 材料を 變形 ともい へよぅ。 然し 何れ 
も 別々 の 聖典で ある。 故に 大 般若 經全體 は、 當然 左の 如き 本文批評 的の 分類が 出来る。 

第一 大部 —— 同一 聖典の 重蘂 I— 第一 分 至 第五 分 1 大部 般若 

第二 大部 —— 各種 聖典の 類纂 I 第 六 分 至 第 十六 分 I 小 部 般若 丨大 般若 經 

第一 大部は 無論 大般 若の 主要部 分と 稱 してよ い。 大 般若の 主腦 とも 云 ふべき は、 此 部分で ある。 其 形式から い 
ふても、 六 百卷 中、 五 百 六十 五卷 丈を、 此 部分で 占めて 居る の だから、 大 般若の 名を 冠せ て も、 決して 不當で は 
あるまい。 日本 及 支那の 古註 釋 家中に、 か X る 分類を した 人が あるか 否やは、 此 等の 註疏を 見る に 不便な 此 地に 
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同一の もので、 引例 や譬 _ や 問答 其 他の 說述 方法に、 廣 略の 差異が ある だけな の だ。 

故に 第一 分 四百 卷 の 大部 裏まず—、 第二 分の 七十 八卷 を熱讀 すれば、 大體 の 要旨は 之を 露す る 1 問は 
ない。 或 事を 說明 する に 就き、 後者は 五蕰 丈の 引例で 濟ま せて 置く のを、 前者は 十二 所 十八 界と廣 く 布衍して 例 
を臚 列す る 位が 相違の 點で ある。 されば 實際 六百卷 というても、 至 廣至詳 と 至 略 至抄の 中道を 行 

くこと とし、 第 

二分 一っ 丈 取り、 第一 分と 第二 分已下 五分までを 略 去し、 他の 六分已 下を 算 すると、 大體寶 積 位の 大さ になって 
しま う。 

第二には 般若には 編纂 方法に 一定の 論理的 方針の ある こと だ。 此が 他の 鐘に 對 して 明な 特點 になる。 大^^ 經 
でも 寶積經 でも、 其 中に 編纂せられ た諸經 典は、 唯 大乘の 聖書を 集めた とい ふ 丈で、 敎理上 一定の 特點の ある も 
のを 或は 竇積 部と いひ、 或は 大集 部と したので はない。 論理的に 観察したら、 寶 積の 中に 實は 般若に 編入す るべ 
き |£ 文もバノくはない。又大集のある聖典を寶積に入れ、寶積のある部分を大集に移されもするのである。要之、 
丘 等は 唯 各種の 聖書を 便宜上 纂 集した 丈の ものである。 然るに 般若では 一定の 方針が 立て X ある。 般若 波羅密 を 
說 いて ある 聖典に 限りて 類 集して 居る。 諸 法 皆 空の 妙 識を說 いた ものを 敎理 的に_ 集して 居る。 卽 他の 便宜 的の 
かき 集め 主義に 對 して、 あくまでも 論理的の 編纂 方法を 取って 居る。 

又 その 文體か ら 見ても、 般若は 他 部と 大に 面目を 異にして 居る。 これ も 亦 見逃すべからざる 第三の 特點で ある。 
大乘經 多し と雖 般若の ょうに 重複の 句の ある 賤の 小田卷 繰り かへ す、 繁縟の 文句の 經 文は 一寸 ある ま ハ。 ミトラ 


て、 他經 の舞臺 には とんと 顏を 出さぬ # 勇猛な ども 大役を 勤め、 秘密 部の 金剛手 さへ 躍り 出る とい ふ 風 だ" この 
兩者 役者の 相違は 聖典 史的に 頗趣味 ある ことで ある。 

參大 般若 經の 成立と 發達 

七大 般若の 成立 論ずる まで もな く、 現存の 大般 若經は 、一部の 集經で あって、 初めから か X る 大部の もの 
が 存在して をら ざり しことは、 誰が 見ても 分る 事實で ある。 卽始 には 十六 種の 聖典が、 各自 獨 立して 存在して 居 
たのを、 ある 時代に 合 集して 六 百卷の 一部に まとめた ので ある。 この 成立の 徑路 は大 集も實 積も 差異は ない。 但 
し 一時に 十六 種を 集めた か、 又は 時代の 經過 と共に 順次に まとまりた るかは、 非常に 困難な 問題で あるが、 兎に 
角 各種の 聖典を 集めた ものであると いふ 丈は、 異論は あるまい と 思 ふ。 

これに 就きて、 本文批評 上から 證明 する のは、 一寸と いふ 譯にも 行かぬ から、 玆には 唯顯 著で 明白な事 實丈記 
して、 この 斷定の 正 當なる ことを 示して 置かぅ。 

六百卷 の大 般若を 見る と、 第一 分には 常啼 、法 浦、 囑累の 三 品が あるが、 第二 分已下 第五 分までに は、 何れも 
これが 缺 けて ある。 (下の 五大 部 般若 對合 表を 精査 ありた し)。 然るに、 第二 分の 古譯無 叉羅の 放光 般若、 羅 什の 
摩訶般 若には、 何れも この 三 品が 具備して 居る。 卽 無叉羅 には 薩陀波 倫、 法 上、 囑累 、羅 什には 常啼 曇無竭 (一 
本 作法 尙) 囑累の 三 品で ある。 法 護の 光讃經 は， 半 部 缺本だ から 何とな りて 居った か 分らぬ が、 多分 他の ニ 本と 
大般 若絰 槪觀  四变 


大 般若 經槪觀  四 九 八 
居る から、 何とも 斷言 する ことは 出来ぬ が。 西 藏の大 般若は、 前に も 表示した 如く、 第一 分から 第五 分までは 漢 
譯の 如く 之を 五分に 分ち、 漢譯第 六分已 下は (缺 けて る 部分 も あるが 3 之を 第 六 分と し、 他の 小 部の 般若 諸經と 
合せて 之を 雜部 般若と 呼んで 居る。 されば 已 上の 分類は あながち 一家の 私 言で も あるまい。 

此他 に尙 重要な 相違が 兩 大部の 間に 存在して 居る。 第一に 第一 大部と 第二 大部とは、 其 文體が 全然 相違して 居 
る。 第一 大部は 前述の 如く、 重複 繁縟で あるが、 第二 大部は 犬に 簡潔 單純に なって 居る。 第一 大部には 頌文 とい 
ふものはーっもない、全部散文で通して居るのだ。第ニ大部には時々頌文が出て來る。勝天王般若にも文：跦般若 
にも、 金剛 般若に も、 詩體の 說述が 少く ない。 夫の 有名な 「一切 有為 法、 如 夢幻 泡 影、 如露 亦如電 、應作 如是 觀」 
などい ふ偈 も、 金剛 般若に 出る の だ。 

第二には 兩 大部の 舞臺に 出る 役者が、 第一 大部と 第二 大部とは 全く 違 ふ。 一方が 舊派 俳優なら、 他は 新舊兩 
派 合同と いふ 風で ある。 第一 大部には 其 序文には 大乘の 諸 菩薩 觀音 文珠 等がず ら りと 顏 みせを する。 本文に も 
香 象 菩薩な どが 出ぬ でもない が 活動す る 役者は、 舎利 弗、 目 連、 須菩提 、富 樓那 、阿難と いふの が 重な 役で、 之 
に 帝釋が 頗る 働く、 其 上に ほ 勝 軍 梵士や 沍河 女神な どが 顏を 出す に 過ぎぬ。 結 文に 常啼法 上の ニ 菩薩が 說て ある 
が、 これは 本生經 的の 譚で 、實際 間 曲に 現 はれて 活動す る 菩薩と いへ ば、 唯一 人彌勒 菩薩 限で ある。 要 之、 第一 
大部の 重な 役者は、 何れも 大小 兩乘 共通の ものである、 否 純 小乗的の 人で あると いふて ょい。 所が 第二 大部と な 
ると、 已 上の 役者の 外に、 純大乘 的の 千兩 役者 文 妹師 利が 頗る 其 技を 揮 ふて 居る。 那伽室 利な どい ふ 新手 も 出 


である。 是は秘 密怫敎 成立 已後の 聖典で、 譯經史 に 現 はれて 来たのは、 唐已後 だが 之を 大品や 小品の 般若と 比較 
すると、 材料 結構 文體が 全然 面目を 異にして 居る。 尙又大 般若 中の 理趣 分と、 菩提 流 支、 金剛 智不 空な どの 譯を 
精細に較べて見ると、秘敎の聖典を著く增補添加をして、般若の中に取り込むだ形跡も明である。また夫第七分 
卽文珠 般若 だ。 この 經は 引く手あまたの 美人の ような もので、 寶積の 方に も 入籍して 居る。 是も 一時 獨 立して 居 
たのを、竇積般若の兩方から引張砜で、今日の樣な風になったよい證據ではないか。少し別の談になるが、大體 
寶積 は、 餘程 般若と 深い 關 係の ある 點も少 くない。 同經 第三 十一 會の烜 河 上 優 婆夷會 も、 羅什大 品 般若の 第五 十 
九 河 天 品に 出て 来る (他の 四 大部の 般若 及 玄獎譯 に 於け る此 品に 就きて は、 下の 對合 表を 見よ)。 其 他に も 種々 面 
白い 類似 も あるが、 別問題になる から、 今は 略しよう。 

また 第 八の 那伽室 利 分に も 明かに 後代の 資入が 見える。 此經は 大體頗 古代に 屬 する もので， 首楞嚴 三昧 經など 
ゝ 同系 だが、 大 般若に 編入す る 時に、 金剛 般若の 「如露 亦 如電」 の偈を 添加して ある。 この 偈は 勿論、 古譯 には 
存 して 居らぬ の だから、 添加の 跡は どうしても 覆 ふこと が 出来ない。 

本文批評 上、 槪觀 したら 先 ざっと 此の 如く だが、 玆に 一っ 右の 事 實を證 明す る 强大な 經證が ある。 それは 仁王 
般若 經の 文で ある。 

大尊世 尊。 前已爲 我等 大衆。 二十 九 年。 說摩訶 般若 波羅密 。金剛 般若 波 羅密 。天 王 問 波羅密 。光讃 般若 波 羅密。 
今日 如 來放大 光明。 斯作 何事。 ( 羅什譯 、序 品 一、 月 九、 四 六 左、 同文 不空 譯閏 七、 ニ 右) 
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支 婁迦讖 道行 般若 經 
支 謙大 明度 經 
羅 什 小品 經 

施 護怫母 出生 三法藏 般若 經 
梵 本 A ^ a i. hasril a 


ニ 九 曇無竭 
ニ 九 法 來開士 
二八 曇無竭 
三 五 法 上 


三 ◦囑  累 
三 〇 囑累 阿難 
ニ 九囑  累 
三ニ囑  累 


大般 茗經 槪觀  五 〇〇 
同く 此三品 が あった 事と 考べ られ る。 また 第 四 分は 梵 本の 出版 も あり 四 種の 異譯 (曇 摩蜱怫 念の 合譯は 缺本 であ 
る) も あるが、 何れに も 右の 三 品が 現存して 居る。 

二八 薩陀波 倫 
二八 普 慈開士 
ニ 七薩陀 波 倫 
三 四 常 啼 

三 〇 sadapsruda  三 一 Dharmadhata  ニ 一二  par s' clana 

背 ^ の厂刀け方には出入があるヵ 何れも 明かに 右の 三 品を 具備して 居る。 第三 分と 第五 分には 異譯が 傳はら ぬ 
から 何とも 云へ ぬが、 要 之、 大品 でも 小品で も大 般若が 缺け てるのを 具へ て 居る ので ある。 

何故 大 般若の 第二 分と 第 四 分には こ Q 三 品が 缺 けて 居る か、 これに 對 する 解答は 卽 明かに 大 般若が 別々 に翌 
して 居た も Q 裏め S 霞 大 の 震— る Q だ。 蓋し 霜の 異譯 や梵本 基いて 大_ 第一 分 S する 右の 三 品 

に 上較 すると 他 Q 諸 品 Q ょぅに、 廣 略の 差異がない。 殆ど 同一で ある。 其 所で 別々 に 存在して 吾っ た 五分 , 

精密に 言へ ば # こ 第二 第 四の 三分^^の 般若を 集める 時に、 重文になる ので 略 去した ので ある。 各自 獨立 に # 立 
したのを 集めた 痕跡は、 歷々 と 見 ゆるでは ないか。 

第ニ大部卽小部般若の方へ來るとこの痕跡が一脣鮮明に顯はれる0其ー例を擧げると、夫の第十分 0 理趣般漪 


の ものが 廣大に なるとい ふの が 普通で ある。 十 偈 あったの が、 五六 偈增 加す ると か、 十 品の ものが 十二 三 品に な 
ると かいふ 風に 進化し 發 達して 行く ので ある。 一寸 例を 擧 ぐれば、 夫の 普賢 行 願賛で ある。 これは 初 四十 ニ渴し 
かなかった のを、 後には 六十 ニ偈 になった。 其 上に また 長 行が 出来た とい ふ樣 な譯だ C 楞倣に も かゝる 箇所が 何 
箇も ある。 然し 般若では 廣大な ものが 漸次 節 略され、 流動 放漫な ものが 次第に 凝集 固 結して 行く とい ふ 傾を 有し 
て 居る。 言を 換へ ると ニ 萬 五 千頌が 一 萬 八千頌 になり、 一 萬 頌に節 略せられ、 八千頌 まで 縮められた とい ふ 順序 
だ。 他 經の發 達を 假に 擴大的 性質と いふ 名を っければ、 般若は 方に 緊縮 的 性質の 發達 なの だ。 

何故 般若は 此の 如き 緊縮 的の 發達を したので あるか。 これは 般若の 傳道的 性質から 来た ことで ある。 大乗の 諸 
經は槪 して 傳道的 性質、 卽其經 典 自身に 對 する 俥 道 的の 性質を 具へ て 居る。 法 華の 如きは 實に 適切の 例で あるが' 
般若が 聖典 崇拜 の傳 道と 來 ると、 實に 盛な もの だ e 般若の 書寫讀 誦受 持の 功德 は、 到る 處 極力 勸說 されて ある ハ. 
第一 分の 校 量 功德品 などは、 數 卷に亘 りて 重複 鄭寧に この 傳道 をして 居る の だ。 般若 諸 部の 梵文が 、今日 尙多數 
に殘存 して 居る の も、 實は この 熱心な 傳道が 與つて 大に 力が あるので あらぅ。 然るに 書寫 する にしても、 讀 誦す 
るに しても、 十萬頌 とか ニ 萬 五 干頌 とかい ふ 大部の ものでは 容易に 實行 出来た もので ない。 其 所で 勢 精 要を 撮 略 
して、 小 部の ものを 作つ て 行く とい ふこと になつ たの だ。 ゥ H ブス タ ー の 大字 典は あまり 大册で 、一寸 學生 など 
には 不便で ある。 其 所で 携帶 にも 購入に も 便利な、 中 辭典 小 辭典が 出来た と 同じ 理屈で ある。 此 傾向は 次第に 進 
みて、 般若 心經 とい ふょぅな 至極 煎じっ めた H キス も 出来、 西藏 には たった 一字の 阿字。 不生 不滅、 本来 皆 空の 
大 般若 經槪觀  五 〇 三 


大 般若 經槪觐  五 〇 ニ 

仁王 經は 唐已後 秘密 敎の 勃興と 共に、 非常に 重要の ものと なり、 日本 にても 昔時 仁王 會は東 寺 三 大法の 一で、 至 
て 重要 秘法と なって 居った。 然し 梁の 時代には、 疑經 として あまり 信用はなかった 樣だ 。梁武 帝の 注解 大 品の 序 
には 「唯 仁王 般若。 具 書 各部、 世旣以 爲疑經 。金劂 置而不 論。」 とまで 書いて ある。 又西藏 では 之を 疑 經に屬 して 
居る とい ふこと が、 至 元錄に 見 ゆる。 然し 旣に法 護 眞諦の 古 譯の存 して 居った こと も同錄 にある、 不 空の 譯もあ 
る。 この 經に關 した 種々 の 秘密 儀軌の 譯出も あつたの だから、 印度での 新しい 作では あらう が 鬼に 角 支那での 僞 
作では ない ことは 明かで ある。 餘談は 先 この 位に して、 此 文で 見ても、 當 時摩訶 (第一 分 若く は 第二 分) 金剛 (第 
九分) 天 王 問 (第 六 分) 光讃 (第 四 分) の 諸般 若が、 獨 立に 存在して、 まだ 一部の 集經大 般若は 出来て 居らな か 
つたこと が 見える。 

また出三藏記の中に、僧叙や支道林が作った、般若に關する序文があるが-此等の文中にも-別々に諸部の般 
若の 存在した る ことは 書いて あるが、 大般 若の こと 卽 各部を 編集した る もの \稆 在は 何とも 云うて 居らぬ。 され 
ば 目今 吾々 の 有する 六 百 卷の大 般若は、 その 成立が 比較的 新しき ものと 考 ふる 外は ない。 

八大 般若の 發達 前項の 如く、 大 般若 經の各 分が、 何れも 初は 獨 立の ものであった とすれば、 玆に其 中 何れ 
が 古くて 何れが 新しい かとい ふ 問題が 必然 出て 来る。 第一 大部と 第二 大部とは 何れが 先に 出来た か。 大品と 小品 
とは どっちが 先で 原始の 形體 であらう かとい ふ 問題は 是非 玆で 解決を 要する 順序になる。 

大體 般若の 發達 は、 全く 他の 大乘經 と 正 反對の 方向を 取って 居る。 他の 諸經 では、 簡單 ょり 複雜に 進み、 短小 


飜譯の 出る まで、 絕 えて 見えぬ。 之に 反して 第 四 分は、 非常に 古代の 譯が あって、 漢の 末に 旣に 支那に 流布して 
居る から、 或は 第 四 分が 先で あらう とい ふ考も 不當で はない が、 然し 初め ニ 萬 八 千 頌の大 品が あって、 それから 
ー萬頌 小品が 撮 略された 跡で、 中間の 一 萬 八 千頌の 第三 分を 作る とい ふのは、 まづな いこと であらう から、 大抵 
は 左の 順序で 出來 たものと 見て ょから う。 

第二 分 (ニ 萬 五 千) i 第三 分 ( 一 萬 八 千) 4 第 四 分 (一 萬 = 大八 千) 4 第五 分 (八 千 = 小 八 千) 

十 第 I 分と 第二 分の 關係玆 で 第一 分と 第二 分との 關係を 論ずべき 順序に なった。 大體 第一 分は、 印度には 
古代から 存在して 居った ので、 僧 叙の 小品の 序には 左の 文が ある。 

斯經 正文。 凡 有 四 種。 是怫異 時 適化廣 略之說 也。 其 多 者 云 有 十萬偈 。少者 六 百偈 。此 之大品 。乃是 天竺 之 中 
品 也。 (出 三藏 記、 結 一、 四 ニ、 右) 

僧 叙は 羅 什から 此傳說 を 承繼 したので あらう から、 確實の ものと 信じて ょい。 四 種と いひ" 六 百偈と 指して あ 
るのは、 どの 般若を 指した のかは、 分明で ない が、 何れにしても、 當時 印度に、 十 萬偈卽 第一 分の 般若が 存在し 
たのは、 これで 充分に 證 明され る。 また 支 道 林 も、 大小 品 對比 要抄の 序に、 

惜昔圆 之。 日。 夫 大小 品 者。 出 於 本 品。 本 品 之 文 有 六十 萬 言。 今 遊 天竺。 未 適於晋 。今 此ニ抄 。亦 興于 大本。 
出 者 不同 也。 (出 三藏記 八、 結 一、 四 三 左) 

玆で本 品と いひ 大本と いふのは、 十 萬偈の 般若を 明かに 指して 居る ので ある。 六十 萬 言と いふ 勘定は、 稍少き 
大 般若經 槪觀  五§ 


大般若 經槪觀  五 〇 四 
表徵 たる 阿字 一つ 丈說 いた 般若 さへ ある 位 だ。 是まで 來 ると 隨分 滑稽 だが、 然しなる たけ 簡便. にして、 傳 誦書冩 
に 都合よ くしよぅと いふ 般若 本来の 精神は よく 現れて 居る ではない か。 

九大 品と 小品との 關係 今一 步 進みて 此發 達の 順序を 證定 して 見よぅ。 先づ 第一に 大 品と 小品 だ、 これは 明 
に 小品が 大 品を 節 略撮抄 して 出来た ものと いふ ことは、 明に 本文で 見られる。 下の 對合 表に つきて、 大 品の 第 六 
品から 二十 四 品までの 文が、 如何に 巧に 小品の 第一 品に 撮抄 縮小され たかを 吟味 すれば、 眞に 分明になる。 然し 
此撮抄 のために 或點で は 小品 ばかりでは、 文 段の 連絡 や、 思想の 順序が、 隨分 探る に 困難な 場合 も ある。 道 安 法 
師 も、 道行 經の 序文に、 この 消息を 洩 して 居る。 

佛泥日 後。 外國 高士。 抄 九十 章。 爲 道行 品。 桓靈之 世。 怫 朔簣詣 京師。 譯爲漢 本。 因 本 順 旨。 然 i 

旣抄 撮。 合成 章 指。 音 特俗異 。譯 人口 傅。 _ 非 三 達。 胡 能 得 本緣故 乎。 曲 是 道行。 頗有 首尾 隱者 。古賢. i 
之。 往 々有滯 。仕 行 (朱士 行) 耻 之。 尋求其 本。 到子閲 。乃 得 送詣食 垣。 出爲 放光 品。 (結 一、 三 五、 左} 

右の 文中 九十 章と いふのは、 第二 分大品 般若、 卽 放光 經の 九十 品を 指す ので、 之を 印度で 抄 略して、 道行 品 卽 
第 四 分 小品に したので ある。 古譯に 第 四 分の ことを、 摩訶 般若 波羅密 抄經と 題して あるの も、 亦 道 安の 傳へ た、 
古傳說 の確實 なる を證 して 居る。 

第五 分は、 勿論 第 四 分を 更に 抄 略した ものである。 これ も 本文を 對照 すると、 其 痕跡が よく 見える。 第三 分と 
第 四 分とは、 何れが 先に 成立した か 杖 解決すべき 證據 もない から 斷 言は 出来ぬ。 譯經史 の 上には 第三 分は 玄羿の 


で 五六 部 般若の 發達 は、 左の 圖の樣 になる。 

第一 分 (一 〇〇、 〇〇〇) ~>第 ニ 分 io 一 五、 〇〇〇) i 第三 分 (一べ、 〇〇o)  4 第 四 分 (一 〇、 〇〇〇) 

4 第五 分— (八、 〇〇〇) 

十一 小 部 諸般 若の 發達已 上は 大般 若の 主要部 分で ある 第一 大部の 發 達を 略述した の だが、 今更に 第二 大部、 
卽第 六分已 下の 諸 小 部 般若に 就きて、 槪 略其發 達を 研究して 見よう。 

諸 小 部 般若の 中には、 頗 古代に 屬 する ものと、 比較的に 新しい ものと あるが、 其多數 は、 何れも 大小 兩 品の 成 
立 己 後に 出來 たもので、 種々 の樣 式で、 般若の 精髓を 撮 取して、 一部を なした ものである。 彼の 前述の 緊縮 的 凝 
集 的の 性質は、 此處 にも 明かに 看取す る ことが 出来る。 但 、前の 場合は、 同一の 經 典を 撮 略した の だが、 今の 場 
合は 全く 別の 枠を 持て 來て 之に 般若の 精 要を 箝め込 んだ ので ある。 

諸 小 部の 中で、 大部 般若に 最も 近い 形式を 有し、 其內容 から も 非常によ く 撮 略した 痕跡の 見 ゆるの 尥 、金剛 般 
若卽第 九分で ある。 之は 直系の 小 部 般若と いうて よから う。 經中に 主として 活動す る 役者は 須菩提 で、 大部 般若 
と 全く 其 趣を 一にして 居る。 

第 十一 分 已下第 十六 分までは、 順次に 六 波 羅密を 說い たもの だ。 寶積經 菩薩 藏會の 中に 六 波羅 密を說 いた 部 
分、 秘密 部に 屬 する 大乘六 波 羅密經 など X、 全然 同一の 形式で ある。 要 之、 此 部分は、 大部 般若の 應用 とも 亦 補 
遺と も總 結と も 見るべき もので、 大部の 中の 敎旨で 、詳く 六 浪羅密 を說い たに 過ぎぬ。 大部の 中に も、 般若 彼羅 
大 般若 經槪觀  ， 五 ◦セ 
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に 失する が、 兎に角、 大小 兩品已 外に 一大 部の 般若が 當時 印度に 存在した 證據 は玆に 、も 明かに 見ぇる。 

此 他、 尙 一つ 强大な 證據が 大智度 論の 中に ある。 卽ず っと 溯りて、 龍樹の 時代に も 第一 分は 印度に あった の 
だ。 

復 次三藏 。有 三十 萬偈 。幷爲 九 百 六十 萬 言。 摩 訶衍甚 多。 無 重 無限。 如此中 般若 波 羅密 品。 有 ニ 萬 ニ 千偈。 

知 1! 10 ^0 扣勒飯 小 般若 品。 尙 不能 讀 。何況 多 者。 …… 又 1 不思議 解脫經 十萬偈 。諸怫 本起經 。寶 

雲經、大雲經、各々卜萬偈。法華經、華手經、大悲經、方便經、龍王問經、阿修羅王問經等諸大經。無量無 
邊 。如 大海 中寶 。(大 智度論 第一 百、 往 五、 一 〇 五 右) 

龍樹 大論師 は、 此所で 小乗の 三 藏に對 して、 大乘經 の 無量 無邊 なること を對辨 したので あるが、 當時 印度には 
明に 十 萬 偈の大 般若 品卽 第一 分が 存在して 居って、 之を 大 般若 品と 稱し たもので ある。 正に 前の 僧 叙の 序 分に あ 
る 記事と 一致す る。  - 

旣に龍 樹論師 の 時代に、 十 萬頌の 大本が、 ニ 萬 ニ千頌 —— 龍樹は 今の所 謂 ニ 萬 五 千頌を 稍 精密に 算定した I 
が 並立して 居た とすれば、 前の軌 轍で、 後者は 前者 大本を 抄 略撮抄 して、 成立した もので あらぅ とい ふ 想像 も 決 
して 無理では あるまい。 但 、是 は尙兩 者の 梵本及 漢土 各種の 異譯を も 精密に 比較した 上で なければ、 輕々 に 速斷 
する ことは 出來 ぬが、 然し、 支 道 林 も 前に 擧 げた 序文の 中に 「大小 兩品者 出 於 本 品」 と 明記し、 特に 「今 此ニ抄 
( 大品及 小品) 亦興于 大本」 とまで 書いて あるの だから、 此 想像は、 大體 正鵠を 失した もので も あるまい。 其 處 


は、 確に 見 ゆる。 然し この 兩分 は、 古代の 方 等 聖典、 例せ ぼ 首楞嚴 三昧 經 とか 維摩 經と かの 様に、 文铢が 主と な 
りて 經典が 出来 上って 居る。 卽ち 、其 形成の 上から 見たら、 當時の 方 等 大乘諸 聖典の 影響を 受けて 居る の だ。 こ 
れは 、全く 前の 第 十一 分已 下と 相違した 點だ。 

第 十分の 理趣 般若は、 實に 面白い 聖典 史的の 位地を 占めて 居る。 此經は 言 ふまで もな く、 般若の 經典 崇拜が 大 
乘怫敎 徒の 間に 强大の 根柢を 有した のに 乘 じて、 秘密 敎徒 が、 密敎の 敎理と 般若の 空理と を 融合して 作成した 重 
要の 聖典で ある。 それが、 後代に なって、 再た び 般若 部と して 還 本復 歸 して、 犬 般若の 中に 收め られ たもので あ 
る。 故に 其 內容も 外形 も、 著しく 他の 般若と 相違して ゐ る。 

已 上の 小 部 諸般 若は、 其發 達の 工合は、 各 相違す るが、 大部 般若 成立 已後に 出来た ものである 丈は、 何れも 立 
證 出来る。 然るに、 第 八 分の 那伽室 利 般若 だ。 これは 頗 古代に 屬す る經で 、支 婁迦讖 の古譯 小品が 出た 時代 1 
後漢靈 帝の 中 平 五 年 (西曆 紀元 百 八十 八 年) 1 に、 早く 旣に 漢土に 傅は った。 其內容 は、 般若と 同じく、 一切 
皆 空を 巧妙に 說て ある。 然し 其說 明の 方法が 主として 諸 法 如 幻と いふ 思想に 依って 居る。 此 思想は、 勿論 般若で 
も 重要な 說明 方法の 一で、 諸 所に 散 說 されて ある、 故に 第 八 分と 大部 般若とは 思想 上の 親緣 である ことは 論ずる 
まで もない。 さりながら、 單に 此點ば かりでは、 どうも 那伽室 利 分が 大品 若く は 小品から 他の 般若の ょうに、 發 
達した ものとは、 斷言 出来ぬ。 寧ろ 般若 成立の 當時に 、大乗 佛敎 一般の 根本 思想であった、 如 幻 論が 一方 大部 般 
若に 顯 はれ、 他には 那伽室 利 分に 出た ものと 見る が 穩當 であらう。 而し てこの 般若と 親緣の 思想を 有する 聖典 
大般若 經槪觀  五 ◦力 
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密と 他の 五 波羅密 とを 對辨 した、 箇所は 少く はない が、 一一の 波 羅密に 就きて 詳說 した 所は ないから、 寶積 菩薩 
藏會 などの 說相 に準じて、 此 部分が 後代に 成立したら しい。 換言すれば 微少の 內容的 影響を 方 等 部の 古經 より 受 
けたと も 云へ よう。 此 部分の 文體 は、 他の 小 部 般若に 比して、 比較的 大部に 近いが、 譯經史 には 大 般若の 譯出ま 
では、 絕 えて 其 名を 見ぬ から、 恐く 新しき 時代に 屬 する もので あらう。 之には 强大の 證據も ある。 第 十六 分、 卽 
此集團 の 最後の 般若 波羅密 分を 見る とこう 結んで ある。 

善 勇猛。 若 於 般若 波 羅密 多。 甚深法 門。 受持 一句。 尙獲 無量 無 邊功德 。況有 於此大 般若 經 。能受 持轉讀 。書 

寫 供養 流布。 廣 爲他說 。彼 所 獲 福。 不可思議。： 善 勇猛。 我爲 有情。 斷 疑惑 故。 說 如是 大 般若 經 。(犬 

般若 第 六 百、 第 十八 九 表) 

これは 十六 分を 總 じての 大 般若經 とい ふ 名を 出した ものであるから、 其 新しい ことは 前の 硏究 で、 別に 呶々 せ 
ぬで も 明 了で あらう。 他の 部分では 此經 とか 般若 波 羅密 とか 呼んで、 其讀 誦や受 持な どの 効能 書を ならべ 立てる 
Q だが、 未だ 此結 文の ように 明かに、 「此大 般若 經 J とか、 「如是 大 般若 經」 とか 十六 分 合した 今日の 六 百 卷の經 
文を 指した 所は ない。 これは 此 部分は 恐く 般若 諸 分 中 最新の もので あらう。 或は 大 般若 編纂の 當 時に、 補遺、 總 
結の 考で 成立した のでは なから うかと いふ 想像が 無理で ない ことが 分らう。 善 勇猛 菩薩 卽第 十六 分の 對吿 者の 名 
も、 他には あまり 見ぬ 菩薩で ある。 

第 六 分と 第 七 分、. 勝 天 王と 文珠の 兩 般若 も、 金剛 般若と 同じく 大部 般若を 撮 略し 其 精 要を 取りて 成立した 跡 


其實五 者には、 品目 章 段の 出 人 開 合 頗る 甚 しく、 事に 當 りて、 一事に 搜 すすら、 實に 容易の 事では ない。 閱藏知 
津の 中に も、 般若の 條 下に、 少しく 對照が して あるけれ ども、 勿論、 精細の ものでは なし、 或は 說き 或は 略して 
頗粗雜 の ものであるから、 實 際の 役には 立たぬ。 而して 本文批評の ヒには 、是非とも 對合照 比の 切要が あるの 
で、 是非 一度、 誰か r 全部の 對 照を 作成して、 世に 公表す る 義務が、 とぅの 昔に 旣に 怫敎學 者に 殘て 居た の だ。 

ヤコビ 敎授 が、 印度 兩大 史詩 諸刊 本の 精細に して 感謝すべき 對合 表。 近時 出来た ブル ー ムフ ヒル ド敎 授の應 然 
として 勞カ實 に 多き 吠 咜の對 合 表。 此 等に 比すれば、 固ょり 拙 表は 取る にも 足らぬ 小さき ものであるが、 出來得 
る 限は 忠實に 作つ たの だから 活字に 誤植 さへ なければ、 多少は 學 者の 便 宣とな る 事は、 公言す るに 憚らぬ。 

五大 部 般若 比較の 外に、 大小 兩品異 譯の對 合 表を も 添付した。 大 品の 方の 梵漢 比較は まだ ケム ブリデ の寫 本が 
全部 來ぬ ので 完了せ ぬから* 梵 本の 方は 略して ある。 

十三 對合表 使用の 注意 對合 表は 總 じて 三種 ある。 第一 五大 部 般若の 比較。 第二 大 品の 異譯 比較。 第三 小品 
の 梵漢及 異譯の 比較で ある。 三 表と も 何れも 縮刷 藏經に 依りて 作成した ので ある。 明藏 などは 縮刷の 分卷と 少し 
く 異る點 も あるから、 特に 一言して 置く。 

葉號の 前の 羅馬數 字は 縮 藏の帙 數で ある。 第一 分の 10 ) 一 は 第一 卷第 一品 洪 第一 帙の意 である。 葉號の 次 
の ab は 一葉の 表裏 兩面で 、其 次の 數字は 行數 である。 第一 分の 第 十八 品に 相當 する 第二 分の 23  (423) 一一 9 ales. 
は 第 四百 二十 三卷 、第二 十三 品 日 ニ、 九 葉 裏 第 十八 行から 始まる のを 示した もの だ。 他は 皆 之に 準ずる。 第三 表 
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は、 後代 大 般若 編纂の 時、 多少の 增 補の 上、 攝 入され たもので あらう とい ふ 想像が つく。 譯經史 の 上から 見て 
も、 此經の 飜譯が 、他の 小 部 諸般 若に 先ち て 存在して 居た ので 此 想像が、 必 しも 根 據のな いもので ない とい ふこ 
とが 考 へら るれ だら う。 


前に 叙述した 所を 總括 すると、 略 左圖の 如くなる 
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肆 I 大 般若の 對合表 

十ニ對合表の必要前に述べた如く、大般若の.主要部分は、五種の同ーなる聖典が廣略長短種々の形式で說 
述 されて あるの だから、 硏究上 是非とも 五 者の 精細なる 比較 表を 要する。 第一 分の 或 文句は、 第二 分の 何 處に出 
て 居る か。 第三 分の 某 品は 他 分では どぅな って 居る か。 凡此 等の 比較的 搜 索の 必要は、 始終 起って 來る 。故に 五 
大部 般若を、 一目に 比較し、 隨意に 好む 所を 捜索の 出来る 樣な 、索引が 入用と なる。 是が 卽對合 表で ある。 

若し 五大 部の 般若が、 大體 同一の 分 章が して あり、 其上搜 索が 簡單に 出来れば、 か \ る 表 も 必要では ない が、 
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大般若 經槪觀  五一 二 
の梵 本の 頁號の 次の 數宇も 同じく 行數で ぁる。 例せば 羅什譯 の 小品 第 十四 品は 梵本で は 14 , 28 6 , 10 第 十四 品 ニ 
八 六 頁の 第 十 行から 始まる の だ。 

予は此 表を 作成す るに つきて、 手許の 縮 藏の大 般若が 缺 けて 居た ので、 リ H 丨ジユ 大學圖 書 館 所藏の 本を 借覽 
したの だ。 同大 學が 寬大 なる 貸 出に つきて は、 厚く 玆に 謝意を 表する。 
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大 般若 經 概論を 讀む 

(明治、 四 ニ、 新佛敎 第一 0 卷四號 〕 

去歲の 夏な りき。 予は大 般若に 就きて、 一 篇の蕪 稿を 草して 本紙を 煩は したりき。 されば、 橘惠勝 氏が この ニ 
月に 公表した る 同經の 「槪 論」 に 就きて、 數 行の 辨を 費すべき 責任の、 當然に 我に 存す るを 感ぜり。 同氏の 論 未 
だ 結了を 吿 げたる 忆 あらず、 而も 我が 責を負 ふべき 部分と ' 言は むと 欲する 所は、 方に 此回の 論 中に 存せ り。 之 
に 次がむ 氏が 稿に 至りて は、 他日 また 自ら 拙 評を 試む る機會 あるべし。 予は贅 を臚陳 する 前に、 橘 氏が 去 歲の拙 
稿に蝥して注意に吝ならざりしことを謝して置かむとす。この感謝の念は、我責任の感想をして、益重きものと 
なしつ。 

橘 氏が 今囘の 稿、 三 段を 以て 成る。 第一の 「譯 本の 流通」 に 就きて は、 固から 纪フ g o:^ m! «5 にして、 些も言 
を揷 むの 餘地 なし、 第三は 「大經 の 大 なり。 是又 多く 異議な き 所。 我 言は むと する は、 實に 第二の 「成 
立の 時處」 に 就きて なり。 — この 項 下に、 氏が 試みた る 數箇の 論斷と 材料の 運用と に 就きて、 薄 かその 訂正を 
乞は むと 思 ふなり。 

近時 「新 佛敎」 の 誤植は、 頗： |$1し| の あり。 予は 誤植の ために、 氏を 累す るに 忍びず。 而も 何れの 行が 倒置 
大般 若經槪 論な 讀 む 5. 一 b 
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日く、 橘 氏に して、 若し 此 文中 同經の 存在の 明記を 佚せ しなら ば、 宜く 之を 補訂すべく、 其 誤植に 依りて 起れ る 
混 雜の 如き も、 明に 之を 訂正す る責 あり。 

橘 氏は 予が 般若の 緊縮 的發 達を 論じた るに つき、 反對の 思考を 有する が 如し。 氏は 正面ょり 予が 稿に 
つき 反駁した る 所な れ ば、 今呶 々して 宜矢 を發 する の 要な しと 雖、 予は 特に 讀者に 對し 、氏が 此 部分 (拾、 こ、 
一一 區 下段) と、 拙稿 參 、八— 十 (九、 八、 六 七 一— 六 七 九) とを 參照 せむ ことを 望み。 また 橘 氏に 對 しては、 
更に 本文批評 若く は 原文 比較の 方面ょり、 精密なる 敎示を 得む ことを 望む。 

(ニ) 橘 氏は 般若 第二 分 東北 方 品の 豫 言を 以て、 般若 成立の 時處を 斷定 せむ と 試みぬ。 こは 氏に 先ち て 荻 原雲來 
氏が 旣に. 「東洋 哲學 J 上に 公表した る 思考 なれば (東哲 、十六、 六) 橘 氏が 着眼の 警抜なる を讃 すると 共に、 又 
荻 原 氏の 功を も沒 する 能は ず。 而 して 荻 原 氏が 精細なる 地理 的考證 は、 橘 氏に 優る もの ありし を 公平に 記し 置く 
義務 あり。 而も 予は 此豫 言を 採用す るに つきて は、 其 必然的 意義を 有する ものなる や、 叉 慣用 的 偶發の ものなる 
やを 精密に 吟味す る 要 ある. べしと 思 ふ。 蓋此豫 言は 般若の みに あらで、 涅槃に も 現 はれ (盈 、五、 四 九 左 九已下 
盈 、九、 三 五 左 一 五己 下) 其 他 一二の 經にも 見 ゆる 思想 なれば、 更に 此 等との 關 係を も精究 する 必要 あれば なり。 
是尙 可な り、 而も 氏は 日く 

第一 分 難 聞 功德品 (荒 六、 七) には 大同小異の 文句 あれ ども 〔評者 日く 卽 如是 般若 波 羅密多 甚深經 典 我涅繫 
後從 東南 轉至 南方 已 下の 文が〕 羅什譯 大品經 には 相似の 文句 だに ある ことなき なり。 
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にして、 何れの 文が 錯 板なる やは、 氏が 正誤 あらず んば 、我には 之を 判別す る こと 全く 不可能な り。 されは 今は 
唯、 現刊 に從ひ 、其 判明せ る 誤植の 外は、 假に 之を 氏の 正文と 看做し 去りて 拙 評を 揷 まんと す。 

(.一) 橘 氏は 儈殽の 小品 序 中に、 四 種の 般若 ある 記事を 把り て、 羅什 の譯に 大小 兩 品と 金剛 あり。 その他に 十 萬 
頌の 大本、 當時 存在し たれば、 之な むめり と 推せられ し 如し。 こは 當れ るが 如き も、 梁 代に も此 四 種に 就きて、 
爭議 ありし を、 一 應斷り 置きての 上なら では、 直に 推斷 する は 不可な り 右 小品の 序の 數行 前に、 「出 三藏 記」 中 梁 
武の 「注解 大品 序」 に此 疑を 揷 めり。 同 序には 仁王 般若に 十 萬、 大 品、 勝 天 王、 金剛の 四 部を 擧 げたる を 疑似に 
付せ しも、 仁王が 疑經 ならざる は 定論 あり。 また 譯經 史上、 之を 證し 得る を 以て、 或は 叙が 序 之を 指したり と 見 
む も、 ー說 となし 得べ し。 要するに、 此點 は甚 しく 云々 する に 足ら ざれ ども、 橘 氏は 之に 續 きて、 

然らば 羅什當 時には 集經 十六 分の 中に て、 第一 第二 第三 第 四 第 八の 四 種 あるに 過ぎ ざり しなり 〔評者 日く。 

氏の 說 通計して 五 種と なる。 また 第 八は 那伽師 利 分に しで 金剛 般若に あらず。 此間 植字の 錯誤 あるべし〕 其 他 

の 十二分は 比較的 後代に 成立した る こと 明な り。 

若し 此 文中、 第 八の 二字が 金剛 般若を 指さず して、 那伽室 利 分を 指したり と 假定せ ば (勿論 かくせば 金剛 般若 
を 更に 加 ふるの 要 ある も)、 言 ふべき こと あらざる も、 前來の 文に 照らし 之を 第 九の 誤植と 見 ば 大に訂 IF f: 要 
すべき も Q たら f を 得ず。 蓋、 那伽室 利 分 逢く 後漢 の 世に 其譯 あり。 首榜嚴 三昧 經 等の 古 経と 至 密の關 係を 
有す。 般若の 硏究に 於て は、 本文批評 Q 上に 於ても、 敎理 方面に 於ても、 特に 注意すべき 部分な れば なり。 故に 


卽玄# の譯は 原形に あらざる こと、 歷 然として 爭ふ ベから ず。 橘 氏が 唯玄# の譯に のみ 依りて、 毫も 古 譯を參 
照せ ず、 一一 六 頁 上段の 想像を なした るは、 稍輕 忽の憾 なきに あらず。 

(三) 橘 氏 謂ら く、 羅什は 龜玆傳 来の 原本を 譯し 、玄羿 は于圓 國 より 傳 来した る 原本を 譯せ るなら むと。 羅什本 
に 就きて は. 一の 證據を も 有せず。 然れど も、 玄羿 所傳の 本が 那爛陀 の 大學に 出し ことは、 疑を 容る ベから ざる 所 
なり。 勿論、 三藏 は歸途 、于圆 にあり て、 尙其信 度 河を 渡りし 際に、 流失した る經 典を 覚めし も、 大體は 信度已 
西、 卽 印度 本部の 原本に して、 こは 三藏が 歸唐後 同門の 智光 法師に 寄せし 書に 徵 する も歷々 たり。 (慈 恩 傳五及 
七) されば、 予は 今羿師 所譯の 原本は、 其多數 、印度なら むこと を 信じ 置かむ とす。 那斕 陀大乘 怫敎の 講究の 盛 
大 は、 漢 傳西藏 共に 歷 々たる 所。 パ ー クの 敎會史 、ニヤ ー ヤサン グテハ に すら、 其 盛況を 記して、 寶積 等の 存在 
を 確む るを 見る。 羿師が 、中 印より 聖典を 得た るを 信ぜむ は、 寧 學術的 常識の み。 

(四} 橘 氏 また 謂ら く、 西域 記の 研 句迦 〔現 時の karghalik なり。 于闐と 隣 比す 朱俱 波、 朱 駒 半、 研 ^ 繫等と 
對譯 す。 位置の 確定は  Steins*  Ancient  Khotan  P.  89  seq.  watterwyuan  chwang. 一一  p.  29 3 seq. を 見よ。 橘 
氏の 文、 此 重要の 古 國の現 位置を 明言せ ず。 卽 之を 付記す。〕 に 十 萬頌の 大本 數部を 藏 し、 又 「寄 歸傳 j に 北 六 南 
海 純ら 小乘 なりとの 記事に 據 りて 日く、 

玄# 義淨の 旅行の 當 時の 印度には、 所謂 大乘 經弘 通せ ざり しこと 明白な り。 近時 尼 波 羅 より、 法 華 般若 等の 梵 
本發 見せられ、 學者は 古来より 中 印度に 大乘經 の 行 はれた る ことを 思惟す る もの あれ ども、 西藏 より 傳來 したる 
大 般若 經槪論 か 讀む  五 ニー 
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と。 而も 羅什譯 の 大品經 には 明に 其文嚴 在す るな り。 

舎利 弗。 是深 般若 波羅蜜。 怫般 涅槃 後。 當至 南方 國 土。 …… 從 南方 當轉至 西方。 …… 從 西方、 當轉至 セ 方。 
…… 舍利 弗。 是深叉 若彼羅 蜜。 是時 北方 當作怫 時。 (大 品、 第 十三、 間 持 品、 —— 月 三、 八 一、 右)。 

單に羅 什の みならず 無羅 叉の 古譯 にも 此 文歷然 たり。 載せて 放光の 第 十卷眞 知識 品 四十 六 (月、 I 、 六 ◦左) に 
出っ。 ^ 三第四第五の三分11^じく ||: 文ぁり。こは余が作成して去歲の拙稿に付せる對合表にっきて、 檢 4i 
せ ば甚 しく 時間を 要せざる べし。 予は橘 氏の 此 重要の 文を 什譯 中に 之な きを 斷 言し、 加 之 無 羅 叉の 古譯 にっき 毫 
も檢 出の 勞ど 取ら ざり しを 惜む。 

蓋 > 此 文は 其 性質 豫言 として 趣味 ぁるの みに 止ら で、 又 本文批評し 重要の 暗示を、 吾人に 與ふ。 讀者乞 ふ 左の 
比較を 見て、 如何に 聖典 本文の 增大が 行は るか ー證に 供せ ょ。 


! また西 ^ 現在の大藏譯本は、ニ三支那譯ょり重 1| したるものを除き、多數は印度傳道者の西藏の,於が唐の 
末ょり 宋妄 sfi 傅した る も Q にして、 支那の 如く、 石 域 地方 Q_ は 極めて 謹—。 着た 塵に 大乘 
經 典の 流通した 事を 立證 する にあらず や。 要するに、 此段橘 氏の 論斷甚 しく 炳明を 缺 くもの あるを 哀 まざる を 得 

し、、 o 

吋 

已上 筆に 任せて 評し 去る 所、 之を 概括せ むには —1 

1 橘 氏が 第一 第二、 第三、 第 四、 金剛 般若の 外は、 比較的 後代に 成れり. とい ふは 誤に て、 其 一 那伽師 利 分は 
旣忆漢代に嚴存したる證あるこふ)。 

2 橘 氏は、 般養 北方 流通の 文は、 羅什譯 に 「相似の 文 だに あるな し」 と斷 じたる も、 嚴に其 文 あり。 而も 
聖典 史硏究 上 重要の 文なる こと。 

3 橘 氏は 羅什譯 の 般若 原本は 龜玆 本に して玄 獎の 本は 于園本 なりと、 想像す る も 其證を 得る に 道な きこと。 

而して支 # の本が、中印度本なることは、適當に推斷し得べきこと。 

4 橘 氏は 玄 非 義淨旅 行の 當 時の 印度に 大乘 經典弘 通せ ざり しとい ふ も、 反對 の事實 、餘 りに 明白なる こと。 
學 ^ ガ尼波羅に現存せる ^ 典に依りて、中印に大乘經典の流行したることを信ずるは、西藏の所傳に衣る 
にあら で、 歷史 、字 象學 、聖典 史に 依りて、 之を 確信す る ものなる こと。 

大 般若經 槪論ん -讀む  - 5 ニニ 
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近代の 事實 なること を、 思考せ ざる 淺見なら ざるな からむ や。 

此 文を 若し 些の 誤植な しとして、 多少 怫敎 文學の 智識 ある ものに 讀 ましめば 如何。 渡邊海 旭の 獨逸 にある と 
き、 ハウプトマンの 「沈 鐘」、 ニイ チェの 「ツァラ トス トラ」、 ヮグネルの 「ニ ー ベルン ゲン」 が 弘通せ ざり しとい 
ふ 議論を 反玟 すると、 一般の ものなる べし。 玄# 義淨は 言は ず、 法顯 も智猛 も、 華氏 城の 一信 徒の 家に て大捏 繫 
經の 原本 さへ 得た るは、 記錄の 明かに 示す 所。 「智度 論」 は 今且く 措く とする も、 玄弈 ょり 少しく 早く、 支那に 來 
りし 中 印度 剎帝利 族の 傳道者 の譯 せし 「般若 燈 論」 の 中には、 盛に 般若を 引き、 而も 其 最も 後代の 添加 
と信ぜらる、最後十ー分已下の文すら引きあるにあらずや(ー例として論の第五を見ょ)。烏茶國王ガ唐德争に ^ 
十 華嚴の 原本を 貢した るは 更に も 言は ず。 寂 天の 「集 菩薩 學 論」 には、 殆ど 都での 大乘經 を 引けるな ど、 言 ふま 
でもな きこと なるべし。 乞 ひ 問は む、 「法顯 、義淨 、玄羿 等親 聞 目覩」 したる 記錄 にして、 菜して 當 時の 印度に 大 
乘 經の弘 通せし を 否定した る 確證も あるに や。 

氏が 所謂 「西藏 ょり 傳來 したる 近代の 事實」 とは 何を 意味す るに や、 救 度 主の 「佛 敎史」 に 記載 ある、 聖典 
に 就きての 記事の 如きを 指す にや。 將又 他に 氏の 讀み たる 書 あるに や。 若し 假に 解して、 尼 波 羅の 殘存の 聖典が、 
西藏と 何等かの 關係 ありとの 意なら ば、 こは 少しく 玆に辨 ずる 要 あり。 抑 現存せ る 尼 波 羅の 聖典 中、 其の 最古の 
ものは 宋代 若く は 唐 末に 溯り 得べき ものにして、 往 々にして ペナ ー ス 付近に て 書せられ しもの 存す 。こは 同地 方 
の怫敎 徒が、 婆敎 復興の 壓迫 に堪 へず、 經を 護り て尼谈 羅に 、其 避難 地を 求めた る、 興味 ある 史蹟を 示す ものな 


大 般若 經 の傳來 (: 就きて 

(橘惠 勝 氏に 答 ふ) 

(明治 四 ニ、 五、 新彿敎 第一 C 卷七號 ) 

前に 掲載した 拙稿 「犬 般若 經槪 論を 讀む」 に對 して 橘 氏は 一文の 答 辯を 出した。 (新 怫敎 拾、 五、 四 ニ 五 頁 下段 
至 四 ニ 七 頁 下段) 之に 就いて 學術 上の 責任から、 また 候、 本誌に 四 五段 拜 借を 願は ねばならぬ ことにな った。 爭 
議は橘 氏と 予 との 間 だけの 樣だが 多少 一般に 向っても 參考 になる 點がな いで も あるまい。 

橘 氏は 拙稿の (一 )〔=- 橘 氏が 第一、 第二、 第三、 第 四、 金剛 般若の 外は 比較的 後代に 成れり とい ふは 誤に て 其 
一 那伽師 利 分は、 旣に漢 代に 嚴存 したる 證 ある こと。 其 他 一二の 錯誤〕 に 答ぅる ことは、 「他日に 期す る こと」 と 
された から、 「秋風の 吹く 頃」 まで、 此簡單 至極な 正誤を 延す こと X し。 (ニ) 〔纟橘 氏は 般若 東北 方 流通の 文は、 
羅什譯 に 「相似の 文 だに ある ことなき なり 一と 斷じ たる も、 嚴に其 文 あり、 而も 聖典 史硏究 上、 重要の 文なる こ 
と〕 に 就きて は、 一 羅什譯 には 北方ょり 東北 方と いふ ことは 云 ふて ない」 との 辯 解 だが、 予は相 似の 文が 存在す る 
而も 重要な パラレル、 ハッセ ー ジが 存在す る、 之が 般若 成立を 論ずる には、 玄羿譯 から も 原始的の 形體. である 
丈、 それだけ 價が あると 申した 丈の こと だ。 無 羅 叉の 古譯も 出し、 尼 波 羅梵本 や 干闐發 見の 斷片 まで 比較す る 煩 
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蜀人に 惡癖 あり。 凡學術 的の 論文に して、 少しく 典據を 放漫に し、 稍 其 資料の 取捨に 怠る もの あるときは、 白 
璧の微 瑕と 雖、 輒 之を 寬假 せず。 以て 其 全貌を 葬り 捨て、 顧みざる に 至る。 予は橘 氏の 論が、 其 訂正— 誤植に あ 
らず として 1 すべき もの、 甚少 からざる に 關らず 。氏が 一隻の 眼 精と、 不退の 精進に 對 しては、 尙此稿 及 未刊の 
續 稿に、 敬意を 表する に 躊躇す る ものに あらず。 獨 人の 偏_ 、豈之 倣は む や。 唯 期す る 所は、 論斷を 後に して、 
研究て 忠實 なる にあり。 妄に多 草せ むが 爲に 、輕忽 書を 抄 し* 文を 羅ぬ るに あらず して、 克く鑽 り、 克く 磨き、 
匕 らず 書せ ざるべからず して 書し、 必らず 發せ ざるべからず して 發す るに あるの み。 書し 了り て、 自ら 戒め、 又 
世の 識者に 問 ふ。 (三月 五日 稿) 


問 如 契經說 。菩薩 經三劫 阿蘇 企 耶 。修業 四 波羅蜜 多。 方 得圓滿 。此是 何等 却耶 。(收 八、 七、 右 八 行) 

と あるを 釋 して 湿 羅 蜜の 名を 擧げ (施、 戒 、進、 收 八、 八 右、 一七 行)、 一々 の 勤修に 就き 實 例を 提出 
し 

外國師說。有六波羅蜜多。謂於前迎。加忍靜慮。迦濕彌羅國諸論師言。後ニ波羅蜜多。卽四所攝。謂忍攝在 
戒中 。靜 慮攝在 般若。 …… (收 八、 八、 左 八 行) 

と說 き、 更に 異說を 列べ て ある。 この 波羅蜜 圓滿證 得 佛果の 信仰は、 十八 異部 ともに 共同の もので、 之 こ g 燃 
燈如來 QI2 持ち出す こと も、 大抵 紋切 形に なって 居る。 唯 波羅蜜の 數が 甲では 四、 孕は 六と いふ 風に 開會が 
1 限の こ矣 。ぐ i 靡は、 十 波羅蜜 (六 波羅蜜に 誠 識 、勝 解、 慈悲、 嘗加 へたの S。——、 之を 
三十 波羅蜜に 廣 開して る。 有 部の 迦濕彌 羅國師 も、 婆沙 編輯 當 時は 四 彼 羅蜜成 滿說が 勢力が あった が、 世 親 時代 
には 明に 六讓靈 で—、 勿論 世 親は 有 部から 見たら 異 安心 だが、 正統 馨の 親玉と もい ふべき、 衆 賢 も 六 波 
羅蜜に 不服を 唱へず 、世 親 俱舍業 品本頌 の、 

但惠普 施 被 折 身 無忿護 底沙 佛 I 上 菩提 產羅蜜 多 於 如是 四 位 三 又 三 如 次 修圓滿 

.赢宗 、(ニ 四、 冬 八、 一 五、 右 初 行) にも、 正理 (四 四、 冬 五、 一七 左、 六 行) にも、 おとなしく 釋を 加へ て 
居る。 加 春 部律藏 の h 部 「藥 事」 にも、 三 祇六農 滿の實 例を 擧げ て、 

修行 滿六 波羅蜜 慈心 常 有 思念 處 (寒 四、 K 四、 右三 行、 尙六 三、 左 九 行 已下參 照) 
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を 取った のは、 この 必要が あったから なの だ、 尤橘 氏は 

「對 校の 疎漫で ある 罪は、 生の 免る、 ことの 出來 ない のは 無論で ある」 

とまで 言 ふて 居られる から、 此上は 何も 呶 々の 要 も あるまい。 (四) 〔彳八橘氏は玄弊義淨旅行の當時の印度に、 
大乘經典弘通せざりしといふも、反對の事實餘りに明白なること。 « 學者が尼波羅に現存せる聖典に依りて、中 
印に 大乘經 典の 流行した る ことを 信ずる は、， 西藏の 所傳に 依る にあら で、 歷史* 字象學 、聖典 史に 依りて、 之を 
確信す る ものなる こと〕 に關 しては 

「兄は 生の 先達で あるから (稿 者 日く、 そんな ことは 學術上 どうで もよ いこと だ)、 兄が 指導 (稿 者 日く、 元よ 

り敢て 當らず だ) に 反抗す る樣な ことは せぬ」 

と 言 はれて ある。 甚だ 恐縮の 至り だが、 この 項 も先濟 むだと 見て よから う。 

殘餘の 一項 卽 (三) だ。 〔==橘氏は羅什譯の般若原本は龜玆本にして、玄羿の本は干圓本なりと想像するも、其 
證を得るに道なきこと。而して玄 # の本が、中印本なることは適當に推斷し得べきこと〕だ。之に對して橋氏は 
約 三 段 計りを 費して、 答 辯して 居る が、 今 氏の 辯 護を、 五 項に 分けて 一々 私議を 挿む で 見よう。 

1 婆沙の 證は 當らず 、橘 氏は 婆沙の 文で、 般若 經 典の 印度 己 外の 國から (橘 氏が きめた) 傳來 したのを 證明 
しようと 試みた。 然し、 氏が 援引した 文は、 其實 般若 經典 には 何等の 關係も 認める ことは 出來 ぬ、 全然 他事を 說 
明した 文で あるの だ。 ー體 この 文は、 婆 沙の第 一 百 七十 七に 


ぬ。 卽ネ ー ベン ザッ へで ある。 大 般若 六 百卷の 中で、 六 度を 並列して 說いて あるのは、 竇積 などの 影響を 受けた 
と 思は る X、 第 十一 分 已下極 新しい 部分に 止まる。 これと て寶 積な どとは、 違って 第 六を 中心とした 說き 方で あ 
る だ 力ら パ 部の 精 要た け說い た 般若には、 丸で 他 度に 觸れて 居らぬ もの も ある。 文珠 般若な どが それ だ。 更 
に 手近い のは 心經を 見れば 分る。 「六 波羅蜜 多を 說 ける 般若 經 類」 では 實際は ない ので、 精密に 云 ふと 般若 波羅蜜 
を 明かした から、 般若 經類 なの だ。 然し これは どぅで もょ いこと だ。 

2 般若 大本が 中 印に 盛 行した る 證先づ 積極の 證明を して 次に 自家 實驗の 反證を 擧げた ら 、大抵 予が 責任は 
濟むだ らぅ。 

r l は 青桉大 論の 記事 だ。 これは 拙稿の 中に も 出して 置いた し、 大槪 の佛學 者は 知りて 居る 文 だから、 再 ^ は 
せぬ。 この 記載は、 僧 殿 や 支 道 林が 强大 なる 助證も ある こと だから、 先 づ確實 の ものと 見て ょい。 

第二には 分別 明の 般若 燈論で ある。 論 中 所々 に大 般若 第 十一 分已 下の 文が 引いて ある (論 ニ、 五一、 六 四、 左 
一二  <一 論 五、 署一 、八 一 右 九 △論 十一、 暑 一、 一一 ニ 左 ニ 〇等) 。此 部分は、 大 般若 經の 結論と も 見べき もので、 
全體 として P_Q 大馨 Q 存 f 譽 して 居る It 謹 上、 大 般若が 中 印 S 行し、 _の1 して 居た 
とい ふ、 强大な 文獻的 證據で ある。 此 論を飜 譯 した 波 羅頗密 多羅は、 記傳の 明記の ある 通、 勿論 中 印度の 學僧で 
ある。 

第三は 西 藏傳來 の 十萬頌 般若 だ (甘 珠爾 、第二 大部 I、 フエ ー ャ氏 甘珠爾 解題、. ギメ ー 博物館 年報 所載、 一九 
大 般若 経の 傳來一 一 就 さて  E ニ， L 
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と頌 結して ある。 されば、 薩 婆多師 と、 婆沙已 後、 若く は 迦國已 外では、 六 度成滿 が通說 となって 居た ことが 
明に 判る、 また 曇無德 部の 聖書 怫本 行經 (大衆 部所 傅の 同經は 幸に 原文で 傅は って セナ ー ル 敎授が 印行した) も、 

六 度 成 滿說で ある。 (其. 一例と して 本經 降魔 品、 辰 八、 三 六 左 一二 行の 文 一っ 見たら 充分 だら う)。 大衆 部 も 無論 
同說 で—。 他の 諸 部は よく 調べぬ が、 何れにしても 三祇に 波羅蜜を 成滿 するとい ふ ドグマは 變る まい。 

だから 婆沙の 本文は この 信條に 就きて 迦濕彌 羅師は 六 度を 四 度に 合せて あるが、 他國の 論師の 中には、 六 度と 
開く の も あると いふ 丈の ことで、 般若 經典に は 毫も 關係 も緣故 もない 話 だ。 實際 正直に 此 文を 見たら これ 已 上の 
意味を 加へ るのは、 寧 蛇足と いふ もの だら う。 

それから 序 だが、 婆沙で 外 國師と あるのは、 輕く 迦國已 外の 國と 見た 方が、 穩當で は あるまい か。 婆沙で は、 
迦 國に對 して 常に 外 國師と 並べ 書く のが 文例 だ。 前文 も 其 一っで ある。 迦 湯 彌羅國 外師と 書いた 所 さへ ある。 理 
窟 としても、 前に 擧 げた 通、 六 蠢滿說 は、 婆沙議 の 當時旣 に 曇 無德や 大衆 部に あったし。 又 有 部の 律文から 
推しても、 一辰の 有 部師は 六 度 成滿說 だっ たらう と 思 ふから、 無論 さう 見た 方が よいと 思 ふ。 更に 政治 史の 方面 
から 見る と、 當 時ち 印度は 群雄 割據― 、燕、 强を競 ふとい ふ 有様で— し。 蠢の 地理 的關係 その 民 
俗の 鎖 國的氣 風から 見ても、 外國 とい ふのを 自國己 外と 見た 方が 面白い。 

これ も 序で、 どうで もよ い 事では あるが、 般若 經は その 名の 示す 如く、 名詮 自稱で 、第 六の 智慧 波羅蜜の 深義 
を 中、 レと して 聞 明した もので これが 所謂 ハゥプト ザッ へで—。 前 五 度は 要するに 引例に 過ぎぬ。 霧に 過ぎ 


これでは 十萬頌 であるか、 ニ 萬 五千頌 であるか、 明 了では ない が、 兎に角、 涅槃の 成立 前に、 中 印に ある 大部 
の 般若 經が 勢力が あった とい ふ强大 牢固の 證左 である。 

ま、 S 織 ■を すれば、 ないでも ない が、 この 等 切り上げて'  反證の 方を實 驗 Q 上から、 一寸 出して 置か、 っ。 

近時于闐を中、七として、其附近の怫敎古國から'*豐富な古經典の梵文斷片が出るが、まだ十萬頌の斷片はー枚 
も 出ぬ。 ニ 萬 五 千頌の 方は予 が靈 した 丈で も、 五本 ある 位 だ。 足 處で十 萬 頌が盛 行して 居たら、 一枚 立 丈 出さ 
うな ものであると いふ 考が 浮ぶ。 而 して 十 萬頌の 方は、 ニ 萬 五 千頌程 同地で 學習が 盛でなかった と 云 ふ 假定も 立 
てられる。 羿師已 前に 于闐 から 十 萬頌を 支那に 輸 人した 人 Q なかっ たもの も、 兹で 多少の 解釋も 付く こと だ。 そ 
れ から 十 萬 類 Q 梵文 に體 から 見ても、 弊^: 入國已 前に、 あれ だけの 梵文 が、 中央® 細！^ で 書ける 害がない •。同地 
では そ QSQ 麵 さへ ある 位で ある、 翥 地で どし，、 般若 q ょうな 變 の 麵が出 來れば 、特別に 自國語 
の飜譯 は 入らぬ 譯で はない か。 

- 尤當時 & 勾迦 に、 十一 論 Q 諸 大乘經 が珍藏 されて たのは 確 であらう。 然し 今 增上 含麗 、宋 、元の 三 大藏が 珍 
藏 せられて、 之が 世界的 靠 判の も Q — っても (丁度 研國 の 完備した i が、 露 1 靈 の大1 った 
如く」、 其 根元 地の 宋や元 や 高麗で、 一時 この 大藏が 一部の みならず、 多數の 部數が 諸大 寺に あった とい ふ事實 
には 毫も さしつ かへは ない。 寧ろ 强大な 存立 證を 提供す るまで だ。 珍藏 したのと、 「盛 行」 したのと は、 少し 筋道 
がちが ふ。 
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九 頁)。 これは 前 稿に も 出した 通、 印度 傳來の ものであるのは、 西藏の 史乘に 明白で ある、 管々 しく 玆に キヨツべ 
ンや 、シユ ラ ギン ドヮィトな どを 引 張り出さなくても よから ぅ。 

第 四は 現存の 尼波蓰 r 梵本だ 。尼 波 羅と中 印との 怫敎 史上の 關係 も、 又 何故 獨り 尼波羅 丈に 經典が 殘つた かと 云 
ふことも、略して前號で述べた箸だ。十萬頌の梵本には、公頌の樣に古寫本がまだ出ない。卽八千頌のょぅに、 
中 印 傳來の 跋文が あるの がま だ 發 見され ない が、 他の 大乘 經古寫 本を 類推して、 中 印 傳來を 證 明出來 やぅと 思 
ふ。 

已上 四條の 外に、 救 度 主の 「印度 怫 敎史」 の 中に、 十 萬 頌の中 印で 盛に 行 はれた ことが 所々 に 見へ る。 これは 
西 藏所傳 の古傳 說を蒐 めた もの だから、 叉 一方の 證據 として、 第五に 數 へて 置かう か。 —— 第一と 第二の 文獻的 
證據 第三と 第 四の 史的 證據で 大抵は 充分 だが。 

今一つ、 これは 助證 として だ. が、 第 六證を 提供し ようか。 これは 彼の 中 印傳來 の歷々 とした、 大 涅槃 經だ 。此 
中に 般若に 關 する 非常に 重要な 文が 一つ ある。 


法顯譯 (中 印度 本) 

.善 男子。 當 憶念 一切 功 德聚經 。我說 般若 波羅蜜 大經 
不二 …… ( 經卷 五、 盈 九、 ニ ◦、右二 行) 


曇 無 讖譯 (于圆 本) 

善 男子。 汝應當 堅持 憶念。 如是 經 典。 如 我 先 於摩訶 
般若 波羅蜜 經中說 。我 無我无 有 二相。 (經卷 八、 盈 五、 
四 〇 右、 ニ ◦行} 


合しない、寧ろ古譯と一致する點が多い若し玄羿の底本が、于闐傳來だったら、五本ある中、どれかーっ位合ふ 
のがなければ ならぬ 害では ないか。 此處で 一っ 趣味の ある 假定が 出来る。 日く。# 師は 般若 成立 已 後、 那爛陀 で 
發達した新本を將來し。于圓では、#師訪問當時、否その後、于圃怫敎の滅亡まで、尙成立當時そのまゝの、般 
若 原本を 維持して 居た もので あらう。 こは 印度では 梵 文に 自由の 增加添 補 も出來 るが、 于 M では それが 不便で あ 
ると いふ 理由から 來た ので あらう。 

4 羿師が 智光に 寄せた る 報吿に は 大乘經 を 含む 

橘 氏が 引いた、 玄羿 答智光 書は 實際 正直に 本文には 次の 如く 書いて あるの だ。 橘 氏の 引き 方が 正しい か、 否 
やを 玆處で 一っ 讀者に 客觀的 試験を 乞は う。 

A 慈 惠傳第 七、 陽 ニ、 三 三、 左 五行 A 橘 氏が 引きた る 文 (本誌 十、 五、 四 ニ 七 上段) 

支# 所將經 論。 已飜瑜 伽 師地論 等 大小 三十 餘部 ……  已翻瑜 伽 師地論 等。 大小 三十 餘部 。(陽 ニ、 三 ニ ！ 

三 ニは 三 三の 誤植な り 評者) 

橘 氏は 肝要の 「左 羿 所得 經 論」 六 字を 拔に して 了って 此文を 引き 日く 「大 乘經 典に 言及して ない」 と。 好し。 
それなら ば、 千 萬步讓 って、 此六 字は 拔きに しても かまは ぬ ものと 許して、 「大小 三十 餘 部」 の 中に、 大乘經 m 、 
がない かとい ふと 實際 含まれて 居る。 大に 含まれて 居る。 約 三分の 一已 上 も 含まれて 居る の だ。 之が 『大 乘經也 、 
に 言及して ない』 と 斷言出 來るだ らう か。 

大锻 若經の 傳來一 一就 さて  五三 H 


大 般若 經 の傳來 1- 就 ^ て 五三 ニ 

3 西域は 印度を も 意味す。 慈 恩 傅の 「於 西域 所得 大乘經 二百 二十 四 部」 の 西域を 橘 氏は 中央 西 細 商と 解して 
居る が、 これは 無理で ある。 玄羿の 西域と いふ 名詞は 印度と 中央 亞細亞 とを 合併した 名で ある。 寧 重きを 印度に 
置いた 名で ある。 手近 ひ 證據 は、 「大唐 西域 記」 の 西域 だ。 この 書が 中央 亞細亞 限の 旅行記で ない のは 誰でも 知っ 
てる® であらぅ。 羿師は 時に 西域と いふ 字を 印度に 局限して 使用した 所 さへ ある 「左 # 往 、以怫 興 西域、 遺敎東 
傳」 (陽 ニ、 ニ 五、 左 一七 行) などは、 最適 當の 好例 だら ぅ。 尙玄 弊が、 于圃滯 在中の 記事は、 隨分 詳しく 慈恩傳 
に 出て 居る が、 同地から 經 文を 得た とい ふ 記事は 少しも 見へ ぬ。 ー體玄 羿 三藏 は、 當時 那爛陀 出身の 一大 巨匠 
で、 于國で は國師 とい ふた 樣な 格で、 其 最新の 學 風を 講義 もす る、 之で 學徒 も提撕 したと いふ 風で ある。 勿論 根 
本 聖典と もい ふべき、 大 般若の 樣な 大經を 、此 印度 怫敎の 出店で、 求める なんて 不見識な ことは、# 師當 年の 意 
氣と 、地位から しても、 出來 たこと でなかった らぅ。 又 若し 于園で 萬 事埒が 明けば、 其 後智光 法師に 依賴 する 世 
話 もなかった らぅ。 早い 談が 、本場の 伯林と か ラィプチヒ あたりで、 獨 逸文 學の 精華を 硏め た學 者が、 日本に 歸 
ると して、 歸途 、獨 逸文 化の 東漸した、 山 東 あたりで、 態々 ワィ マル 藩 版の ゲ ー テ大 集を 捜したり、 ハゥプト マ 
ンの伯林新版全集を1ふ頓間な眞似はしまいと思ふ。常識は何にでも必要だが、學術上にも亦隨分入用だ。 

玆處 でも 一っ 實驗 上から 反證を 提供して、 •予が 議論は 無責任の ものでは ない とい ふこと 丈の 證明 をして 置か 
う 0 

前項にもーー目ふた通、于圃から發見された五種の斷片を、玄羿譯の大般若第ニ分と精密に比較すると、少しも符 


永徵 元年 〔西 、六 五 〇〕 
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稱讃淨 土 經 < 

分別 緣起經 (二月) 
瑜伽釋 (二月) 
藥師經 (五月) 

百 論 本 (六月) 

無垢 稱經 (八月) 
諸佛心 陀羅尼 (九月) 
本 事 経 (十一月) 
百論釋 (十二月) 

ニ 〔西、 六 五一〕 

29 七佛 名號經 (一月) 


30 十 輪. 經 (六月) 

31 成業 論 (九月) 

同 三 C 西、 六 五 ニ〕 

32 法住經 (十月) 

同 四 C 西、 六 五三〕 

無 譯 
同 五 C 西、 六 五 四〕 

大乘 功德經 (六月) 

順 正 理論 (七月) 

顯无邊 怫土經 (九月) 

救濟 苦難 等 三 陀羅尼 (九月) 


3, 

34 


35 


3 


37 持 世 陀羅尼 (十月) 


法師に 出した 報吿の 月は 分らぬ が、 兎に角、 この 十 年間の 成蹟 三十 餘 部の 中には、 大小と # - 師が 精密に 斷はつ 
た通、深密もあれば 25 維摩もあり 30 十輪經もあれば 20 淨土の本經もあるし多數の祕密經さへある。それで 
も、 银 して 「大 乘經に 言及して ない」 と 言 へれば、 實に 妙で ある。 

大 般若 經の 傳來に 就きて  五三 五 
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五三 四 


非 三 藏が智 光 法師に 與へた 書中、 三十 餘 部と あるは、 # 師が歸 唐 後貞觀 十九 年から 初めて 發信の 年、 卽ち 永徴 
5.0 ¥o まで、 十 年間の 譯經 成績で、 其 詳細は 次の 如き もの だ。 之は 少し 面倒 だが、 開 元錄第 八から 抄出して 正 的に 


クロノロジヵル、ヲルダーにしたのだ。 
貞觀 一九 〔西、 六 四 五〕 

1 怫地經 (七月 出) 

2 六 門 陀羅尼 (七月) 

3 大 菩薩 藏經 (九月) 

同 ニ 〇 〔西、 六 四 六〕 

4 顯揚 聖敎論 (一月) 

5 大乘雜 集 論 (三月) 

同 ニー 〔西、 六 四 七〕 
6五藕論(ニ月) 

7 深密經 (七月) 

3 入 正 理門論 (九月) 

同 ニニ C 西、 六 四 八〕 


9 天 請問經 (三月) 

10 瑜伽論 (五 ど 
11 唯識 三十 論 (五月) 
12 金剛 般若 經 (十月) 
13 百 法 門 論 (十一月) 
同 二三！： 西、 六 四 九〕 


4 

5 

6 

7 

r-H 

8 

9 


.緣起 聖道經 (一月) 

勝 軍王經 (二月) 

般若 心經 (五月) 

攝大乘 論 本 及ニ釋 (六月) 
最無比 經 (七 |-1 ) 

佛地經 論 (十月) 


は少 々編輯 者識 Q 毒 1 が IQ と、 今一つ Q 理由は、 槪論 q 四已 下は 奈大 般若の 文を 索引 的に 抜き出 
した もので、 氏 Q 文は 此引 文と 比べる と、 五分 Q 三 若く— に對 する 三位の も？  — とい i_t、 

& 右の オ文 に當り 一」 一々 其 文脈 や 語句な どを 精細に 正直に 引 文と 比較せ ねば どうしても 安心が 出來 ず、 信用が 
置けぬ ことで—。 f に 今は 大 般若の 全— 手許— いから、 この 閑囊が 一寸 急には 出來 窆矣 。歸 りが 
けに 「秋風」 でも 吹いたら、 印度 局 か、 ベルリン 大學 あたりで ニ々 本文に 照らして 見て、 今少し 組織的に 尋 
6> に分 -^ 6> に弓文を調へょう實際の所、氏が文だけでは今手が付けられな(。 

付言 I 已 上で 予が學 術 的 責任は 終つ たが、 少し 餘 白が あるから、 ニ | 項 書いて 置く ことに 仕らう。 

第一に 橘 氏は 荻 原 氏が 大衆 部に 關 する 論は、 「放漫」 だと 言 はれる が、 そんなら ば、 其 「放漫」 の 理由を 批評 
するな り、 攻撃す る— して 吳れ たら 學 徒の 利益 f う。 余は 橘 氏が この 責任 基さぬ 內 は、 荻 原 氏の 論が 何 
處が 放漫な のか、 少しも 分らぬ。 又 橘 氏が 何の 必要が あつて 予が 論の 答辭 に、 荻 原 氏に 對 する 漫罵 (氏が 批評 
の 出ぬ 中は 漫罵と しても ょい) を 持し 出した か、 其點も 一向 合點が まいらぬ。 

第二、 予は橘 氏の 文に 對し (一) の 項 下で 「典據 放漫」 も 申さぬ 積り だが 橘 氏が 自分で そう 極める— 尤 J 
に辨 解の 必要 もない。 又予の 「難詰」 が 「無謀 J だが 「輕忽 j だが、 それ も 橘 氏 一箇の 御考だ らうから、 「返上 
する 必要は 余には 少しもない。 こんな 感情 上の 談は 畢竟 どうで もょ いの だ。 

第三、 橘 氏は 日本 近時の 學風が 、予が 出發當 時と 違 ふから 「忠告」 するぞ との 仰で、 有難く 頂戴す る。 然し 
大 般若 經 の傳來 1- 就きて 
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序に云ふが、この乾燥無味の表が、羿師の偉大な跡を仰ぐにっき、中々面白い資料となる。大抵ー月ー [3 に和 
か 小 部の ものを 譯 したり、 順 正 理の樣 な 大部の ものを、 起筆され たこと など も、 中々 趣味の ある 事 だ。 

5 雑件 ニ 項予は 決して 于闐と 大乘經 典との 沒 交渉の ものであるとは 何處で も 言は ぬ。 言は ぬのみ ならず、 
多少は 此點に 注意 もし 趣味を 持って、 實 際に 同地から 出る 斷片の 研究まで して 居る ので、 不完全では あるが 「新 
怫敎」 や 「宗 敎界 「に 成績を 常に 出して 居る の だ。 迦繊 や朱士 行の 傳來 も、 去年の 拙稿に 書いて 置いた。 遮拘迦 
(橘 氏の 羅は 衍字 だ。 そんな 國は ない) に、 大乘の 原文が 現在して 居た のは、 大抵の 學 者が 知っ て 居る ことで、 暫 
く 見ぬ から 確な 丁數は 指せぬ が、 「義 燈」 だっ たか 「演 秘」 だっ たか、 唯識の 末に も、 この 話が 書いて あったと 記 
臆して居る。その「重大な史蹟」は今更言ふまでもないことだ。然し之が「重大の史蹟」であっても、予が前稼 
には 何等の 障害 も 影響し ない こと だ。 

「一の 法顯の 涅槃 經 を根據 として、 漫然 其 他の 全體に 論及す る」 ならば、 無論 「論理 上の 過誤」 とか 申す ものに 
陷ゐ るか もしれ ぬ。 然し 予は此 項 下に 般若 燈論も 出し 烏 荼國王 進獻の 四十 華嚴も 出し、 其 上に 幸 原文の ある 寂 天 
の 集 菩薩 學 論まで 引 張り出した の だから 決して 「一の 法顯の 涅槃」 限りでは ない 害で ある。 それでも 「漫然」 た 
る 論法で、 「過誤」 とか 申す ものを 犯した と あれば、 どぅも 致 方 もない こと X 諦める 外は あるまい。 尤 「論理 學 者」 
ではない 予に は、 ー體 何とい ふ 「過誤」 がか、 る 場合に 適用され る もの か、 一向 存ぜぬ こと だ。 

橘 氏は 氏が 霞 Qg 已 下に 拙 S 霞 Q 響が、 この ■で 輩 可 f の 紙 f 濫費した から、 此 上と いふの 


十闐發 見の 大品 般若 斷片 

(明治 四 五、 六、 宗敎界 苐八卷 第 六號) 

一 

第 十三 萬 擾雲會 が 1Q 讓 S 言れ た 時、 萬 國中益 盌靈 麗會 が？ 世囊者 一致の 決議を 以 

て 成立して 已來 、中央 羅嚣究 は玆に 新しき 一時期 星して、 顧に 長足 Q 進步嘉 げた。 露國の 。ヘテロ ヴ スキ 
丨 蒐集には どし/ \ r しい 珍奇な 材料が 加は る。 英の スタィンは 更に 第二 囘の 探險を 企て \ 于 H の大發 掘に 戎 
功す る。 證 Qfri ンヴ HLK ル、 レ • n ックも 次で ニ囘 Q 大旅 行— して 高昌 の 故 地 t 溢れむ 計りの 珍品 
寶 什を 伯林に 持って来る 。怫の ペリオは 墩煌 中心に これ も 中々 の 獲物が あると 云 ふ 勢 ひ、 此學界 の 大潮 勢は 東方 
を も 動かした が、 吾國 T 西本願寺 Q 探檢隊 が龜擎 其 他 Q 故趾嘉 ふて 幾多の 材料は 少く とも 霞が 各盡諸 
國に對 し 申譯の 出来る 程度には 一鬼 集され て 居る とのこと だ。 

スタィンが 前後 二回の 蒐集は 旣に 幾多の 報吿も 出て 1 たる 大卷 の 出版 さへ 出来た、 最近 第三 回の 大成功で 辱 
た 材料は まだ 手が 着 4 ぬ樣 だが、 ZJ れも遠 から 卡 續 々報吿 が 雲され る 事 だら ぅ、 獨逸寬 集 Q 資料は〃 ユ 1 デル 
スミ ユ I ラ丄寺 諸學 者を 先鋒と して 伯林 學士會 や大學 の 連中が 銳 意の 硏究は 報吿每 に學界 を 驚かして 居る、 ぺ 
リォの 集 材は七 T ル 門下 Q 俊才 や レ 平ー 派 Q 雲が 着々 硏究 に從事 中との 雲から 伯林 ァヵ デ、 すに まさか 一 
于閻發 見の 大品 般若 斷片 Fr rr r L 


大 般若 經 の傳來 1- 就 さて 

どう 違 ふの. か、 少しも 書いて ないから、 「忠 吿」 頂戴の 仕方に 困却す る。 また、 今囘の 答辨に 此の 如き 「忠告」 が 
學術 的に どれ 丈 Q 必要が ある Q か、 夫れ も 余には 少しも 理解 出來 ぬが、 兎に角、 有難 御禮 丈は 申し上げ § く 
ことにしょう。 尤 日本に 居る 二三の 同好者から、 時々 重要な 研究 成績 I 一週間 ばかり 前に 嘲 風老 兄の 四阿 含 
南匕對 校に 關 する 雄大 精細の 成績を 惠 まれた —— を もらう し、 新 留學の 文科の 連中から も、 色々 の談は 怠らず 
聞 (ては S が、 何しろ 五 千里 外 QH 舍に 居る 予だ からどん な學 風が 日本に 吹き 廻は してる か ー S か、 戀 
風 か、— 一風 か將た 1 寶 か、 然し 何が 吹いた とて、— i 確に 硏究— ければ si ではない か。 
(五月 二十 六日)  . 


高昌 でも 于間で も其發 掘され た 古 經斷片 を 見る と 何時でも 般若の 斷片が 其 多數を 占める。 かく 般若の 書寫が 他 
經に 比して 卓絕 して 多數 なのは、 種々 の 原因 も あらう が、 一っは 般若は 他の 大乘經 に 比して 其讀誦 書寫流 傳を勸 
說 する ことが 强烈 なのに も歸 する こと だら う。 大般若 第 I 分の 校 量 功德品 の 如きは 數卷 に亘 りて 鄭寧 重復 、讀誦 
受持 書寫の 功德 を勸說 する。 此の 勸說 はやが て 大乘怫 敎 徒の 中に 堅固な 聖典 崇拜の 信念を 與 へて 般若 書寫が 印度 
でも 中央 亞細亞 でも 盛大に なった ので あらう。 現に 般若の 原本が 寶積や 華嚴や 大 集の 如き 大乘 集經の 原文に 比し 
て 殆ど 完全に 保全され て 居る のは、 實に この 般若の 聖典 崇 拜の傳 道が 與 って 犬に 力 ある こと ゝ考 へる。 而 して 今 
一っは 般若は 印度 や 中央 亞細蓝 では 大乘 敎中最 重要の 經文の 一っで 大乘敎 徒は 先般 若を 學習 するとい ふ 風に なっ 
て 居った 樣だ *o 卽 般若は 僧伽 藍の 敎科用 書と して 必須 的に 用ゐ られた 樣に考 へられる。 こは 單に 各種の 文獻 にょ 
りて 推斷 される のみならず 高昌の 古壁畫 (グリュン ヴ H 1 デル 所載を 見ょ) などで も此 想像は 確 めら てる。 

スタィンが 蒐集した 般若 斷片は 金剛 般若を 除きて 他は 紙幅 何れも 濶大な もの 計り、 其大 なる ものは 長 邦 尺の ニ 
尺 五 寸幅七 八寸に 至る もの も ある。 而 して 文字は 重に 一寸 四方 位の 立派な 肉太な グプタで 書いて ある。 而 して 其 
大部分は 不思議に も 皆大品 般若 卽ニ萬 五千頌 本で ある。 予が スタィン 蒐集 中證定 した 十八 枚の 斷片は 皆大品 般若 
である。 左に 一寸 證定 表を 出して 置く。 

于圓發 見の 大品般 若斷片  五四一 


于閬發 見の 大品般 若斷片  f C 
着を 輸 する 管 不様は— ま S と 思 ふ。 而 して 雷 西本願寺の 1 は 未だに 何とも 世界の 雲に 報吿 もなければ 
其 研究の 分— へ も 一 向 世 岛られ て 居らぬ ニ體 折角 集めた 好 資料 だから 寶の持 腐れに せずに 吾國で 出来る も 
のは 力 限り 研究し、 吾國で 少し 手の 屆か ぬと 思 ふ ものは 英で も獨で も 露で も相應 な學 者に 遠慮なく 使用 させて 學 
界の 利益を 計っ たらょ からぅ。 英國 でも 露國 でも 現に それを 實行 して 居る ではない か。 兎に角 西本願寺 或は 私人 
の大谷 伯 ^''- 家では 今少し SSQ 材料 赢術界 に 利用し 世界的に 文運 開 展の管 5 る變 願へ ぬ もの か。 

.少し 記述が 橫に 外れて 聊か 鐾 S と tt 已下 本線に 立 かへ り、 普 上 _述 ベた frl ンヴ H1 デル 蓬 

の 無 數の 珍品は 敎 授リユ ー デル スや 博士 ミユ ー レ ルの 厚志と レ、 コック 老爺の 非常の 親切で 充分に 見る ことを 得 
たが 伯林 滯 在の 時間が 頗る 短. かつた 爲に 一つ も 手を 着ける 事が 出来なかった、 ぺ テロ ヴ スキ ー の 蒐集と スタイン 
兩 度の 獲物は 露國學 士院の 博士 ザ 1 レ マン や大英 印度 局の 博士へ ルン ルの 力で 恩師 ロイマン 翁と 共に 其 大部分は 
親く 之を 手に する ことを 得た 。スタイン 第二 回寬 集の 中 入 一切 諸怫 境界 經斷片 五十餘 枚の 如きは f 界 唯一無二の 
珍品で あるが、 大英博物館が 些 の惜氣 もな く 之を ストラス ブルダまで 送達して 自由に 其 使用を 許す 宏 量と 厚意と 
に 至りて は、 流石は 英國 の英國 たる 故 ある 哉と 思は しめた。 

此等 露國や 英國 から 來た霞 片は全 體で約 夏 十 枚は あらぅ。 英國の 方 計で も 中に 阿 含の 諸經も あれは 寶積大 
集に 屬する 諸大 乘經も ある。 珍ら しい ものには 大淫 _ 客斷片 や、 母 兒論師 が 作っ た 一 百 五十 讃^^ や^'^" の 
& 百偈 讃怫頌 など も あった、 此 等斷片 證定に 就きて は 在獨中 時々 通信を して 『新 怫敎』 や 『宗 敎界』 に パ 論文を 


ー寸此表を說明すると蒐集斷片は原と四種の寫本の散亂したるものなることが分る0此四本ど硏究卜‘\ ^ 匚3 
と 名 づけた。 斷片 葉數は 十七 枚 ぁった Q だが 硏究 すると 原 一枚の が ニ 片三片 に分斷 された のが 判？  C 本の 一葉 
は 三片を  一 f めに する ミが 出来、 Af 本 倉に 二葉の 丸で 色 も換り i も f 薫して 雲のを、 各 一枚 
宛に 合は す ことが 出来た。 其で 證定の 結果 十三 枚に 纏まった。 

卷頭 (本書 略 之.) に揭げたニ枚の斷片は右の證囊中第 ^ 位に位する气卽ち(ニ箇斷片の綴合)と及び第六位 
を J むる U> にし 一」： 者は 56xl8uii にして 邦 尺 長 約 一尺八寸 四 分、 幅 五寸 二分の 大本、 後者は 更に大 にして 
57x2f 聖 一尺 九 寸幅 六寸六 分の 大形 紙に して 原本の 璧 I 十三 葉— ことは 丁 付— る。 震 羅彈ヵ 
に 富み、 字畫 甚だ 鮮 にして 墨色 も 極めて 良好 だ。 

三 

著の 方は ニ片 Q 斷片容 した もので 最初 發 見した 時は 小片 Q 方は 著しく 赭色强 く 且っ 響も甚 しく 揉まれた 
爲に色 合 地質、 とも 一見 大片 とは 全く 別樣 Q 觀を呈 して 居た。 これは 寫眞 でも 略 判る こと X 思 ふ。 大〗 i 比較的に 
良好に 保存せられ て 色 合 も 小片に 比し 淡赭 色で ぁる。 字は ブラフ ミ ー 體で 此體は 主として 高昌 付近から 出る 經文 
に 多く 使は る ゝが于 園で も 頗る 其 使用が 廣 い。 CQ 方は 完全な 5 で 古文 字學 者の 所謂 グプタ 眞體 とい ふので 書 
いてぁる。此體は中央 55 細商から出る古寫經には普通の字體で、嚴重な寫本は大體之で書いてぁり版本にも此體 
を 用 ゆる。 ブラフ ミ ーが行書若くは草書に當ればグプタは方に楷書でも當るだらぅ。字體から云ふと何れも唐已 
于閬# 見の 大品 般若 斷片 rf. g 一一 一 


于 

園斷片 

契合せ る 支那 譯 

契合せ る 
硯存梵 本 

C フ、 タ 

イン 蒐集） 

(支 羿譯か 取る） 

c ケム ブ 

リク デ） 

蒐集 番號 

證定# 號 

狀態 

| 

品 名 

卷數 

縮藏 

C0) 

貝 葉紙數 

Il50  TIT  8 

A (原 132) 

左 半 葉 

第 十七 念 住 品 

四 一 五 

1.65bl9 

93al — 

150  YII  40 

卜 

約完 

第 十八 一 第 十九 

四 一 五 及 

1.73 b3 

lOlalO— 

150  VII  14 

修地品 

四 一 ^ 六 

D ITI  7 

Di 

完 

第 十九 出 住 品 

四 一六 

1.76b3 

104a2— 

150  YII  2 

\ 

150  YII  25 

-Ci (原 205、 

兀 

第二 十三 無 邊際品 

四 ニー 

2.31 >14 

115 a4— 

150  YII  27 

ノ 

150  YI  14 

C〇 

右 半 葉 

第三 十七 隨喜品 

四 三 ニ 

2.53al5 

175a8— 

150  YII  21 

c3  ( 原 333) 

フ G 

完 

同 

四 三 三 

2.55al3 

177b7— 

150  Til  27 

ん （原 357) 

同 

四 三 九 

2.55bl3 

178a7— 

150  YII  34 

フ G 

第 四十 三 東北 方 品 

四 三 九 

2.82bl 

206a8— 

150  YII  28 

As  ( 原 307, 

央部 

同 

四 三 九 

2.83b4 

207a8— 

150  YII  3 

A, 

約完 

第五 十二 眞如品 

四 四 六 

3.261)15 

238bl2— 

150  VII  19 

a5 

不完 

第五 十三 不退 轉品 

四 四 八 

3.35a3 

250a9— 

150  YII  7 

) 

150  VII  35 

d2 

央部 

第 七十 ニ 修學品 

四 六 五 

4.16a20 

324b7— 

150  YII  15 

I>3 

央部 

同 

同 

4.19al 

325a8 一 

. 

計 十七 葉 

十三 葉 

九 品 

于闐發 見の 大品 般若斷 片 


五 四 ニ 


(5)  palabhyat.  tyantavlsudclhl s m up Ecr gr ya.  u 〔palabhyate.  dllarmadh CII taur  anupalabdher  n6palab— 

(6)  labhyate Llpalabhyate.  pey Hl am 

(7〕 r Ilyat  芸 upnL'lbdlK'1.1  yavad  ab g vasvabhava 

(9)  d anuttar col samyak  salp cr odlly  anupn  一 abdher  n o> palabhyate 〔&nupal  abcl  her  n c> palab =r y ate.  y sol vad 

(一一) tau‘a  katam srl & r cr humayas  ui'lyat g; ,sul&vipa ^ 6- 


于闐發 見の 大品 般若 斷片  五 四 五 


于闐發 見の 大品 般若 斷片  五 四 四 
前の ものである。 

前者は 證定 表に 出した 通り 大 般若 四百 十六 卷修地 品の 一文で、 後者は 同く 四百 三十 三 卷隨喜 品の 文で ある。 無 
叉羅 •竺法 護、 羅什の 古譯 では 大 品、 分 品の 工合が 大分 差異す るが 何れに も 其 文が 存在す。 此等異 譯と羿 譯 とに 
就て は甞て 『新 佛敎』 に 般若 各 品の 對合 表を 出して 置いた から、 之に 依る と 容易に 異譯の 文を 檢出 する ことが 出 
来る。  ， 

兹に今 ニ 斷片の 音譯を 出さぅ。 ィタリックで 出て 居る のは 補足した 箇所な の だ。 括弧 中の 數字は 行數を 示し 音 
譯 中の C は ニ 斷片の 分界で ある。 

(2 ン ，5.  tatha  sarvajila  saikarajfla 

sanlkle s' vyav DJ gr nanl  anablllsalpsk ol ro  nolpalabllyate  tyant.a 


tysya  riif>asva 

(一  0 ) s<TJll)haval.l .r0 a pvi (一 ymc.  yasya  rn  sa -5 hl〕nv 0 Sa -B vi  二 ya o ス 一 一 <1ノ 一一  v a w llJlv o nadl zr llnva-ll rL ^ nvc 
i' <atc. T3 an i; lra 
四 

讀者 は已 上の 音 譯を讀 みて 試に 之を 無 叉、 羅 什、 法 護の 譯と 較べ 更に 之を 玄羿の 新 譯と對 比する と 其 間に 頗る 
出入す る 所 多き を 認 むる だら ぅ。 更に 順序 上玆に 現存 梵 本を 出して 比べる と是 にも 大分 差異した 文句の 多い こと 
を發 見す る。 然し 梵 文の 對 校は 事 稍 繁雜に も亘 るから 今は 之を 省略す る こと X して、 唯大品 般若の 于闐 斷片は 支 
那の 諸譯及 現存 梵本に 比して 種々 異點の ある 一本なる こと 丈を 申し 置けば ょから ぅ。 

大體大 品 般若は 古 來各敎 派 若く は 各論 師が 天々 異本を 傳へ たものと 見へ て、 無羅 叉は、 九十 品、 羅什 九十 品 左 
# 八十 五 品と いふ 分 品の 異が あり、 羅叉と 羅什は 其 分 品の 數が偶 合して 居ても 其 內容は 種々 差異して 居る。 法 護 
は 後半 缺 損の 本で あるが 其 前半 現存の 部分 其 他の 諸譯と 比べる と 分 品の 有樣が 著く 差異す る。 現在の 尼 波 羅所傳 
梵 本の 八 大部分の 分卷 法は 比較的 新しい 方法で あるが、 全帙の 小品を 廢 して 八 部に 分つ ことは 是又大 に漢 譯と異 
なる 點だ 。かく 分卷の 差異が あると 共に 其 文々 句 も 各 本と も 著しい 出入が ある。 或經で 省略され たのが 他經 には 
詳しく、 甲の 品では 縷 々叙述した ものを この 品では 一筆に 方言 的の 「乃至」 pey Hi am などい ふ 便利な 字を 利用 
して 節 略して 仕舞 ふとい ふのは 決して 珍しくない。 而し てこは 單に大 般若 計りで なく、 金剛 般若の 様な 小 部の 般 
于闐绶 見の 大品 般若 斷片  艽四七 
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之で 見る と于園 本は 玄羿 本と 大體に 於て 合 ふ樣で 又 治 地 品 Bhfimlparivar 1 a が 第 十八 品で ある こと (無羅 叉は 
第二 十一 品、 羅 什は 第二 十 品) も玄# 本と 合 ふ。 それなら ば、 于圓 本は 全く玄 羿 本と 同じ かとい ふと さぅ ではない。 

(ニ) に 東北 方 品の 中に 大般 若經が 佛滅後 各地に 宣傳 せらる ゝ豫 言が ある。 于圓 斷片で は 最初に 南方に 宣傳 せら 
れ次で 北方に 弘 通せら る ゝことを記してある。卽ち般若の流通區域は南北兩地のみである。然るに玄羿の譯では 
最初 南方に 次で 北方に 最後に 東北 方に 弘傳 する こと X なり、 羅什 の譯で は 南、 西、 東、 北と いふ 四方に 豫 言され 
て 居り、 獨 り無羅 叉の 譯で は于圃 斷片の 如く 南北 二方に なって 居る。 是れ は于國 斷片が 一面 古譯と 同じと いふ 證 
明になる。 

玄#譯と合つたのは例のブラフミ 1 早體の斷片とスタィン著中に出て居るグプタ體のー斷片で、無羅叉譯と符 
合1て居るのは八3の斷片これもグプタで書かれた大幅の斷片である。するとー方には于閬にも異種の大品があ 
つたと 云 ふ假定 も出來 るが、 更らに 又 一部分 新譯と 合し ある 點では 舊譯 の俤を # する 一の 異本が ある こと、 も 言 
へる。 此ニ 假定は 更に 他の 有力な 證據が 出る か、 完本の 大本が 發兒 せられねば 今は 何れと も斷 言す る ことは 勿論 
出來 ぬが、 于閬 には 古来 諸種の 大 品を 有して 居た ことは 事實で 弗 若 擅が 將來 した 無 叉 羅譯の 底本と なった 梵 本と. 
法 護が 譯し た祗 多羅 所 傅の 底本とは 其の 本國が 何れも 于閬 であるのに 分 品から して 相違して ゐる とい ふことは 譯 
經 史上 明瞭な こと だ。 されば 第一の 假定が 或は 事實に 近い もの かも 知れぬ。 
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若で も 日本 傳來 の梵 文と、 于園 から 出た 古 冩經と 比べる と 大分 其 間に 出入 增 減の ある ことが 判る。 この 事は 何時 
か 金剛 般若に 就きて 序が ある 時 述べ やぅ。 今于圃 の大品 般若は 漢譯に 比して 如何なる 差異 あるかを 示す 爲に 二三 
の 例を 出して 見る。 

(ー)治地品の中に苦集滅道等十ー智を說いてある。之れを諸本と比べると左の表が出來る。 
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加へ ると いふ、 所謂 文明 —— 但し、 或は 白人 どもの fill だけの 空約束 かも 知れぬ が I 0 今日で もこん な 體裁だ か 
ら 、昔時の 亂暴は 隨分で あったらう。 怫敎 隆盛の 時であった が、 關に 入りて 書を 收む る蕭 何の様な 特志 家は、 先 
づな かった と 見える。 斯く考 へて 來 ると、 支那で 梵 本を 探す のは 全然 絕望 である。 

明治 三十 五 年の 秋であった。 河南で 東洋 學大會 が 開 能され た。 此時 日本から 南條文 雄、 高 楠 順次 郞兩氏 が 出席 
したが、 途に廣 東の 諸 大寺院を 訪 うて、 梵本搜 索に 犬に 心を 勞し た樣 だ。 併し 何分に も學 會の參 列が 主で、 古經 
探求の 方は、 寧ろ 附帶 事業に 屬し た爲 、此 種の 蒐集に 必要なる 諸 準備、 例せば 日 淸兩國 政府の 保護 斡旋と いふ 樣 
な こと も、 十分に 行屆 いて 居らず、 その 爲、 不幸に も 再度の 探求と いふ ことに 延期され て 仕舞た。 爾來國 威の 隆 
々として 勃興す ると 共に、 日 淸兩國 の 交通い ょ< 頻繁と なり、 一二 有力の 宗派は、 支那 傳道に 力を 盡す樣 な 形 
勢に なった が、 古經 探求な ど\ い ふ 學術的 事業は、 まだ 中々 著 手され さう もない。 隨て 支那 漫遊の 怫敎家 も少か 
ら ざるに 關らず 、こんな 方面に 注意す る 人は、 あまり 多くない 樣に 見える。 

然し 歐洲 では、 夙に 此方 面に 眼眸を 向けた 人がないでも ない。 千 九 百 四 年 伯林 大學の 敎授ピ ッシ H ル 氏が 伯林 
學士院 の 公報で、 梵文雜 阿 含 經斷片 にっき 一 論文を 發 表した が、 此 中支那 殘存の 古梵本 にっきて、 少しく 論じて 
ゐ る。 

自家の 經驗 から" 彼 (グロ ォト 氏) は 極めて 普通なる 佛 典の 外、 少しく 珍奇なる ものを 支那で 求む るは、 大 
困難で ある。 否 寧 全然 不可能で あると 明言した。 此 意見は ょくビ ー ル 氏の 說と 符節を 合して 居る。 然るに ヲッ 
支那 天臺山 珍藏の 古梵 本 i'- っきて  五 五一 


五 五 〇 

天臺山 珍蔵の 古梵本 (: っきて 

(明治 四 一" 1 〇、東洋哲學第一艽卷ー〇號) 

一 

現 時、 古代 西域の 地方から 續 々珍奇な 古書 斷片が 出る。 梵 文で 書いた 中 阿 含 や雜阿 含な ども、 其 小 部分が 發見 
される とい ふの だから、 自然 之と 聯想して、 支那に も 恐く まだ 古代の 梵本が 殘存 して ゐるだ らぅとの 見込は 誰に 
でもー寸附くことだ。後漢ょり已來元の始まで絕ぇず梵典の鬮譯が行はれ、特に此中、近代に屬する宋時代の譯 
經 事業は 頗る 大 仕掛の ものであった の だから •四百 餘 州の 何處に か、 多少の 古梵 本は、 尙殘存 して 居る だら ぅと 
の 希望 も、 强ち 無理では あるまい。  - 
然し 一方から 考へ ると、 歷代 革命が 頻繁であった 支那の 樣な 國も澤 山は ない。 怫敎 渡来 このかた 幾 朝、. 歷 代の 
結尾と 開卷 とは、 何時も 大抵 火と 劎と慘 酷な 流血で 書いて ある。 而して 彼の 翻 經 事業と いふ ものは、 槪ね 政府の 
所管で、 其 原本は、 何れも 帝室 寶庫に 秘藏さ れた樣 だから、 革命の 兵燹は、 容赦 もな くこの 珍 寶を劫 灰に 附して 
仕舞た ので ある。 刊 本の 儒 書 すら、 日本に のみ 現存して、 支那に 亡失して 居った ものが 少なく はなかった 事實も 
ある。 まして 古 謄本 類の 滅盡に 決して 不思議は ない。 三 四 ヶ月の 前であった。 英 國の甚 書店の 目錄を 見る と、 大 
淸 翰林院 藏 の永樂 大典の 端本が ニ 三 册賣物 に 出て 居る。 學藝や 、宗敎 などの 物件には •戰爭 中に も 適當の 保護を 


學の 知識が 毫もない 人の 手に 就った の だから、 字體の 錯誤は 隨分 ある。 而も 全體は 寫し ては ないから、 隨 分判讀 
には 骨 か f れるが ％し前後對比して考へて讀めば、大體 £ 思味は取れる。これで見ると右の寫眞は原本の第ニ 
十四 葉 目の 裏面で ある。 原本は 議 の古囊 のょぅに 五 仙 米に 四十 仙 米の 長い 形で、 文は 五行に 書いて ある。 左 
右の 兩 個は 一力なら ず 侵蝕され、 上下の 兩端も 破損して、 不正 形を なして 居る。 他の 一葉の 臨 模は產 典 最後の 
一葉で ある。 この 寫眞と 臨模を 製した 人は、 獨 逸の 一宣 敎師で ある。 前記 二十 四 葉の 臨模の 裏面に、 此 原本の 表 
快で— 木片 上 Q 記載した 漢本 Q 手寫 と、 此梵本 y っ— 極めて 重要な 獨變の 手記が—。 中央に 七 字の 擊 
あるが、 これは 甚しい 錯寫で 到底 讀む ことは 出来ぬ。 全體の 形は 大略 下圖 のょぅ だ。 
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との 獨支 Q 手記を 邦文で 譯すと 「二十 葉。 各 葉は 貝 多羅 葉の 形 s りたる 木片—。 第五 葉は 他 手に 由り 犟 
支那 天臺 III 珍蔵の 古梵本 にっきて  五 五三 


支那 天臺 111 珍 藏の 古梵本 1- っきて  五 五 ニ 
ト ー、 フランケ 氏は グロ ォト 氏の 著書を 紹介す るに 當 りて、 左の 如くに 確言した。 『支那に 於け る諸大 寺に 於 
ては、 一の 印度 原本 も發 見され ぬ。 然し 淅江 省天臺 山に 保 # する 梵文 古文書 (？) だけは 別で ある』 

ピッシ H ル 氏が 疑問 點を附 した 如く、 予も當 時は 實に フランケ 氏の 言を 疑うた 一人で ある ことを 自白す る。 然 
し 幸に も 氏の 言は 事實 であった。 今や、 予は鈴 木大拙 君の 厚意で、 この 稀 有な 梵 本の 寫眞を 見る の 好運に 會し 
た。  . 

鈴 木 君が まだ ロンドン 滯 在中の ことで あつた。 ある 人から 此古寫 本の 寫眞を 借覽 したとの 通信が あり、 次で 該 
寫眞を 手に入れた との 報を 得た。 同 君が パリに 遷 ってから 遂に 此珍奇 な 材料の 送致を 受けて 右に 關 する 報 吿書を 
同 君に 書いた。 此に揭 ぐる ー小篇 は、 右の 報吿書 を 多少 變更 增訂 した ものである。 

ニ 

先 順序と して、 材料の 記載から 始めょう。 材料と いふても、 縮寫 の寫眞 一枚 それに 原本 大の 鉛筆 臨模が ニ 枚 あ 
る 限り だ。 寫眞は 原本を 約 九分の 一位に 縮 少した もの だが、 非常に 不完全 不明 嘹の寫 法で、 とても、 讀 むことは 
出來 ぬ。 唯 隱約糢 糊の 字形で 梵文で あると いふ ことが 判る 位の もの だ。 獷大鏡 火に 照らす と、 か、 る 寫眞の 常 
で、 尙糢糊 瞹昧 になって 仕舞う。 是だ けでは、 折角の 材料 も、 少しも 役に立たぬ。 然し 原本 犬の 臨 摸の 中、 一枚 
は 此の 寫眞の 副本な ので、 對照 すると 多少は 解. 讀が汛 來る 。尤此 手寫は 梵語 學の 素養が 殆どな く、 且っは 古字 象 


の 結 文の 葉を 譯 して 題した ものである。 

梵 文は 左の通りで ある。 

iti  param £:l rthasev £il n c:l m £DI I;4 fu ^ dars &J n £:l v &3 叫 raclr pi ( ？ 〕 tatv EI va o kora-sevil  sam crl fj s ll 
k 叫 tir  iya *s 6rl  pu a arikapa & nam  一| 

一 ikliitam  RSmaclatteva  || 

一 subha s 

如是、 眞諦修 習と 名く る六敎 (六 派 哲學) を斷 破し (？) 眞性 觀照修 習す る もの 竟 る。 是 吉祥 白蓮 華の 造る 
所。 羅摩達 多 之を 寫す 。吉祥。 

已上梵 文の 音寫は 、前項 記載した 如く、 實に 不完全な 手寫を 基と して 作った ものであるから 多少の 過誤は 免れ 
ぬ こと \ 思 ふ。 然しなる ベく 忠實に 原寫に 從 うて、 私意は 少しも 加へ てない。 其 故 正確な 梵 文法から 見たら、 隨 
分 妙な 所 も ある だら う。 それには 一っは 又 此の 如き 反 文法の 文句は 古 寫經奥 書の 常で、 日本 古代 僧徒の 漢文の 樣 
な もの だから、 其つ もりで 讀ま ねばならぬ。 avagraci s. とい ふ 字は、 固ょり 梵語には ない。 原寫 通に 讀むだ の 
だ。 實際は 後 句の 顯正 的の 眞正觀 照に 對 する。 破邪 的の 文句 だから 原本には 降伏と か斷 破と かいふ、 正しい 字が 
あつたの だら う。 然し 今は 原本を 見ぬ 乙 とだから、 何とも 私考で 字を 變 へる ことは 出來 ない。 

著者の 白蓮 華 論師の 名は、 漢譯 藏經の 中には 見當ら ぬ。 類似の 名を 有する 人に 蓮華 戒 (padmarlla 若く は！ Pu- 
支那 天臺 ||1 珍藏の古梵本 |1 っきて.  五 五 五 


支那 天臺山 珍 藏の古 梵本 r っきて Ti msi 
に 書 せらる (恐く 支那 人 か？) 多くの 葉片は 損壤 せり。 各 葉は 五行 宛な り。 裏面に 書せられ たる ものは、 一" 

ニ、 四、 及 六ょり 第二 十 葉に 至る。 ニ 行 半 ある ものは 第三 葉。 全然 文な きものは 第五 葉」 漢文の 方で 修 習の 下に 
一字は 頗 錯誤して 解 讀出來 ぬから、 今 疑を 存して 省いて 置いた。 

この手記の中で葉號のことを明言してあるが、これは恐く亂雜不順序に匣中に藏してあったのを、そ -0 ま、に 
番號を 付けたら しい。 何と なれば、 この 裏面に ニ 行 半 あると いふのは 實は 前記の 臨模 最後の 葉で 二十 何 葉と いふ 
ものでなくて はならぬ。 それから、 第五 葉と いふのは、 恐く 第一 葉で あるか も 知れぬ。 梵文 謄本の 第一 葉は 大抵 
裏面から 書き初めて、 表面は 空白を 殘す のが 常 だから。 

一っ 此梵 本で 面白い ことは、 貝 多羅 葉を 用 ひず、 木片を 截 切して 造っ たこと だ。 ずっと 古代の 寫經 には、 隨分 
樺 皮を 貝 葉 形に 截 ったの がないで はない。 然し 此 時代 (後に 詳說 する) の寫經 にか \ る 類は 至て 稀 だ。 そこで 此 
梵本は 貝 多羅の 出來ぬ 地方。 卽 中央 亞細亞 に 出來 たか。 若く は 印度 僧が 支那 滯遊 中に 寫した もので あらぅ とい ふ 
想像が っく。 字體 から 見る と、 どぅも 後の 考の 方に 傾きたい が、 現 本の 本質を 見ねば 明言は 出來 ぬ。 

三 

この 梵本は 正に 大乗の 論 部に 屬 すべき ものである。 但し 惜い ことには 漢譯が 存在せ ぬ。 前に 記述した 木製 表帙 
上の 『白蓮 王 造。 眞識修 習。 X 破 六敎』 十二 文字は 實 に 梵 本の 著者と、 題號 とを 示した ものである。 則前顯 最後 


の だから" 其餘 波で 恐く 支那に 輸入され たもので あらぅ。 或は 當時人 宋の梵 僧が 支那で 書いた ものと 考 へられ 
る。 これは 前に も 申した 通り 木質 や 墨色を 見ねば 斷定 する ことは 出來 ない。 

五 

ォ % は ^ ^ の^^く ^ ^ -( ^ ァ11.1<16 ^ ノ派の哲學を論評擊破して大乘の妙理を宣顯するを主意としたものである 
から、 大乘 研究者には 非常な 重要な 書で ある。 特に 大乗 論 部の 中で 六 派哲 學を總 括して、 破 斥を 加へ たのは 全く 
ない ので あるから、 益 本書の 切要なる を 認める。 要するに 金剛 針 論、 破外邋 小 乘四宗 論な ど \ 並べて 對 外敎理 
上 極めて 必要な 書で ある ことは 明かで ある。 

第二 十四 葉の 法 數の驢 列と、 最後の 葉の 結 文とは 詩體で 出来て 居る。 卽十ー 字の 「帝 釋杵」 1 ndravajia とい ふ 
韻 法で 出来て 居る の だ。 

■ ~ . -CV  一 I -■1  II  1 ^(v  | ^fv  Tn^rv  | T - ^—v 

全體の 音寫を 、一寸 玆に 掲げて 譯を 加へ て 見ょぅ。 第一は 第二 十四 葉で ある。 橫線の ある 字は、 原 寫眞を 苦讀 
した もの だ。 其餘は 臨模 と寫眞 とで 對 照した の だ。 寫眞は 前に 記した 如く 細微 糢糊で 讀めぬ の だから、 大體は 臨 
摸の 方で 記した の だ。 

〔第一〕 THA  PKA 

支那 天臺 1|1 珍藏の古梵本 |- つ ^ て 五 五 七 


支那 天毫 III 珍蔵の 古梵本 11 っきて  五 五六 
1 .Kjarika な la) あれ ども、 恐く 別人 だら ぅ。 寫 手の 暹摩達 多は 印度で 極 普通な 名で 鈴 木、 安藤、 渡邊 といった 樣な 
もの だ。 ケム プリ ッヂに 一千 三百 八十 年 (尼 波 羅 紀元 五 〇〇) の 日附 ある 古寫經 に、 同一の 寫手の 名が 見える 
が、 字體 から 比較す ると、 別人ら しい。 書 後の 淸淨の 結語は 淸淨 あれ、 吉祥 あれの 略語 だ。 通途 古寫經 には 6 U- 
cr ham  astu と 具 さに 書いて ある。 

四 

この 古梵 本の 年代は 古字 象學の 力で 容易に 判定す る ことが 出来る。 卽 ある 特別な 字體 から、 鑑定して 直に その 
年代を きめる ことが 出來 る。 その 字體 とい ふのは、 古 寫經學 者の 所謂 鈎體の 梵字と いふので、 十 世紀の 終から そ 
ろ< 始まり、 十二 世紀に 至りて 完全の 發達 をした もの だ。 十三 世紀になる と、 最早 別體が 出来て、 この 體は止 
むで仕舞った。鈎體といふのは、梵字の右側上端に、鈎があるのだ。 ^ ね92汸，3といふ風だ、此種の梵 
本で、 現存す る ものは ロンドン 亞細亞 協會の 華嚴行 願梵本 Gandavyuha で、 尼波羅 紀元 二百 八十 六 年 == 西曆千 
六 百 六十 六 年の 手寫だ 。ケンプ リッヂ にも カルカッタに も此 時代の 貝 葉古梵 本が 數種 ある。 (Bclhlers  Indische 
Paleographies.  53  Bendalls  cat.  Paleog -B phical  introduction  p.  XXII  及 附圖を 參照 せょ) 

故に 天臺 山古梵 本は、 西曆 一千 百年 頃から 同 千 二百 年頃までの 間に 寫 された ものと 斷定 する ことが 出来る。 此 
時代から 少し 前は 支那では 譯經 事業 非常に 隆な宋 初であって、 梵 文の 蒐集 及其獻 本と いふ 樣な ことが 時々 あった 


(第三 行) 四 所 成の 趣是 生の 義 (第 四 行) 六 所 成 是吉鮮 五 所 成 及 四 所 成、 色 四 所 成、 供養 三 

所 成の 德及三 所 成の 信 …… 

(第五 行) 歡喜識 塵 及 淸淨の 四 所 成犬 初に 於け る 七 種 姓及義 、此 故に 最初 有 生 五所 成 あるべし、 玆に又 最初 六 
所 成 及 四 所 成 あり、 作 福 …… 

C 第二〕 (第一 行) 有の 解脫は 唯一、 種々 の 因に 由り て 瑜 伽の 損失 あり、 自他の 益の 為に 前 (？) 勝 願を 作 
す、 怫陀の 神 力に 依りて 死者の 益に 資す、 見是 …… (？) 及 有情の、 一切 處に 於け る 種々 道中の 最 勝者、 怫陀 
の大 慈悲心。 如是 眞諦修 習と 名く る 六 見を 斷 破し (？) 眞性觀 照を 修 習す るの 書竟 る。 是 吉祥、 白蓮 華の 所 造 
なり。 羅摩達 多 之を 寫す 。吉鮮 。 

音譯 も邦譯 も、 不完全なる 手寫を 基と して 作成した もの だから、 無論 原本に 照らす と、 幾多の 誤りが あるに 相 
違ない。 叉 自分で も 之では 安心して 公表は 出來 ぬが、 兎に角 一時の 間に合と して、 この 梵 本の 如何なる ものなる 
かを 示さん が爲 に、 揭げ たばかり だ。 文中の 法相に 三 所 成の 德と あるのは、 恐く 數 論の 三德ら しい。 其 他 も、 吠 
擅 多 や 勝 論の 法數で 當らぬ もの もない が、 本文を 見ぬ 間は、 これ だけにして 註解を 略した 方が 安全で あると 思 

ふ。 

六 

支那 天臺 |!1 珍藏？古梵本 |1 つきて  五 五 九 


支那天臺山珍藏の古梵本 1: つきて  五 五八 

(键一^4)  k cil bllira  ap>rak crl 心 ya cr i catu? 

(钱 11 ^ ) …… smfl d s4 u 

(键 Ili l tf nisvati pa sama catu -CQ ka -s aq ati  tat  Ja s> rtha 

(键目 ^ ) kameva  satka -s tat  ma  一 p crq a sr paRca  tatn p' cat .s kap  | rupya-catu?karpp;.atib §: crQ am crQ u -3 a- 

trikam^  ca  tnkam  atra  sradohal •一  | samd 

(IKSH)  t o' p _ c£l nanda. 丨 vijs CDI na-rajas  ca s' b g: 5cat .s ka p« daukula  sapta a l‘tha -3 11  asmsika -s bl c. ta- 
ppyncaka 71  sySt  tatradi -CQ a -c-t- kaR  ca  tatas  oa c -CQ karp  一 karonu  pu -a yil - K 1 c 1- 
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天臺山 珍蔵の 古梵 本に っきての 補訂 

(明治 四 ニ、 三、 東洋 哲學 第一 六 卷三號 ) 

拙 狼 天臺山 珍藏の 古梵本 (東洋 哲學四 十 I 年 十月、 第 十五 卷第 十號) を 送致して 後、 少しく 補足 もし、 訂正 も 
しょぅと 思 ふ點が ぁった Q で、 再 本誌 Q 餘白 1 借す る 心算 Q 矢先に、 大嘉潤 氏 の 付記が 拙稿と 同時に 公刊 さ 
れ たので、 拙稿に 補 ふ 所 頗る 多く、 また 誤解した 點も 訂正され て 一方ならず、 讀者 と共に 益を 得た ことで ぁる。 
依りて、營は一面大{呂氏の厚意に對して、感謝£思を表すると共に、四五項簡略に補訂して置かぅと思ふ。. 

( 一 ) 鈴 木大拙 君が 去冬此 地に 来遊され た 際、 天 臺山梵 本に 就きて 種々 談話 もした が、 其 中二っ の 重要なる 事 
項は、是非玆に補足する必要がぁる。第一は拙稿起艸に使用した臨模と寫眞とを造った、基督宣敎師の名が知1 
たこと だ。 この 人は 前號に 記した る 如く、 獨逸の 傳道 者で、 名を ハックマン (p Er OISlann) と 呼び 支那で 功績を 
擧げた 後 今は 英京で 支那 古學 の硏究 をして 居る。 多分 後來は レッグ や ビ ー ルの 後繼 者と して、 大に 東洋 學曈に 
r すだら ぅ。 去年の 牛津の 宗 敎史會 にも 出席した。 第二には 原物の ー斷 片を實 見した こと だ。 これは ハックマン 
牧師が、 •寫眞 や 臨模を した 際に、 天臺 山の 僧が 贈った との 事で、 ハックマン 氏は、 之を 鈴 木 氏に 轉 贈した の だ。 
何れも 幅 二分から 三分 長 四 分 乃至 六 分の 極めて 小な 斷片 だが。 字 體も明 了に 見へ。 書寫 した 原材 — 貝 葉 — の 
古き も 判る。 予は 之を 實 見して、 天臺山 僧の 亂暴 なる に 喫驚せ ざるを 得なかった。 隨 て、 基督 牧師の ょく 人、 レを 
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支弧天臺山珍藏の古梵本 |1 っきて  丘 六 〇 
已上は 極めて 不完全の 叙述で あるが、 如何に 此梵 本が 貴重の もので、 且っ その上、 極めて 切要の ものであると 
いふ ことは、 略 明瞭に なつた であらぅ。 隨て其 原本 全體を 得る ことは 實に 吾々 研究者の 切望で ある。 

聞く 所に 依れば、 天臺 縣中學 堂に 那 人の 敎師が 招聘され、 今 又 大宮孝 潤 氏の 盡 力で、 天臺 山の ー學儈 は、 本邦 
に 留學 し、 將に斷 えなん とする 四 明 荆溪の 學燈を 再 華 頂に 輝さん とするとの こと だ。 さすれば 大宮君 其 他 同 山と 
親交 ある 人々 の盡 力で、 該 原本を 一時 研究 上、 帝 國大學 か 其 他 適 當の學 校に 借りる こと も 出 來ぬ とは 限るまい。 
まして 其 全體の 鮮明 良好の 寫眞を 得る ことは、 さして 難事で も あるまい と 思 ふ。 

拙稿は、 結論と して、 か X る實 行的勸 誘の 性質を 有して 居る の だから、 之を 天 臺宗所 屬の雜 誌で 公表して、 先 
づ天臺 山と 古來關 係の 深い 同宗 諸大德 の勞を 仰ぎたい 考 でも あった が、 「東洋 哲學 J の 方が、 其 性質が 普偏で あ 
り、且此件にっきて當然ー臂のヵを煩したいと思ふ。大宮氏は織々たる東洋大學出身者でもあるので、遂に安藤 
弘氏を 通じて 本誌の 一隅を 拜借 する ことにした ので ある。 (明治 四十 一年 八月 九日 稿) 


(四 3 大宮 氏は 天 臺山梵 本が、 其 價値予 が 期せし 程で ない とい ふ 疑で あり。 又 其 內容を 外にして、 古文書と し 

ての 卽パレ ヲグ ラフ ヰーや フヰ ロロ ギ ー の 方面から の 本 貝 葉の 探求は、 寧ろ 滑稽で あると いふ 御考 らし 

く 見へ るが、 予は 此點は 全く 同氏と 反 對の考 である。 この 貝 葉が、 今 支那に 於て 知れて 居る 唯一の 貝 葉で あると 
いふ 點だ けで も、 探究の 價 は梵學 者に 取りて は 確に ある。 況や これが、 また 漢譯 中に 其 名を 見ない 白蓮 華 論 主の 
著であって、 其 內容が また 六 派の 見解を 破 斥した とい ふ もので あれば、 其 探求の 熱心 一層を 加へ ねばなる まい か 
と 思 ふ。 梵學 者で もな く怫敎 徒で もない ハックマン 牧師が 寫眞も 撮り 手寫 もし 其零碎 の斷片 まで 得た、 學術的 熱 
心と 眞摯の 態度には、 吾々 は斷 じて 劣つ ては なるまい と予は 確言して 居る。 (一月 十三 日 稿) 
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收 g する Qf る Q も 感心した。 大 裏が この 梵 本— り 出す のは、 大疆 であるとの 考 If れ たが、 斯る 

事— ら 、少し 腕 QI— 徒が 行つ—、 存 11 り— も 出—  — まい かと 更 

に考 へた。 

(ニ) 〈ック マン 牧師の 斷片 と、 大宮 氏の 實見 記で、 原本 臨 模の獨 逸文 付記が 瞹昧 簡潔な 自分 限の^^ であつ 
た爲 、不安心に 誤解した のが、 訂正され たのは 何ょり 喜し い。 兹で础 稿 (一八 頁) を 左の 如く 訂正す る、 コー 十 
葉各 葉は 貝多議 の 形— りたる 木片 Q 上に 〔靈— る〕」 IQ 中の 字 交れる と 本 i 明 了に— の だ。 
然し 之は 大宮 氏の 注意が なかつ たら、— に 判らずに 居つ たので—。 事が かく 極れば、 一九 頁の 第一 行已下 
は、 不必要の 穿 露で ある ことになるから、 この 一段は 削除す る。 而 して 予 が斷定 した、 本 貝 葉の 年代は これで ま 

す<  明確に なつた。 

(三) 大宮 氏は 第二 十四 葉 (こは 予が 所謂 第二 十四 葉に あらず して、 明記— 第二 十四 葉 なり〕 を 別物で— 
とい ふ 1 であつ たが、 これは— す II ぬ。 この—— 眞が あつて 字 f 明に 判つ て 居る。 第一、 
此 部分と、 最後の 葉と S 法が 同一の 義ブ ぐ | 11 ぐ li 14ある こと。 其 字 f 同く 
钩體 である ことな ど 多少 古 謄本に 經驗の ある 人には 斷 じて 疑 ふべ からざる 證據 である ナ 1 氏は 多/ ノ I の』 
(ハッ ク マン 牧師が 第五 葉と した 拙劣の 寫 法の) と、 之と I 同され たのでは あ— いか。 此 等は 其 内 原物 さ- 
見る ことが 出来れば、 明 了になる こと だ。 


原文が、 如何なる ものな り やの 疑問は、 依然として 存 しぬ。 唯雜 含の 梵文に 例 同して 其梵 文なら ざるべからざる 
を 類推す る ?: 得る のみな りき。 

去 歲予は 大英 印度 局のへ ルン ル 博士の 囑に 依って 恩師 ロィマン 翁と 共に、 主として 于園古 經斷片 の 解讀 及證定 
に從 へり。 此證定 中、 幸に して 阿 含 諸 部の 梵文斷 片を發 見す る ことを 得たり。 此等諸 斷片は 、其 量に 於て は 伯林 
公刊の ものに 比して、 甚 しく 遜色 ぁるを 免れず。 而も 共 性質に 於て は、 優に 之に 勝りし ものなる を 喜ぶ。 何とな 
れば 、この 新に 證定 せられし 諸斷片 は、 單に雜 含の 諸 小經を 含む のみなら で また 中 含 及 長 含の 諸經を も 包含 すれ 
ばな り。 讀者乞 ふ、 左に 列擧 する 所を 見ょ。 

(一) 長 阿 含 經に屬 する もの 

(1) 阿吒 那胝經 At s' latiya  SOtra 此經は パリ ー 長 含 第三 十二に 納めら る。 漢藏に 於て は闕 如せ り。 其 別 

譯は 、廚 龍朔 三年 (西 曆六六 三) 福 生三藏 、慈 恩 寺に 於て 譯出 せる も、 今 其 本を 失へ り。 開 元 錄の九 之を 記す 
(縮 結、 四、 七 六、 右)。 但秘密 部に 納めた る、 毘沙門天 王經は 正に 此經 と、 大集月 藏分及 孔雀 王經の 一部を 雜揉 
して、 成れる 密經 なれば、 今經の 如何なる ものなる かは、 同經に 依りて 見る に 難から ず。 毘沙門天 王經の 硏究に 
っきて は、 拙稿 「眞言 秘經の 起源 及發 達の 實 例」 略 之を 盡せ り。 稿 「哲 學雜 誌」 明治 三十 九 年、 五月 號已 下に 出 
づ。 

(2  ) 衆集經 sa -3 gti  sotl.a —— 本經 は、 長 含 第 八卷に 納む 。また 施 護の 別譯 ぁり。 パ ー リに 於て は、 其 位置 
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五六 四 

新發 見の 阿 含 諸 經の梵 文 

r 明治 四 ニ、 ニ、 新 佛敎第 十 卷ニ號 〕 

1- 

漢傳四阿含の原文は、果して如何なる國語にて書かれしか。是學界に於ける重要なるー問 ^: なりき。 ^ るに ^ 
域 古怫敎 國の發 掘に、 今や 漸くに して 此 宿題の 解決を 下さむ とす。 

阿 含の 原文が、 其 一部は 少 くと も梵文 なりし ことを 證 明した 事は、 伯林 大學敎 授故ヒ ッシユ ル 博士な りき ぉ 
士は 一千 九 百 四 年、 普 魯西 學士院 2 日報、 第二 卜 五、 八 〇 七 頁 已下八 ニ 七 頁に亘 る 一 論文に 於て、 高昌の 故 地ょ 
り發 見せられた る、 版本 新 阿 含の 斷片 十八 葉を 公に したり。 此刊 本は、 其 一端に 漢字を 以て、 明に 「新 阿 含 五卷」 

云々 の 文を 記せり。 

博士の 論文の 中には、 パーリ との 比較 甚 精細を 極めた る も、 漢譯 との 比 校に 至りて は 全く 之を 缺き たり。 予乃 
ち 之を 漢譯の ニ 本と 比較せ しに、 其 吻合、 符節 相 契 ふが 如き もの ぁり。 文は、 實に別 譯雜含 第 卄ー卷 、縮 藏辰帙 
五卷第六十八葉左第六行ょりして同七十葉左第十五葉に亘るの諸經を含む。新譯の雜含に於ては、第三 -]- 四卷ょ 
り第三十五卷を通じて、其契同含せる文を見る。縮藏にぁりては、辰帙三、第ー百三葉の左九行ょりー 15 六葉の 
右 九 行に 此の 諸 小經を 納めたり。 

此發 見は 怫敎 聖典 史の 討究 者に 對 して、 實に最 感謝すべき 貽な りき。 而も 唯是雜 含の 一部に して、 他の 諸 含の 


證 して 餘り ありと いふべ し。 この 重要なる 文は、 十誦 律の 第二 十四 卷 (張 四、 五三 右} に 見 ゆ。 有 部が 于圓に 盛 
なりし こと も 古記の 明に 載す る 所 也。 

(ニ) 中 阿 含に 屬 すべき もの 

(3 〕 優 波離經 up s satra —— パ ー リ と漢傳 と、 この 經實 質に 於て は、 全然 一致す。 但其 偈頌の 順序、 彼此 
錯 落して、 異を 示す を認 むる のみ。 新に 發 見した る梵文 斷片は 、全然 漢譯と 符合す。 パ ー リの 原文は、 ロィマン 
氏 中 阿 含 全部の 譯 中、 之を 獨逸 に飜 し。 フ ル 氏は 一千 八 百 八十 七 年、 之を 佛蘭 西に 譯 して、 「ジユ ルナ ルア 
シア テック」 を 公に したり。 參照 頗る 便な り。 

中 含に 屬 すべき ものには、 此他 に猶 鸚鵡 經 あり、 轉化增 大して 大乘經 の 形を 取りたり。 

(4) 首迦 長者 說 業報 差別 經 sukhag :s: haspati £ ita  kal‘w  av f; ka  sQtra —— を玆 に數へ 置く を 便宜と すべき 
が 如し。 この 經 、宋天 息災の 別譯 あり (南條 博士 明藏目 錄英譯 に、 この 經を 、兜 調 經及鸚 鵡經 の異譯 とせる は 誤 
なり) 前半は 全く 中 含の 鸚鵡 經と 同じ、 其 後半に 於て、 類似の 業報 因緣 を枚擧 して 增大 布衍した るを 異 とする の 
み。 此經舊 来の 目錄 家、 皆 小 乘藏に 攝す 。經 文中に 發 菩提心の 句 あり。 天 息災の 譯に は、 十萬淨 土の 語 さへ 見 
ゆ。 乃ち 知るべし。 大乘敎 育 家が、 中 含 鸚鵡 經の 文を 增廣 して、 以て 自家 傳 道の 用に 供せ し經 なること を 目錄諸 
家、後半を熟讀せず、輙前半の_鵡經と全同なるを見て之を小乘經に編入したるなるべし。 

(三) 雜阿含 に 屬 すべき もの 
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阿 吒那 脑經に 次ぎて 第三 十三を 占む。 暹羅國 王 陛下 御 刊の長 含 第三 卷の 外、 歐汧に 於て は、 未だ 公刊せられ ず。 
t スデヰ ド 翁孜 々として、 その 校訂に 力む るを 聞く のみ。 斷片は 二葉 あり ニは 三 法を 臚 列す るの 一部、 他は 
四 法を 枚擧 する の 小 分な り。 この 梵 文を 將 りて、 之を 漢巴兩 含に 比する に、 著しく パ ー リに 近似す るを 見る。 是 
頗る 硏究を 要すべき 事項な りと す。 

已 上長 含 ニ 小 部 斷片の 證定 ょりして、 確定した る 事實は 、于 園に 於て は、 漢傳及 南方 所傳の 長含已 外に、 別に 
一部の 長 含 暑した る こと是 なり。 蓋し パ 阿 托那屋 は、 于閲發 見の 同經に 比し、 大に異 I 所 あり。 而 
して 漢經は 全く 之に 缺き たり。 漢は衆 集經を 有する も、 之を 新發 見の 梵文に 比する に、 著く 法數の 出入 ある こと 
を 認め、 又 之を パ ー リに較 ぶる に、 全く 契 同す るを 見る を 得 ざれば 也。 

パ ー リの長 含が 上座 部 一派 所傳の ものなる は、 略學 者の 認 むる 所。 漢傳の 長 含が 何れの 部に 屬す るかは、 載籍 
の 明記な しと 雖 、暴 無德 部所 誦の ものなる べきは、 略 推し 得べき が 如し。 何と なれば、 同^^ 譯 出した る 怫匕耳 
舍は、其卜誦に通ずるにも關らず、曇無德律を支那に弘傳したる人なるを以てなり。事は出三藏記其他の記載 
に 照して 朧げ ながら 之を 窺 ふを 得べ し。 于圃所 傳の長 含は、 之に 對して 有 部所 誦の ものなる べき 乎、 有 部に 於て 
は、 其の 律の 正文に" 病 僧 慰藉の 方規 として、 讀 誦すべき 諸經 (主として 長 含の) を 定め、 中に 第五に 梵網經 を 
擧げ第 六に 大會經 、第 七に 阿吒那 胝經を 示したり。 この 經の讀 誦を勸 める は、 卽 正に 同經を 含める 長 含の 存在を 


るべし。長含漢本の梵本は、未だ出でず。而も其ー種の梵本の西域に現存したりしことは、今や明瞭とな1り 
W り K 一に 至りて. ti  V だ 其 原木を 得ず と, 中央' 亞細商 古 學の 漸次 進步す るに 隨 ひ、 其 一部^ j 發 見し 得む こと 
必ずしも 空 望に あらず と 信ず。 

已上は 固ょり 匇卒 稿を 走らした る豫 報の み。 記す る 所、 唯 諸經名 題の 臚 列に 止り て、 之と パ ー リ及漢 本との 精 
細なる 比較、 之に 依りて 論定し 得た る、 證兩傳 阿 含の 新舊 。義理 上 及 言 雲上の 討究の 如き、 一切 兹 には 之 
れを 略しぬ。 他日 幸に 身 閑に、 健稍復 せむ とき、 大英 印度 局に 報じた る、 全篇を 訂正して、 本邦 大方の 識者が 是 
正— ふる 日— べき I む。 今は 唯讀 者が、 此の 如き 缺陷 不備 I 文に 依りて、 幸に も 阿 含 諸經の 原文が、 梵 
文な りし ことを、 少く とも 默會し 得たら むには、 稿 者の 願 や 足れり。 故に 一切 例を 擧げ 、證を 列す るの 煩を 避け 
ぬ。 讀者 希く は諒 せよ。 

(明治 四十 一 一年 一月 三 m、 この 無 卿— て 故山 識と 未識の 師友 に 對 1 新春の 賀辭に 代 ふ〕 
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(5)  月喩經 Candrapama  SOtra —— 古譯雜 含に 於て は此 經辰帙 五、 三十 七 紙 左に 出で、 新譯に ては 辰 快 四、 

三 4- 七 葉 左に 收 めら る。 施 護の 別譯 あり パ ー リ 文と 大同な り。 梵文 斷片は 精密に 漢譯と 合す。 

(6) 慈悲 ^ 說ける小經 2 。1 5-- .3 & は ^ 11:.3^—^此短小のー經は、_新譯雜含の第四十七卷第十五番に出っ(辰 

帙四 、七十 五葉 石、 十 行 至 十四 行)。 パ ー リ 之を 缺 き" 別 譯の漢 本 亦 之を 見る を 得ず。 

(7)  自恣經 prav H- oa  SOtra —— この 經名 は、 漢譯經 には 題せられ ざる も、 別譯の 攝頌に 、明に 其 名を 見る 

(別 譯卷 十三、 辰 五、 八 ニ、 右一 行)。 古譯に 於て は、 第 十二 卷 (辰 五、 七 六 左) 新譯に 於て は 第 四十 五卷 に、 此 
經を 見るべし (辰 四、 六 四、 左)。 法 賢譯の 解 夏經は 、その. 別飜 なり。 竺法 護の 新 受歲經 は、 前段 少しく 序頌を 
加へ し 外、 全く 本經と 合す。 パ ーリ雜含の1^ <: 30目 ^ 11:1‘3また大同なり、但頌文漢文に比して少なし。漢は七 
頌 あり。 巴は 唯四頌 あるの み。 法 護の 譯の み、 パ ー リと 同じき を異 とす。 梵 本斷片 は、 精確に 漢 本と 合す。 

(00) 隨勇 尊者 經 Upasena  SOtra パ ー リに ありて、 此經 律及增 一に 出づ 。其 內容漢 と 大同なる も 取材度 

殊に、 偈頌又 犬に 差異す。 漢本は 新 譯雜含 第九卷 (辰 ニ、 四 九、 左) に 出づ 。別譯 には 此 部分 佚せ り。 施 護の 別 
譯 あり。 又 根本 說 一切 有 部毘奈 耶の卷 七に 此經を 見る。 

此經は 孔雀 王經の 起源を なした る、 パ ー リ增 一、 第 四 法の P5 5T 一 〈SHnavagga の 第 六十 七經と 聖典 發 達の 上 

に、 至密の 關係 あり。 密經發 達の 硏究 上、 至って 重要の ものな り。 

中 雜ニ含 諸 經の梵 文は、 漢と最 ょく 符合す。 漢本が この 梵本 から 飜せ られ しことは 寸 毫も 疑を 揷むの 地 あら ざ 


め" ゥ ヱ ー パ ー、 バヮ ー等0材料は勿論。近時0大仕掛のスタィン>グリュンヴヱーデル、ラコック等の持ち歸 
つた貴重の珍品は、今や東洋學者に新學問の創立をさへ要求して居るが、此中、怫敎梵文は、實に其主位を占め 
て 居る。 勿論、 この 方面から 出た 聖典は、 何れも 斷片で 、稍滿 足に 近く 存在した のは、 ヶルン 敎授の 法華經 、へ 
ルン ル 博士の 金剛 經及び 予が發 見した 理趣 分、 入諸怫 境界 經 位の ものであるが、 其 珍た るに 至りて は、 遙に尼 波 
羅を 凌駕して 居る、 例せば 譯經史 で 古代に 屬 する 首楞嚴 三昧 經の 斷片の 如き もの さへ、 中央 亞細亞 から 出て 來 
た。 

此 等の 梵文を 、今 便宜上、 天 臺の五 時の 判敎を 借りて 類別して 見る と、 先 づ華嚴 には 十 地 品と 行 願 品の 全部が 
現存し、 賢 首 品は 其 大部分、 大乗 集 菩薩 學論の 原書に 引かれて ある。 阿 含は 從來 南傳パ ーリの 原文の みと 想像 さ 
れて 居た のが、 ピッシ エル敎授が伯秫ァヵデミーの會報で、雜阿含の梵文を發表し、予もまた長含、中含の梵文 
の存せることを近時證明し得た。この略報は、本稿を書く十日計前に『新怫敎』を借りて公表して蒉ぅことにし 
た。 多分 本稿 出版と 先 後して、 讀 者の 是正を 乞 ふこと ゝなる だら ぅ。 方 等 部には 金 光明、 楞伽 の樣な 有名な 經文 
の 完全に 殘存 する のを 首と し、 此頃大 集や寶 積の 斷片が 續々 出て 来る。 般若は 五 時 中で 最も 完全に 近く 原本の 保 
# せられた もので 大 般若 約 十分の 九は 原本が ある噪 。それに また 夥しい 斷片が 近頃 于圃 から 出て 来る。 

それから 法 華 だが、 これは ビュル ヌ ー フの 怫譯が 、大 乘怫敎 研究の 劈頭に 出た じけ ありて、 學者 にはょ く 知ら 
れた 原文の 一つ だ。 最近、 ヶルン 翁と 南條 老師 同 版の 原文の 第一 冊が、 露 都から 出た。 
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大般 涅槃 經の梵 文斷片 

(明治 四 ニ、 三、 宗敎界 第五 卷三號 ) 

(一) 

プリ ャン、 ホ 1 トン、 ホッデ ソン 氏が、 大英の 敏腕 無比の 事務官 t て、 尼議に 滞留 中、 英雄の 胸間— 箇 
の 閑日月を 藏 めて、 地學 に動植 に、 少なから S 織を 學界に 致した が、 就中 怫敎 硏究の 方面に 於て は、 痛に 一新 
紀元を 開® せる 置の 榮響 捧げても 養は ぁるまい 皇ふ 。氏が 苦心 蒐集した 大乘佛 敎の梵 本が、 歐掛に 知れ 
て己來 、ビュル ヌ 1 フの 大著が 出で、、 宗敎 學界 の學壇 を 驚かし、 ゥエ 1 マ、 ミ T ラ 1 などの 碩學が 、之に 
呼應 して、 梵文怫 敎文學 の硏究 漸く 熾に なり、 ラィト 博士の 力 ト マン、、 ッ ー に 於け る 再度の 聖典 蒐集と なり。 H た 
び ベンド 1 ル敎授 S 征と爲 って、 同氏の 有名な 佛敎梵 管錄が 公刊され、 大 乘佛敎 の 馨の 現存せ る ものは、 
大抵 學者に 知らる \ 様になった 。ベ ー タ ー ス ブルダ 大學 の、 怫敎 聖典 出版 會で は、 此等の 聖典を 孜々 として 今 公 
刊 して 居る。 かくて 印度に. 於け る 法 寶貯藏 所の 一大 龍宮 1 尼 波羅 固有の 聖典 スブ ャン ブ I ブラ ー ナで 龍と 因 
緣の祠 しは、 今や その 珍寶 を惜氣 もな く槪 ね學 界に獻 じて しまった。 

之に 對 して 一方、 古西 域の 祕密の 鐵塔 —— 于閲と 高 管 南北の 中心とした その 廢滅 した 佛塔 — 零落 荒 殘の古 
霊の 跡 I が、 今や 打開され て、 珍 貴 Q 資料が、 少 から sf 驚して 來 た。 露國 の。 へ" ロヴ 集を 初 


- I これ 丈では ^ 藥匹 十卷の 全體に p i りて* 聖典 史上の 新 材料を 仰ぐ とい ふことは 出來 ぬが、 然 

し、 少く とも 之で、 漏 大經 の文體 や、 雲の 一般は 知れる。 怫敎聖 語 や、 聖典 史の 討究 家に 取りて は、 決して 
趣味の ない 斷片で あるまい と 思 ふ。 

.(ニ) 

證定 された 斷片 は、 大分 腐劍剝 落した 一枚の 紙で ある。 字體は 西域 北方、 主に 高 日日を 中心として 行 はれた、 奇 
古の フラ fN 、、？ 文字で—。 時代は 凡そ 盛 唐の 前後 5 りて 盛に 書かれた もの だが、 紙に 符號で 第一 百？ 二葉 
と レ ふ _j 付か t。 _Q-!SS で 1-T 震 S 九 ニニ 十 S 左 十五 行 tsj 士ハ葉 秦 一二 行に 1 文を 收 
め、 _識の 譯に 照らす と、 登、 四十 九 葉 左、 四 行ょり 五十 葉 右 四 行に 相當 する 文と—。 內 容は譽 多 趣な 
だ 擊に特 大疆 の 流行 及： ^ 盡を說 明し、 次で 四乘 の 同 一 性を 解說 した 頗る 面白 ひ 文で ある。 

k 片は 前に 叙述した 通、 隨分霞 した もので、 字體 も往 々明 了を 缺 いて 居つ たのを、 師が 卓越した 字 象 學と梵 
許のブ_で ナ_は先つ^§讀し 之に余が微弱な漢譯ょりの對照で、 兎に角左に揭ぐるまでの文を得たのだ。 原文 
の寫 法は、 隨分 iQ 梵語に 乖いた 所 も—。 中央® 細 i 讓に 特有の f 備 へて 居る が、 これ 等は 今一 切 略 
してなる へく 普通 梵 文に 從 ふこと とした。 卽中 央亞- 細 亞の梵 經 では、， (古 梨 本 や 印度の 刊本で は ^ 
va と 書く が} を、 Sarvba と 書く を 常例と して 居る。— を— と ブー フク リット 詩體に 書いたり、 點や 
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かく 列べ て 見て、 涅槃に 來 ると、 哀い 哉、 此本四 4- 卷の 大冊 中、 其 原文と しては、 一葉の 斷片 すら 世に 知られ 
て 居らなかった。 前に 擧 げた、 大乗 集 菩薩 學 論の 中には、 大乗 諸經の 文を 夥しく 引用して あるが、 之に も 涅槃の 
文は 見へ ない。 卽 この 悉有佛 性の 妙 義を說 いた 最 重要な 大乘 聖書 原文の 文體や 語法は、 丸で 知られて 居なかった 
の だ。 恐く ぺ ー タ ー スブル グや 伯林の 豐 富な 集材 中に、 多少 其 斷片が あるか も 知れぬ が、 誰も 今まで 證定 して 發 
表した 人がなかった の だ。 然るに 今や、 幸に も 其の 一っの 斷片が 、意外に も發 見され た。 

去年の 秋であった。 ヲッ クス フォ ー ドのへ ルン ル 博士から、 大英 印度 局の トォ マス 氏が、 研究した、 西域 古文 
書の 斷片 -h 數葉を 、恩師 ロィマン 先生 宛に 送致して 来た。 トォ マス 氏は 英國で 今 敏腕の 西藏學 者で、 該 研究の 中 
に、 金 光明 や 法 華な どは 證定が 立派に 出来、 特に 驚くべき は、 西 藏譯の 寶積 から、 寶梁聚 會のー 斷片を 確定した 
など、 頗るの 技倆であった が、 尙見當 がっかぬ ものが、 數枚 あった ので、 言語 學 上の 是正を 恩師に 請 ふと 共に、 
證定の 方面では、 予が 取る に 足らぬ 助言を 乞 ふとの 事であった の だ。 玆に 於て この 未定の 斷片を 調べて 見る と、 
大集 部に 屬 する ものが 四 枚 ！— 賢 護 分の がーっ、 賢幢 分の がーっ、 日 藏月藏 各 一枚 宛 —— と、 舍利弗 陀羅尼 經 
(或は 無邊門 陀羅尼、 九 種と 異譯が 、藏 中に 存在して 居る) のが 一葉。 何れも 珍品で あるが 珍中の珍であった。 
それが 卽大 淫繫經 の 一 斷片で あった。 

この 斷片 は、 宛 も 雲間に 蹤 跡を 沒した 金 龍の 鱗片が、 僅に 一枚 地上に 落ちた 様な もので、 是れで 騰雲駕 霧の 雄 
姿 全體を 見る ことは 固ょり 無理な 注文で あらぅ。 天地を 震撼し、 六合を 動搖 する 大活用 も 得て 伺 ふことは 遺憾な 


anmepila-nlr crq an H' lavad  dak  inapathe  prav .ol* ya  mall crl pannlrv ICI narp  sarbe  sand  n s5l vacar-acl  nan  ne 

daksl -s apatllak 5 づ pt -s c- odnlsattvadam  mahasattvA -s arpsadcJllarmavInasambJIlava  asanna-hemauts—vrtta- 
m o> ghavat  Kflsml s. rp  pravl -ua ya  pl.thlvyam  antarclhasyate  : sarva- 3 allayalla-sutra <: al ,u UIya-p>aram £:'> .5 . Er - 

m o> lltardilaH  如 一 ti cr odhavyam  boclhlsattvau*  mall CSI sattvair  narakujflaral -r 

visa  am  vispastarshani  sarva-sattvanam  suklla-vllnanava. 

9 • te r-r agavrm  avocat  : ta  1 vat  プ a kulaputra  prhaspair  va  g -CB プ aspauputro  va  bluitasya  vrajasya  nanavaril- 
DJI nsm crQ avrl -s svaml  svut:  tatra  nila  gSvali  syul •一: tfi CTQ n n; =r c gopjal.l  p>alayet:  ; atal) sa  gsaspa  ニ 一. 一 
kaaacit  atman o clevata a- lmittaTl Q a crq avduIlyiit 

C 梵文 邦譯) 

「1)大般涅槃經、、、の經の主題なる如來蔵 ^ 熱烈なる心もて速に學得 -:£ むと欲マる善男子若くは善女人 |1 依りてぞ如來藏 
1- 於け る！！ 勤爲 さるべき なれ。 

(2) 申さく。是の如し簿伽梵、是の如し薄伽梵。我は如來藏の修習ょリして大丈夫の性 |- 通入し、得證し及ぴ現覺しぬ。 

(3)  宣ひ 2。 善哉 善哉 善 男子 如是 當！ i iit 間隨 順と 見るべき 也。 
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敦齡ど 略 去したり して あるのを、 今は 普通の 書き方に 改めて ある。 

一. 〔Mahf  rilliriallo  mahltran ニ if 

paurusa  ニ 一 pravc ^ sc' p .abhs-vi s pratiborlhltils  cdsrni. 

3.  Aha  sma  : Sadhu  ! s£lm  1 Islaputra  一 Kvam  eva  dra 音 vyaip  lolluvrtty^^^ 

^ Aha  sma  : no  hrcla -s BhagaAan  lok 5 lulvartal tf. '. 

5.  Aha  sma  : SSdhu  ! Sadhu  M<ulaputra  ニ Avam  叫 ambhirena  vrk 右^ 
tfl harena s: 一 av  itavy  aT '? 

^ sprr.s^^as  - 0<1 

5^p^.3p^p<r^ 

dh 5 nasy ^ e *g, .ni  san  ユ sa-nimitt pl ntti  jMt  舞 vyayikusalena 

5.-^^  mah?, 一 ti ニ vanta  vallasar- 


(1) 若 善 男子。 善女 人。 欲得 疾成如 來性 者。 應動 方便。 修 習此經 a 

(2〕 迦葉 菩薩 白佛 言。 善哉 世 尊。 我 今 修習般 泥 洹經 。始知 自身 有 如来 性。 今 乃 決定 男子 也。 

〔缺 譯〕 

「缺 譯」 

(3)  佛告迦 葉。 善哉 善哉。 善 男子。 當勤 方便。 學此深 法。 如蜂采 華。 盡深法 味。 

(4)  譬如迦 葉。 蚊蟲津 液。 不能 令此 大地沾 洽 。如是 善 男子。 當來之 世。 衆惡 比丘。 亂壤經 法。 無量 無數 。如 高 早 地。 非 i 
大乘 涅槃 經 。所 能 律 潤。 所以 者 何。 正 法 滅盡相 現 故。 

(5)  復 次。 善 男子。 譬如夏 末 冬 初。 秋雨 連 棒。 溫澤 潜伏。 如是 善 男子。 此摩訶 般泥 恒經 。我 泥洹後 。正 法 衰滅。 干時此 g 
法葙南方。爲彼衆邪異說。非法雲雨之所漂沒。時彼南方護法菩薩。當時此契經。來諸蔚賓。潜伏地中。及諸菩薩。及 

諸 一切 摩訶衍 方 等契經 。於 此而沒 。哀 哉。 5 法滅盡 相。 非 法 雲 雨盈滿 世間。 修習如 來恩雲 雨。 雲 菩薩。 人中 之 
雄。 皆悉 潜隱。 

〔缺〕 

〔缺〕 

「 缺〕 

(6)  爾時迦 葉 菩薩。 白佛 言。 世 尊 M 佛如 來聲聞 緣覺性 無差別。 唯 顧廣說 。令 一切衆生 。皆 得 開 解。 

(7)  佛告迦 葉。 譬如人 多 養 乳牛。 靑黃赤 白。 各別爲 群。 欲 祠天晾 。集 一切 牛。 盡彰其 乳。…： 

(曇 無讖 譯」 

(1〕 是故善 男子 善女 人。 若 欲 速 知。 如 來密藏 。應當 方便。 勤修 此經。 
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(4〕 申さく。 杏 薄 伽梵 。吾實 |: 世間 |: 隨順ぜす。 

(5〕 宣ひ Q。 善哉 善哉。 善 男子、 樹花の (味) な 攝 取す る 蜜蜂の 如く。 甚深 汀る法(味)か攝取乜.ざるべからす。 

(6)  復次 |- 善男子。蚊子の尿が、其極少量 71 るょリして、決して大地か濕潤し能は、ざるが如く、此大經又蚊子の尿の極少 
量なる |: 似て、世 1- 行はれむ。而して未來の我妙法滅盡の最初 1- 、蚊子の尿の如く、大地 |: 沒入乜む。是ル第七の相 
となす。 妙法 減盡 して 餘り なし、 是等 諸相 當 、能く 知悉 マべ し。 

(7)  復 次に 善 男子 例ゼば 逝く 年の 中 第一の 冬の 月 ^ 秋と 名く。 此秋 近接した る 時、 雲 急々 II 雨 か 注ぎつ \行進す。 …… 大 
般涅槃の大經、急に雨 ^ 注ぐ秋雲の如く南方 11 入りて、ー切契語方 …… 住 南方の 諸 菩薩 摩訶薩 の …… 妙法の 滅盡か 知 
リて>近冬時 |- 起る雲の如く |: 、迦濕密羅に入りて地中 |: 隱沒ぜむ。(而して」 一切 大乘經 典、 方 等 無上 甘露の 妙法 
隱沒し去らむ。諸菩薩摩訶薩人中の大象今此經な得たる時、便如來の宣し給へる妙法の滅盡來れリと覺るべし。 

§ 

S〕 

〔缺〕 

(8〕 申さく。 願く は薄伽梵。如來緣覺聲聞菩薩法界の不異なる理、其明了の義な、明か |- 解說し玉へ。一切衆生の安樂を 
受けむがため |> 。 

(9) 薄 伽梵宣 U く。 善 男子、 例せば 一の 長者、 若く は長者子の、種々の色の牛のー群 |- 牧主たるものわリとゼょ。茲 |: 諸 
の靑牛わリと乜ょ。此等諸牛な一の牧者わリて、牧マと乜ょ。ある時、彼長者、わる自家の神事の穴め |: 、彼の諸牛 

の乳を搾取すと乜ょ。 

(法 顯譯) 


(三) 

頗 拙劣な 譯では あるが、 已 上の 比較で、 新に 發 見され た淫槃 の梵 文が、 如何なる 性質の もの か、 其 聖典 史上の 
地位は 如何で あらぅ かとい ふこと など、 大略 思考が つく こと X 信ずる。 

一面 梵文 は、 著しく 曇譯に 合ふ樣 な點も ある。 梵の 6 は 特に 之を 示して 居る。 此他梵 の 3、 4、 もょ く 曇譯と 
合 ふが、 法顯に は缺 けて 居る。 然し、 曇譯の 89 10 卽 文珠師 利と 世 尊との 問答が、 梵本に は 法 顯の譯 と 同じく 存 
在して 居らぬ。 この 文珠師 利の 現は れて來 たのは、 文 段の 前後から 見る と、 如何にも 突然で、 其 後代に 挿入され 
た 跡は、 確に 認められる。 玆で梵 本は、 多少の 相違は あるが、 大體に 於て は、 寧ろ 法 顯譯に 近い ものであると い 
ふこと が 認められる。 

今斷片の葉數と、、法曇ニ譯との大小を比較すると、この考はー脣明了になる。この斷片は前にも記した通り、 
第一 百 六十 ニ 葉 目で あるから、 之を 第一 葉から 數 へ、 各 葉を 前掲の 對譯の 結果から、 漢譯 縮藏の 行數に 改算 し、 
一葉が 平均 八 行 半に 當る として、 ニ譯 の開卷 から 當 文までの 行數と 比較す ると、 

1 ^00  X 0 ^ X -.1,^ 

淳女 S2 X 162, —“1.377 
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(2) 迦葉菩薩白佛茛。如是如是如怫所說。我今旣有丈夫之相。得入如來密藏故。如來今日始覺悟我。.因是卽得決定通達。 

(3)  佛言 。善哉 善哉。 汝今隨 順 世間 之 法。 而作是 說。 

(4)  迦葉復 言。 我 不隨順 世間 也。 ' 

(5)  怫 讚 迦 葉。 善哉 善哉。 汝今所 知。 無上 法 味。 甚深難 知。 而能得 知。 如蜂釆 味。 汝亦 如是。 

(6)  復 次善 男子。 如 蚊 子 尿。 不能 令此 大地 沽洽 。當來 之 世。 是經 流布。 亦復 如是。 如 彼 蚊 尿。 正 法欲滅 。是經 先 常 沒於此 
地。 當知 卽是 。正 法衰 相。 

(7〕 復 次善 男子。 譬如過 夏 初 月 名 秋。 秋雨 連 注。 此 大乘經 典。 大湼 槃經 。亦復 如是。 爲於 南方 諸 菩薩 故。 常 廣流 布。 降 注 
法雨。彌滿其處。正法欲減"當至鐄賓。具足無缺。潜沒地中。或有信者。或不信者。如是大乘方等锊典甘露法味。悉 
沒於 地。 是經沒 己。 一切 諸餘。 大乘經 典。 皆 悉滅沒 。若 得是經 。具足 无缺 。人中 象 王 諸 菩薩 等。 當 知如來 無上 正法將 
減 不久。 

(8〕 爾時 文珠師 利白佛 言。 世 尊 今此純 陀 。猶有 疑心。 唯 顔如來 。重爲 分別。 令 得 除斷。 

(9)  佛言善 男子。 云 何 疑心。 乃至 爾時世 尊卽 說偈 言。 本 有 今 無。 本 無 今 有。 三世 有 法。 無 有是處 。善 劣 子。 以是義 故。 諸 
佛 菩薩 聲 聞緣覺 。亦 無差別。 亦 有 差別。 

( 10 )  文珠師 利 讚 言。 善哉 善哉。 誠 如 聖教。 我今始 解。 諸佛 菩薩 聲聞 緣覺 。亦 有 差別。 亦 無差別。 

( 11 ) 迦葉菩薩。白怫言。讲尊。如來所說。諸佛如來菩薩聲聞緣覺性無差別。唯願如來。分別廣說。利益安樂ー切衆生。 

( 12 )  怫言 。善 男子。 諦聽 諦聽 。當 爲汝說 。譬如 長者。 若 長者 子。 多畜 乳牛。 有 種々 色。 常 令 一人。 守護 將 養。 是 人有阽 。 
爲祠祀 故。 盡構諸 牛。 … 


摩 竭提國 。巴 連弗邑 。阿育 王 塔。 天 王精舍 。優 婆 塞 伽羅。 先見 普 道 人 釋法顯 。遠 遊此 土。 爲求法 故。 深 感其 人。 
卽爲寫 之 大般涅 槃經 。如 來祕藏 。願 令此經 流布 晋土 。一切衆生。 悉成 平等 如来 法身。 _熙 十三 年 (西、 四 一七) 
十月一日。於謝司空石所立道寺(建築の〕出此方等大般泥洹經。至十四年(西、四ー八)正月一日校定盡訖。禪 
師怫 大跋陀 。手 執 胡 本。 寶 雲傳譯 。于時 座 有 二百 五十人。 (出 三 此記第 八、 結 一、 四 七 右) 

この 事實は 法顯傳 にも 見へ て 居る。 

是 以遠 渉 乃至 中 天竺。 於此 摩訶衍 僧伽 藍。 得 一部 律。 是摩訶 僧 )!^ 律 …… 又得一卷方等般泥洹經。可五千偈(法 
顯傳 、致 六 七、 右) 

法顯の 後に、 智猛が 再度 この 婆羅門の 家を 訪 ふて、 同梵 本を 得て •之を 凉 土で 飜譯 して、 二十 卷 とした。 智猛 

は 宋文 帝の 元嘉 十四 年 (西曆 四 三 七) に蜀に 入った ので、 注文 も 隨て內 地に 流行す る こと \ なった の だから、 麵 

譯は凉 の 亡ぶ る ^ 五 年 前 永 和の 初めに 出來た ので ぁらぅ。 この 譯は貞 元 編輯の 時、 旣に 亡失して 了った。 卷數 

から 見ても、 恐く 法 顯の譯 に 比して 完本でぁった らぅと 推察され る。 智猛の 事蹟は、 出三藏 記. 其 他の 聖典 目録 
に 出て 居る。 

曇 無 讖所 譯涅繫 は、 其 原本が 于 闐から出て居て之を凉で錄譯したのだ。これ曇纖の傳に明記してぁる通りでぁ 
る。 

識以涅 槃經 本品數 未定。 還國尋 求。 値 其 母 亡。 遂 留歲餘 。後 於于闖 更得經 本。 復 過姑藏 。譯 之。 續爲 三十 六卷 
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此得 商の 中、 漢譯の 方では、 開卷 と閉卷 とに、 多少の 空白を 存 し、 又譯 號卷數 などの 行數を 控除せ ねばなる ま 
いから、 第一から 四十 行、 第二から 二十 行 差 引き、 梵 本の 方で も、 少く とも 品目の 初めの 空白で 二十 行は 除去す 
ると 見る と、 

S. 一. 840 —40U1 CO 8 
S S 一. 360 —20=1.340 
奪 一. 377120 U 1.357 

已 上は 固より 槪算で は あるが、 法顯 譯と梵 本は 少く とも 斷片の 部分に 至る までは 其形體 には 大差がない。 否大 
約 全 同で あると 云 ふても よい。 之に 反して 曇 纖の譯 は、 四百 五十 行 計 多い。 換言す ると •この 斷片の 大きさの 梵 
莢で、 百 枚 ばかり 多くな つて 居る。 以て 其 增廣の 非常なる を 知るべし だ。 單に この 文 珠師利 問答の 一段 計りで な 
く、 他に も 幾多の 增加が あつて 一目に 知る ことが 出来よぅ。 

勿論、 梵本 にも、 大分 漢 本と 異つた 點が ある。 法 滅盡の 相を、 特に 第 七 相と 標し たこと などは、 全く 法、 曇 ニ 
譯に 知れて 居らぬ こと だ。 故に 梵 本は、 大體 法顯譯 と其大 さは 同じい が、 內容 には 多少の 出入の ある 一の 異本で 
ある ことは 言 ふまで もない。 

玆で 少し、 法 顯と曇 謙の 將來 した 梵 本の 根源 地を 調べる 必要を 感じて 來た 。法 顯の梵 本は 中 印度で 獲た ので、 
經の 後記に 明記して ある。 


は、 直に 般若の 中に ある 豫 言を 想 ひ 起させる。 般若では 滅後に 大般 若經が 先づ 南方に 傳播 し、 次第に 各方に 傳は 
りて、 東北 方に 盛 行 するとい ふこと になって 居る。 渥 繫の 方は、 大 體嚴肅 悲愴の 音を 帶び て傳播 とい ふょりも. 
隱沒 とい ふ 方を 主にして 說いて あるが、 考へは 同一ら しい。 大 集の 賢 護 分に も 同 樣の懸 記が 見へ る。 特に 迦濕彌 
羅を擧げてあるのは頗注意すべき點であるが、迦腻色迦王の殁後間もなく行はれた、黯|^族の滅法を指したも 
のか。 または 蓮華 面經に 出て 居る 大族王 (西域 記に も ラ ー ジャ ー タラン ギー 一に も 暴虐の 惡王 として 出て 居る) の 
怫法 破壤を 意味した もの か。 尙大に 硏究を 要すべき 所 だ。 道 朗の大 涅槃 經序に もこの 文を 基礎と して、 

怫涅槃 後。 初 四十 年。 此經於 閻波提 。宣通 流布。 大明於 世。 四十 年後。 隱沒於 地。 至 正 法 欲滅餘 八十 年 乃 得 行 

世。 雨 大法 雨。 自是 以後。 尋 復隱沒 。至于 千載 像敎之 末。 雖 有此經 。人情 薄 淡。 無心 敬 信。 遂使群 邪競辨 。曠 

塞玄路 。當知 遺 法 將滅之 相。 

と 書いて ある。 多分 印度 三藏の 傳說を 叙した ので あらぅ。 本文の 注釋 として、 犬に 面白 ひ 所が ある。 涅槃 大經 
が 怫滅後 四十 年後に、 俄然 隱沒 して、 正 法 千年の 終に、 再た ひ 世に 現 はれるな どい ふことは、 聖典 史家の 輕 々に 
看過すべからざる 傳說で あらぅ 0 

二つには 西域 地方には 漢文の 涅槃 も 存在して 居った こと だ。 千 四百 四 年に、 ぺ ー タ ー ス ブルダ アヵ デミ ー のサ 
- レ マン 敎授が 摩尼敎 聖典の 一 斷片を 高昌 Q 故 地に 得て、 之を 刊行した が、 この 斷片 は、 ある 支那 文を 書いた 故 
? 紙の 背面を 利用して 寫 された ものだった。 右の 漢文に っき 今まで 誰も 注意す る もの もなかっ たが、 實は 之が 
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焉 (出 三 藏記 十四、 結 一、 八 四 右 等) 

左 始 三年 (西、 四 一四) にこの！ § 經事 業が 始まつ て、 七 年の 星霜を 閱 し^. 十 年 (西 匹 三〕 にナ 成し"^ 
これが 所謂 北 本 Q_ で—。 皇籠の 第 八に 見へ る 作者未詳の 大_麗 に 依る と、 雲 三藏 は、 智 猛の將 
來 した 本を 河皇の 命で、 ■譯 し、 之に 自ら 探求した 梵 本を 合 揉した 椽に 見へ るが、 この 記事は 前記の 紀錄 類に 
照らす と、 少しく 年代が 齟齬す る樣だ から、 今は 取らぬ ことと する。 

之— に、 讓譯は 中 印度 本が 底本で、 _li ゐ たので—。. 玆で _s 本が 印度から 西域 
に流傳 する 間に •種々 Q 增加 や、 布衍が 行 はれて 二者 Q 間に、 大小 廣 略の 相違が 出來た ことが、 震 見 當が付 力 
ぅ。 而 して 義 見の 梵 本は、 方に 此增加 や 布衍 答 はれ t する 初期 i する もので— とい ふこ— 具體 的に 
示して 匡る ではない か。 第 七 相な どの 小さき 揷人 文は、 實 にょい 證據 であらぅ。 他 語で 言 ふと、 新覽の 梵本斷 
片は 曇譯 に比べる と、 比較的 原始的の 形體に 近 ひもので あると いふ ことが 判斷 出来る。 

S) 

言語 學や 字象學 の 方面から、 此斷片 につき 言 ふべ——、 ま 裏つ て 居る が、 それは 一切 略して これで 先 
づ大體 の 報吿は 了つ たの だが、 義 として、 一つ ニつ 書き 添へ たい ことがある。 

一つは 斷片議 QSS きて だが、 _■1 、先づ 南方 i 播 し、 次で 迦議羅 S すると 云警 


する L 思 ふ。 而し てこの 新硏究 につきて、 最も 有力の 利器は、 卽漢譯 の藏經 である。 予 はこの 稿— るに 臨 
みて漢菅講究するに最有乳有益の地位にぁる日本佛敎徒に、八マ|段の霞と勉勵とを切望するの情.太だ切 
で—。 古代の 諸 三 藏が千 辛 萬 苦、 骨を 粉に し 身を 碎 いて 雲 探求した 古西 域の 震は 今や 雲の 如く 學 人の 前に 
其 硏究を 要求して 居る のでは ないか。 
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大涅 槃經第 十九 卷梵行 品の 一文で、 阿闍世 王の 臣 、實德 (或は 實 得) が、 詭辯を 弄し、 刪 聞 耶 昆羅脑 子の 邪義で 
王が 殺 父の 大逆を 辯 護す るを 記載した もの だ。 字體は 盛 唐 時代の 立派な 行書で、 最謹嚴 にか" れて ある。 摩尼敎 
徒は、 この 經 典を 横に 中央から 切斷 して、 一部の 裏面に 自敎の 聖敎の 聖典を 書寫 したので ある。 

か、 る宗敎 史上 一種の 趣の ある 斷片を 見る と 先づ摩 尼敎の 中央 亞細适 に 於け る 勢力が 考 へられよう。 佛敎の 寺 
院を 占領して、 その 經 文を_ ひ、 自家の 聖典を 書寫 する 材料に 利用した もの だら うとは 誰でも 考 へよう。 然し 實 
際 > 摩尼敎 は 中央 亜 細 亞に對 して、 こんな 勢力の あった ことは 甞て なかっ た。 同敎 徒が、 西域 諸 藩 王の 醫官 とし 
て、 佛敎 徒の 寬容 により、 自家の 範圍 で靜に 其 宗敎を 信奉す る ことが 出來た ことは、 グリュン ヴ工 ー テル 博 土 
其 他が 證明 する 所で ある。 されば、 西域に 存在した 溢る、 計りの 許 多の梆 敎 聖典が、 現 時、 バィブルが 夜店に 暴 
される が 如く、 端本と なり 反故と なって、 坊間に 出た の だ。 摩 尼敎の 連中、 其 節約 主義より、 或は、 之を 買 ひ 人 
れ 、或は 之を 怫敎 徒の 友人から 簣 って、 自家の 聖典を 寫す にに 用ゐ たと 考 へる 方が 穩當で あらう。 兎に角、 西域 
には 梵 本の 外に、 支那 譯も頗 る 多く 存在した ことは、 この 一枚の 斷片 でも 明 了で あらう。 古西 域は 實に 古代 怫敎 
文明の 一大 ステ ー シ ョンであった の だ。 

西域 古聖 典學 は、 今や 漸く 呱 々の 聲を擧 げた 計りで、 之が 成人の 曉まで は、 まだ 幾多の 日 生 霜を 要する 事で あら 
うが、 この 折 硏究が 佛敎 全體に 及ぼす 影響の 大なる ことは、 已 上の 涅槃 梵 文の 斷片 一っで も、 識者は 必らず 首 # 


I 功に fl」、 遺 fi 査 する U 倉 得たり。. 博士が 今囘 Q 農は、 蓋し 壽 の 霊に して、 之に 次ぐ の 功 

動の 如き も 恐く は 亦 望む 能は ざるべく、 假に 之を 中央 亞細亜 研究に 於け る 一段落と 見做し、 結末の 光彩 ある 犬， 
と稱讃 せむ も、 また 或は 大早 計に あら じ。 

下に 報す る 所は 博士が この 雄大の 探檢を 終りて 後、 ロンドンに 歸 り、〃 イ テルの 通信員に 直話した る听 。載 
せて デ 1リ1 アレグ ラフ 本年 一月 ニ 十三 日の 紙上に あり。 今 讀むに 從ふて之を譯述し、讀者と共に？の吧圖を 
景仰せ むと 欲す。 博士 一千 九 百 六 年の 夏 印度 政廳 、中盡 細 ■檢隊 の 長と して 世界に 於け る 最荒凉 不毛の 惡地 
に踏资 する こと 三年。 足跡 15 嗤に 達しぬ。 豈 偉なら ずと せむ や.、 聞く 邦人 盛に スベン、 へ デイン 博士 
の 来遊 Is て、 其 偉大 美 1 、た IQ1 乃 亦 K 夕 イン 博士に 對 しても、 實に 同様の 靈—す 
る 義務 あるに あらす や、 スタ V ン氏 踏破す るの 山川は、 へ デイン 氏に 比して 稍 局限す る 所 あり。 其 地理 學の 功績 
に 至りて は 或はへ デイン 氏に 一管 輸 する もの あるべし、 而も 裏なる 古物 學 上の 至 寶を 豪し、 佛敎學 上 至 

珍 Qr〇 典を 獲 天 下 無 ニ Q 古 靈 5 收め たる 巨大なる は、 到底へ デイン 氏の 匹敵す る 所に あらず。 讀者 希く は譯 
述の 文に 徵 して 之を 了知せ ょ。 

霞 最後 Q 日、 博士 S 善 一 萬笤 高峰 4 ぢ て、 氷河 q 上を 行く こと 約 九 時間。 以て 此連 峰の 雄景を 撮影す 
るに 力めたり。 而して 之 S に i — 霞 I して、 足指幕 し、 f 傷療1 ふ Qf  I。 而も 博士は 
之 丨屈せ 卡 露を 忍 r モ震 の 計畫を ■行し、 十 有 八日 Q 後、 初めて 雲の 手術を、 受けたり。 足 指の 大部分 
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漢代佛 敎古經 典の 發見 

(明治 四 ニ、 ニ、 宗敎畀 第五 卷四號 ) 

スタイン 博士の 古物 學及 地理 學 的の 大成功 

輓近 中央 亞細 H の 研究 開始 せられて 已來 、學術 上 偉大なる 恩人は 誰ぞと 問は V、 誰 力 先 f スタインと クリ 
ユン ヴ 1 アルの 兩 博士に— ざら む や。 ニ 碩學 の 前に、 ペトロ ヴス T あり。 デユ1 アイ ル、 ドラン！ 
ヮア 1 あり、 ゥ H 1、、 ハ-あり。 各 珍奇の 材料を、 西域の 故國に I して、 新 硏究の 機運— せし と雖も スタイン 

博士 于 1— め」 、 i 、<罕 テ—、 奮 Isi 售 露 i 然と 

して 中央® 細 看 學に 、自ら 一新紀元を なせり。 爾來 佛敎聖 語學に 於ても 1 典 學に方 一 も 美術史 丨方て 
幾多の 新 研究 雲の 如く 起り ぬ。 此等 雄大なる 探檢 の成雙 研究の 趨勢に 就きて は 予は絕 へず 之秦梦 の 學界ド 
報じぬ。 文 多くは 載せて、 新怫敎 の諸號 に存 す。 

于國 ょり 出で たる 1 原文は、 主として 審 時代ょり 宋初 i る もの。 希に 晋 末に f 得る 古 1 f 
む。 高— 見 Qiyf ては、 其 時代 稍 後代— す。 而し 一」—— くは 零 碎—片 にして、 1— 一 
毛 & 示し* 金 龍 唯 片鱗を 殘せ しに も 似たり。 故に 靈典史 & 修め、 聖雲 を硏 むる 人に ありて は告古 十の ォ'^ 


理史及 敎會史 Q 上に も、 必ら S 解 f 提 f 来らざる 慕ず。 世 Q 怫敎學 に 志す の 徒ょ。 願く は此 快報を 等閑 
に 付す る なく、 左の 譯文蠢 むで、 奮起 勵精大 に 之に 備 ふる 所 f て 可な り。 

予ヵ 旅行 QHH 的と する 所は、 東 土 耳機斯 ■於け る 夕 リム (HI) の 谷地を 通じて、 古代の 地點及 遺跡を 發 
掘す る ありき。 這 般靈 の 區 城は、 支那 本部の 西 極端と、 土 耳 機斯坦 との 間に 橫る諸 沙漠な りと す。 之に 加 ふる 
に 地理 學的 探究 も、 亦今囘 事業の 重要なる 部分を 占めたり。 卽 中央 亞細亞 に 於て 有史 時代に 起り たる 地 火 起動の 
疆に 原因す る 物 麗的變 化の 諸問題を 硏究 する こと、、 及び 曇 及 南山の 兩 高山々 脈の 測定 囊 これ 也。 

予が蠢 I 初 Q — に 於て は、 予 1 非業 土 耳 機 斯|  一 |形成して\ 1? |1する_|1方| 
行せ り。 是此 地の 境界 確定 委員 會已 來歐 人の 未だ 甞て 至ら ざり し 所な り。 

予ヵ 最初の 冬 ( 千 九 百 六 年) は、 タクラ マカン (Hakramaks) 沙漠の 西方に 於け る、 荒凉 寂寞の | 地 點に過 
しぬ 也 地は 古：^ に 於て、 文化 Q 恩澤に 浴した る最 極限 Q 所な り。 兹孝は 謹の 中に 埋沒 したる 村落 及 都市を 
發 掘して、 吾人 年代 Q 第一 世紀 (後 漢時代) Q 古 麗を發 見したり。 

I 千 九 百 六 年の 終には 余は、 蒲菖深 沙漠の 裡に ありき。 此 地は タクラ マカン 地方に 比して 一層 忍耐を 要する の 

地な りき。 困難 QfQ は、 飮 水の ■にあ—。 之に 加 ふるに 義 iff、 賢の 努銳 t 
て f する か 如きを 以てす。 此 風は 東方ょり して 夕 1 谷地を 吹斷 する もの fs の 一管 擧げな ば、 久しく 
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± 之に 依りて 全く 失 はれ。 足 亦 跛 へんと する に 至りぬ。 其 意志の 强烈 にして、 學 術の 爲に 、一身を 顧みざる の 精 

神、 眞に 後學 の龜鑑 となす に 足る。 

地學 上に 於て は、 崑崙 南山 兩高 山脈の 測定を 始 とし、 于闐 河の 水源を 定めて、 其 功 永く 百世に 垂る ベく、 文明 
史ヒ 、漢 代の 荽書を 獲て、 史上 Q 暗黑之 が 爲に炳 明 1 鼻べ し。 而も 博士が 佛敎 上に 於け る 今 囘の貢 獻に至 
りて は、 研究 上 優に 新紀元を 開くべき もの、 其大 勳の赫 々たる 世の 等く 崇仰 する 所たり。 何を 以て か 之を 言 ふ。 
ニ) 今囘發 見した る 佛敎古 寫經の 中。 漢時代に 屬 する もの 少から ず。 是蓋 摩騰法 蘭が 白馬 經を 載せて 支那に 
至れる 當時の 古本に して、 其 聖典 史上の 價 値の 如きは、 固より 呶 々の 要な し。 

(ニ) 發 見した る 古 寫經は 、其 質 頗淸鮮 にして、 且つ 悉く 完本な り。 其硏究 上の 價値亦 言 ふを 要せず。 

(I ニ) 發 見した る 古 寫經は 、漢 より 晋を歷 て、 六 朝に 及び、 唐 宋に亘 て其數 四千に 超 ゆと いふ。 蓋し 全 藏の原 
文を 網羅す といむ はも 誣言に あら じ。 また 珍なら ず や。 また 偉なら ず や。 

(四) 發見したる寫經を記する所は、約七種の國語なりといふ。その聖語學上無ニの珍材たる。誰か之を疑は 
む。 

(五)  發 見した る古經 典の 中より、 漢土に 翻傳せ ざる 經 文 ?: 得る の 望 あるべく。 亦 佛敎史 の 硏究に 資すべき、 
傳記 記録の 類 必らず なしと せず。 古代 怫敎史 の 暗點 、或は 之に 依りて 消 除す るの 希望 あり。 

之を 要するに 此 一大 發見 は、 佛敎 聖典 史及聖 語學の 硏究上 一大 革命を 起すべき ものにして、 之に 依りて その 敎 


ありし より 来りし 結果に て、 今日 之に 依りて 測定 上、 吾人の 事業に 頗 便益を 與 へたり。 此 望樓の 側に 於て、 ニ 千 
歲の昔 此の 畏怖すべき 邊彊の 地方を 守備した る、 支那 番兵の 殘留 したる 諸種の 遺物を 發 見したり。 こは 基督 紀元 
前 一世紀よ りして、 紀元後、 一世紀の 半、 卽此堡 碧 守備 線の、 全く 廢棄 せられ 時代に 跨りし ものに て、 木片 若く 
は 竹材に 書した る 古文書の 類を 主要なる ものと す。 此他 守備 營の 事務室 中に、 古物 數百 點を發 見し、 又 室外に 於 
て 支那 兵卒の 遺棄した る廣大 なる 雜 品の 堆積を も 蒐集す る ことを 得たり 當時邊 境 守備隊の 分布、 組織 及 軍令の 5 ^ 
達、 其 他は 右に 發見 せし 公文書に て 明に 之を 知 了す る ことを 得。 又 他の 古文書に 徵 して 此慘擔 凄 寂なる 邊彊守 藤 
中に 於け る 多くの 慘 絕奇絕 なる、 生活の 狀態を ニ 千載の 今日、 瞭々 として 知る こ. とを 得るな り。 

吾人が 諸發 見中最 利益 ある ものは、 古代の 寫經 、繪畫 及 其 他の 佛敎 遺物を 以て 密塞 充塡 したる 一大 寶崛 の發掘 
にあり き。 此等は 一大 怫敎 聖崛の 一祕 室に 於て 最も 密に 護藏 せられし ものにして、 祕密 なる 萬 壁 固く 封鎖せ り。 
此處 に予は 一大 佛寺 文庫の 全藏 書と 及 その 珍奇なる 什寶 とを 蒐集し 得たり。 是 吾人 紀元 十 世紀の 終に、 祕藏 せら 
れ しもの なり。 蓋當 時野蠻 狂暴なる 侵入者 ( 卽回敎 徒) に對 して、 法寶怫 具を 保護せ むが、 爲めに 此擧に 出て し 
は、推するに難からず。而して祕藏已來此等狂暴の民族及慘烈なる沙漠の破壤に對し、人鳥天然より離れて、兩 
ながら 絕對に 安全た るを 得て、 以て 今日まで 嚴存 したる 也。 

此等數 十 世紀の 密閉の 後に 發 見せられし 寫本 には 其 中實に 基督 紀元の 初 世紀に 溯り 得る 珍品 少 からず。 但し 其 
他は 其 量の 饒大 なる よりして 一々 其 記錄奧 書を 明言せ むことは 今頗困 離な り。 此 等の 珍書は 何れも 結束の ものに 
_ 漢代佛 敎古經 典の 發見  五 九 一 
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廢道 となれ る 支那より タクラ マカンの 北方に 通ず る 古代の 隊商 街道に 傍 ひし、 一地 點を發 掘す るに ありたり き。 
墨 間 五十人 Q 人夫を 要し、 而も 此地點 よりして 飮 水を 求めむ には 最近の 水源に して、 尙八 長驛を 進行す るの 必 

要 ありき。 

當時 は、 困難の 極點に 達した る 時期な りき。 切る が 如き 猛 風の 恐怖すべき は、 筆舌の よく 記述し 得る 只に あら 
ず。 而 して 寒暖計—— 下 四十 八 度の 下に 低落したり。 吾人 一行の 數 通過した る 古代の 河 身は、 枯死した る殘 
樹に 依りて、 辛く 1S 識し 得る のみ。 是同 地方を 通じて、 一般に 起り し、 驚くべき 雲 枯渴 S なる を證せ 
り。 一地 點に 於て は、 同地の 不器 時代の 遺物を 發見 しぬ。 こは かの 桑 滄の變 によりて、 鹹水 若く は 淡水の 底より 
出で しものに て、 有史 已 前の 時代に 湖畔に 棲みた る 民族 ありし を 吾人に 明示せ り。 

古物 學的事 業の 中に て、 最 人目を 惹 くべき 部分は 一千 九 百 七 年の 春、 及 初夏を 通じて 蒲 菖海畔 の鹹泪 及、 ソン ハ 
ゥ アン (Tun  Huar & 綠 地の 中間、 卽 支那 甘 肅の最 西 端に 存 する 沙漠の 硏究 にあり き。 此處に 於て、 予は f ニ 

百哩の 距離を 連結す る 古代の 境界 堡 砦を 發見 する ことを 得たり。 

是 基督 紀元前 Q ニ 世紀 Q 終に 於て、 西方に 對 して 新に 拓殖せ る 道路を 防備す る 巨 的を 以て 古代 支那 人の 讓 
したる 所な り。 若此 地方が 基督 紀元 ニ 世紀の 古代に あつて、 旣に荒 蕪せ る こと 今日と 同じく" 且 城壁と 最近き 水 
源 すら、 其 距離の 頗大 なる を 考 へれば、 當時 支那 建築 技師の 勞カ 困難は 實に 非常なる もの ありし なるべし。 此の 
城壁の全線を監視すべき爲に造られし、幾多の望樓は、各望の距離多少不規則なり。これ當時'外磧に多バノの高低 


こは 前 兩囘の 猓檢に 於て ある 事情ょり、 予が 計畫を 畫 餅に 歸せ しめし ものな りしが、 今囘は 前囘と 全然 異 b る 新 
方面を 取て 遂に 探檢を 成功し 得たり。 但し その 困難は 實に 非常な りき。 此恐怖 すべき ニ 萬呎已 上の 嶙峋な る 高山 
脈 其 行く 所は、 險惡 言語に 絕し 。而も 多くは 通過すべからざる 深 谷幽谿 の 險 ありき。 

かくの 如くして 數十 頭の 動物を 失 ひしに も 關らず 、麗崙 高山 脈の 探檢は 成功を 以て 終りし かば、 西藏 高原の 霞 
北西に位する、最不毛の地を通過せむことを企てぬ。而してカラカシュ( ^ ロ31013 3 河に達したる後、吾人は 
大雪 千歳に 百 一る 山脈の 南方测 定を 、北方のと 結合す る ことを 得たり。 然れど も此 目的の 爲に 、ニ 萬呎 より ニ 萬 千 
呎の 間の 高に ある 分水嶺を、 カラカシュ 谷より 押 登る の 必要 ありき。 


漢代佛 敎古經 典の 發見  五 九 三 


漢代怫 敎古經 典の 發見  五 九 ニ 
て 其淸鮮 なること 祕 藏の當 時と 毫も 異 るを 見ず。 寫 本の 數は 四千を 超過す。 而 して 學者の 語る 所に 依る に少 くと 
も 七 種の 異 れる國 語に て 記載せられ たり。 

一千 九 百 七 年の 夏には、 南山々 脈の 高地に 於て、 ニ 萬 方哩の 地方を 測定し ぬ。 此の 地方には タンク ード 山賊の 
橫行 する あり。 又 嚮導 者 之 あら ざり し爲 に、 其 苦慮 實に 非常な りき。 而も 此 困難と 惡鬪 して、 タ リム 谷地の 北方 
に歸 着した る 後、 一千 九 百 七 年ょり 八 年に 亘る 冬期 中、 濶大 なる 一隊 商 行路の 間に、 種々 なる 地點を 探究し 發掘 
し 其 報酬 空しからで、 巨 多の 壁畫及 古代の 彫刻物を 獲得し ぬ。 

其 後 タクラ マカンを 通じて、 北方から 南方に 至る、 最危險 なる 行進を 斷 行したり。 此間の 忍耐 困難は、 實に慘 
擔峻 酷の ものな りき。 予が 引率した る數 頭の 駱駝は、 二週間の 久しき 飮水 もな く 食餌 も 取る 能は ずして、 行進せ 
ざるを 得 ざり き。 而も 此の 如くして 得た る 所は、 唯 カリム (Marino 河が 砂 磧の 中に 死沒 したる 地點に 達した る 
に 過ぎ ざり き。 この 諸 水路が 悉く 死滅した る荒凉 たる 一大 地域は、 予が甞 て尋訪 したる 諸 所の 中、 最闇鬱 凄絕の 
ものな りき。 想像せ ょ、 數 百方 哩の 地、 目に 觸る \ 所に、 全然 死滅した る、 累 々たる 枯 枝、 大揚 及 其 他 諸 樹の殘 
骸 、無常 轉變の 水路が、 古代 汨々 滔 々の 盛觀 を、 僅に この 殘樹に 留めて 今日に 至りし 大 寂寞の 風景を。 鳴 呼是實 
に 死に 封鎖せられ し 熱帶の 三角洲な りき。 死 及び 片蒼だ もな き 死 林、 駱駝の 足跡を 除きて は、 全然 生活の 痕なき 
所、 この 風光は、 予が 終生 忘る ゝ能 はざる 所な り。 

同年 (千 九 百 八 年) 七月の 一日。 予は 前人が 甞て 測定せ ざり しコー タン 河の 水源を 探究せ むが 爲に 出發 しぬ。 


五 九 四 

普 明 王 本 生に 就きて 

(明治 四 ニ" 五" 宗敎畀 第五 卷第 六號) 

班 •足 王譚 

ニ楞學 人が 西 竺佛敎 古 美術と 漢譯怫 典との 對合 硏究に 力む る學界 の爲に 多と すべき 價 ありと いふべ し。 之に 依 
り' て 漢譯本 生 譬喩の 史的 價 値を 闡發し 得れば 也。 從 て、 本 生 譚の發 達 研究に つきて、 一隅の 資料を 供給し 得れば 
也。 

普 明 王 本 生と アジャンタ 壁畫の 一が、 果して 一致す る や 否やは、 勿論 予が 輙斷 言す るを 得ざる 所 也。 而も 該木 
生に つきて、 該 羅博綜 、藏 海&涉 獵 したる 稿 者の 勞は 、輕々 しく 沒し 去るべき にあらず。 

余 ニ 年 前、 普 明 本 生に つき 少く 研究す る 所 あり。 ー獨 逸文の 稿を 成し 時に 出して 之を 補 刪し ぬ。 今年 一月 偶リ 
スデ、 ヰ、、 ッ 夫人 一文を 巴 里 聖典 出版 會の 報告に 寄せむ ことを 囑せら る。 乃 之を 英文に 改め、 繁を 刪り 要を 添へ、 全 
く 章段篇 目を 更新して、 •之を 夫人に 送りぬ。 普 明 本 生に 關 する 文を 讀 みて、 數 言を 『宗 敎界』 に 寄せむ と 欲する 
思考は、 かくて 自ら 起れ り。 

普 明 王 ！| 蘇 多 蘇 摩 本 生 —— は 南北 兩 傳中尤 異形に 富める 譚の 一つな りニ楞 氏の 記載の 外、 北傳に は舊 譬喩 經 


蒈明王本生 |- 就きて 


五 九 六 
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佛 遺敎經 II 馬 鳴の 作歟 

(明治 四 ニ 新 佛敎第 十 卷六雜 0 

唐の 太宗 詔勅を 發 して、 佛遺 敎經の 宣布を 令し、 天下 僧尼の 淸規 、一に 此經に 依 準せ しめし 已來 * 流 傅の 速な 
る、 急 湍の低 谷に 注ぎ、 烈火の 枯 草を燎 くが 如き ぁり、 後代 孤山の 疏出で 、眞 悟の 註 現 はれ、 淨 源の 節 要 行 はれ 
て 玄旨を輔翼し幽理を闡發して 傳持愈 盛な り。 吾國に 於て は、 各宗槪 力めて 此經を 誦し、 賛揚弘 通の 至 a 
る 固ょり 兹に贊 する を 要せず。 

世人 終りに 臨む や、 語 必らず 切要を 極む。 況や四 生の 慈父、 垂滅の 遺敎を や。 末弟の 傳 持に 懈ら ざる > 固 ょり 
怪むに 足らず。 而も 本經 の宣傳 は、 單に 其切實 親切の 敎旨 のみなら で、 亦實に 其文辭 の壯嚴 、叙述の 巧妙た るに 
歸 する もの 多き を 忘るべからず。 蓋羅 什の 飜傳 する 所、 槪其 文辭魂 麗 雄渾、 諸譯に 卓絕 す。 玄# の譯 は、 周到 緻 
密 、文理の 透徹 明晰なる 古今 獨步 と稱 す。 而も 其 理路の 條然 たる 餘り ぁりて、 文 品の 高 逸、 神韻の 橫溢に 至りて 
は、 什に 比して 貪 然數步 を 讓ら ざるを 得‘ ず。 法 華や 楞嚴や 維摩 や、 什 公の 譯少 からず と雖 、遺敎 は 實に其 文 品 當 
に此等諸敎中の&眉を以て居るべき價ぁるべし。 

予 久しく 皇漢の 文集を 手に せず、 今唯朦 M として、 賴 山陽が 此經の 文を 賞した るを 記す。 山陽 元來 古文に 偏 
す。 歷代 譯經の 文に 對 する 唾棄 尙 足らざる が 若し。 而も 此經に 於て 推賞 此の 如し。 以て 其 至妙の 文た るを 知る に 
佛遺 敎經は 馬 鳴の 作歟 


普明王本生 |- 就さて  五 九 八 
く訂 すべし。 
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18 結 

17 阿 菟樓駄 請 問 

16 不 放逸 

15 逹離亂 心 鉢 論 

14 智慧 

13 攝念 (着 鎧、 治 塘 •） 

12 精進 (少 水、 穿 石） 

11 閑居 C 集 鳥、 老 象) 

10 知 足 

令 

穿 

00 
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6 呵嗔 (冷 雲 中火) 

5 斷丨丨 K； (黑蚊 鐵釣） 

4 節食 (蜜蜂 牛 力) 

20  同 119 卜 12(75  b 18-76  b 5) 

19  同 112— 11%  (75  b 14) 

18  同 105— 111 (75  b 10) 

17  同 99 一 104  (75  b7) 

16  同 96  ト -9S 

1.5  同 9U96 务 （75  a 5) 

14  同 87—94  (75  a 2) 

13  同 84J— と'6  (75  a 20) 

12  同 81i— 84175  a 16(75al8) 

11 同 764 —8U  (75  a 13) 
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9 同 72— 73 士 （75  a 11) 

8 同 68— 71 (75  a 8) 

7 同 63— 67  (75  a 6) 

6 |T.]  56J— 62  (75  a 20) 

5 冏 53— 56“74  b 2) 

20  同 102 H26(39  a i639b  H) 

19  同 96— 102J  (39  a 14) 

18  frfj  89—95  (39  a 10) 

17  同 82 — 88  (39  a 6) 

16  同 82 — S3  (39  a 6) 

15  同 79 — S1 (39  a 4) 

14  同 75— 78  (39  a 2) 

13  同 72— 74  (38  b 20) 

12  |..j  70-71 (38  b 19) 

1 1 M 68— 59  (38  b 18) 

10  |..j  67—  (38  b 17) 

9 |7.]  65—  (33  b 17) 

8 J.i]  64—65  (38  b 15) 

7 同 59 — 63  (38  b 13) 

6 问 53 — 5S  (3S  b 10) 

5 同 50— 52  (38  b 8) 

20  p.  307— 308 

19  p.  306 
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怫 所行 讃の ー第ー頌ょり第三十ニ頌半に至るは、須跋陀羅の得度を歌ひ、 20 第百十九頌ょり第百三十ー頌に至 


る、世尊入滅の修定を賛じ、次で滅後天地の異變を詠ず。此前後の兩段は遺敎經に缺く、其他の十八段ょり 19 に 
至る、 約 八十 頌は經 の 十八 大 段と 相 符合す。 今 左に 一二の 實 例を 擧げて 相符の 如何に 密な るかを 示さむ。 

佛 遺敎經 U 馬 鳴の 作歟  六 〇 I 


怫 遣敎經 U 馬 鳴の 作歟  六 〇〇 
難から ず。 予每に 謂ら く、 遺敎の 文 之を 支那 美文 學史の 架 中に 置かむ に、 敢て柳 蘇の 下に ある ものに あら じと。 

遺 敎文辭 の 妙、 旣に 此の 如く、 其 切要の 歎 旨、 また 彼が 如き あり。 獨怪 む、 漢 ょり 元に 至る 歷 代の 諸三藏 、之 
を譯傳 したる、 前後 唯 什 公一 人の み。 夫 大小 乘の 聖典、 般若 雜華の 犬を 首と し。 法 華の 如き 楞嚴の 如き、 金 光 
明、 無量 壽の 如き、 少 きも 三譯 、多き は 七 八譯を 重ぬ る もの あり。 切要 遺敎の 如くして、 單にー 譯 にして 止む。 
豈 理由な から ざら む や。 因りて 謂 ふ、 是什 公が 諸經の 精を 集め 粹を拔 きて、 抄略誦 出した るに 非ざる なきを 得む 
や。 其譯 文の 妙 また 夫 之に 基せ ざら む やと。 

然るに 今や 漸くに して 此宿 疑を 消す ことを 得たり。 遺 敎經は 謂 ふに 大士馬 鳴の 作なる なから む や。 抑此經 は怫 
所行 讃 第二 十六 品大捏 獎 品と 首尾の 文 段 全然 吻合す。 唯異る 所は、 讃は 詩體 にして 稍 廣衍に 傾き、 經は 散體に 作 
りて、 極めて 緊縮 簡潔なる にある のみ。 讀者乞 ふ詳に 左の 比較 表を 檢せ ょ。 
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彿 所行 讃 

大 段 3( 頌 第三 十五、 六) 

汝等當 恭敬  波 羅提木 叉 卽是汝 大師 
如 事 我無異 …… 

大 段 13 (頌第八十四至八十六} 

若人 勤 精進  無 利而獲  是故 當晝夜 
勞而不 獲 是故當 精進  如 壯夫鑽 火 
大 段 15 (頌九十三、四) 

生 老死 大海  智慧 爲輕舟  無 明大 闇 冥 
智慧 爲利斧 

大 .段 19 (頌百十ニ至十七) 

正使 經劫住  終歸當 別離  異體而 和合 
悉己 得解脫  汝等諸 弟子 
我已 然智燈  照 除 世 闇 冥 
逆 生死 海流  永 離 衆 苦 患 
佛 遺敎經 U 馬 鳴の 作歟 


巨 夜 之明燈  貧 人 之大寶  當所 敎誡者  汝等 當隨順 


精勤 不 懈怠  山谷徹 流水  常 流 故 決 石 鑽火 不徹進 


智慧 爲明燈  諸 纏 結 垢 病 智慧 爲良藥  煩 惱棘刺 林 


展轉 維正 法 
世皆不 牢固 
是亦 應隨喜 


理自 不帶俱 
知有必 磨滅 
汝等 當隨喜 


自他 利己 畢 
勿復 生憂悲 
如 親 遭 重病 


空 住 何所爲 
當自勤 方便 
療治 脫苦患 

六 〇 三 


天人 應度者 
il 不 別離 處 
已捨於 苦 患 


佛遺 敎經は 馬 鳴の 作 歟 プ C 一一 

遺敎經 
大 段 2 

汝等 比丘、 於我滅 後、 當 尊重 珍 敬、 波 羅提木 叉、 如闇邁 明、 貧 人得寶 、當 知、 此 則汝大 如、 若 我 住 世、 無 異此 

也、 …… 

大 段 12 

汝等 比丘、 若 勤 精進、 則事蠢 者、 是故汝 等、 當勤 精進、 雲 小水 常 流、 則 能 穿 石、 若 行者 之、 ん、 最 々懈飯 

譬如鐵 火、 未熱而 息、 雖 欲得 火 火難 可 得、 是名 精進、 

大 段 14 

::: 實謹 者、 則 是度_ 死海、 難船 也 •亦是 無明 黑闇 大明燈 也、 一切 病 者 之良藥 也、 代 煩 惱樹利 斧 也、 …… 
大 段 18 

汝等 比丘、 勿 懷憂惱 (若 我 住 世 一 劫、 會 亦當滅 會而 不離、 終 不可 得、 _利 利 人 法、 皆 具足、 若我久 住、 更無所 
益、 應可度 者、 若 天上 人間、 皆悉已 度、 其 未 度 者、 皆 亦已作 •得度 因緣 、自今 已 後、 我 諸 弟子、 展轉行 之 貝是 
如來 法身 常在而 不滅 也、 是 故、 當 知、 世 皆無 常、 會者必 有 離 勿懷憂 也、 世相 如是、 當勤 精進、 早 求解脫 、以 智慧 
明、 滅諸疑 暗、 世實危 脆、 無牢强 者、 我 今得滅 、如 除惡 病、 比 是應捨 罪惡之 物、 假名 爲身沒 在 生 老病 死 大海 何 

有 智者 •得 除滅 之、 如 殺 怨賊、 而不歡 喜、 


爾 時阿菟 樓駄觀 察 衆 心、 而白怫 言、 世 尊、 月 可 令 熱、 日 可 令 冷、 怫說四 諦 、.不可 令異、 若 有 初 入 法 

者、 聞 佛所說 、卽皆 得度、 譬如夜 見 電光、 卽得見 道、 若 所作 已耕 、已度 苦 海 者、 但作是 念、 世 尊 滅度、 ー何疾 哉、 
怫所行讃大段化(頌百〇六至十)  . 


合掌阳白佛  月溫 日光 冷 


無欲 無 所 求 今 皆 生悲戀 


月 可 使 炎熱 
如 冥 電照道 


是四 諦眞正 
其已 得解脫 


風 靜地性 動 
正使 新出究 
歎怫滅 何 速 

終 不可 違 故 
度 於 生死 者 


如是 四種感 
情 未 深 解 者 


衆 共 懷悲恨 


時 阿 那律陀  觀察諸 大衆  默然所 無 疑 
世間 悉已無  苦 集 滅道諦  眞實未 曾 違 
聞今慇 勤敎  疑惑 悉 ，除 解 已度 生死 海 
本行經大段 18 (頌八十九半至九十四) 

阿 那律知 念 於 大衆 中 言 日 可 令凉冷 

初 入道 老少  怫粗說 羅漢 

師速ー 何 速 

此 一段は 寶 雲の 譯 著しく 經に 合す。 曇譯 には 風靜地 動の 譬ぁ り、 月溫日 冷の 外に 存 し、 合して 四喻 となる。 寶 
譯に は經の 如く、 日 冷 月溫の ニ譬 ぁるの み。 また 曇には 暗夜 電光の 譬を缺 く。 而も 曇譯 には 明に 之 ぁり。 玆に於 
て、梵本を參照するの必要ぁれども、原文は其最初の十三品のみ現存し、餘は悉く散佚せり。現刊十七品の原文 
は、 十四 品 下 尼 波 羅學僧 甘露 喜の 補 ふ 所な り (東方 聖書 集 四十 九 カウ H ル 敎授佛 行 讃英譯 序文 五己 下を 見ょ)。 是 
最も 憾む べしと す。 之を 西 藏譯に 照 さば、 或は 曇 雲 兩譯の 差異す る 所を 斷定 する に 難から ざるべき も、 今は 之を 
佛遺 敎經は 馬 鳴の 作歟  六 〇 五 
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怫 本行經 

大 段 3( 頌六 十二) 

卿 等 敬具 戒 如 尊師钜 曜 吾 去 世 之 後 
大 段 13 (頌第七十ニ、七十三) 

志 意 勇 精 者 衆 事 無 疑 難 水性 徹 柔弱 
精進 者諧偶 

大 段 15 (頌八十) 

鎧 良薬 利 品 舟 船 度 流 江 

大 段 19 (頌九十六至百〕 

假今有 劫壽  必當 終歸盡  吾 以具施 善 
轉敎法 得 住 汝等 當覺制  不足 迫 念 吾 
垂終 心懷悦  猶如 重患 除 慧者 脫凶衰 


六 〇 四 


順從莫 違犯 _ 


漸滴能 穿石鐵 火數 休息  不能 得 致 火 勤鑽尋 致 火 


智慧 度 生死 

何 用 長壽爲 
但勤說 方便 


世間 及 天上 
莫遭 離別 痛 
得 捨是ニ 患 


吾 所 應爲者 
以慧燈 除 冥 
何 緣得懷 憂 


生 度-半 示 道 
覺世 無牢强 


遠 離 弊惡人 

暴 無讖 の譯頌 は 極めてよ く經 文と 符合す。 寶雲 の頌は 共譯間 省略を 行 ひ晦湍 にして 文義槪 して 通 徹を缺 くの 觀 
あり。 而も 或點に 於て は、 却て 遺 敎經の 原形を 示す もの あり。 讀者乞 ふ 更に 左の 一 表を 檢 する の勞を 厭は ざれ。 


遺敎經大段 17 


へ、 許容 せらる ベければ なり。 

遺敎經 論が 眞諦譯 として、 明記せられ たるは、 費 長 房の 開皇 三寶紀 (第 六 九 左) の 記載を 初めと す。 此 書撰定 
の 前 四 年 卽開皇 十四 年 (西 五 九 四) に 就れ る 法經の 衆 經目錄 第五には 此 論を 疑 訝して、 遺 敎 論ー卷 、人 云 眞諦譯 
勤眞諦 錄 。無此 論、 故 入 疑 (結 ニー 三 右) と 記せり。 開皇 記の 著者は、 其 第 十二 卷 (致 六、 八 三、 右) に 衆經目 
錄に對 する 批評を 掲げて 「但法 華 等。 旣未盡 見 三國經 本。 校驗 同異」 と 疑し 居る も、 實際長 房が 盡く 信ずる に 足 
ら ざるは 貞元錄 の 第 十八に 評する が 如し。 

余 檢長房 入 藏錄中 事 實雜顏 其闕本 疑僞皆 編入 藏 、竊爲 不可 (已下 十 誤を 擧げて 之を 證す) ^ ^ へ 結 七 七 一一 左) 

開 元、 貞 元の ニ錄 は、 長 房が 雜謬 を認 むる に 關らず 。遺 敎經 論は 長 房の. 記載に 從ひ て、 之を眞 諦譯條 下に 出し 
たる も、 此論が 古来ょり 疑は しきものたり しことは、 衆 經目錄 に 依りて 明な り。 內典錄 は 一面 之を 眞締譯 となせ 
しに も 關らず (卷 五、 結 ニ、 七 七 左)。 他には 之を 疑僞經 論錄に 之を 納めたり (第 十、 結 ニー、 一七 右) 

以て 其 論が 頗疑 ふべき 價 ある ものなる を 知るべし。 

今 論文を 檢す るに、 經 文は 悉く 羅 什の 譯を用 ゆ。 釋文は 義理 極めて 明晰に して、 分 段の 犀利 整齊 なる、 眞に大 
論師の 作た るに 愧ぢず 。其 口吻 また 漢人の 氣 なり、 依りて 思 ふ。 是或 は眞識 が 述作なる なから む や。 識が 造疏に 
力めた るは、 古記の 明記す る 所、 起 信を 釋し 、仁王に 注し、 中 論を 疏 したる、 三寶紀 明に 之を 錄せり (記 十一、 
致 六、 七 六 左)。 卽何ぞ 知らむ や、 學 徒の 請に 應 じて、 什譯に 就きて 通疏を 作りた るに あらざる なきを。 首尾 悉く 
傀 遺 敎經は 馬 鳴の 作 欺 六 〇 七 
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檢 する の機會 なきを 以て、 業を 他日に 讓 る。 

遺敎第 十八 段の 法身 常 在の 結勸は 、曇寶 共に 之を 見ず。 曇には 維正 法と 叙し、 寶は法 得 住と 歌 ひ、 唯 法の 傳持 
を說 きて、 法身 常 在の 語 見へ ず。 是敎理 史上、 頗 注意すべき 點 なり。 蓋 遺敎の 法身は、 所謂 五分 法身の 常住、 怫 
世と 異る なきを 示した る ものに て、 法 華、 金 光明に 說く 所の、 常在靈 山の 思想とは 全く、 異る もの ある 論な しと 
雖 、讃に 之を 缺き て經 に獨之 あるは、 學 人の 討究を 須 ゆべき 所な りと いふべ し。 

之を 要するに、 前に 掲げし 諸 比較に 依りて、 遺敎 經と佛 所讃大 涅槃 品とは、 韻 散 兩體の 差 ある も、 其實 質は 全 
然 同一なる を證し 得たり。 玆に 於て か、 一の 假定は 必然に 生ぜざる を 得ず。 日く 羅什其 博大の 記臆裡 ょり、 馬 鳴 
雄篇 大滅 品の 要旨を 叙し、 筆す るに 散體を 以てせし にあらず や。 言を 換 ゆれば、 遺 敎經は 馬 鳴の 原作に あらざる 
なきを 得む やと。 事稍シ H1 クス ピ ー ヤの諸 傑作と、 ラムの 釋本 とに 似た る もの あり。 遺敎 の文材 、他經 を 秀で 
ゝ詩趣に富み、修辭の要素、豐饒にして他に其比を見ざる。其_傳の才に什公のー本に止まれる。此假定ありて、 
初めて 通釋 する ことを 得べ し。 法身 常 在の 語の 如き も、 此假定 にして 正鵠を 失せず んば 、之を 什 公が 大乗 敎理に 
密通せ る 思想を 將ち來 りて、 結尾の 文を 潤色した る、 畫龍 點晴の 一大 活手腕 と 看做す ことを 得べき のみ。 

但 、此 假定を 成立す るに" 必らず 通過せ ざるべからざる 一大 難關 あり、 そは 遺敎經 論の 存在な り。 此 論は 現存 
の藏經 には 世 親の 所造眞 諦の譯 とせり。 若此論 果して 世 親の 作なら むには、 遺敎 は旣に 西竺 に存 せる、 行 讃拔萃 
の 書と して、 什 公の 誦出 にあらざる こと 勿論の こと \ なるべく、 或は 又 之が 行讃 涅槃 品の 原型なる べきの 想像 さ 


囘訖語佛敎聖典 (: 就きて 

(明治 四 三、 一 〇、宗敎界六卷十一號) 

西本願寺 法主が 今 囘光榮 ぁる 大旅 行を 終って 歸 朝され、 囘訖 語の 怫敎 聖典を 發 見して、 之を 吾國 に將來 された 
といふ評丰は、旣に各種の新聞に揭載され、少からず學界を震駭した樣だ。 

此經 文に 就きて は、 一般 新聞 誌は 稀世の 珍品 だ 天下 無二の 至竇だ と 報じた が、 ぁる 一二の ものは 僅に 此語で 書 
いた 經 典は、 强ち 本願 寺 法主 將來の ものの みで なく、 二三 歐洲 にも 存在す るから 無二の 寶で はない 位の ことを 報 
道した丈で、實際此語の聖典に就きて明確なる智識を與へる學者はまだなかった樣だ。隨て現今に於ける此語の 
怫敎 聖典の 硏究が 、歐 州で どの位 進む で 居る かとい ふ樣な ことは まだ I 向 s つて ® ぬ 樣だ。 

其處で 少しく 自家の 見聞から、 此ー 語の 聖典に つき 「宗 敎界」 に數 行を 費して 見る とい ふこと にした。 

元來 ゥィ グ丄 語の 怫敎 聖典の 存在した ことは、 明に 支那 典籍に 記 錄が殘 って 居る Q で、 佛 祖通議 三十 六に 
妙 善 寺 比丘尼 舍藍 々八 哈 石の 傅を 載せて、 其 中に、 

仁宗之 世、 師 (八哈 石) 以桑 楡晚景 、蠢 出入嘉 數十擎 、凡 歷四朝 事 三 後、 寵議 至、 志願 足矣 、數請 

靜 退、 居於宮 外、 求 至 道 以酬罔 極、 大 後弗聽 、力 辭不已 、詔 居 妙 善 寺、 以時入 見 賜 與之 物、 不可 勝 記、 師以其 

物、 靱寺於 京師、 日 妙 善、 叉 建 寺於臺 山、 日 普 明、 各置怫 經一藏 、恒業 有 差'  又以黃 金、 繪寫蕃 字 (西藏 語) 
同訖誶怫敎聖典に就きて  § L 
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經文に 什譯 を用ゐ たるの 理は 、玆に 於て か說 明し 得べ し。 

其 作者の 世 親な りと いふの 記録は、 藕 益の 智律に 見 ゆ。 謂 ふに 明藏に 於て は 論 本、 譯者 と共に 論 主の 名を 記し 
たるなるべし。而も麻代淨源の節要には、之を馬鳴の作とせり。 

推 微解釋 。開 誘 行 業。 莫深於 馬 鳴 論。 然則 論主發 揮遺敎 。亦 猶龍樹 啓 明大 品 歟 (調 九、 四 一、 左) 

開 卷先づ 此賛辭 を 見、 疏中 時々 馬 鳴の 名を 擧げ て、 論文を 抄出せ り。 故に 知る。 古來此 論は 又 馬 鳴 作と して 傳 
はりし ものなる を。 

此の 如く 作者が、 一時 代には 馬 鳴と なり、 他の 時代には 世 親に 歸せ しことは、 疑 もな く 作者の 名が 後代の 添加 
に 出で しを 證す るに 足るべし。 卽 作者未詳の 一書を 或は 之を 馬 鳴に 屬せ しめ 時に 之を 世 親の 造と したる に 過ぎ 
ず。 而 して 此論が 、恐く 眞諦の 撰述なる べき 想像は、 玆に 强大の 保障を 得べき 也。 

遺敎經 論に 關 する 想像に して 誤な しとせば、 前記の 假定は 確固たる 地盤を 得て 其 價約斷 案に 等しき に 至る。丨 
丨怫 遺敎經 は 夫 馬 鳴の 作に あらざる なき 敷。 經文 首尾を 通じて、 馬 鳴 雄大の 詩篇の 一部の 散 體的杪 譯に 過ぎざる 
を 以て。 


界を駭 して 居る のは 露國の ラドル フ匁 aclolf 博士で ある。 此人は 歐洲 ウィ グ ー ル 語 學硏究 の 元老と 稱 してょ い。 

囘訖 語を 以て 書かれた 怫敎 は英國 でも 露國で も 隨分少 くは ない、 然し 其 硏究が 續々 發 表されて 立派な 材料が 多 
數 あるのは どぅしても 伯林を 推さねば なるまい。 而して その 硏究 者の 驍將 として、 今 學界に 重む ぜられ て 居る の 
は 實に 、古物 人類 學 博物館の 東洋 部長を して 居る、 博士  H フ 、ヴ H1、 力 I、 ミユ IbvKA.IA.MUllLT -t? 
ある。 博士は 從來 湮滅に 歸 して 到底 此世に 存在せ ぬと 信ぜれ た 摩 尼敎の (聖典を ッル フアンから 發 見して 實に空 
前の 大功 績を 學界に 貢獻 し、 之が 爲に 伯林 大學は 特に 名 譽敎授 の 榮譽を 同氏に 與 へたので あるが、 ウィ グ ー ル 語 
怫敎 聖典の 研究に 就きても、 必らず 偉大なる 成功を 仕遂げる に 相違ない。 これは 博士が アラ ビヤ、 トルコ 所謂 伊 
蘭 族 語學に 精通した 上に、 梵學の 素 要が 充分 あり 且っ 特に 他人の 希 及す る ことの 出来ぬ、 漢學の 力が 可な り ある 
からだ。 

ミユ ー レ ル 博士が ウィダ ー ル怫 典の 研究の 第一 矢と して、 弦を 發し たものは 一昨年 「ウィダ ー ル 語 研究 集」 と 
Uigrica と 題し、 同 語で 書いた 基督教 及 拜火敎 聖書の 斷片を 紹介した 中に 實に同 語の 金 光明 經 —I 卽ち 前の 佛祖 
通 載に 明に 其 存在を 示して 居る —— の 一部を 義 淨の漢 譯と對 照して 之に 獨逸譯 と ウィグ ー ルの 音譯 とを 添って 伯 
林學士 會の會 報に 公表した のが ある。 此經 典は ミユ ー レ ル 博士の 報 吿に 依る と、 明に、 其 結尾に 義淨の 支那 譯か 
ら 、重譯 した ことが 書いて ある。 

歸朝前 伯林に 出た とき、 博物館の 一室に ミユ ー レ ル 氏を 訪問したら、 氏は 其 肥滿 した 偉大の 軀幹を 擧げ て歡び 
同訖語佛敎聖典に就さて  六 一一 
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藏經 、般若 八千頌 (A :g- asahasril £. 小品 般若) 五 護 陀羅尼 (pal,lcarak?a 孔雀 王 等 五部の 祕 典) 十餘 部、 及漢 
字 華嚴榜 嚴 、畏兀 字 法 華 金 光明 二部 下略 (致 一一、 六 四 b) 

此八哈 石は、 高 昌卽現 時の ッル ファンの 人で 此地は 玄羿の 時代から 元の 始まで 怫敎 が、 非常に 隆盛であった 所 
だ、 獨の グリュン ヴ H1 デル 博士が 早く も玆に 着眼し、 前後 三 同の 大發 掘を 實 行して、 壁畫怫 像經卷 文書 等 山の 
如き、 許 多の 珍什を 伯林の 古物 及 人類 學 博物館に 持ち 歸った ので あるが、 八哈 石の 時代 卽 元朝の 始には 旃檀 寺と 
いふ ものが 怫敎 寺院の 首であった らしく 且っ 怫敎の 外に 摩 尼敎も 頗る 隆盛であった し、 波 斯の拜 火敎も 可成 勢が 
あった ので ある。 

此高昌 の 故 地が 卽 ウィ グ ー ル 語を 話した 所で 其 人種を ウィ グ ー ル 人と 稱した の だ、 元 史譯文 降 補の 第二 十六 上 

に、 

最吾兒 、亦 作 畏兀兒 、所謂 高昌國 王、 亦 都護是 也、 畏吾 兒卽唐 之囘紇 、元 祕史作 委兀兒 又 作 委吾邱 
と ある 通で ある、 高昌 人の 八哈 石が 特に 畏兀 字の 金 光明 や 法 華を 寫 したの も玆で 明になる、 元 史の第 二十 九卷 
にも 畏兀 字を 以て 蕃字 (西藏 語〕 藏經を 譯せ しむる の 事 あり、 ウィダ ー ル 字を 以て 書した る經 文は、 同人種が 未 
だ 散滅せ ず 其 地が 囘敎 の爲に 蹂躪せられ ざる 已前 には 非常に 多く 流傳 したる ものなる ことは 想像す るに 難く は あ 
るまい。 因みに 云 ふが 歐洲に 於て ウィ グ ー ルに 就ての 硏究は 大分 古くから 行 はれて 三十 年に バム ベリ ー の 傑作が 
出、 次で ショットの 有名な 「ウィダ ー ル 問題」 が 出版に なった が、 此 時代ょり 現在まで 尙 研究を 繼續 して 時に 學 
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(明治 四十 四 年、 新 佛敎第 十二 卷七號 五 九 六 頁) 

一 大 史詩と 佛典 

大 史詩 摩 訶婆羅 多と 怫敎 聖典との 關係が 淺 くない ことは 今更 玆に 多言を 要せぬ ことで ある。 ファ ウス ボヱ ー ル 
が 法句經 中に 二十 餘首大 史詩に 出て 居る 偈頌 を檢 出した こと や、 馬 鳴 論師が 其 優麗な 大作に 史詩を 材料に した こ 
とな どは 論ずる まで もな く、 尸毘 王の 譚斑足 王の 談など 面白 ひ 本生經 が大 史詩と 離るべからざる 連鎖が ある こと 
も 現に 研究され た。 

然し 一方では 五 千餘卷 とい ふ 頗る 浩 擀の怫 敎 聖典で あるし 他面には ホメロスの ニ大 史詩を 八 倍した とい ふ 十 萬 
頌の 巨人 書で ある。 而して 一方 ヰ ンテル 一一 ソツや ホルツマン や 若く は ダルマンな ど 大 史詩の 精通 家は 怫血ハ 特に 大 
乘怫 典の 智織が 皆無で あるし、 片方では 可な り閱藏 した 吾 國の敎 家で も 史詩の 極めて 槪略 の內容 すら 知らぬ 人が 
多い、 此の 如くで あるから 大史 詩と 怫 典との 關係は 今猶 開拓 せれぬ 豐饒 の大 原野と して 居然と して 學 人の 前に 橫 
りっ X ある、 金銀 珠玉、 珍玩 奇寶 に充ち 溢れた る壯麗 なる 大寶 庫は、 其 門を、 八 字に 打開して 盛に 研究家が 擇り 
取り、 見 採りを 待って 居る。 

其處で 、今 此廣漠 の 大原龄 に薰 高く 開いた 紅 紫の 一 莖ニ莖 、此 大寶庫 中に 燦然と して 一隅を 飾る 片 玉の 半顆兩 
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囘訖語怫敎聖典 1- 就含て  六 二 一 
迎へ 、所有る 珍奇 豐富の 材料を 示し、 且っ 研究 中の ウィ グール 語 金 光明 經 全部の 實物も 又 其 原稿と して 整理した 
漢 獨對譯 付の 寫眞を も 見せて 吳れ た。 多分 全體の 研究 も 遠からず、 伯林 アヵ デミ ー の 事業と して 公刊の こと、 な 
る だら う。 

この 金 光明 經は 殆ど 完本で あるが、 他に 同 語 聖典の 斷片 類は 實に夥 しく 伯林に ある。 長く 卷いた 軸物に 美は し 
く 書いた 漢譯華 嚴賢首 品が あった が 裏面には ウィダ ー ル 語で 滿 紙を 埋めて 居る* 一二 句ミユ ー レ ル 博士が 讀むだ 
が、 どうも 表面の 經 文の 飜譯 らしく 思 はれた。 

西本願寺 法主の 將來 された 經文は 何で あるか、 まだ 判然せ ぬ樣だ が、 兎に角、 それが ウィ グール 語と 極まった 
ら 、ラドル フ敎授 やミユ ー レ ル 博士の 如き 同 語の 專門 研究家に 委 托して 學界に 資料を 輿へ る やうに したら どう だ 
らう か、 日本で 充分 研究が 出来れば 無論 結構 だが、 さもないと 寶の持 腐と なって 仕舞は う。 

歐洲で は 何事に ょらず、 專門 家には 慳惜 なく 材斜を 供給し その 大業を なさし めて 學界を 稗 益す る 方 進を 取って 
居る、 于闐 から 出た 梵 文法 華の 斷片 などは 何處 の梵學 者に でも 手が 付く 好材料だった が、 ぺ ー タ ー スブ ルグ の大 
學は 惜しげ もな く 之を 目下 南條 博士と 共に 法華梵 文の 公刊に 從 事して る 和 蘭の 落 碩學 ケルン 博士に 寄贈して 公刊 
.の 大成を 期して ると いふ 有様 だ。 學者が 相互に か X る 風に 力む る樣に ならぬ と學 問の 進步 は覺 束な からう。 

西本願寺 でも 其將來 した ウィ ダ ー ル 聖典を ラドル フ博 士ミユ ーレル 敎 授に委 托したら どう だら うか。 


て 後代の 印度 敎に 根基を 與 へて 居る 大 史詩を 看過す る ことは 到底 出来ぬ 譯で ある。 

それから 特殊の 硏究に 入り込む と大 史詩の 智識が 益 必要と なって 来て、 之がなければ 到底 滿足の 研究が 出來ぬ 
ことになる、 早い 例が 密敎祕 典の 第一 期に 屬 して 殆ど 當 時の 崇拜を 大成し 其 雑然た る パン セ ヲンを 纏めた と 思は 
る X 孔雀 王經の 如き、 其 中に 出る 龍 や 鬼神 や 夜叉、 などの 名に 大 史詩の 研究から 痛快に 解釋が 出来る ものが 頗多 
い、 一二の 例を 擧げ ると、 龍王 駄地母 河 (Dadhi s' ukha) の 如き 羅刹 女縣沈 婆 (Hidimbio の 如きが それで あ 
る、 後者の 如き 他の 怫敎 聖典には 殆ど 出ぬ、 然し 大史 詩では 第一 品に 出る 頗與味 ある 羅刹 女で ある。 

此 ー小篇 は此 特殊 硏究の 方面に 多少の 資料を 貢獻 しょぅと いふので ある、 一っは 護 諸 童子 經に 就き、 他は 卽金 
光明 經辯才 天女 品に 關 する 資料で ある、 二っと もに 史詩に 於け る 自在 天 崇拜と 頗る 察 着の 關 係を 有して 居る。 

三 護 諸 童子 經と 守護 大千 國土經 

護 諸 童子 經は經 名の 示す 如く、 神咒の 力を 以て 小兒を 救護し、 其 病難を 攘ふ祕 法を 說き 小兒が 種々 の發 病の 原 
因と して 十五 鬼神の 名を 擧げ 、各 鬼神の 形と、 此等 鬼神が 小兒に 魅 着した 時の 症狀を 詳しく 說 して ある。 密 家に 
は 此經に 依りて 行す る 修法、 「童子 經 法」 若く は 「十五 童子 法」 あり、 覺禪抄 や 圖像抄 の 中には 修法 本尊の 圖を 
出して、 本尊の 周圍に 十五 鬼神の 圖を經 に 依りて 描いて 居る。 近刊の 富 田 氏の 祕密辭 林 七 九 七 頁に も、 大分 詳し 
く 童子 經法に 就きて 記載して ある。 
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顆 、それを 摘み 来りて 吾が 祕密 の苑に 姿 美は しき 一輪 二輪の 名花と 較べ、 そが 輝ける 珐の 光と 瑜伽藏 中に 深く 祕 
したる 寶珠の ある ものと 其 成分 や 結晶な どに どの位 關係が あるかを 見ょうと 思 ふ。 勿論 今發 表する 所は 單に 名花 
や 明 玉のジ ー ナス、 スぺシ ー スなど が 或は 同じで あらう。 其 系統 組織に 相互 關係 する 所が 恐らく あう と 云 ふ、 云 
は V 一種の 暗示であって、 確實 なる 斷案に 達する までには、 尙 少し 時間を 要する こと、、 今一っは 此ー小 篇は材 
料 提供と いふ 點に 重きを 置いた ので、 考證の 方面 や、 研究方法の 方面には 更に 多くの 餘地を 荷す る ものである こ 
とは、 豫め 一寸 御斷り 申す 必要が ある。 

ニ 大 史詩と 祕密 聖典 

材料 提供の 前に、 一寸 大 史詩と 祕密 聖典との 關係に 就き 一言して 置く の も强ち 無用で あるまい と 思 ふ。 先づ總 
じて 之を 見る に 多 尊森然 星宿の 如くに 羅 布す る大 曼荼羅 祕密敎 の大 パン セ ヲンは 史詩 神話の 智識がなければ 其歷 
史や 系統を 詳論す る ことは 到底 不可能で ある。 大體祕 密怫敎 は 印度の 所有る 方面の 文化を 融合して 之に 深奥の 意 
義を寓 し" 彼の 輪圓 具足の 一大 法 壇を 築き上げた ものであるから、 印度 古代 文化の 結晶で も あり 寶庫で も あり 又 
は 一大 百科 字彙 である 所の 大史 詩の 硏究は 、どうしても 最近の 關門で あると 言は ねばならぬ。 特に 自在 天 崇拜と 
は 切ても 切れぬ 緣が ある 祕敎の 一面 ——靑 頸觀音 一尊、 大黑天 一 神の 名號 丈で も 直く 此關 係の 知れる 祕密敎 の 一 
面には、 濕婆 崇拜の 源泉、 この 崇拜が 三神說 と共に 其 萠芽 方に 成長し、 芬馥 たる 美 花を 開き、 蓊欝た る 若葉 茂り 
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陀 

4 阿波 悉魔羅 
5 牟致迦 
6 摩致迦 
7 閻彌迦 
8 迦彌尼 
9 梨婆抵 
10 富多那 
11 曼 多難 提 
12 舍究尼 
13 楗吒波 尼 尼 
14 目住曼 茶 
15 藍 婆 


3 塞健那 
4 阿波 婆麽羅 
5 母 瑟致迦 
6 摩怛 哩迦 
7 惹彌迦 
8 迦彌礴 
9 黎額帝 
10 布單那 
11 麽怛 哩難那 
12 煤俱額 
13 捷婉播 底 顔 
14 目 怯滿妮 
15 阿藍麽 
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次に 鬼神の 形 狀と其 執り 魅いた 時に 發る 症狀だ が、 之には 兩經 著しい 差異が ある。 序に 又 一 表を 加へ て 置か 
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祕密聖 典 >摩訶婆羅多の關係 |1 就きてのーニ  六 一六 
此經は 極めて 簡短 な祕 典で 縮刷では 僅に 一枚 半ば かりの 小經で あるが、 後代 密典に 屬 する 守護 大千 國土經 (Ma- 
1 asraplardani の 中に 殆ど 其 全文を 見る ことが 出来る、 此大千 國土經 は餘程 後代の 作で 隨求 陀羅尼 や 孔遙 
王經な どを 巧に 按排して ー經を 形成して 居る、 護 諸 童子 經も亦 右 等の 諸 經と同 じく 大千國 土經の 筆者に 資料と し 
て 採られた ものである、 此大國 土 經は尼 波 羅で 最も 神聖な 祕典五 護 陀尼卽 (PS  23 f trl ) の 一部で 梵 本は 歐洲印 
度 各 國の圖 書 館に 存在し、 日本に も 東京 (高 楠 氏 保管) と 西 京 (大學 所藏) とに 一部 宛 あるから、 現在の 硏究上 
餘程 都合が ょい。 

序に 言 ふが 支那 譯の大 千國土 經の譯 は隨分 粗雑の 所 も 見へ る e 多分 譯場で 使用した 謄本が あまり 正確な のでな 
かった のか も 知れぬ。 且っ 梵 本は 大部分 首 路迦の 流麗な 詩體で 書いて あるのを、 支那 譯では 大部分 散 體に蓝 して 
ある、 護 諸 童子 經を 借り 来った 部分 卽 十五 鬼を 說き 形狀を 述べ 病狀を 明に する 一段 も 原文は 明に 首 路迦で 書いて 

ある。  • • 

大千國 土經は 童子 經から 材料を 仰ぎて 居る ので あるから 無論 其 鬼神の 列 名は 同一の ものであるが、 詳論す ると 
兩 者の 間に 多少の 差異の あるを 免れぬ。 今 左に 一 表を 掲げて、 ニ 經を梵 本との 比較を して 見よう。 


童子 經 (餘五 、七 六) 
1 彌酬迦 f 
2 彌伽王 


大千 國土經 (成 五、 一六) 
曼祖 
- 鹿 王 


梵本 (カルカッタ 本 F 77  fg) 
Manjuka 
Jv^gija 


14 11 狐 熟 病 下痢 14 媢狐 ロ 頻感縮 

15 蛇 數々 噫 噱 15 雉：：：： 咳曠 

形狀や 症狀に 頗る 相違の ある ものは、 元魏 時代の 譯に 成る 童子 經が 、宋初 時代に 屬 する 國土經 の譯 出に 至る ま 
でに 受けた 變化 、換言せば 國土經 の 材料と して 童子 經が 採用 せらる \ 迄に 自然に 起った 時間 經過 上の 變化で ある 
とも 想像 出來 るし、 又 國土經 筆者 故意の 轉換 とも 見られ やぅが、 兎に角 大分の 變化が 認められる。 

大千 經の譯 者は 第一 鬼と 第二 鬼が 合同して 一 症を 發 する 様に して ある、 『若 曼祖及 鹿 王 魅 者 令惡吐 逆』 として 
あるが、 梵文は 明かに ニ 鬼の 作用を 各 別に 說 きて 第一 鬼は 童子 經と 同じく、 

Manjukesa'  g -s- Itas  tu  cak :s .i i Parivartate 

曼祖に 魅せら るゝ ものは 其兩 眼廻轉 す。 

として ある、 大體此 國土經 の Mafijuka とい ふ 名は、 其 初は 童子 經の 彌酬迦 『 B く』'*  Mi„r とい ふ 動詞から 出 
た Mi -S ka 或は 類似の 字が 展轉 寫傳の 際に 變 化した ものら しい、 是は 鬼神の 作用から 考へて も 又 字 象學の 方 か 
ら 見ても 出來 得べき 假定で ある。 

此他ニ 經列 名の 中で 面白く 感 f るのは 童子 經第ニ Q 彌伽 王で ある 是對譯 字は 梵語の Mrgaraj crl 方言 的の 形で 
Mlgar trl ya 或は Migaraja であつ たこと を 示して 居る、 卽童 子經は 或は 一種の 俗語で 書いて あつたので は ある ま 
いかと いふ 想像が、 此 字から 浮む で 來る 、また Mr crq a 或は Miga は 鹿と いふ 意味と 獸 類の 意義と を 有して 有つ 
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祕密聖典と摩訶婆羅多の關：係 1: 就きてのニー 
© 童子 經 

形 症狀 

1 牛 小 兒眼晴 M 轉 

2 獅子 數 々嘔吐 

3 鴆 摩羅 天 兩肩動 

4 野 狐 口中 沫出 

5 獵猴 把 棬不展 

6 羅刹女 自齧其 舌 

7 馬 憲啼憙 笑 

8 婦女 樂着 女人 

9 狗 具 種々 雜相 

10 猪 ■•眠 中 驚 i Tfl 啼哭 

11 猫兒 憙啼憙 笑 

12 鳥：. 不肯飮 乳 

13 雉 咽喉 閉塞 


© 大千經 

形 症狀 

1 牛 惡叶逆 

2 鹿 惡吐逆 

3 童子 搖頭 

4 豺狗 ロ 吐涎沬 

5 鳥 牛 指 拳 縮 

6 殺 羊 長 而喘笑 

7 馬 不飮其 乳 

8 驢 睡 驚悟啼 

9 狗 常 咬 其 古 

10 鸚鹉 喑 氣咳嗽 

11 猫 兒 作 種々 色 

12 飛鳥 穢 諸臭穢 

13 鷄 咽喉 閉塞 


此等 鬼神の 執 魅を 離る ゝ 唯一の 法は、 女 鬼 共の 欲する 祭祀を 行 ひ 密語を 唱 へて 攘災す るに あるの みだ、 而 して 
此 等の 祭 法は 實に 不思議 千 萬の もので、 其 修法に 魚肉 生 熟 肉 酒 等を 用 ゆる 外. に、 野 狐 猫 兒羧羊 等の 糞、 人骨 蛇 皮 
屍髮虎 爪な どを 燒 きて 香薰 となすべき 事を も敎 へて 後代咀 特羅の 病的 持 色を 思 ひ 切って 發揮 して 居る、 此經の 十 
ニ 鬼女を 童子 經の T ■五 鬼 ^! と 比較す ると、 

童子 經 1 2 3 4 5 6 7 00  9 10 11 12 13 14 15 

救療經  | 1 12 1 I | I 13716  | 4 i . 

童子 經の九 鬼神は 全く 救 療經に 缺 けて 居り、 而し て救療 經の 半數 (2、 5、 8、 9、 10 、 11 ) は 童子 經に 於て 見 
ることが出來ぬ、卽救療經は幾分黨子經を資料として居るが又他方面からも異分子を入れて經文を造ったのだ、 
此 事は 次に 少し 解釋を 試みて 見ょぅ。 

五 大 史詩と 童子 經及 救療經 

印度の 醫學に 八 分醫方 A?t .? .ga とい ふ 事が ある、 卽ち醫 學全體 を 八 科に 分ち て ある 金 光明 經の除 病 品の 偈頒 
にも 一寸 之を 說いて ある。 

復應知 八 術總攝 諸醫方 於 此若明 閑可療 衆生 病 謂 針 刺 •傷 破身疾 •及 鬼神 情 毒 •及 鬼 童 延年. 

增氣ヵ (黄 九、 三 七) 
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祕密犖 典と 摩 訶婆羅多の閼係 11 就きてのニー ニ 〇 
て 普通 2完3 3, 甘は獸王卽獅子や虎を指して居る、童子經に其形を獅子としたのは萣から來たのだ、國土經の 
方では 鹿 王の 意味に 取りて 其 形を 鹿に 換 へて ある、 此等も 一寸 面白い 點だ。 

四囉縛 拏說救 療小兒 疾病 經 

童子 經を大 史詩と 比較す る 前に 順序と して 必らず 一瞥すべき 祕典 がーつ ある、 其は 囉嘴拏 說救 療小兒 疾病 經で 
ある、 此經の 內容は 經 文の 起 首に、 

爾時囉 囉拏一 ^val.la 觀於 世間、 一切 小兒 、從其 初生、 至 十二 歲 、並 在 幼稚 廢駿之 位、 神氣末 足、 鬼 魅 得 
便、 有 十二 曜母鬼 Graha  itTka 遊行 世間" 於晝 夜分、 常 伺 其 便。 

と ある 通りに 此 十二 女 鬼が 種々 の 異相を 現して 小 兒を怖 鬼せ しめて 精氣を 奪 ひて 夭 殤の慘 を 見せしめる、 卽ち 
第ー鬼女は小兒の初生日初生月初生年に其毒手を揮ひ乃至第士一鬼女は第士一月第士ー年に其懷害を逞ぅするの 
である、 而 して 其症狀 は、 實に千 差 萬 別の 怖 長すべき 惡 徴候 惡經 過を 呈 する、 此等 鬼女の 名は 童子 經と 大分 異な 
る 0 

一、 摩怛哩 難陀 (：vitrna ir ) ニ、 蘇難陀 (sunan ir ) 三、 哩婆帝 (Revati) 四、 目 怯 曼尼迦 (Mukhall- 
<Jik e 五、 昆孳 隸迦 (vids< s 六、 俱爾 (&kuni) 七、 布多那 (p s an s 八、 輸瑟迦 C6UI.) 九* 阿 
哩也迦 (Aryakro 十、 染婆迦 (jambhaka) 十一、 必隸 氷砌迦 (V)  士 「塞 健駄 (skancg 


じたる 惡精に してょ く胎 內の兒 童を 奪 ふ、 更に 動物の 王、 Surabhi あり、 叉 Sakuni は 地上の 小兒 を呑噬 す、 (三 
三) 諸 犬の 母 Sarama あり 常に 胎內 に存 する 小 兒を殺 す、 (三 五) 

此大 史詩の 抄録を 讀む 人は 必らず 前の 童子 經の說 く 所と 大關 係の あるのを 認めずに は 居られまい、 卽ち 十五 鬼 
神の 中の 重なる ものは 實に大 史詩に 出て 居る もので、 第三と 第 四は 實に大 史詩の Skanda-apasmara を兩 鬼に 分 
ちた もの、 第 九、 第 十、 第 十二、 第 十四、 何れも 大 史詩の 惡 鬼女 その まゝを 使用し 其 小 兒に對 する 慘酷な る惡性 
を 直に 發展 さして 居る、 また 十五 鬼神の 形相が 牛と なり 獅子と なり 馬と なり 婦女と なり 猫兒 となつ てるのは 卽大 
史詩に、 惡鬼が 種々 の 相を 現して 小兒を 害する とい ふ觀 念が 發展 したと 見たい、 特に 大 史詩の 惡鬼 中には 動物の 
母、 犬の 母な どが あるのは 一層 童子 經の 編纂 者に 有效な 暗示を 與へ たに 相違ない、 かくして 童子 經は大 史詩 中に 
存する六鬼を中心として他の諸鬼を集め以て其十五鬼神を完成したるのである、十五鬼神の中大史詩のー鬼神を 
ニ 鬼神に 分つ たこと が 頗 注意すべき 點な ので、 パ ー リ大 會經に 出る cittases  Gaiidhava 犍達 婆、 質 多羅 細那を 
後に出來た阿吨那底經が之をcittaser:aとGandhavaとのニ夜叉に分けたのとょく經路が類似して居る。 

救 療經の 方は 大 史詩の 鬼女が 十六 年間 小兒を 苦しむ ると いふ 思想から 轉 化して 夫の 十二 年に 十二 鬼 母を 當篏め 
た 思想が 出来た と考 へられる、 而 して 諸 鬼 母は 大體 之を 童子 經に 取り 他は 染婆 迦の樣 な醫 書で 有名な 惡 精、 毘拏 
隸迦の 如き 富 蘭那の 鬼女を 拉し來 つて 其 後代の ものである 證據を 明示した、 而 して 此經が 羧羊 猫兒の 糞 蛇 皮な ど 
好む で 動物の 排泄物 や 骨肉を 燒い て香董 一 とする を說 くのは、 夫の 童子 經に說 いた 十五 鬼神の 形相が 其 因を なした 
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祕密 聖典と 摩訶 婆羅 多の 關係 1- 就きての 一二  六 ニニ 
八 科の 中で 鬼神 科卽 人類に 執 魅して 病を 起す 鬼神に 對 する 療法と 兒童科 卽小兒 科は 別 立して 居る が 其實 兩科密 
接の 關係が あるので、 槪言 すると 一般の 惡疫及 熱病 瘧など が 鬼神 科の 所屬 だが、 小兒 病は 一般に 執 魅に 依りて 來 
ると して ある、 此考は 古代より 存在す るので、 大 史詩の 中 是に關 して 面白い 神話が 第三 篇 森林 品 vag  Parvan 
の 第二 百 二十 九に 出る。 

七 仙の 妻なる 六 婦人は 鳩 摩羅 (尸 婆の 子 塞 健陀) が 天大將 軍と なりたる を 聞き 其 威 德福碌 の巍々 たるを 仰ぎて 
来りたり 蓋此六 婦人は 其 貞淑の 德 あるに 揭はら ず、 貞操 上の 寃罪を 得て 其 夫より 捨てられし ものな り、 彼等 鳩 摩 
羅に詣 りて 寃を訴 へ 其 養母と なりて 福德を 得む ことを 乞 ふ、 天 大將軍 之を 諾 す、 諸 母玆に 於て 日く 諸 神 女 今や 世 
界の 母と して 尊敬せられ 一切衆生 皆 彼等に 屬す 、願く ば 彼等に 代 ゆるに 我等を 以てし、 一切衆生を して 我等を 尊 
敬せ しめ 彼等が 奪 ひ 去りた る 吾等の 子孫を 復せ よと、 將軍 日く 事 不可な り、 され ど 予は諸 母に 新しき 約束を なさ 
ん 、諸 母 日く 我等 將軍 と共に あらむ 間 種々 の 形相を 變 じて 彼等 諸 神 母の 子孫を 瞰はむ 之を 容す や、 將軍 之を 聞き 
難色 あり 彼等 子孫に 慈悲を 垂れむ ことを 乞 ふ、 其 極 終に 人間の 兒童 少女 十六 歳に 達する 迄は 諸 母が 種々 の 形相を 
現して 之に 苦惱 を與 ふべき を 以てし 諸 母に 授 くるに 怖畏兜 暴の ー靈を 以てす Ahail ca  van  pra gr syami  1‘audl.a- 
5 ati—  avyay—)。 此時大 暴惡靈 天大將 軍の 身より 出で、 將軍の 命令に 應 じて 大怖畏 の 形を 現す、 卽 ski 
anda-apasm £5« ra 是也 、(第二 i ハ頌) 此 他、 羅刹女 Revati を 現す 是流產 を 起す 鬼女な り (ニ 七、 二八}、 更に 
又 pu or na あり 大に 小兒を 苦しむ、 (ニ 九) 又 魔 母 Muksmlmdika あり 小兒の 肉を 好む、 此 等は 天大將 軍の 生 


已上は 全體 として 品目 丈の 比較では あるが 讀 者は 略是 丈で も 義淨譯 が 如何に 增 補され 如何に 增 大した かを 見る 
に 充分で あらぅ、 而 して 更に 其 品々 に 就きて 細密に 論ずる に、 獨り _ 淨譯に のみ # して 他 本には 全然 缺如 せる が 
顧る 多い。 

義淨で 第 十五の 辯才 天女 品も此 一っで、 特に 他 本に 比して 後手の 攙入が 多く 辨才 天の 信仰が 一時 怫敎 徒に 依り 
て隨分 盛む であった — 今では 生 辯 天の 信仰が 盛大な ど k 茶化さずに —— 證據を 留めて 居る 此中 僑陳如 婆羅門が 
此 天女を 讃 嘆した 「敬 禮 天女 那羅 延ノ於 世界中 得 自在」 已下 二十 ニ 頌の偈 文は 一部 辯 天の 信仰 家には 實に 崇嚴に 
微妙に 聞 ゆる 美しき 頌文で あるが、 此頌 文と 頗る 似た 文句が 大 史詩の 中に 一箇所 あるから、 今 之を 一寸 比較す る 
ことにする。 大體 義淨譯 中の 此頌 文は 他の 漢譯 に闕 けて あるの みならず、 梵文 にも 存在せ ず 而 して 他の 經中に も 
之を 同一 源泉の 句がない から 比較的 硏究上 頗る 困難 だ ァ 

七 辯才天 品と 大 史詩 

辯才 天を 讃した 二十 ニ頌 はあくまで 印度 宗敎 の特點 を發揮 した 所、 マックス、 ミュラ ー の 所謂 交換 一神敎 (H? 
nothcism) の 性格を 鮮に 示す。 辯才 天は 此處で 諸 神の 上 首で ある 最勝無 過 者で ある 大地 中の 第一で ある 那羅延 で 
あると 讃嘆 される。 今此偈 文と 恰も 同じ 内容で、 其 詩 や 叙述の 方法は 相違して 居る が 意味の 全然 同じき 文が 大史 
詩の 中に あるのを 看 出した。 卽大 史詩 第 四、 毘羅吨 品 (Virata  parvan) の 第 六 章が それで ある。 

鹩密 聖典丨 摩 M 婆羅 多の！！ 係に 就' せての 一二  六 ニ 五 


祕密 聖典と 摩訶 婆羅 多の 關係 Ll 就きての 一二  六ニ四 
ものと 想像され る。 

尙此兩 經と 史詩に 就きて 今少し 論じたい が、 先 大體に して 進む ので 第二の 材料に 急行し ょぅ。 

六 金 光明 經の新 古 

金 光明 經 は吾國 では 祕密 敎上歷 史的に 頗る 重要の 經 文で 且つ 其 ある 方 M は 確に 祕典 として 見るべき 經文で ある 
が、 此經は 人の 知る 如く 現 時漢藏 では 三 譯を傳 へ、 又 梵文も 現存して 一部分は 極めて 不完全に 誤謬 だらけ 乍ら 鬼 
に 角 印度で 出版に なつて 居る、 梵 文と 漢譯 とを 比較す ると 大體に 於て 曇 無 讖の譯 は 間た 不完全の 所 ある も全體 に 
於て 最古の 俤を 留め、 眞諦 譯と梵 本は 之に 次ぎて 少しく 增 加の 痕跡が 見へ る、 義淨譯 に 至りて は 其攙 入の 多大な 
る增 補の 繁き 、他 本とは 全然 面目を 異にして ゐる今 序 だから 經 文全體 品目の 比較を して 置かぅ。 
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ravlti  tvaya  (V. 15) ( 童貞の 誓を 受けて 爾は 三種の 天を 淨 めたり) Svarupam  brahsacaryan  ca 备 
ve  cari  (V.  9) ( 爾の色 身と 梵 行とは 雨ながら 穢な し} とい ふが 如き も 明に 漢譯と 符節と 合して 居る。 

辯 天の 危難 災厄を 救 ふ 大功 能は、 義淨の 第二 十と 第二 十一 頌に 美しく 譯 されて あるが、 大 史詩の 二十 j 、 二十 
ニ頌は 同じく 突 伽の 大效 用を 讃 す。 

若 於戰陳 恐怖 處 、或 見墮 在火坑 中、 河津險 雄賊盜 時、 悉能令 彼 除怖畏 (頌ニ 〇) 

成 被 王法 所 枷 縛、 或 爲恕讎 行 殺害、 若 能 專注心 不移 、決定 解 脫諸夏 苦 (頌 ニー 3 
笛は曠野に住する人々、大海を渡る人々、怨賊に囚はれたる人の大避灘處なり(史詩ニー) 

大神 女、 水を 渡り、 森林 駿 野を 過ぐ る 人、 一た び 雨を 專念せ ば 決定して 再た び 災厄に 逢 ふこと あら じ (史詩 ニ 

此專 念の 思想は 實に 注意すべき 點で漢 の 念 者 街 與爲洲 諸と •梵の Ye  smaranti  rrahaclevi  na  ca  sidanti  te 

narah とは 同意 味で ある、 尙 又漢譯 第二 •頌の 「吉祥 成就 心安 穩 、聰明 慙愧 有名 聞」 を 史侍第 二十 三 頌後半 の jv_ 
amkirtih  sl.lr  dhilih  Sidclnir  hl.lr  vidya  § 

七 頌頻陀 山の 讃も 史詩の 第 十四と 第 十八に 出て 来る。 

已 上の 比較で 義淨譯 の 辯 才天讃 は、 其 藍 本が 大 史詩毘 羅吨品 第 六 章であった ことは、 赂想像 がっく。 卽實伽 女 
神讃 嘆の 十 段を 取り 來り て、 之を 新形式の 辯 天 讃歌に 轉用 したので ある。 漢譯 讃歌の 序文に、 
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祕密 聖典と 摩 訶婆羅 多の 閼係に 就きての 一二  六 ニ 六 
此章は 般陀 婆の 五 王子が 流浪の 生活を 續けて 其 名を變 じ、 將に毘 羅吨の 美は しき 都 府の域 門に 入らむ とすると 
き、 其 中の 長者、 王ュ ディシュ ティ ラ (Yuclhisthira) が 自在 天 妃突伽 (Durga) を讀 嘆して 其 恩寵を 被りし こと 
を 記し、 全 章が 三十 六頌 ある。 全體を 割って 見る と 
1 第一 頊至 第六頌 …… 序 (突 伽の 德 相、 王の 禮拜) 

2 第 七頌至 第二 十六 頌 …… 丑 宗 (王の 女神 讃の 偈頌) 

3 第二 十七 頌至 三. h ハ頌 …… 流通 (女神の 感應と 恩惠) 

先づ 史詩 序文の 方から 見て 行く に、 此中旣 に 辯 天 品の 或 部分と 同じき 內 容の存 する ことを 認める。 

JManclago で a-kule  latani (く.  Z) 


權現 牧牛 歡喜女 ( 頌ー 〇3 
或 現 婆 蘇 大天妹 (頌 九) 

正宗の 讃 文に 入りて、 突 伽の 德 相と 辯 天の 德 相とは' 
面貌 猶如 盛滿月 (頌 一四) 

於 軍陳中 戰怕勝 (頌 三) 

於 王 住處如 蓮華 (頌 一三) 


vasndevasya cr ha OQ ltim  广 <• 00 〕 

其の 文句まで 似て 居る のが ある。 
Puma-candra  bharane  (V.  8) 
sanl crQ raBe  ca  iayap>rada  (V. 17) 


Bhasidevi  yatha  piadma  (V.  9) 

それから 辯 天が 加 特カ敎 の 童貞 マリヤの 如く 全く 淸淨 純潔の 處女で 、如 少女 天 常 離 欲 ( 頌十 入)、 於 諸 女中 最梵 
行 ( 頌ニー 一) も 明かに 史詩に 出で、 而も 此 德を餘 程特點 にして 讃 して 居る Kaumamm  v 3 tam  ashaya  tndism 


馬 鳴 菩薩 造の 佛敎 脚本 

(明治 四 四、 新 怫敎第 十二 卷第 十二！ D 

去年の 一月、 霜 風 寒き スプレ ィの 河邊を 後に 和 蘭に 出る前の 半日、 古物 人類 學 博物館で ミユ ー ラ ー" ラ コック 
など西域硏究では日の岀の勢の諸先生と快談し、_高昌の故地から新に蒐集した巨大蒼古の壁畫や、珍奇な怫像怫 
具、 また 豐富 なる 梵 漢囘訖 の古寫 經を觀 て、 懷 古の 想を 別天地に 馳せ 、流 涎 萬斛 、殆ど 歸 るを 忘る X 情が あった 
が、 當時 伯林 大學の 新 教授 ドクトル、 リユ ー デ ルスは 一室で 孜 々屹々 一っの 具 葉 斷片を 研究して 居った。 滿身渾 
て 精力と いふ 樣な 方面 大 耳の 獨眼龍 は、 炯 々たる 其 片眼を 光らして、 獵夫が 巨大の 獲物に 遇った 樣に 、如何にも 
熱心、 如何にも 希望と 喜と に 充ちた 態度であった。 却 後一 年 有半 敎授 の豫 想は 事實 となりて 驚くべき 成績は 俄然 
として 學界を 驚かした。 それは 馬 鳴 菩薩 造の 怫敎 脚本で ある。 

敎授が 其の 成績を 發 表した のは、 詳くは 本年の 普國學 士院の 會報に 前後 兩囘 出で、 その 通俗に 抄 記した のが 萬 
國學藝 週報の 第二 十二 號に 公表され て 居る。 今已上 二者に 依りて 此怫 敎史 及び 一般 印度 文學 史上 極めて 重要な 一 
發見を 略して 紹介して 置かぅ。 

力 ー リダ ー サや -ブハ ヮブフ ー チの 雄麗琦 瑋の諸 傑 作は、 印度は 確に シニ ー クス ピ ー ャや ゲョ工 テに 恥ぢ ざる 
誇を 持つ。 然し その 歷 史上の 位置から いふと、 文獻の 中には 隨分 古い ことが 推測 出来ても、 作物の 上から 見る と 
馬 鳴 菩薩 造の 悌敎 .關本  六 ニ 九 
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我 今更 欲 依世識 法 讚 彼 勝 妙辯才 天女 

と ある。 世 諦 法の 意義は 種々 に考 へられ やう。 其中大 史詩 I 怫敎 徒の 見た る 世俗 文學に 依りて 辯 天を譜 した 
とい ふ 意味に も 取れは せまい か。 

已上 提供した、 極めて 粗雜 不完全の 材料に 依りて すら、 吾等は 少く とも 怫敎 聖典 史上に 一種の 暗示を 得た こと 
4 ずる。 而 して 之は 人文史 や宗敎 土の 上に密 敎に關 して ニー a 要なる 問題の 解決が 此 中に 含まれて 居う と 恕 
ふ。 護 諸 童子 經の 原材と 思は るゝ大 史詩 森林 品の 天大將 軍神 話では、 自在 天敎の 一面を 代表すべき 魔 精 や 神 母の 
信仰が如何に巧に祕密敎に注入し來たといふ點に少からぬ興味が起らうし昆 1 ^ の穿广 ^ は女ー职 ^ ,ガ祕？と 
は 常に 離るべからざる 連鎖で ある ことを 說明 する 一 の證據 になら う。  . 

此篇 は、 本 )-] 上旬、 梵語 學會に 於て 講演した る 大要を、 ニ 週の 後、 追想 筆錄 した もので、 學 會で述 たので 落ち 
た點も あるし、 又 新に 加つ た 所も少 くない。 時間 極めて 乏しき 今の 私には、 淨 書して 文を 練る ことが 出來ず 、極 
めて ザ ット書 流しの ま >_劂に付した。參考書なども無論今度ー切擧げることを略した。極めて粗雜不完全の所 
は 終に 臨みて 深く 識者の 海恕を 乞は ず ばなる まい。 (六月 二十日) 


た。 卽ち馬 鳴は 單に 印度 文 藝史の 上から 見ても、 多方面なる 不朽の 一大 偉人と して 現 I て來 b。 

リ 1 ァ ルス 震が 調べた 貝 葉は、 凡そ 百 十 枚 ばかり 何れも 半ば 潰壤腐 触して、 讓 などは 大抵 分らぬ。 蠢 
の 文 宇は クシ ヤナ (Kfa) 王朝の 文字で、 此の 文字で 書かれた 寫本 は從來 まだ 一っ もない。 王朝の 年代は 歷 
史富尙 異論 塞る が、 大抵 紀元前 五十 七 年から 紀元後 約 百 五十 年頃 迄に 至る として ある。 _ ち 古 S としても 
世界 最古 Q も？、 今專靈 て 居っ た X 了 置の 棒 皮寫經 などは ずっ と 後になる。 

f 雜 困難 Q 斷片 trliK ルス 敎授は 其 夫人と 共§ 心薩 した、 英國 の リス、？、、 ッ 先生が 其 夫人の 助力 
で、 今は 研究の 雲 も、 f リ出馨 Q 事業 も、 着々 として 成功し 1 に、 il デル ス敎 授も此 美しき 内 
助老 ある S& 確に 學者 Q 幸福と 羨まねば ならぬ 所で あらう。 さて 此斷片 を 整理した 結果、 之が ある 拂敎 叢書の 一 
部で あると いふ ことが 知れた。 大方、 何 か 全集 もの か、 叢書 様の ものが 古代に も あった ので あらう。 丁度、 夫の 
「賢愚 經‘ー や、 「V ヰヤ、 h ベ ダ I ナ」 が怫敎 の 訓話 や譚 の 一大 叢書で— やうに。 

此叢菁の中に佛敎的の戲曲が三種ある。第ーは外題が煙滅して分らぬがー種の表徵劇である。「智惠」と「確 
實 一と 「名 譽」 と Q1 女が ー 多分 色彩 袅 ちた 林 Q 中 か 何 かで ー 飛翔し っ ゝ佛德 S して 問答す る。 f 寸 
ソグ マフの-一 ブルン ゲン 雲の 幕で、 過 古 未來 現在を 標示して 居る 『一一 地 神 t の 問答を 思は せる。 此 人間の 精神 
作： ^を表徵した亂曲の最も發達したのは、十ー世紀頃の作、「智月昇登」( ^ ^ 0&〕肖目(1 0> ( ^ ^ 1)で、天啓、意 

志、 理性— を 人格化して i 派の 信仰を 鼓吹して 居る が、 佛敎 劇に 早く 旣に 此藝術 的の 企が あったのは、 餘程 
馬 鳴 菩薩 造の悌 敎踯本 
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希臘 に比べて 遙かに 後代の ものと なる。 アリス トフ ア！ 不 ス と、 力 ー リダ ー サの 間には 非常の 長い 時間の 距離が 
ある。 其爲 、印度 戲曲は 希 111 の 影響を 受けて 妨 めて 發 達した とする 論者 も 可. なりに あって： 學界で 隨分 優勢を 占 
めて 居る。 「マ ハ ー ブハー シャ」 の 中に 一二の 戲 曲は 擧げ てあつても、 それは 今 現存せ ぬので、 實 際の 所は 千古 
の 詩聖 力 I リダ ー サを 以て 印度 戲曲 文學の 開祖と して 見ねば ならぬ。 而 して 此の 詩聖は 世 親と 殆ど 同時、 ある 說 
に 依れば 因 明の 大 達者た る陳那 論師と 筆戰の 陣頭に 立った ことがある。 

怫敎 戯曲と なると 尙 新しい。 博士 高 楠 順次 郞氏が 、よほど 已 前の r 反省 雑誌」 に 美は しく 和譯 した、 彼の 『龍 
王の 喜』 (一 Nsgmlanda) が 今の所 唯一の 完全な もので、 之は _淨 が 南海 寄 歸傳の 中に も 記した 如く、 戒日 大王の 
作で ある。 大王は 玄羿と 同時の 英主で、 文藝を 非常に 獎勵 した 詩の 大 保護者で、 また 有名な 戀愛 劇、 『寶 瓔珞』 
を 書いた。 玆 處で從 前の 文 學史の 見方から すれば、 稀敎 劇は どぅしても 世俗 劇の 模倣で、 シャ クン ク ー ラー 、や 
ム ルチャ 力 チカを 紛本 として、 之を 怫敎宣 傅の 一助に 驅 使した もの、 怫德讃 嘆の 善 巧に 應 用した ものと 斷ず るよ 
り 外、 道はなかった。  ， 

然し、 此 等の 假定は 馬 鳴造怫 敎 劇の 發見で 根本から 破瓌 5 れて了 まった。 第一に 印度 劇は 遠く 紀元前 一世紀 迦 
E 色 迦 王の 時代に 旣に 存在した こと、 第二に 其 劇が 佛敎 劇であった ことと 云 ふ 動かすべからざる 事實 は、 實に印 
度 劇 史上の 一大 革命と 云 ふて よい。 而 して 之と 共に 馬 鳴 論師の 性格と 功業と が 益鮮 かに 發揮 されて 来た。 怫 所行 
讃、 大莊嚴 論の 上で 見た 其 雄渾 放膽な 史詩 的 若く は 叙情詩 的の 大手 腕は、 その 作の 戯曲で 愈 その 犬を 加へ て來 


るが、 新發 見の 佛. 敎劇 には 此方 言の 最も 古い 所、 卽ち 紀元 一世紀 時代の ブラ ー タリ ットで 書いて あるので、 言語 
學上 非常の 珍 材で あり、 また 大に價 値の 存 する 所 だ。 卽ち 此れ等 舞臺に 現は るる 無敎育 者の 言語は、 摩竭陀 方面 
若く は スラ セ ー ナ 方言の 初期に 屬 する もので 書いて あって、 夫の ジャイ ナ敎 徒が、 古典に 使用した 摩竭陀 方言と、 
其 古さに 於て 伯仲の 間にある。 これは 言語 學上 極めて 重要な 發見で ある。 (十 e： 卄九 n 夜) 
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馬 鳴 菩薩 造の 佛敎踯 本 プー f 一 
謹すべき— と S はねば 1 まい。 第二は 一種の 社 1 で、 一人の 比 f 中心に して、 英雄 も 出れば 奸惡 のし 

1ものも躍る。マ'ガ"卜ハブティなど云ふ妓女も現れ、舍利子も顏を出し、苦行者あり、婆羅門あり隨分跟かな 

芝居で あるが'  怫敎 信仰の 直接的 問答な どは ない。 全部ない から ー篇の 大旨も 結末 も 判らね が、 兎に角 餘程巧 な 

ものである ことは 爭はれ ぬ。 第三は、 舍 利弗譚 ( g' Tiputra-prakarava) とい ふ 外題 も あり、 作者の 名を 明に 記し 

て 「金 眼の 子馬 鳴」 と 銘打つ て ある。 文 雪 法 其 他から 見る と 前 二者と 同一で、 特に 佛所 行讃 などと、 同一 筆法 

の存 する 所を、 かの クシ ヤナ 王朝の •寫傳 とい ふに 照らす と、 疑 ひもな く 馬 鳴の 作で、 作 霞に 怫敎 徒の 間に 喧傅 

して、 中央 亞細蓝 まで も將來 された こと ゝ 推せられ る。 此劇 の大耍 は大 阿羅漢 舍利弹 が歸正 入道を 材料と した も 

ので、 劇と して i に 好材料 梟む、 fQ と 霞れ る。 翕 弗が 養 人目 連 § して 大に議 し、 繁歸 一止す る 

の 一齣は、 リユ ー デ ルスの 報吿に 依る と 最も 雄麗を 極めた もの だ。 

印度 最古の 劇詩 —— 馬 鳴 造の 怫敎 劇は 此他に 尙 幾多の 面白い 事實と 材料と を 吾人に 供給す る。 一つは 印度 劇に 
は 重要 缺 くべ からざる 篇 の 一つで— 道化 役 vidu<)aka  S は 「シヤ クン ク I ラ 1」 や 「龍王の 喜」 の 雪 日を 
讀めば 直ぐ 其 巧妙な 反映 的な 舞臺 上の 妙 用と 價値 とが 判る が) が 旣に馬 鳴の 戲曲に 充分に 使用され て 巧妙を 極め 
て 居る ことで、 之は 一般 劇史の 上に も 看過すべからざる 重要の 囊 で—。 今一つは 印度 方言 研究の 方面に— 
ので、 大體 印度 劇は 二種の 語を 使用し、 王侯 僧侶 學者な どは 梵語で 科白を 云 ふが、 婦人 奴隸 などの 無 敎育 なる も 
o ゝ言語 としては 方言を 使用して る。 之は 力 ー リダ ー サを 始めと して、 印度 劇 特點の 一つと なつて 居る 原則で あ 


囊の鵞 H 就— は 言寻 別に 1Q 翁— した 學者— く、 勿論 其宗 の 專門 _ 果して 今擊 る樣 な發 
屢程 を！ 許す る や 否やは 別問題で ぁるが、 兎に 皇典 史 q 方から 見る と 次の 三 期に 分ける ことが 便利の 樣 だ。 
聖典 史上の 分類は 別の 意味で また 敎理 史上の 發展 にも 應 用され やぅ p 

一 初期の 密敎 

密敎發 達の 歷 程を 考 ふるに 其 初めは 極めて 簡朴 幼稚の もので ぁつて、 小 乘敎阿 含 部の 麗典 t l 牙して 一種の 
變 色の 花を 開いた ことが 歷々 と 眺められる。 

所謂原始怫敎に於ても旣に諸天善神への讃嘆や感謝といふことはぁつた。隨て之を怫敎守護の神明として 1^|- 願 
した 形跡 1 へる。 例姦 印度：^ 陀時代 Q 神 Q 帝釋 (因 S) や 1 繫 や、 婆賺那 時代 塞芙の 信仰 卽四王 天 
や、 嘉天售 は 常に 謹 §f  I、 又 荽_ 鬼神、 龍神— いふ 讓も護 敎 の 神 f して_ された。 

この^; 跡を 最もょ く 後代に 示して 居る ものは 長 阿 含の 大會經 習廷〕 で、 當 時の 佛 弟子が 印度の 古 
神明 古 鬼神に 對 する 信仰が 美しい 偈 文の 上に 鮮明に 映 じ 出て 居る。  - 

疋 私は 天 龍 夜叉 健 21 婆 等の 諸 神 諸 鬼が 四方ょり 一豪して、 如來說 法の 會座に 參じ怫 敎を守 護 するとい ふこと を 
叙述した も Q で、 大會 とい ふ 名は 之から 來て 居る。 此大 會經と 同種類の 聖典で  一 sf る ものが 阿吨那 S 
(Atalya  la) で—。 此 經は大 會管議 として 一層 諸 神 諸 鬼の 震を 力め、 且つ 之に 對す る崇荐 1 度 

密教の 發展及 其 原文  ，、££ 


六 三 四 

密敎の 發展及 其 原文 

(明治 四 五、 一、 東洋 哲學第 十九 編 第ー號 ) 

輓近佛 敎硏究 家が 密敎の 方面に も 注意を 向け 来り、 三 密四曼 の 研究は 次第に 隆昌に 赴き、 四十 四年學 海の 一大 
潮流と して 見る ことの 出来る 程、 目立つ た 著書 —— 秘密 大辭 典の 様な I も 出来、 密敎 硏究會 の樣な 運動 も 開始 
された。 こは 怫敎界 の 爲に 先々 慶賀すべき 現象と いふて ょから ぅ。 其 處で此 潮 勢に 立ちて 密 敎發展 に關 する 一二 
の 事項に つき 講演す る こと も强ち 徒勞で あるまい と 思 ふ。 

元來 この 密敎 とい ふ ものは 敎理史 土 餘程 面白い 位置に あると 共に" 敎會史 の 方面で も頗 勢力を 有して 居る もの 
で、 現に 日本の 如きは 勿論、 印度 敎系 密敎の 一一 ポ ー ル、 _嘛敎 系の 西藏 蒙古 滿洲 等に 於て 深く 民心を 支配して 居 
る。 唯 支那 本部は 昔日の 隆盛に 引き かへ て 明 以後は 全く 傳統を 失し、 研究 もな く 信仰 も あまり 盛で ない 樣だが 、 
其光輝ある過ぎし昔の盛大は、漢譯大藏經中 11 然たる卷帙が嚴存して居るのを見ても判る。 

今日の 講演は 主として 聖典 史 —— 更に 適當に 云へ ば テ% 典 批評の 方面から 密敎の 發展を 見、 次で 其經 文の 原文は 
どんな もの だら ぅかを 一寸 講述 する 積り である。 

一 密教の 發展 


遊樂に 耽溺して 守護 呪を 誦する ことを 忘れた 爲獵師 の 手に 落ちた とい ふ 話を 記して 居る。 此 等の ■，原始的 佛敎 中の 

ニ 大秘囊 雲 — 多神崇 f 神 f 慕 合し—— 其 f 脚色に 加へ て出來 たのが 卽孔畫經 で、 此經 
が 日本 密敎 史上に 重要な ものである ことは 一寸 日本 怫敎 史を讀 むだ 人の 首肯す る 所で あらぅ。 而 して 秘密 敎發達 
上には 此 經は實 に 曇 Q も？ ある。 孔 1 と 同系 Q 囊 、讀經 中に 含まれた SQ 秘敎 、持 世 陀羅尼な ど 
いふ 者が 卽第 一期の 密教を 代表す る ものである。 此期の 特色を 云 ふと。 

1 大小 兩乘 の區劃 極めて 瞹昧な る こと 

義淨 三藏は 孔雀 證が 大小 屢 Q 敎徒 何れも 音 _讓 する AJ と 基し 遺した が、 全く 其 通 •孔畫 ‘f 大 
パ兩艮何れへも使へる。明瞭な大乘的特色は毫も此經に見へぬ。佛菩薩では七佛、彌勒、神明では梵天帝_ ^1 ミ 
王 天 龍 夜叉 等槪ね 大小 共通の ものである。 勿論 ある 點では 著く 魔 鬼崇拜 が發 達した 形跡を 見出さぬ でもない が、 
概して 大小 兩乘 の區 劃は 甚 しく 瞹眛で ある。 

2 諸怫諸 神の 系統な きこと 

第一 期に 於て は 諸怫諸 神が 唯雜然 紛然と して 陳列され て 居る。 孔雀 王經を 見る と、 丸で 一 種の 怫神龍 鬼の 亂雜 

な 姓 名簿を 見る 感が ある。 中心 もなければ 無論 系統 もない。 丸で 一種の 古怫 像の 八百屋を 見る 樣な もの だ。 雜集 

とい ふ考は あつても 彙類 とい ふ點 には まだ 達して 居らぬ。 後 來發展 した 密敎 から 見る と單に 材料 蒐集の 時代と も 
云 はれ やぅ。 
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密敎は 先づ 大日 敎で あらぅ。 勿論、 第一 期と 第二 期との 間に 屬 する 過渡期の 諸 秘經も 玆處で 一寸 論じて 置く 必要 
が あるが それは 今ぬ きにして 直に 本 期の 特色を 少し 臚 列して 見ょぅ。 

1 截然たる 大乗的 特色 

第一 一期の 祕經 には 般若 や 華厳 あたりの 教理を 採っ たのが 歷 々と 見ぇ、 語句は 勿論 其內容 に靈 とした 大乘の 輪 
廓を 具へ て 居る。 菩提心を 說 くこと* 眞 如を 談ずる こと、 事々 無碍の 極致を 明に した こと、 敎理 行果の 四、 何れ 
も 小乗に 混同す る ことの 出来ぬ 立派な 區劃が っいて 居る。 

2 諸 尊の 系統的 排列 

第一 期の 密敎諸 尊は 全然 無秩序の 排列であった が 第！ 一期には 整然たる 排列が 出来、 組織 系統 も 立派に 見ら る X 
樣に なった。 金 光明 經其 他假に 云 ふ 過渡期の 密經に 見ら る X 五佛 は、 大日を 中心として 全 パン セヲン の首腦 とな 
りて 玆に 一切の ものが 輪圓 具足の 一大 曼陀羅に 收 めら れ攝 せられて 了 まった。 亦 三部 や 五部な どの 系統 も 生じ、 
諸 神 諸 尊 も 夫々 其 配當が 定まる 樣な こと X なつた。 此點を 詳しく 論じて 密敎 々理の 完成と いふ こと も 他 商から 言 

へる。 

3 密敎的 特有の 諸 尊 

第一 期に 於て は密敎 特有の 諸 尊が 殆ど 見る ことが 出来ず、 多くは 大小 共通の 諸 尊に 留まった ので、 此期 には 不 
動 や 大威德 や 其 他 葉 衣や靑 頸の 樣な觀 音 諸 尊、 一字 金輪、 不空_ 索の 樣な純 密教 的 諸 尊が 崇 拜の對 象と なって 來 
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3 供養 儀式の 不完全なる こと 

第一 期には 後代 所謂 身 ロ 意 三密の 中、 ロ 意 兩密は あると しても 身密 中の 肝心な 印相と いふ ものが 殆ど 說かれ て 
ない。 隨て 供養 儀式は 極めて 不完全、 諸 尊の 秘呪も 一定せ ^ 

4 純 密敎諸 尊の 缺乏 せる こと 

これは 第一の 項 下で 論じても ょいの だが、 第一 期の 密敎 には 大日 や 大威德 明 王 や大隨 求な どい ふ 純密敎 的の 代 
表 尊が 全くない。 且つ ド ラビ タ 人から 影響を 受けた シ ー、 パの 猛惡の 諸 形の 魔 鬼 崇拜は 僅に 存 し、 諸 神 女 諸 ^ [ 母の 
崇拜も 丁度 摩 訶婆羅 多の 初期を 見る 樣に 極めて 一般的に 其 可畏可 怖の 形相を 供養す るまで、 之が 經 中の 主要なる 
位置を 占む ると か 若く は 之が 代表的の ものであると かいふ —— 例せば 不動 や 摩 阿迦羅 天が 後代密 敎に 幅を 利かし 
て 大分 好い 面に なつて 居る 樣な のとは 一寸 趣が ちが ふ。 

ニ 第二 期の 密敎 

第二 期の 密敎は 一面 實際 方面から 見る と 婆羅門 敎の 信仰 卽ちゥ パー 一 シャット や 摩 訶婆羅 多に 顯 はるる 俗信を 採 
用し 融合した 點が 著く、 特に 儀式 方面で 大分 吠 陀已來 の 修法を 繼 承し、 また ドラ ビタ 人の 摩 鬼 崇拜が 著しく 影響 
して 居る。 そして 純密敎 的の 代表的 諸 尊が 出来た。 又 他面には 第一 期に 全然 見る ことの 出来ぬ 理論 方面が 著しく 
發展して諸尊の系統的排列が出來た。第ー期0 # 料蒐集に對して此期は材料整理の時代であらぅ此期を代表する 
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之は 勿論 前 第二 項に 一寸 申した 通り 敎理の 完成、 パン セ ヲンの 系統的 排列、 第五の 儀式 供養の 完全から 必然 起る 
べき 結 梁で あらぅ。  * 

三 第三 期の 密敎 —— 分科 的發達 

第一 期は 混雜 せる 群集の パン セヲン 、第二 期は 之に 整然たる 系統が 出来た 時代 だが、 第三 期は 第二 期で 系統的 
に 秩序 整然たる 曼陀羅から 一々 の 諸 尊が 各 別に 分科 的の 發 達を 遂げた 時代で ある。 _ 示 すると、 


とい ふこと X ならぅ。 換言す ると 第二 期で 綜合され た 諸 尊が 一 々其 特色を 發 揮し 來ヴて 分解的に 發 達し 各 分 斗 
的の ものと ばつた ので ある。 一寸 例を 取る と、 第一 期で 紛雜 なる 群團 中の 昆 沙門 天は 第二 期で 曼陀羅 中に 系統的 
に 瑕 列せられ、 第三 期に 至れば 其 供養 式 も 出來 特別に 昆 沙門 天屋 Q 樣な經 文 も 雷され た。 其 他 m 蒜夜迦 にし 
ろ 葉 衣に しろ 此期に 至りて 特別に 精細の 供養 法な どが 出来て 居る。 單に諸 尊ば かりでは ない 般若と か 法 華と かい 
ふ 大乗 經も此 期で 特別な 供養 式が 說かれ て 来た。 

第三 期は 一面 かく  Q 如く 分科 的靈 をして f と共に、 他面に 1? る 雲 主義 若く は 圓融主 義 の 理窟を 說 
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た。 

4 包含 攝 入の 廣潤 

第三に 聯關 して 一寸 申して 置かねば ならぬ のは 第二 期に 於け る 包含 攝 入の 雄大なる ことで、 摩 訶婆羅 多に 顯は 
れた 俗信は 大抵 密敎に 混入し 来り、 其已 後の 富 蘭 那文學 の 諸 神話 も 盛に 秘 經秘軌 の 中に 見ら る。 其 中 一っ 荷 名な 
のは 夫の 聖天で 、馬頭 觀音や 不動の 如き も亦此 類に 屬 する。 それから 此項 下で 一寸 記して 置きたい ことは 大小 乘 
混同時代の諸尊は著しく勢ヵを失墜し特に小乘敎に代表的の證尊は其 11] 位をぎ來の婆>維門諸 ^| に讓る樣になった 
事で ある。 卽ち 第一 期密經 には 頗 重要であった 過去 七怫の 如きは 其 勢力が 全く 失墜し 去られて、 焰鬉得 迦や不 空 
霜 索の 樣な 婆羅門 敎的 色彩の ものが 大勢 力を 得、 また 婆羅門 的の 金剛手な どが 一躍して 至要の 地位に 昇った こと 
である。 之は 硏究 すると 中々 趣味の ある 問題で ある。 

5 儀式 及 供養の 完全 

第二 期 密教は 著しく 婆羅門 敎 、主に 摩那や \|ハ 經の 修法を 犬に 活用し、 供養 や 儀式が 頗る 完全 複雑に なっ 
て來 た。 それから 印 契の 應用が 必然的の 要件と なつて、 咒と 印と 必らず 並立せ ねばならぬ こと ゝ定 って 了っ た。 

6 大部 密典の 編輯 

第一 期の 密敎 聖典は 極めて 小 部の ものであった が、 第二 期の 聖典は 卷 帙廣大 、章 段の 組織 整然たる ものと なり、 
隨 つて 本 經と 儀軌 、卽ち 大體の 敎義を 述べた ものと 供養 法を 專門に 記した ものとの 區別も 生ずる こと ゝな った。 


印度の ニ大 革新 敎 

(明治 S 五、 五東 洋哲學 、第 十九 編 第五、 六號) 

佛敎 及び ジャィ ナ敎 興廢の 白描 

力 ー ライルが 雄渾の 氣魄 と、 火 焰の樣 な 筆勢で 記された、 夫の ルー テルが ヴ ォル ムス 會議の 一章を 讀む もの 
は、 誰れ でも 血 湧き 肉 躍りて 奮然と して 蹶起せ ずには 居られまい。 此絕大 な 天地を 貫く 快事の ぁった ライン 河畔 
の 古い 都市には、 今や 昔時の 傲りを 留 むる 大 改革の 紀念 像が 雲を 突かむ 計りに 屹 立して 居る。 ^ ^ 大ル ー テルを 
中心に して 其 四面には 當 時の 革新 運動を 極力 保護した 敬虔 勇猛な 獨 逸の 侯伯 や、 同時の 宗敎 改革者、 フツス を 先 
驅に カル ビン、 メランヒトン、 サブ ナロ オラ 迄 もぐる りと 雄偉な 姿を 見せて、 明かに 鮮かに 其 時代の 大勢を 語つ 
て 居る。 

ル ー テルの 時代には、 此 巨大な 一 恒星を 中心に 幾多 大小の 遊星 や 或は 彗星が 漲り 来り 溢れ 来る。 革命の 雲氣に 
乘 じて 競 ふて 爛々 の 光を 放射した。 が、 然し 斯る 雄麗な 現象は 決して ワルト ブル ヒの 森林の 中 ばかりでは なかっ 
た。 コンスタンツの 湖の 側 ば. かりで も斷 じて なかった。 何時でも、 春風 一た び 到れば 桃 紅 李 白蓄薇 紫、 二十 四 番 
の 名花、 嫌で も應で も睽 く樣 に、 吾が 中世の 鎌 倉で も 實に歐 例 中世の 通りでぁった のた。 否、 歐劝や 日本の 新し 
い 事實 や歷史 ばかりでは ない。 遠い 遠い 神話の 様な 大昔、 ガンジ スの 長江が 滔 々と 流れて ヒマラヤに 千古の 雪の 
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いた 哲學的 文學が 出来て 印度に 於け る密敎 否怫敎 滅亡 前の 最後に 奇異なる 色彩を 縱に して 居る。 卽ち 極端なる 肉 
慾 主義と 至眞 神聖の 妙理 とを 同一に し 若く は不淨 臭穢の 物件を 供養に 使用す る 等 驚くべき 奇怪 不思議の 修法を 說 
く、 此の 末期の 代表と すべきは 實に 一切 如來 金剛 三業 最上 祕密大 敎王經 4|另き 0 &^ぽである。 

如來 三業 祕密經 の 中には 日本に あった 立 川 派の 邪法な ことが 書いて ある (漢譯 には 流石 此 部分は 缺譯 して ある 
が梵卞 ては 現存す る〕 汚物を 食物と し 人畜の 骨な どを 護摩の 中に 焚くな ど 云 ふこと も、 他の 第三 期の 秘經 中には 
別に 珍ら しく もない が、 此經は 特に 詳密に 此等酸 怪 なる 修法が 說かれ る。 密敎 も兹に 至りて は 方に 病的 狀態に 陷 
った。 この 病的 狀 態は 西藏_ 嘛敎の 紅 衣 派が めくまで 極端に 實 行して 惡 毒を 流した が、 今尙此 種の 敎義は 、一一 ポ 
1 ル、 西藏 あたりでは 決して 珍ら しい ことでは ない の だ。 

第三 期の 特點は か X る 病的 現象が あると 共に、 女性 崇拜魔 鬼 崇拜が 極端まで 發 達して 頗る 奇保 猛烈な 神 像を 崇 
拜し 、また 起 屍 鬼 法な どを 行って、 死人の 屍を 捨てる 尺陀 林に 行き、 新 死骸に 修法し、 之に 起 尸 鬼と いふ 死屍に 
, く 鬼を 乎び て、 死骸を 直立せ しめて 種々 の 願望を 成就す るな どい ふ 奇怪 至極の ことが 麗々 と說 かれ、 亦 實行さ 
れた 。これは 現に 漢譯 の祕密 經中に 見 ゆるの みならず、 印度の 有名な 譚の大 集 力 ー タサ リツ トサ ー ガラや 、起 屍 
鬼譚 など 云 ふ文學 上の 書物に も 見へ る。 


戰の 布吿で ある。 卽ち 一面には 毘舍 、首 陀羅 族の 自覺と 他面には 剎帝 利が 婆羅門に 反對 して 奮起した 陳勝 吳廣の 
呼號で あ K. - ゥパ 一一 シャットを 見る と、 夫の 何事 も 婆羅門に 唯 命惟從 ふた 刹 帝 利 —— マ ハ ー ブハ ー ラタの 班 足 王 
の譚 などで ょく 判る が、 ヘン リ ー 四 世が、 羅馬 法王の 憤怒を 和む る爲 に、 三日三夜 跣で 雪中に 立って 罪を 謝した 
中世 歐洲 法王の 權 威と、 印度 吠 陀 末期の 婆羅門 族の 威力とは 同一であった。 而 して 彼 三重の 法 冠の 下に 屈服した 
歐洲 中世の 王公と 同じ 屈辱 壓 制を 印度の 刹 帝 利 族は 忍ぶべき 運命であった の だ。 ゥパ 一一 シャットの 中に 見ぇる 奮 
起と 努力とは 恰も ル ー テルの 出る前の フッス や 其 他の 革命運動と 步調が 一つ だと 解釋 される。 而 して ル ー テルの 
革新 宗敎が 一面 自由 思想の 開拓を 思想 史上に 意味す ると 共に、 政治 史上、 法王 政治から 歐洲諸 國の獨 立した こと 
の 功績は 誰れ でも 知って 居る。 此 知られた 事實が 、實に 昔 印度に も ぁった の だ。 

ゥ パ？ ンャ ットの 中に 出る、 縱撗の 機 辯、 深遠の 學識 、堂々 として 萬象卽 一の 妙諦 を說き 去り 說き來 る大哲 
人、 ャージ ユナブ ル キャ、 幾多の 婆羅門 學僧を 生 殺 與奪思 ふ 存分 銳き 機鋒に 翫 弄して、 悠然として 我卽梵 の玄旨 
を敎 ゆる 大王ジ ャナ 力、 此ニ大 偉人は 實に 前述 ニ 大方 面の 代表者で あるが、 此 時代 幾多の 小ャジ ユナヷ ル キャ、 
幾多の 小ジャ ナカ 王が 雲の 如くに 起り、 潮の 様に 群り. 立った の だ。 而 して 来るべき 大 革命の 準備を したので あ 
る。 印度 哲學 史上 若し 雄大 痛快の 時代 如何と 問 ふたなら 恐らく 此ゥパ 一一 シャットの 時代で あらぅ。 —— 今玆に 述 
べ樣 とする ニ大 革新 敎卽怫 敎とジ ャィ ナ敎 は實に 此大氣 運が 生み出した ニ大 結晶で ある。 幾多の 陳勝 吳廣を 先驅 
として 顯 はれた 漢 高と 項 王と である。 
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冠 美しい、 あの 夢の 樣な 印度で も實 にそぅだった。 

祭 火の 焰は 朝な 夕な 敬虔の 至情と 共に、 雲の 如くに 天に 冲 し、 蘇 摩の 芳烈な 香は、 ヵ强い 讃歌と 共に 泉の 如く 
漂った。 吠 陀諸神 全盛の 時代 も、 人性に 萌す 不断の 進歩と 自由の 討究に、 何時かは 其 神威を 失し、 丁度 希臘 オリ 
ム ボスの 諸 神が クセノ ファ ー ネスが、 大 獅子吼の 一 聲で 脆く も哲學 史上 全滅に 歸 して 了った と 同じく、 流石の イ 
ン ドラ (帝 釋) も アグ 一一 (火 神) も、 ブル ナ ( 穹窿の 神) も、 偉大なる ス ーリャ (日 神) も 美しき ウシ ャス もア 
シュ' ヰ ンも 憐れむべし、 懷 疑、 無 信、 嘲笑の 中に 其權 威を 葬られて、 渾て是 、單に 『無限』 —— アディ チイ ーの 
一部分、 不可 見 至上 者の 發 現に 過ぎぬ ものと なり、 遂に 一種の 傀儡と なって 仕舞った。 玆に 於て か 民間 信仰 
は轉 じて 神學 となり、 神話の 夢は 破れて 哲學 の覺酲 が 来た。 この 覺醒は 步一步 に 明確に 進歩して 遂に 『我 卽梵 也』 
Aham  wrahma  asmi 『如是 實 相卽是 爾』 tat  taom  asi とい ふ樣な 偉大な 沉 神 論に 到達した、 是が 卽婆羅 末那の 
儀式 文學を 通じて 發展 した ゥパ 一一 シャットの 哲學だ 。 

a } 

ウパ 一一 シャットの 哲學 は、 二っの 方面から 舊 思想に 對 する 革命の 嫩 芽を 認 むる 事が 出来る。 第一は 卽ち 舊敎權 
に 反抗す る自啪 思想の 旗揚げで、 第二は 舊 制度、 舊社會 を破壤 する、 新 組織の 努力で ある。 第一は 思想 史上の 革 
命で、 吠陀 の敎權 、儀式 神話に 對 する 強烈の 打破で ある。 第二は 政治 史上の 改新で、 階級 制度の 破壤 、心 靈上全 
く 奴 隸の憐 むべき 狀 態に 陷っ た賤 族の 自覺 と、 特に 政治 上 非常の 抑壓を 忍む で 居った 武人 族が 僧侶 閥に 對 する 宣 


善 神 偉人を 地上に 下さん として、 先づ靈 を 婆羅門 族の 一貴 女に 托胎 せしめた が、 天帝 釋之を 聞きて 以ての外と 立 
腹し 一體 婆羅門 族からは 決して 救世の 大聖は 生れた ことは ない と氣 張り出し、 折角 落着いた マ ハ f、 ヰ ー ラの 靈は 
ドッ コイ ソゥは いかぬ と 刹 帝 利 種の 貴女 トリ シャー ラ ー 卽ち 悉達陀 王の 妃の 胎內に 轉居 せしめた ことにな つて 居 
る。 是など は 政治的の 意義から 見て 實に 面白い。 且っ 婆羅門 族に 對 しては 隨分 皮肉な 傳說 とい ふて ょかろう。 

(三) 

怫 敎の經 典に 依る と ジャイ ナ敎の 方が 少し 前に 出 來た樣 だ。 開祖 マ ハ ー、 ヰ ー ラの 傳記に 就きて は佛敎 との 歷史 
的關係 上隨分 調べねば ならぬ 點が澤 山 ある。 其 一っ 二っを 擧げ ると* ジャイ ナ敎祖 の 父の 名は 釋 尊の 俗名で あり、 
釋尊 の妃は 耶輸 陀羅で 、マ ハ 1' 牛 1 ラの 夫人は 耶輸陀 である。 此 等は 偶 合と 云へ ば 夫れ 切り だが 然し また こんな 
點はニ敎の實際の歷史ヵら調べると何れかに混合か模做があったらしく考へられぬでもない。然しそれは今略す 
として 釋尊 出世の 當時 怫敎の 宣傳に 方り て 其 勁敵たり しものは 舊來の 宗敎は 固ょり であったら うが、 實際 手强い 
敵對 をした のは 尼犍 子の 一派 ジャイ ナ徒で あったの だ。 而し て是が 政治 上に 幾多の 波瀾を 生じて 居る。 頻 婆娑羅 
王の 悲劇な どに 怫敎 聖典では 阿闍世の 纂奪 事件が 佛敎內 から 出た 新派の 提 婆との 關係で ある 樣に なって 居る。 無 
論 これ も 事實で あったら う。 然し 王舍 大域には 此當 時に 怫敎對 ジャイ ナ敎の 暗鬪が あったの がどう やら 事實 らし 
い。 之が 少く とも 悲劇の 大 原因の 一っに なつて 居っ たらしい。 是はジ ャ イナ 文書の 方から ャコビ 敎授 などが 眼を 
っけた 點だ が、 恐く 正鵠を 得て 居る だら う。 頻 婆娑羅 の怫敎 保護に 對 し、 母方 摩竭提 の 韋提希 家は ジャイ ナ敎祖 
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ゥパ  一一 シャットの 末期に 幾多の 哲學者 思想家が 出た ことは、 怫敎の 聖典に も ジャイ ナ 敎の經 書に も 見へ る。 怫 
敎では 通途 九十 六 種と 數 へて 居る が、 古い 所では 之を 六十 二見に して ある 卽ち 六十 二種の 哲學 である。 之は 梵網 
六十 二見 經の 中に 詳しく 說かれ て あるが、 怫陀が 終始 議論を したのは 其 中の 重な 大師で ある。 此 大師は 中には 富 
蘭那迦 葉の 様な 婆羅門 族の 純 粹な人 も あるが 多くは 刹 帝 利 種で ある。 大師の 事は 漢 譯の怫 典に も 出る から 今 其 見 
解な どは 玆に 縷述 する ことは 略す る こと X して、 ジャイ ナ敎の 方では 諸經の 中に 四 種に 分ち て 三百 六十 三の 異義 
を 擧げて 居る。 第一 種は ジャイ ナ學 語で！^ iya  v£a とい ふので 意志の 自由、 道 德上靈 魂の 責任、 轉 生の 三箇 
條を認 むる 學 派を 指す ので 槪 して 云 ふと 常 見 之が 百 八十に 分れる。 第二 種は Akriyavada で 之は 前の 三 ヶ條の 
中 一部 若く は 全部 否定す る もので 之に 八十 四 種 ある。 斷見 に屬 して 物質 論で 大槪は ある。 第三 種は visya-vada 
卽實踐 學派で 智力を 第二と して 實 行を 重要視す る 一派で 孝順 信仰 等を 敎へ 苦行 戒律を 說く 學說で ある。 之に 三十 
二種を 擧げて ある。 第 四 種は Ajgba-V£a 不可 智論 若く は 懷疑學 派で 六十 七 種 ある。 此の 如くに 多數の 哲學說 
が 出で 其當 時は 互に 論難して 居る が、 然し 此等 諸派の 中に 殘存 して 偉大の 勢力と なつた ものは 唯 ニつ、 其 一つは 
世界的の 宗敎 と發展 した 怫敎で 、他の 一つは 卽ち猶 一部 印度の 民族に 慰安を 與 へて 鞏固の 勢力を 其 母 國に維 持し 
つ、 ある ジャイ ナ敎で ある。 怫敎の 開祖 釋迦牟 尼は 迦毘羅 城主 淨飯 王の 王子で 刹 帝 利の 錚々 たる もの だ。 ジャイ 
ナ敎の 祖マハ ー、 ヰ ー ラは 同じく 刹 帝 利 族で、 摩 竭陀の 一王 悉達陀 の 子で ある。 而も 力 ルバ 經の 聖傳に 依る と 諸 天 


天の 有樣 となった 時であった のは、 無論 佛陀 人格の 偉大な 感化 も あらう。 二王が 崇高 純潔の 信念の 外 別に 論ずべ 
き餘地 もなから うが、 然し 一回 政治的 意義から 兩敎の 性質を 考 へて 見る と餘程 面白 ひ 考察が 出来る。 

怫敎と ジャイ ナ敎は ともに 印度 革新 宗敎の 代表者" 言は V 東西の 兩大關 と 見立てるべき ものでは あるが、 然し 
ニ敎の 性質 上餘程 相違した 點が ある。 第一は 敎理 の點で あるが、 條敎 はゥパ II シャットの 我 論に 對 して 何處 まで 
も 無我 說を 立て ゝ 之を 鮮明な 大旆 の標 として 居る。 ジャイ ナ敎 も五諦 の 法 門、 上 轉下轉 の說に 隨分思 ひ 切った 新 
說を 立て \ は 居る が 命 者を 立て X 我を 建立す る ことは 婆羅門 哲學を 其 ま \ に 使用した ものと 見て ょい。 少く とも 
ジャイ ナ敎は 怫敎に 比して ゥパー I シャットの 根本 思想に 近い 點が ある。 第二には 實行上 其 苦行 主義が 婆羅門 敎と 
餘程 親しい ものであって、 此點 から 見る と 怫敎の 非 苦行 主義は 全然 新しい 形式で あると 言は ねばならぬ。 此の 如 
くに ジャイ ナ敎は 新 運動では あるが、 佛敎に 比べる と 餘程舊 式の 色彩を 留めて 居る。 幾分 古い 酒 瓶に 新酒を 盛っ 
た俤が 見へ ぬで もない。 玆に 於て か 根本的の 革新 運動を 欲する。 人心の 傾向には どうも 少し 物 足らぬ 點が ある。 
ジャイ ナ敎の 怫敎に 比して 勢力を 得る ことの 出来な かった 點は 確に 此處で ある。 新氣 運に 乘じ新 勢力を 振作し 樣 
とい ふ 炯眼の 經世 家は 早く も此思 想 上 重要の 點に 着眼せ ぬ 害はなかった らう。 

次に ジャイ ナ敎 徒は 怫敎 ほど 思 切った 防 級 打破を やらぬ。 怫 陀の聖 弟子と して 活動した 中には 賤族 出身の 人が 
頗る 多い。 律藏傳 持の 大德優 彼 離の 如き も 正に 其 一人で ある。 女 弟子の 中には 蓮華 色の 樣な怫 敎 式の マグダ レ ー 
ナも 居る。 然し ジャイ ナには 此の 如き 人がなかった。 其 爲敎國 の 純潔を 保ちて 怫 敎の樣 に怫滅 早々 分派が 彼方に 
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の 母の 出— だから、 隨 って 內 部には ジ ャイ ナ敎 —§1 って 阿 ■は 政略 上 f しても 此 等の 歡 心を 
買は ねば 自分 Q 野心を 遂行す る ことの 出 來ぬ狀 勢で あったら しい。 此の 如くに 怫世 尊の 在世に も 怫敎と シャイナ 
敎 とは 單に敎 言 起る 議忐 論爭 ばかりで— く、 叉 政治 上 s々s 鬪が あって 之が 兩敎 の興廢 に 影響した 

痕跡が 朧げ ながら 窺 はれる。 

かの 佛敎の コン スタン チ イン 大帝は、 其三寶 を 信じ、 幾多の 勒碑ゃ 磨 崖の 吿 文で、 不朽の 議を殘 した 前に 
は、 實にジ ャイ ナ敎の 信者で あった。 佛敎の 阿育 傳說に 依る と 三 寶歸依 前の 大帝は 響な 暴虐 慘 忍の 璧 であっ 
た。 改宗 後の 大帝と 其 前半生を 比較す ると 善に 强 ければ 惡に も强い 反映 法を 應 用した 怫 敎文學 者の 戲曲的 才能 も 
さることではあるが、亦ー面大帝が尼犍子信仰家であつたといふ事實をも暴露したとも見られる。而して大帝が 
印度の 統一と 共に 佛敎 の 基礎は 固に なり、 その 獲 的宗敎 として S 國的雙 は 大帝の 時代に 最も 鮮 かに 
實 現された の だ。 寬容 にして 且っ 遠大の 機略を 有して 居た 育 王は、 勿論 ジ ャイ ナ敎 徒に 對 しても 婆羅門 敎 徒同樣 
之を 保護して 彼等に 信仰 上 不便 利を 與 へる 樣な 愚擧は 勿論な かった ので あるが、 然し 若し 育 王が 佛敎に 改宗せ ず 
して、 元の ま X ジャイ ナ敎 徒で 居たら ば どぅで あらぅ か、 怫敎 の發展 も餘程 違った ものに なり、 ジャイ ナ 敎も宗 
敎 史上 今とは 大分 色 Q 異 った ものと なって 居っ たに 相違ない。 此 所は 頗る 趣味— 問題では— まい か。 

S) 

置滿 々たる 覉 世が 佛 滅の霉 には 旣に 熱心な 信者と なって 管、 阿嘉 S 宗が卽 位の 後 其 勢力の 漸く 冲 


サ レムと なって 居る ではない か。 ジャイ ナ敎 徒は 之に 反して 崇嚴な 殿堂は 南部 印度 到る 所に 存 し、 其 信徒には 實 

業 家 や 富豪が 多く、 舊來の 信仰と 儀式と を 守りて、 動物 病院 而‘鼠 や 昆虫の 樣な 有害の もの、 など 云 ふ 

もの も 世界の 珍と して 盛に 其 門戸を 張って 居る。 兩敎 興廢の 原因 玆に 於て かそ もさむ か。 

怫敎 滅亡の 原因に 就きて は シャン ヵラ、 ヂク 、、ヰ ジャャ の 様な 古書に 依りて 婆羅門 敎の 復興と 同時に 非常の 大 
迫害が あって、 南は デヵンょり ヒマラャの 麓まで 屠殺 焦 類な しとい ふ樣な 傳說も あるが、 今の 學者は 大 低かゝ る 
一度に 全 體を剿 滅し たとい ふ樣な 事は 信せ ず、 其 原因を 內 部の 頹廢 から 来る 自然の 老衰 的 滅亡と なして 居る。 之 
は 寧ろ 穩當の 見解で あらぅ。 怫敎を 滅亡せ しめた 大 原因は 槪 括して 內 部の 頹廢と 申した が、 此中に は 信仰 方面の 
狀 態も實 際敎會 の狀況 も あるが、 一っ 其 大きな 原因は 其 長處が 直に 短處 となった 盲目的な 適合 性 及 極端な 寬容主 
義 で、 八 世紀 あたりの 祕密 怫敎は 確. かに 之を 代表して 居る。 卽 不健全な 思想、 謎 信、 背理、 不道德 、奸穢 、雜亂 
之が 此 時代の 密教の 特點で 之が 確に 怫敎の 致命傷と なった ので ある。 而 して 又、 敎團の 不統一 其緩漫 不規律の 狀 
態は 到底 外部から 来る 時代の 壓抑 民心の 離散に 對 して 之を 防壓 する ことが 出来なかった の だ。 此處も 亦 長處が 直 
に 短處 となって 水に 遊ぶ もの 水に 溺れ、 劍を 善くす る もの 劎に 死す 底で、 其實際 上の 融合 性寬容 主義は 端らず も 
手 も 付けられぬ 混 亂の狀 態に なって、 遂に 怫敎を 永く 印度に 葬り去って 仕舞っ たの だ。 

一面 ジャイ ナ敎に ありて は 其 怫敎に 比しての 短處が 直に 長處 となって 命脈を 今日に 維持して 居る。 ジャイ ナ敎 
が 國民敎 の 一種と なった こと、 其 婆羅門の 哲學や 修行の 方法に 怫敎 ょりも 緣の 近い ことな どは 婆羅門 敎の 復興に 
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も 此方に も 興る ■な議 はな かった が、 其敎营 普及は 實に云 ふに 足らな かった。 而 して 其 萬國 的の 性質 (これ 
は 階級 打破から 必然に 來 るべき 結果で ある) の 如きは 到底 怫敎と 比較す る ことは 出來 ぬ。 嚴 重な 苦行と 戒律と で 
敎團の 組織は 需で 信仰は 純潔では あ 9 たが、 この 蠶 な _塞 形式 塵 SS されて _義 ■外に 地步 
を 開拓し、 異った 地方、 異 った 種族には 夫々 其に 相應 じた 方法で 傳道 するな どい ふ 融通は とても 利くべき 敎義で 
はなかった。 此點 は佛敎 の 非常に 特色の ある 點で 、之が 爲に臝 ち 得た 弊害 も 尠少で はなかった が、 全體 としては 
雄大 發 展を遂 ぐる ことが 出来た。 此 世界的 性質、 傳道 主義の 有無は 炯眼に して 遠大の 瞻略 ある 爲政 者の 必らず 注 
意を 怠るべき 所ではな かつた であらう。 

此處 まで 考 へて 來 ると 阿闍世 や 阿育の 轉宗の 意義を 印度の 文化史、 若く は 政治 史か らも 面白く 觀 察する ことが 
出来ょう。 

£) 

阿育 王の 時代に 殆んど 命運の 定まっ た兩敎 —— 一は 世界 敎 として 其 光輝を 四方に 發し 、他は 自己の 敎團を 益 固 
めて 一種の 國民敎 のょうに 定まつ た 佛敎及 ジャィ ナ敎は 印度に 於て 其 最後の 運命を 如何した であらう。 今 之を 論 
じて 拙稿を 終るべき 順序に なつた。 

基督 敎が其 故鄕に 全く 滅亡した 樣に 、怫敎 も 全く 印度 內地に 痕跡を 絕 って 仕舞うた。 七 八 世 期の 頃までは 學徒 
雲の如くに集った那爛陀大學の跡今何處、佛陀伽耶の靈場さへ今現に猶婆羅門マハントの爲に十字軍なきヰヱル 


摩哇哩 制 吒讃 佛頌の 原文 

(明治 四 五、 八、 宗敎界 第八卷 第八號 〕 

佛 敎文學 史上、 佛 所行 讃と 同じく 0、 る 重要の 地位— むる 摩 i 制 漏 佛頌の 原文 斷片 が、 幸に も スタィン 博 
士览 集の 露 發掘 Q 珍品 中に あつた。 今 之を 露した 結督 大略 左に 報吿 する。 

摩哇哩 制 吒と其 著作 

^ 摩 1 制 2—— 及義作 i— は— 議 I 馨歸 fills ある。 S ■く、 「且ら 
く尊蠢 證 鹊の 如—、 乃 西方 isf し if 涯 るの 人 也、？ X 昔 佛 f しとき、 怫 親し 

く 親 衆を 領し 人間 I 行し 玉 ふ、 時鐘 鳥 f、 佛 の 相好、 f して 金山の 如き 直て、 乃— 間に 於て、 和雅 
の 音を 發す 、讃 詠に 似たり、 佛乃霞 子を 顧て 日く、 此鳥我 I て 馨し覺 えず 哀 鳴す、 此 福に 緣 るが 故て 丨 
に 沒す— 、人 f 獲得し 囊濃 f 名 づけ、 廣く稱 歎して 11 せむ、 其 人 11 り 出家し、 
大裏 天— ゆ、 旣 I 尊ぶ 所 なれば 具 暴 詠— ベぬ、 後に 乃 S 陀 G 記せら る X 所の— 見て、 心— し 
て怫を 奉じ 衣を 染めて 俗を 出で、 廣く雲 を 興し. 前非の 旣に往 きたる を悔 ひて、 勝 鹽に將 來に遵 ふ、 自ら 悲 
む、 大師 S ひた 1 ずして— み i ふこ 倉、 f_IP、 仰 S 記— し、 S 功德— 

す 初鲁嘗 警 次に 一 百 五十暫 造る、 總て六 度 墨べ、 怫世尊 所有の 勝 管 明す、 斯文 情 _ 天 藤と 共 
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印度の ニ大 革新 敎 六 五 二 
對 して怫 敎ほ どの 影響は なかつ た。 而 して 其 嚴 重なる 訓練と 敎團の 鞏固なる 一致とは 內部 からして 外 侮に 當るに 
充分の 實ヵを 有して 居った。 而 して 其 融合 性 や 適應 性の 發達 せざる 結果は あくまで 純潔に 其敎 風を 維持して 迷信 
の 雜亂に 陷らず 、毅然として 永く 其 命脈を 傳 ふること が 出來 たので ある。 

此外に 今一っ 面白い 現象が ある。 そは 印度 佛敎諸 論師が 文學の 方面で 印度の 文化史を 飾って 居る が、 ジャイ ナ 
敎の學 者は 天文、 數學 、語學 の 樣な摯 實な 科學の 方面に 非常に 貢獻 して 居る ことで ある。 馬 鳴 や 寂 天の 樣な大 詩 
人は ない がへ ム チャンドラの 樣な 科學 者は 頭角を 顯 して 居る。 これは I 方 偶然の 結果の 樣だが 叉 ニ敎の 性質を 見 
るべき 面白い 對象で ある。 而 して 文 學 的の 想像に 富む だ 佛敎に 密教の 樣 •な 雜亂 極まる 迷信が 興り、 科學的 嚴肅な 
ジャイ ナ敎は か k る 迷信に 陷らず 、婆羅門 敎徒が 後代 密教の 影響を 大分 受けて 今尙 それに 苦む で 居る に 反し、 ジ 
ャイ ナ敎 徒は 少しも 其の 弊を 受けず 超然 存在して 居る のは 寧ろ 自然の 結果と いふて ょい。 

已上は 印度の ニ大 革新 敎興廢 に 就きて ほんの ざつと した 白描では あるが、 此間 自ら 我々 の 注意すべき 問題が 必 
らず 存在す る こと \ 思 ふ。 ジャイ ナ敎は 今や 米國 あたりに ボッ /\傳 道 者を 送り、 市 俄 古 宗敎大 會已來 熱烈な 雄 
辯で 一時 歐洲 の敎會 を騷が した 敎 會の總 書記. ヰ ルチャン ド、 ヵン ドイ ー の 遺業を 繼承 する ことに 力めて 居る が、 
然し 大した 効果 もない 榇だ 。唯此 際 一二 偉大な 人材が あれば 着々 として 世界 敎 として 立っべき 運命に 向ぅ であら 
ぅ。 然し それにしても 今一度 敎會內 に 改革者が 出ねば 駄目で ある。 

怫敎の 現在に 就きて 改革が 必要 か 否か、 それは 別に 論ずる 必要 も あるまい。 


あった こと、 外道 時代には 盛んに 佛敎 徒を 打撃して 嚴 たる 一 敵 國で あった 事、 歸 佛後懺 謝の ために 一 百 五十 頌の 
讃怫偈 を 製作した ことな ど、 善く 義淨の 所 傅と 合ぅ。 陳那 論師が 一 百 五十 讃怫偈 に 補註 的の 增頌 をした こと も 亦、 
同史 の 第二 十羅に 出'  是又雞 Q 說と 符合す る。 西 藏藏經 ^f -" m Q 中に 一 百 五十 頌の_ も あり、 又 其 義 

も ある。 至 元錄に 蕃本缺 として あるのは 無論 當時 調亮の 不備で、 南 條目錄 の 之を 襲用した の も 固ょり 現存の 蕃藏 
から 見れば 盡さぬ 所が ある。 

馬 鳴と 摩哩 哩制吒 

馬 鳴— 怫 所行 讚を 製作した 馬 鳴と j 百 五十 讃佛偈 の 作者とは 同一で あると いふ 西蕃の 所傳は 今 直に 言ず る こと 
は 出来ぬ。 第一に 多羅 那吒の 記載に て も 馬嗚を 提 婆の 後に して、 同じく 三論の 祖師で ある 羅護羅 と 同時の 那爛陀 . 
大學の 有力者に して あるから、 無論 迦腻 色迦王 時代の 馬嗚 とは 同 | には 出來 ぬ。 第二には 怫 所行 讃とー 百 五十 讃 
怫偈 とは 其 思想に 頗る 相違の ある ことで 文體も 大分 趣を 異 して 居る。 怫 所行讃 は莊嚴 論經と 同じく 特別の 大乗的 
色彩を 認むる ことが 出來 ぬが、 讃佛偈 の 方には 大乘 空宗の 玄理が 隨所に 歌は る \ のみならず、 又ニ乘 に對 して® 
酷な 賤黜を 宣言す る。 

聲 聞知 法 者。 於 尊恒奉 事。 設使證 涅槃。 終名爲 負債。 彼等 諸惡 衆。 爲己 而修學 。由 捨利生 心。 不名還 債 者 (頌、 

一三 五、 ニニ 六)  • 

而 して 通 篇ニ利 圓滿を 極 筆 詠歎して 、如来の 大 慈悲を 稱揚 し、 淨土敎 の 極致と も 見るべき 
摩哇哩 制吒證 佛頌の 原文 ^ fr- s 


摩垤哩 制吒 證怫頌 の 原文  プ互 P 
に芳 を齊 しくし、 理致淸 高、 地獄と 峻を举 ふ、 西方 讃頌を 管 者、 咸 同く 祖 習せ ざるは なし 無 著 世 親 菩薩 冗 
く 皆趾を 仰ぎ 故に 五天の 地、 初めて 出家す る もの 亦旣に 五戒 十戒を 誦 得すれば、 卽須 らく 先此ニ 讃を敎 誦すべ 

し、 大乘 小乗を 問 ふなく 咸な 同じく 此に遵 ふ、 此を誦得して方に餘經を學ぶ、然るに斯美未だ東 £. に # 

はらざる も、 造釋家 故な り 亦 多く、 之を 和す る 者 誠に ー算 にあらず、 陳那 菩薩 親く 自ら 和を 爲 し、 頌每に 各 其 一 
を 加へ 名け て雜讃 とい ふ、 頌 三百 あり、 又 鹿苑に 僧 釋迦提 婆と 號 する あり、 復 陳那頌 前に 各 ー頌を 加へ 糅雜讃 と 
各く 總 じて 四百 五十 頌 あり、 但 製作の 流 あれば、 皆 以て 龜鏡 となす」。 (縮刷、 致 七、 八 六 左 高 楠 氏英譯 第一 五 

七 頁) 

摩 哩哩制 吒が 印度 諸 大論師 の 間に 賞賛 崇敬せられ て、 其 製作の 讃 文の 價値が 非常に 偉大なる 者であった こと 
は、 已上 Q 引 文で 明白で ある。 然し 此偉大 な佛敎 詩人に 就では" 前記® 淨麗載 0 外には 漢土の 佛典 中、 記蠢 
ど絕無といふてょい。隨て其傳統學說などは頗る明了を缺いて居る。唯幸にも義淨が前に出した僚文中の「ー百 
五十 讃佛 頌」 を 印度 留學 中に 那爛陀 Q 大學 S 傳 したの が藏中 (縮 藏は藏 九、 七十 紙に 始まり、 七十 三 紙に 終る) 
に殘 つて 居る ので 大體此 偉人の 妙 想と 美文と を 窺 ふこと が 出来る。 

疆の所 傅では 蠢哩鹊 は 卽ち屢 菩薩の 別名で t と ハ ふこと に 芝て 居る。 卽ち 多羅 那§ 「怫敎 史」 
第 十八 章に 詳しく 其傳 記を 出し、 馬 鳴には、 一、 首羅 6 al.a 一一、 摩牷 哩制吒 €耷ョ 2- 3三、比陘哩询吒？ 5 00 ^ 
四、 難 見 Durdakma 五、 曇 密迦須 菩提 chamlikcl  subbuti 等の 異名が あると 記載して ある。 其 初 自在 天外 通で 


( 23 ) Hlz ln la c <J a | n 5 nug -s- r scl ti  1;at  sukha -3 11 

尊 雖遭極 苦。 於樂不 希求。 

rM.anltam  api  sad-A -^ ta  | yad  asadhu-ravamoarail.ll 

妙智 諸功德 。殊勝 無能 共。 

( 34 ) T 与 valclvlnsm  agamy .^ scl -3 1 dhi  ヒ .V .S1 ぎ 一 allivartin pt ョ 11 

遠 離 諸 過 患。 湛然安 不動。  • 

anuttaran tfl rpl s, - tarhi  | cn u -3 £fil n £ol -m  upa scl c 丨 一一 

最勝諸 善根。 無能 爲譬喩 。 

( 35 )  [c [d la [d u | garyibhiryaryi  lavadabhasa  || 

如來智 深遠。 無 底無邊 際。 

ya&  te  budhl- crq ambhil‘ya -3 1 agild g; pat-am  rkByate  || 

世事喩 怫 身。 牛 跡 方 大海。 

( 38 ) g alinatvam  ivjyanti  | 心 al‘ac-cand 3. -3 bas £sl m tava  || 

如来 三業 淨 。.秋 月皓空 池。 

办 uddhirpv crl g-budhi-dehsn H' yll  pra  U U U c — uu  = 
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況 於極惡 者。 純 行 最上 悲。 

とい ふ 様な 永劫 不磨の 大福 音を 說 く。 此點が 犬に 怫行讃 と 相違す る 所で、 どうしても 思想 上 二者を 同一視す る こ 
とは 出来ぬ。 文體 から 云 ふと 怫所 行讃 は富贍 華麗'  其 韻脚の 法は 複雑 巧妙を 極めた 所謂 力、 ヰ ャ 式の もの だが、 一 
百 五十 偈は 幽玄 警拔 とい ふ點が 其 特色で、 韻 法は 次に 出す 斷片で も 明かに 分る が 首 路迦の 極めて 簡潔の もの だ。 
若し 古來釋 家の 傳 ふる 如く 六 馬 鳴と いふ 樣に 幾人 かの 同名の 偉人が ありと せ ば、 摩 pi 哩制吒 は 起 信 論の 著者と 同 
じく 何れ かの 後 馬 鳴に 當 るので あらう。 

一 百 五十讃 怫偈 原文の 斷片 

支那 譯の讃 怫偈卽 ち 一 百 五十 讃怫偈 は 五 言の 本 頌ー百 四十 八偈 、流通 頌五偈 、通じて 一 百 五十 三頌 ある。 于聞 
から 出た 斷片は 儘に 一枚、 それ も 約半分は 破損 剝 落した 憐れの 狀態だ 。斷片 は 一面 六 行づゝ 、表裏 合計 十二 行の 
小さき 寫本で 本偈の 第二 十三 頌 から 三十 八頌 まで 都合 十六 頌書い て あるが、 紙片の 左右が 裂けて 無 なった 爲 に、 
滿 足の 頌文 は惜い 哉 一っ もない。 各頌に は 一々 第何頌 とい ふ 番號が あって 其が 漢譯と 悉くび ったり 吻合す る。 然 
し 大體は 前述の 如く 全然 符合す るが、 各偈の 文々 句々 に當 りて 詳く 見る と義淨 の譯は 稍 意譯に 傾きて 比較的 自凼 
な 筆であった こと、 其 使用した 底本は、 于圃で 發 見され た 原文と 多少 文句の 出入の あつた 異本で あった ことは 次 
の 比較で 分る。 

十六 頌を 悉く 梵漢對 照す るの も 稍 繁雑の 嫌 も あらう から 其 中から 二三の 頌 文を 玆に 比較して 見ょう。 


かつたならば、 到底 之を 快讀 する ことの 出来ぬ 程に 斷片は 破損して 居つ た。 


ニ 枚の 斷片 から 考へ ると 四百 偈讃 怫頌は 全體が 幾 章 かに 分れて 一章 每に 若干の 頌 文を 收め たもので ある。 第三 
十一 葉には ある 章 丨 不幸に も 章 名は 切斷 されて 分らぬ が var -a ,rtha-va .3 a-I〕uddha-s o rc とい ふ 文字 丈は 殘 つて 
居る から 此次に 章 名が 来る のは 直に 推斷 出来る。 此章は 四十 頭の 一章で 斷片は 三十 三から 四十 迄收 めて ある。 奧 
附の ある 最後の 意 •の 名 も 亦 惜哉剝 離して 分らぬ が 此章は 十五 頌の 短き 一章で ある こと 丈は 分る。 

百 五十 頌の 斷片に 比して. 一層 甚 しく 破損した 故紙 だから 全 體の頌 文は 僅に 三分の 一位し か 分らない。 然し この 
金 龍の 片鱗、 彩 鳳の 一毛で どぅやら 全體の 想像が つく。 

斷片の 部分は 悉く 首 路迦で 書いて ある。 百 五十 讃怫 頌も此 詩形を 用ゐて あるから、 多分 四百 頌全 部は 首 路迦で 
出来て 居る かと も 想像され る。 思想 も 同性 經や 維摩 經あ たりの 大乘 空敎の 思想で 此種經 文に 喜む で 使用す る字茴 
を讃 中に 大分 採って 居る。 此點も 一 百 五十 讃佛頌 と 同じで、 其 姉妹 詩た る ことが 實に鮮 か だ。 

玆には唯此傑作の片影を示して置かぅ。括弧のぁる部分は、前文と昭：-らして補足したのだ。 
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世 潔 比 怫 身。 俱成塵 濁 性。 

單に 一句 或は ニ 句の。 みを 存 する 中 第二 十六 頌の iti  tribhir  asarpkhyai ニ evam ld ld .u  = は 「三 僧 祇數量 J 

の 一句に 能く 合 ひ、 三十 七頌の AjMB-timiro-ghnasya  | jMna o kasya  te  muner  || 『愚 癡暗已 除、 牟尼光 普 照』 
と 的確に 合 ふ。 

已上で 百 五十 讃怫偈 原文の 如何なる ものである か、 其 文 體韻法 等は 果して どうであった かとい ふことは 略見當 
が 付く こと X 思 ふ。 

四百 偈讚怫 偈 原文 斷片 

四百 偈讃 怫頌は 義淨の 記録には 前に 揭げた 通、 一 百 五十 頌の姊 妹 詩と して 其 名が 見 ゆるが、 漢譯 もなければ 西 
藏にも 其 翻傳が なかった。 多羅 那吒も 其 怫敎史 に 此讃に 就きて は 一言 も 言は ぬ。 然るに 偶然に も 此讃の 原文が 發 
見され たのは 假令斷 片と雖 、義淨 の 傳說を 確實に すべき 重要 無二の 證據で ある。 此點か ら 見て 四百 偈讃怫 頌の斷 
片は餘 程價の ある ものと 稱 すべきで あらう。 

斷片は ニ 枚 ある。 一枚は 第三 十一 葉の 丁附が ある。 他は 其 第三 十五 葉で 本讃 最後の 一葉で 此處に 非常な 貴 m の 
奧附が ある。 日く 

n at:u§sata »r a -3 k n ir  Arya-bhadan s- -MS- Q rcetenaJ 

卽聖 尊摩唼 哩制托 造 四百 偈の 文字で ある。 牷哩制 吒の四 字は 磨滅 剝落 辛うじて 讀 める 計、 若し 義淨の 記事が な 


違を 此一章 で 反映せ しめて 怫 德を譜 したので あらぅ。 各頌 とも 全 體の存 する のは 一つ もな く、 僅に 單語が 一， つ ニ 

つ殘留 して 居る 計 但し 此零殘 の 遺文 中 第三 十二 頌 の、 「淸淨 解脫の 間に も あらず、 遠 離 特異の もの」 なる を讃 

する、 三十 五頌の 「不可 思量」 三十 六頌の 生滅 染淨 〔の 不二〕 を 論ずる、 第三 十七 頌の 「獨り 意欲の 法 あり、 何 

そ 他の 種々 相 あらむ」 と 歌 ふが 如きは 其 思想 及 字面が 全く 一 百 五十 讃佛偈 と 同じく 大乘 空敎の 妙理に 基き て 居る 
ことが 斷言 出来る。 

佛 敎文學 史上には 屢 Q 佛所 Is と 同じく、 審 H 大切な 雲 Q 原文は 今靈 w れた 所では 唯已上 y 述べた 斷 

片に 過ぎぬ。 K 夕 イン 博士が 第三 回の 寬集 には 非常に 多くの 完本が f との 事 だから、 此 中からで も 全部の 原文 

か 出れ は" 非常に 喜ばしき ことで ある。 義淨譯 と 百 五十 偈全體 の 比較 も、 四百 頌の 新譯 もこの 曉には 立派に 出來 
やう。 あ X 其は 何時 だら う 0 


摩垤哩 11 吒讃 佛頌の 原文 


摩哇哩 制陀證 怫頌の 原文 
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何れも r 汝が說 と他說 との 間に」 とい ふ 句 尾 覆 誦詞が ある。 恐らく 怫陀の 思想と 凡 下の 思想との 天地 雲泥の 相 


寺 傳此梵 莢を F 智證 大師 將來 」とす。是又直に承用し難き所、抑大師の將來梵莢に就きては »§ 來錄にニ種ある 
を 記す。 卽 一は 中天 竺大 那爛陀 寺三藏 曼索恚 怛羅梵 莢に して、 他は 大那爛 陀寺怫 殿 前 樹皮 梵莢是 なり。 共に 經題 
を 記せず。 現在 殘存の 諸 山 什寶中 之に 確符 すべき もの 之な きも、 阿 叉 羅帖に 擧 ぐる 所の 紙 本 般若 多羅 三藏 書と い 
ふ もの 前者に 當るが 如く、 高 楠 敎授が 探索 撮影した る 四 葉の 来迎 寺所藏 貝葉梵 文は 或は 夫の 樹皮 梵莢卽 貝 葉を 假 
稱せる 樹皮 梵莢 とい ふ ものに あらざる か。 此 二者は 智證 大師 所傳の ものた る 極めて 明確に して 共に 大師の 自筆 あ 
り。 特に 來迎寺 貝 葉は 剝落殘 蝕の 間、 隱 々として 蒼 勁なる 「珍」 字の 讀む べきを 認 む。 蓋し 大師の 法諱圓 珍の 下 
字な り。 此 二者 旣に 大師の 將來 たる こと 明に して、 請來錄 中列擧 二種の 外に 別の 記載な しとせば、 卽百萬 遍梵莢 
が智 證所傳 とい ふは 甚だ 疑な きを 得ざる なり。 而 して 他の 本邦 所傳 の諸梵 莢、 1弘法大師の三ロ、 05 行のニロ、 
常曉 の. 一口 中、 本 貝 葉が 其 何れに 屬 すべき や も、 是等梵 本の 標題 及內 容の徵 すべき もの 毫も 之な きを 以て、 精杳 
の 望 殆ど 之な し。 但し 本 貝 葉の 所傳は 斯の 如く 不明に して 文 獻の證 すべき ものを 缺 くと 雖 、之が 印度の 古 經斷片 

にして、 而も 本邦 所 傳の梵 文 古 貝 葉 中 最古に 位すべき 貴重の 絕品 たる ことは、 乞 ふ 下に 述 ぶる 所に 就き 之を 檢せ 
上 0 

本 多羅 葉は 橫 一寸 二分 七厘、 長 一尺 一寸 七 分、 一面 橫書四 行、 各行 五十一 字 乃至 五十六 字を 收む 。上面の 左端 
に符 字を 以て 壹佰壹 拾 貳の三 字を 竪 記す。 此 部分は 葉 片の最 端に あり、 現品 出入の 際 摩擦を 受 くる こと 多き を 以 
て、 字體剝 落し、 其 明晰なる ものは 唯 最後 符 字の 「貳」 のみ。 餘の 二字は 苦心 檢 索して 漸くに 之を 認め 得る に 過 
京都 百 萬 遍知恩 寺什寶 多羅 葉梵莢 斷片に 就きて  六 六 三 • 


六 六 ニ 

京都 百 萬 遍知恩 寺什寶 多羅 葉梵 莢斷片 (: 就きて 

(大正 六、 四、 宗敎 研究 第一 卷第 四號) 

(一) 傳來 •形狀 

宗 敎硏究 第一 號の卷 頭に 影寫揭 出した る、 一枚 兩 面の 多羅 葉 古 寫斷片 は、 淨土宗 大本山の 一なる 京都 百 萬 遍知恩 
寺の 什寶 に屬 す。 傅に 日く-同 山 第二 十五 世 千 蓮社傳 譽慶秀 上人 (妹、 祿 t 解 付 _) 泥 天文 年間 比觀山 興隆の ために 盡 
す所ありしに對し、延曆寺ょり元祖{^谓_}眞影と兵に之を贈與したるものなりと。同寺誌要第六什寶の下に記す、 
貝 多羅 葉 一葉 智證 大師 傳來 

卽是 なり。 但し 寺 誌には 元祖 眞影贈 致の ことを 明記す る も、 一言 も此梵 莢に 及ぶな し。 故に 果して 山 徒の 寄贈 
なり や 否や、 尙確證 を 要すべき もの あり。 且つ 假に智 證所傳 とせば、 之を 叙 山に 得た る こと 更に 研究の 餘地な き 
にあらず。 蓋し 慶秀 上人は 知 恩 寺 再興の 高德 として 大 永年間 禁中に 大原 談義を 進講し、 知 恩 寺 勅額 紫 袍等御 賜の 
こと あり。 後奈良 帝は 特に 上人を 寵 遇し、 知 恩 寺退隱 後に 於ても 叙 旨淺 からず 時々 御物の 恩賜 ありき。 其 隆然た 
る聲 望の 致す 所、 常に 名公鉅 卿と 往復 談笑し、 曠世の 珍玩奇 什を 獲る の機會 極めて 多 かりし も 想 見し 難から ず。 
卽此梵 莢の 如き も 或は 歆 山所傳 にあらず して、 實は 意外の 事情、 意外の 邊 ょり 之を 感得した る や も 未だ 知る ベ か 
ら ず。 


へき古ロロは ^ 僅に故へントール敎授が尼 § 維の首府カ！ソマンドに於けるダルバ1ル文庫に發見したるゼ會經斷 

片之 IQ み。 他に 本 葉と— し 得べき 逸 i 現在 t 之 芒。 眞 I 富— f すべき Q— らず 、また 世 
界梵學 界の什 寶と稱 すべ I り。 姉妹 片 の 高貴 断片が _ の災餘 、辛ぅじて 全— 得た る爲 か、 一部 甚く 磨威殘 
>01! 一を 受け 字體往々にして消失し、霞る學人をして痛嘆せしむるものぁるに對し、此貝葉は保存極めて周到良好 
にして 千 五 百年の 古文書、 字々 g 明、 麵 恰も 馨 の 鮮麗を 呈 し、 一 點の讓 なし。 是亦本 片の幸 福と いふべき 
なり。 

高貴 寺 貝 葉に 就きて は 今 印度 留學 中の 岡! $邃 氏が 荻 原 ドクトルの 援助を 得て、 之を 解讀 し、 其 字體を ビ：>ュ ー ラ 
丨 氏の m 度 古文 字 表に 昭； らして® 曆紀元 第 四 世紀ょり 第五 世紀に 亘る ものなる ことを 推定したり。 載せて 『密 
敎』第三蠢四號 63 1 ) に t。 論ずる 所、 印書 文字 蕾 觀 て、 更に 霧の 變裏 むべ 皇 f 剩 すと 
雖 、以て 本 葉が 古 貝 葉 中の 位置 如何を 槪觀 する に 足れり とせず や。 

(三) 音譯 。譯 文。 解釋 

本 葉の 音 寫下 Q 如し、 圓弧中 Q 數字は 行數を 示し、 原文 中に 施した る 方 弧は、 重寫 の 菅訂 したる もの、 文 下 
に 弓き たる 橫線は 經偈 Q 部分を 表す。 餘文は 皆 其釋 文な り。 伊太利 字は 脫文脫 字の 補填を 明に す。 語格 及 連聲の 
誤 妒は 一に 本文に 從ひて 之を 訂正せ ず。 其甚 しきものは 稿 後に 註記したり。 
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ぎず。 

(ニ) 三藏 中の 所屬 、古梵 本寫經 上の 位置 

此梵 莢は 實に 夫の 阿 叉羅帖 第一 卷に 載す る 所の、 高貴 寺 所 傳の梵 文 斷片と 元 同一 帙に存 したる が、 物 換り星 移 
りて 分散した る ものにして、 本 貝 葉が 第 百 十二 葉なる に對 し、 高貴 寺 斷片は 僅に 十數 葉を 前に 隔て X 第 九十 七 葉 
なり。' 是阿叉 羅帖の 原本 模寫に 照らし 明なる のみならず。 高 楠 敎授が 親く 同 寺に 就きて 撮影せ しめたる 原 葉の 寫 
眞 と對檢 して、 字體 書法 葉 幅 等 一見 殆ど 疑を 揷 むを 得ざる 所な り。 内容に 就きて 云は V、 彼は 世界の 壤 滅を說 
き、 劫火 炎々 として 萬 象 灰燼に 歸す るを 叙し、 此は卽 十六 遊增 地獄に 關 する 經偈を 解釋 して 古文 慘 凄の 氣滿 つ。 
今 其所說 相を 案じて 之が 俱舍論 等に 類す る阿毘 達磨 藏に屬 する や 直に 斷 言し 得べ し。 唯遍く 之を 漢 譯大藏 に覓む 
る も、 未だ 之に 符合す る漢 本を 發見 する 能は ざるを 憾 とす。 

此梵莢 斷片は 本邦 所傳貝 葉經中 最古に 位する ものにして、 字體 ょりして 之を 論ぜ ば 夫の 御物 法隆寺 多羅 葉の 上 
に 出 づる數 等、 近時 漸く 世人の 知る 所と なりし 來迎寺 及 海 龍王 寺の 多羅 葉に 比しても 更に 古き を 誇り 得べ く、 高 
楠 教授が 最近 高 野に 於て 發 見した る 夫の 珍 貴の 大 涅槃 經梵 文と 比較しても 二三の 點に 於て 本 葉の 時代に 於て 優れ 
たるを 示すべき もの あり。 中央' 亞細亞 に 於て 發掘 せられた るバヮ アー、 スタィン、 ペトロ ヴ スキ ー、 レ コック 等 
諸家 蒐集の 古 樺 皮 •多羅 葉 若く は 古 紙片の 西域 所傳梵 文は 之を 別と し、 印度 所 傳の古 多羅 葉に して 本 葉を 凌駕し 得 


譯文方 弧は 脫 文を 挿入した る もの。 枠は 重複の 贅文 にして 略 去すべき を 示す。 

無間大 IQ 東方に 於て、— 兵て— 北方に 空 〔還、 屬〕 朦林、 m #f ii f f 。 此 q 如く 乃 

も f 。 故に 日く  S 十六 增 f 」| と f 冠 面』 とは 醫 門、— 東門 南面 | 東面 南西 北面 

なり tQ 々く 丑 Q 如く 乃至 等活も 管。 故に 日く 四面 | 四 里と。 『四 門 一一 とは 日く 無 間大 地獄 Qgi 地獄 門な り。 

東 严南 門 西 門 北門—。 無 間の 如く 此の 如く 乃至 等 活も然 り。 故に 日く 『四 門』 と。 『〔量に〕 比例し 分 たれたり』 

とは 日く、— 大地— 其 ff に 於 1 ひて 困— れ たり。— 大 地獄の 如く 等 ff。 故に 日 

く 5 に 比例して VK たれたり』 と。 || 鐵墙周 匿界』 とは 日く、 無 間大 地獄は 管 以て 周謹繞 す。 無 間大 地獄の 

女く |;^ 至等活も然り。故に日く5墻周疆界』と。『鐵1」覆閉す』とは無間大地獄は鐵刺を以て遍く謂す。 

一一^ 繫如 無 間大 地獄 Q 如く 乃 導 活も然 り 0 故に 日く— 以て 霞す』 と 『熱 
鐵所 成の 地、 燄 光多 百 踰繕那 、周遍 して 存在す。 

解 釋 

此 文は 天使— 頸の 解釋 にして、 其 類 文は 之を, 俱舍 論に 見るべし。 同 論に 於て は此 文と 同一の 經偈を 引き 
て 地獄の 十六 增を釋 せり、 玄 # 譯を 見る に、 

此八捺 落 迦蠢甚 難 越 以議爲 地 歷有霧 吗面有 四 門 圏 以鐵扇 巧 安 分量 
各 有 十六 增多百 躍 繕 那滿中 造 響 逼鑛交 微 猛火 恒麗 
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表 面 

akasya  evaib  yavs.t  sa 2: ivasya  ten“ha  pratyeka l-g dasQtsa  (一) daiti  catuskaThdhA  iti 〔catul-clv「un.  iti  nha 

dak :5- a-pa 9: ma-uttra-ska 3* (2)  dha  yath pl Avieer  evaiii  yavat  sa s- jivasya  ten CDI ha  catu  skamdha  itll  ^o^c— 

•3 a 3- paicinlalh  uttararbyath pi Avicer  eva B- y sot vat  sa s- jivasya  ten  &ha  catuldv lg' lpl iti  vibllak ls ^ Isr -^gaso 
mita  it pr ha  Avicer  mah pi narakal •一 〔a〕 (4) 112 

裏 面 

sipta  yaths'vicer  mah  抑- narkal》 eva 3* yavs-t  Sa  旦 iva  tenKha  ayas-pr&kal lg'. r pal>yant&  iti  ayas lpt _ pstj __ (2) . 

ayas l eel , pratibuts  111. 

t OJ Dta  ayasmayi  bh&li  jv IHL it lsc' teias lscl yu lsi aneka  yo-jana 4 at l SSI .-  sphut leol . tigthamti  ha  (4〕. 


河は 鍵 QI、 雲 3— 於 1 之 1、 其麗 i 「i」 8£ て、 鍵產 f 八 江 

烈 河の 如 I 其 意義に 取れる に 似たり。 故に 其 原語を 存す るを 忠實— すべき か。 

(四) 聖典史的に見たる本貝葉の廣值 

前に 擧げ —俱舍 Q 引 文は 阿 含 天使 經 の 偈 にして 漢 本に 於て は 長 阿 含 一) 增 一— 一 二士 ハ (1J 雜 
阿含迎+セ 3 £及中阿含十ニ_とに出で、別譯として曇無蘭の鐵域泥_慧簡|維王五天使塞 
(_レ 屮殳— 文 需朴に 失し、 而 —II く、 樓炭經 (I ニの 中に 亦此偈 ぁり。 起— は 地獄— くこ 
と 諸 經論中 最も 精細を 極む る も亦偈 あるな し。 

梦文 聖典の 中には 大衆 部傳誦 の 佛本 行經卽 夫の 「大事」 膨 fp ニニな 一に 變 あり、 漢本 之を 缺 く。 获原 
雲 來氏校 寫の稱 友 俱舍釋 か ^.g sg ^l ^^^^ 

に 經偈の 全 體を檢 し 得ざる を憾 とす。 

今 此等諸 文を 本 貝 棄と對 照し、 以て 聖典 史上 本 葉の 價 値を 明に せし 0 
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十六 增 者、 八 捺落迦 、四面 門外、 各 有 四 所、 ー塘 煨增 、謂 此增內 煻煨沒 膝、 有情 遊彼纔 下足 時、 皮肉 與 血、 
俱 燋爛墮 、擧足 還 生、 五復如 本。 ニ 屍 糞 增謂此 增內屍 糞 泥滿於 中、 多 有 娘 矩吒蟲 (Ny a llr -g ) 觜利如 針 …… 三 
鋒 双 路 、謂 此增 內復有 三種 一刀 双 路…… ニ 劎葉林 …… 三 鐵刺林 …… 刀 及 等路 、三種 雖殊 t 而鐵杖 同 故 一 增攝。 
四 烈河增 、謂 此增 、量 廣滿 中熱酿 水、 有情 入 中、 或 浮 或沒、 …… 被 蒸 被 煮 骨肉 靡爛 、如 大鑊 中滿盛 灰汁、 置 麻 

等 。 ( 下略) 

此 文を 出し 來れば 別に 他の 解釋を 要せざる べし。 卽等活 sa s- jiva よりして 乃至 無 間 Avici を數 ふる 八 大熱地 
獄 は、 各 四 大地 獄門を 有し、 一門 每に 左の n.utsada 若く は 四 園を 有す、 卽俱舍 に說く 如く、 


四 

烈 

. 泰 

刀 

— & 
一 -a 

屍 

煻 

河 

»— • • 

3, 

2, 

% 

C 

P 

Q. 

P- 

芑， 

糞 

内 

P 

で 

煨 

& 

ST 

鐵 

ノ 

刀 

劎 

剌 

葉 

双 

林 

> 

1' 

1 

1 

< 

林 

> 

6 

p 

3 

< 

p 

D 

0> 

路 

$ 

& 

3 

卽是 なり。 本 貝 葉の 文は 第三と 第 四ょり 讀み 初む。 但し 第三 增は鋒 及 增に して 鐵刺 林は 此 一部分なる も、 三種 
何れも 相 類して 何れを 以てする も 第三 增を 代表せ しむる に 足れる を 以て 便に 隨ひて 之を 擧 げたる か。 

眞諦譯 の 舊俱舍 も 其譯略 新譯と 同じ、 唯鐵刺 林を 原語の ま X に 出して 『復有 鐵鈷摩 利 林』 となし、 烈 河の 如き 
も意譯 となさず して 『四 烈 灰汁 江 園 名 鞞多利 尼』 と 音譯を 施せる は 原文の 俤を 見る に甚 便な りと す。 蓋し 此 地獄 


之を 一見す るに 北— 行梵 文は、 南傳の 天 使經偈に 比して 其 句 次 稍轉換 し、 且つ 增廣の 謹！  I めざるを 

得ず。 蓋し— 於け る 地獄 Q 簡朴 なる 說 明は、 教義の 震—  — て雙— 加へ f、 f 共に 偈 f 

如き— ニ偈を 中心とし— ニー 一一 若く は— I 加す るに f たるが 如し。 卽 夫の 士ハ增 I の 如きは パ丨 

リ— 111 所に して SQ 霊— 於て？、 f 見る べし。 ■此靈 れり卷 ば、 偈頌に 於 
て も、 之を 明言す るの 要 あり。 是特に 注意すべき 點 とす。 

漢譯 天使 經偈 は增 一と 長 含に 於け るは、 槪 して 梵 本本 行 經の 一部と 吻合す。 俱舍 論に 引く 所は 卽 直に 此北傳 
の頌 文を 用ゐ たる Q み 争に ヨく 所と 前に 擧 げたる 俱舍の 文と 霞せば ー曼 S 說裏ゐ ざるべし。 本行經 
の 文は 44 TT 侓 Q 經偈を 布演し 前後に 數偈を 添加した る^ J 推斷し 得べ し。 


三、  是八大 地獄 

四、  四周 開 四 門 

五、  鐵地盛 火 燃 

ニ、 此名八 地獄 

三、  然彼 鐵獄上 

四、  四 城 四 門戸 


極 苦難 可 過 
中間 量悉等 
其燄 普周遍 

其 中 不可 處 
爲火 之所燒 
其 聞 甚平整 


惡 業種々 故 
鐵爲 四周 板 
縱廣百 由 旬 

皆 由 惡行本 
遍 一由 旬內 
叉 以鐵作 域 


各 別 十六 處 
四 門 肩亦鐵 
焰炎无 間 息 

(雜含 十偈中 三偈) 
十六 隔子圍 
織 火 極熱 盛 
鐵板覆 其 上 
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パ ー リ經偈 


Catuka  づ一 ;一〇  catuclvaro  vi cr Ilatto 
bhasso  mito 

ayop 51 ana  parlya D to  ayass-  papi- 
kujjito  1| 

tassa  ayoma cr hunll 
Jails,  tejas csl y US, 
samanta  yojanasata s* 
plllari-tv £:l . titttiati  sabbac sr ll 


梵文本 行經偈 

(四十 四頌 中、 第 九、 十、 十一) 
ity  ete  a *01 s rnallilnarakil 
pl kkhy  as-  d u rati  k ran s 
£a» .klr -3 a raudra-sattvelii 
p>ratveka s- .CQ & a s>' tsa&  119 
catu-karn pl catur—dv 5 ra- 
vlbllakt sol cr lla-gaso  ml E -uclgata  丨 
yo  一 anasatm  samantllayojanasa or 
2- 11  10 

at nr ayenaraka- 

praksipjt scl aya  在 p>ratikubjlta- 

tes H' h 

ay c may ccl bllunn  Drajvalistejas- 
5yuta  |i  11 
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一 本 貝 葉 所引偈 
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catuska 3- dh pl - caturdv ccl ra  vibhakt SCI 

cr h 一 ccl g ^ o ml s - 

ayas- ^ rsksra-pary  alls- 

a ^ asil  pratibujjlt scl — l 

t:ap>t £5« ayaslTlavl  bhunu 

jva-Ii s; tejas £cl yut ssl 

a D eka-  ojana-s 一 a 

sapiluifia  ti-sthanti 

h5, 


第二 偈に後 句を 缺き且 譯語暗 昧の點 なきに あらざる も、 パ ー リの 原形を 窺 ふに 於て 絕 好の 文たり と 云 ふべ 
今 原 頌發展 の狀を 見る に、 先づ其 頌數に 就きて 見よ、 
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更に 各頌に 就きて、 パ ー リを 他の 六本と 比較し 来れば 增廣の 痕跡は 自ら 明晰 掌 衆を 見る が 如けん。 左に 之が 爲 
一 表を 揭 ぐ。 表 中星標 あるは 頌 文大體 意義を 一にす る 語句 稍々 差異す るを 示す。 ab は ー頌の 前半 及 後半を 表 

す。 
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一、 四方 有 四 門 
ニ、 以鐵爲 下地 
三、 黑炎 燧饽起 


巷 陌皆梠 當 
自然 火炎 出 
赫烈 唯可覩 


以鐵 爲獄牆 
縱廣百 由 旬 
小獄有 十六 


(增壹 四偈中 三偈) 
上覆 鐵羅網 
安住 不傾動 
火 熾 由行惡 

(長 含 中 三偈全 出) 


各經に於ける頌數多少は明かに原始こ頌を基礎としての開展を見るべし。夫の十六增(付ソ械！付#隔)の說 
が、 最も パ ーリと 近き、 長 含の 偈に 於て は 最後の 第三 頌に 置かれ、 全 X 雜含 及增 一の 經偈と 其 順序を 轉 倒す るが 
如きは、 卽ち本 頌發展 の 最善の 證 左と 云 ふべ し。 中 含は 四偈を 有する こと 增 一に 同じ。 但し 其 順序 稍 之に 異り四 
方 四 門の 頌第 一に 位す。 

四 柱 有 四 門。 壁 方 十二 楞 。以鐵 爲垣墻 。其 上鐵覆 蓋。 地 嶽內鐵 地。 熾 然鐵地 布。 深 無量 由延 。乃至 地底 住。 極 
惡 不可 受 。火色 難 可視。 見已 身毛竪 。恐懼 怖甚 苦。 彼墮 生地獄。 脚 上 頭 在 下。 誹謗 諸 聖人。 調 御善淸 善。 

他經 十六 增說の 十二 楞 となり 居る を I 部と す。 中 含 現 本に して 此所寫 誤謬 刷な しとせば、 十六 增說發 展の歷 程 
中 頗る 注意に 價 すべき もの、 其 ー頌が 長 含と 同じく 原頌と 序と 一にす るが 如き も甚 興味 あり、 而 して 漢本中 また 
本 頸の 原始 形態を 傳 へて パ ー リニ 頌の 明かに 古き を證 する もの あり。 樓炭經 所 出の ー偈 半卽是 也。 

四方 有 四 門。 諸 角治甚 堅。 垣 壁以鐵 作。 上 以用鐵 覆」 其 他 悉布鐵 。火悉 自然 出。 


深き 所に して、 本 貝 葉の 聖典 批評 上の 價 値は 隨 て頗大 なる もの あり。 卽本頌 は梵 本本 行の 頌序 錯置已 前に 誦傳せ 
られ しものに して、 パ ーリ原 頌と本 行經頌 發展の 中間に 立ち ^. 譯諸阿 含の 原文と 時代を 同じぅ する ものた るを 推 
し 得べき なり。 

オ貝 葉の 頌文は 極めて 簡單 にして 斷簡零 墨 一見 何の 價なき が 如き も、 此の 如き 聖與 史硏究 上 重要の 資料た る點 
に 於て、 片鱗 も 龍に ありて は尙靈 に、 寸羽 之を 鳳に 得て 百世に 傳 ふべき 寶 什たら ずん ば あらず。 特に 本 行 經の梵 
文已 外に 此 重要なる 偈頌 Q 大半 嘉 文に 見得る ことは 怫 敎硏究 家の 欣喜 措く 能は ざる 所な り。 本 貝 葉の 內容豈 之 
を 等閑 視 する ことを 得ん や。 

(五) 言語 學上 の價値 

怫敎 聖語學 上、 本 貝 葉の 極めて 趣味 あるは 佛敎 文書 中の 單語は 或は 音韻 上ょり、 或は 字 象 上ょり 種々 の變 化を 
來すを的證すること是也。本貝葉は頌序に於ても每頌各句に於ても著しく原頌の面 11 を維持するには前に言ふ所 
の 如き も、 其 語々 に 就きて 之を 見れば、 俗語を 雅語に 改 むる 際、 或は 誦傳 書寫の 際、 全然 別 語と 變じ たる もの 一 
ニを 指點 すべく、 之を 本 行經梵 文に 照らして 其 出入 差 降を 見る 極めて 興趣 あり。 

1 パ ー リの n K- 〒一 £30 は 本行梵 本には 正しく  ca .g a としたる も-本 貝 葉は 音韻 上 w handho と傳 へて 
skarhcf- となしたり。 何れにしても 意義は 同一に 歸 する も 原語と 全く 異れミ 俱舍 の釋家 ^-起もまた#—」 * 
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本 貝 葉 中の 偈頌は 前の 原文 對 比の 表に 見る が 如く、 ニ 頌と四 分の 一を 有し、 正に 北方 系に 屬 す。 其頌の 順序は 
漢譯雜 含の 偈と 同じ。 

本 貝葉偈 n5d , 

雜 含中偈 2d 4 5 

其 幾頌 なりし やは、 前後の 文を 見る 能は ざるを 以て 之を 判定す る こと 難し。 之を 本 行經梵 本の 偈と對 照す るに、 
其 頌序パ ー リの 原頌に 近く、 本 行の 頌序 が發展 の經過 中、 稍 移動し 且つ 其 句に 就きても 第 十一 頌第 一句が 全く 異 
なれる 文字と なりし に 較べて、 本 貝 葉の 偈が頌 序の 錯綜な く、 また 明に 原句を 維持し つ X あるは、 研究 上最 趣味 


大體に 就きて 之を 觀れ ば、 本 貝 葉の 書 體と最 親き 關係 にある ものは、， 1 N T 1 の 西域 樺 皮 經及尼 波羅卜 s 經貝 
葉 並に 近時 于闐燉 煌高昌 等に 於て 發 掘し 得た る 西域の 貝 葉 紙 本の 斷片の 梵書 とす。 樺 皮 經及十 地 貝 葉 並 西 於 
の 書風は 大體に 於て 圓濶 にして 字畫の 末端 槪鈍 重なり。 之に 比して 本 貝 葉は 書風 一般に 尖 儁の 態を 帶び 、筆端 頗 
銳利 明快を 極む。 是古 體の笈 多字體 ょりして 所謂 ( #: 11 I に 移行す る 徑路を 示す る ものな り。 西域の ®:; f fs] 梵書は 
其 字體は 異ならざる も 其 菱形の 書風は 特殊の 發展 にして 印度 梵 書中に 之を 見る を 得ず。 隨 て本梵 書と 書風の 關係 
に 至りて は 全く 之な しと 云 ふべ し。 

次に細かに文中の字に就き、鑑識上の解說を試みん。先之を十地經斷片に比するに同貝葉に於む§』字及び加 
字の 如き 最古 梵 書の 體を存 すると 西域 古梵 文と 同じき も、 本 貝 葉は 此 二字 旣に 新形を 見る。 是れ本 貝 葉が 其大體 
の 書風の みならず、 細處に 於て、 亦 十 地 經斷片 の 下に あるを 示す ものな り。 バヮァ ー樺皮經は』字に於ては尙古 
體を留むるも3字は全く新體に移れり。是バヮァーが本貝葉に次第に近接し來れるを示すものにあらずや。 

本 貝 葉は 此兩古 寫經に 比し 時代に 於て 稍 遜色 ある も、 他の 印度 古 寫經に 對 しては 殆ど 之に 匹敵す る ものを 見 
ず。 本邦 所傳の 他の 古 寫經中 之と 角遂し 得る もの 一 も 之 あるな し。 今 此點に 就きて 左に 數條 を列擧 せん。 

一、 母音 中 A は 十 地經貝 葉に 比し 稍 新し。 而も 法 隆寺貝 葉に 較す るに！； j p 側 直線 下端の 釣に 著しき 差異を 見る 
べし。 而 して 此點は バヮァ ー 樺 皮 本に 對 しても 本 貝 葉は 寧 古體を 維持す e 

ニ、 母音の I は 最も 古 體を傳 ふ、 卽ち 所謂 伊 字の 三點 7にして '; 皆に西域發掘の古經斷片中此古形を存す。 
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ha として 釋を 作れり。 蓋し 北方 系の 誦傳に 於て は 大抵 此字に 據れ るな らん。 

2 パ ー リの Tassa  (其の) を Tatta に轉 誦し、 本 貝 葉は 此 字の 雅語 Tapta に 改めたり。 原始の 代名詞は 一 
轉 して 「熱する」 の 過去分詞と 變じ たり。 本行梵 文には 明かに 代名詞と して 誦習し、 而も 單數の Tassa を複數 
同格の Tes s' h に 改めたり。 

3 本 貝 葉 中佛敎 言語 學 上、 韻韻變 化の 特例と して 趣味 深く、 且 重要なる ものには 本誌 前 ^ " 荻 原雲來 氏が 精 
論せられ たる 夫の pratikubujji p 卽是 なり。 此 重要の 怫敎 語に 就きて は 同 君 得意の 壇場、 充分 周到の 解說を 彼に 
讓 る。  . 

4 波羅門 文書に 見ざる にあらざる も怫敎 徒の 喜び 用 ゆる anuparyavanaddha,  anupari s pta の 如き 字 も 注 
意し 置く 要 あらん か。 

(六} 古文 字學上 ょり 見た る價値 

本 貝 葉が 佛敎 聖典 史の 研究に 於ても、 亦 言語 學の 調査 _に 於ても 貴重の 資料た るは 前に 說く 如くなる も、 特に 古 
文字 學に ありて は 更に 其價 値の 一層 重き もの あるを 認 む。 今 この 點に つき、 特に 重要と 認 むる 二三を 列擧 せん。 
此 重要の 諸點は 卽本貝 葉書 寫の 時代を 確定すべき 鑑識 上の 一次 左 券なる を 以て、 事 稍 煩に 百 一る を 避けず して 縷述 
を 試みん と 欲す。 
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法 隆寺貝 葉に 比して 稍 後代に 屬 する ものと しては、 夫の 故 ベンド ー ルの 發 見した る 趣 那耶斷 片及荻 原 ドクトル 
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此點に於てはバヮァー棒從も稍新形を取らんとする過渡字を示し、本貝葉の寧ろ此細點に就きては古色ぁるを誇 
り 得べ し。 

三、  準 母音 中 字は 最も 本 貝 葉の 古代に 屬す るを 定 むる 標準と なる。 其 形は バワァ ー 十 地經及 西域 古經に 見る が 
如し。 但し 本 斷片は ニ 一新 體に 推移す る歷 程を 見るべき ものを 交 書し、 漸く 新形 耶 字の 流行を 來 すを 示す に 似た 
り。 バワァ ー 樺 皮經中 また 此過渡 時代の 梵書 ぁり。 來迎寺 貝 葉 寺 貝 葉 中に も 亦 之を 見るべし。 

四、 ， SS ニ 字は 往々 混同し、 且つ 西域 古 寫經に 見る 西 藏式超 S 字を も 交 用 ゆ。 

五、 ^.は頗奇異の字體2を示す。ビユー古文字表にも未だ此の如き特殊の體を見ず。 

六、  數字 2 の 符號は 漢字 ニの 如き 古 形を 示す。 此 支那 字に 似た る 一二三の 數 字を 兩 ゆるは 寫本に 於て はビユ ー 
ラ ー の 唯 之をバ ヮァ ー にの み 見て 例と なした るが 如く 最古の 記數 法と なす。 但し 石 刻 文に 於て は 其 例 乏しから ず。 
本 貝 葉の 記數 は實 に此 古代の 式に 依れり。 西域 寫經は 後代に 至る も尙此 書法を 襲用す るを 見る。 高 楠敎授 の發見 
せられた る 夫の 大捏 繫經紙 本には 其 綴孔の 右方 唯一 ぁる 點 (M 柳 械 ほ 叫 必) 及 其 書體の 或 部分に 於て 明に 西域 所 
傳を 示す。 其 文字は 比較的に 新字を 書す る も 而も 數字に 於て は 明に 古式に 依りて 三 字を 書す るを 見る。 

七、  他の E A A ガの 如きは 普通 古文 字學 者の 古經 鑑識の 特點 となす 常套 に屬 する を 以て 特に 論ぜず。 

已 上の 說明 として 玆にー 表を 揭 げんと す。 

十は 十 地經梵 文、 西は バフ ア ー 寫經 、百は 本 貝 葉、 法は 法隆 寺の 略符 とす。 


五 世紀 上半 …… .…： パヮァ ー 樺 皮經及 西域 本 寫紙本 
五 世紀 下半 本 貝 葉 

六 世紀 上半 海 龍王 寺 來迎寺 貝 葉 高 楠 涅槃 紙 本 

六 世紀 下半 法 隆寺貝 葉 其 他 

已 すして 本 貝 葉の 解說を 作る。 塵 事贫忙 、精巧 博綜の 暇を 缺く 。其 粗笨なる 所、^ J_ 誤錯 ぁる 所、 自ら 愧づ 

る や、 汝し 114  くは ナプ Q 是正を 煩は して 此 無二の 什寶 をして 永く 學界 Q 珍と なさん ことを。 稿を 終る に 臨み、 b 

貝 葉を 硏究 Q 爲 、長期 貸與を 許容せられ たる、 大本山 知 恩 寺 Q 寬大— 好意は 實に 感銘 措く 能は ざる 所。 高摘敎 

授 ヵ珍材 を 還せられ たる、 获原 ドク 上が 三重 要 0 助言を 賜 ひたる 共に 稿 者の 光榮 として 謹で ■拜 謝の 實 
を 公表す る 所な り。 

註 

(一〕 百 萬 遍知恩 寺 誌 要 ( 淨土宗 全書 ニ 〇、 三 一四 —— 三 一 五〕 

(ニ〕 天文 年中 山 徒日吉 社の 修造の ため 馨じ 於て、 山門の 證か 京師の 衆人に 3 しむ。 上人 請に 應 じて 知識な 唱 
へ 說法勸 望 十餘 mii 及ぶ。 衆人 歸 敬の 志 か 起し 5 Is 助く。 山 徒 之か德 とし、 元 S 屢龜 4 其 功を 
謝す。 是—量 主 SLL 依りて 描 寫し給 t 所に して 座主 念 持の 尊像 牙し とい i 要、 全 so ニー ニ 五。 
京都 百 萬 遍知恩 寺什寶 多羅 葉 梵莢斷 片に就 きて 


京都 百 萬 遍知恩 寺什寶 多羅 葉梵莢 斷片に 就きて  六 八 o 
の證定 整理した る 一 i 師地論 菩薩 地 原文 等 之に 屬 し、 字 體法隆 寺と 伯仲の 間に あり。 海 龍王 寺 及 來迎寺 貝 葉は 之 
に 比して 少しく 古代に 溯り 得べ し。 卽伊 字耶字 等の 書法、 古代より 法 隆寺悉 曇に 至る 過渡期を 示す もの 多き を 以 
てな り。 兩字貝 葉の 撮影 今參 照に 供す る ものな きを 以て 玆に 字體を 提出す る こと 能は ずと 雖 、其 本 貝 葉よりも 後 
代に 屬 する ことは、 兩三囘 の 展覽の 結果、 安全に 之を 斷 言し 得べ し。 

已 上の 硏究に 由り て 本 貝 葉の 書寫の 年代は 略 之を 推定し 得べ し。 卽本貝 葉は バヮァ I 樺皮經 よりも 新しく 法隆 
寺 貝 葉よりも 上代に ある ことは 前記の 事實に 依りて 明なる を 以て、 今ビユ ー ラ ー の 斷定を 公平と し、 パ ヮァ ー 樺 
皮經を 西曆五 世紀に 屬 し、 而 して 法 隆寺貝 葉は 西曆六 世紀の 後半よりも 遲 からず として、 更に 此 上に 海 寵王寺 及 
來迎寺 等の 古寫 葉を 數へ來 らば、 本 貝 葉の 時代は 更に 上方に 限定せられ、 五 世紀 後半の ものと なすの 略當れ るを 
見るべし。 

ベンド ー ル 敎授は 其發 見した る 十 地經貝 葉の 時代を 西曆四 世紀より 七 世紀の 間に 限定し、 其 書風の 西域 記に 
出づる 尼 波 羅の 英主 光胄 M の 刻 文と 似た るを 見て、 必らず 六 世紀を 下らざる べきを 斷定 する も、 是 寧ろ 愼重に 
失する の說 にして、 實は 進みて 更に 其 古代に 屬す るを 確定し 得べ く、 敎授が 定めた る 最上 限の 四 世紀の 中央 若く 
は 後半を 以て 此 貴重の 寫經の 時代と 看做すべき に 似たり。 是本貝 葉 及 バヮァ ー寫經 との 關係に 照らし 自ら 推斷し 
得べき 所なら ず や。 今假に 一年 表を 作る。 本 貝 葉の 價値 以て 知るべし。 

四 世紀 後半 十 地 經貝葉 及 西 城 所 傳貝葉 
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宗 敎硏究 第一 卷第 三號 、五六 五。 

Bosr  milpts,  led  by  Hole  l oo 90i  くは If  BIS:  E—his  ニ^ 

mger:  Tafcl V に 出づ s 字の 變遷か 參照せ ょ。 

ビ d 丨ラ ー 表 第 九、 

ya 及 母音の i は、 此例 となる。 

Albumwera  P.  373  bb. 
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mara:  AsaAga-s  Bodhisattvabhami  (Dissertation.) 

B—cr  paleographic  !>•  4 00 . 法隆寺 貝 葉に 關して  u p.  50. 
si .s PI samnccaya:  Introduction  XXVII  * 


貝葉梵 文原寫 訂正 

本 貝 葉 Q 梵 文は 剩寫甚 I し。 是 本文に 就き IQ 如し。 且つ i 寫經 I として 速聲ノ  1 於て 甚 
しく 注意 I はざる に 似たり。 今此 等に 就き、 粗 訂正 I さんと 欲す。 S— 一 S (1) 。<星1 普通に ては 
無論 vono に 作らざる ベから ず。 (三 A—‘ の 體格篇 格 ミ 3 となす 1 とす。 (第 四 S 最後の >くぎ 
は、 體格に 正さ ^ るべ からず。 
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京都 百 萬 逼知恩 寺什寶 多羅 葉梵 篼斷片 .に 就きて  ナノ _ 

(三〕 淨土宗 全書 ニ 〇、 ニ 四 五。 

(四)  智證 大師 請 來目錄 (佛敎 全書 本 九 ニ〕 

(五) 1!叉羅帖第ー。 

(六)  御請 來目錄 (佛敎 全書 本、 二八) 

梵興晉 。右 般若 三藏 日。 重緣 。墨國 也。 少年 人道。 經曆 五天。 常 霍燈。 來遊此 間。 今 欲乘俘 東海 無緣。 
志願 不遂 、我 所譯 新華嚴 經及此 梵 莢。 將去 供養、 伏潁結 緣彼國 。拔濟 元々。 …… 

(七)  靈巖寺 和 尙請來 法 門 道具 等目錄 (佛敎 全書 本 四 四〕 

(八〕 常嘵和 尙請來 S 錄 (同上 本 三十 九) 多羅 梵莢 ロー。 

(九) 此等珍 貴の 貝 葉 寫眞は 第三 同 東京 大蔵 育し 展 出せられ たり、 同 會目錄 1 £ 記す。 

(一 〇) 同上。 

(ニ)： Bendall: 於 iks pl siucaya  (Bib.  Buddh  ご の卷 頭 !- 寫 E S 出 マ。 

(一二)  B&ler ; 1 ndische  Paleographie  p.  48  49  note， 

(一三)  俱舍第 十一 舊俱舍 第 八 (冬 一、 四 七 a) 正理 第三 十一 (冬 四. 五十二 a) 顯宗第 十六 (冬 七、 六 八 a) 

(一四)  荻 原 氏 Mah pl vyutpati  ccxv  (P. 1 38  j 
( ー五ン  Neumann : Majjhimanlk pl ya  P.  352 . 

durchdrungen,  erstrlt  sich  rings  nmher  dreihandert  silenweit  iibill  hin. 


維摩 詰 所說經 解題 

(六 正 六、 七、 國民 文庫 刊行 會 「國譯 大藏經 」中 |1 收む。國譯本文は揭出か略マ) 

【I 本經の 名義 一本 經は その 原語に 題して、 峨末羅 詰 利帝淫 提舍 vimalakirti-nirde r とい ふ。 峨末羅 詰 却 
帝は無垢稱若くは淨名と漢譯す。卽微瑕なき白玉の如き名聲を有し、內德充溢して、淸譽外に發するの || こ， 
て、 此ー經 の 主人公。 印度の 古 時、 學問 思辨を 以て 名 ありし、 毘 舍利國 vai gr li 梨阽蚍 Licchvi 共和 市の 一富 
紳の 名。 元是 法身の 大士 、管 塵界に 現して、 廣大 不測の 妙 用を 顯 示す。 事 本 經の序 分に 謹す るが 如し。 維摩 
詰は 是 この 對譯を 約言した る ものな り。 疆舍 は詳說 •叙述 等の 義 あり。 今 之を 所 說と譯 す。 此 語を 州 ふるの 聖 
典 其 例 芝し からず、 無盡意 菩薩 所說經 Ak -S yamatinirde r の 如き、 本 經と同 例と すべく、 更に 首楞嚴 三味 經 

^ lalpgamasishi-nirde r 大悲經  Tath pl gatamah col karu -s a-nird  皆 
浩潑の 鍵 聖典、 若 古議 に從 へば 其 說 者ょり して 之皇 種に 分つ を 得べ し。 卽 ち怫說 •聖 弟子 說 •諸 天說. 
耐仙說 •變 化說 なり。 怫說 は佛陀 親ら 獅子吼して 大敎臭 揚し たる も Q、 大小 乘 の 謹 多くは 是な り。 聖 弟子 說 
已 下は 菩薩 •雲 •天神 •龍 •鬼 等、 佛 力の 加 被を 得て、 大道を 宣傳 し、 其說 く所怫 意に 順 じ 至 理に契 ひて、 能 
く 上 求 菩提 •下 化 衆生の 樞 要を 握り、 轉迷 開悟 * 具 空 妙 有の 眞詮 を顯す もの、 是怫陀 の自說 にあらざる も、 怫意 

に 契合し 眞諦に 合一す るを 以て 直に 之を 怫說と 同じと 認めら る。 大小 乘聖 典の 中此類 また 乏しから ず、 本 經亦實 
維摩 詰. 所 說經 解題 


京都百萬遍智恩寺什寶羅多葉梵莢 11 就きて  六 八 四 

(第 四 行) (裏面 第一 行〕 avibhak y. 此字 にて は 意義 通ぜず 、故に " 子を 剩寫と 認め 〔a〕 vibhakta として 

譯を 試みた る も、 重大 S 更な るを 以て 校正 中 荻 原 氏の意見に 問へ り。 同氏の 意見は 暴を 攀の 誤寫と 見ん と 
す。 其 說は稿 者の 說に 比し、 更に 精 透に して 深遠の 造詣を 見るべき もの ぁり、 同氏の 書に 日く 

&字は古體の阳と能く似て其混兩したる例を他處にも發見したることぁれば、3は 50 の寫誤か、若くは2と見 
えても 實は SU 字なる べし 0 

Avlcir  masnarakab  Suvibhakto (二月 二十 二日 書簡) 

获原 氏の 說は 3311目31‘ ^ ^ の捏歡點なること、釋萎として「善く分たれたり」といふ注解的語義ヵ既る其精 
透なる を 感ぜし む。 a 字を 剩寫 とせば mah ccl narakal •一を。 namko と 正さ ^ るを 得ざる べし。 

(裏面 第一 行) (1〕 vibhakt sfil は 無 間の 單數 に應じ vibhakto を 可とす。 

(2)  Saibjiva  tena は 普通 Samjivas ^ £を正とす。第11行第四行に於ける文同じ。已下速聲の規只に從はさ 
るもの少しとせず、必らずしも煩しくー々改めず、怫敎寫本の特色を存す(第ニ行) > <. 02‘は主格>く 〇' マを 
正と す。 


8 論 最後 第 十八 品に 佛道 品の 頌第 十六より 第 四十 一に 至る 全文を 引く 
今參考 の爲に 前記 引 文の 對照 表を 付 せん 
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【三、 本 經の戀 3 本經 最古の 支那 譯は 、後 漢靈 帝の 中 平 五 年 (西 一八 八) 嚴怫 調の 雒 陽に 於て 譯 したる 所、 
經錄稱 して 古 維摩と いふ。 ニ卷 あり、 早く 佚して 傳 はらざる を 遺憾と す。 吳の 黃武ニ 年 (西 ニニ 三) ょり 初めて 
建 興 年間に 至る 終始 三十 餘 年、 優 婆 塞 支 謙、 武昌に 於て 頗る 譯經の 事業に 力め、 出す 所、 十八 部 あり。 此 中本經 
の 第二 譯あ り。 題して 維摩 詰經 とい ひ、 或は 佛法普 入道 門 三昧 經又は 維摩 詰所說 不思議 法 門經の 題を 揭ぐ 、ニ卷 
あり 現に 存在す。 次で 竺叔 蘭、 西晋惠 帝の 元康 元年 (西 ニ 九 一) 毘 摩羅 詰經三 卷の譯 あり、 是 第三 譯 なり。 笠 法 護 
の ー卷の 維摩 詰 所說法 門經續 きて 出づ 。之を 第四譯 とす。 法 護は 叔蘭に 先ち て 支那に 来り 譯經 事業を 始めし も 雄 
維摩詰所說經解骣  六 八 七 


維摩 詰 所說經 解題  六 八 六 
に此 第二 類聖 弟子 說に屬 す。 蓋し 下に 示す が 如く、 本 經三會 の 中、 初 會は 怫陀 の自說 、終會 は怫陀 維摩の 合說と 
雖 、其 大宗 本分た る 中部の 第二 會は 、純ら 維摩の 說 を敍述 する を 以てな り。 故に 之に 題して、 維摩 詰 所說經 とい 
ふ。 

【ニ、 本經の 原文】 本經の 原文は 惜い 哉、 散佚して 傅らず。 法 華 •楞伽 •般若 •金 光明 等の 梵本嚴 存に對 して 
硏究家の特に痛嘆する所なり。但し西曆紀元八世紀の頃、那爛陀犬學の法將寂天論^^ ^ 0: €く以師の著はしたる 
大乘集 菩薩 學論を r sal samuccaya の 中、 本經を 引用して 文證に 具 ふる 頗る 多く、 中に 引文數 紙に 亙る もの あり。 
本經 原文の 一部分は この 論 中の 引證に 於て 今に 厳存し、 金 鱗珠爪 、以て 全 龍の 偉 形 雄姿を 推し 得べき もの あり。 
眞に至 重の 珍材 とすべし。 引く 所の 經文 左の 如し。 

1 論 第一集 布施 學品に 本 經怫道 品の 一節を 引く 
2 論 第 七 護 受用福 品に 本經觀 衆生 品の 一節を 引く 
3 論 同 品に 本 經香積 品の 文 一節を 引く 
4 論 第 十四 自性 淸淨 品に 同く 觀 衆生 品の 一節を 引く 
5 論 第 十五 正命受 用品に 觀 衆生 品 及 香 積 品の 各 一節を 引用す 

6 論 同 品に 本經 菩薩 行 品の 一部を 引用す  - . - 
7 論 同 品に 問疾 品の 一 小節を 引く 
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第二 三、 聲聞品 
同 四、 菩薩 品 
卷三 五、 問疾品 
同 六、 不思請 品 
卷四 七、 觀冶情 品 
同 八、 菩提 分 品 
同 九、 不二 法 門 品 
卷五 十、 香 臺佛品 
同 十一、 菩薩 行 品 
卷六 十二、 觀如來 品 
同 十三、 法 供養 品 
同 十四、 囑累品 


三譯を 比較す るに 文義の 精粗 巧拙 異なりと 雖 、羅 什の 譯は 文理の 許す 所 謙譯を 採用し、 玄奘の 新譯も 多く 羅什 
の舊譯 文を 參 酌して その 全文を 襲 踏した る もの 少から ず、 以て 其 愼重苟 くもせ ざる ことを 見るべし。 S し細處 ド」 
至りて は舊傳 の梵本 必ずしも 新 渡の ものと 同じから ず、 時代の 推移と 共に 經 文の 上に 多少の 增補刪 定を 見た るは 
譯 文に 照らして 之嘉 すべし。 卽ち 第一 品 Q 讃怫偈 Q 如き も 最古 譯は 十頌 、最古 譯は 十八 頌 、最新 譯は 十九 頌半 
にして 其 增廣の 痕跡 自ら 明なる もの あり。 左圖に 見て 其 出入を 知るべし。 
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維摩 詰 所 說經 解題  六 八 八 
摩の 譯は 大安 ニ 年 (西 三〇三) にして 十 年の 後に あり。 此譯 出で、 後支敏 度、 支 謙 叔蘭法 護の 三本を 合糅 して 一 
部と し 五 卷の合 維摩 詰經を 編し、 『偏に ー經を 執して は 兼 通の 功を 失 ひ、 廣く三 經を披 けば 則ち 文 煩は しくて 究 
め 難き』 を 救 はんが 爲に支 謙 管 底本と し、 彼此 相對 震に 便したり。 忘 合義前 Q 第三 第 譯本と 皆 霞 
して 存せず 、甚だ 惜む べしと す。 東晋の 代に 至り 西域の 沙門 祇多密 Gitamitra あり、 維摩 詰經四 卷を譯 出す、 
是 第五 譯 なり、 又今傳 はらず。 後秦の 弘始八 年 (西 四〇六) 鳩 摩羅 什 ^ cm p« 3〗 <* w 常安大 寺に 於て 義學の 沙門 
千 二百 人の 集會の 前に 於て 重ねて 三 卷の本 經を譯 成す。 是を 第六譯 とす。 唐の 裏、 貞觀 年間 長 安の 大慈恩 寺に 
於て 六 卷の說 無垢 稱 經を譯 す。 是 最終の 第七譯 たり。 

已上 七譯の 中今存 する ものは 支 謙羅什 及び 玄奘の 三本の み。 此 中古 來 最も 盛に 行は る \ は羅什 本に して、 玄奘 
の 新譯の 如き、 其 詳密 精確 諸譯に 超 出す るに 關らず 、學者 多く 羅什 本を 本と して 註疏を 製し、 慈 恩の 註已外 殆ど 
之を 依 用す る ものな し、 今囘 の國譯 また 羅 什の 譯を 取れり。 

此等 諸譯の 原本は 如何なる ものな りし や、 今 全く 對 校の 便を 缺 くを 以て、 確言す るを 得ず と雖 "大體 同一の 底 
本に 依れる が 如し。 是三經 品目の 同一なる に徵 して 推し 難から ず。 
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但し 特に 注意すべき は、 玄奘の 用 ひたる 梵本は 那爛陀 に 於け る 瑜伽敎 系の 學 者の 傳 承した る ものにして、 羅什 
は 寧ろ 三論 敎 系の 古本に 依れる 痕跡 ある こと 是な り。 
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此中 重要なる は 羅什譯 は 無所歸 Alaya の 原本を 用 ひ、 新譯は Alaya と あるに 依れる 事に して、 單に 阿字 一 
字の 長短 音の 差に 過ぎざる も、 古譯は 諸 大乘經 に 屢 見る、 無住 無 所 依 等の 眞 空の 異名を 取り 新譯は 之を 夫の 第 八 
識の 名に 用 ひて、 法相 宗義の 八識 論の 根底に 立てる を證 したる を 示せ り。 蓋し 敎理史 及び 聖典 史上 少 からざる 趣 
味 あるを 見る 也。 
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第 八 品の 偈頌支 謙譯は 四十 頌 、什 奘兩譯 共に 四十 ニ頌に して、 この 中 四十 一二の 兩頌は 古譯に 於て 之を 見る を 
得ず。 

已 上は 唯 偈頌に 就きての 比較なる も、 本文の 所々 に 於ても 亦 之に 類す る 出入 あるを 免れず、 今 煩を 恐れて 一々 
之れ を 指摘す るを 省く。 

羅 什と玄 奘 との 兩譯に 於て は、 前に 一言した る 如く 文理の 許す 限りは 什譯の 文字を 用 ひ、 奘が 平素 大小 經 論を 
譯 する に當 り、 語每 に舊譯 家を 非難し 之を 更正す るが 如き 態度な し。 試に 左の 比較を 見ょ。 
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す。 解脫は 卽この 至 理の體 得と 本 具と を 示す。 而し てこの 不思議 敎は卽 ち 不二の 法 門な り。 空 有 •生滅 •因果. 
迷 悟、 本 體と顯 象と •主 觀 と客觀 と、 目的と 方法と ニに して 一、 一にして ニ、 且く 有無の 相對に 就き 其ー邊 を 說 
かんに、 花 紅柳綠 、萬 象歷歷 として 而も 本來空 寂な り、 非 空に して 空な り、 之を 眞空 とす。 夢幻 泡沫 宇宙 何物 か定 
相 あらん。 而も 萩露楓 霜、 秋 光 自ら 目に 滿 つ、 非 有に して 有、 之を 妙 荷と す。 實在 論と虛 無 說と其 偏せ るを 捨て 
執せ るを 袪 けて、 無 執の 大道、 無 著の 至理 、大公に して 大 平、 大自 F11 大 光明の 乾坤 自ら 存 す。 本經 この 大道 至理 
を說 くや 徹底 痛快、 复然他 經と別 様の 機軸を 出 だし、 雄大の 奇想、 警抜の 妙 句、 聖經中 比類を 見る 稀な り。 故に 
古来の 賢哲 特に 此經を 尊重し、 援引 以て 文理を 莊嚴 し、 造疏作 註、 盛に 眞詮を 硏尋混 ' 賛 したり。 印度の 大論師 龍 
樹が大 品 般若の 釋論一 百卷の 大作 ある や、 大小 諸 聖典 一 百餘 部を 博引 廣證 する 中 本 經と法 華と を 引證 する 最も 多 
く、 其 文 十數に 上る。 下りて 靑目 •月稱 •法稱 等 那爛陀 大學の 諸學匠 雲の 如く 起り て 中 論 研究の 盛なる や、 其釋 
論の 中 好みて 本經を 引けり。 一例と して 漢譯の 般若 燈論を 擧 ぐべき か。 前旣に 記した る 寂 天 論師の 大乘集 菩薩 學 
論 また この 適例たり。 支那に 於て は此經 の硏鑽 特に 盛なる を 見る。 經錄を 案ずる に 其 最古は 西晋 廬山慧 遠の 高弟 
馨誅の辩摩詰子註經五卷あり。前齊の蕭子良亦維摩萎略五卷抄維摩詰經ニ十六卷の大作あるも共に亡佚して傳ふ 
るな し。 羅 什の 飜譯を 了る や 自ら 疏を造 り、 其 門下 道 生僧肇 をして 輯録せ しむ。 是註 維摩 經十卷 にして 今に 學者 
必需の 書な り。 淨 影の 慧遠 之に 義記 八卷を 加へ て 更に 其 精妙を 發揮 せり。 天 臺諸祖 の 註疏、 また 美を 百 代に 擅に 
す、 卽智 顗の玄 疏六 卷廣疏 二十 八卷を 大宗と し、 湛然 の略疏 十卷疏 記三卷 あり、 道暹の 疏記抄 之に 次ぐ。 三論 家 
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維摩 詰 所 說經 解題  六 力 二 
支那 譯の 外、 現に 西藏 の大藏 經怫說 部の 經集 (M 0- 0〕 中に 維摩の 譯本 あり。 Dri.  ma.  med.  par  gmgs  pas.  bs- 

tan.  pa 是 なり。 經集第 十四 頗宇 Pha 函に收 め、 大本 一 百 零 八 紙に 亙る。 大體漢 本と 同じ。 滿蒙譯 はこの 藏譯 
?: 底本と せり。 

古代 西域 怫敎の 盛なる や、 本經 西域 古語の 譯本 ありき。 余 嘗て 恩師 ロィマン 敎授を 助け、 其 斷片 二葉を 證定し 
たる こと あり。 是實に 本 經怫國 品 寶積奉 蓋の 文な りき。 この 報吿は 載せて 獨逸 東洋 學會報 第 四十 ニ卷 (千 九 百 八 
年) にあり。 よく 羅 什の 漢譯と 合す。 この 斷片 はかの 西域 探險家 スタィン 氏の 于圃の 故趾に 於て 蒐集した る 所に 
して、 今英國 ォック スフ ォ ー ドの 東洋 學老 匠へ ルン ル 博士の 手に 保管せ ら る。 

此等 各國の 古譯を 記す るに 當り 、特に 最後に 錄 すべきは 英譯の 維摩 經存 する こと 是 也。 是 明治 三十 一年より 同 
じく ニ 年に 亙りて、 英文 反省 雑誌に 於て 十一 囘を 重ねて、 大 原嘉吉 氏の 公表した る 所な り。 大原氏 篤く怫 敎を信 
じ、 大德櫻 井 敬 德阿闍 梨に 就き 深 旨を 究め、 聖典の 英譯を 以て 其大誓 願と なし、 大乘 諸經の 譯本少 からず、 其 譯 
必らず しも 善美と 稱 すべから ざる も、 摯實 弘敎の 大志、 拮据 倦まざる の 精進、 眞に欽 仰すべし。 維摩 英譯は 卽こ 
の 至難 事業 中の 優秀なる ものな りき。 惜い哉 天 年を この 人に 藉さず 、壯歲 白玉 樓 中の 客と なりし より 旣に 十有餘 
年、 この 國 譯を刊 する に當 り、 自ら 限りなき 感慨 あり。 

【四、 本經 の敎理 史的 置 位】 本經は 不思議 解脫を 以て 大宗と なす。 至理は 言 詮を絕 し、 思慮を 超え、 蕩蕩 乎と 
して 能く 名づ くるな し。 古 釋家假 に 之を 實在 •認識 •論理の 三方 面に 觀て 、不思議 境、. 不思議 智 、不思議 敎 とな 


騰 •行 賀 •神英 .勢範 •最澄 •道銓 等の 碩學疏 を 製し 註を 作る と雖 殆ど 亡 佚して 存せず 。唯 寶池房 證眞の 玄略鈔 
私記を 傳 ふるに 過ぎず。 而も 之を 御疏に 比する に 月 前の 螢火の み。 支那の 註 脚に 就き、 更に 註を 作る は、 由來本 
邦怫學 者の 常習、 發明を 缺 き、 獨 創の 見なき の憾は 、何れの 方面に 於ても 邦人の 病弊と 雖 、また 其 比較 評隱 の銳 
利なる もの 之な きに あらず。 其 最古の ものは 淨名玄 論を 釋 したる 大安 寺智 光の 略述な り。 古籍 幸に して 存し 日本 
大藏經 中に 收 む。 上 宮御疏 を細釋 する もの 東大寺 凝然の 菴羅記 四十 卷 あり。 先に 日本 怫敎 全書 此 南都の 祕書を 公 
刊 したり。 近代に 於て は 華嚴の 鳳潭註 維摩に 發朦抄 五卷を 作り、 光隆 寺 智空註 維摩 日 講左券 十卷を 選み、 善久興 
隆 義心 錄 十二 卷を 製す。 天臺 の末疏 には 安樂 院本 純の玄 義籤 錄五卷 、垂裕 記を 主と せる もの 同 作 籤 錄十卷 あり。 
最近 故島 地 •織 田 諸師の 講義 出で、 又 加 藤咄堂 居士の 楊 起 元の 評註を 合璧 せる 和 譯ー卷 及 講話 ニ卷 あり。 通俗 平 
明、 最も 入門の 研究者に 適す。 其 他 諸家の 講錄 一にして 足らず。 今 追 次 之を 枚擧 する の 煩を 避く。 

【五、 本經 の敎會 史的 位 S 印度支那に 於け る本經 研究の 盛なる は 前旣に 記す る 所の 如し。 但し 信仰 上の 持誦 
崇 奉に 至りて は 法 華 •金 光明 •金剛 諸經に 比して 甚振は ざるの 觀 なき 能は ず。 三 寶感 通錄の 中、 宋の孝 建 中 沙門 
普 明 •法 華と 本經 とを 持し、 其 本經を 誦する や 空中に 倡樂の 聲を 聞く を 記し、 梁の 天監の 末年 釋道琳 本 經讀誦 の 
功に 依りて 魔 事を 除く ことを 錄 する も、 之を 法 華の 効驗に 較 ぶれば 十の 一に 過ぎず。 文藝敎 化に 至りて は、 本經 
の 結構 文 辭諸經 に 卓出す るが 故に、 自ら 他と 異なる もの 存 す。 隋 の王胄 病に 閬 海の 僻地に 臥す や、 親友 顒 法師の 
勸に 由り て、 本經を 以て 身心を 調伏し、 詩を 作りて 之を 法師に 致せり。 日く。 
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にあり ては 吉藏の 淨名玄 論 八 卷義疏 六 卷略疏 五卷遊 意ー卷 あり、 又學 人の 祕珍た り。 唐 代に 於け る 傑出の 註釋は 
慈 恩 大師 疆の說 無垢 稱 賛六卷 にして、 _ 新譯 の本經 註解に 於け る 唯一の 依 憑と す。 宋 ょり 明に 至り 孤山 智圓 
の 略 疏垂裕 記十卷 、明の 傳燈の 無我 疏 十二 卷 今人の 好みて 依 用す る 所。 明の 楊 起 元の 評註、 淸の淨 挺の 饒舌の 如 
き、 白衣 俗士の 者と 雖 、亦 捨つ ベから ざる もの あり。 是 等の 疏釋は 今 幸に して 現存す る もの、 日本 續藏經 の 第二 
十七已下の四套之を骧集し、學界の便極めて多し。若し其散佚したる註疏を數ふれば唐已前既に三十部に上る。 
書目 載せて 義天錄 、東 域傳 燈目錄 等の 古書に 出づ 。此等 逸書の 中、 燉煌 石窟祕 龕の 中ょり 稗び 世に出で しもの、 
僅に 道 液の 集 解 關中疏 の 如き ある も、 餘は今 之を 見る を 得ず。 眞に 嘆ず べき 也。 

吾が 國に 於て は聖德 太子 天縱の 寒智 、絕 倫の 神材を 以て、 國基を 恢宏し 文物を 拓 開し" 帝道を 隆昌に し 民福を 
增 進し、 特に 大敎を 其歸宗 とし、 親ら 疏を製 して 範を 百世に 垂 る。 卽ち 所謂 御 註 三經疏 にして、 實に法 華 勝鬉及 
本經 の御疏 とす。 此中本 經義疏 御製は 推 古 帝 二十 年の 正月 神 筆を 起し 翌 二十 一年 九月に 至り 稿を 了り 給へ り。 是 
勝 鬉御疏 製作の 後一 年 法 華 義疏下 筆の 前 ニ 年に ありと す。 實に 太子 四十 ニ歲の 大作な り。 太子 御疏の 敎理史 上の 
價 値に 至りて は、 近世の 碩學普 寂 律師が 勝鬉の 顯宗鈔 を 編す るに 當 り、 御疏 を嘉祥 大師の 勝 鬉寶崛 に對 して 體_ 
を 究め 幽頤を 探る 聖皇の 義疏獨 り 其 美を 擅に すと なし、 之を 勝鬉 至高の 指南と して 聖智の 自得な りと 賛ぜ り。 本 
經の 義疏亦 律師の 評語を 邊 して 其 妙 解を 賛揚 すべき か。 近時 支那に 金 陵 刻經處 あり。 淸 信の 士 令法久 住の 赤誠を 
以て 聖典を 公刊す るに 甚 力む。 此中 特に 太子 御 疏を梓 行して 讚嘆 措かず。 盛德 誰か 欽 仰せ ざらん や。 御 疏の後 常 


百 町を 興 福 寺に 施 入して 講會 を興復 し、 大織 冠の 祥忌 十月 十六 日を 結願と し、 十日ょり 初めて I 週間 之を 行 ひた 
り。 是藤原 氏は 外戚の 尊貴、 功勳の 家格を 以て 特に 皇家 藩屛の 至上たり しを 以て、 最初 藤 原 氏の 家 祖追資 の爲の 
私 講法會 は、 皇室の 寵遇に 依り、 次第に 勅 會の嚴 儀と して 每 年の 例と なる に 至り、 其 講師 及參 列の 淨侶は 僧綱 嚴 
に 之を 簡定し 藤 原 氏 長者の 認可を 得て、 勅裁を 仰ぎ、 辨宦 下向して 儀式 嚴重を 極め、 講師の 銓考の 如き、 頗嚴唆 
を 極め、 承 和 六 年已後 維摩 會 講師を 以て 宮中 最勝會 の 講師と なすの 恒例を 開けり。 之ょり 先き 維摩 會は其 講場ム 
らず しも 興 福 寺と 一定せ ず、 或は 法 華 寺 其 他に 於ても 開會 せし も延曆 二十 年已後 宣下 ありて 之を 興 福 寺の 專修講 
會 となし 他所に 移すべからざる を嚴勒 したり。 爾來 永祿七 年に 至り 綿綿 絕えず 古式を 傳 へ、 其 講師を 初め 硏學. 
探題 •宣聽 •會參 等の 役者の 列 名 載せて 三 會定 一記に 存 す。 最近 光格 帝の 天明 年 就 また 此會の 記事 舊記に 見え、 
明治維新 墨る まで、 盛儀 古に 比すべからず と雖 、猶 古格を 存 して 本 經霞 Q 盛なる 他に 全く 其 例 直ず。 この 
繼の 一斑は 寬章間 Q 麗に 就る 大嘗 記、 天 筆 間 Q. 維摩 塞 儀 日記 等 Q 古文 重 靠 にす。 _ 古麗は 

大日 本怫敎 全書 中、 興 福 寺 叢書に 之を 纂輯 公刊したり。 

【六、 本 經 の 分 文 一本 經全體 の 解剖 科 段に 至りて は、 古囊 者の 說 一定せ ず。 蓋 本 經卷快 甚大なら ずと 雖 、構 
造 頗複雜 巧妙を 極め、 峯織 山重疊 、烟霞 互に 映 じ、 容易に 渾然たる 雄景を 分つ に 難き を 以ての み。 怫國の 一品 先づ 
讀 園の 說法 、寶積 居士の 讃怫を 以て 其 序 菅 開き、 次で 維！！ 室 內の神 變說 法絕大 雄偉の 局面を 演出し 來 り、 還 
た菴羅 園の 一場に 復 して 經を畢 る。 十 有 四 品 明珠連 貫、 陸離の 色彩 互に 映發 し、 奇正 相承け て變幻 端倪す ベから 
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客 行萬餘 里。 渺然滄 海上。 五嶺 常炎鬱 。百 越 多山瘴 。兼 以勞神 形。 遂此 嬰疲恙 。桐 雷邈已 遠。 砭石良 難訪。 

恝 影 私自险 。霑襟 獨惆悵 。峨城 有 長者。 生 平 夙 所尙 。復賴 大因緣 。勉以 深 廻向、 心路資 調伏。 於 馬 念 實相 
水 沫本難 摩。 乾 城 空有狀 。是生 非 謹。 是 響虛妄 。求 之 不可 得。 誰 其受議 。信 矣大 霊。 兹ヵ誠 無量。 

と。 唐の 王 維 詩を 以て 鳴り、 本經を 渴仰 する 深く、 自ら 字して 摩 詰と いへ り。 王 摩 詰の 好 尙は實 に 支那 一部 藝 
術に 遊ぶ ものを 代表す。 宋 ょり 元 明に 逮びて 本經を 題材と せる 詞賦 繪畫少 からず。 熾 盛なる 敎義の 研究と 相 待ち 
て、 本 經の流 傳を洽 くしたり。 

吾國に 於て は 上宮の 御疏 、先づ 本經祟 奉の 端を 發せ し已來 、其 講傳奠 供の 嚴肅 殷盛な りし こと、 實に怫 敎國中 
第一に 推すべし。 卽ち興 福 寺の 維摩 會は 藥師 寺の 最勝會 、大極殿の 御 齋會と 鼎立し、 本朝 三 大勅會 の、 隨 一とし 
て、 保 元年 間 興 福 寺 僧綱の 上表した る 如く、 『年 化を 計る もの 五 百ー歲 、凡そ 大命 嚴重 にして 齋莛の 儀式 昔ょり 
今に 至り 增 ぁる も 減ずるな し。 是 本朝 沸 法の 濫觸 我國希 代の 齋會 なり。 自宗 餘宗の 碩學斯 が 爲め快 を披 き、 專寺 
他 寺の 英賢 、此に 因りて 澄を 揭ぐ 。誠に 鎭護國 家の 鴻基 にして 興隆 怫 法の 勝 躅な り。 況 や齋會 鄭重、 聲名を 異域 
に傳 へ、 唐朝の 聖哲、 遙に難 義を此 場に 問 ふ。 眞に當 寺の 光華、 大會の 面目なる もの 歟』 。而 して この 創建は 大 
織 冠 鎌足が 百濟の 尼僧 法 明の 勸說に 依り、 維摩 講說の 功德に 凼 りて 痼疾 快癒した るに 感激して、 其 山城 陶 原の 別 
業を 寺院と して 元 興 寺の 福亮 法師を 請 じて 齊明 帝の 四 年 本經の 講莛を 開きし を 濫觴と し、 公の 薨 後、 其 忌 辰に 當 
り、 淡 海 公不比 等等、 遺志を 奉じ 講 說を續 け、 爾来 一時 中絕 せし も、 天平 寶字 元年 藤 原 仲 麿の 奏に 依り、 功田 一 
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一香 積 品 
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流通 分 i 羅會) {流通 畢 

正勸流 通. 


- .f 見 阿 閑佛品 

一法 供養 品 

囑累品 

通 序は 諸經蠢 の叔景 にして、 經 首の 墓 羅變人 等の 列 名の 部分 卽是 也。 別 序は 竇 積の 奉 蓋讚佛 ょりして 佛 
隱果 の證に 了る。 E 疋維摩 を 起し 來 るの 伏線に して 卽 所謂 原 起 序な り。 述德は 經文廣 く產主 •人 公の 大德偉 行 
を 叙述し、 顯德は 苦薩大 弟子の ロを 藉 りて 其 難 測の 妙 用、 無碍の 妙 辯大智 を讚說 す、 而も 主人公 未だ 場に 上らず、 
是猶 序幕と して 之を 序 分 i する 所以 也。 次 Q— 半 正しく 維摩 I し來 り、 縱 S 大 111 神變、 
宇 tTl の 至 快 至妙を 極む、 是 皇宗 分と す。 流通 分は 卽第十 | 品の 査 、佛陀 と 翕 子との 問答ょり 初めて 卷を終 
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ず。 嘉祥 大師は 之奚 暴嚴 の七處 八 f 說 法に 例して ニ 所四會 Q 雲と いへ り。 旣に 此の 如し。 諸師の 科を 分 
ち 段を 取る、 同じから ざる 其の 所の み。 

羅什道 生 Q 兩賢 及び 當時 Q 古 雲は 槪 ね科營 開かず、 直ちに 文を 帖 して 解 釋に從 ふ。 天 臺の疏 に 依る に僧肇 
は 明かに 分科を 言は ずと 雖 、初 品の 寶積 大士發 問の 前を 序文と し 已下第 十三 品に 至る 之を 正宗と なし 最後の 一品 
之を 流通と す。 靈味 法師は 方便 品已 後を 正宗と す、 餘は 前と 同じ。 開 善 法師は 段を 設 くる 稍 詳な り。 卽ち怫 國. 
方便 •弟子 •菩薩の 前 四 品 之を 序說 となし、 維摩 室內の 六 品を 正說 とし、 菩薩 行 •呵闕 佛のニ 品を 證定 とし、 後 
ニ 品を 流通と なす。 嘉 、祥 大師 等 三論の 諸師 また 此 分科を 依 用せ り。 莊嚴 •光 宅の 諸師 また 略 之に 同ず、 唯 後の 四 
品を 流通と なすこと 稍 異なる。 蓋し 本 經旣に 維摩 詰所說 とい ふ。 那 維摩 出場に 至る までは、 畢竟 本經の 準備 弄 引 
の 序幕た るに 過ぎ ざれば なり。 天臺は 開卷 如是我聞ょり 寶積大 士讃怫 偈を說 くに 至る 之を 序 分と し、 通 別の ニに 
分つ、 寶積請 問ょり 佛國の 因果 開示 已 後見 阿 閑怫 品に 了る 十 有 ニ 品半是 正宗 分な り。 法 供養 •囑累 の ニ 品 流通た 
る 前の 如し。 慈 恩は 新經に 由り て疏を 製し 註す る 所 新 意に 富む。 而も 科 文に 至りて は 簡明な りと 雖 W 平凡を 免れ 
ず。 卽ち 『初 一品 說法緣 起。 分 次 十一 品 正 陳本宗 分。 後 ニ 品讃授 流通 分』 となしたり。 我が 上 宮聖皇 の 御 疏を製 
し 給 ふや、 大體 嘉祥に 依り 給へ り。 是 三論 家の 敎を 承け 給へ るに 由る。 而も 睿智 天縱 必ずしも、 古說に 盲 從せ 
ず。 精確 明快、 古今に 超 出す。 是 太子 勝鬉の 分科が 挺 然として 諸家を 拔 き、 高 妙獨り 美を 擅に すると 同 轍な り。 
今 謹みて 之を 圖 示して 本經の 全局を 大觀 せん。 
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流通 分は 本經の 廣宣 流布の 功德 を勸說 し、 慇截聖 懷を累 して、 之を 聖 弟子に 附囑 す。 文 gi 甚明 なり。 痒て 箋澤 
を 要せず。 

【七、 本 經內容 槪說】 

一 怫國品 如 蝥耶離 菴羅篇 に 在りて、 諸大 菩薩 大弟子 天神 等の 禮敬 を受 くる 時、 昆耶 離の 長者 子寶積 其 
五 百の 同族と 共に 怫 所に 來詣 し、 各 七寶莊 嚴の竇 蓋を 獻ず 、佛陀 神 力を 以て 此五 百の 寶 蓋を 合して 一大 蓋と な 
し 三千 大千界 を 覆 ひ、 怫國土 淸淨の 相を 其 中に 映 現せし む。 寶積卽 偈を說 きて怫 陀を 讚嘆し、 淸淨怫 土の 因を 
請 問す。 怫之に 答へ て 萬 善 悉く 淨土の 因なる を 敎 へ、 要 結して 一心の 淸淨卽 淨國の 因な りと 斷ず 。日く 『其 心淨 
きに 隨ひ て卽 怫土淨 し』 と。 舍 利子 時に 謂へ らく、 怫心旣 に 至淨至 潔な り、 何ぞ此 地に 荆棘 泥土 ありて、 醜穢斯 
の 如くなる やと。 怫之を 洞鑑 して、 日月 光 ある も、 盲者は 見る 能は ず、 國 土純淨 なる も、 之を 見る 能は ざるは 實 
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、。文相 S り 易し。 唯 李の 疏 特に— 尾に 著 眼した るの 精確は 古來釋 家に— として 一頭 地 I く 所以と す。 

太子の 分科 謂 ふに 一毫 も 加 ふるな く ー絲も 減ずべき なし。 而も 其 正宗 分に つき、 蛇足 其 妙 解を 1 せは 太子 
の疏 、問疾 、不思議 ニ 品は 上 根の 機を 化する を 示し、 衆生 •怫 道は 中根攝 化の 爲 とし、 人 不二 •香 積の ニ 品は 下 
根の 機 S 導す— す。 而も 義ょり 一 應| 當 、實は 品品 相承け、 議應 じて 唯一 乘の上 機 蠢の爲 のみ。 第 
五の 問疾 —に卽 して S 起し、 f て 本 菅大献 集す。— 輩の 1 たり。 不— 品—— して 理— 
ず。 寶 座— 王に 借りて 不測の 神 通を 顯 示す。 是糧 なり。 この 客 觀の大 用、 之を 主觀に 一言して 不思議 >§. 
tya とい ふ。 衆生 品は 所 化の 衆生に 付きて 其 空 寂 I き大 慈の 妙 用— へ、 男女 相の 差別—— ず、 正に 次の 
怫道品 Q 邪 正 別 なきを 演べて 所行の 大法を 述ぶ ると 照合して 迷 執を 拂 ひ、 巧妙の 相反 論理の^' 辛辣の 變を 
用 ひて、 否塞設 の 銳機を 現ず。 入 不二 法 門は 衆生 佛 道の ニ 品に 說く 所の 悟 境を 說き 、前の 霧に 對 する 包容 融 
會 の綜說 として 實に 本經— 要 部分たり。 此悟境 之— 觀に名 づけて 不二—— とい ふ。 雲 品は この 悟 境 
の 自由 應 f 示した る もの。 ■の 震 墨 蕾 借る に對 して、 香飯暮 稱 世界に 覚め、 受 用宗譬 示して 力 
丈會を 結、 11 する 議 と—。 結， 驽 、意— 雲、 f て靈く 仰ぎて 養し。 薫 行 品は 卽ち 
實地跡 門 Q 修行 裏き、 見 阿闕佛 品は 本門證 果の菅 示した る もの、 兩品自 ら 因果の 關係轰 す。 今 試に 止 私見 

.を圖 示せば 略 左の 如し。 


白して、 問疾の 大任に 堪 へざる を 陳述し、 一座 茫然 殆ど 爲す なきの 狀を敍 して 品を 了る。 

五問疾 品大士 文殊 師利 終に 起ちぬ。 彼 維摩の 偉 器、 甚だ 酬對し 難き を 知る も、 聖旨を 奉じて 往きて 疾を訪 
はんとす。 方に 是龍虎 相撲ち、 鲲鵬 力を 角す るの 壯觀 、滿 座の 聖賢 神仙 悉く 文殊を 圍繞 して、 摩 詰の 室に 到る。 
維摩 この 珍客の 至る を 知り、 洞然 その 矮小の 四方 唯一 丈の 室を 空く し、 悉く 蜃僕 婢媵を 退け 單に一 臥牀を 安き て 
之に 靜 臥し、 應接 一番、 不來不 去の 大問 題を 提起し、 先づ滿 座の 心膽を 寒から しめ、 話頭 ー轉 、病惱 の 起因と 除 
滅に つき、 菩薩の 病は 大 慈悲を 以て 起り、 一切衆生 病む が 故に、 大哲隨 ひて 病む を 辯 じ、 病 相の 空寂虛 妄を敎 
へ、 疾苦の 慰安と 調伏と を 極論し、 痛快 徹底を 極む。 其 論ずる 所は 無 執 無 著の 大道 •般若 實 相の 至理 、本 經正說 
の總 論と して 見るべし。 

六 不思議 品 時に 舍 利子 文殊に 隨ひ てこの 矮小の 病室に あり、 病牀已 外空曠 にして 一の 牀座 なきを 覩 て心甚 
だ 滿たず 、維摩 其 意を 察知し、 之に 吿げ て、 法の 爲に來 るや牀 座の 爲に來 る やを 詰り、 法の 爲に來 る もの 軀命を 
惜ま ず、 況んや 牀座を やと 大喝し、 顧みて 文殊に 何 處の怫 土に 上 妙の 師子座 ある やを 問 ひ、 其 答に 由り て 東方 須 
彌燈王 如来ょり 高 廣八萬 四千 由 旬の 寶座三 萬 ニ 千を 借りて、 この 方丈の 室に 入る。 小 室 依然として 而も この 巨大 
山嶽の 如き 多 數の師 子 座を 包容して 毫も 障礙 する 所な し。 方に 是 不思議 解 脫の實 現、 須彌の 大山、 之を 芥子の 中 
に 納め、 四 大海 水 寸 滴を 餘さず 一 毛孔 中に 注ぎ、 綽 綽餘裕 あり。 大乘 活殺自在の 妙 境 力 用 說き來 りて 餘蘊 なし。 
品 末大迦 葉の 讃嘆を 以て 己る。 

維摩詰所說經解題  七 ◦三 


維摩 詰 所 說經 解題  七 Q ニ 
に 衆生 罪 垢の 致す 所な りと 說 破し、 遂に 螺髻梵 王と 舍利 子との 問答と なり、 丘陵 坑坎、 荆棘沙 礫、 悉く 凡 心の 高 
下 差別に 由る ことを 論じ、 怫陀が 足 指を 以て 地を 按じ、 此土の 本來淸 淨を實 現し 給 ふを 以て 品を 閉づ 。蓋し 是本 
經ー 卷の大 序にして、 歸結阿 閑 拂品の 說 相と、 首尾 照應 し、 雄大の 結構、 凡慮の 及ぶ 所に あらず。 

ニ 方便 品此 品に 至り、 初めて 維摩 居士の 性格 道德 を敍述 し、 筆を 極めて、 其無盡 の妙慧 、無碍の 辨才 、無 
際の 盛 德を賛 し、 俗塵 市井の 間に 身を 置きて、 大乘 究竟の 大 用を 具し、 攝化 自在、 適く 所と して 化せざる なく、 
觸る所 悉く 春を 生ず。 复 然として 夫の 小乘聲 聞の 徒の、 獨 善自濟 、山 居澗飮 徒らに 高ぅ して、 頑石朽 林、 利 物の 
妙 機を 缺 くと 反す。 此 達人 今や 病惱を 示し、 疾苦を 現じて、 人の 訪ふ ある 每に 、、悉く 開導攝 化して、 益を 被ら ざ 
るな し。 本 品 この 無上 勝 方便の 力を 賛說 す、 卽 方便 品の 名 ある 所以な り。 

三 弟子 品怫陀 維摩の 病蓐に あるを 知り、 弟子を 遣は し 之を 慰問せ しめんと し、 先づ 之を 智慧 第一の 舍 利子 
に 命ず。 舍 利子 嘗て 居士の 爲に 難詰せられ たる 屈辱を 申べ て、 詣りて 病を 問 ふに 堪 へざる を訴 ふ。 怫陀 更に 之を 
目 連に 命ず。 亦 其 屈を 受けた る甚 しきを 白して、 之く ことを 固辭 す。 斯の 如くして ^ 葉. 須 菩提. 富樓那 •迦旃 
延 •阿那 律 •優 波 利， 羅候羅 •阿難 等の 十大 弟子 順次に 其 往昔の 打撃を 自白し、 恐れて ーも往 くを 肯ずる ものな 
し 。 

四 菩薩 品、 1 佛陀大 弟子の 往訪に 堪 ，ふるものな きを 憫れ み、 更に 之を 大乘の 菩薩に 命じ、 先 づ怫嗣 彌勒に 旨を 
吿 ぐ、 大士 彼が 若き も 其 昔時 難詰の 辱を 說 きて 行く を 難しと し、 光嚴 •持 世 •善 德 の諸大 菩薩、 亦 皆 其 失敗を 吿 


是 不二 Q i 面に して 全體 にぁらず、 卽各 自ら 義く 所に 安ぜ ずして 却つ て 文殊に 質す。 文殊 日く 『一切の 法に 於 
て 言 もな く說 もな く 示 もな く識 もな く、 諸の 問答を 離る る』 是也 と斷ず 。此至 道言詮 超越す る 所。 最後に 維摩 
は實を 以て證 し默然 として 言な し、 こ の ー默大 千に 震 ひ、 盡 盡地大 獅子吼の 霊を 聞がざる なし。 本經は 
玆に 至りて 最高 調に 達す。 最後に 文殊の 雲を 以て 此 品を 終 ふ。 日く、 雲、 雲、 乃至 文字 語 言— ことな 
し、 是眞に 不二 法 門に 入る と 0 

十 香 積 品本經 の敎說 至高 處に 達し、 午 時 方に 至る。 舍 利子 念へ らく、 大衆 何を か 食 せんと。 維摩 其 意を 知 
り大 一职 變を 現し、 香 飯を 衆 香國に 取り、 大衆を して 如來 甘露 味 Q 食を 受用 せしめ、 身心の 大 雲を 與 ふ。 次で 
來會の 衆香馨 薩 と 維摩との 問答 ぁり。 猿 土と 淨士 との 修行の 差別を 說き品 己る。 此品 維摩 方丈 內の說 法の 最後 

に 位し、 不二 法 門の 實 修を敎 へて 前を 結び、 次の 菴羅 園に 於け る 謹を 起し 來る 。卽室 內と室 外の 關 鎖 連絡に し 
て釋 家の 所謂 結 前生 後な り。 

十一 菩薩 行品菴 羅園說 法の 大會 忽然と して 金色の 瑞祥を 呈 し、 文殊 大士 維摩 居士を 伴 ひて 怫處 に詣 す。 阿 
難 衆香國 菩薩の 身香國 菩薩の 身 香に 感じて 問を 起す ょり 怫陀 の說 法と なり、 香飯怫 事を なすょり 初めて、 諸 弗 一 

切の 威儀 進 止 諸 Q 施爲 する 所、 囂奮 t ざる— 裏へ、 一切 諸佛 Q 法 門と蠢 盡 無 聞の 法 門に 就 農く 菩 
薩の因 行を 明かす。 

十二 見 阿 閑 怫品 如来と 維摩との 怫身に 就きての 問答に 起り、 如来の 身は 一切 超越の 眞 身なる を述 ぶ。 舎利 
維摩 詰 所 說經 解題 


維摩 詰 所說經 解題  七 〇 四 

七觀 衆生 品 開 品 直に 文殊と 維摩の 衆生を 觀ず るに 就きての 問答 あり。 菩薩の 衆生を 見る や 水 月 鏡像 呼 響 泡 
床の 如し、 而も 此幻虛 の 上に 寂滅 無 靜無邊 平等の 大 慈悲を 起して 饒益濟 度 常に 止む 時な く、 無住の 大本に 立ちて 
一切衆生を 度す るを 說 く。 此妙 理開闡 の 際、 至難の 理路 窮まる 所、 忽ちに して、 窈窕の 一天 女を 現じ 来り、 娉婷 
羅 綾を 飜 して 妙 華を 大衆の 上に 散ず。 夫 何等の 情趣 ぞや 。この 華 菩薩の 身に 著かず して、 却て 之を 不 如法と 執す 
る聲聞弟子の衣上に著く。舍利子之を去らんとするも能はず、天女兹に於てか嬉然として分別差别の結習是不如 
法な りと 喝破し、 嬌舌 滔滔と して 一切 諸 法は 是解脫 の 相、 娌欲瞋 怒 愚痴 直に 解脫 なる を 論じ、 大乘 の妙理 、男女 
を 別たざる を 痛言し、 其 實證を 示して 品を 結ぶ。 

八 怫道品 非道 卽是 道、 非道を 行 じて 怫道に 通達す るを 說 く。 通 品 辛辣の 言、 警抜の 語、 峻 峰の劎 を植兔 て 
攢立 する が 如く、 前 品の 經怒痴 是解脫 なる 所以を 詳說 し、 一切の 煩 惱皆怫 種なる を 論じ、 人を して 身 毛 竪立 する 
の 思 あらしむ。 時に 會中普 現' 色 身と 名く る 菩薩 あり。 維摩に 對し 、父母 妻子 等の 眷屬 、奴婢 僮 僕 象 馬車 乘等 何れ 
にある やを 問 ふ。 維摩 卽ち 偈頌を 以て 般若 是母 にして 方便 是父 、法 喜は 妻に して 慈悲は 是 女、 誠 實卽ち 男、 空 寂 
直ちに 舍 宅、 乃至 大乘は 車に して 解脫 法は 飲食なる を 明かに し、 其攝化 無碍の 大 用を 提示す。 頌 文瑰麗 、眞に 方 
等聖經 中の 魁た るに 恥 ぢず。 

九 入 不二 法 門 品 理を談 じ、 妙を 語る、 益 佳境に 入れり。 維摩 衆 菩薩に 謂って、 各樂む 所に 隨ひ 、不二 法 門 
に 入る を說 かんこと を 請 ふ。 法 自在 等の 三十 一 菩薩 各 其 見る 所に 隨ひて 生滅 垢 淨罪福 等の 不二を 說き來 る。 而も 


金 光明 最勝 王經 解題 

國民文庫刊行會「國譯大藏經」中 |- 收む。國譯本文は揭出か-略彳。尙右解題の前半と略同 
文の 「義 淨譯金 光明 最勝 王經 解題」、 宗敎畀 第 十四 卷 第一 〇號 ( 大正 七、 一 〇〕 !- 撝載あ る 
も、本全集 11 は採錄か略マ) 

一、 本經の 名義 金 光明 最勝 王經は 梵語に 蘇跋 那婆羅 婆娑鬱 多 摩囉闍 蘇怛覽 Suva— prabhllsottamaraja^sr 今 
|といふ。或は囉闍卽ち王字の前に、更に帝(因陀羅1ロ一【-5の一字を加へ、金光明最勝帝王經と題する本あ 
り。 支那に 於て は 此經北 涼ょり 唐に 至りて 數譯 あり。 今囘の 國譯は 流通の 廣 くして 文義の 最も 備はれ るに 依り、 
其 中 最新の 譯本 たる 唐代義 淨三藏 の十卷 本を 取れり。 經 題の 解釋に 就きて は 古 來眞諦 •天台 等。 諸 名匠 詳細の 說 
あり。 特に 天台は その 金 光明 玄義 の中數 紙に 瓦り て、 之を 反覆 審釋 せり。 今其槪 要を 擧 ぐれば、 金 光明の 三 字は、 
本經 明かす 所の 大宗 眼目た る怫陀 の 三 身 及 三德を 表示す る ものにして、 金 體の本 有 卽ち本 來淸淨 尊貴なる は 法身 
を 示し、 其 燦爛の 光は 以て 報 身の 慈 光遍 照と 大智普 照と を 語る に 足り、 其 萬 人に 與 ふる 寶 貨鐶釧 、所有 彰 明の 鴻 
益は 以て 化身が 類に 應 じて、 普く 億兆を 利樂 する 大 活用と 其解脫 の勝德 とを 說 くもの なり。 帝王の 二字は 更に 此 
の 黄金の 尊貴 最勝 なる を强 めんが 爲に 添へ たる 譬喩に して、 此經の 最上を 表徵 す。 卽ち 王者 統治の 大權を 假り來 
りて、 本經が 諸經 貫通の 主經 なること を 示す。 日く、 法身を 詳說 する ことは 是れ 華厳の 精 要を 攝 するな り。 智慧 
金 光明 最勝 王經 解題  七 〇 七 


維摩 詰 所 說經 解題  七 C 力 
子 次で 維摩に 對し 、その 何れょり 沒 して 此に 生ぜる やを 問 ひ、 居士の 一 棒を 喫す。 怫陀卽 ち 居士は 阿闕の 淨土妙 
喜 國の本 地ょり 跡を 此地に 垂れた るを 明かに し、 維摩を して 神 力を 以て 妙喜國 土を 大衆の 前に 現ぜし む。 是卽ち 
佛國品 地の 淨娱 を顯 はした る もの。 大 序の 怫國品 と照應 して ー經 正宗の 總 結たり。 

十三 法 供養 品 前 品 末尾の 本經受 持の 勝 益を 說き たるに 續 き、 天帝 釋に對 し 本經受 持讀誦 供養の 大 利を 擧 
げ 、藥王 如 來と月 蓋 王の 舊緣を 提起し 來 り、 本經の 了解は 實に 最上の 法 供養なる を勸說 す。 

十四 囑累 品佛 陀彌勒 に吿げ て慇穀 に 本經 の廣宣 流布を 附囑 し、 更に 阿難に 命じて 其 受持流 傳に當 らしむ。 
怫 勅の 至重怫 意の 至 深實に 見るべし。 


る 頗る 繁 く、 經中擧 ぐる 所の 佛陀 聖者の 如き、 多く 金 光明に 關係 ある 名號を 具せ り。 二三の 例を 摘出せば 光輝 幢 
(妙 幢) とい ひ、 師子 相無礙 光と いひ、 金寶山 王、 金 幢光諸 如来と いひ、 銀 幢銀光 兩大士 とい ひ、 悉く 金 光に 關せ 
ざるな し。 卽ち 知る、 本經は 終始 金 光明を 以て 理 義を說 き、 金 光明を 以て 事例を 設け、 字 字句 句、 唯 金 光明の 煌 
煌 爛爛と して 全篇を 貫きて、 十 方を 照耀 する を 見る のみ。 滔滔た る 世俗、 黃 金を 渴愛 する の 人、 何ぞ 一度 頭を 廻 
らし 来りて、 本經に 就き、 この 本 來淸淨 無垢の 眞 金の 光輝に 接せざる。 

ニ、 本經の 原文 本經の 原文は、 他の 諸 大乗 經の梵 本と 共に、 幸に も 尼 波 羅國に 保存せられ、 現に 九大 法寳 (般 
若 •法 華 •楞伽 •十 地 •華 嚴行願 品 •普曜 •悲華 •如來 三業 祕密 •金 光明) の 一として 同 國怫敎 徒の 崇奉 極めて 厚く、 寫 
經 の殘存 せる 多し。 ホッヂ ソン、 ラィト、 ベン， ド ー ル 諸氏が 此等 古聖 典を 蒐集せ る已來 、本經 の古寫 本は 現に 歐 
洲諸大 都の 圖書 館に 藏せ られ 、巴 里に 二部、 倫 敦の皇 立亞細 亞協會 、印度 局に 各一部、 ケム ブ リッ デに 二部、 ぺ 
トロ ダラ lr に數 部、 印度 カルカッタに 一部を 珍藏 し、 吾國に 於て は、 東京 帝大は 河口 慧海師 の 將來に 依り、 京 
都 帝大は 榊 敎授の 蒐集に 依り、 各一部 乃至 二部の 梵莢 を寶 汁と なすに 至れり。 

以上 各 國祕藏 の 諸梵本 中、 ケム ブ リッ ヂ及び kkf 協 會所藏 の 二部を 除きて は、 何れも 西曆 十九 世紀 前後の 紙 
本 新寫に 馬し、 古寫經 として 價 ある もの 少し。 獨り 除外と したる ケム ブ リッ デ 本は 尼 彼 羅 紀元 九 百 十四 年 (西曆 
一千 七 百 九十 四 年) に 書せられ たる 紺 紙 金泥の 逸品な り。 亞細 亞協會 本は 時代 更に 古く 溯り、 凡 十三 世紀を 示す 
べき 貝 葉寫經 なり。 唯 だ その 完璧なら ざるを 惜む べしと なす。 

金 光明 最勝 王經 解題  七 〇 九 


金 光明 最 腾王經 解題  七 〇 八 
の不可思議を縱橫獅子吼するは、方に般若一經の大旨を貫けり。而して捏獎の妙識を敎ふる、 ^ 鼠恕切にして 
其の 四德 を闡顯 する ことの 雄大なる、 實に 涅槃 大 經の眞 髓を收 むる にあらず や。 今 案ずる に 經に 日く 『金 光明 妙 
法。 諸 經最勝 王。』 と、 十字 經 題を 解し 得て 餘蘊 なし。 

唐の 慧沼は 更に 敎 •理 •行 •果 の四點 よりして、 頗る 周到の 經題 解釋を その 大著、 金 光明 最勝王 經疏の 中に 試 
みぬ。 敎 義の點 より 觀れ ば、 本 經の最 勝 •難 得 •本来 尊貴 淸淨 にして 王者の 表示た る 金輪に 等しき、 方に 金 光明 
の 三 字 之を 示すべく、 之に 大權大 能 至尊なる 王 字を 加へ 来りて、 本經の 面目 益 躍動すべし。 理義の 側より 論ずれ 
ば、 本經黃 金の 譬喩を 以て 怫陀三 身の 深義を 說き (三 身 品を 見よ)、 黃金の 本性 淸淨 と鎔銷 冶鍊を 以て、 巧に 法 報 
化の 妙義 を開閬 し、 而 して 其 妙義の 中心た る眞 如の 理 、尊 勝なる を 以て 之を 王に 譬 へたり。 修行の 邊に 就きて 見 
んか 、本 經演 ぶる 所の 斷惑 證理 は、 一に 眞金 の鎔銷 せられ、 冶鍊 せられて、 本來 無垢の 大 光明を 發 する を譬 とす。 
其 菩薩の 怫位繼 承を 說 き、 又 王子を 以て 譬喩を 說 く。 是れ金 光明 最勝王 の 名 ある 所以な り。 更に 之を 最後の 大果 
に當 てて 考 へんに、 三 身 三 德妙理 之を 金 光明の 三 字に 當 てて 巧に 其 解釋を 得る、 實 に眞諦 •天台 等 諸 大師の 說く 
所の 如し。 

本經經 題は 斯の 如く 經 中の 深理 よりして 名け たる も、 叉た 經中 示す 所の 諸般の 事例に 依りて、 其 命名を 得た る 
が 如し。 第 四 品 中、 金 光明 赫奕 たる 一大 鼓、 妙 音 聲を發 して、 遍く滅 罪 救 苦 •廣 宣怫 敎の大 能を なすを 說 き、 授 
記 品 中には、 銀 光大 士 、未来 金 光明 世界に 於て 成怫 し、 金 光明 如来と 號す るを 明し、 其の 他 譬喩 事例 金 光を 用 ふ 


一) 曇無讖 (Dharmarak?a) の 金 光明 經四卷 本と す。 次で 梁の 承聖 元年 (西 曆五五 ニ) に 至り 眞諦 三藏 (pb‘am- 
51 .tha) の七卷 二十 一 一 品 本 出で、 續い て、 北 周武帝 の 代 (西 曆五六  一 I 五 七 八)、 耶舍崛 多 (Ya ^' gupta) の 金 光 
明 更廣大 辯才陀 羅尼 經五卷 二十 品 就れ り。 隋 の開皇 十七 年 (西 曆五九 七) 沙門 寶貴 本經の 諸譯を 合 揉して、 完璧 
となさん と 欲し" 大集等 諸 大乗の 合 部に 準じ、 沙門 彥踪 、學士 費 長 房 等と 力を 協せ、 古譯を 統合して 合 部 金 光明 
經七卷 を 成し、 曇 無 讖の古 譯缺く 所は 眞諦 •耶舍 の 兩譯に 照らし、 主として 眞 諦の譯 ょり 之を 補 ひたり。 眞諦譯 
の 現に 存 する ものは、 唯 この 補綴の 部分に 於て 之を 見る のみ。 全體 として 今 傅らざる は 甚だ 惜む べし。 また 印度 
の 三藏関 那崛多 Ganagupta) あり、 竇貴 等が、 金 光明 合 部の 纂輯 事業に 關與 し、 梵本對 照に 就き 頗る 功 あり、 
且つ 銀 主、 囑累の ニ 品を 譯 出して 之に 添加し、 二十 四 品を 成す。 百年を 隔てて、 唐の 則 天 長 安三 年 (西 曆七 〇 三) 
義淨 親く 將來 したる 新梵 本に 依りて、 十 卷の金 光明 最勝王 經を譯 す。 是れ實 に 今 囘の國 譯に用 ひし 所な り。 

支那 譯の 外、 最 重要なる は 西藏譯 とす。' ^藏大藏經部 ^! ュ殊の第七、^{^^(112ぺ|6)の第十ニ那1^ 
字函中 二部の 金 光 &經  Hphags-pa.  gser-hod-dam-pa.  mdo.-sdehi.-dvanfr-pohi.-rgyar^ 
chcn-pohi.  mdo を收 む。 一は 尊者 チョ ールブ (Bandenhos-gru s の飜ず る 所に して、 義淨の 支那 譯を 重譯し 
たる もの、 大本 二百 〇 八 紙 あり。 他の 勝 友 (Jinamitra)、 戒帝覺 (6iIaindra-bodhi} の兩 印度 僧、 西藏 尊者 H1 
セ ー デ ー (wande  Yc- が s-.sde) と共に 譯出 する 所 百 七十 七 紙に 亙る。 現在の 梵 本と 全く 別 本に 依れる ことは、 其 

の品數 著く 異れ るに 依りて 之を 知るべし。 滿洲 及び 蒙古語の 金 光明 經 は、 この g 藏 語の 譯經を 底本と なせり 0 
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金光明最勝王經解組  七 一 〇 
現存梵語怫典中、本經原文の引用を見るは、大乘集菩薩學論汾ガ ^' 沿311只37ぃの第八章とす。儀悔を論ずる 
に當 り、 本 經第四 品の 頌文 二十 七頌を 引き、 又 第士一 章は 慈悲を 說 き， 同 品の 偈ニ 十三 頌を證 とせり。 本書は 西 
曆八 世紀 頃、 印度 孤 霞， の大學 匠を 以て 鳴りし、 寂 天 6 antideva の 著す 所、 現在 梵 本と 照合して、 硏究上 頗る 

重要の 資料たり。 

輓 近、 EM 及び、 高昌の 故 地より 發 掘せられ たる 古經 中には、 往往に して 晉唐 時代に 屬 すべき 本 經古寫 經の斷 
片を發見す。亦た唐時の版本梵文斷片を出だすことあり。此等の斷簡零墨、僅かに鳳龔の片羽に過ぎずと雖も、 
本經 研究の 上に 於て は、 實に 悉く 至 貴 至 重の 資料たら ざるは なし。 

印度 怫典 出版 會は 、十 數年前 カルカッタの 藏 本に 依りて" 本 經梵本 約 三分の ニを 公刊したり。 第 十五 鬼神 品に 
終る_。此刊本は惜むべし、對校極めて粗雜にして、脫文錯置實に少からず、且つ異本の對照及び批評的の校訂全 
く 之を 缺 くを 以て、 研究資料 として、 安んじて 之に 依る を 得ず。 學人 をして 甚 しく 不便 多き を 感ぜし む。 

現在の 梵本 は、 大體に 於て 曇 無 謙の 古譯と 合す。 但し 經 文の 起 首、 韻文. 散文 交錯 紛雜 して、. 整 齊を缺 くもの 
あり、 末尾 亦た 脫落 あるが 如し。 中間の 各 品に 於ても 往往に して、 原體を 失へ る もの あるを 思は しむ。 蓋し 寫傳 
の 久しき" 散 脫錯亂 免る る 能は ざるに 依らん か。 その 各 品の 漢譯諸 本との 比較は、 次 節の 梵漢 品目 比較 表に 徵し 
て、 其 大槪を 見よ。 

三、 本 經の飜 譯本經 の 支那に 於け る 最初の 飜譯 は、 北 涼の 元始 元年より 同 十 年に 至る 間 (西曆 四 一二ー 四 ニ 
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金 光明 最 勝王锊 解題  4 : %- 

西域に 於て 近時 發 見せられし 諸種の 古典 逸書の 中、 本 經の囘 韻語の 譯 本、 高昌 の遺趾 ょり 出で、 伯林の、、 、ユ 1 
ラー (F.  W.  IC  M B 1C10 博士、 之を 硏究 公刊したり。 此譯 本は、 西 藏譯と 同じく 義淨 の漢譯 を重譯 したる もの 
也。1觀語の諸經、特に本經が、ー時高昌を中心として盛に行はれしことは、支那怫敎史傳の記載する所なりと 
雖 も、 其 之 ぁるを 現證 したる は、 實に ミユ ー ラ ー 博士の 功を 推さざる を 得ず。 

■ 語の 外、 K を 中心とせる 西域 古語の 本 經譯本 ぁりし ことは、 予 、ストラス ブル グ大 學敎授 ロィマン 博士 
と共に、 ペトロ f ド大 學所藏 發掘嘉 斷片基 定 し— 際 之 S めたり。 斷片 は、 唯 ■病 品と 流水 
長者 品の 一部な りと 雖も 、之に 依りて 本經の 西域の 流傳 は、 推して 全 fs に 足れり。 本譯又 頗る 義淨 の新譯 
に 近き を 見る。 

下に 支那 諸譯と 現在 梵 本との 品目 對 照を 揭 ぐ。 


も 夫の 寶塔涌 出は、 彼の 寶塔 品と 此の 捨身 品と 雙鳳聯 飛の 同エ をな し。 彼に 籠 女 成 男の 一齣 あれば (提婆 品)、 此 
に 天女 轉 丈夫の 出場 あり (依 空滿願 品)。 彼の 陀羅尼の 一品は この 第 十一 品 已下八 品の 廣說 と對 す。 法 華と 本經と 
酷似 斯の 如し。 その 廣宣 流布を 勸む るの慇 戳 を 極む る 二者 亦 相 類す。 矧んや 其の 豐麗斕 絢の 詩句、 雄大瑰 麗の記 
述 、辭を 極め、 想を 盡 くして、 佛壽の 難 思議を 歌 ひ、 涅槃 常住の 妙理を 詠歎す るは、 自ら 本經の 特色、 明快 比す 
べきな く、 深廣 例すべきな きを や。 次で 廣說 する 所の 涅槃の 眞詮 、三 身の 妙諦の 如き も、 精細 詳密、 實に 諸經中 
の宏範 として 推すべく、 .谶 梅の 法を 說 くの 懇切 周到、 菩薩 十 地の 修行を 敎ふ るの 徹底せ る、 他に 之が 類例を 求む 
る こと 甚だ 易から ず。 

本經 は、 旣に 此の 如く 大乗 諸 聖典の 模範と して、 大 乘敎理 闡顯の 上 極めて 重要なる 敎旨に 富む。 故に、 古來疏 
を 製し 釋を 造りて、 玄義を 開暢 し、 幽旨 を發揮 せる もの 少から ず。 梁の 眞諦 三藏 は、 其の 譯經の 後、 大淸 三年、 
十五 卷の疏 を 製したり。 此の 大著、 惜 むらく は 今傳 はらず。 僅に 諸家の 釋中に 於て、 其 引 文を 見る のみ。 隋の吉 
藏 法師の 疏一卷 、現に 行は る。 天台 大師の 玄 義兩卷 、及び 文句 六卷は 、相傳 へて 學 者の 研究を 怠らざる 所、 宋に 
至り 四 明の 知禮は 、玄義 に 拾遺 記 五卷を 製し、 文句に 記 六卷を 作り、 永嘉 の從義 は、 前者に 順 正 記三卷 、後者に 
文句新記七卷を述作したり。この天台の本疏及び知禮の註疏を合璧とせる明の明得の分科及び會本は最も硏究に 
便 也。 宋の四 明 沙門 宗曉の 照 解 一一 卷は簡 にして 要を 得、 最も 力を 音訓の 是正に 用 ひたり。 是等皆 舊譯經 を 釋せ 
及。 義淨 新譯の 註解に 至りて は、 唐の 慧 沼の 金 光明 最勝 王經 疏十卷 最も 指南と なすに 足る。 日本に 於け る 撰述は 
金光明最脾王綷解.趙  七 一 五 


金 光明 最勝 王綷 解題  410 
_ へ 識譯の 第 十九 S 品は、 高麗 本 C 之 あり、 縮麗經 之^- 從ふ も" 明 本'」 は 全く 彥缺 けり。'^ 序^ ■依'^」 籠は 
隹 十八 品 2— 記 f IV、 之 f I しとて へし。 今 現本-」就蠢¥毒」、 後人 合 部 中の 同 品 か 持ち f て 添加 
しれ るの 跡歷歷 れり、故 11 明本か正しとす。表中の第十九品括弧は之な示乜リ。 

合 部の 中、 眞識譯 Li 缺 くる 所は 第 十一 銀 主と 第二 十四 嘯累 にして、 此ニ品 U 闍耶崛 多の 譯し 加ふ备 苦 春 譯はニ 
十二 品 わるの み、 表 中の 括 孤 ぜるニ品 11 之か示マ。 

梵 本の S 槪說 _kf ては ビ 5 ヌ I フ 「印度 沸 敎史緖 論」 ラ \s ン トラ ラ ミトラ 「尼 籠佛敎 文學」 其 他な 見ょ。 

震 本の梵 經は 、全く  譯と異 り、 品數三 丨卷を 具へ、 一瞥 著く 義淨譯 と 大同なる を認 む。 但し 宗 敎ナ學 
藏本、此部分將來の際、 1 潤浸烛を受くる甚しく、後半部は紙紙密著、字字磨滅して殆ど讀むべからす。善オ.を 
借り 得て、 之が 對 照を 公に する 閑暇な かりし は、 切に 遺憾と する 所 也。 

四、 本經 が敎理 史上の 位 M 本經 は開卷 直ちに、 佛陀 法身の 常住 不滅を 獅子吼し、 如來の 滅度は 唯た 是れ洁 劣 
の 衆生の 誤り 見る 所、 如來 8 量は 無邊際 墓し、 無量 f 極む f、 之を 數へ知 雪 得ざる 1 說 し、 佛陀永 
遠に 靈鷲 山に 在りて、 大法を 宣傳 すを 示す。 深義 、實に 法 華と 符を 合する が 若し。 經に 日く、 

我 常 墨 山" 宣說 此經寶 。成就 衆生 故。 示現 般蠢 。凡夫 起 邪見。 不信 我所說 。爲 成就 彼 故 j 示現 般捏雙 

叉は 日く"  . 

佛不般 ■。正 法 亦 不滅。 爲利 衆生 故。 示現 有滅盡 。霧 不思議。 妙體無 異相。 爲利 衆生 故。 現 種種 莊嚴。 
と0之を夫の法華壽量品の自我偈ニ十餘頌と照らし來れ。誰か其の間に軒軽を認むるを得んや.造 ^ の上にヵて 


のーフ首に # する敎_及び國 ^ が ^ るへき特 3[ の冥益が、大に佛敎諸國に歡迎せらるべき性質 $: 有するに依り、 
且つ 散 脂 大將 •辯才 天 •吉祥天 女 等の 禳災致 福の 利益は、 一般 怫 徒に 甚大の 慰藉と 信賴 とを 與へ たるが 爲な り、 斯 
の 如くして 本經 は、 國家 的に も、 宗敎 的に も-個人的に も、 中世 佛敎 徒の 切實 なる 實 際の 要求に 應じ 得た る 最上 
最大の ものな りき。 此の 經が 、實際 信仰 界の 覇權を 握れる もの、 決して 偶爾 ならざる なり。 

唐 代の 記録に 依れば、 怫敎を 初めて 漢土に 傳へ たる、 摩 騰三藏 の傳 中、 印度に 於て 本經が 護國 安民の 要 法と し 
て、 旣に 盛に 行は 束し を 見るべし。 摩騰が 印度に ある や、 一 小 國本經 を講宣 したる が 爲め に、 その 護國 安民の 功 
力に 依りて、 敵 國の侵 迫、 自ら 止みた るを 傳ふ 。支那に 流傳 する や、 天台は 懺法を 製して、 此の 經讀誦 を勸說 し、 
且つ 經 中の 流水 長者 品に 依りて、 放 生の 淸規を 始め、 後代に 至る まで 盛に 行は れた り。 宋代に 至り、 補助 儀 •最 
勝懺 儀の 如き、 金 光明 讀誦 に關 する 方 則 書編述 せられ、 本經が 廣く 僧俗の 間に 行 はれし を 證 す。 宗曉の 金 光明 照 
解に 日く T 斯の經 、部は 方 等に 屬 し、 醍 ■の 比に あらず と雖 も、 而も 受持 する ものの 衆き は 乃ち 法 華と 伸し」 と。 
以て 當 時流 傅の 旺昌を 見るべし。 又た 日く、 「此經 北 涼ょり 始めて、 今に 至る 千有餘 載、 披誦の 盛なる、 感驗 惟れ 
多し」 と。 元の 時代に 於ても、 朝 旨を 以て 金 光明を 書寫せ しめし こと、 誌傳に 見 ゆ。 明 代に 於ても 此經の 誦持益 
々盛に して、 以て 淸朝に 及べり。 

西域 諸國に 於て は、 四天王、 特に 毘沙門天 王の 信仰と 共に、 本經の 熾に 行 はれし は 近時 發 掘の 資料に 徵 して、 
之を窺ふに難からず。于圃.高昌諸地に於て、前に述べたるが如く、現に西域諸國語の本經斷片を發見する多く、 
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今 略す。 

本 經の諸 大乘經 中、 樞 要の 位置を 占む る 上の 如く、 後代 註經 述作の 諸家、 此の 經を依 用 尊重す る、 盛なら ざる 
にあらず と雖 、而も 敎理史 に 於て は、 法 華 •般若 •華厳 •涅槃に 比して、 甚 しく 振は ざるの 觀 あり。 又た 勝鬉. 
維摩 •楞伽 諸經の 如き 特殊の 地 步を占 むる を 見ず。 蓋し ー奇 とい ふべき なり。 謂 ふに、 斯の 如きは 本經が 下に 述 
ぶる が 如く、 敎會 史上の 勢力、 甚だ 隆昌を 極め、 鎭護國 家 •滅 罪禳災 の實際 信仰と しての 崇 奉、 熾 盛を 盡 くした 
るの 極、 其の 高遠 深 妙の 理論 方面は、 自ら 高閣に 束ねられ、 祕龕 に藏 せられて、 儀式 供養、 禮儀呪 法の 前に'  偶 
其の闡 明 開發の 機を 逸した るに あらざる なき か。 

諸家 本 經の大 乘敎理 上の 位置を 判ず る 中、 天台は 之を 第三の 方 等 部に 屬 し、 別 圓ニ敎 を 兼ねる 通 敎の攝 となせ 
り。 蓋し 本 經の玄 旨 法 華と 同じと 雖も 、彼が 唯 有 一乗を カ說 する に對 し、 本經が 猶三 乘同懺 を 許し、 人 天匹果の 
果報を 示す を 以てな り。 而も 是台門 一家の 私釋 、嚴 格の 聖典 批評と 敎理剖 判ょり 見 ば、 更に 犬に 論ずべき 餘地な 
きに あらざる べし。 三論の 吉藏は 之を 大乘 菩薩 藏頓敎 の攝屬 とす。 若し 夫れ 眞諦が 本經說 時を、 法 華 已後涅 槃以 
前と 釋せ るを 斥けて、 玄 義の疏 主が、 犬に 論 辯を 費した るが 如きは、 今甚 しく 切要なら ざるを 認 む。 

五、 本經が 敎 W 史上の 位置 本 經の敎 理史に 於け る 勢威は、 法 華に 遜り 華嚴に 下る の觀 ある も、 實際 信仰に 至 
りて は、 經の 流布す る 所、 至 深 至大の 感化を 與へ 、其の 崇 奉の 隆盛は、 自ら 諸經に 冠たるの 狀 あり。 是れ經 中に 
說く 所の 懺悔 滅 罪の 淸軌が 、大乘 教徒の 實修 要求 上 切要なる もの ありし と共に、 其の 王法 正論 品に 說 ける、 ー國 


鬉等と 響を 同ぅ す。 應用 方面に 入り、 諸 天 善 神の 護持 九 品は、 祕密諸 經の初 門を 代表すべし、 此 間、 第 十三の 無 
染著 陀羅尼 品を、 四天王と 他の 諸 天神 女との 間に 揷 める ものは、 空 性 •滿 願の ニ 品を、 修行 方面の 强カ なる 殿軍 
となした ると 同一 筆法に して、 神呢が 方處を 超え、 時間を 離れ、 一切の 事理 緣 行を 越踰 せる、 諸 佛の祕 意 般若な 
るを 說き 、之に 名く るに 無染著 の 名を 以てせり。 謂 ふに 此 一品の 中堅 ありて、 四 王. 辯 才 •地 神 * 樂叉等 諸 品の 
呢法、悉く正見.正思の大用たるを明にするを得べし。若しこの畫龍點晴あらずんば、或は恐る、諸品の祕呢巫 
蠱左 道の 毒蛇た るの 弊に 陷ら ざるな きを。 經意 甚だ 深 重、 讀者 輕忽に 看過し 去る 勿れ。 

王法 正論の 一品は、 本 經の國 家に 對 する 深義の 應 用を 說 ける もの、 緣 ¢1 護持 相 待ちて、 治國の 要、 唯 だ 大敎興 
隆に あるを 論ずる 實に 至れり。 第二 十三 品已 下の 三 品は、 妙幢 及ぶ 其の ニ子の 授 記を 主と する 雖 も、 兼て 十 千の 
天子 得道 果の 因緣を 明す。 是れ實 に 團體 として、 社會 として、 本經の 受 持を 說 くもの、 其の 因緣 として、 疾病の 
救療と 生物の 救濟 との ニ 編を 出 だし、 一面 印度 古 醫學の 綱要を 說 きて、 疾疫窮 苦の 民衆に 濟 生の 恩を 與へ 、以て 
救療 慈善の 本旨を 明に すると 共に、 他面には、 生物 愛護の 仁慈を 開演して、 大慈 方便 十 千の 窮 魚を、 涸渴の 池に 
救 ふの 實 例を 擧 ぐ。 是れ實 に 救濟 事業の 模範に して、 現今 急を 訴 ふる 社會 問題の 解決、 實に 此の 經の 奉持に 依り 
て、 其の 光明を 認 むべき を 示せり。 最後に、 個人の 本經 奉持の 實例 として、 怫陀 親ら 其の 本 生を 開示し、 玆に餓 
虎の 爲に 身を 捨 つる 難行苦行を 說 述し來 り、 文辭 亦た 雄大. 富贍を 極め、 詩偈 光彩 燦爛 として、 一場の 大 悲劇 
は、 覺えず 讀者 をして 身 毛 竪立 •嗚咽 啼泣 せし む。 而 して 此の 最後の 捨身は 前の 救療 •濟 生と 相應 じ、 淺深 次第 
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金光明最勝王經：解趙  七1 /\ 
其の梵語の刊本すら"唐時旣に同地に存したる & 見れば、其の流布の廣くして、且つ昌なるを推斷すべきなり。 
且つ！® 及び SM の 諸 族、 大抵 支那の 譯 本を 重譯 したる、 本經が 國家 民族 鎮護の 至寶と して、 如何に 諸 民族の 問 
に 重きを なした るを 證す るに 足れり。 

吾國 は怫 敎諸國 中、 •恐く 最も 此の 經の崇 奉を 極めた る 所な らん か。 怫敎渡 來の當 時、 聖德 太子の 四天王 寺は 本 
經に 依りて 創建せられ 、爾来 鎭護國 家 三部 大經 の隨 一として、 特に 尊重せられ たり。 天武 朝に 於て 本經の 講說漸 
く 盛に" 護法 善 神の 信仰" 及び 吉祥天 女の 崇拜は v 益 本敎の 讀誦を 以て 國家 安泰の 至要と なすに 至り、 國家平 安 
の祈禱 として" 諸國に 於て 之が 讀誦 を獎勵 し、 爾來 恒例と なれり。 聖 武帝卽 位する や、 奮 譯を 改めて、 義 淨新譯 
の卜卷本を用ひ、之を勅寫して諸國に頒布すると共に、諸國に國分寺を造り、法華滅罪寺と對して、特に金光明 
護國 寺を 立て、 必ず 一部の 最勝王 經を備 へしめ、. 宮中 及び 諸 寺に 於て、 盛に 本經の 講說を 行へ り。 稱德の 朝、 衆 
僧を宮中に入れ、大極殿に於てー七日間、晝は最勝王經を講じて國家の平安を刺り、夜は吉ー )||| 懺悔を修して五穀 
の豐 登を R り。 是れ卽 I 中 S 會 の 始に して、 延 5 5 武帝 Q 朝皇 りて 恒例と なれり。 下りて 淳和 帝の 天 
長年 年間 藥師 寺の 最勝會 始まり、 後代 三會の 一として、 講說 莊嚴を 極む。 其の後 圓宗 寺に 於ても 亦 最勝會 行は 
る。 一條 院の 御宇、 東大 •興 福 •延曆 •園 城四大 寺の 學僧を 簡 撰して、 講師を 命じ、 淸涼 殿に 於て、 最勝王 經を 
講ず。 之を 最勝 講と稱 し、 南北朝時代に 於ても 猶 其の 嚴 儀を 見たり。 後野 山に 於ても、 弘法 大師 親筆の 本 經を以 
て講經 となし、 天下 安全の ために、 十囘 ト 講の論 場を 開きたり。 


古代に 於け る 本 經の崇 奉は、 實に 此の 如く 至 盛 至大を 極め、 凡そ 怫敎 法會の 重大なる ものは、 實に本 經講說 を 
以て、 第一と なせり。 故に 現 時 殘存の 古寫經 中、 金 光明は 特に 其の 優秀なる ものを 留め、 名山 大刹 •縉紳 富豪に 
して、 現に 千年の 古筆を 祕藏 する もの 少から ず。 

民間に 於ても、 鎭國 護法の 諸 天 善 神、 就中、 毘沙門天 及び 辯才 天女の 信仰は、 本經の 讀誦を 普及せ しめ、 特に 
後の 女神の 崇敬は、 德川 幕政の 時代ょり 今日に 至る まで、 猶ほ 一方に 勢力を 占め、 本 經の尊 奉、 また 隨 つて 頗る 
深き もの あるを 見る。 

六、 本經の 分科 義淨新 譯の經 典は 三十 一品ょり 就る。 各 品の 分類に 就きて は、 古来の 釋 家通途 大小 乘諸經 の 
解剖に 用 ふる 序. 正 •流通の 三分 法を 適用す。 眞諦の 意に 依る に、 同譯 二十 ニ 品 中、 初の 一品は 序 分、 中の 卜 九 品 
は 正宗 分と し、 後の ニ 品を 流通 分と す。 天台 等の 諸家 之に 反す。 且つ 新譯 本に 就いて 云は ば、 第一 品の 序 分た る 
や古今同じ。第ニ壽量品ょり、第トの依空滿願品に至るを正宗分となし、第ト一の四天王觀察人天品已下、悉く 
之を 流通 分と なす。 舊經 之に 例して 知るべし、 蓋し 本經 の正說 たる、 菩提 涅槃の 因果 •斷 惡修善 •得道 證果の 精 要 
は、第ト品に至りて旣に盡く。第十ー品已下は、唯本經の持續流通.守護利益を勸說するを主となすに過ぎざれ 
If /X り。 

今是等 諸家の 判釋を 基礎と 為し、 試に 私見に 依りて、 左に 本經の 分科 表を 作る、 必 しも 古 師に 依らず、 唯 だ 大 
體に 於て 通解し 易き を 主と す。 
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に 進み、 一 織 山は 一 織 山より 靑 く、 ー谿は ー谿 より 幽な る、 重層の 法を なす 所、 文辭 意匠の 妙、 崇高 雄大の 信念と 相 
待ちて、 實に 天下 聖典の 奇觀を 極む。 

.六、 本 經の內 容槪說 一 序 品怫陀 、王舍 城の 靈鷲 山に ありて、 諸大 菩薩 •羅漢 衆. 天 龍 八 部 •神仙 •諸大 
國 王. 淨信善 男女の 禮敬を 受け、 哺時 に禪定 より 起ちて、 金 光明の 妙法 •最 勝の 諸經王 を宣說 し、 又た 吉祥 _悔 
の要法を演べて諸の罪業を淨除せんとす。四方の叫怫來りて證明加護す。怫陀また本經の威カを說き、護世四天 
王、 大辯才 天女 等、 天神地祇の 衞護 あるべき を敎 ふ。 

ニ 如 來壽量 品、 妙幢 菩薩、 怫陀が 不殺施 食の 福德に 依り、 其の 他の 獻身 慈惠 の 果報の 爲 めに、 壽命長 遠なる 
べきに、 短 促、 唯 だ 八十 年なる やを 疑 ふ、 怫陀 其の 念を 知り、 神 力を 以て 莊嚴の 妙 土を 現じ、 四方の 四怫 、光明 
を 放ちて 來り 臨み、 妙 幢に對 して 怫壽 の齊 限な きを 敎 へ、 頌を說 きて 海水 滴數を 知り、 高山 塵 量を 數 ふべ くも、 
怫壽 到底 測り 知るべからざる を說 き、 更に 妙幢が 何故に 釋尊が 短 促の 壽 命を 示現す る やとの 問に 對 して、 信解微 
薄、 善根 下劣の 衆生、 惡見邪 思の 外道の ための 故に 短 促の 壽を示 して、 難 遭 別離の 想を 生ぜし め、 之を 化導す る 
ことを 述ぶ 。時に 會中に 法師 授記 婆羅門 あり ⑺世尊 滅度の 近き を哀 泣して 怫舍 利を 得ん ことを 請 ふ、 一切衆生 喜 
見 童子 之を 聞き、 天地 轉覆 する も 怫の遺 身 得べ からざる を說 きて 巧妙の 頌を歌 ふ。 怫陀 終に 妙幢北 ハ 他の 爲に 三種 
の 十 法 及び 十如來 希有 行を 說述 して、 重重に 涅槃の 深 義を說 く。 文 義廣大 、精細に 硏尋 すべし。 

三 三 身品怫 陀 虛空藏 菩薩の 請に 應 じ、 法應 化の 一二 身を 詳說 す。 蓋し 前 品 菩提. 涅槃の ニ 娘を 說き 如来 常住 


法身 寂 靜の玄 旨を 說 くと 雖 も、 菩提 智果 の大周 に 至りて は 未だ 之を 說く こと 明なら す。 卽ち 本章 ある 所以な り。 
此品 あり 如来の 大悲 方便 利樂 有情の 本懷 方め て顯は る。 

四、  夢見 鐵悔 品妙幢 菩薩 夢中に 一人 大金 鼓を 打ちて 妙 響 十 方に 至りて 鐵悔の 法を 說 くを 見、 佛前に 至りて 之 
を說 く。 自己 罪業の 吿白發 露の 至 痛 至 切に して、 悔過 _ 罪 最も 殷 重を 極む。 

五、  滅業障 品 前 品の 悔 過と 關 連し、 正しく 懺悔の 要 法を 說く 。中に 事理の 兩懺 あり、 事懺は 書： 夜 六 時 十 方 諸 
怫に至 心 禮敬 して 誠實に 造 罪を 懺悔し、 理懺は 一切 諸 法の 皆 空なる を觀 じ、 生滅 因緣の 不可 說な るを 了知す る 
時、 所有 業 障 悉く 除滅 する をい ふ。 次で 大乗 菩薩の 通 法た る隨喜 •勸請 •廻向を 明せ り、 禮怫 •懺悔と 合せ 之を 
大乗の 五 悔とい ふ。 

六、  淨地 陀羅尼 品 前 来の ニ 品は 地 前 凡夫 ニ 乘の淺 行を 明かし、 今 品は 菩薩 十 地の 深 行を 示す。 大體十 波羅蜜 
に 依りて 十 地の 行を 說き 、次で 十 障の 斷除を 細釋 す。 

七、  蓮_喩 品 金 龍王 常に 蓮華 喩を 以て 諸怫を 讚ず るを 明かし、 怫 身の 徴妙 嚴淨を 讚 歎す。 是 一面には 怫果讚 
美と 共に 他面に. は 此咏 歎の 勝 善ょ く 懺悔の 大法を 聞く を 得る を 示す。 卽ち 昔日の 金 龍王は 會 上の 妙幢 にして、 怫 
身の 美ょり 入れる 信念、 詩に 現は れレ 宗敎 味は 遂に 彼岸に 達すべき 勝 善なる を 示す。 本經 中味 甚だ 深し。 

八、  金 勝 陀羅尼 品 滅罪除 障淨地 修行の 助 業と して 持咒禮 敬の 法を 說 く。 蓋し 表徴と 祕密と は宗敎 信念に 於て 
必 らず 附隨 すべき ものな り。 
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本經の大觀略ぼ斯の如し。北ハの哲學方面は、實に法華.涅繫、究竞圓頓の大宗を說く。道德カ面は、般若の妙磬 
を极柢 とし、 方 等諸經 修行の 精 要を 敎ふ 。最後に 其の 空 性と、 依空滿 願の ニ 品を 說く ^- 以は實に_止ハぐ3修の基 
礎に して、 平等 Q 行、 斷 常の ニ邊を 離れし む。 大乘 Q 修行、 此 Q 空 法 ありて 始めて 完し 。蓋し 顏 •首 愣嚴 •勝 


十四、 如意 寶珠品 四方 電王離 怖の呢 、觀音 •執 金剛 •梵天 •帝釋 等の 諸咒 を擧げ 、其 威力を 說 く。 

十五、 大辯才 天女 品 天女が 本 經讀誦 講說の 行者に 對 し、 聰 慧を增 長し、 聰明 大智 •博綜 の 奇才 •自在 辯才を 
與 ふるを 說き 。また 咒藥洗 浴の 法を 明し、 以て 病疫鬪 諍蠱毒 等の 障 難を 除 減す。 品 末に 讚 文 あり、 天女の 威德功 
力を 讚ず。 

十六、 大 吉祥天 女 品 前 品辯才 天が 主として 智慧 辯 才を賦 輿す るに 對 し、 本 品の 女神は 飲食 •衣服 •臥 具* 醫 
藥其 他の 資財を 本大 奉持の 行者に 授 て乏少 する 所な く、 五穀 百果 をして 滋榮 せしめ、 所有 苗 稼 悉く 長 育す るを 得 
しむ。 謂 ふに 怫 道の 修行、 本 經の傳 持 流通に 就て は、 福智の 二者 具備せ ざれば 功を 收 むる こと 難し。 前 品 主と し 
て 智慧 才藝の 冥 助を 述べ、 今 品と 次 品とは 專ら福 德富榮 の 天祐を 示す。 

十七、 大 吉祥天 女增上 財物 品 吉祥天 女、 常に 毘 沙門 居城の 庭苑 中に、 七寶所 成の 宮殿を 構へ て、 之に 住む。 
若し 人諸怫 の名號 及び 本經 の名號 を稱揚 して、 天女を 供養 請 召せば、 財 穀を增 長せ しめ、 希求の 諸 願 皆 成就 せん。 

十八、 堅牢 地 神品 本經 奉持 者に 對 する 地 神の 守護 利益を 說 く。 神 呪數篇 あり。 

十九、 僧 愼爾耶 大將品 僧 愼爾耶 は 夜叉 鬼神の 統領な り。 二十 八 部の 夜叉 諸 神と 共に、 本經 奉持 者を 擁護 救攝 
し、 一切の 災橫厄 難な からしめ、 福德 智慧を 授 く、 •神 呪 及び 壇 法 あり。 

二十、 正 法 正論 品 世 尊 堅牢 地 神の 請に 應 じ、 王法 正論 治國の 要を 演說 し、 國憲國 法の 厳正、 造 惡遮正 の 大本 
ょりして、 自利 利他、 偏黨 なく、 正 法を 以て 民衆を 統御し、 純 善 億兆に 臨み、 正 法 法寶を 尊重すべき 王道を 說 
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九、 重顯空 性品大 乘諸經 の眞髓 一空 字に あり、 前來 懺悔 淨地 等の 諸 品 中に 於て、 其の 根柢 空に あるを 說かざ 
るに あらず。 而も 行に 專な るの 極、 有に 滯り 事に 執して 我 法 ニ 執 除き 難き を 恐れて、 重ねて 此 品を 說 き、 四大五 
蘊 體性惧 に 空に して、 六 根 六 境妄に 繫縳を 生ずる を 了 達せし む。 

十、 依 空 滿願品 前 品の 空を 明かす や、 唯 所觀の 境と して、 空 果を說 けり、 今 ニ 空 修行の 空 因を 示し 如意 寶光 
耀 天女を 拉し來 りて、 菩提の 正 行は 平等の 行なり、 是れ 生滅 相を 離れ、 有無 ニ邊に 著せず、 一 異の ニ數に 墮せ 
ず、 法界 卽ち五 蘊と觀 じ、 終始 寂靜 、本來 自ら 空なる 上に、 萬 善を 修め、 萬德を 行ず るを 云 ふ。 末 段 天女と 大梵 
天 王との 問答の 間、 天女の 轉成 男子の 一場 あり。 諸 法の 平等 •眞 如の 不異を 論じ 得て 甚だ 痛快を 極む。 理路 窮ま 
る 所 ー點の 紅を 添へ て、 間 曲 情趣 饒き 、また 本經 の文藝 に 於け る餘 技の 生動を 見るべし。 

十一、 四天王 觀察人 天 品 四天王 人 天を 觀 察し、 正 法の 修行 卽ち 本經 奉持の 國王 及び 人民 僧俗 等 あるときは、 
二十 八 部の 神將を 率ゐて 之を 護衛し、 恭敬 尊重を 受けし め、 安 隱豐樂 にして、 諸の 災 患を 離れし むべき を說 く。 

十二、 四天王 護國品 特に 四大天 王の 正 法 護持を カ說 し、 本經傳 持の 國 王を 守護して、 其國 民福 段 安を 得しむ 
.るを 述 ぶ。 本經の 流通 奉持を 勸說 する 甚だ 至れり。 四大天 王の 咒出 づ。 

十三、 無染著 陀羅尼 品 陀羅尼は 方 處非 方處 •法 非 法 三世 •事緣 •生滅を 超絕 せる を 本義と し、 菩薩 利益の ため 
に假に その 功 用 正道 勢力を 安立す るを 說く 。之を 大乗の 信 解と なし、 尊重と なす。 此品の 重要は、 前項 旣に 一言 
を 費せ り、 また 贅せず 。 


た 僧を して 大乘經 典を 請 誦し 怫 名を 聞かしめ て 解脫の 結緣 をな し、 財 法の ニ 施を 行 ひ、 十 千の 魚 此勝緣 に 依り、 
死後 生 天の 因 緣を說 き、 當 時の 流水は 卽ち釋 尊に して、 其 父は 妙幢 、其 ニ 字は 銀幢 、銀 光の 兩 子、 十 千の 天子は 
方の 池 魚の 後 身なりと 結ぶ。 

二十 六、 捨身 品怫陀 往昔 大車 王の 愛子 摩訶 薩埵 王子と して 生れ、 大慈大悲、 餓 虎の 為に 一身を 犠牲と して 菩 
薩の離 行を 修せ るを 說く 。此說 話は 六 度集經 •修行 本起經 •菩薩 本行經 •賢愚 經 等に 出で、 又寶積 諸經に 散見す 
る も、'  本經 最も 詳密を 極め、 且つ 文辭 光彩に 富む。 後代 印度 論：！： の 諸 著 亦 之を 援引し、 法顯玄 奘 の遊竺 旅行記 其 
靈 跡を 記し、 中世 怫敎 徒の 最も 感激せ る說 話の 一な り。 現に 國 寶法隆 寺の 玉蟲 厨子 また 此畫圖 あり。 

ニ十七、卜方菩薩讚歎品十方來集の諸菩薩妙偈を以て怫陀を讚ず。 

二十 八、 妙幢 菩薩 讚 歎 品 妙幢續 きて 麗辭を 以て 如来の 德 相を 讚ず。 

二十 九、 菩提樹 神 讚 歎 品 來會の 菩提樹 神 また 伽陀を 以て 如來を 讚美す。 

三十、 大辯才 天女 讚 歎 品 最後に 大辯才 天女の 讚 歎 あり、 修辭 詩歌の 女神と して 必らず 此 一事な かるべからず。 

三十 一、 付 囑品世 尊旣に 大法を 說き 了り て、 無量の 菩薩 一切の 人 天に 對 して、 懇に 此經寶 を付囑 し、 其廣宣 
流布、 久住 長留を 命じ、 凡聖 悉く 身命を 惜まず 怫勑 に從 ふべき を 誓 ひ、 妙 偈を說 きて 讚 歎し、 天帝 釋等 また 伽陀 
を 結びて 擁護を 約し、 魔王 魔 子 すら 降伏 信 敬を 表して、 經寶 奉持を 妨げざる べきを 盟ひ 、一切 來會の 大衆の 歡喜 
信受を 以て、 本 經を終 ふ。 
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き。其非法惡政を行ひ、正法を遵奉する能はざる國君の被るべき災橫沤難、國家の喪亂滅亡を痛言する剴切深酷 
を 極む。 心地 觀經 報恩 品 及び 薩遮尼 乾子經 等と 對 比して 王道の 至訓 、眞 に範を 千載に 垂る 。この 王道を 行 ひ 正 法 
に 依り、 一切の 民衆を して 十 善を 行ぜ しむる、 君主の 享 くべき 國土の 昌平 豐樂 、諸 天 善 神の 尊重 守護に 至りて 
は、 惡政亡 國の痛 誠と 反映し、 本 品 特に 力を 極めて 之を 述べたり。 

二十 一、 善 生 王 品 前の 王法 正論の 實例 として、 世， 尊 往昔 善 生 轉輪聖 王と して、 惠施 •仁愛 •正 法を 以て 民を 治 
め、 特に 金 光明 最 勝の 寶 典を 聽受 護持して、 其說法 者を 尊敬す るの 因緣を 擧 ぐ。 

二十 ニ、 諸 天藥叉 護持 品 普く 天界の 諸 神 夜叉 鬼神の 名を 列擧 し、 此等が 本經 奉持 者を 擁護す るを 說き 、特に 
國 土の 安寧. 國賊 怨敵. の 退散を 明かす。 

二十 三、 授 記品怫 陀 、妙幢 菩薩 及び 其兩 子銀幢 、銀 光に 當來 成怫の 記， 别を授 くると 共に、 來會 せる 最勝 光明 
已下十 千の 天子の 爲に 未來大 菩提の 妙果を 獲得すべき 證 明を與 ふ。 

二十 四、 除 病 品 今 品 後 品と 共に 前 品に 當 來得怫 の授 記を 得た る、 妙幢 父子 及び 十 千の 天子、 往昔の 淨 因を 述 
ぶ。 此 品先づ 流水 長者 子、 其 父 持 水ょり して 醫 術の 奥妙を 學び 、疾疫 に 惱 める 無量の 衆生を 救療 して、 大力 醫王 
の名稱 遠近に 遍 きを 說 く。 持 水 長者 其の 愛子の 爲に 古仙療 病の 祕 法を 授 くる 所、 印度 古 醫學の 大要を 擧げ 、古醫 
學史資料として賴る珍となすに足る。 

二十 五、 長者 子 流水 品 流水 長者 子 救療濟 生の 後、 更に 池 水の 涸渴 の爲に 死に 瀕せる 十 千の 魚の 命を 救 ひ、 ま 


四天王の呀を說いた詳密のも.のは此經の外に何處にある。辯才天の捉法供養を敎へたる此經已外には殆ど求むべ 
きものは あるまい。 堅牢 地 神 や 散 脂 大將の 呪 法は 勿論、 大 吉祥天の 供養 法は 此經が 實 に本據 であると いふて よ 
い。 加 之、 印度の 修法 家が 神秘と する 三十 ニ味の 香 藥法も 此經に 明示す る 外、 他に 求める 事は 出来ない 0 
此經 の秘經 としての 價値 は、 これ 丈で 充分で あらぅ。 飛鳥より 平安の 王朝に 於て は 此經は 實に 鎭護國 家の 隨ー 
の 聖典と して 金 光明 護國 寺の 建立、 諸國 に甍を 列べ、 宮中 初め 諸 寺に 於け る 御 齋會、 最勝會 、吉祥 懺など 盛に 出 
經を國 家 平安、 萬民豐 樂の寶 典と して 崇奉 至らざる なきの 盛大を 極めた。 而 して 是實に 顯敎の 理論 敎義の 硏究尚 
題 若く は觀心 修行 Qsstis する Q ではなく、 全く 神秘 sf  SQ 冥 fl 麗 する 囊的 
の 態度に 外ならぬので ある。 卽ち此 經は學 者が 之を 顯敎に 屬 したに も 關らず 、其國 家と 民衆と に 感 勢を 與 へた 點 
は、 その 四大天 王、 辨才 天、 吉祥天 等の 密敎 的崇拜 にあった と 云 ふて よい。 高野山に 於て、 ある 時代から 弘法 大 
師眞筆 Q 金 光明〗 管 以て 講經 として 十囘 十講 Q 論 場を 開 s た AJ と Q あった AJ とな ど 史的に 雲す ると 實に津 々と 
して 止むべからざる 趣味が ある。 

此經は 古來學 者が 之を 方 等 部に 攝屬 して あるが、 實 際の 研究の 結展は 殆ど 法 華と 同一の 內容と 表出と をぎ ノ、 
驚 史的に 考察す ると 恐く は義 を紛 本と して 其 精 要を 發 揮した も Q では あるまい かとまで も 霊を 下される、 
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法 華や 楞伽は 言 ふに 及ばす、 叢書 的 大聖 典の 寶積で も大 集で も、 苟 くも 大乘聖 典で ある 已上は 多少と も 秘密 怫 
敎の 色彩を 帶びぬ ものは 甚だ 少い 。どの 經文で も 陀羅尼の ない 經文は 殆どな く、 假令密 呪は なくと も 百 千の 總持 
を 得る とか、 陀羅尼 門に 達する とか 說いて あり。 佛陀の 外に 守護神の 上場せ ぬ 聖典は 先づ ない とい ふて ょから 
ぅ、 華厳には 密呪は 一首 もない。 然し 菩薩が 總 持を 得る ことは 各 品 到る 處に說 かれ、 特に、 守 夜 神 内聲 0: 3告 
や 地 神 prthivI-deva Bi が 重要なる 說法 者と して 多數に 出て 來 る。 

金 光明 經も 大乘 聖典の 隨 一として 此例に 漏れず、 其經 中には 秘密怫 敎の 色彩が 極めて 鮮かだ 。否、 此經は 金剛 
頂經や 大日 經の樣 な 大部な 組織的の 秘密 大經と 架を 同ぅ せず、 また 隨求や 孔雀 王の 如き 所謂 雜密諸 小 部と 類を 異 
にして、 學者 は單に 之を 顯敎の 方 等 部に 收 めて 居る が、 少しく 此經の 內容に 觸れて 見る と 其 密教 的 部分は 頗る 濃 
厚に して、 且つ 深遠なる もの 存 し、 之を 雜密諸 小 部に 比する に、 之を 純然たる 秘密 經 として 見做して 毫も 遜色な 
きのみなら ず、 寧ろ 遙に小 部の密 經に 勝る ものが ある。 

大乘 諸經の 中、 胎藏の 四 怫を 明かに 證 誠の 主 尊と して 擧げて ある 經は 外に 何で あるか。 何れの 修法に も 重要な 


國の 二王 十羅刹 鬼子 母 Q 呢で 都合 五 首の 呢が あつて、 此 等は 何れも 短 ひもので あるが 本經 では、 秘經的 部分に 屬 
する 八 品で 通計 二十 三 首の 陀羅尼が 說 かれ 其 中には 相當に 長い もの も ある。 

更に 此經の 基礎的 理論 方面に 於ても 菩薩の 深 行を 明す、 淨地 陀羅尼 品に 於て 初 地ょり 十 地に 至る 十 首の 密 呪を 
說 き、 滅罪除 障淨地 修行の 助 行と して 金 勝 陀羅尼 品を 說 き、 胎藏 四怫を 主として 十 方怫諸 菩； g の 名 號を禮 敬し、 
一首の 呪が 說 かれて ある。 而 して 亦 道德實 行の 模範と して、 放 生 救 生を 敎 ゆる 流水 長者 品には 十二 緣 起の 陀羅尼 
を說 いて あるから、 全體に 於て 實に 三十 五 首の 大小の 神 呪が 本經に 存在す る。 此豐 富の 陀羅尼 丈で も 此經は 純粹 
の秘經 として、 實に 立派な ものと いふて ょい。 況んや 東方 阿 閑、 南方 寶 生、 西方 无量壽 、北方 天 鼓 音の 胎藏 四怫 
を證 明と して、 釋迦が 中央 法身の 毘 廬遮那 身の 意氣で 說いた 大乘經 典は 他に 餘り 多くは ない。 本經を 秘經と 仰ぐ 
べき 價 値は 旣に 十分で あらぅ。 

三 

金 光明 經は 今梵 本を 存し® 無 讖と合 部 本と 義淨 との 三種の 漢譯が ある。 梵本は 著く 古譯と 合し、 合 部 本は 品目 

稍 增 し、 義淨の 新譯は 最も 發 達した 形を 持つ。 而 して 義淨の 此全體 の 外形の 發 達は、 また 内容の 秘經的 方面に 於 

て も 他に 比して、 吮文に 於ても 讃歌に 於ても 最も 進歩し、 且つ 豐富 である。 是 蓋し 時代の 要求が 此經 の密敎 的の 

色彩を して、 益 濃厚に したので あらぅ。 今梵 本と ニ譯 との 比較 表を 左に 出す。 敎理的 部分に 於て 著く 震して 居 
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品 目 

內容 

呪數 

第 十二 四天王 

多 

聞 護 

身 

1 

護國品 

同 

葚青 

召 

1 

如 

意 摩 

尼 

1 

現 

肩 

1 

第 十三 無染着 
陀羅尼 

無染着 陀羅尼 

1 

第 十四 如意 寶 

遮 

雷電 

呪 

4 

珠品 

執 

金 

剛 

1 

梵 

天 

1 

帝 

釋 

1 

四 

王 

1 

諸 

龍 

王 

1 

第 十五 大辯才 

香 

藥 

咒 

1 

入艾 ロロ 

洗 

浴 

咒 

1 

護 

身 

1 

本 

咒 

1 

第 十六 大吉 祥 

5 生 

召 

1 

天女 品 

B 円 

第 十八 堅 宇地 

請 

召 

1 

神品 

現 

身 

1 

護 

身 

1 

第 十九 僧愼爾 

本 

% 

1 

耶藥叉 大將品 

丄 

純 密經と L ての 金 光明 經 七三 〇 
二三の 點 を擧げ ると 

一 壽量品 の 常 在 霊山の 思想と 本經 壽量品 の 『我 常住 霊山、 常 說此經 法、 成就 衆生 故、 示現 般 涅槃 J 『怫 不般涅 槃 、正 法 
亦 不滅、 爲利衆 生 故、 示現 有 滅度』 の 思想との 符合 
ニ 法 華の 寶塔品 の 寶塔溥 出と 此經 捨身 品の 寶塔 湧出との 脚色の 一致 
三 法 華 提婆品 の 誇 リとする龍女成男と、本經依空滿願品の天女轉丈夫の同エ、 

であるが、 第 四に 法 華に 陀羅尼 品の 一品が あって 秘經 的の 燦爛たる 色彩を 見せて 居る に對 し、 此經 では 義淨の 
新譯に 依る と此 一品が 第 十一 品 已下八 品の 廣說 となっ て說 かれて ある。 法 華では 藥王 、勇 施の ニ 菩薩、 毘 沙門 持 


度の 古聖 河 サラ スワ テ ー Sarasvatl の 神格化せられ たもので、 此聖 河は 婆羅門 敎 徒の 稱 する 聖浴處 h ^- d- p 中に 
於ても 最新 聖なる もの X 一つと せられて ある。 怫敎で 外道と 呼ぶ 字の 原の 意味には 聖浴 をな す 徒 苦行の 定 H Irt- 
D- aka とい ふのを 見ても、 古代 吠 陀を 信ずる 婆羅門の 徒が どの位 聖 浴を 修行 中の 重要の ものと したの が 判らぅ。 

サラ スワ テ ー聖浴處の譚は大史詩摩訊婆羅多の中に頗る多ぐ散見するが、有名なのはシヤルヤ品の第三卜七章 
以下に 記す る、 仙人 ナイ、、、 シヤ Q 話の 如き 其 一で ある。 此譚に 依る と、 此聖 河の 洗 浴は 修行の 最上の ものと され 
て 居る。 此聖 河が 波 羅門殺 しの 大蠢 さへ も 洗 除す る最 神聖の 力を 有し、 諸 神の 王 インドラ さへ 之を 敬 禮し 、ア 

トリ や ワラ デ、 ワの 如き 大仙 も此聖 河で 大力を 得、 カル チケヤ 天 大將軍 も此聖 河の 洗 浴で 彼が. 如き 大威神 力を 具足 
する に 至つ たこと が、 筆を 極めて 書いて ある。 

吾々 は玆で 密教の 包容力の 偉大を 思 ひ、 同時に 吾が 金 光明 經の洗 浴 方法は 著く、 聖河洗 浴尙 今でも 盛に 行は れ 
つ X ある 彼の テイ ルタの 影響が 一方ならず 影響して 居る ことを 見逃す ことは 出来ぬ。 

五 

辯 財 天女の 讃 嘆は 義淨の 新譯に 於て 著く 新しき 材料を 取り入れて ある。 其 中 左の 讃偈 は獨 り淨譯 に存し 最も 券 
色を 有する ものである。 

純密經 としての 金 光明 經 七三 三 


純密經 としての 金 光明 經 4 三 一一 
る ことは 一見して 直ぐ 判る。 

義淨 譯十卷 本が 其 品數に 於ても、 最も 發 達して 居る ことは、 右の 表の 通りで あるが、 秘經 的窗分 の 著して 發達 
に 就きて は 次の 二三の 例を 示して 置かぅ。 

古譯 には 缺 けて 居る が、 合 部で 其 大要が 說 かれ、 義淨の 新譯に 於て 塞 i 傳 f れた のは、 大辯 才女 供養の 
洗 浴に 關 する 壇場 作法で 左の 如く 說いて ある。 

(編輯 者 日く、 此の所 一一 揭 ぐべ 吾 表 U、 前揭 論文 「金 光明 最 1 經解 s のと ILL つ會 は 略す) 

1 爸 如法 洗 浴 時應作 壇場 方八财 可 於 寂 却 安隱處 。念 所 求 事 不離 心 應塗半 黃作其 壇 於 上 普 散 諸 花 ^ 设以淨 潔 金銀 
器 盛 美味 幷乳蜜 於 彼 壇場 四 門 處四人 守護 法 如 常 令 四 童子 好嚴身 各 於 一角 持 瓶 水 於此常 燒安息 香 五？ 藥聞 
不絕幡 謹 墨繪綵 《女在檀揚 之 四 邊復於 場内 震 鏡 利刀 兼 箭各四 枚 於 壇 中心 埋大盆 蛋漏板 安 其 上 用 前 香 
末以和 湯亦復 安在 於 壇內旣 作如斯 布置 已然 後誦呪 結 其 壇 
と、 是は實 に 純囊式 Q 霞 法で—。 否純密 の經 典で も此位 精細な のは 少 い。 此莊嚴 の 壇內に 人り て 洗 浴す 

るので ある。 

何故に 辯 財 天女 品が 特に 洗 浴の 法を 重ず るので あるか、 これには 少く理 出がなくて はならぬ。 一 體辯財 天は 印 


19 普 見 世間 差別 類 
20 若 於戰陣 恐怖 處 
21 或 被 王法 所 枷 縛 
22 於 善 惡人皆 擁護 


乃至 欲界 諸天宮 
或 見墮在 火坑中 
或 爲怨誰 行 殺害 
慈悲 愍念常 現前 


唯 有 天女 獨稱尊 
河 津險難 賊盜時 
若能專 注 心 不移 
是 故我以 至誠 心 


不見 有情 能 勝者 
悉能令 彼 除怖畏 
決定 解脫諸 憂苦 
稽首 歸依大 天女 


此讃頌 は經 文に も 「世 諦の 法に 依りて 讃ず」 と ある 通り 世間 流布の 文書から 材料を 取りて 讃 嘆した ことを 明言 
して 居る から、 古代の 婆羅門の 典籍に 依った ことに 相違ない が、 之は 正しく 大 史詩 摩 訶婆羅 多の 姉妹編で ある。 
ハリヷンシャの第ニ昆紐天品第三章(異本五十八章、ダット氏英譯ニ五ー頁)の毘紐天后の讃嘆文をそのまゝに 
應用したのである >0 義淨の譯は時に意義の明了を期する爲に意譯に流れて居るが、大體は次に譯して褐げたハリ 
ヷ ンシャ の 文を 比較す ると 明 了に 其 根元が 判明す る。 

大體ハ リヴ ンシャ の 此讃嘆 文は 全體が 三十 四 頌 ありて、 義淨の 譯に 比する と餘程 長い、 辨財天 品では あまり 怫 
敎と緣 の 遠 ひ 寧ろ 敎義に 反對 する 所は 之を 用ゐ なかった、 例せば、 十二 頌の 前半に 『爾は 酒と 肉と を 好む』 とい 
ふ讃が ある。 これは 婆羅門 文學 から 見て 重要の もの だが、 辯 財 天 品に 略して ある。 尙其他 ヮルミ キ 、ヮィ シャン 
パ ャナな どの 名の 出る 所、 吠 陀文學 に 專門 的の 名辭 、例せば アグ 一一 ホ トラな どの 事は 繁雜 に亘 るを 恐れて か 除い 
て ある。 

ハリヷ ンシャ の讃嘆 文は 其 原型を 摩 訶婆羅 多 第 四 ヰ ラタ 品の 五 王子 入城 章 第 六に 英雄 ユ ドヒステラが旅行して 
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敬禮 天女 那羅延 
吉祥 成就 心安 隱 
於 軍陣 處戰恒 勝 
好 醜 容儀 皆 具有 
或在 ||! 巖深嶮處 
假使 山林 野人 輩 
師子 虎狼 恒圍繞 
或執三戟頭 [11 髻 
或 現 婆蘇大 天女 
權現牧 半 歡喜女 
大 婆羅門 四 明 法 
諸 天女 等 集會時 
於 諸 女中 最梵行 
面貌 猶如 盛滿月 
阿蘇 羅等諸 天 衆 
衆生 若 有 怖 求 事 
於 此十方 世界中 
於諸女中若 ||! 峰 


於世畀中得自在 
聰明 慚愧 有名 聞 
長 養 調伏 心 慈 忍. 
眼目 能 令 見者 怖 
或 居坎崛 及河邊 
亦 常 供養 於 天女 
牛 羊 雞等亦 相 依 
在 右恒持 日月 旗 
見 有 鬪戰心 常 怒 
與夫應 時 常 得 勝 
幻 化 呪 等忠皆 通 
如 大海 潮必來 應 
出 言猶如 世間 主 
具足 多 聞 作依處 
成 共 稱 讚 具 功德 
悉能令 彼 速 得 成 
如 大燈明 常 普 照 
同 昔 仙人 久住世 


我 今 讚嘆 彼 尊者 
爲母能 生 於 世間 
現 爲闇羅 之 長 姉 
無量 勝： 仃超 世間 
或 在 大樹 請 叢林 
以 孔雀 羽 作幡旗 
振大鈐 鐸 出音聲 
黑月 九日 十一 日 
觀察 一 切 有情 中 
能久 安住— 世間 
於 天 仙 中 得 自在 
於 諸 龍神 樂叉衆 
於 王 住處如 蓮華 
辯 才膊出 若 高峰 
乃至 千 眼 帝釋主 
亦令聰 辯 具 聞 持 
乃至 神 鬼 諸 禽獸 
如 少女 天 常離砍 


皆 如 往昔 仙人 說 
勇猛 常 行 大精進 
常 着靑色 野蠶衣 
歸信之 人 成攝受 
天女 多 依 此中住 
於 一功 時 常 護 世 
頻陀 山 衆 皆 聞 響 
於此 時中當 供養 
天女 最勝無 過 者 
亦 爲和忍 及暴惡 
能 爲 種子 及 大地 
成 爲上首 能 調伏 
若 在 河津喻 橋梁 
念 者 皆 與爲洲 渚 
以殷 重心 而觀察 
於 大地 中爲笫 一 
成 皆 遂彼所 求心 
實語猶 如大世 主 


爾は 種々 の 形相を 有す、 怖 長すべき 犬なる 眼を 有し、 爾の歸 信者の 保護者な り (五) 

ォ ー 大女 神ょ、 長るべき 諸 山の頂 峰に 住し 諸 河に も 洞窟に も 深 林に も 住して サパラ、 バルバラ、 ブリン ダ 等の 
諸蠻 族に 敬 禮せ られつ ゝ 、孔雀の 羽を 以て 造られた る幢 旗を 飜 して 遍く 世界を 通過し 玉 ふ、 (六— 七) 

雞、山羊"小羊、獅子、虎の群に圍繞せられ、盛に鈴を鳴らして、常に_虹 04" の山中に住し 31 ふ(八) 

三叉の 戟を 執り パッチ シヤ其 他の 武器を 手に す、 大 陽と 月は 爾の旗 なり、 爾は黑 月の 九日と 白 月の 十一 日な り 

雨は 婆羅大 天の 妹 ラ ー ジャ- !1 なり、 渾 ての 生類の 歸依處 なり、 一切 生類の 死と 最 勝の 終な り ( |〇) 
爾は牧牛者歡喜艺§( ^ の女と現はれ、諸神に勝利を與ふ(ーー前半3 

爾は ラクシュミ ー の 美しき 形相なる も 時に 鬼 族 ダナ ヮを 降伏 せんが 爲に 猛惡の 相を 現し 玉 ふ (一二 後半) 

雨は 吠 陀のサ ー ヰ トル 咒 也、 諸 咒の母 也、 處 女の 童貞、 婦人の 幸福、 犧 姓の 神 壇、 淨 行者の 布施、 耕 耘 者の 鋤 
梨、 一切 生類の 大地、 大海に 航 する 商 客の 成 効、 大洋の 寶岸 、夜叉 スラ サ 、諸 龍 女中の 最勝 女、 婆羅門の 知識 
に 貫通し 犬なる 美と 創始と を 有す、 光輝 ある 天體の 放光の 元、 諸 患 中の 昂宿 、宮廷と 要塞と に 於け る 繁榮の 
主、 諸 河と 滿 月の 大元 なり (一三 1 1 七) 

ォ 、女神は 爾は諸 神の 王 千 眼 帝 釋をも 魅す る 美を 有す (一八 前半) 

疑 もな く 雨は 難、 燃 ゆる 火炎、 雛 Q 蠢 、簾、 洞穴、 異國 、嘉 の 大義 者 f、 fi れ 、身を 枉 
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平 ラタの 城市に 入らん とするとき 自在 天妃ブ ルガ ー 天女に 捧げた 讃嘆 文と、 第 六、 ヰ シュマ 品の 薄 伽 梵歌章 第二 十 
三 第 四 節已下 十六 節に 至る、 アルジ d ナが戰 勝の 神助を 乞 ふために、、 ツル ガ ー 天女に 祈 禱 した 讃 文の 兩者に こって 
居る。 此兩讃 と ハ リヴ ンシヤ の 文と を 比較す る ことは 婆羅門 文學 史上 極めて 重要の こと だが 今且く 略す ことと 
し、 ハ リヴ ンシャ は 自在 天后の 讃を毘 紐天妃 に應用 し、 金 光明 經は 更に 之を 辯 財 天に 應 用した とい ふ、 文學 史的 
關係が 極めて 面白い。 

辨財 天と 此 等の 婆羅門 文 學の關 係の 出来る のは 寧ろ 當然で ある、 此等 諸讃の 中 摩 訶婆羅 多 第 六の アル ジュナ の 
讃歌に も 「爾、 、ツル ガ ー は 神秘の 呪莎訶 、薩陀 として、 力 g どして、 カシュ タ として、 辨財 天と して、 聖頌サ ー ビト 
リ として 歌は る-^」 と あるので も 判らぅ。 

左に ハ リヴ ンシ ャの讃 文を 譯 出して、 金 光明 經の 密敎的 傾向が 如何に 大に 且っ 廣 く、 其 綜合 包容 融 化の 大作 用 
の あるのを 證 して、 本 編を 終らぅ。 

三界の 女王なる 天后 那羅延 尼を 敬 禮し 奉り 古 仙 等の 歌 ひたる 讃頌を 誦せん (一〕 

ォ ー 女神ょ 爾は 救な り 智慧な り光榮 なり 慚愧 なり 學藝 なり、 渾 ての 世界の 進展と 希望と なり、 雨は 黎明と 夜と 

光と なり、 眠と 及び 死の 夜な り (ニ) 

ォ ー 女神ょ 爾は 勝利者 大 勝利者 (簡耶 と 毘闍 耶大 陽の 擬神 なり 胎藏曼 茶に 列 位す〕 滿 足、 營養 、寛容、 慈惠な 

り、 爾は靑 色の 絹 衣を 着し 燄摩 の. 長 姉な り (四) 
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(大正 九、 六、 祕鍵 第一 卷第ニ 11 ) 

- 

唐 代 譯傳の 大日 金剛 頂 諸經を 一瞥して、 その 雄大 莊嚴の 組織と、 深遠 幽玄の 敎義 とを 味 ひ、 漸次、 眼眸を 轉じ 
て、 宋代誦 出の 諸 秘經を 見る ものは、 誰と て 其復雜 怪奇の 發展に 一驚を 喫せざる ものは あるまい。 一度び は 整然 
として 綜合せられ 統一せられ た、 曼陀羅 海 會の諸 尊の 分科 的 別 尊の 發展 と共に、 その 教義に 於て は、 六大 無碍の 
思想が、 姪欲是 道、 恚痴 亦然の 極端に 走せ て、 理智冥 合の 深義 を、 那囉 那哩の 姪樂に 相卽 する、 一種の 過激 的 左 
道の弊害をさへ釀成し來った、歷史の變遷に嘆聲を發しっっ、夫の金剛ーニ||秘密經やぎ智ぞ既歡等を繙く人は、 
溯りて 此 等複雜 なる 教義の 源流に 掉 さし、 進みて は 浩擀 なる 瑜伽 聖典の 根本を 討究す る 必要を 感ぜずに は 居られ 
まい。 吾等の 秘密 佛敎の 研究には 玆に この 歷 史的の 考察の 極めて 重要なる を 認める。 特に 聖典 史的の 討究の 切實 
に 重要なる を 認める。 

完成した 唐 代密敎 も。 發 達の 極、 頹廢 怪奇に 陷ゐ った 宋代 密教 も、 その 源泉は 實に 簡單 素朴の ものであった。 
日本 密教の 根底を なした 深遠の 大日 經も 、後代 通俗的に なって、 現に 西藏 蒙古の 喇嘛教の 中心 信仰で ある 莊 
王經 も、 其繫 芽は 旣に 四阿 含の 中に 發 見さる X。 恰も 法 華や 般若の 妙有眞 空の 深理が 、立派に 阿 含 諸經に 含まる 
原始的 鉍密 聖典  七三 九 


純密經 としての 金 光明 經 七三 八 
械に縳 せらる ゝ 時の 救護 者な り (ニ 五— ニ 六) 

我が 心、 我が 思考の 力、 渾 てを 以て 雨に 歸 依す、 爾は 一切の 罪ょり 我を 救 ふて、 吾に 恩寵を 與へ 王へ、 (ニ 七) 
大體の 見當が つけば ょいと いふ 方針で、 漢 本との 比較 上 極めて 明 了の 所 だけ 譯し 、大部分を 略した。 詳密の 比 
較硏 究及梵 文の 釋義 などは 其內 、時機を 見て 再び 江湖の 敎に與 かる こと X する。 


剛瑜 伽の 上乗を 理解すべき 第一の 秘鑰 として 先づ この 原始的 根元 的の 考莶を 怠る ことは 出来ぬ。 吾々 は 技に 於て 
か、 今バ ーリ 聖典に 就きて、 この 秘 鏡の 一片を 提示して 見ょぅ。 

三 

パ ー リ 聖典、 特に 後代に 屬 する 聖典 中には 敎理 的に も 儀式 的に も 秘敎的 要素は 可成に 豐富で ある。 然し、 今は 
唯、 聖典 史の 資料を 提供す るに 止めて、 敎理 方面の 交渉は 他日に 讓る こと X する。 

聖典 史的に 見た 原始 密敎の 資料 も 決して 乏しく はない が、 但し 今は 其 最も 重要と 認むる もの 三 箇を擧 げたいと 
思 ふ、 一は 原始的の 呪 法を 說いた 律 藏及增 一 阿 含の 文と、 ニは 長 含 中の 大會經 、三は 同じ 阿 含に 屬 する 阿 吒那智 
經 である。 第一は 孔雀 經の 根本 資料を なす もので、 原始 密敎經 典の 資料と して 最も 貴重の ものである。 第二の 大 
會經は 四天王 及 其眷屬 夜叉 龍 鬼 等の 守護を 說い たもので、 是又 原始的 曼陀羅の 古 態を 傳ふ るに 足る。 第三の 阿托 
那智經 は 第二から 發 達した もので 特に 毘沙門天 王を 中心とし 四天王の 德 相と 其 眷屬 とを 描寫 して、 怫道 修行者の 
守護を 說 く。 此 等の 密敎 要素の 多い 聖典に、 古代から 南方 佛敎に 於ても、 特別に 之を 取扱って、 之に pla 若 
くは Parittam の 名を 與 へて 別して 尊敬す る。 パリ ッタは 梵語の Paritra で 擁護 豫防 等の 義が あるが、 漢澤で は 
「明 護」 と譯 して ある。 卽ち明 呪 擁護の 義で ある。 これは 古經 にも 本 生經も 出る 頗る 古い 名で あるが、 現今では 
此等 特殊の 經 典を 特に 經藏 から 抜萃して パリ ッタ 全集が (丁度 陀羅尼 集 經と云 ふた 工合に) が 出来て 居て、 盛に 
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るの 如く、 秘密 莊嚴 の爛 熳と眹 き 出た 大 曼陀羅の 花は、 業に 旣に增 一 や 長 含に 其 不可思議の 金剛の 種子を 萠 して 
おった。 吾々 はこの 點に關 して玆 に 原始的の 秘密 聖典と して 阿 含 諸經 につき その 原形を 撿 討したい と 思 ふ。 學壇 
是非の 批判 喧しき 大村西 崖 居士の 『密 敎發達 志』 も、 この 方面 にっきて は、 尙 研究の 餘 地を 存 して ある 樣に思 ふ 
から、 

ニ 

吾々 は 歐米多 數の怫 敎學 者、 若く は その 糟粕に 甘ず る 一部の 本邦 學 者を 學び て、 パ ー リ 聖典の 盲信 論者を 以て 
得々 たるので はない。 現在の 南傳パ ー リ三藏 が最純 最古 最眞の もので、 何事 も 之に 規準を 置かん とする ほど 御 芽 
度 ひ 考は 持っ 必要は 毛頭ない。 否、 寧ろ 之と 反對に 現存の 南 傳三藏 の 中には、 確に 漢譯 藏經の ある ものに 比し 
て、 遙かに 新しき もの あるを 證 明すべき 幾多の 材料を 有する。 夫の 有名な 那先比 丘經の 如き、 長 阿 含の 如き、 大 
體から 見る と、 漢 本の 方に その 古 態を 苻 する ことは、 爭ふ ベから ざる 事實 である。 

故に 絕待 無批判に 法 華や 無量 壽經 は、 パ ー リの增 一 や雜阿 含よりは 新しい ものである、 密敎 などは 無論 夫より 
は 更に 新しい などと いふ 議論は、 要するに 皮相の 獨斷 たるに 過ぎぬ。 但し 大體 上の 聖典 史的 發達 から 觀 察して 觀 
ると、 天台の 敎理 史的 發展觀 のよぅに 、内容の 點も 形式の 點 も、 怫敎 發展の 第一 階段と して 阿 含を 認む べき こと 
は 殆ど 議論の 餘地の ない こと だ。 換言せば 顯密禪 淨の諸 要素は、 悉く 素朴の 阿 含の 中に 包含され て 居る。 故に 金 


護 全集には 之が！ Chanda-Pritta の 名で 收 めら れて ある。 

漢本で は 之に 相當 する 類 文が、 諸 部の 律藏に 散見す る。 文相に 多少の 出入は あり 相違 も少 くないが 明かに 同一 
の 根元を 示して 居る 卽 ち、 

十 誦律卷 二十 六 (縮藏 張 ニ、 五 ニ 表〕 

僧 祇律卷 二十 (縱藏 列 九、 三 八 裏) 

四 分律卷 四十 ニ (縮 藏列五 七、 三 表) 

の 他に も檢 索したら 尙 ある こと、 信ずる。 

今此 等の 類 文を 詳細に 比較す る ことは 他日に 讓 り、 此實 例と して 最も 原始的と 考 へらる X パ ー リの 律文を 一瞥 
しょぅ。 

爾の眭。一比丘あリ蛇 |- 嚼まれて死しぬ。比丘衆、此事件か世尊 1- 白しぬ。 

c iii: 尊 日は く) 比丘 衆ょ その 比丘 U 碓 |- 四龍王族に釾して慈心か起さ、ざりしならん。若彼然か尨乜しならん |1 は、蛇 |- 嚙 
まれて死すること是あらざりしならん0四龍王族と 1^ 何ぞ。思樓博又 <| 13 ^ £ 9 ?1龍王族、警羅波多1^ ^ ^^龍王族、 
舍婆子 Chaby5putta 龍王 族、 黑瞿 曇、 Kanhasotamaka 龍王 族是な リ 。彼 比丘 U 實 |- 此等四龍王族 1- 對して慈心か起 
さ'ざりしならん。若彼しか打乜しならん> |- は蛇 |: 嚙まれて死乜ざリしや必ぜり。比丘衆ょ、四種龍王族 |- 對し慈心か起す 
II 由り て、 爾 等の 安全と 保護との 爲 1: 、 護身 ^ Atrapatita ^ 持す こと 許す。 

毘盧博文我慈念 » 羅畔拏常起窓 
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錫 蘭 や 緬甸で 祈禱の ために 使用され つ、 ある。 フランク フル テルの パ彳リ 文法は 練習 用の 付錄 として この 明 護 集 
全部を 出版して ある。 

實を云 ふと 所謂 原始 佛敎で は、 呪 法 占 星 その他の 秘密の 敎式 行儀に 對 して、 嚴重に 之を 禁正 して ある。 律の 中 
には 怫陀が 之を 彈訶 されて、 畜生の 智識 H iracchana-vijja, とまで 斥けられて ある (小品、 第三 十三、 ニ) 日本 
で 云へ ば 先 下劣の 猿智 劃 とで も 云 ふべき 所で あらぅ。 漢本四 分 律の 『世俗の 呪_を 涌 習す る ものは 波 逸提』 の 犯 
戒に なるとい ふ、 明 了の 法規 も學 人の 知る 所 だ。 然るに 其 律藏の 一方には パ リックの 持咒が 嚴 然として 說かれ て 
居る。 經中 にも 神明 擁護が 盛に 僧團の 信仰を 集めて 来る。 これは 人間 宗敎情 性の 中に 打消す ことの 出来ぬ。 秘密 
的 意議が 潜在して、 時に 應じて 不可 杭に 發 現す るを 示した に 過ぎぬ。 開發 進展した 大乘 怫敎 から 密敎 要素を 取り 
去る と、 頗る 落莫 萬條 たる 殺風景の ものと 化する 樣 子、 原始 形態の 阿 含 諸經に 於ても この 人性 本然の 要求、 本 具 
の性德 は、 牢 として 拔 くことの 出 來ぬ强 い 根底を 持って 居る。 

四 

第一に 擧 げんと する 資料は 南 本 毘那耶 小品 第五の 六 (刊本 小品、 一 〇 九 頁、 英譯 東方 聖書 大集 第二 十、 七 五 
頁) と、 之と 同文の 增ー阿 含の 四 法 品 第 七 Patta-Kamma-vagga 第 六十 七經の それで ある。 本 生經大 集の 第二 
百 三番に も 之を 探りて 本 生！ 一の 形式に して ある (刊本 第二 卷 、一四 四 頁、 英譯 第二 卷 一〇〇 頁已 下)。 後代の 明 


明 了な 一つは 龍王 Q 列 名の 變 化で—、。 ハ 1 リ 原形の 四 龍王 (多分 四方 冒に 象つ た) が 八 龍王と 增 し、 遂に 飞 

雀 王經の 四十 餘に增 した 跡が 左の 表で 分る。 

4 4 8 3 8 8 0 

4 

文 律 律 律* 含經經 
律 隹 王 ^ 

彳 德誦分 u Lt Ll 

ハ ft 十 S 漢 $ 綱 

此最中も面白いのは星點を付した漢本の雜含卷九の文である。(辰ニ、五十)之はパーリ雜含の卷四部第ー分 
六十 九の Upasena  sut p と、 前に 擧げて パ ー リ 律文の 蛇 咬說 呪と を 合一して 出來 たもの だ、 卽ちパ ー リでな I 

パ セイ ナ 

波先那 とい ふ 比丘が 蛇に 誓れ 死 せんとす る I、 舍 利子の 慰藉を 受け、 同 尊者から. 六 根 六識の 我我 所な— 聽 
聞して 得果 した 事_ いて ある。 漢本は 之に 前 Q 律文の ■を 加へ て ある。 而 して 其 上に 御 丁寧に 『器 審』 
まで 說い てあつて 優 奴 先先が この 偈と 露と を 知らな かつた 爲に 、不幸に 陷 つたと 說 いて ある。 その 『呢雲 
句』 は 左の 通の 陀羅尼で ある。 

,場耽婆隸耽婆隸耽陸波5維耽陸捺褅肅捺滿积跋滿文那谛三摩移擅識尼羅积施婆羅拘間旨 ^ 
塢 娛隸悉 彼訶 

この 陀羅尼に 就きての 討究は 今 略す るが、 兎に角 立派な 秘密 聖典で ある。 この 經は宋 代に 單本 として 施 護が 
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我 慈 念 舍婆弗 多 黑喬荅 摩 我 慈 念 
無 足 衆生 我 慈 念 二足 衆生 亦 我 慈 
四 足 衆生 亦復念 多 足 衆生 我 慈 念 
二足 衆生 莫害我 二足 衆生 莫害我 
四 足 衆生 莫害我 多 足 衆生 莫害我 
常 令 一功 德 衆生 及餘 一切 合 生 額 
常 見 一切 養徵 祥勿覩 違 情 罪悪 事 

佛陀無邊、達磨無邊、僧伽無有邊、爬行類邊、蛇蠍、百足、蛛蜘、蜴、鼠は有邊、吾が擁護かな乜、我が守護かな乜、ー 
切 衆生 かして 退かしめ ょ。 我茲 11 七怫世 尊 か 敬禮 す。 

頌 文の 部分は 故ら に 不空譯 Q 孔雀 iQ 字面を 取っ た。 中に 全く 譯 文を 借用した 部分 も—。 讀者 はこれ 丈の 
律文を 見て 直に 濃厚な 密敎 的の 色彩を 感ぜずに 居られまい。 この 文が 卽ち 一面は 南傳の 本生經 となり、 他面には 
北傳 孔雀 王經の 骨子と なった。 密敎の 研究家には 寬空寬 朝已來 、仁 和 寺 諸 法將の 名を 擧げず とも 此 有名な 而も フ 
アミリアルな秘典に對して、別に本文比較などの贅事をなさずとも、直に其根原にっき默會せらる、こと" 1? ず 
る 0 

尤も 此 律文が 孔雀 王經の 原材 として 純粹密 經 となる までには、 幾多の 迂餘 曲折を 經て 勿論 耶柔や 阿闥婆 史詩な 
どの、 婆羅門 要素の 外的 影響 も 受け、 變化 增廣が 誦傳の 際に 至 はれた こと 丈は 一寸 記して ょから ぅ" この 痕跡の 


大會經 の 內容 は、 佛陀 迦蠢城 大 林に 住し f し 時、 i 居 天来り て偈 I き、 佛德慕 嘆す るに 初 まり、 十 
方の 諸 fK 神 善 神 Q 來集 を舒述 する。 大會經 q 名 ある 所以 だ。 世 尊は 此等證 の 天神 鬼將 の 名を、 蓮の 三十 三頌 
の 偈 文で 說 かれた、 馨漢 本は 此 部分—、 甚 I 明を 缺 いて 拙劣で— が、 法 天の 重譯單 本大三 摩惹經 (庚 
十、 八五已 下) は 文 極めて 簡なる も、 比較的に 要領を 得て 居る。 

怫陀ナ 法 宣說 の 爲 H 天神 龍 鬼 悉く 集り 來 り、 怫陀は 之に 大法を 受 持して、 勇 gj 決定 無畏 なる こ と 獅子の 如く 
ならん こと 裏へ 要、 次で 夜叉の 代表的 列 名が 始まる。 雪山、 蒙 山、 婆須密 、金 S、 等が 各數 千の 鬼 衆を 
領 して 謹す— 說き 、義 相を 擧げ る、 次で 東方の 持國天 王— として、 南西 北方の 神 f 擧げ 、更に f 
婆、 龍 族、 金翅 鳥、 阿修羅 諸 天 及び 幾多の 天女 梵天の 名を 擧げて ある。 

大會經 の 霜は 斯 Q 如 f Q だ、 是議 _ 羅最鬼 Q 大震 典 Q 靠大 三昧 裡2 雲 錐、 雄 

ナな 釋迦美 論でなくて 何で あらぅ。 大日 經で完 美に 展開した 鐘曼茶 を 嘆す る も ^ は、 先づ この 釋迦完 と 外 
金剛 雙の 原始 の i {陀 ■、高く 眼晴を 集めて 硏究 し來る 必要が ある c 
ナ舎 監 は 其' の L くして 第ー賓料が、秘密聖典の原型たるに對し、踪合大成された、雄大なパンテヲンの泵本 
である 力一^ 時 H こ Q 大會經 Q 偈文 が、 原義 典に 及已た 影響は 頗る 大きな もので あつた 吾々 は繁冗 を 避く る 
為に、 たつた 一つ Q 實例 丈を 出し. て、 擧 一明 三 Q 賢明の 馨 Q 類推を 占は ぅ。 

原始的 越 密聖典  bgb 


.原始的 祕密 聖典  七 四 六 
f 隨勇 尊者 經』 の 名で 譯 して 居る、 大體は 古譯と 差異せ ぬが、 陀羅尼は 著しく 變 って、 殆ど 別物で ある。 玆處に 
も 一っ 面白い 秘密 聖典 史的の 發展が 暗示され る。 卽ち 陀羅尼の 變化 性と いふ こと だ。 

* パ ー リ 律文の 說 呪の 後に、 三寶 と七怫 との 敬 禮が說 いて あるが、 これは パ ー リ 聖典を 通した、 秘敎的 聖典の 根 
源で ある。 本生經 中の 孔雀 本 生" 卽 ち、 後代 明 護 集の Mora-parkta 其 他の 呪文は、 この 三 寶七怫 で出來 上りて 
居る、 密敎の 原始時代に これが 中心 本尊であった のは 言 ふまで もない。 『七 怫諸世 尊、 威光 滅諸 毒』 の 思想は、 
孔雀 王經を 主として、 原始 秘密 經 典の 中心 觀念で あった。 

五 

吾々 は 今 第二 材料に 遷る 、これは 諸 天 善 神 中心の 信仰で ある。 主觀的 行者の 觀心 として、 大 慈悲 Metta を 客 
觀的 本尊の 對象 として、 七 怫三寶 を 中心とした、 原始の 秘密 思想に 次ぎて、 怫法 擁護、 行者 守護の 爲に四 王 其 他 
諸 天 善 神の 信仰が 發展 する に 至った。 怫敎 の藝術 研究家は バルフ ート其他の古代彫刻に毘沙門心吉祥天等の像を 
見る が、 この 佛法 守護 諸 天 善 神の 崇拜 はずっ と 前の 經典で 證明 出来る。 それの 最も 完全に 發展 した ものが 卽ちパ 
1 リ長含 中の 大 會經、 Mah pl smaya-sutta である。 此の 經 文は 漢本長 含の 中に も # じ、 グラム ボォ ー リの 九經で 
の 公刊、 フランク フル テルの 文法の 付錄 、吾が 高 楠 敎授の 巴 利語講 本での 漢 本との 對校 等で、 相應 に學界 に 知ら 
れて 居る 經典で ある。 


は 一切 有 部に 近 ひ 上座 部 系の 誦傳で あって、 漢 本は 曇 無 德所傳 の ものであった からで ある。 蓋し 漢本長 含の 譯者 
は、 曇 無 律を _ した 佛 陀耶舍 であるから、 多分 曇 無德 部では 此 經を傳 へなかった ので あらぅ とい ふ 想像は っく。’ 
然し 有 部では 明かに 此經を 聖典と して 尊重して 居る。 有 部 律の 父に 持 誦すべき 經 文の 例と して、 多く 長 含に 屬す 
る經名 十八 種を 擧げて ある 中に、 明かに 摩訶 « 摩晉劎1\^ §; ?目13731<目1(大會經)と阿托耶吒劎> ^ 11ミー1<§1 
の兩 者が 見られる (律卷 二十 四、 張 四、 五八〕。 又 一切 有 部の 盛に 行 はれた 中央 亞細亞 に 近時 本 經の斷 斤が 出た。 
此 等の 事實に 徵 すると、 本經は 有 部 其 他の 上座 系には 盛に 用 ゐられ たものと 見へ る。 善 見 律の 中には 明に 病 者の 
爲め に、 本 經を讀 みて 祈禱 すべき ことが 規定して ある。 

若 國王及 聚落 大擅越 有 病 者、 遠 人 至 等、 請 比丘、 爲說 呪、 比丘 爲說 阿托 那吒。 

が 之は 今で 錫 蘭 や 緬甸で 信者の 家庭に 盛に 行 はれて、 秘密 修法の 一面を 示しっ ゝ ある。 この 重要な 本經 の內容 
は 槪說 すると 左の通りで あるが。 

讥尊一夜靈鷲山 |1 在し》と吾四天王其眷屬か引率して來詣し、四隅 |1 其座を占む、此等引率乜る鬼神等が佛陀 1- 對マる態 
度は、種々にして或は佛 ^ 禮するあリ、或 [1 默して禮か施こさゾるあリ、時に毘沙門天王世尊 |- 白さく、大カ及劣勢の鬼 
神等或は歸佛正信のものあリ、又頗る佛陀 |1 反戾する不逞の徒あリ、蓋し彼等が佛陀 |1 反抗マる所以は、世尊が-:戒を制 
L 玉 ひし に不滿なる 1- 由れリ、彼等不滿の惡鬼等、佛弟子が林間彍野人なさ所 |- 於て修行すると吾、常 1- 之か亂惱乜んと 
欲す、故 |: 僧俗男女は阿吒那胝の明護‘受持する必耍あリ是か以て今世尊の聽許な、得て、，の明護か說くを得んと、世尊 
默然として之^許し給ひしかば彼卽詩體^以て阿吒那胝經か說き初めゎ0其頌五十五偈めり0 
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パ ーリ 大會經 
Kumbhlro  Fajagahiko 
■vepIluas CQ n,  nl p vesanam 
Bhiyo  satasahasspm 
Yakk pl hnam  pp l-i yirppasati 


孔雀 王 經梵文 
Kumlblii  r p r also,  il pl ya. OQ I' he 

■vipulesmln  nion.sil r- a r-1- 
Bhuyali  sa r sphasrem 
Yaj  san pl m pprydl 3 psyA, t~*- e 


七 四 八 

不空譯 孔雀 王經中 
金毘羅 夜叉、 住 經王舍 城 
常 在 富 羅有大 軍 大力 
萬俱胝 夜叉 
而爲 其眷屬 


今一っ 前に 付加へ て 置きたい ことは、 漢本長 含の 大會經 は、 前略 說した 鬼神 夜叉 天女 等の 名を。 悉く 『咒』 と 
なした ことで ある。 密敎的 思想は、 玆に 濃厚を 加へ て 居る ことを 示して 居る。 

六 

吾々は第三の最後の材料に急がぅ。是卽ち長含の阿托那智 >' 2; ロ ^ ^^經である。この經はパーリ長含の第三 
十二に 收 めら れてあ るが、 漢 本には 全然 之を 缺 如して 居る。 但し 支那に 此 秘密 敎典 史上 極めて 重要なる 經典が 知 
られ ぬかと 云 ふのと、 實は 此經 は單 本と して ー度飜 譯 された ことがあつ た。 開 元 錄の第 九卷に 福 生 三藏が 阿脑那 
智 經ー卷 を龍朗 三年 (西 曆六六 三〕 に譯 した ことが 載せて あるが 今 惜哉傳 はって 居らぬ。 然し 此經の 後 身と も 云 
ふべき、 後代 密敎 のー秘 典が 最 有して 居る から、 漢譯で 其 俤は窺 ふこと が 出来る。 

何故 漢譯長 含に 此經が ないかと 云 ふと、 それは 恐らく 宗派 的の 誦傳關 係の 不同に 歸 しょぅ。 卽ち 現存の ノ ー リ 
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吾々 は已上 三箇の 重要な 材料で、 兎に角、 パ ー リに 於け る秘敎 傾向 及 其 萠芽を 見る ことを 得た。 密敎に 於け る 
稂本觀 念と して、 第一 資料から 大 慈悲と 大 恭敬、 卽ち、 大慈攝 取の 理觀 と禮 散諸怫 、供養 三 寶の敬 虔の 事相を 見 
た* 後世 複雜 極まる 敎相 事相の 源 衆は、 正に この 平 正にして 而も 簡明なる 大道に 之を 覚め 得る。 第二の 釋尊 中、，、 1 
の 諸 天 龍 鬼の 大會 は、 卽ち 後代 大晏 荼羅の 原本で、 特に 胎藏 系の 動かすべからざる 綜合 精神の 初歩を 認める。 第 
三は 事相 發展 、別 尊 開 出の 後代密 敎の 萠芽を なす もので、 別 尊 曼陀羅の 先を 爲す ものでぁる。 第一 資料を 孔雀 經 
其 他 原始的の 小 部雜密 の先驅 とすれば、 第二は 朧げ ながら 後代に 花を 開いた 大日 經ぁ たりの 綜合 大經の 紛本を 玆 
に窺ひ得るのでぁる。第三は卽ち、宋代密敎の曼球師利や焰曼德迦や摩訶迦羅や多羅や不空霜索などの別尊供養 
原始的 祕密 聖典  七 五一 


原始的 71 密聖典  七五〇 

1 七 佛 1H; 尊の ft 嘆 第 一 頌至第 六頌. 

2 持國天 王の 德相 及歸佛 第 七 頌至第 十五 頌 

3 增長天 王の 德相 及歸佛 第 十六 頌至第 十三 頌 

4 廣目天 王の 德相 及歸佛 第二 十四 頌至 第三 十二 頌 

5 毘沙門天 王の 德相 及、 び 歸佛 …… 第三 十三頌 至 第五 十五 頌 

此經が 實に 前の 大會經 から 轉 化した ことは、 種々 の點 から 明かに 證 明され る、 又 曇無德 部所 傅の 長 含に 之を 缺 
いて 居る のを 見ても、 其餘程 後代の 誦出 である ことが 明 了で あるが、 大會經 で 天神 籠 鬼の 統攝 融合に 對 して、 玆 
では 毘沙門天 王を 中心として 四 王 丈の 特別の 守護が 說かれ て あが、 大會經 で 天神 龍 鬼の 統攝 融合に 對 して、 玆で 
は 毘沙門天 王を 中心として 四 王 丈の 特別の 守護が 說かれ て ある。 之は 後代 密教の 別 尊 分科 發 達の 本源と 示す もの 
であって、 特に 注意すべき 原始的の 秘經 である、 此經は 無論 原始の 諸 秘經に 聖典 的の 材料を 與 へて 居る のは 言 ふ 
まで もない が、 後代 密教の 代表 秘 典の 一として 擧 ぐべき、 法 天譯の 毘沙門天 王經が 、殆ど 全部 阿陀 那胝經 を 襲用 
し、 之に 他の 顯密 諸經を 配合した ことが 特に 重要 だ。 同經の 成立 要素を 圖 示して 見る と 左圖の 通りで ある。 圖は 
毘沙 門經を 十五 小 段に 分科して 其 相當の 部分を 捻じ 正 結果を 示した ものである。 

阿托那 胝經が 、毘沙 經に 於け る 別 尊 發展の 基礎と なつて、 其 主要部 分を 占めっ 1 ある ことは、 此圖で 明で あら 
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(澇遐 ^ 害商窃 ^ 1^ 1907 ^ 261丨2661〇 

( 5 ) The  Nepalese  Nava  Dharmas  and  Their  Chinese  translation. 

(J.  B,  A.  s. 1 907 , pp.  663 —66  0 
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原始的 祕密 聖典  七 五 ニ 
法の 純 地を 與へた ものと いふて ょい。 時代から 云へ ば 三 資料 中 第一は 最も 古く、 第二は 稍 新く、 第三は 最も 新し 
い 別は あるが、 勿論 亙に 錯綜 交絡して、 原始的の 秘密 經 典を 組立て 織り出した。 然し その 特色が 又 密教の 聖典 曼 
陀羅 事相の 三方 面を 代表して 居る 所に 不盡の 味が ある。 吾々 は 之に 關し尙 論ずべき 種々 の點も ある。 更に 密敎發 
展の 時期 分界に 關 しても、 進みて 犬に 論ずべき だが、 次囘 筆を 改めて 敎を讀 者に 乞 ふこと \ しょぅ。 尙 本稿は 主 
として 原始 密經 の內面 要素た る パ ー リ 方面 卽內 因を 研究した の だが、 之が 外的 要件 卽外緣 たる、 吠 陀及其 附屬文 
學 、並に 史詩 特に 摩 訶婆羅 多の 影響 も實 は、 同時に 論ずべき だが、 餘り 錯雑す るから、 之 丈 切り離して 置いた。 
この 部分 も 時期を 待ちて 公表したい と 思 ふ。 

大正九年五月ニ十九日、大村西崖君學士院受賞式 1- 臨む前夜急 1- 此稿か纒めて、同君 |- 對す 5 祝賀のー端と<ゐ。 
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